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このマニュアルに記載されている仕様および製品に関する情報は、 予告なしに変更される こ とがあ り ます。 このマニュアルに記載されている表現、 情報、 お
よび推奨事項は、 すべて正確である と考えていますが、 明示的であれ黙示的であれ、 一切の保証の責任を負わないものと します。 このマニュアルに記載され
ている製品の使用は、 すべてユーザ側の責任にな り ます。

対象製品のソフ ト ウェア  ラ イセンスおよび限定保証は、 製品に添付された 『Information Packet』 に記載されています。 添付されていない場合には、 代理店に
ご連絡ください。

FCC ク ラス  A 準拠装置に関する記述 ： この装置はテス ト済みであ り、 FCC ルール Part 15 に規定された仕様のク ラス  A デジタル装置の制限に準拠している こ
とが確認済みです。 これらの制限は、 商業環境で装置を使用したと きに、 干渉を防止する適切な保護を規定しています。 この装置は、 無線周波エネルギーを
生成、 使用、 または放射する可能性があ り、 この装置のマニュアルに記載された指示に従って設置および使用しなかった場合、 ラジオおよびテレビの受信障
害が起こ る こ とがあ り ます。 住宅地でこの装置を使用する と、 干渉を引き起こす可能性があ り ます。 その場合には、 ユーザ側の負担で干渉防止措置を講じる
必要があ り ます。
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シスコでは、 この製品の変更または改造を認めていません。 変更または改造した場合には、 FCC 認定が無効にな り、 さ らに製品を操作する権限を失う こ とに
な り ます。
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新機能および変更された機能に関する情報

この章では、 『Cisco Nexus 7000 Series Hardware Installation and Reference Guide』 の新機能およ
び変更された機能に関する リ リース固有の情報を示します。 このマニュアルの 新バージ ョ ン
は、 次のシスコ  Web サイ ト から入手できます。
http://www.cisco.com/en/US/docs/switches/datacenter/hw/nexus7000/installation/guide/n7k_hig_book.
html

表 1 では、 『Cisco Nexus 7000 Series Hardware Installation and Reference Guide』 における新機能
および変更された機能を要約し、 その参照先を示しています。

表 1 リ リース 6.2(8) の新機能および変更された機能

機能 説明
変更された
リ リース 参照先

光ファ イバおよびケー
ブルのサポート

12 ポート  40 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O 
モジュール （N7K-F312FQ-25） および 6 
ポート  40 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モ
ジュール （N7K-M206FQ-23） に対応する
光ファ イバとケーブルが追加されました。

6.2(8) 第 7 章 「ネッ ト ワークへの 
Cisco Nexus 7000 シ リーズ ス
イ ッチの接続」

EPLD イ メージ NAM モジュールと各種 I/O モジュールの 
EPLD イ メージが更新されました。

6.2(8) 第 8 章 「スイ ッチ ハード ウェ
アの管理」

Cisco Nexus 2248TP-E 

FEX での 10-Mbps のサ
ポート

Cisco Nexus 2248TP-E FEX で速度 10-Mbps 
をサポート します。

6.2(8) 付録 B 「 ト ランシーバおよびモ
ジュールのコネク タ」

http://www.cisco.com/en/US/docs/switches/datacenter/hw/nexus7000/installation/guide/n7k_hig_book.html
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はじめに

こ こでは、 『Cisco Nexus 7000 Series Hardware Installation and Reference Guide』 の対象読者、 構
成、 および表記法について説明します。 また、 関連マニュアルの入手方法についても説明し
ます。

この前書きは、 次の項で構成されています。

• 「対象読者」 （P.xv）

• 「マニュアルの構成」 （P.xv）

• 「表記法」 （P.xvi）

• 「関連資料」 （P.xxii）

• 「マニュアルの入手方法およびテクニカル サポート 」 （P.xxiii）

対象読者
このマニュアルは、 Cisco Nexus 7004、 7009、 7010、 および 7018 スイ ッチの設定と保守を行う
経験豊富なネッ ト ワーク  システム管理者を対象と しています。

マニュアルの構成
このマニュアルでは、 Cisco Nexus 7004、 7009、 7010、 および 7018 スイ ッチの設置方法につい
て説明します。 Cisco Nexus 7706、 7710、 7718 スイ ッチの設置方法については、 それぞれの製
品向けのハード ウェア  インス ト レーシ ョ ン  ガイ ドを参照して ください。

このマニュアルの構成は、 次のとおりです。

章 説明

第 1 章 「概要」 取り付け手順の概要について説明します。

第 2 章 「Cisco Nexus 7004 シャーシの設置」 Cisco Nexus 7004 ハード ウェア  コンポーネン
ト の取り付け方法について説明します。

第 3 章 「Cisco Nexus 7009 シャーシの設置」 Cisco Nexus 7009 ハード ウェア  コンポーネン
ト の取り付け方法について説明します。

第 4 章 「Cisco Nexus 7010 シャーシの設置」 Cisco Nexus 7010 ハード ウェア  コンポーネン
ト の取り付け方法について説明します。
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表記法
コマン ドの説明では、 次の表記法を使用しています。

第 5 章 「Cisco Nexus 7018 シャーシの設置」 Cisco Nexus 7018 ハード ウェア  コンポーネン
ト の取り付け方法について説明します。

第 6 章 「電源装置の取り付け」 Cisco Nexus 7000 シ リーズ スイ ッチの電源装
置の取り付け方法について説明します。

第 7 章 「ネッ ト ワークへの Cisco Nexus 7000 シ
リーズ スイ ッチの接続」

Cisco Nexus 7000 シ リーズ スイ ッチを  AC 電
源とネッ ト ワークに接続する方法について説
明します。

第 8 章 「スイ ッチ ハード ウェアの管理」 Cisco Nexus 7000 シ リーズ スイ ッチのハード
ウェアを管理する方法について説明します。

第 9 章 「 ト ラブルシューテ ィ ング」 Cisco Nexus 7000 シ リーズ  ハード ウェアの ト
ラブルシューテ ィ ング方法について説明し
ます。

第 10 章 「コンポーネン ト の取り付けまたは
交換」

システム動作中に Cisco Nexus 7000 シ リーズ 
のコンポーネン ト を交換する方法について説
明します。

付録 A 「技術仕様」 Cisco Nexus 7000 シ リーズ スイ ッチ設置のた
めのシステム要件および環境条件について説
明します。

付録 B 「 ト ランシーバおよびモジュールのコ
ネク タ」

Cisco Nexus 7000 シ リーズ スイ ッチをイン
ターネッ ト に接続する接続デバイスの仕様に
ついて説明します。

付録 D 「シャーシおよびモジュールの LED」 システムの状態を示すスイ ッチ LED および
モジュール LED について説明します。

付録 E 「輸送のための Cisco Nexus 7000 シ リー
ズ スイ ッチの再梱包」

Cisco Nexus 7000 シ リーズ スイ ッチを輸送す
る必要がある場合にスイ ッチを再梱包する方
法について説明します。

付録 F 「設置環境およびメ ンテナンス記録」 連絡先情報と、 設置場所について記録する表
を示します。

章 説明

表記法 説明

太字フォン ト コマン ドおよびキーワードは太字で示しています。

イ タ リ ッ ク体 ユーザが値を指定する引数は、 イ タ リ ッ ク体で表記されています。

[   ] 角カッ コの中の要素は、 省略可能です。

[ x | y | z ] どれか 1 つを選択できる省略可能なキーワードは、 角カッ コで囲み、 縦
棒で区切って示しています。

string 引用符を付けない一組の文字。 string の前後には引用符を使用しません。
引用符を使用する と、 その引用符も含めて string とみなされます。
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出力例では、 次の表記法を使用しています。

このマニュアルでは、 次の表記法を使用しています。

（注） 「注釈」 です。 役立つ情報や、 このマニュアル以外の参照資料などを紹介しています。

注意 「要注意」 の意味です。 機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述されて
います。

screen フォン ト ス イ ッチに表示される端末セッシ ョ ンおよび情報は、 screen フォン ト で
示しています。

太字の screen 
フォン ト

ユーザが入力しなければならない情報は、 太字の screen フォン ト で示し
ています。

イタ リ ッ ク体の 
screen フォン ト

ユーザが値を指定する引数は、 イ タ リ ッ ク体の screen フォン ト で示して
います。

<   > パスワードのよ うに出力されない文字は、 山カッ コ （< >） で囲んで示し
ています。

[   ] システム  プロンプ ト に対するデフォル ト の応答は、 角カッ コで囲んで示
しています。

!、 # コードの先頭に感嘆符 （!） またはポン ド記号 （#） がある場合には、 コ
メ ン ト行である こ と を示します。

Warning IMPORTANT SAFETY INSTRUCTIONS

This warning symbol means danger. You are in a situation that could cause bodily injury. Before you 
work on any equipment, be aware of the hazards involved with electrical circuitry and be familiar 
with standard practices for preventing accidents. Use the statement number provided at the end of 
each warning to locate its translation in the translated safety warnings that accompanied this 
device. 

SAVE THESE INSTRUCTIONS

Waarschuwing BELANGRIJKE VEILIGHEIDSINSTRUCTIES

Dit waarschuwingssymbool betekent gevaar. U verkeert in een situatie die lichamelijk letsel kan 
veroorzaken. Voordat u aan enige apparatuur gaat werken, dient u zich bewust te zijn van de bij 
elektrische schakelingen betrokken risico's en dient u op de hoogte te zijn van de standaard 
praktijken om ongelukken te voorkomen. Gebruik het nummer van de verklaring onderaan de 
waarschuwing als u een vertaling van de waarschuwing die bij het apparaat wordt geleverd, wilt 
raadplegen.

BEWAAR DEZE INSTRUCTIES
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Varoitus TÄRKEITÄ TURVALLISUUSOHJEITA

Tämä varoitusmerkki merkitsee vaaraa. Tilanne voi aiheuttaa ruumiillisia vammoja. Ennen kuin 
käsittelet laitteistoa, huomioi sähköpiirien käsittelemiseen liittyvät riskit ja tutustu 
onnettomuuksien yleisiin ehkäisytapoihin. Turvallisuusvaroitusten käännökset löytyvät laitteen 
mukana toimitettujen käännettyjen turvallisuusvaroitusten joukosta varoitusten lopussa näkyvien 
lausuntonumeroiden avulla.

SÄILYTÄ NÄMÄ OHJEET

Attention IMPORTANTES INFORMATIONS DE SÉCURITÉ 

Ce symbole d'avertissement indique un danger. Vous vous trouvez dans une situation pouvant 
entraîner des blessures ou des dommages corporels. Avant de travailler sur un équipement, soyez 
conscient des dangers liés aux circuits électriques et familiarisez-vous avec les procédures 
couramment utilisées pour éviter les accidents. Pour prendre connaissance des traductions des 
avertissements figurant dans les consignes de sécurité traduites qui accompagnent cet appareil, 
référez-vous au numéro de l'instruction situé à la fin de chaque avertissement.

CONSERVEZ CES INFORMATIONS

Warnung WICHTIGE SICHERHEITSHINWEISE

Dieses Warnsymbol bedeutet Gefahr. Sie befinden sich in einer Situation, die zu Verletzungen führen 
kann. Machen Sie sich vor der Arbeit mit Geräten mit den Gefahren elektrischer Schaltungen und 
den üblichen Verfahren zur Vorbeugung vor Unfällen vertraut. Suchen Sie mit der am Ende jeder 
Warnung angegebenen Anweisungsnummer nach der jeweiligen Übersetzung in den übersetzten 
Sicherheitshinweisen, die zusammen mit diesem Gerät ausgeliefert wurden.

BEWAHREN SIE DIESE HINWEISE GUT AUF.

Avvertenza IMPORTANTI ISTRUZIONI SULLA SICUREZZA 

Questo simbolo di avvertenza indica un pericolo. La situazione potrebbe causare infortuni alle 
persone. Prima di intervenire su qualsiasi apparecchiatura, occorre essere al corrente dei pericoli 
relativi ai circuiti elettrici e conoscere le procedure standard per la prevenzione di incidenti. 
Utilizzare il numero di istruzione presente alla fine di ciascuna avvertenza  per individuare le 
traduzioni delle avvertenze riportate in questo documento. 

CONSERVARE QUESTE ISTRUZIONI

Advarsel VIKTIGE SIKKERHETSINSTRUKSJONER

Dette advarselssymbolet betyr fare. Du er i en situasjon som kan føre til skade på person. Før du 
begynner å arbeide med noe av utstyret, må du være oppmerksom på farene forbundet med 
elektriske kretser, og kjenne til standardprosedyrer for å forhindre ulykker. Bruk nummeret i slutten 
av hver advarsel for å finne oversettelsen i de oversatte sikkerhetsadvarslene som fulgte med denne 
enheten.

TA VARE PÅ DISSE INSTRUKSJONENE
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Aviso INSTRUÇÕES IMPORTANTES DE SEGURANÇA 

Este símbolo de aviso significa perigo. Você está em uma situação que poderá ser causadora de 
lesões corporais. Antes de iniciar a utilização de qualquer equipamento, tenha conhecimento dos 
perigos envolvidos no manuseio de circuitos elétricos e familiarize-se com as práticas habituais de 
prevenção de acidentes. Utilize o número da instrução fornecido ao final de cada aviso para 
localizar sua tradução nos avisos de segurança traduzidos que acompanham este dispositivo.

GUARDE ESTAS INSTRUÇÕES 

¡Advertencia! INSTRUCCIONES IMPORTANTES DE SEGURIDAD

Este símbolo de aviso indica peligro. Existe riesgo para su integridad física. Antes de manipular 
cualquier equipo, considere los riesgos de la corriente eléctrica y familiarícese con los 
procedimientos estándar de prevención de accidentes. Al final de cada advertencia encontrará el 
número que le ayudará a encontrar el texto traducido en el apartado de traducciones que acompaña 
a este dispositivo. 

GUARDE ESTAS INSTRUCCIONES

Varning! VIKTIGA SÄKERHETSANVISNINGAR

Denna varningssignal signalerar fara. Du befinner dig i en situation som kan leda till personskada. 
Innan du utför arbete på någon utrustning måste du vara medveten om farorna med elkretsar och 
känna till vanliga förfaranden för att förebygga olyckor. Använd det nummer som finns i slutet av 
varje varning för att hitta dess översättning i de översatta säkerhetsvarningar som medföljer denna 
anordning.

SPARA DESSA ANVISNINGAR
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Aviso INSTRUÇÕES IMPORTANTES DE SEGURANÇA

Este símbolo de aviso significa perigo. Você se encontra em uma situação em que há risco de lesões 
corporais. Antes de trabalhar com qualquer equipamento, esteja ciente dos riscos que envolvem os 
circuitos elétricos e familiarize-se com as práticas padrão de prevenção de acidentes. Use o 
número da declaração fornecido ao final de cada aviso para localizar sua tradução nos avisos de 
segurança traduzidos que acompanham o dispositivo.

GUARDE ESTAS INSTRUÇÕES

Advarsel VIGTIGE SIKKERHEDSANVISNINGER

Dette advarselssymbol betyder fare. Du befinder dig i en situation med risiko for 
legemesbeskadigelse. Før du begynder arbejde på udstyr, skal du være opmærksom på de 
involverede risici, der er ved elektriske kredsløb, og du skal sætte dig ind i standardprocedurer til 
undgåelse af ulykker. Brug erklæringsnummeret efter hver advarsel for at finde oversættelsen i de 
oversatte advarsler, der fulgte med denne enhed.

GEM DISSE ANVISNINGER
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関連資料
Cisco Nexus 7000 シ リーズのマニュアルには、 次のマニュアルが含まれています。

ハードウェア マニュアル

『Cisco Nexus 7000 Series Site Preparation Guide』

『Cisco Nexus 7000 Series Hardware Installation and Reference Guide』

『Cisco Nexus 7710 Site Preparation and Hardware Installation Guide』

『Cisco Nexus 7718 Site Preparation and Hardware Installation Guide』

『Cisco Nexus 7000 Series Regulatory Compliance and Safety Information』

『Cisco Nexus 7000 Series Connectivity Management Processor Configuration Guide』

ソフ トウェア マニュアル

Cisco Nexus 7000 シ リーズ スイ ッチには、 Cisco NX-OS ソフ ト ウェアが同梱されています。
Cisco NX-OS ソフ ト ウェアのマニュアルは、 次の URL から入手できます。

http://www.cisco.com/en/US/products/ps9402/tsd_products_support_series_home.html

Cisco Data Center Network Manager （DCNM） は、 Cisco Nexus 7000 シ リーズをサポート してい
ます。 DCNM のマニュアルは、 次の URL から入手できます。

http://www.cisco.com/en/US/products/ps9369/tsd_products_support_series_home.html

http://www.cisco.com/en/US/products/ps9402/tsd_products_support_series_home.html
http://www.cisco.com/en/US/products/ps9402/tsd_products_support_series_home.html
http://www.cisco.com/en/US/products/ps9369/tsd_products_support_series_home.html


xxiii
『Cisco Nexus 7000 シリーズ ハードウェア インス ト レーシ ョ ン  および リ ファレンス ガイド』

OL-23069-7-J

「はじめに」

マニュアルに関するフ ィードバック

マニュアルに関するフ ィードバック
このマニュアルに関する技術的なフ ィードバッ ク、 または誤りや記載もれなどお気づきの点が
ございましたら、 HTML ドキュ メ ン ト内のフ ィードバッ ク  フォームよ り ご連絡ください。 ご協
力をよろし くお願いいたします。

マニュアルの入手方法およびテクニカル サポート
マニュアルの入手方法、 テクニカル サポート 、 その他の有用な情報について、 次の URL で、
毎月更新される 『What's New in Cisco Product Documentation』 を参照して ください。 シスコの
新規および改訂版の技術マニュアルの一覧も示されています。

http://www.cisco.com/en/US/docs/general/whatsnew/whatsnew.html

『What's New in Cisco Product Documentation』 は Really Simple Syndication （RSS） フ ィード と して
購読できます。 また、 リーダー アプ リ ケーシ ョ ンを使用してコンテンツがデスク ト ップに直接配
信されるよ うに設定するこ と もできます。 RSS フ ィードは無料のサービスです。 シスコは現在、
RSS バージ ョ ン 2.0 をサポート しています。

http://www.cisco.com/en/US/docs/general/whatsnew/whatsnew.html
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1
概要

この章では、 Cisco Nexus 7000 シ リーズ スイ ッチの概要について説明します。 この章の内容は
次のとおりです。

• 「Cisco Nexus 7000 シ リーズ」 （P.1-1）

• 「設置場所の準備」 （P.1-21）

• 「安全に関する注意事項」 （P.1-22）

• 「設置および接続に関する注意事項」 （P.1-22）

• 「システム  ハード ウェアの管理」 （P.1-23）

• 「コンポーネン ト の交換」 （P.1-23）

Cisco Nexus 7000 シリーズ
Cisco Nexus 7000 シ リーズ スイ ッチはマルチプロ ト コル対応の高密度、高性能スイ ッチであ り、
これには、 イーサネッ ト /IP、 仮想化、 レイヤ 4 から  7 のサービス、 Low-Latency Interconnect
（LLI） テク ノ ロジーが組み込まれています。 Cisco Nexus 7000 シ リーズ モデルについては、 次
の ト ピ ッ クで説明します。

• 「Cisco Nexus 7004 スイ ッチ」 （P.1-1）

• 「Cisco Nexus 7009 スイ ッチ」 （P.1-4）

• 「Cisco Nexus 7010 システム」 （P.1-8）

• 「Cisco Nexus 7018 システム」 （P.1-13）

Cisco Nexus 7004 スイッチ

Cisco Nexus 7004 のシャーシには 4 個のスロ ッ ト があ り、 1 台または 2 台のスーパーバイザ モ
ジュールおよび 2 台までの I/O モジュールを装備できます。 また、 シャーシはファン  ト レイ、
4 つまでの電源モジュールおよびケーブル管理フレームを格納します。 オプシ ョ ンで、 扉とエ
アー フ ィルタを含める こ とができます。 図 1-1 はシャーシ前面から見たこれらの機能を示して
います。
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図 1-1 Cisco Nexus 7004 のシャーシの前面および側面の標準ハードウェア機能
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1 4 つまでのの AC または DC 電源モジュール
（N7K-AC-3KW または N7K-DC-3KW） の空気取
り入れ口エ リ アまたは設計上のエアーフローを確
保するための、 電源モジュールがない場合にその
代わり となるブランク  フ ィ ラー プレート

5 ファン  ト レイ

2 ケーブル管理サイ ド  フレーム 6 シャーシを移動するために使用されるハンドル （これ
らのハンドルをシャーシを持ち上げるために使用する
にはシャーシ重量を  54.4 kg （120 ポンド） 以下に減ら
します）。

3 I/O モジュールまたは NAM モジュール （スロ ッ
ト  3 ～ 4 の 1 ～ 2 モジュール）。

7 スーパーバイザ モジュールおよび I/O モジュール用空
気取り入れ口

4 スーパーバイザ モジュール （スロ ッ ト  1 およびス
ロ ッ ト  2 の 1 モジュールまたは 2 モジュール）。 こ
れらのモジュールは、 次の う ちいずれかのタ イプ
のみ （スーパーバイザ モジュールが 2 つ設置さ
れている場合、 両方のモジュールが同じ メモ リ容
量のタイプである必要があ り ます）。

• Supervisor 2 （N7K-SUP2）

• Supervisor 2 Enhanced （N7K-SUP2E）
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（注） 図 1-1 は、 管理およびネッ ト ワーク接続用ケーブルを取り付ける前の、 完全装備した Cisco 
Nexus 7004 シャーシを示しています。 スーパーバイザ モジュール、 I/O モジュール、 または電
源モジュールを 大数でシステムに完全装備していない場合は、 コンポーネン ト を搭載してい
ない場所に取り付けるためのブランク  パネルがあ り、 システム冷却用に設計された通気が確保
されます。

I/O モジュール スロ ッ ト には以下のタイプのモジュールが 1 台または 2 台装着されます。

• F2 シ リーズ I/O モジュール

– XL オプシ ョ ンおよび FEX サポート付き  48 ポート  1/10 ギガビッ ト  SFP+
（N7K-F248XP-25 および N7K-F248XP-25E 1） 

– XL オプシ ョ ン付き  48 ポート  1-/10-GBASE-T （NN7K-F248XT-25E）

• F3 シ リーズ I/O モジュール

– 12 ポート  40 ギガビッ ト QSFP+ （N7K-F312FQ-25）

• M1 シ リーズ I/O モジュール

– XL オプシ ョ ン付き  48 ポート  10/100/1000 （N7K-M148GT-11L）

– XL オプシ ョ ン付き  48 ポート  1 ギガビッ ト  イーサネッ ト （N7K-M148GS-11L）

– XL オプシ ョ ンおよび FEX サポート付き  32 ポート  10 ギガビッ ト  イーサネッ ト
（N7K-M132XP-12L）

– XL オプシ ョ ン付き  8 ポート  10 ギガビッ ト  イーサネッ ト （N7K-M108X2-12L）

• M2 シ リーズ I/O モジュール

– XL オプシ ョ ンおよび FEX サポート付き  24 ポート  10 ギガビッ ト  イーサネッ ト
（N7K-M224XP-23L）

– XL オプシ ョ ン付き  6 ポート  40 ギガビッ ト  イーサネッ ト （N7K-M206XP-23L）

– XL オプシ ョ ン付き  2 ポート  100 ギガビッ ト  イーサネッ ト （N7K-M202XP-23L）

• ネッ ト ワーク解析モジュール （N7K-SM-NAM-K9）

Cisco Nexus 7004 のシャーシは、次の仕様を満たす 2 支柱または 4 支柱 19 インチ EIA ラ ッ クに
取り付ける必要があ り ます。

• ANSI/EIA-310-D-1992 に指定されている  イング リ ッシュ  ユニバーサル ホール スペーシン
グに準拠した取り付けレール。

• ラ ッ クの縦方向の 小スペースは、 シャーシを 1 つ取り付ける場合は 12.25 インチ （31.1 cm）
または 7 ラ ッ クユニッ ト （RU） です。

安定性を確保するために、 Cisco Nexus 7004 のシャーシはラ ッ クの も低い RU に取り付けま
す。 ラ ッ クに他のデバイスがある場合は、 軽いシャーシの下に重いシャーシを取り付けます。

警告 安定性に注意して く ださい。 ラ ッ クの安定装置をかけるか、 ラ ッ クを床にボルトで固定してか
ら、 保守のために装置を取り外す必要があります。 ラ ッ クを安定させないと、 転倒することが
あります。 ステート メン ト  1048

1. Cisco Nexus F2 シ リーズ  48 ポー ト  1/10 ギガビッ ト  SFP+ モジュールは F2 モジュールの標準機能すべてをサポー ト
し、 イネーブルにされたレイヤ  2 およびレイヤ 3 の F2 シ リーズ  モジュールのよ う に機能します。 これらのモ
ジュールは、 IPv6 DSCP キュー マッピングもサポー ト します。
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Cisco Nexus 7009 スイッチ

Cisco Nexus 7009 のシャーシには 9 個のスロ ッ ト があ り、 1 つまたは 2 つのスーパーバイザ モ
ジュールおよび 7 個までの I/O モジュールを装備できます。 また、 シャーシには、 5 個のファ
ブ リ ッ ク  モジュール、 1 個のファン  ト レイ、 大 2 個の電源モジュール、 およびケーブル管理
フレームを装備できます。 シャーシには、 シャーシを リ フ ト または下部支持ブラケッ ト に配置
した後、 シャーシを位置決めするために使用するフロン ト マウン ト  ブラケッ ト （代わ りにセン
ターマウン ト  ブラケッ ト を発注できます） と  4 個の位置決めハンドル （両サイ ドに 2 つずつ） も
装備されています。 オプシ ョ ンで、 扉と空気取り入れ口フレームを含める こ とができます。

図 1-2 は Cisco Nexus 7009 のシャーシの前面および側面の標準機能を示し、図 1-3 はシャーシ背
面の標準機能を示しています。

図 1-2 Cisco Nexus 7009 のシャーシの前面および側面の標準ハードウェア機能
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1 電源装置用空気取り入れ口 5 スーパーバイザ モジュール （スロ ッ ト  
1 およびスロ ッ ト  2 の 1 モジュールまた
は 2 モジュール）。 これらのモジュール
は、 次の う ちいずれかのタイプのみ
（スーパーバイザ モジュールが 2 つ設置
されている場合、 両方のモジュールが
同じ メモ リ容量のタイプである必要が
あ り ます）。

• Supervisor 1 （N7K-SUP1）

• Supervisor 2 （N7K-SUP2）

• Supervisor 2 Enhanced

（N7K-SUP2E）

2 ファブ リ ッ ク  モジュール （ 大 5 個） （N7K-C7009-FAB-2） 6 LED 付きケーブル管理フード

3 ケーブル管理サイ ド  フレーム 7 スーパーバイザ、 I/O、 およびファブ
リ ッ ク  モジュール用空気取り入れ口

4 I/O モジュールまたは NAM モジュール （スロ ッ ト  3 ～ 9 の 1 ～ 7 
モジュール）。

8 リ フ ト のシャーシの位置を調整するた
めに使用するハンドル
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図 1-3 Cisco Nexus 7009 のシャーシの背面の標準ハードウェア機能

（注） 図 1-2 および 図 1-3 は、 管理およびネッ ト ワーク接続用ケーブルを取り付ける前の、 完全装備
した Cisco Nexus 7009 シャーシを示しています。 スーパーバイザ モジュール、 I/O モジュール、
ファブ リ ッ ク  モジュール、 または電源モジュールの 大数がシステムに完全装備されていない
場合は、 システムの冷却用に設計された通気を確保するために、 欠落したコンポーネン ト の代
わりにブランク  パネルが取り付けられています。

1 ファン  ト レイ （1） 2 電源モジュール （1 または 2） ： これらの
モジュールは以下のモジュールを組み合
わせたものです。

• 6 kW AC 電源モジュール
（N7K-AC-6.0KW）

• 7.5 kW AC 電源モジュール 
（N7K-AC-7.5KW-INT （国際プラグ））
（N7K-AC-7.5KW-US （米国プラグ））

• 6 kW DC 電源モジュール
（N7K-DC-6.0KW）

• ブランク  フ ィ ラー プレー ト （電源が
失われた場合に設計どおりの通気を
確保するために設置されます）
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I/O モジュール スロ ッ ト には以下のタイプのモジュールが 1 台または 2 台装着されます。

• F1 シ リーズ I/O モジュール

– 32 ポート  1 ギガビッ トおよび 10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-F132XP-15）

– XL オプシ ョ ン付き  48 ポート  1-/10-GBASE-T （NN7K-F248XT-25E）

• F2 シ リーズ I/O モジュール

– XL オプシ ョ ンおよび FEX サポート付き  48 ポート  1/10 ギガビッ ト  SFP+
（N7K-F248XP-25 および N7K-F248XP-25E 1） 

• F3 シ リーズ I/O モジュール

– 12 ポート  40 ギガビッ ト QSFP+ （N7K-F312FQ-25）

• M1 シ リーズ I/O モジュール

– 48 ポート  10/100/1000 I/O モジュール （N7K-M148GT-11）

– XL オプシ ョ ン付き  48 ポート  10/100/1000 I/O モジュール （N7K-M148GT-11L）

– 48 ポート  1 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール （N7K-M148GS-11）

– XL オプシ ョ ン付き  48 ポート  1 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-M148GS-11L）

– FEX サポート付き  32 ポート  10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-M132XP-12）

– XL オプシ ョ ンおよび FEX サポート付き  32 ポート  10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モ
ジュール （N7K-M132XP-12L）

– XL オプシ ョ ン付き  8 ポート  10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-M108X2-12L）

• M2 シ リーズ I/O モジュール

– XL オプシ ョ ンおよび FEX サポート付き  24 ポート  10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モ
ジュール （N7K-M224XP-23L）

– XL オプシ ョ ン付き  6 ポート  40 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-M206XP-23L）

– XL オプシ ョ ン付き  2 ポート  100 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-M202XP-23L）

• ネッ ト ワーク解析モジュール （NAM） （N7K-SM-NAM-K9）

Cisco Nexus 7009 のシャーシは、次の仕様を満たす 2 支柱または 4 支柱 19 インチ EIA ラ ッ クに
取り付ける必要があ り ます。

• ANSI/EIA-310-D-1992 に指定されている  イング リ ッシュ  ユニバーサル ホール スペーシン
グに準拠した取り付けレール。

• ラ ッ クの縦方向の 小スペースは、 シャーシを  1 つ取り付ける場合は 24.5 インチ （62.2 
cm） または 14 ラ ッ ク  ユニッ ト （RU） です （下部支持レールを使用する場合は 15 RU。 こ
れは、 センターマウン ト の取り付けには必須であ り、 フロン ト マウン ト の取り付けにはオ
プシ ョ ン）。

1. Cisco Nexus F2 シ リーズ  48 ポー ト  1/10 ギガビッ ト  SFP+ モジュールは F2 モジュールの標準機能すべてをサポー ト
し、 イネーブルにされたレイヤ  2 およびレイヤ 3 の F2 シ リーズ  モジュールのよ う に機能します。 これらのモ
ジュールは、 IPv6 DSCP キュー マッピングもサポー ト します。
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安定性を確保するために、 Cisco Nexus 7009 のシャーシはラ ッ クの も低い RU に取り付けま
す。 ラ ッ クに他のデバイスがある場合は、 軽いシャーシの下に も重いシャーシを取り付け
ます。

警告 安定性に注意して く ださい。 ラ ッ クの安定装置をかけるか、 ラ ッ クを床にボルトで固定してか
ら、 保守のために装置を取り外す必要があります。 ラ ッ クを安定させないと、 転倒することが
あります。 ステート メン ト  1048

Cisco Nexus 7010 システム

Cisco Nexus 7010 のシャーシには 10 個のスロ ッ ト があ り、 2 つのスーパーバイザ モジュールお
よび 8 つまでの I/O モジュールを装備できます。 また、 シャーシには 5 つまでのファブ リ ッ ク  
モジュール、 2 つのシステム  ファン  ト レイ、 2 つのファブ リ ッ ク  ファン  ト レイ、 3 つまでの電
源モジュール、 およびケーブル管理フレームを装備できます。 さ らに、 ラ ッ クに配置したあと
でシャーシを取り付けるために使用する取り付けブラケッ トおよび 4 つの位置づけハンドル
（両サイ ドに 2 つずつ） があ り ます。 エアー フ ィルタおよびミ ッ ド フレーム  ドアをオプシ ョ ン
で付ける こ と もできます。

図 1-4 は Cisco Nexus 7010 の前面および側面の標準機能を示し、 図 1-5 はシャーシ前面のオプ
シ ョ ン機能を示し、 図 1-6 はシャーシ背面の標準機能を示しています。

図 1-4 Cisco Nexus 7010 のシャーシの前面および側面の標準ハードウェア機能
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図 1-5 Cisco Nexus 7010 のシャーシ前面にあるオプシ ョ ンのハードウェア機能

1 ケーブル管理エ リ アのドア 5 シャーシの再配置に使用するハンドル （シャーシを持ち上げるのにこの
ハンドルを使用しないでください。 その場合はリ フ ト を使用します）

2 システム  ステータス  LED 6 I/O モジュールまたは NAM モジュール （スロ ッ ト  1～4 および 7～10 の 
1 ～ 8 モジュール）。

3 ケーブル管理エ リ ア （必要に
応じて上部のルーテ ィ ング部
分を取り外し可能）

7 スーパーバイザ モジュール （スロ ッ ト  5 およびスロ ッ ト  6 の 1 モジュー
ルまたは 2 モジュール）。 これらのモジュールは、 次の う ちいずれかのタ
イプのみ （スーパーバイザ モジュールが 2 つ設置されている場合、 両方
のモジュールが同じ メモ リ容量のタイプである必要があ り ます）。

• Supervisor 1 （N7K-SUP1）

• Supervisor 2 （N7K-SUP2）

• Supervisor 2 Enhanced （N7K-SUP2E）

4 ラ ッ ク  マウン ト  ブラケッ ト
（2） （両側に 1 つずつ）

8 空気取り入れ口 （オプシ ョ ンのエアー フ ィルタなしで表示）

18
71

42

1

2

1 ミ ッ ド フレーム  ドア  アセンブ リ 2 エアー フ ィルタ
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図 1-6 Cisco Nexus 7010 のシャーシの背面の標準ハードウェア機能

1 スーパーバイザ モジュールお
よび I/O モジュールのファン排
気口

4 ファブ リ ッ ク  モジュール （ 大 5 個）
（N7K-C7010-FAB-1 または N7K-C7010-FAB-2）

2 スーパーバイザ モジュールお
よび I/O モジュールのシステ
ム  ファン  ト レイ （2 個）
（N7K-C7010-FAN-S） と排
気口

5 電源装置 （ 大 3 個） および電源装置用の排気口 ：
これらのモジュールは次のモジュールの組み合わせ
です。

• 6 kW AC 電源モジュール （N7K-AC-6.0KW）

• 7.5 kW AC 電源 （N7K-AC-7.5KW-INT （国際プラ
グ） および N7K-AC-7.5KW-US （米国プラグ）

• 6 kW DC 電源モジュール （N7K-DC-6.0KW）

• ブランク  フ ィ ラー プレート （電源が失われた場
合に設計どおりの通気を確保するために交換し
ます）

3 ファブ リ ッ ク  ファン  ト レイ
（2 個） （N7K-C7010-FAN-F） お
よびファブ リ ッ ク  モジュール
用の排気口

1

2

3

4

5
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（注） 図 1-4 および図 1-6 に、 インターネッ トおよびコンソールへの接続用ケーブルを設置する前の、
完全装備した Cisco Nexus 7000 シ リーズ のシャーシを示します。 スーパーバイザ モジュール、
I/O モジュール、 ファブ リ ッ ク  モジュール、 または電源モジュールを 大数でシステムに完全
装備していない場合は、 システム冷却用に設計された通気を確保するために、 欠落したコン
ポーネン ト の代わりにブランク  フ ィ ラー パネルが取り付けられています。

I/O モジュール スロ ッ ト には以下のタイプのモジュールが 1 台または 2 台装着されます。

• F1 シ リーズ I/O モジュール

– 32 ポート  1 ギガビッ トおよび 10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-F132XP-15）

– XL オプシ ョ ン付き  48 ポート  1-/10-GBASE-T （NN7K-F248XT-25E）

• F2 シ リーズ I/O モジュール

– XL オプシ ョ ンおよび FEX サポート付き  48 ポート  1/10 ギガビッ ト  SFP+
（N7K-F248XP-25 および N7K-F248XP-25E 1） 

• F3 シ リーズ I/O モジュール

– 12 ポート  40 ギガビッ ト QSFP+ （N7K-F312FQ-25）

• M1 シ リーズ I/O モジュール

– 48 ポート  10/100/1000 I/O モジュール （N7K-M148GT-11）

– XL オプシ ョ ン付き  48 ポート  10/100/1000 I/O モジュール （N7K-M148GT-11L）

– 48 ポート  1 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール （N7K-M148GS-11）

– XL オプシ ョ ン付き  48 ポート  1 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-M148GS-11L）

– FEX サポート付き  32 ポート  10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-M132XP-12）

– XL オプシ ョ ンおよび FEX サポート付き  32 ポート  10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モ
ジュール （N7K-M132XP-12L）

– XL オプシ ョ ン付き  8 ポート  10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-M108X2-12L）

• M2 シ リーズ I/O モジュール

– XL オプシ ョ ンおよび FEX サポート付き  24 ポート  10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モ
ジュール （N7K-M224XP-23L）

– XL オプシ ョ ン付き  6 ポート  40 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-M206XP-23L）

– XL オプシ ョ ン付き  2 ポート  100 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-M202XP-23L）

• ネッ ト ワーク解析モジュール （NAM） （N7K-SM-NAM-K9）

1. Cisco Nexus F2 シ リーズ  48 ポー ト  1/10 ギガビッ ト  SFP+ モジュールは F2 モジュールの標準機能すべてをサポー ト
し、 イネーブルにされたレイヤ  2 およびレイヤ 3 の F2 シ リーズ  モジュールのよ う に機能します。 これらのモ
ジュールは、 IPv6 DSCP キュー マッピングもサポー ト します。
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Cisco Nexus 7010 システムのシャーシは、 次の仕様を満たす 4 支柱 19 インチ EIA （米国電子工
業会） ラ ッ クに取り付ける必要があ り ます。

• ANSI/EIA-310-D-1992 に指定されている  イング リ ッシュ  ユニバーサル ホール スペーシン
グに準拠した取り付けレール。

• ラ ッ クの縦方向の 小スペースは、 シャーシを 1 つ取り付ける場合は 36.75 インチ （93.3 cm）
または 21 ラ ッ ク  ユニッ ト （RU）、 シャーシを 2 つ取り付ける場合は 73.5 インチ （186.6 cm） ま
たは 42 RU です。 シャーシを  2 つ取り付ける場合は、 45 RU ラ ッ クの使用を推奨します。

シャーシを  1 つ取り付ける場合は、 図 1-7 のよ うに、 ラ ッ クのできるだけ 下部の RU に設置
し安定させます。 2 つのシャーシを同じ ラ ッ クに取り付ける場合は、 図 1-8 に示すよ うに、 先
に下からシャーシを取り付け、 次にも う  1 つのシャーシをその上に取り付けます。

警告 安定性に注意して く ださい。 ラ ッ クの安定装置をかけるか、 ラ ッ クを床にボルト で固定してから、
保守のために装置を取り外す必要があります。 ラ ッ クを安定させないと、 転倒するこ とがありま
す。 ステート メン ト  1048

図 1-7 4 支柱ラックに取り付けられた 1 つの Cisco Nexus 7010 シャーシ

18
71

86

Install the first chassis  at the 
bottom of the rack for maximum 

stability.
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図 1-8 4 支柱ラックに取り付けられた 2 つの Cisco Nexus 7010 シャーシ

Cisco Nexus 7018 システム

Cisco Nexus 7018 のシャーシには 18 個のスロ ッ ト があ り、 2 つのスーパーバイザ モジュールお
よび 16 個までの I/O モジュールを装備できます。 また、シャーシには 5 つまでのファブ リ ッ ク  
モジュール、 2 つのファン  ト レイ、 4 つまでの電源モジュール、 およびケーブル管理システム
も装備できます。 さ らに、 ラ ッ クに配置したあとでシャーシを取り付けるために使用する取り
付けブラケッ トおよび 4 つの位置づけハンドル （両サイ ドに 2 つずつ） があ り ます。 オプシ ョ
ンで I/O ケーブル接続を保護する前面扉を含める こ とができます。

図 1-9 は Cisco Nexus 7018 の前面および側面の標準機能を示し、 図 1-10 はケーブル管理システ
ムのコンポーネン ト を示し、 図 1-11 はシャーシ前面のオプシ ョ ン機能を示し、 図 1-12 は
シャーシ背面の標準機能を示しています。
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71

87

Install a second chassis
immediately above the
first installed chassis.
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図 1-9 Cisco Nexus 7018 のシャーシの前面および側面の標準ハードウェア機能
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1 システム  ステータス  LED 5 電源装置用空気取り入れ口

2 ラ ッ クマウン ト  ブラケッ ト （2 個） 6 スーパーバイザ モジュールおよび 
I/O モジュール用空気取り入れ口

3 I/O モジュールまたは NAM モジュール （スロ ッ ト  1～8 および 
11～18 の 1 ～ 16 ）。

7 ファブ リ ッ ク  モジュール用空気取り
入れ口

4 スーパーバイザ モジュール （スロ ッ ト  1 およびスロ ッ ト  2 の 1 モ
ジュールまたは 2 モジュール）。 これらのモジュールは、 次の う ちい
ずれかのタイプのみ （スーパーバイザ モジュールが 2 つ設置されて
いる場合、 両方のモジュールが同じ メモ リ容量のタイプである必要
があ り ます）。

• Supervisor 1 （N7K-SUP1）

• Supervisor 2 （N7K-SUP2）

• Supervisor 2 Enhanced （N7K-SUP2E）

8 シャーシの再配置に使用するハンド
ル （シャーシを持ち上げるのにこの
ハンドルを使用しないでください。
その場合はリ フ ト を使用します）
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図 1-10 Cisco Nexus 7018 シャーシ用のケーブル管理システム
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1 システム  ステータス  LED （これらの LED 
はシャーシ LED によって表示されたシス
テム  ステータスを示します）

3 上部ケーブル管理アセンブ リ

2 フード 4 下部ケーブル管理アセンブ リ
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図 1-11 Cisco Nexus 7018 シャーシ用のオプシ ョ ンの前面扉
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1 前面扉 2 電源装置用空気取り入れ口フレーム
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図 1-12 Cisco Nexus 7018 のシャーシ背面の標準ハードウェア機能
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（注） 図 1-9 および図 1-12 は、 インターネッ トおよびコンソールへの接続用ケーブルを設置する前
の、 完全装備した Cisco Nexus 7018 のシャーシを示しています。 スーパーバイザ モジュール、
I/O モジュール、 ファブ リ ッ ク  モジュール、 または電源モジュールの 大数がシステムに完全
装備されていない場合は、 システムの冷却用に設計された通気を確保するために、 欠落したコ
ンポーネン ト の代わりにブランク  パネルが取り付けられています。

I/O モジュール スロ ッ ト には以下のタイプのモジュールが 1 台または 2 台装着されます。

• F1 シ リーズ I/O モジュール

– 32 ポート  1 ギガビッ トおよび 10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-F132XP-15）

– XL オプシ ョ ン付き  48 ポート  1-/10-GBASE-T （NN7K-F248XT-25E）

• F2 シ リーズ I/O モジュール

– XL オプシ ョ ンおよび FEX サポート付き  48 ポート  1/10 ギガビッ ト  SFP+
（N7K-F248XP-25 および N7K-F248XP-25E 1） 

• F3 シ リーズ I/O モジュール

– 12 ポート  40 ギガビッ ト QSFP+ （N7K-F312FQ-25）

• M1 シ リーズ I/O モジュール

– 48 ポート  10/100/1000 I/O モジュール （N7K-M148GT-11）

– XL オプシ ョ ン付き  48 ポート  10/100/1000 I/O モジュール （N7K-M148GT-11L）

– 48 ポート  1 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール （N7K-M148GS-11）

– XL オプシ ョ ン付き  48 ポート  1 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-M148GS-11L）

1 ファブ リ ッ ク  モジュール （ 大 5 個）
（N7K-C7018-FAB-1 または N7K-C7018-FAB-2）

4 ファブ リ ッ ク  モジュール用ファン
排気口

2 電源モジュール （ 大 4 個） ： これらのモジュー
ルは、 次のモジュールの組み合わせです。

• 6 kW AC 電源モジュール （N7K-AC-6.0KW）

• 7.5 kW AC 電源モジュール 
（N7K-AC-7.5KW-INT （国際プラグ））
（N7K-AC-7.5KW-US （米国プラグ））

• 6 kW DC 電源モジュール （N7K-DC-6.0KW）

• ブランク  フ ィ ラー プレート （電源が失われ
た場合に設計どおりの通気を確保するため
に交換します）

5 スーパーバイザ モジュールおよび 
I/O モジュール用ファン排気口

3 スーパーバイザ、 I/O、 およびファブ リ ッ ク  モ
ジュールを冷却するファン  ト レイ

6 シャーシの再配置に使用するハンド
ル （シャーシを持ち上げるのにこの
ハンドルを使用しないでください。
その場合はリ フ ト を使用します）

1. Cisco Nexus F2 シ リーズ  48 ポー ト  1/10 ギガビッ ト  SFP+ モジュールは F2 モジュールの標準機能すべてをサポー ト
し、 イネーブルにされたレイヤ  2 およびレイヤ 3 の F2 シ リーズ  モジュールのよ う に機能します。 これらのモ
ジュールは、 IPv6 DSCP キュー マッピングもサポー ト します。
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– FEX サポート付き  32 ポート  10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-M132XP-12）

– XL オプシ ョ ンおよび FEX サポート付き  32 ポート  10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  
I/O モジュール （N7K-M132XP-12L）

– XL オプシ ョ ン付き  8 ポート  10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-M108X2-12L）

• M2 シ リーズ I/O モジュール

– XL オプシ ョ ンおよび FEX サポート付き  24 ポート  10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  
I/O モジュール （N7K-M224XP-23L）

– XL オプシ ョ ン付き  6 ポート  40 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-M206XP-23L）

– XL オプシ ョ ン付き  2 ポート  100 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-M202XP-23L）

• ネッ ト ワーク解析モジュール （NAM） （N7K-SM-NAM-K9）

Cisco Nexus 7018 のシャーシは、次の仕様を満たす 4 支柱 19 インチ EIA ラ ッ クに取り付ける必
要があ り ます。

• ANSI/EIA-310-D-1992 に指定されている  イング リ ッシュ  ユニバーサル ホール スペーシン
グに準拠した取り付けレール。

• ラ ッ クの縦方向の 小スペースは、 シャーシを 1 つ取り付ける場合は 43.75 インチ （111.1 cm）
または 25 ラ ッ ク  ユニッ ト （RU）、 および 87.5 インチ （222.2 cm） です。

Cisco Nexus 7018 のシャーシをラ ッ クの も低い RU に取り付けます （図 1-13 を参照）。 ラ ッ ク
に別のデバイスがある場合は、 下部に も重いものを取り付けます。

警告 安定性に注意して く ださい。 ラ ッ クの安定装置をかけるか、 ラ ッ クを床にボルト で固定してから、
保守のために装置を取り外す必要があります。 ラ ッ クを安定させないと、 転倒するこ とがありま
す。 ステート メン ト  1048
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図 1-13 4 支柱ラックに取り付けられた Cisco Nexus 7018 のシャーシ

設置場所の準備

警告 装置は地域および国の電気規則に従って設置する必要があります。 ステート メ ン ト  1074

Cisco Nexus 7000 シ リーズ システムを設置する前に、 設置場所を準備する必要があ り ます。 設
置場所の高度、 温度、 湿度、 大気環境、 通気、 電磁気および無線周波数干渉 （RFI）、 床構造、
電源、 アースのすべてが、 Cisco Nexus 7000 シ リーズ システムの要件を満たしている こ と を確
認して ください。 また、 取り付けるシャーシの数に対応可能なキャビネッ ト またはラ ッ クを配
置する必要があ り ます。 このシステムの一般要件を確認するには、 付録 A 「技術仕様」 を参照
して ください。 設置のためにデータセンターを準備する方法については、 『Cisco Nexus 7000 
Series Site Preparation Guide』 を参照して ください。

19
20

95



1-22
『Cisco Nexus 7000 シリーズ ハードウェア インスト レーシ ョ ン  および リ ファレンス ガイド』

OL-23069-07-J

第 1 章      概要   
安全に関する注意事項

安全に関する注意事項

警告 この装置の設置、 交換、 または保守は、 訓練を受けた相応の資格のある人が行って く ださい。
ステート メ ン ト  1030

すべての手順に示されている前提条件は、 手順の開始前に確認する必要がある必須条件です。
前提条件を満たしていない場合は、 その要件を満たしてから手順を実行する必要があ り ます。

このシステムの設置者に危険が生じる可能性のある操作については、 安全上の警告が記載され
ています。 このよ う な手順では、 警告および推奨処置に従う こ とが必要です。 このよ う な警告
に関する準拠規格および安全性については、『Cisco Nexus 7000 Series Regulatory Compliance and 
Safety Information』 を参照して ください。

設置および接続に関する注意事項
『Cisco Nexus 7000 Series Site Preparation Guide』 の説明に従って設置場所の準備を完了した後、
Cisco Nexus 7004 および 7009 シャーシ用の 2 支柱 19 インチ EIA ラ ッ ク またはすべてのシャー
シ用の 4 支柱 19 インチ EIA ラ ッ クを設置します。 システムを設置するには、 シャーシに適切
な取り付けブラケッ ト （前面マウン ト またはセンターマウン ト  ブラケッ ト ） が取り付けられて
いる こ と を確認し、 シャーシをラ ッ クに移動して、 シャーシに適した も低い RU までシャー
シを持ち上げ、 ラ ッ クに固定します。 シャーシをラ ッ クに固定した状態で、 シャーシの接地、
ケーブル管理フレームの取り付け、 オプシ ョ ンの扉とエアー フ ィルタの取り付け、 コンソール
とネッ ト ワークへのスイ ッチの接続を行う こ とができます。 Cisco Nexus 7000 シ リーズ スイ ッ
チの設置方法の詳細については、 以下の章を参照して ください。

• 第 2 章 「Cisco Nexus 7004 シャーシの設置」

• 第 2 章 「Cisco Nexus 7004 シャーシの設置」

• 第 3 章 「Cisco Nexus 7009 シャーシの設置」

• 第 4 章 「Cisco Nexus 7010 シャーシの設置」 

• 第 5 章 「Cisco Nexus 7018 シャーシの設置」

• 第 6 章 「電源装置の取り付け」

スイ ッチをコンソールとネッ ト ワークに接続する方法の詳細については、 第 7 章 「ネッ ト ワー
クへの Cisco Nexus 7000 シ リーズ スイ ッチの接続」 を参照して ください。

注意 Cisco Nexus 7009、 7010、 7018 のシャーシまたはフル搭載の Cisco Nexus 7004 シャーシを持ち
上げる と きは、 シャーシ側面のハンドルを使用しないでください （Cisco Nexus 7004 シャーシ
の場合、 電源モジュールを取り外すと重量が 120 ポンド （52 Kg） 未満になるので、 側面のハ
ン ドルを使用して持ち上げる こ とができます）。 Cisco Nexus 7009、 7010、 7018 の場合、 側面
のハンドルは、 プラ ッ ト フォームまたは下部支持レール上にシャーシがある と きにシャーシの
位置を調整するためにのみ使用します。

Fabric 1 モジュールを  Fabric 2 モジュール （Cisco Nexus 7010 および 7018 モデルのみ） に交換
する場合は、 すべての Fabric 1 モジュールを  Fabric 2 モジュールに交換する必要があ り ます。
すべてを交換しないと、 Fabric 2 モジュールは Fabric 1 モジュールのよ うに動作します。 Fabric 1 
モジュールと  Fabric 2 モジュールの両方が取り付けられているスイ ッチの電源を入れる と、
Fabric 2 モジュールだけが起動します。
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（注） 使用する ソフ ト ウェア  バージ ョ ンおよび有効にする ソフ ト ウェア機能によっては、 Cisco 
NX-OS ソフ ト ウェアに 8 GB のメモ リが必要になる場合があ り ます。スイ ッチに 4 GB メモ リの
みの Supervisor 1 モジュールがある場合は、 8 GB のスーパーバイザ アップグレード  キッ ト
（N7K-SUP1-8GBUPG=） を使用して、 モジュールのメモ リ を  8 GB にアップグレードする必要
がある場合があ り ます。 このアップグレードは、少なく と も  8 GB のメモ リ （8 GB の Supervisor 1 
モジュール、 およびすべての Supervisor 2 モジュールと  Supervisor 2E モジュールを含む） を搭
載したスイ ッチには不要です。 スーパーバイザ モジュールに搭載されている メモ リの量を確認
するか、 メモ リ をアップグレードする場合は、 「Supervisor 1 モジュールのメモ リのアップグ
レード」 （P.10-30） を参照して ください。

システム ハードウェアの管理
Cisco Nexus 7000 シ リーズ システムを設置して動作させたら、 Cisco NX-OS オペレーティ ング  
システムを使用してシステム  ハード ウェアを管理できます。 この管理機能には、 システム情報
およびモジュール情報の表示、 電源装置モードの設定、 モジュール機能の管理が含まれます。
この機能の詳細については、 第 8 章 「スイ ッチ ハード ウェアの管理」 を参照して ください。

コンポーネン トの交換
Cisco Nexus 7000 シ リーズ システムが動作している間に、 次のコンポーネン ト のいずれかが冗
長である場合はそれを交換できます。

• 電源モジュール

• スーパーバイザ モジュール

• ファブ リ ッ ク  モジュール （Cisco Nexus 7009、 7010、 7018 モデルのみ）

• I/O モジュール

• ファン  ト レイ  

このコンポーネン ト の詳しい交換方法については、 第 10 章 「コンポーネン ト の取り付けまた
は交換」 を参照して ください。
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Cisco Nexus 7004 シャーシの設置

この章では、 新しい、 または再配置する  Cisco Nexus 7004 シャーシをラ ッ クまたはキャビネッ
ト に設置する方法を説明します。 他の Cisco Nexus 7000 シ リーズ シャーシや電源モジュールの
設置については、 次の章を参照して ください。

• 第 3 章 「Cisco Nexus 7009 シャーシの設置」

• 第 4 章 「Cisco Nexus 7010 シャーシの設置」 

• 第 5 章 「Cisco Nexus 7018 シャーシの設置」

• 第 6 章 「電源装置の取り付け」 

この章は、 次の項で構成されています。

• 「ス イ ッチの設置準備」 （P.2-1）

• 「シャーシの取り付け」 （P.2-4）

• 「Cisco Nexus 7004 シャーシのアース接続」 （P.2-9）

• 「ケーブル管理フレームの取り付け」 （P.2-11）

• 「Supervisor 2 または 2E モジュールへの USB ス ト レージ メディアの取り付け」 （P.2-12）

• 「エアー フ ィルタの取り付け」 （P.2-13）

スイッチの設置準備
この項では、 次の ト ピ ッ クについて取り上げます。

• 「必要な工具」 （P.2-2）

• 「ラ ッ ク またはキャビネッ ト の設置」 （P.2-2）

• 「新しいスイ ッチの開梱と検査」 （P.2-3）

（注） Cisco Nexus 7004 シャーシを設置するには、 まず、 2 支柱または 4 支柱 19 インチ EIA ラ ッ ク ま
たはキャビネッ ト を  1 つ組み立てる必要があ り ます。 シャーシを設置するには、 まず、 ラ ッ ク
またはキャビネッ ト を注文して配送されている こ と を確認して ください。
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必要な工具

Cisco Nexus 7004 シャーシをラ ッ クに設置する前に、Cisco Nexus 7004 アクセサ リ  キッ ト （内容
の一覧は、 「Cisco Nexus 7004 スイ ッチのアクセサ リ  キッ ト 」 （P.C-1） を参照） と次の機器 （シ
スコからは提供されません） がある こ と を確認して ください。

• 150 ポンド （68 Kg） の重量を持ち上げる こ とができる リ フ ト  

（注） この リ フ トは、 120 ポンド （54.4 kg） 以上の重量があるフル装備のシャーシを移動
または持ち上げる場合にのみ必要です。 電源モジュールを取り外した場合に重量が 
93 ポン ド （42.2 kg） 以下になるシャーシは、 2 人で手動で持ち上げる こ とができ
ます。

• No.1 プラス  ド ラ イバ （ トルク機能付き）

• 3/16 インチ マイナス  ド ラ イバ

• 圧着工具 

• ワイヤ ス ト リ ッパ

• メジャーおよび水準器

• アース線 ： 地域および各国の設置要件を満たすサイズのアース線を使用します。 米国で設
置する場合は、電源とシステムに応じて、 6 ～ 12 AWG の銅の導体が必要です。 6 ～ 12 AWG の
銅の導体が必要です。 一般に入手可能な 6 AWG 線の使用を推奨します。 アース線の長さ
は、 スイ ッチとアース設備の間の距離によって決ま り ます。

（注） 2 支柱または 4 支柱ラ ッ ク またはキャビネッ ト の組み立ておよび固定に必要となる工具の リ ス
ト については、 ラ ッ ク またはキャビネッ ト に同梱されているマニュアルを参照して ください。

ラックまたはキャビネッ トの設置

Cisco Nexus 7004 シャーシを設置する前に、 『Cisco Nexus 7000 Series Site Preparation Guide』 に
記載された要件を満たす、 標準的な  2 支柱または 4 支柱 19 インチ EIA データセンター ラ ッ ク
（またはこのよ う なラ ッ クを含むキャビネッ ト ） を設置する必要があ り ます。 大限の安全を
確保するため、 次のよ うにラ ッ クを準備して ください。

• コンク リート床にラ ッ クをボルトで固定してから、 Cisco Nexus 7004 シャーシを載せます。

警告 安定性に注意して く ださい。 ラ ッ クの安定装置をかけるか、 ラ ッ クを床にボルト で固定してから、
保守のために装置を取り外す必要があります。 ラ ッ クを安定させないと、 転倒するこ とがありま
す。 ステート メン ト  1048

• ラ ッ クが接合構成になっている場合はアースに接続し、 設置するシステム  コンポーネン ト
および静電気防止用リ ス ト  ス ト ラ ップを簡単にアースできるよ うにします。 この手順によ
り、 作業中にアースしていないコンポーネン ト を取り扱う際の静電放電の可能性を 小限
に抑えます。

シャーシに設置する電源モジュールに必要なアンペア数の AC 電源コンセン ト が、 ラ ッ クに組
み込まれている こ と を確認して ください。 3 kW 電源モジュールの場合は、 20 A 回路が必要
です。
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警告 装置を電気回路に接続するときに、 配線が過負荷にならないよ うに注意して く ださい。 ステート メ
ン ト  1018

ラ ッ クの設定方法については、 メーカーがラ ッ ク と同梱したマニュアルを参照して ください。

新しいスイッチの開梱と検査

注意 Cisco Nexus 7004 シャーシまたはそのコンポーネン ト を取り扱う と きは、 常に静電気防止手順
に従って静電破壊を防止して ください。 この手順には、 静電気防止用リ ス ト  ス ト ラ ップを着用
してアースに接続する作業が含まれますが、 これに限定されません。

新しい Cisco Nexus 7004 シャーシを設置する前に開梱して検査し、 注文したすべての品目が
揃っている こ と、 およびスイ ッチが輸送中に損傷していないこ とを確認します。 損傷または欠
落している ものがある場合は、 カスタマー サービス担当者にすぐに連絡して ください。

ヒン ト Cisco Nexus 7004 システムを開梱しても、 輸送用コンテナを廃棄しないでください。 輸送用
カート ンを折り たたみ、 システムに使用されていたパレッ ト と と もに保管して ください。 今後
システムを移動するか輸送する必要がある場合、 このコンテナが必要にな り ます。 梱包方法に
ついては、 付録 E 「輸送のための Cisco Nexus 7000 シ リーズ スイ ッチの再梱包」 を参照して く
ださい。

梱包内容を確認する手順は次のとおりです。

ステップ  1 カスタマー サービス担当者から提供された機器リ ス ト と、 梱包品の内容を照合します。 注文し
たすべての品目が揃っているこ とを確認して ください。 梱包品には次のボッ クスが含まれます。

• 次のコンポーネン ト が取り付けられたシステム  シャーシ

– スーパーバイザ モジュール X 2

– I/O モジュール X 1 ～ 2

– ファン  ト レイ  X 1

– 電源装置 X 2 ～ 4 

– スーパーバイザ モジュール、 I/O モジュール、 または電源モジュールがない場合に使用
するブランク  フ ィ ラー プレート

• Cisco Nexus 7004 システム  アクセサ リ  キッ ト

アクセサ リ  キッ ト の内容物の リ ス ト については、「Cisco Nexus 7004 スイ ッチのアクセサ リ  
キッ ト 」 （P.C-1） を参照して ください。

• ケーブル管理フレーム

• 前面扉 （オプシ ョ ン）

• エアー フ ィルタ （オプシ ョ ン）

ステップ  2 各ボッ クスまたはパッケージの内容物の損傷を確認します。
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ステップ  3 不一致または損傷がある場合は、 次の情報をカスタマー サービス担当者に電子メールで送信し
ます。

• 発送元の請求書番号 （梱包明細を参照）

• 欠落または破損している装置のモデル番号およびシ リ アル番号

• 問題の説明、 およびその問題がどのよ うに設置に影響するか

シャーシの取り付け
こ こでは、 ラ ッ ク またはキャビネッ トへの Cisco Nexus 7004 シャーシの設置方法について説明
します。 これらの設置手順には、 設置の前提条件の確認、 センターマウン ト  ブラケッ ト の取り
付け （必要な場合）、 シャーシからの電源モジュールの取り外し （シャーシを手動で持ち上げ
る場合）、 およびシャーシのラ ッ クへの設置が含まれます。 この作業の完了後は、 シャーシを
アースに接続して、 ケーブル管理フレームを設置し、 前面扉 （オプシ ョ ン） を取り付けて、 取
り外した電源モジュールを再設置する こ とができます。

注意 120 ポンド （54.4 kg） を超えるデバイスを持ち上げる と きは、 リ フ ト を使用する必要があ り ま
す。 フル装備のシャーシは 大 137 ポンド （62 kg） になる可能性があ り ます。 シャーシを手動
で持ち上げる場合は、 電源モジュールを取り外し、 少な く と も  2 人で持ち上げて ください。

この項では、 次の ト ピ ッ クについて取り上げます。

• 「シャーシ設置の前提条件」 （P.2-4）

• 「センターマウン ト  ブラケッ ト の取り付け」 （P.2-5）

• 「ラ ッ クへのシャーシの取り付け」 （P.2-6）

シャーシ設置の前提条件

シャーシを設置する前に、 次の項目を確認する必要があ り ます。

• Cisco Nexus 7004 シャーシを設置する場所でデータセンターのアースが利用可能である。

• 2 支柱または 4 支柱の 19 インチ EIA ラ ッ ク、 またはこのよ うなラ ッ クを含むキャビネッ ト 。

ラ ッ ク またはキャビネッ ト の詳細については、 「ラ ッ ク またはキャビネッ ト の設置」 （P.2-2）
を参照して ください。

警告 安定性に注意して く ださい。 ラ ッ クの安定装置をかけるか、 ラ ッ クを床にボルト で固定してから、
保守のために装置を取り外す必要があります。 ラ ッ クを安定させないと、 転倒するこ とがありま
す。 ステート メン ト  1048
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• シャーシをラ ッ クにセンタ リ ングする場合に必要なセンターマウン ト  ブラケッ ト （2） お
よび M4 x 6 mm ネジ （12）。 シャーシの前面をラ ッ クに取り付ける （標準設置） 場合、 セ
ンターマウン ト  ブラケッ トは必要あ り ません。

センターマウン ト  ブラケッ トの取り付け

Cisco Nexus 7004 シャーシを取り付ける前に、 ラ ッ クにシャーシの前面を取り付けるか、
シャーシの中心を取り付けるかを決める必要があ り ます。 シャーシは前面をラ ッ クに取り付け
るよ うに組み立てられていますが、 センターマウン ト  ブラケッ ト を取り付けて、 ラ ッ クの前面 
5.7 インチ （14.4 cm） にシャーシの前面を配置する こ とができます。

（注） センターマウン ト  ブラケッ ト を取り付ける場合は、 Cisco Nexus 7009 ラ ッ ク  マウン ト  キッ ト
（部品番号 N7K-C7004-RMK） を別途注文する必要があ り ます。

シャーシにセンターマウン ト  ブラケッ ト を取り付けるには、 次の手順に従います。

ステップ  1 図 2-1 のよ うに、 2 つのセンターマウン ト  ブラケッ ト のいずれかを  6 個のネジ穴がシャーシ側
の 6 個のネジ穴に合う よ うに配置します。

警告 ラ ッ クへのユニッ トの設置や、 ラ ッ ク内のユニッ トの保守作業を行う場合は、 負傷事故を防ぐた
め、 システムが安定した状態で置かれているこ とを十分に確認して く ださい。 安全を確保するた
めに、 次のガイ ド ラインを守って く ださい。

• ラ ッ クに設置する装置が 1 台だけの場合は、 ラ ッ クの一番下に取り付けます。

• ラ ッ クに複数の装置を設置する場合は、 最も重い装置を一番下に設置して、 下から順番に取り付け
ます。

• ラ ッ クにスタビライザが付いている場合は、 スタビライザを取り付けてから、 ラ ッ クに装置を設置

したり、 ラ ッ ク内の装置を保守したり して く ださい。 ステート メ ン ト  1006
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図 2-1 シャーシへのセンターマウン ト  ブラケッ トの取り付け

ステップ  2 プラス  ド ラ イバを使用して  6 本の M4 x 6 mm ネジでブラケッ ト をシャーシに固定します。 各
ネジを  11.5 ～ 15 インチポン ド （1.3 ～ 1.7 N·m） で締めます。

ステップ  3 ステップ 1 と  2 を繰り返して、 シャーシの反対側にも う  1 つのセンターマウン ト  ブラケッ ト を
取り付けます。

ラックへのシャーシの取り付け

ラ ッ クにシャーシを取り付ける前に、 ラ ッ クの位置にシャーシを持ち上げる方法を決定しま
す。 リ フ ト でシャーシを持ち上げて別の設置済み Cisco Nexus 7004 シャーシの上にスラ イ ド さ
せるか、 シャーシを軽く して  2 人で所定の位置まで手動で持ち上げる こ とができます。 シャー
シを軽く して持ち上げるために、 電源モジュールを取り外すこ とができます。 これによって
シャーシの重量が 93 ポンド （42 kg） 以下にな り、 2 人で持ち上げる こ とができます。

所定の位置にシャーシを持ち上げたら、 ラ ッ クに固定して、 先に電源モジュールを取り外した
場合は再度取り付けます。

Cisco Nexus 7004 シャーシを  2 支柱または 4 支柱のラ ッ ク またはキャビネッ ト に取り付ける手
順は次のとおりです。

ステップ  1 次のいずれかの方法で、 シャーシを移動する準備を行います。

警告 けがまたはシャーシの破損を防ぐために、 モジュール （電源装置、 フ ァン、 またはカードなど） の
ハン ドルを持ってシャーシを持ち上げたり、 傾けたりするこ とは絶対にしないで く ださい。 これら
のハン ドルは、 シャーシの重さを支えるよ うには設計されていません。 ステート メ ン ト  1032
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1 センター マウン ト  ブラケッ ト （左右の
バージ ョ ン）

2 6 本の M4 X 6 mm ネジ （各ブラケッ ト ）
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注意 シャーシを移動する場合は、 シャーシ  ハンドル （両側に 1 つずつ） を使用するか、 モジュール
またはモジュール ハンドルに触れずにシャーシの側面または端を押します。

• リ フ ト でシャーシを移動するには、 輸送用パレッ ト上のシャーシの高さ （またはパレッ ト
の下 0.25 インチ （0.64 cm） 以内） に リ フ ト を配置して、 2 人でシャーシを リ フ ト に完全に
押し込みます。

• 手動でシャーシを移動するには、 次のいずれかの項の説明に従って電源モジュールを取り
外してから、 2 人でシャーシを持ち上げます。

– AC 電源モジュールを取り外す方法は、 「動作中の 3 kW AC 電源モジュール ユニッ ト の
取り外し」 （P.10-3） を参照して ください。

– DC 電源モジュールを取り外す方法は、 「動作中の 3 kW DC 電源モジュール ユニッ ト の
取り外し」 （P.10-9） を参照して ください。

（注） シャーシを持ち上げやすくするためにスーパーバイザ モジュール、 I/O モジュール、
ファン  ト レイを取り外すこ とは、 それらのモジュールを損傷する危険があるため推奨
しません。 これらのモジュールを取り外す場合は、 シャーシに再度取り付ける準備が整
う まで、 静電気防止用パッ ド または静電気防止袋を使用してこれらのモジュールを保管
して ください。

ステップ  2 次のいずれかの方法で、 ラ ッ クの所定の位置にシャーシを持ち上げます。

• リ フ ト を使用する場合は、 ラ ッ クにすでに設置済みの別の Cisco Nexus 7004 シャーシ前面
の横にシャーシを配置して、 設置済みシャーシの高さ （または設置済みシャーシの上 0.25 
インチ （0.64 cm） 以内） まで新しいシャーシを上げます。 2 人で新しいシャーシの背面を
ラ ッ クの 2 本の前面支柱の間にある開口部に合わせ、 シャーシ取り付けブラケッ ト がラ ッ
ク取り付けレールに接触するまでシャーシを設置済みシャーシに押し込みます。

• シャーシを手動で持ち上げる場合は、 2 人以上でシャーシの後端を前面支柱の間から、
シャーシ取り付けブラケッ ト がラ ッ クの取り付けレールに接触するまで移動します。 ラ ッ
クの可能な限り低い位置にある  RU にシャーシを持ち上げて、 ラ ッ ク  マウン ト  レールに
シャーシ取り付けブラケッ ト のネジ穴を合わせます。

注意 シャーシの両側のハンドルを使用して  2 人でシャーシを持ち上げます。 シャーシを持ち上げた
り、 移動する と きには、 シャーシに取り付けたモジュールのハンドルを使用しないでくださ
い。 これらのハンドルはモジュールの取り付けまたは取り外しにのみ使用します。

ステップ  3 5 本の M6 x 19 mm ネジ （または 12-24 x 3/4 インチのネジ） を使用して、 シャーシの両側をラ ッ ク
に固定します。 10 本の各ネジを  40 インチポン ド  （4.5 N·m） で締めます （図 2-2 を参照）。
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図 2-2 ラ ックへの Cisco Nexus 7004 シャーシの取り付け

ステップ  4 電源モジュールを取り外した場合は、 次のいずれかの項の説明に従ってそれらを再度取り付け
ます。

• AC 電源モジュール ユニッ ト を取り付けるには、 「動作中の 3 kW AC 電源モジュール ユ
ニッ ト の取り付け」 （P.10-3） を参照して ください。

• DC 電源モジュール ユニッ ト を取り付けるには、 「動作中の 3 kW DC 電源モジュール ユ
ニッ ト の取り付け」 （P.10-10） を参照して ください。
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1 シャーシの位置を調整した り、 重量が 
120 ポンド （54.4 kg） 未満のシャーシを
持ち上げるために使用するハンドル。

2 取り付けレールに前面マウン ト またはセ
ンターマウン ト の各ブラケッ ト を取り付
けるために使用する  5 本の M4 x 6 mm プ
ラ ス  ネジ （2 つのブラケッ ト で合計 12 本
のネジを使用）。
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Cisco Nexus 7004 シャーシのアース接続
次の方法でシャーシと電源モジュールをアースに接続する と、 同時に Cisco Nexus 7004 スイ ッ
チが完全に接地されます。

• 接地済みで完全に接合されているラ ッ ク、 またはデータセンターのアースにシャーシを接
続します。 このアース接続は、 電源モジュールが取り付けられていな くても有効です。

（注） Network Equipment Building System （NEBS） アース と も呼ばれるシステム  アースでは、
EMI シールド要件のアースおよびモジュールの低電圧電源 （DC-DC コンバータ） の
アースも提供されます。 このアース  システムは、 AC 電源ケーブルがシステムに接続さ
れていな くても有効です。

• AC 電源に AC 電源モジュールを接続する と  AC 電源モジュールが自動的にアースに接続さ
れます。

• 電源モジュールを  DC 電源に接続する前に、 DC 電源モジュールをアースに接続します
（「DC 電源への DC 電源モジュールの直接接続」 （P.6-10） を参照）。

この項では、 次の ト ピ ッ クについて取り上げます。

• 「シャーシのアースの前提条件」 （P.2-9）

• 「システムのアース接続手順」 （P.2-9）

• 「シャーシへの静電気防止用リ ス ト  ス ト ラ ップの接続」 （P.2-11）

シャーシのアースの前提条件

シャーシをアースする前に、 データセンター ビルディ ングのアースに接続できるよ うになって
いる必要があ り ます。 データセンターのアースに接続している接合ラ ッ ク （詳細については
ラ ッ ク  メーカーのマニュアルを参照して ください） に Cisco Nexus 7004 シャーシを設置した場
合は、 アース  ポート をラ ッ クに接続してシャーシをアースできます。 接合ラ ッ クを使用してい
ない場合は、 シャーシのアース  ポー ト をデータセンターのアースに直接接続する必要があ り
ます。

システムのアース接続手順

ラ ッ ク またはキャビネッ ト にシャーシを移動したあとで、 データセンターのアースにシステム
を接続できます。 シャーシをアースしたら、 静電気防止用リ ス ト  ス ト ラ ップをシャーシに接続
してアースできます。

システム  アースをデータセンターのアースに接続する手順は次のとおりです。

ステップ  1 ワ イヤ ス ト リ ッパを使用して、 アース線の端から  0.75 インチ （19 mm） ほど、 被膜をはがし
ます。

ステップ  2 図 2-3 のよ うに、 アース線の被覆をはぎとった端をアース  ラグの開口端に挿入します。
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図 2-3 アース ラグへのアース線の挿入

ステップ  3 圧着工具を使用し、 アース線をアース  ラグに圧着します。 アース線をアース  ラグから引っ張
り、 アース線がアース  ラグにしっかり と接続されている こ と を確認します。

ステップ  4 シャーシのシステム  アース  パッ ドから粘着ラベルをはがし、 2 本の M4 ネジでアース線のラ
グをアース  パッ ドに固定して、 ネジを  11.5 ～ 15 インチポン ド （1.3 ～ 1.7 N·m） で締めます。
図 2-4 の 1 はシャーシ前面のアース  パッ ドの位置を示しています。

（注） アース  ポート上にアース  ラグ とアース線の接続を配置して、 アース  ラグおよびアース線が 
ESD ポート をブロ ッ ク しないよ うにして ください。

図 2-4 Cisco Nexus 7004 シャーシのアース パッ ドおよび ESD ポートの位置
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1 米国国家認定試験機関 （NRTL） に
リ ス ト されている  45 度のアース  
ラグ

2 片端の被膜が 0.75 インチ （19 mm） はがされた
アース  ケーブル

1 アース  パッ ド 2 ESD ポート
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ステップ  5 アース線の反対側の端を処理し、 設置場所の適切なアースに接続して、 スイ ッチに十分なアー
スが確保されるよ うにします。 ラ ッ クがアースされている場合は、 ラ ッ クのベンダーが提供す
るマニュアルで説明されているよ うにアース線を接続します。

シャーシへの静電気防止用リスト  スト ラップの接続

データセンターのアースにシャーシを接続したら、 図 2-4 （P.2-10） の 2 に示す ESD ポート に静
電気防止用リ ス ト  ス ト ラ ップを接続してアースできます。

ケーブル管理フレームの取り付け
シャーシをラ ッ クに固定した後は、 シャーシの前面にケーブル管理フレームを固定できます。

シャーシにケーブル管理フレームを固定するには、 次の手順に従います。

ステップ  1 2 つのう ちのいずれかのケーブル管理フレームのガイ ド  ピンを、 シャーシに取り付け済みの前
面マウン ト  ブラケッ ト にある同じサイズのガイ ド ピンの穴に合わせます。 フレームの上部を
シャーシの上部と同じ高さにする必要があ り ます （図 2-5 を参照）。

図 2-5 Cisco Nexus 7004 シャーシへのケーブル管理フレームの取り付け
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ステップ  2 3 本の M3 x 10 mm ネジでフレームをシャーシに固定します （図 2-5 の番号 2 を参照）。 ネジを  
5 ～ 7 インチポン ド （0.56 ～ 0.79 N·m） で締めます。

ステップ  3 ステップ 1 と  2 を繰り返して、 も う一方のケーブル管理フレームをシャーシに取り付けます。

Supervisor 2 または 2E モジュールへの USB ストレージ メ
ディアの取り付け

Cisco Nexus 7004 スイ ッチの Supervisor 2 または 2E モジュールでは、ログ  フラ ッシュ  リーダー
に USB ド ラ イブが組み込まれています。 Slot0 ポートは空のままですが、 そのポート に USB ド
ラ イブを取り付ける こ と もできます。 このス ト レージ  メディアが USB ポート で機能するよ う
にするには、 取り付ける前にポート用にフォーマッ ト されているかを確認するか、 取り付け後
にフォーマッ トする必要があ り ます。

（注） ログ  フラ ッシュおよび Slot0 USB ポート では、 それぞれのデータに応じて異なるフォーマッ ト
が使用されます。

スーパーバイザ モジュールにス ト レージ  メディアを取り付けるには、 次の手順を実行します。

ステップ  1 ログ  フラ ッシュまたは SLOT0 ポート に USB ド ラ イブを挿入します。

ステップ  2 リーダーまたはポート の LED がグ リーンにな り、 コンソールに次のよ う な メ ッセージが表示
されるまで待機します。

• ログ  フラ ッシュ  リーダーに USB ド ラ イブを取り付ける場合、 メ ッセージの 後に
「logflash:online」 が付きます。

• 拡張フラ ッシュ  リーダーに USB ド ラ イブを取り付ける場合、 メ ッセージの 後に
「slot0:online」 が付きます。

• 「offline」 メ ッセージが表示されるか、 メ ッセージがまった く表示されない場合は、 USB ド
ラ イブが リーダーの奥まで入っていないか、 適切にフォーマッ ト されていません。

USB ド ラ イブが リーダーの奥まで挿入されている こ と を確認します。 完全に挿入されてい
る場合、 カードをフォーマッ トするか （『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Fundamentals 
Configuration Guide』 を参照）、 リーダー用に適切にフォーマッ ト された別の USB ド ラ イブ
と交換します。

1 前面マウン ト  ブラケッ ト の 2 つの穴
に揃えるケーブル管理フレームのガ
イ ド  ピン。

2 フレームをシャーシに固定するために使用す
る  3 本の M3 x 10 mm ネジ （2 つのフレームで
合計 6 本のネジ）。
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エアー フ ィルタの取り付け
Cisco Nexus 7004 エアー フ ィルタはオプシ ョ ン機能です （部品番号 N7K-C7004-FAN=）。エアー 
フ ィルタを取り付ける手順は次のとおりです。

ステップ  1 シャーシの右側にある空気取り入れ口の上にエアー フ ィルタを配置して、 フ ィルタの 8 個のネ
ジ穴をシャーシのネジ穴に合わせます。

ステップ  2 エアー フ ィルタに付属している  8 本の M3 x 5 mm ネジを使用して、 シャーシにエアー フ ィル
タを固定します。 ネジを  5 ～ 7 インチポン ド （0.56 ～ 0.79 N·m） で締めます。
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3
Cisco Nexus 7009 シャーシの設置

この章では、 新しい、 または再配置する  Cisco Nexus 7009 シャーシをラ ッ クまたはキャビネッ
ト に設置する方法を説明します。 他の Cisco Nexus 7000 シ リーズ シャーシや電源モジュールの
設置については、 次の章を参照して ください。

• 第 2 章 「Cisco Nexus 7004 シャーシの設置」

• 第 4 章 「Cisco Nexus 7010 シャーシの設置」 

• 第 5 章 「Cisco Nexus 7018 シャーシの設置」

• 第 6 章 「電源装置の取り付け」 

この章は、 次の項で構成されています。

• 「ス イ ッチの設置準備」 （P.3-1）

• 「ラ ッ クの下部支持レールの取り付け」 （P.3-4）

• 「シャーシの取り付け」 （P.3-11）

• 「Cisco Nexus 7009 シャーシのアース接続」 （P.3-19）

• 「ケーブル管理フレームの取り付け」 （P.3-24）

• 「前面扉と空気取り入れ口フレームの取り付け」 （P.3-27）

• 「スーパーバイザ モジュールへのス ト レージ  メディアの取り付け」 （P.3-35）

スイッチの設置準備
この項では、 次の ト ピ ッ クについて取り上げます。

• 「必要な工具」 （P.3-2） 

• 「ラ ッ ク またはキャビネッ ト の設置」 （P.3-2） 

• 「新しいスイ ッチの開梱と検査」 （P.3-3） 

（注） Cisco Nexus 7009 シャーシを設置するには、 まず、 2 支柱または 4 支柱 19 インチの EIA ラ ッ ク
またはキャビネッ ト を  1 つ組み立てる必要があ り ます。 シャーシを設置するには、 まず、 ラ ッ
ク またはキャビネッ ト を注文して配送されている こ と を確認して ください。
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必要な工具

Cisco Nexus 7009 シャーシをラ ッ クに設置する前に、 次の工具と部品がある こ と を確認して く
ださい。

• 300 ポンド （136 kg） を持ち上げる こ とができる リ フ ト

• No.1 のプラス  ド ラ イバ （ トルク機能付き）

• 3/16 インチ マイナス  ド ラ イバ

• 圧着工具 

• ワイヤ ス ト リ ッパ

• メジャーおよび水準器

• アース線

（注） この工具と部品はシャーシに付属されていません。

静電気防止用リ ス ト  ス ト ラ ップなどの工具および部品も、 Cisco Nexus 7009 シャーシの設置に
必要にな り ますが、 これらは Cisco Nexus 7009 のアクセサ リ  キッ ト に含まれています。 アクセ
サ リ  キッ ト に含まれている ものを確認するには、 「Cisco Nexus 7009 スイ ッチのアクセサ リ  
キッ ト とオプシ ョ ン  キッ ト 」 （P.C-3） を参照して ください。

注意 Cisco Nexus 7009 シャーシまたはそのコンポーネン ト を取り扱う と きには、 常に静電気防止手
順に従って静電破壊を防止して ください。 この手順には、 静電気防止用リ ス ト  ス ト ラ ップを着
用してアースに接続する作業が含まれますが、 これに限定されません。

（注） ラ ッ ク またはキャビネッ ト の組み立ておよび固定に必要となる工具の リ ス ト については、 メー
カーがラ ッ ク またはキャビネッ ト と と もに出荷するマニュアルを参照して ください。

ラックまたはキャビネッ トの設置

Cisco Nexus 7009 シャーシを設置する前に、 『Cisco Nexus 7000 Series Site Preparation Guide』 に
記載された要件を満たす、 標準的な  2 支柱または 4 支柱 19 インチ EIA データセンター ラ ッ ク
（またはこのよ う なラ ッ クを含むキャビネッ ト ） を設置する必要があ り ます。 大限の安全を
確保するため、 次のよ うにラ ッ クを準備して ください。

• コンク リート床にラ ッ クをボルトで固定してから、 Cisco Nexus 7009 シャーシを載せます。

警告 安定性に注意して く ださい。 ラ ッ クの安定装置をかけるか、 ラ ッ クを床にボルト で固定してから、
保守のために装置を取り外す必要があります。 ラ ッ クを安定させないと、 転倒するこ とがありま
す。 ステート メン ト  1048

• ラ ッ クが接合構成になっている場合はアースに接続し、 設置するシステム  コンポーネン ト
および静電気防止用リ ス ト  ス ト ラ ップを簡単にアースできるよ うにします。 このステップ
によ り、 取り付け前にアースしていないコンポーネン ト を取り扱う と き、 静電放電の可能
性が低下します。
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AC 電源を使用する場合は、 シャーシに設置する電源装置に必要なアンペア数の AC 電源コン
セン ト が、 ラ ッ クに組み込まれている こ と を確認して ください。 6 kW 電源装置を設置する場
合は、 20 A 回路が必要です。 7.5 kW 電源装置を設置する場合は、 30 A 回路が必要です。

DC 電源を使用している場合は、 DC 電源装置がアースに接続されている こ と、 およびファシ リ
テ ィの DC 電源への直接的なアクセスか、 電源インターフェイス  ユニッ ト （PIU） を介した間
接的なアクセスがある こ と を確認して ください。 DC 電源装置をファシ リ テ ィの DC 電源に接
続する前に、 DC 電源装置をアースに接続する必要があ り ます。

警告 装置を電気回路に接続するときに、 配線が過負荷にならないよ うに注意して く ださい。 ステート メ
ン ト  1018

ラ ッ クの設定方法については、 メーカーがラ ッ ク と同梱したマニュアルを参照して ください。

新しいスイッチの開梱と検査

新しい Cisco Nexus 7009 シャーシを設置する前に開梱して検査し、 注文したすべての品目が
揃っている こ と と、 輸送中にスイ ッチが損傷していないこ とを確認します。 損傷または欠落し
ている ものがある場合は、 カスタマー サービス担当者にすぐに連絡して ください。

ヒン ト Cisco Nexus 7009 システムを開梱しても、 輸送用コンテナを廃棄しないでください。 輸送用
カート ンを折り たたみ、 システムに使用されていたパレッ ト と と もに保管して ください。 今後
システムを移動するか輸送する必要がある場合、 このコンテナが必要にな り ます。

梱包内容を確認する手順は次のとおりです。

ステップ  1 カスタマー サービス担当者から提供された機器リ ス ト と、 梱包品の内容を照合します。 注文し
たすべての品目が揃っているこ とを確認して ください。 梱包品には次のボッ クスが含まれます。

• 次のコンポーネン ト が取り付けられたシステム  シャーシ

– スーパーバイザ モジュールX 2

– I/O モジュール X 1 ～ 7

– ファブ リ ッ ク  モジュールX 3 ～ 5

– ファン  ト レイ  X 1

• 電源装置 X 1 ～ 2 

電源装置はシャーシと と もに提供されますが、 別々のボッ ク スに収納されています。

• Cisco Nexus 7009 システム  アクセサ リ  キッ ト

アクセサ リ  キッ ト の内容物の リ ス ト については、「Cisco Nexus 7009 スイ ッチのアクセサ リ  
キッ ト とオプシ ョ ン  キッ ト 」 （P.C-3） を参照して ください。

• ケーブル管理フレーム

– 左右のケーブル管理フレーム

– フード
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• センター マウン ト  キッ ト （任意。 センター マウン ト による取り付けの場合、 個別に注文
する必要があ り ます）

– 左右のセンター マウン ト の下部支持レール

– 左右のセンター マウン ト による垂直取り付けブラケッ ト

• 扉および空気取り入れ口フレーム （オプシ ョ ン）

ステップ  2 各ボッ クスまたはパッケージの内容物の損傷を確認します。

ステップ  3 不一致または損傷がある場合は、 次の情報をカスタマー サービス担当者に電子メールで送信し
ます。

• 発送元の請求書番号 （梱包明細を参照）

• 欠落または破損している装置のモデル番号およびシ リ アル番号

• 問題の説明、 およびその問題がどのよ うに設置に影響するか

ラックの下部支持レールの取り付け
次の 2 種類の下部支持レールを使用して、 Cisco Nexus 7009 シャーシをラ ッ クに取り付けて、
固定できます。

• 前面マウン ト の下部支持レール

• センター マウン ト の下部支持レール （部品番号 N7K-C7009-CMK）

通常、 下部支持キッ ト内の 2 つの前面マウン ト下部支持レールを使用します （Cisco Nexus 7009 
アクセサ リ  キッ ト に含まれているか、 部品番号 N7K-C7009-BSK で別個に注文）。 2 支柱ラ ッ ク
の中心にシャーシを設置するために、 センター マウン ト  キッ ト （部品番号 N7K-C7009-CMK）
を追加注文した場合、2 つのセンター マウン ト下部支柱レールと  2 つのセンター マウン ト  レー
ル取り付けブラケッ ト が含まれた追加キッ ト を受け取り ます。 シャーシを設置する前に、 前面
マウン ト 下部支持レールまたはセンター マウン ト 下部支持レールを取り付ける必要があ り
ます。

（注） 3 つの Cisco Nexus 7009 シャーシを前面マウン ト  ブラケッ ト を使用して 42-RU ラ ッ クに取り付
ける場合に、 リ フ ト を使用して 下部の RU に下部シャーシを安全に配置できる と きは、 大
数のネジを使用してシャーシを直接ラ ッ ク またはキャビネッ ト に固定する こ とができます。 下
部のシャーシを設置した後、 完全に取り付けが完了した下部シャーシに追加シャーシをスラ イ
ド し （追加下部指示レールは使用しない）、 上部シャーシをラ ッ クに固定できます。 この手順
では、 42 RU ラ ッ クに 3 つの 14-RU Cisco Nexus 7009 シャーシを取り付ける こ とができます。
42 RU ラ ッ クに 3 つのシャーシを取り付ける必要がない場合は、 各シャーシをそれぞれの下部
支持レールに取り付ける こ と を推奨します。

（注） センターマウン ト  ブラケッ ト で Cisco Nexus 7009 シャーシを取り付ける場合は、 センターマウ
ン ト の下部支持レールにシャーシを取り付けて ください。
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注意 シャーシをセンター マウン ト  ブラケッ ト に取り付ける場合は、 それらのブラケッ ト を取り外
さないでください。 これらは、 ラ ッ クにセンター マウン ト  シャーシを固定するために必ず必
要です。

下部支持レールを取り付けるための前提条件、 工具、 手順については、 次の ト ピ ッ クを参照し
て ください。

• 「下部支持レールを取り付けるための前提条件」 （P.3-5）

• 「必要な工具と部品」 （P.3-5）

• 「前面マウン ト の下部支持レールの取り付け」 （P.3-6）

• 「センターマウン ト の下部支持レールの取り付け」 （P.3-8）

下部支持レールを取り付けるための前提条件

下部支持レールを取り付ける前に、 ラ ッ ク またはキャビネッ ト を完全に設置し、 ボル ト を使用
してコンク リー ト床にラ ッ クを固定する必要があ り ます。 ラ ッ クを安定させるため、 よ り重い
ものが軽いものよ り下になるよ うにして、 ラ ッ クの可能な限り低い位置にすべてを取り付けま
す。 Cisco Nexus 7009 シャーシ （14 個の RU） とその下部支持ラ ッ ク （1 個の RU） を取り付け
るために使用可能な 15 個の RU がある こ と を確認します。

必要な工具と部品

下部支持レールを取り付けるには、 次の工具と部品が必要です。

• No.1 プラス  ド ラ イバ （ トルク機能付き）。

• 次のいずれかの種類の下部支持レール。

– 前面マウン ト の下部支持レール （アクセサ リ  キッ ト に含まれているか、 別途に注文す
る下部支持キッ ト （部品番号 N7K-C7009-BSK） に付属）

– センターマウン ト の下部支持レール （特別に注文 （部品番号 N7K-C7009-CMK） しな
い限り シャーシには付属されていません）

表 3-1 に下部支持キッ ト の内容、 表 3-2 にセンターマウン ト  キッ ト の内容を示します。

表 3-1 下部支持キッ トの内容

部品 数量

前面マウン ト の下部支持レール 2

ク ロスバー 1

12-24 x 3/4 インチ プラス  ネジ 20

M6 x 19 mm プラスネジ 20

M4 x 8 mm プラスネジ 2
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前面マウン トの下部支持レールの取り付け

ラ ッ クを安定させるためには、 ラ ッ クの可能な限り下の部分にシャーシを設置する必要があ り
ます。 も重いシャーシをラ ッ クの一番下に 初に設置して ください。 縦方向に十分なスペー
スがある場合、 も う一台のシャーシを同一ラ ッ クに設置するには、 一番下のシャーシのすぐ上
に設置します。

前面マウン ト の下部支持レールを  2 支柱または 4 支柱の EIA ラ ッ クに取り付けるには、 次の手
順を実行します。

ステップ  1 2 本の前面マウン ト の下部支持レールのいずれかを、 ラ ッ ク内で可能な限り下の RU に配置し
ます。 別の Cisco Nexus 7009 シャーシの上にシャーシを設置する場合は、 図 3-1 のよ うに、 下
方のシャーシの下部支持レールから  26.25 インチ （66.7 cm） （15 RU） 高い位置にレールを配置
します。

（注） 下部支持レールを使用せずにシャーシを設置する場合は、 この手順を省略できます。

表 3-2 センターマウン ト  キッ トの内容

部品 数量

センターマウン ト  ラ ッ ク取り付けブラケッ ト 2

センターマウン ト の下部支持レール 2

ク ロスバー 1

12-24 x 3/4 インチ プラス  ネジ 20

M6 x 19 mm プラスネジ 20

M4 x 8 mm プラスネジ 2

警告 ラ ッ クへのユニッ トの設置や、 ラ ッ ク内のユニッ トの保守作業を行う場合は、 負傷事故を防ぐた
め、 システムが安定した状態で置かれているこ とを十分に確認して く ださい。 安全を確保するた
めに、 次のガイ ド ラインを守って く ださい。

• ラ ッ クに設置する装置が 1 台だけの場合は、 ラ ッ クの一番下に取り付けます。

• ラ ッ クに複数の装置を設置する場合は、 最も重い装置を一番下に設置して、 下から順番に取り付け
ます。

• ラ ッ クにスタビライザが付いている場合は、 スタビライザを取り付けてから、 ラ ッ クに装置を設置

したり、 ラ ッ ク内の装置を保守したり して く ださい。 ステート メ ン ト  1006
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ラックの下部支持レールの取り付け

図 3-1 前面マウン トの下部支持レールの配置
 

ステップ  2 プラス  ド ラ イバを使用して、 2 本または 3 本 （ネジ穴が 3 個ある場合は 3 本が推奨されます）
の M6 x 19 mm または 12-24 x 3/4 インチの プラス  ネジを、図 3-2 に示すよ うに各ブラケッ ト の
前端に取り付けます （両方のブラケッ ト で合計 6 本のネジを使用）。

1 も重い Cisco Nexus 7009 シャーシを
ラ ッ クに設置する場合は、 2 本の前面マウ
ン ト の下部支持レールをラ ッ クの一番下
の RU に配置します。

3 各 Cisco Nexus 7009 シャーシの下部支持
レールの間隔は、 少な く と も  26.25 インチ
（66.7 cm） （15 RU） 必要です。

2 2 番目に軽い Cisco Nexus 7009 シャーシを
ラ ッ クに設置する場合は、 初に設置し
たシャーシのすぐ上に前面マウン ト の下
部支持レール 2 本を配置します。
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図 3-2 ラックへの前面マウン トの下部支持レールの取り付け

ステップ  3 ク ロスバーを  2 本の下部支持レールの下部背面に合わせ、 2 本の M4 x 8 mm ネジを使用してそ
れを各レールに取り付けます （レールご とに 1 本のネジを使用）。

センターマウン トの下部支持レールの取り付け

ラ ッ クを安定させるためには、 ラ ッ クの可能な限り下の部分にシャーシを設置する必要があ り
ます。 も重いシャーシをラ ッ クの一番下に 初に設置して ください。 縦方向に十分なスペー
スがある場合、 も う一台のシャーシを同一ラ ッ クに設置するには、 一番下のシステムのすぐ上
に設置します。

4
2

2

1 1

3

4
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1 可能な限り低い RU に配置した左右の前面マウン ト
の下部支持レール

3 ク ロスバー

2 2 組の 2 本または 3 本の M6 x 19 mm プラス  ネジま
たは2 組の 2 本または 3 本の 12-24 x 3/4 インチの プ
ラス  ネジ

4 M4 x 8 mm プラス  ネジ （2）
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センターマウン トの下部支持レールを 2 支柱または 4 支柱の EIA ラ ッ クに取り付けるには、 次の
手順を実行します。

ステップ  1 2 つのセンターマウン ト  ブラケッ ト のいずれかを可能な限り低い RU に配置します。別の Cisco 
Nexus 7009 シャーシの上にシャーシを設置する場合は、 図 3-3 のよ うに、 下方のシャーシのセ
ンターマウン ト下部支持レールから  26.25 インチ （66.7 cm） （15 RU） 高い位置にレールを配置
します。

図 3-3 センターマウン トの下部支持レールの配置

警告 ラ ッ クへのユニッ トの設置や、 ラ ッ ク内のユニッ トの保守作業を行う場合は、 負傷事故を防ぐた
め、 システムが安定した状態で置かれているこ とを十分に確認して く ださい。 安全を確保するた
めに、 次のガイ ド ラインを守って く ださい。

• ラ ッ クに設置する装置が 1 台だけの場合は、 ラ ッ クの一番下に取り付けます。

• ラ ッ クに複数の装置を設置する場合は、 最も重い装置を一番下に設置して、 下から順番に取り付け
ます。

• ラ ッ クにスタビライザが付いている場合は、 スタビライザを取り付けてから、 ラ ッ クに装置を設置

したり、 ラ ッ ク内の装置を保守したり して く ださい。 ステート メ ン ト  1006

33
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2
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3
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ステップ  2 プラス  ド ラ イバを使用して、 2 本または 3 本 （ネジ穴が 3 個ある場合は 3 本が推奨されます）
の M6 x 19 mm または 12-24 x 3/4 インチの プラス  ネジを、図 3-4 に示すよ うに各ブラケッ ト に
取り付けます （両方のブラケッ ト で合計 6 本のネジを使用）。

図 3-4 ラ ックへのセンター マウン トの下部支持レールの取り付け

ステップ  3 ク ロスバーを  2 本の下部支持レールの下部背面に合わせ、 2 本の M4 x 8 mm ネジを使用してそ
れを各レールに取り付けます （レールご とに 1 本のネジを使用）。

1 初の も重い Cisco Nexus 7009 シャー
シをラ ッ クに設置する場合は、 2 本のセン
ターマウン ト下部支持レールをラ ッ クの
一番下の RU に配置します。

3 各 Cisco Nexus 7009 システムに 低 26.25 
インチ （66.7 cm） （15 RU） を確保

2 ラ ッ クに 2 台目の Cisco Nexus 7009 シャー
シを設置する場合は、 初に設置したス
イ ッチのすぐ上に 2 本のセンター マウン
ト下部支持レールを配置します。

33
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1

4

2

4

1

3

1 左右のセンター マウン ト の下部支持レール 3 ク ロスバー

2 2 組の 3 本の M6 x 19 mm プラス  ネジまたは
2 組の  3 本の  12～24 x 3/4 インチの  プラ ス  
ネジ

4 M4 x 8 mm プラス  ネジ （2）
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シャーシの取り付け
こ こでは、 ラ ッ ク またはキャビネッ トへの Cisco Nexus 7009 シャーシの設置方法について説明
します。 データセンターの要件に応じて、 シャーシの前面部分をラ ッ ク またはキャビネッ ト に
取り付けるか （シャーシ取り付けの標準的な方法）、 シャーシの中央部分をラ ッ ク またはキャ
ビネッ ト に取り付けるかを選択できます。 シャーシの中央部分を取り付ける場合は、 センター 
マウン ト  ブラケッ ト をシャーシとは別に注文する必要があ り ます。

この項では、 次の ト ピ ッ クについて取り上げます。

• 「シャーシ設置の前提条件」 （P.3-11）

• 「必要な工具と部品」 （P.3-12）

• 「前面ブラケッ ト によるシャーシの取り付け」 （P.3-13）

• 「センター ブラケッ ト によるシャーシの取り付け」 （P.3-15）

シャーシ設置の前提条件

シャーシを設置する前に、 次の項目を確認する必要があ り ます。

• Cisco Nexus 7009 シャーシを設置する場所でデータセンターのアースを利用できる こ と。

• 2 支柱または 4 支柱の 19 インチ EIA ラ ッ ク、 またはこのよ う なラ ッ クを含むキャビネッ
ト 。 以下の設置手順では、 2 支柱ラ ッ クにシャーシを取り付ける方法を示します。 4 支柱
ラ ッ ク またはキャビネッ ト の前面の 2 本の支柱にシャーシを設置する場合も同じ手順に従
います。

ラ ッ ク またはキャビネッ ト の詳細については、 「ラ ッ ク またはキャビネッ ト の設置」 （P.3-2）
を参照して ください。

警告 安定性に注意して く ださい。 ラ ッ クの安定装置をかけるか、 ラ ッ クを床にボルト で固定してから、
保守のために装置を取り外す必要があります。 ラ ッ クを安定させないと、 転倒するこ とがありま
す。 ステート メン ト  1048

• 下部支持レールがラ ッ ク またはキャビネッ ト に取り付けられている こ と。 シャーシで可能
な限り低い位置のラ ッ ク  ユニッ ト に 2 本の前面マウン ト下部支持レールまたは 2 本のセン
ター マウン ト下部支持レールをすでに取り付けてある必要があ り ます。

詳細については、 「ラ ッ クの下部支持レールの取り付け」 （P.3-4） を参照して ください。

• 2 つの前面マウン ト  ブラケッ ト がシャーシに取り付けられている こ と。 シャーシの中央を
ラ ッ ク またはキャビネッ ト に取り付ける場合、 センターマウン ト  キッ ト に含まれる  2 つの
センターマウン ト  ブラケッ ト も必要です。 これは、 Cisco Nexus 7009 シャーシとは別に注
文します。
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• Cisco Nexus 7009 のシャーシおよびそのコンポーネン ト を検査し、 損傷していないこ と。

詳細については、 「新しいスイ ッチの開梱と検査」 （P.3-3） を参照して ください。

必要な工具と部品

Cisco Nexus 7009 シャーシを設置するには、 次の工具と部品が必要です。

• 低 300 ポンド （136 kg） を持ち上げる こ とができる リ フ ト

注意 120 ポン ド （55 kg） を超えるデバイスを持ち上げる と きは、 リ フ ト を使用する必要があ り
ます。

• No.1 プラス  ド ラ イバ （ トルク機能付き）

• ラ ッ ク  マウン ト  キッ ト （Cisco Nexus 7009 システム  アクセサ リ  キッ ト に付属） 

表 3-3 に、 ラ ッ クマウン ト  キッ ト の内容を示します。

（注） 大で 300 ポンド （136 kg） になるシャーシを リ フ ト と ラ ッ クの間で移動するには、 低 2 人
が必要です。

警告 ラ ッ クへのユニッ トの設置や、 ラ ッ ク内のユニッ トの保守作業を行う場合は、 負傷事故を防ぐた
め、 システムが安定した状態で置かれているこ とを十分に確認して く ださい。 安全を確保するた
めに、 次のガイ ド ラインを守って く ださい。

• ラ ッ クに設置する装置が 1 台だけの場合は、 ラ ッ クの一番下に取り付けます。

• ラ ッ クに複数の装置を設置する場合は、 最も重い装置を一番下に設置して、 下から順番に取り付け
ます。

• ラ ッ クにスタビライザが付いている場合は、 スタビライザを取り付けてから、 ラ ッ クに装置を設置

したり、 ラ ッ ク内の装置を保守したり して く ださい。 ステート メ ン ト  1006

表 3-3 ラ ックマウン ト  キッ トの内容

部品 数量

12-24 x 3/4 インチ プラス  ネジ 20

M6 X 19 mm プラスネジ 20

前面マウン ト の下部支持レール 2

ク ロスバー 1

M4 x 8 mm プラスネジ 2
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• ラ ッ ク またはキャビネッ ト にシャーシの中央を取り付ける場合、 オプシ ョ ンのセンターマ
ウン ト  キッ ト も必要です。 表 3-4 に、 センターマウン ト  キッ ト の内容を示します。

前面ブラケッ トによるシャーシの取り付け

前面ブラケッ ト によってラ ッ ク またはキャビネッ ト に Cisco Nexus 7009 シャーシを取り付ける
には、 次の手順に従います。

ステップ  1 シャーシを リ フ ト に載せる手順は次のとおりです。

a. シャーシを載せた輸送用パレッ ト の横に リ フ ト を配置します。

b. シャーシの 下部 （またはシャーシ 下部の下 0.25 インチ （0.635 cm） 以内） の高さに リ
フ ト を上げます。

c. シャーシを リ フ ト に完全に載せてシャーシ側面が リ フ ト の垂直レールに触れるか近づける
には、 低 2 人が必要とな り ます。 シャーシの前面および背面に障害物がな く、 シャーシ
をラ ッ クに簡単に押し出せる こ と を確認して ください。

警告 けがまたはシャーシの破損を防ぐために、 モジュール （電源装置、 フ ァン、 またはカードなど） の
ハン ドルを持ってシャーシを持ち上げたり、 傾けたりするこ とは絶対にしないで く ださい。 これら
のハン ドルは、 シャーシの重さを支えるよ うには設計されていません。 ステート メ ン ト  1032

注意 シャーシを持ち上げるには、 リ フ ト を使用します。 シャーシの側面のハンドルは、 リ フ ト また
はラ ッ クかキャビネッ ト にシャーシを載せた後に、 シャーシの位置を調整するためにのみ使用
します。

ステップ  2 リ フ ト を使用して移動し、 ラ ッ ク またはキャビネッ ト の前面にシャーシの背面を合わせます。
下部支持レールの高さ、 またはブラケッ ト の上 0.25 インチ （0.635 cm） 以内の高さまで、
シャーシの下部を持ち上げて ください。

ステップ  3 少な く と も  2 人で、 前面マウン ト  ブラケッ ト がラ ッ ク  レールと接触するまで、 取り付け済みの
下部支持レールにシャーシを押し込みます。 背面がラ ッ クに先に入るよ うにシャーシ前面の下
半分を押し、 シャーシの垂直前面取り付けブラケッ ト がラ ッ クの前面部分に触れるまで押しま
す。 （図 3-5 を参照）。

表 3-4 オプシ ョ ンのセンター マウン トキッ トの内容

部品 数量

センターマウン ト の下部支持レール 2

センターマウン ト  ブラケッ ト 2
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図 3-5 ラ ックへの Cisco Nexus 7009 シャーシの移動 （前面マウン トでの取り付け）

ステップ  4 シャーシ取り付けブラケッ ト のネジ穴の位置が、 垂直取り付けレールのネジ穴に合っている こ
と を確認します。

ヒン ト シャーシの位置を調整して、 シャーシ取り付けブラケッ ト のネジ穴を垂直取り付けレールのネ
ジ穴と合わせるには、 図 3-6 のよ うにシャーシのハンドルを使用します。

ステップ  5 図 3-6 に示されているよ う に、 プラス  ド ラ イバを使用して、 7 本から  8 本の M6 x 19-mm また
は 12-24 x 3/4 インチのネジで、 2 つのシャーシ垂直取り付けブラケッ ト を固定します （2 個の
取り付けブラケッ ト ご とに合計 12 本から  14 本のネジを使用）。

1 シャーシ前面の下半分を押す 3 垂直取り付けレール付きラ ッ ク

2 前面マウン ト  ブラケッ ト

33
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図 3-6 ラ ックへの Cisco Nexus 7009 シャーシの前面部分の取り付け

センター ブラケッ トによるシャーシの取り付け

オプシ ョ ンのセンター ブラケッ ト によってラ ッ ク またはキャビネッ ト に Cisco Nexus 7009 
シャーシを取り付けるには、 次の手順に従います。

ステップ  1 シャーシの前面マウン ト  ブラケッ ト をセンター マウン ト  ブラケッ ト に置き換えるには、 次の
手順に従います。

a. シャーシの前面に各ブラケッ ト を固定している  5 本のネジを取り外して、 シャーシから  
2 つの前面マウン ト  ブラケッ ト を取り外します （図 3-7 を参照）。

33
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1 両側のブラケッ ト を前面取り付けレールに
設置するために使用する  7 ～ 8 本の M6 x 
19 mm または 10-24 x 3/4 インチの プラス  
ネジ （合計で 8 本のネジを使用）
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図 3-7 前面マウン ト  ブラケッ トの取り外し

b. 5 個のネジ穴が前面マウン ト  ブラケッ ト に使用される  5 個のネジ穴と合う よ うに、 セン
ター マウン ト  ブラケッ ト を配置します （図 3-8 を参照）。
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1 各ブラケッ ト から  5 本のネジを取り外し
ます。

2 シャーシからブラケッ ト を取り外します。
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図 3-8 シャーシへのセンター マウン ト  ブラケッ トの取り付け

c. 前に前面マウン ト  ブラケッ ト から取り外した 5 本のネジを使用して、 ブラケッ ト をシャー
シに固定します。

d. も う一方のセンターマウン ト  ブラケッ ト をシャーシの反対側に取り付けるには、 ステップ 
b と  c を繰り返します。

ステップ  2 シャーシを リ フ ト に載せる手順は次のとおりです。

a. シャーシを載せた輸送用パレッ ト の横に リ フ ト を配置します。

b. シャーシの 下部 （またはシャーシ 下部の下 0.25 インチ （0.635 cm） 以内） の高さに リ
フ ト を上げます。

c. シャーシを リ フ ト に完全に載せてシャーシ側面が リ フ ト の垂直レールに触れるか近づける
には、 低 2 人が必要とな り ます。 シャーシの前面および背面に障害物がな く、 シャーシ
をラ ッ クに簡単に押し出せる こ と を確認して ください。
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1 5 個のネジ穴がシャーシの 5 個のネジ穴と
合う よ うにセンター マウン ト  ブラケッ ト
を配置します。

2 前面マウン ト  ブラケッ ト をシャーシに固
定するために使用していた 5 本のネジを
使用して、 シャーシにブラケッ ト を固定
します。
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警告 けがまたはシャーシの破損を防ぐために、 モジュール （電源装置、 フ ァン、 またはカードなど） の
ハン ドルを持ってシャーシを持ち上げたり、 傾けたりするこ とは絶対にしないで く ださい。 これら
のハン ドルは、 シャーシの重さを支えるよ うには設計されていません。 ステート メ ン ト  1032

注意 シャーシを持ち上げるには、 リ フ ト を使用します。 シャーシの側面のハンドルは、 リ フ ト また
はラ ッ クかキャビネッ ト にシャーシを載せた後に、 シャーシの位置を調整するためにのみ使用
します。

ステップ  3 リ フ ト を使用して移動し、 ラ ッ ク またはキャビネッ ト の前面にシャーシの背面を合わせます。
下部支持レールの高さ、 またはブラケッ ト の上 0.25 インチ （0.635 cm） 以内の高さまで、
シャーシの下部を持ち上げて ください。

ステップ  4 前面ブラケッ ト がラ ッ ク  レールと接触するまで、 少な く と も  2 人を使用して、 取り付け済みの
下部支持レールにシャーシを押し込みます。 背面がラ ッ クに先に入るよ うにシャーシ前面の下
半分を押し、 シャーシの垂直前面取り付けブラケッ ト がラ ッ クの前面部分に触れるまで押しま
す。 （図 3-9 を参照）。

図 3-9 ラ ックへの Cisco Nexus 7009 シャーシの移動 （センター マウン トでの取り付け）

ステップ  5 シャーシ取り付けブラケッ ト のネジ穴の位置が、 垂直取り付けレールのネジ穴に合っている こ
と を確認します。
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1

1 シャーシ前面の下半分を押す 3 垂直取り付けレール付きラ ッ ク

2 センターマウン ト  ブラケッ ト
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ヒン ト シャーシの位置を調整して、 シャーシ取り付けブラケッ ト のネジ穴を垂直取り付けレールのネ
ジ穴と合わせるには、 図 3-6 のよ うにシャーシのハンドルを使用します。

ステップ  6 図 3-10 に示されているよ うに、 プラス  ド ラ イバを使用して、 7 本から  8 本の M6 x 19-mm また
は 12-24 x 3/4 インチのネジで、 2 つのシャーシ垂直取り付けブラケッ ト を固定します （2 個の
取り付けブラケッ ト ご とに合計 12 本から  14 本のネジを使用）。

図 3-10 ラ ックへのセンターマウン ト  Cisco Nexus 7009 シャーシの取り付け

Cisco Nexus 7009 シャーシのアース接続
AC 電源装置を使用している場合、 Cisco Nexus 7009 システムは、 AC 電源ケーブルおよび
シャーシの 2 本のアース接続の う ちのいずれかによってアースされます。 AC 電源をシステム
に接続する と、 AC 電源ケーブルによってアースに接続されます。 Network Equipment Building 
System （NEBS） アース と も呼ばれるシステム  アースでは、 EMI シールド要件のアースおよび
モジュールの低電圧電源 （DC-DC コンバータ） のアースも提供されます。 このアース  システ
ムは、 AC 電源ケーブルがシステムに接続されていな くても有効です。 このアースは、 シャー
シの 2 つのアース  パッ ドの う ち片方をラ ッ クに （ラ ッ クがアースに接続されている場合） また
はデータセンター ビルディ ングのアースに直接接続して確立します。
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1 両側のブラケッ ト を前面取り付けレールに
設置するために使用する  7 ～ 8 本の M6 x 
19 mm または 10-24 x 3/4 インチの プラス  
ネジ （合計で 8 本のネジを使用）
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DC 電源装置を使用している場合は、 DC 電源を  DC 電源装置に接続する前に、 各 DC 電源装置
にアースを接続する必要があ り ます。 また、 EMI シールドの要件と、 モジュールの低電圧電源
に応じてシャーシを  NEBS アースに接続する必要もあ り ます。

この項では、 次の ト ピ ッ クについて取り上げます。

• 「シャーシのアースの前提条件」 （P.3-20）

• 「必要な工具と部品」 （P.3-20）

• 「システムのアース接続手順」 （P.3-20）

• 「シャーシへの静電気防止用リ ス ト  ス ト ラ ップの接続」 （P.3-23）

シャーシのアースの前提条件

シャーシをアースする前に、 データセンター ビルディングのアースに接続できるよ うになってい
る必要があ り ます。 データセンターのアースに接続している接合ラ ッ ク （詳細についてはラ ッ ク  
メーカーのマニュアルを参照して ください） に Cisco Nexus 7009 シャーシを設置した場合は、
アース  ポート をラ ッ クに接続してシャーシをアースできます。 接合ラ ッ クを使用していない場合
は、 シャーシのアース  ポート をデータセンターのアースに直接接続する必要があ り ます。

必要な工具と部品

システム  アースを接続するには、 次の工具と部品が必要です。

• アース  ラグ ： 大 6 AWG 線をサポートする、 2 穴の標準的バレル ラグ。 このラグは、
Cisco Nexus 7009 システムのアクセサ リ  キッ ト に付属しています。

• アース用ネジ ： M4 X 8 mm （ メ ト リ ッ ク） なべネジ X 2。 このネジは、 Cisco Nexus 7009 の
アクセサ リ  キッ ト に付属しています。

• アース線 ： Cisco Nexus 7009 システムのアクセサ リ  キッ ト には付属していません。 アース
線のサイズは、 地域および国内の設置要件を満たす必要があ り ます。 米国で設置する場合
は、 電源とシステムに応じて、 6 ～ 12 AWG の銅の導体が必要です。 6 ～ 12 AWG の銅の導
体が必要です。 一般に入手可能な 6 AWG 線の使用を推奨します。 アース線の長さは、 ス
イ ッチとアース設備の間の距離によって決ま り ます。

• No.1 プラス  ド ラ イバ （ トルク機能付き）。

• アース線をアース  ラグに取り付ける圧着工具。

• アース線の絶縁体をはがすワイヤ ス ト リ ッパ。

システムのアース接続手順

ラ ッ ク またはキャビネッ ト にシャーシを移動したあとで、 データセンターのアースにシステム
を接続できます。 シャーシをアースしたら、 静電気防止用リ ス ト  ス ト ラ ップをシャーシに接続
してアースできます。

システム  アースをデータセンターのアースに接続する手順は次のとおりです。

ステップ  1 ワ イヤ ス ト リ ッパを使用して、 アース線の端から  0.75 インチ （19 mm） ほど、 被膜をはがし
ます。

ステップ  2 図 3-11 のよ うに、 アース線の被覆をはぎとった端をアース  ラグの開口端に挿入します。
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図 3-11 アース ラグへのアース線の挿入

ステップ  3 圧着工具を使用し、 アース線をアース  ラグに圧着します。 アース線をアース  ラグから引っ張
り、 アース線がアース  ラグにしっかり と接続されている こ と を確認します。

ステップ  4 2 個のシステム  アース  パッ ドの片方から粘着ラベルをはがし、 2 本の M4 ネジを使用してアー
ス線のラグをアース  パッ ドに固定します。 シャーシ前面のアース  パッ ドの位置については、
図 3-12 を参照して ください。 アース  ラグおよびアース線が、 その他のスイ ッチ ハード ウェア
またはラ ッ ク機器に干渉しないこ とを確認します。

18
58

48

1

2

1 米国国家認定試験機関 （NRTL） に
リ ス ト されている  45 度のアース  
ラグ

2 片端の被膜が 0.75 インチ （19 mm） はがされた
アース  ケーブル
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図 3-12 Cisco Nexus 7009 シャーシの前面のアース パッ ド

アース線の反対側の端を処理し、 設置場所の適切なアースに接続して、 スイ ッチに十分なアー
スが確保されるよ うにします。 ラ ッ クがアースされている場合は、 ラ ッ クのベンダーが提供す
るマニュアルで説明されているよ うにアース線を接続します。

1 アース  パッ ド
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シャーシへの静電気防止用リスト  スト ラップの接続

データセンターのアースにシャーシを接続したら、 静電気防止用リ ス ト  ス ト ラ ップを  ESD 
ポート に接続してアースできます （図 3-13 を参照）。

図 3-13 Cisco Nexus 7009 シャーシの前面の ESD アース ポート
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1 ESD アース  ポート
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ケーブル管理フレームの取り付け
ラ ッ ク またはキャビネッ ト に Cisco Nexus 7009 スイ ッチ シャーシを設置し終えたら （「シャー
シの取り付け」 （P.3-11） を参照）、 シャーシの前面にケーブル管理フレームを取り付ける こ と
ができます。

ケーブル管理フレームを取り付ける場合は、 シャーシの前面マウン ト  ブラケッ ト に 2 つのサイ
ド  フレームを取り付けてから、 2 つのサイ ド  フレームとシャーシの上部に、 上部フードを取り
付けます。

（注） センター マウン ト  ブラケッ ト を持つシャーシには、 ケーブル管理フレームを固定するための
前面マウン ト  ブラケッ ト が含まれています。

Cisco Nexus 7009 スイ ッチのシャーシにケーブル管理フレームを取り付けるには、 次の手順を
実行します。

ステップ  1 図 3-14 のよ うに、Cisco Nexus 7009 スイ ッチ シャーシに取り付けられた左側の前面マウン ト  ブ
ラケッ ト の下半分から突き出ている  2 つのフッ クに、 ケーブル管理フレーム （部品番号 ：
800-33786） を取り付け、 4 本のフラ ッ ト  ヘッ ド  M4x10 ネジでシャーシにフレームを緩めに固
定します。
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図 3-14 前面マウン ト  ブラケッ トへのケーブル管理フレームの取り付け

ステップ  2 ステップ 1 を繰り返して、 ケーブル管理フレームをシャーシの右側に取り付けます。

ステップ  3 すでに取り付けられている  2 つのケーブル管理フレームの上に、 フード （部品番号 ：
800-33785-01） を設置します。 図 3-15 に示されているよ うに、 ガイ ド  ピンがガイ ド穴に入り、
フードがシャーシに装着されるよ うに、 シャーシのほ うに押します。

1 ケーブル管理フレーム 3 前面マウン ト  ブラケッ ト の下方の 2 つのフッ クが
フレームの 2 つの穴に入るよ うにフレームを配置
し、 フッ クに掛かるよ うにアセンブリを装着します。

2 前面マウン ト  ブラケッ ト 。 4 4 本の M4x10 ネジでアセンブ リ を前面マウン ト  ブ
ラケッ ト に緩めに固定します。 ネジはきつく締め
ないでください。
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図 3-15 ケーブル管理フレームとシャーシに対するフードの配置

ステップ  4 図 3-16 のよ うに、 4 本の M4x8 なべネジを使用して、 フードをシャーシに緩めに固定します。

図 3-16 シャーシとケーブル管理アセンブリへのフードの固定
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1 ガイ ド  ピン 2 ガイ ド穴
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1 フードを左右のケーブル管理アセンブ リに固定する  4 本の 
M4x8 なべネジ （それぞれの側に 2 つのネジ）。
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ステップ  5 図 3-16 のよ うに、 4 本の M4x8 なべネジを使用して、 2 つのケーブル管理フレームにフードを
緩めに固定します。

ステップ  6 フード をケーブル管理フレームに固定する  4 本のネジをそれぞれ 11 ～ 15 インチポン ド
（1.2 ～ 1.7 N·m） で締めます。

ステップ  7 ケーブル管理フレームをラ ッ クマウン ト  ブラケッ ト に固定する  8 本のネジをそれぞれ 
11 ～ 15 インチポン ド （1.2 ～ 1.7 N·m） で締めます。

前面扉と空気取り入れ口フレームの取り付け
オプシ ョ ンの両開き扉と空気取り入れ口フレームを取り付ける場合は、 先にケーブル管理フ
レームをシャーシに取り付ける必要があ り ます。

前面扉と空気取り入れ口フレームを  Cisco Nexus 7009 ケーブル管理システムに取り付けるには、
次の手順を実行します。

ステップ  1 図 3-17 のよ うに、左側のドア  ス ト ップを左側のケーブル管理フレームの中央に合わせ、 2 本の 
M3x10 なべネジで固定します。 2 本のネジを  5 ～ 7 インチポン ド （0.6 ～ 0.8 N·m） で締めます。

図 3-17 左側のドア スト ップの取り付け
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1 ケーブル管理フレームに左扉のス ト ッ
パーを合わせます。

2 2 本の M3 X 10 mm ネジでフレームに左扉
のス ト ッパーを固定します。
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ステップ  2 右側のケーブル管理フレームの中ほどに配置されている垂直支柱に、 2 つのブッシングを配置
します （図 3-18 を参照）。 各ブッシングを開いて支柱の周りに合わせます。

図 3-18 ケーブル管理フレームのヒンジ支柱への 2 つのブッシングの取り付け

ステップ  3 ブッシングと支柱上の 2 つの右側のドア  ス ト ップの部分を組み立てます。 2 つの部品を  2 本の 
M4 皿頭ネジを使用して固定します （図 3-19 を参照）。
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1 ブッシングを分割し、 ケーブル管理フ
レームの支柱の周りに合わせます。
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図 3-19 右側のドア スト ップの組み立て

ステップ  4 ヒ ンジ ブラケッ ト を  2 つのケーブル管理のサイ ド  フレームの下部に合わせ、シャーシの 2 個の
ガイ ド穴にヒ ンジ ブラケッ ト （部品番号 700-31339-01） の 2 本のガイ ド  ピンを図 3-20 に示す
よ うに合わせます。 ピンがシャーシに入るよ うにシャーシ側にヒ ンジ  ブラケッ ト を押し込みま
す。ケーブル管理の各サイ ド  フレームにある  2 個のネジ穴を ヒ ンジ  ブラケッ ト のネジ穴に合わ
せる必要があ り ます。
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1 ケーブル管理支柱の周囲にある右側のドア  ス
ト ップの右側と左側を組み立てます。 組み立て
済みのドア  ス ト ップの上または下から各ブッシ
ングが突き出ている こ と を確認します。

2 2 本の M4 フラ ッ ト  ヘッ ド  ネジを
使用して、 2 つのドア  ス ト ップを
一緒に固定します。
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図 3-20 ケーブル管理フレームとシャーシに対するヒンジ ブラケッ トの配置

ステップ  5 図 3-21 のよ うに、 8 本の M4x8 ネジでブラケッ ト をシャーシとケーブル管理フレームに緩めに
固定します。
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1 ガイ ド  ピン 2 ガイ ド穴
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図 3-21 ケーブル管理フレームとシャーシへのヒンジ ブラケッ トの取り付け

ステップ  6 ヒ ンジ  ブラケッ ト をシャーシに固定する  4 本の  M4x8 ネジを  11 ～ 15 インチポン ド （1.2 ～ 
1.7 N·m） で締めます。

ステップ  7 ヒ ンジ ブラケッ ト をケーブル管理フレームに固定する  4 本の M4x8 ネジを  11 ～ 15 インチポン
ド （1.2 ～ 1.7 N·m） で締めます。

ステップ  8 空気取り入れ口の 2 本の非脱落型ネジを、 シャーシのケーブル管理フレームの下にある  2 つの
ネジ穴に合わせます （図 3-22 を参照）。
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1 ヒ ンジ ブラケッ ト をシャーシに固定する  

4 本の M4x8 なべネジ。

2 ヒ ンジ ブラケッ ト を左右のケーブル管理
アセンブ リ に固定する  4 本の M4x8 なべ
ネジ。
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図 3-22 シャーシに対する空気取り入れ口フレームの配置

ステップ  9 空気取り入れ口フレームの非脱落型ネジをシャーシに取り付け、 11 ～ 15 インチポン ド （95 ～ 
130 N·m） で締めます。

ステップ  10 シャーシ扉の片側の扉ハンドルを引き、 カチッ と音がするまで開きます （ハン ドルを約 30 度
引く と、 カチッ と音がします）。

ステップ  11 図 3-23 のよ うに、 扉のハンドルを開いた側を  2 つのヒ ンジ ピンに向かって移動します。 フー
ド と ヒ ンジ ブラケッ ト の上部と下部のヒ ンジ ピンが、 扉のハンドルを開いた側の上部と下部
にあるスロ ッ ト にはまっている こ と を確認します。 ヒ ンジ  ピンがスロ ッ ト の両端にく る よ う
に、 扉の位置を調整します。

（注） 両開き扉はどちらの側にも取り付け、 開く こ とができます。 この手順の図では、 初に左側の
扉を取り付ける方法を示していますが、 どちらの側に取り付ける場合も この手順を使用でき
ます。

1

2

2
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1 空気取り入れ口フレーム。 2 非脱落型ネジをシャーシの穴に合わせて
シャーシに固定します。
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前面扉と空気取り入れ口フレームの取り付け

図 3-23 シャーシへの扉の片側の取り付け

ステップ  12 扉を片手で支えながら ヒ ンジ  ピンに合わせ、 反対の手で扉の内側にあるロ ッ ク  ボタンを押し
ます。 図 3-24 を参照して ください。 これによ り、 ヒ ンジ  ピンの周りのラ ッチがロ ッ ク され、
扉は支えな く てもシャーシに装着されます。

図 3-24 扉の左側の取り付け

4

4
4
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1 両開き扉 3 ヒ ンジ ピン

2 一方の側を ヒ ンジ  ピンに向かって移動 4 ヒ ンジ ピン用スロ ッ ト

1
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（注） 扉が 2 つのヒ ンジ ピンにしっかり固定されている こ と を確認します。 扉のラ ッチの裏側で両方
のヒ ンジ ピンが固定されていない場合は、 片手で扉をしっかり支えながら、 扉のその固定され
ていない側の扉ハンドルをカチッ と音がするまで開きます。 次に、 ヒ ンジ  ピンが扉のスロ ッ ト
の奥まで入るよ うに、 扉のその側を押し、 扉の内側にある扉のラ ッチ ボタンを押して、 扉が両
方のヒ ンジ ピンにしっか り固定されている こ と を確認します。

ステップ  13 カチッ と音がするまで、 扉の開く側のハンドルを開きます。 これによ り、 扉の開く側にある
ラ ッチが開きます。 図 3-25 を参照して ください。

図 3-25 扉の右側の取り付け

1 ロ ッ ク  ボタンを押して ヒ ンジ  ピンに合わ
せた扉をロ ッ クする

1

2

3

3

2
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1 カチッ と音がするまで扉のハンドルを引く 3 ヒ ンジ ピンに合わせてドアが閉められる

2 ヒ ンジ ピン
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ステップ  14 未使用のヒ ンジ ピンが扉の上部と下部にあるスロ ッ ト にはまるよ うに、 扉を閉めます。 扉を閉
める と、 扉のス ト ッパーによって扉の内側にあるロ ッ ク  ボタンが自動的に押され、 扉がヒ ンジ  
ピンにロ ッ ク されます。 扉のス ト ッパーによってラ ッチが閉まらない場合は、 ラ ッチがカチッ
と鳴るまで、 ハン ドルを押して扉を閉めます。 扉が両側のフレームにしっかり固定されている
こ と を確認します。

（注） 扉のラ ッチの裏側にヒ ンジ ピンが固定されていない場合は、 その側の扉ハンドルをカチッ と音
がするまで開き、 ピンが扉のスロ ッ ト の奥まで入るよ うに扉を押して閉めます。 扉を閉める
と、 扉のス ト ッパーによって扉のラ ッチが自動的に閉ま り ます。 ラ ッチがカチッ と鳴らない場
合は、 ハン ドルを押して扉をしっかり閉め、 ラ ッチを作動させます。 扉をテス ト して、 4 つの
ヒ ンジ ピンにしっか り固定されている こ と を確認します。

ヒン ト 扉を開く必要がある場合は、 カチッ と音があるまで片方の扉ハンドルを引き、 そのハンドル側
を開きます。

スーパーバイザ モジュールへのストレージ メディアの
取り付け

Cisco Nexus 7000 シ リーズ スイ ッチの各スーパーバイザ モジュールは、 ログ  フラ ッシュ  リー
ダーに組み込まれている  CompactFlash カード （Supervisor 1 モジュール）、 またはログ  フラ ッ
シュ  リーダーに組み込まれている  USB ド ラ イブ （Supervisor 2 および Supervisor 2E モジュー
ル） に同梱されています。 拡張フラ ッシュ  リーダー （Supervisor 1） または slot0 のポー ト
（Supervisor 2 および 2E） は空のままにしておきますが、 任意でカードをその リーダーまたは 
USB ポー ト上の USB ド ラ イブに取り付ける こ とができます。 このス ト レージ  メディアが
リーダーまたはポート で機能するよ うにするには、 取り付ける前に リーダー用にフォーマッ ト
されているかを確認するか、 取り付け後にフォーマッ トする必要があ り ます。

（注） ログ  フラ ッシュ  リーダー、 拡張フラ ッシュ  リーダー、 または slot0 リーダーでは、 ス ト レージ 
メディアに応じて異なるフォーマッ ト が必要です。

取り付けた CompactFlash カードを交換する方法については、 「スーパーバイザ モジュールのス
ト レージ メディアの交換」 （P.10-63） を参照して ください。

スーパーバイザ モジュールにス ト レージ  メディアを取り付けるには、 次の手順を実行します。

ステップ  1 次のよ うにスーパーバイザ モジュールのスロ ッ ト またはポート にス ト レージ  メディアを合わ
せます。

• 図 3-26 のよ うに、 Supervisor 1 の場合、 LOG FLASH または EXPANSION FLASH とい う ラ
ベルの CompactFlash リーダー スロ ッ ト のスロ ッ ト にカードの位置を合わせます。 カードの
薄い側にある溝を先頭にして、 リーダーに挿入する必要があ り ます。 カードが リーダーに入
りにくい場合は、 カードの上下を逆にして リーダーに押し入れてみて ください。
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図 3-26 CompactFlash カード と リーダーの位置合わせ

• Supervisor 2 または 2E モジュールの場合、 ログ  フラ ッシュまたは SLOT0 ポート に USB ド
ラ イブを挿入します。

ステップ  2 リーダーまたはポート の LED がグ リーンにな り、 コンソールに次のよ う な メ ッセージが表示
されるまで待機します。

• カード または USB ド ラ イブをログ  フラ ッシュ  リーダーに取り付ける場合、 メ ッセージの
後に 「logflash:online」 が付きます。

• カード または USB ド ラ イブを拡張フラ ッシュ  リーダーに取り付ける場合、 メ ッセージの
後に 「slot0:online」 が付きます。

• 「offline」 メ ッセージが表示されるか、 メ ッセージがまった く表示されない場合は、 カード
または USB ド ラ イブのいずれかが リーダーの奥まで入っていないか、 適切にフォーマッ ト
されていません。

カード または USB ド ラ イブが リーダーの奥まで挿入されている こ と を確認します。 これが
完全に挿入されている場合、カードをフォーマッ トするか （『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS 
Fundamentals Configuration Guide』 を参照）、 リーダー用に適切にフォーマッ ト された別の
ものと ス ト レージ メディアを交換します。
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Cisco Nexus 7010 シャーシの設置

この章では、 新しい、 または再配置する  Cisco Nexus 7010 シャーシをラ ッ クまたはキャビネッ
ト に設置する方法を説明します。 他の Cisco Nexus 7000 シ リーズ シャーシや電源モジュールの
設置については、 次の章を参照して ください。

• 第 2 章 「Cisco Nexus 7004 シャーシの設置」 

• 第 3 章 「Cisco Nexus 7009 シャーシの設置」

• 第 5 章 「Cisco Nexus 7018 シャーシの設置」

• 第 6 章 「電源装置の取り付け」 

この章は、 次の項で構成されています。

• 「ス イ ッチの設置準備」 （P.4-1）

• 「ラ ッ クの下部支持レールの取り付け」 （P.4-4）

• 「シャーシの取り付け」 （P.4-7）

• 「Cisco Nexus 7010 シャーシのアース接続」 （P.4-11）

• 「スーパーバイザ モジュールへのス ト レージ  メディアの取り付け」 （P.4-16）

• 「前面扉とフレーム  アセンブ リの取り付け」 （P.4-17）

• 「エアー フ ィルタの取り付け」 （P.4-23）

スイッチの設置準備
この項では、 次の ト ピ ッ クについて取り上げます。

• 「必要な工具」 （P.4-2）

• 「4 支柱ラ ッ クまたはキャビネッ ト の設置」 （P.4-2）

• 「新しいスイ ッチの開梱と検査」 （P.4-3）

（注） Cisco Nexus 7010 シャーシを設置するには、 まず、 4 支柱 19 インチの米国電子工業会 （EIA）
ラ ッ ク またはキャビネッ ト を  1 つ組み立てる必要があ り ます。 シャーシを設置するには、 ま
ず、 ラ ッ ク またはキャビネッ ト を注文して配送されている こ と を確認して ください。
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必要な工具

Cisco Nexus 7010 シャーシをラ ッ クに設置する前に、 次の工具と部品がある こ と を確認して く
ださい。

• 550 ポンド （250 kg） を持ち上げる こ とができる リ フ ト

• No.1 のプラス  ド ラ イバ （ トルク機能付き）

• 3/16 インチ マイナス  ド ラ イバ

• 圧着工具 

• ワイヤ ス ト リ ッパ

• メジャーおよび水準器

• アース線

（注） この工具と部品はシャーシに付属されていません。

静電気防止用リ ス ト  ス ト ラ ップなどの工具および部品も、 Cisco Nexus 7010 シャーシの設置に
必要とな り ますが、 これは Cisco Nexus 7010 のアクセサ リ  キッ ト に含まれています。

注意 Cisco Nexus 7010 シャーシまたはそのコンポーネン ト を取り扱う と きには、 常に静電気防止手
順に従って静電破壊を防止して ください。 この手順には、 静電気防止用リ ス ト  ス ト ラ ップを着
用してアースに接続する作業が含まれますが、 これに限定されません。

（注） 4 支柱ラ ッ クまたはキャビネッ ト の組み立ておよび固定に必要となる工具の リ ス ト については、
メーカーがラ ッ ク またはキャビネッ ト と と もに出荷するマニュアルを参照して ください。

4 支柱ラックまたはキャビネッ トの設置

Cisco Nexus 7010 シャーシの設置前に、 『Cisco Nexus 7000 Series Site Preparation Guide』 に記載
された要件を満たす、 標準的な  4 支柱 19 インチ EIA データセンター ラ ッ ク （またはこのよ う
なラ ッ クを含むキャビネッ ト ） を設置する必要があ り ます。 大限の安全を確保するため、 次
のよ うにラ ッ クを準備して ください。

• コンク リート床にラ ッ クをボルトで固定してから、 Cisco Nexus 7010 シャーシを載せます。

警告 安定性に注意して く ださい。 ラ ッ クの安定装置をかけるか、 ラ ッ クを床にボルト で固定してから、
保守のために装置を取り外す必要があります。 ラ ッ クを安定させないと、 転倒するこ とがありま
す。 ステート メン ト  1048

• ラ ッ クが接合構成になっている場合はアースに接続し、 設置するシステム  コンポーネン ト
および静電気防止用リ ス ト  ス ト ラ ップを簡単にアースできるよ うにします。 このステップ
によ り、 取り付け前にアースしていないコンポーネン ト を取り扱う と き、 静電放電の可能
性が低下します。

シャーシに設置する電源装置に必要なアンペア数の AC 電源コンセン ト が、 ラ ッ クに組み込ま
れている こ と を確認して ください。 6 kW 電源装置を設置する場合は、 20 A 回路が必要です。
7.5 kW 電源装置を設置する場合は、 30 A 回路が必要です。
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警告 装置を電気回路に接続するときに、 配線が過負荷にならないよ うに注意して く ださい。 ステート メ
ン ト  1018

ラ ッ クの設定方法については、 メーカーがラ ッ ク と同梱したマニュアルを参照して ください。

新しいスイッチの開梱と検査

新しい Cisco Nexus 7010 シャーシを設置する前に開梱して検査し、 注文したすべての品目が
揃っている こ と、 およびスイ ッチが輸送中に損傷していないこ とを確認します。 損傷または欠
落している ものがある場合は、 カスタマー サービス担当者にすぐに連絡して ください。

ヒン ト Cisco Nexus 7010 システムを開梱しても、 輸送用コンテナを廃棄しないでください。 輸送用
カート ンを折り たたみ、 システムに使用されていたパレッ ト と と もに保管して ください。 今後
システムを移動するか輸送する必要がある場合、 このコンテナが必要にな り ます。 梱包方法に
ついては、 付録 E 「輸送のための Cisco Nexus 7000 シ リーズ スイ ッチの再梱包」 を参照して く
ださい。

梱包内容を確認する手順は次のとおりです。

ステップ  1 カスタマー サービス担当者から提供された機器リ ス ト と、 梱包品の内容を照合します。 注文し
たすべての品目が揃っているこ とを確認して ください。 梱包品には次のボッ クスが含まれます。

• 次のコンポーネン ト が取り付けられたシステム  シャーシ

– スーパーバイザ モジュール X 2

– I/O モジュール X 1 ～ 8

– ファブ リ ッ ク  モジュール X 3 ～ 5

– システム  ファン  ト レイ  X 2

– ファブ リ ッ ク  ファン  ト レイ  X 2

• 電源装置 X 2 ～ 3 

電源装置はシャーシと と もに提供されますが、 別々のボッ ク スに収納されています。

• Cisco Nexus 7010 システム  アクセサ リ  キッ ト

アクセサ リ  キッ ト の内容物の リ ス ト については、 アクセサ リ  キッ ト に含まれる 『Cisco 
Nexus 7010 System Accessory Kit Contents』 を参照して ください。

• ミ ッ ドシャーシ ドアおよびフレーム （オプシ ョ ン）

• エアー フ ィルタ （オプシ ョ ン）

ステップ  2 各ボッ クスまたはパッケージの内容物の損傷を確認します。

ステップ  3 不一致または損傷がある場合は、 次の情報をカスタマー サービス担当者に電子メールで送信し
ます。

• 発送元の請求書番号 （梱包明細を参照）

• 欠落または破損している装置のモデル番号およびシ リ アル番号

• 問題の説明、 およびその問題がどのよ うに設置に影響するか
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ラ ッ クの下部支持レールの取り付け
下部支持レールは、 ラ ッ ク またはキャビネッ ト上の Cisco Nexus 7010 シャーシを支えます。
ラ ッ クを安定させるためには、 ラ ッ ク  ユニッ ト （RU） の 下部にこのレールを取り付ける必
要があ り ます。

下部支持レールを取り付けるための前提条件、 工具、 手順については、 次の ト ピ ッ クを参照し
て ください。

• 「下部支持レールを取り付けるための前提条件」 （P.4-4）

• 「必要な工具と部品」 （P.4-4）

• 「下部支持レールの取り付け」 （P.4-4）

下部支持レールを取り付けるための前提条件

下部支持レールを取り付ける前に、 ラ ッ ク またはキャビネッ ト を完全に設置し、 コンク リー ト
床にボル ト で固定して安定させる必要があ り ます。 Cisco Nexus 7010 システムよ り も軽いもの
がラ ッ クにすでに設置されている場合は、 その位置が Cisco Nexus 7010 システムを設置する場
所よ り も上になる こ と を確認します。 また、 Cisco Nexus 7010 システムのアクセサ リ  キッ ト に
付属の下部支持レール キッ ト が必要です。 下部支持レールが収まるよ うに、 ラ ッ ク またはキャ
ビネッ トの正面と背面の取り付けブラケッ トの間を 24 ～ 32 インチ （60.96 ～ 81.28 cm） 空ける こ と
が必要です。

必要な工具と部品

下部支持レールを取り付けるには、 次の工具と部品が必要です。

• No.1 プラス  ド ラ イバ （ トルク機能付き）。

• ラ ッ クマウン ト  キッ ト （アクセス  キッ ト に付属）。 表 4-1 に、 ラ ッ クマウン ト  キッ ト の内
容を示します。

下部支持レールの取り付け

ラ ッ クを安定させるためには、 ラ ッ クの可能な限り下の部分にシャーシを設置する必要があ り
ます。 も重いシステムをラ ッ クの一番下に 初に設置して ください。 縦方向に十分なスペー
スがある場合、 も う一台のシステムを同一ラ ッ クに設置するには、 一番下のシステムのすぐ上
に設置します。

表 4-1 ラ ックマウン ト  キッ トの内容

部品 数量

12-24 x 3/4 インチ プラス  ネジ 20

M6 x 19 mm プラスネジ 20

調整可能な下部支持レール 2
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下部支持レールを  4 支柱 EIA ラ ッ クに取り付ける手順は次のとおりです。

ステップ  1 調整可能な 2 本の下部支持レールのいずれかを も下の RU に配置します。 別の Cisco Nexus 
7010 シャーシの上にシャーシを設置する場合は、 図 4-1 のよ うに、 下方のシャーシの下部支持
レールから  36.75 インチ （93.4 cm） （21 RU） 高い位置にレールを配置します。 前後の縦方向取
り付けレールの外側エッジから出るよ うに、 下部支持レールの長さを調整します。 取り付けブ
ラケッ ト間のスペースが 24 ～ 32 インチ （60.96 ～ 81.28 cm） になるよ うに、 レールを広げる こ
とができます。

警告 ラ ッ クへのユニッ トの設置や、 ラ ッ ク内のユニッ トの保守作業を行う場合は、 負傷事故を防ぐた
め、 システムが安定した状態で置かれているこ とを十分に確認して く ださい。 安全を確保するた
めに、 次のガイ ド ラインを守って く ださい。

• ラ ッ クに設置する装置が 1 台だけの場合は、 ラ ッ クの一番下に取り付けます。

• ラ ッ クに複数の装置を設置する場合は、 最も重い装置を一番下に設置して、 下から順番に取り付け
ます。

• ラ ッ クにスタビライザが付いている場合は、 スタビライザを取り付けてから、 ラ ッ クに装置を設置

したり、 ラ ッ ク内の装置を保守したり して く ださい。 ステート メ ン ト  1006
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図 4-1 下部支持レールの配置
 

ステップ  2 プラス  ド ラ イバを使用して、 3 本の M6 x 19 mm または 12-24 x 3/4 インチの プラス  ネジを、
図 4-2 に示すよ う に各レールの両端に取り付けます （両方のブラケッ ト で合計 12 本のネジを
使用）。

（注） 下部支持レールの両端の 3 つのネジ穴が、 取り付けレールのネジ穴に合います。 これらの各ネ
ジ穴を使用してネジを留めます。

3

1

2

18
71

83

3

1 初の も重い Cisco Nexus 7010 シャー
シをラ ッ クに設置する場合は、 2 本の下
部支持レールをラ ッ クの一番下の RU に
配置

3 各 Cisco Nexus 7010 システムに 低 36.75 
インチ （93.4 cm） （21 RU） を確保

2 ラ ッ クに 2 台目の Cisco Nexus 7010 シャー
シを設置する場合は、 初に設置したス
イ ッチのすぐ上に 2 本の下部支持レール
を配置
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図 4-2 ラックへの下部支持レールの取り付け

シャーシの取り付け
こ こでは、 ラ ッ ク またはキャビネッ トへの Cisco Nexus 7010 シャーシの設置方法について説明
します。 これらの設置手順には、 シャーシを運搬し、 リ フ ト でシャーシをラ ッ ク まで持ち上
げ、 ラ ッ クへ押し出して載せてから固定する作業が含まれます。

この項では、 次の ト ピ ッ クについて取り上げます。

• 「シャーシ設置の前提条件」 （P.4-7）

• 「必要な工具と部品」 （P.4-8）

• 「シャーシの取り付け」 （P.4-9）

シャーシ設置の前提条件

シャーシを設置する前に、 次の項目を確認する必要があ り ます。

• Cisco Nexus 7010 シャーシを設置する場所でデータセンターのアースを利用できる こ と。

• 4 支柱 19 インチ EIA ラ ッ ク、 またはこのよ う なラ ッ クを含むキャビネッ ト 。

ラ ッ ク またはキャビネッ ト の詳細については、 「4 支柱ラ ッ クまたはキャビネッ ト の設置」
（P.4-2） を参照して ください。

1

1

1

2

2

8

1

1 4 組の 3 本の M6 x 19 mm プラス  ネジまたは
4 組の 3 本の 12 ～ 24 x 3/4 インチの プラ ス  
ネジ

2 調整可能な下部支持レール （2）
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警告 安定性に注意して く ださい。 ラ ッ クの安定装置をかけるか、 ラ ッ クを床にボルト で固定してから、
保守のために装置を取り外す必要があります。 ラ ッ クを安定させないと、 転倒するこ とがありま
す。 ステート メン ト  1048

• 下部支持レールがラ ッ ク またはキャビネッ ト に取り付けられている こ と。 シャーシで可能
な限り低い RU に 2 本の下部支持レールをすでに取り付けてある必要があ り ます。

詳細については、 「ラ ッ クの下部支持レールの取り付け」 （P.4-4） を参照して ください。

• Cisco Nexus 7010 のシャーシおよびそのコンポーネン ト を検査し、 損傷していないこ と。

詳細については、 「新しいスイ ッチの開梱と検査」 （P.4-3） を参照して ください。

必要な工具と部品

Cisco Nexus 7010 シャーシを設置するには、 次の工具と部品が必要です。

• 低 550 ポンド （250 kg） を持ち上げる こ とができる リ フ ト

注意 120 ポンド （55 kg） を超えるデバイスを持ち上げる と きは、 リ フ ト を使用する必要があ り ます。

• No.1 プラス  ド ラ イバ （ トルク機能付き）

• 下部支持レール キッ ト （Cisco Nexus 7010 システム  アクセサ リ  キッ ト に付属）

このキッ ト の一部は、 すでに下部支持レールの取り付けに使用しています。 表 4-2 に、
ラ ッ クマウン ト  キッ ト の内容を示します。

警告 ラ ッ クへのユニッ トの設置や、 ラ ッ ク内のユニッ トの保守作業を行う場合は、 負傷事故を防ぐた
め、 システムが安定した状態で置かれているこ とを十分に確認して く ださい。 安全を確保するた
めに、 次のガイ ド ラインを守って く ださい。

• ラ ッ クに設置する装置が 1 台だけの場合は、 ラ ッ クの一番下に取り付けます。

• ラ ッ クに複数の装置を設置する場合は、 最も重い装置を一番下に設置して、 下から順番に取り付け
ます。

• ラ ッ クにスタビライザが付いている場合は、 スタビライザを取り付けてから、 ラ ッ クに装置を設置

したり、 ラ ッ ク内の装置を保守したり して く ださい。 ステート メ ン ト  1006

表 4-2 ラ ックマウン ト  キッ トの内容

部品 数量

12-24 x 3/4 インチ プラス  ネジ 20

M6 x 19 mm プラスネジ 20

調整可能な下部支持レール 2
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（注） 大で 550 ポンド （250 kg） になるシャーシを リ フ ト と ラ ッ クの間で移動するには、 低 4 人
が必要です。

シャーシの取り付け

4 支柱ラ ッ クまたはキャビネッ トに Cisco Nexus 7010 シャーシを設置する手順は次のとおりです。

ステップ  1 シャーシを リ フ ト に載せる手順は次のとおりです。

a. シャーシを載せた輸送用パレッ ト の横に リ フ ト を配置します。

b. シャーシの 下部 （またはシャーシ 下部の下 1/4 インチ （0.635 cm） 以内） の高さに リ フ
ト を上げます。

c. シャーシを リ フ ト に完全に載せてシャーシ側面が リ フ ト の垂直レールに触れるか近づける
には、 低 4 人が必要とな り ます。 シャーシの前面および背面に障害物がな く、 シャーシ
をラ ッ クに簡単に押し出せる こ と を確認して ください。

警告 けがまたはシャーシの破損を防ぐために、 モジュール （電源装置、 フ ァン、 またはカードなど） の
ハン ドルを持ってシャーシを持ち上げたり、 傾けたりするこ とは絶対にしないで く ださい。 これら
のハン ドルは、 シャーシの重さを支えるよ うには設計されていません。 ステート メ ン ト  1032

注意 シャーシを持ち上げるには、 シャーシの側面のハンドルではな く、 リ フ ト を使用します （ハン
ドルは、 200 ポンド  [91 kg] を超える持ち上げに対応していません）。 側面のハンドルは、 リ フ
ト またはラ ッ クかキャビネッ ト にシャーシを載せたあとで、 シャーシの位置を調整するために
使用します。

ステップ  2 リ フ ト を使用して移動し、 4 支柱ラ ッ クまたはキャビネッ ト の前面にシャーシの背面を合せま
す。 下部支持レールまたはブラケッ ト の上 1/4 インチ （0.635 cm） 以内の高さに、 シャーシの
下部を持ち上げます。

ステップ  3 図 4-3 のよ うに、 取り付けた下部支持レールにシャーシを 低 4 人でリ フ トから押し出します。

背面がラ ッ クに先に入るよ うにシャーシ前面の下半分を押し、 シャーシ取り付けブラケッ ト が
ラ ッ クの前面垂直取り付けレールに触れるまで押します。
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図 4-3 ラ ックへの Cisco Nexus 7010 シャーシの移動

ステップ  4 シャーシ取り付けブラケッ ト のネジ穴の位置が、 垂直取り付けレールのネジ穴に合っている こ
と を確認します。

シャーシの位置を調整してネジ穴を合せる場合は、 シャーシ側面のハンドルを使用します。

ヒン ト シャーシの位置を調整して、 シャーシ取り付けブラケッ ト のネジ穴を垂直取り付けレールのネ
ジ穴と合わせるには、 図 4-4 のよ うにシャーシのハンドルを使用します。

ステップ  5 プラス ド ラ イバを使用し、図 4-4 のよ うに、 4 本の M6 x 19 mm または 12-24 x 3/4 インチのネジ
で 2 個のシャーシ取り付けブラケッ ト を固定します （2 個の取り付けブラケッ ト で合計 8 本の
ネジを使用）。

1 シャーシ前面の下半分を押す 3 ラ ッ ク垂直取り付けレール

2 シャーシ取り付けブラケッ ト

18
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3

2

1

3

2

1



4-11
『Cisco Nexus 7000 シリーズ ハードウェア インス ト レーシ ョ ン  および リ ファレンス ガイド』

OL-23069-07-J

第 4 章      Cisco Nexus 7010 シャーシの設置

Cisco Nexus 7010 シャーシのアース接続

図 4-4 ラ ックへの Cisco Nexus 7010 シャーシの取り付け

Cisco Nexus 7010 シャーシのアース接続
Cisco Nexus 7010 システムは、 AC 電源ケーブルおよびシャーシの 2 本のアース接続の う ちいず
れかによってアースされます。 AC 電源をシステムに接続する と、 AC 電源ケーブルによって
アースに接続されます。 Network Equipment Building System （NEBS） アース と も呼ばれるシス
テム アースでは、 EMI シールド要件のアースおよびモジュールの低電圧電源 （DC-DC コンバー
タ） のアースも提供されます。 このアース  システムは、 AC 電源ケーブルがシステムに接続さ
れていな く ても有効です。 このアースは、 シャーシの 2 つのアース  パッ ドの う ち片方をラ ッ ク
に （ラ ッ クがアースに接続されている場合） またはデータセンター ビルディ ングのアースに直
接接続して確立します。

この項では、 次の ト ピ ッ クについて取り上げます。

• 「シャーシのアースの前提条件」 （P.4-12）

• 「必要な工具と部品」 （P.4-12）

• 「システムのアース接続手順」 （P.4-12）

• 「シャーシへの静電気防止用リ ス ト  ス ト ラ ップの接続」 （P.4-14）

18
71

85
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1

1

1 シャーシの位置を調整するハンドル 2 両側の各ブラケッ ト を前面取り付けレー
ルに取り付けるための 4 本の 6 X 19 mm ま
たは 10-24 X 3/4 インチ プラス  ネジ （合計
で 8 本のネジを使用）
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シャーシのアースの前提条件

シャーシをアースする前に、 データセンター ビルディ ングのアースに接続できるよ うになって
いる必要があ り ます。 データセンターのアースに接続している接合ラ ッ ク （詳細については
ラ ッ ク  メーカーのマニュアルを参照して ください） に Cisco Nexus 7010 シャーシを設置した場
合は、 アース  ポート をラ ッ クに接続してシャーシをアースできます。 接合ラ ッ クを使用してい
ない場合は、 シャーシのアース  ポー ト をデータセンターのアースに直接接続する必要があ り
ます。

必要な工具と部品

システム  アースを接続するには、 次の工具と部品が必要です。

• アース  ラグ ： 大 6 AWG 線をサポートする、 2 穴の標準的バレル ラグ。 このラグは、
Cisco Nexus 7010 システムのアクセサ リ  キッ ト に付属しています。

• アース用ネジ ： M4 x 8 mm （ メ ト リ ッ ク） なべネジ X 2。 このネジは、 Cisco Nexus 7010 の
アクセサ リ  キッ ト に付属しています。

• アース線 ： Cisco Nexus 7010 システムのアクセサ リ  キッ ト に付属していません。 アース線
のサイズは、 地域および国内の設置要件を満たす必要があ り ます。 米国で設置する場合は、
電源とシステムに応じて、 6 ～ 12 AWG の銅の導体が必要です。 6 ～ 12 AWG の銅の導体が
必要です。 一般に入手可能な 6 AWG 線の使用を推奨します。 アース線の長さは、 スイ ッチ
とアース設備の間の距離によって決ま り ます。

• No.1 プラス  ド ラ イバ （ トルク機能付き）。

• アース線をアース  ラグに取り付ける圧着工具。

• アース線の絶縁体をはがすワイヤ ス ト リ ッパ。

システムのアース接続手順

ラ ッ ク またはキャビネッ ト にシャーシを移動したあとで、 データセンターのアースにシステム
を接続できます。 シャーシをアースしたら、 静電気防止用リ ス ト  ス ト ラ ップをシャーシに接続
してアースできます。

システム  アースをデータセンターのアースに接続する手順は次のとおりです。

ステップ  1 ワ イヤ ス ト リ ッパを使用して、 アース線の端から  0.75 インチ （19 mm） ほど、 被膜をはがし
ます。

ステップ  2 図 4-5 のよ うに、 アース線の被覆をはぎとった端をアース  ラグの開口端に挿入します。
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図 4-5 アース ラグへのアース線の挿入

ステップ  3 圧着工具を使用し、 アース線をアース  ラグに圧着します。 アース線をアース  ラグから引っ張
り、 アース線がアース  ラグにしっかり と接続されている こ と を確認します。

ステップ  4 2 個のシステム  アース  パッ ドの片方から粘着ラベルをはがし、 2 本の M4 ネジを使用してアー
ス線のラグをアース  パッ ドに固定します。 シャーシ前面のアース  パッ ドの位置については、
図 4-6 を参照して ください。 シャーシ背面のアース  パッ ドの位置については、 図 4-7 を参照し
て ください。 アース  ラグおよびアース線が、 その他のスイ ッチ ハード ウェアまたはラ ッ ク機
器に干渉しないこ とを確認します。

図 4-6 Cisco Nexus 7010 シャーシの前面のアース パッ ド
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2

1 米国国家認定試験機関 （NRTL） に
リ ス ト されている  45 度のアース ラグ

2 片端の被膜が 0.75 インチ （19 mm） はがされた
アース  ケーブル

1 アース  パッ ド
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図 4-7 Cisco Nexus 7010 シャーシの背面のアース パッ ド

ステップ  5 アース線の反対側の端を処理し、 設置場所の適切なアースに接続して、 スイ ッチに十分なアー
スが確保されるよ うにします。 ラ ッ クがアースされている場合は、 ラ ッ クのベンダーが提供す
るマニュアルで説明されているよ うにアース線を接続します。

シャーシへの静電気防止用リスト  スト ラップの接続

データセンターのアースにシャーシを接続したら、 図 4-8 （シャーシ前面） または図 4-9
（シャーシ背面） に示す 3 つの ESD ポート の う ちいずれかに静電気防止用リ ス ト  ス ト ラ ップ接
続してアースできます。

18
 7

22
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1

1 アース  パッ ド
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Cisco Nexus 7010 シャーシのアース接続

図 4-8 Cisco Nexus 7010 シャーシの前面の ESD アース ポート
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1 ESD アース  ポート
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図 4-9 Cisco Nexus 7010 シャーシの背面の ESD アース ポート

スーパーバイザ モジュールへのストレージ メディアの
取り付け

Cisco Nexus 7000 シ リーズ スイ ッチの各スーパーバイザ モジュールは、 ログ  フラ ッシュ  リー
ダーに組み込まれている  CompactFlash カード （Supervisor 1 モジュール）、 またはログ  フラ ッ
シュ  リーダーに組み込まれている  USB ド ラ イブ （Supervisor 2 および Supervisor 2E モジュー
ル） に同梱されています。 拡張フラ ッシュ  リーダー （Supervisor 1） または slot0 のポート
（Supervisor 2 および 2E） は空のままにしておきますが、 任意でカードをその リーダーまたは 
USB ポー ト上の USB ド ラ イブに取り付ける こ とができます。 このス ト レージ  メディアが
リーダーまたはポート で機能するよ うにするには、 取り付ける前に リーダー用にフォーマッ ト
されているかを確認するか、 取り付け後にフォーマッ トする必要があ り ます。

（注） ログ  フラ ッシュ  リーダー、 拡張フラ ッシュ  リーダー、 または slot0 リーダーでは、 ス ト レージ 
メディアに応じて異なるフォーマッ ト が必要です。

取り付けた CompactFlash カードを交換する方法については、 「スーパーバイザ モジュールのス
ト レージ メディアの交換」 （P.10-63） を参照して ください。
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スーパーバイザ モジュールにス ト レージ  メディアを取り付けるには、 次の手順を実行します。

ステップ  1 次のよ うにスーパーバイザ モジュールのスロ ッ ト またはポート にス ト レージ  メディアを合わ
せます。

• 図 4-10 のよ うに、 Supervisor 1 の場合、 LOG FLASH または EXPANSION FLASH とい う ラ
ベルの CompactFlash リーダー スロ ッ ト のスロ ッ ト にカードの位置を合わせます。 カードの
薄い側にある溝を先頭にして、 リーダーに挿入する必要があ り ます。 カードが リーダーに
入りにくい場合は、 カードの上下を逆にして リーダーに押し入れてみてください。

図 4-10 CompactFlash カード と リーダーの位置合わせ

• Supervisor 2 または 2E モジュールの場合、 ログ  フラ ッシュまたは SLOT0 ポート に USB ド
ラ イブを挿入します。

ステップ  2 リーダーまたはポート の LED がグ リーンにな り、 コンソールに次のよ う な メ ッセージが表示
されるまで待機します。

• カード または USB ド ラ イブをログ  フラ ッシュ  リーダーに取り付ける場合、 メ ッセージの
後に 「logflash:online」 が付きます。

• カード または USB ド ラ イブを拡張フラ ッシュ  リーダーに取り付ける場合、 メ ッセージの
後に 「slot0:online」 が付きます。

• 「offline」 メ ッセージが表示されるか、 メ ッセージがまった く表示されない場合は、 カード
または USB ド ラ イブのいずれかが リーダーの奥まで入っていないか、 適切にフォーマッ ト
されていません。

カード または USB ド ラ イブが リーダーの奥まで挿入されている こ と を確認します。 これが
完全に挿入されている場合、カードをフォーマッ トするか （『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS 
Fundamentals Configuration Guide』 を参照）、 リーダー用に適切にフォーマッ ト された別の
ものと ス ト レージ メディアを交換します。

前面扉とフレーム アセンブリの取り付け
シャーシをラ ッ クに移動し終えたら、 オプシ ョ ンの前面扉とフレーム  アセンブ リ を取り付ける
こ とができます。

前面扉とフレーム  アセンブ リ を取り付ける手順は次のとおりです。

ステップ  1 4 つのネジ穴がシャーシの下部のネジ穴に揃う よ うに、 下部のフレーム  アセンブ リの位置を調整
し、 4 本の M4 x 6 mm ネジを締めて下部フレームをシャーシに取り付けます （図 4-11 を参照）。

18
95

55
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図 4-11 下部フレームの取り付け

ステップ  2 2 枚の前面扉それぞれについて、 扉フレームにある  2 つのガイ ド  ピン とシャーシにあるガイ ド
穴の位置を合わせます。 ケーブル管理エリ アのすぐ下に、 各扉フレームを配置します （図 4-12 
を参照）。

19
24
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1

2

1 下部フレームのネジ穴とシャーシのネジ
穴を揃える

2 4 本の M4 x 6 mm ネジ
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前面扉とフレーム アセンブリの取り付け

図 4-12 前面扉の取り付け

ステップ  3 各扉フレームを  3 本のネジで締め付けます （図 4-13 を参照）。

19
24

64
1 前面扉フレーム 3 ケーブル管理エ リ アのすぐ下のシャーシ前面の端に

扉フレームを合わせる  

2 ケーブル管理エ リ ア
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図 4-13 シャーシへの扉フレームの取り付け

a. 4 本の非脱落型ネジをシャーシから外れるまで緩めて、 EMI パネルを取り外します
（図 4-14 を参照）。

1

1

19
24
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1 2 つの各扉フレームについて、 3 本の非脱落
型ネジを締め、 フレームをシャーシに固定
します。
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前面扉とフレーム アセンブリの取り付け

図 4-14 EMI パネルの取り外し

b. 2 つのネジ穴が EMI パネルの片側にある  2 つのネジ穴に揃う よ うに、 EMI パネルの各側で
サイ ド  フレームの位置を調整します。 サイ ド  フレーム  アセンブ リが EMI パネルに固定さ
れるよ う に、 これらの 2 つのネジ穴にネジを取り付けます。 EMI パネルの反対側で、 この
手順を繰り返します。 図 4-15を参照して ください。

19
24

86

1 4 本の非脱落型ネジを緩め、 それぞれを
シャーシから抜き取り ます。

2 シャーシから  EMI パネルを取り外します。
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図 4-15 EMI パネルへのサイド  フレーム アセンブリの取り付け

c. EMI パネルをシャーシの空気取り入れ口に再び合わせ、 4 本の非脱落型ネジをシャーシに
取り付けて 8 インチポン ド （0.9 N·m） で締めます。

19
24

66

3
2

1

4

1 右側のフレーム。 3 2 本の 6-32 X 1/2 インチ フラ ッ トヘッ ド  ネジを使用して、
EMI パネルの右側に右側のフレームを取り付けます。 ネジ
を 8 インチポンド （0.9 N·m） で締めます。

2 左側のフレーム。 4 2 本の 6-32 X 1/2 インチ フラ ッ トヘッ ド  ネジを使用して、
EMI パネルの左側に左側のフレームを取り付けます。 ネジ
を 8 インチポンド （0.9 N·m） で締めます。
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エアー フ ィルタの取り付け
Cisco Nexus 7000 シ リーズ システムの動作中でも、 オプシ ョ ンのエアー フ ィルタを取り付ける
こ とができます。

（注） オプシ ョ ンのエアー フ ィルタがあるのは、 Cisco Nexus 7010 スイ ッチだけです。

エアー フ ィルタを取り付ける手順は次のとおりです。

ステップ  1 空気取り入れ口をカバーしている  EMI パネルにエアー フ ィルタを合わせます。

ステップ  2 片手でエアー フ ィルタを所定の位置に支えながら、 反対の手でエアー フ ィルタの片側にある
スプ リ ング  ピンを引っ張り ます。 スプ リ ング  ピンを放したと きに EMI パネル ブラケッ ト の穴
に入るよ うに、 エアー フ ィルタの位置を調整します。

ステップ  3 手を換えて、 EMI パネルにエアー フ ィルタを合わせたまま、 空いた手でエアー フ ィルタの反
対側にあるスプ リ ング  ピンを引っ張り ます。 スプ リ ング  ピンを引っ張った状態で、 ピンを放
したと きに EMI パネル ブラケッ ト の穴に入るよ うにエアー フ ィルタの位置を調整します。 ス
プ リ ング  ピンを放し、 エアー フ ィルタが EMI パネルに固定されている こ と を確認します。

ステップ  4 エアー フ ィルタの両側に 1 本ずつ、 非脱落型ネジを取り付けて締めます。
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Cisco Nexus 7018 シャーシの設置

この章では、 新しい、 または再配置する  Cisco Nexus 7018 シャーシをラ ッ クまたはキャビネッ
ト に設置する方法を説明します。 他の Cisco Nexus 7000 シ リーズ シャーシや電源モジュールの
設置については、 次の章を参照して ください。

• 第 2 章 「Cisco Nexus 7004 シャーシの設置」

• 第 3 章 「Cisco Nexus 7009 シャーシの設置」

• 第 4 章 「Cisco Nexus 7010 シャーシの設置」 

• 第 6 章 「電源装置の取り付け」 

この章は、 次の項で構成されています。

• 「ス イ ッチの設置準備」 （P.5-1）

• 「ラ ッ クの下部支持レールの取り付け」 （P.5-4）

• 「シャーシの取り付け」 （P.5-7）

• 「Cisco Nexus 7018 シャーシのアース接続」 （P.5-13）

• 「ケーブル管理フレームの取り付け」 （P.5-17）

• 「前面扉と空気取り入れ口フレームの取り付け」 （P.5-23）

• 「スーパーバイザ モジュールへのス ト レージ  メディアの取り付け」 （P.5-32）

スイッチの設置準備
この項では、 次の ト ピ ッ クについて取り上げます。

• 「必要な工具」 （P.5-2）

• 「4 支柱ラ ッ クまたはキャビネッ ト の設置」 （P.5-2）

• 「新しいシャーシの開梱と検査」 （P.5-3）

（注） Cisco Nexus 7018 シャーシを設置するには、 まず、 4 支柱 19 インチの米国電子工業会 （EIA）
ラ ッ ク またはキャビネッ ト を  1 つ組み立てる必要があ り ます。 シャーシを設置するには、 ま
ず、 ラ ッ ク またはキャビネッ ト を注文して配送されている こ と を確認して ください。
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必要な工具

Cisco Nexus 7018 シャーシをラ ッ クに設置する前に、 次の工具と部品がある こ と を確認して く
ださい。

• 700 ポンド （318 kg） の重量を持ち上げる こ とができる リ フ ト

（注） スイ ッチに設置されているモジュールの数に応じて、 移動する重量を 小限に抑える こ
とができます。 移動するスイ ッチ シャーシの全重量を特定するには、 表 A-6 （P.A-8） を
参照して ください。

• No.1 プラス  トルク  ド ラ イバ 

（注） 手動式トルク  ド ラ イバが推奨されますが、 手動式、 電動式を問わず、 次の手順で指定
した トルクを設定できる ド ラ イバを使用する必要があ り ます。

• 圧着工具 

• ワイヤ ス ト リ ッパ

• メジャーおよび水準器

• アース線

（注） この工具と部品はシャーシに付属されていません。

静電気防止用リ ス ト  ス ト ラ ップなどの工具および部品も、 Cisco Nexus 7018 シャーシの設置に
必要とな り ますが、 これは Cisco Nexus 7018 のアクセサ リ  キッ ト に含まれています。

注意 Cisco Nexus 7018 シャーシまたはそのコンポーネン ト を取り扱う と きには、 常に静電気防止手
順に従って静電破壊を防止して ください。 この手順には、 静電気防止用リ ス ト  ス ト ラ ップを着
用してアースに接続する作業が含まれますが、 これに限定されません。

（注） 4 支柱ラ ッ クまたはキャビネッ ト の組み立ておよび固定に必要となる工具の リ ス ト については、
メーカーがラ ッ ク またはキャビネッ ト と と もに出荷するマニュアルを参照して ください。

4 支柱ラックまたはキャビネッ トの設置

スイ ッチの設置前に、 『Cisco Nexus 7000 Series Site Preparation Guide』 に記載された要件を満た
す、 標準的な 4 支柱 19 インチ EIA データセンター ラ ッ ク （またはこのよ う なラ ッ クを含む
キャビネッ ト ） を設置する必要があ り ます。 大限の安全を確保するため、 次のよ うにラ ッ ク
を準備して ください。

• コンク リート床にラ ッ クをボルトで固定してから、 Cisco Nexus 7018 シャーシを載せます。
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警告 安定性に注意して く ださい。 ラ ッ クの安定装置をかけるか、 ラ ッ クを床にボルト で固定してから、
保守のために装置を取り外す必要があります。 ラ ッ クを安定させないと、 転倒するこ とがありま
す。 ステート メン ト  1048

• ラ ッ クが接合構成になっている場合はアースに接続し、 設置するシステム  コンポーネン ト
および静電気防止用リ ス ト  ス ト ラ ップを簡単にアースできるよ うにします。 このステップ
によ り、 取り付け前にアースしていないコンポーネン ト を取り扱う と き、 静電放電の可能
性が低下します。

シャーシに設置する電源装置に必要なアンペア数の AC 電源コンセン ト が、 ラ ッ クに組み込ま
れている こ と を確認して ください。 6 kW 電源装置を設置する場合は、 20 A 回路が必要です。
7.5 kW 電源装置を設置する場合は、 30 A 回路が必要です。

警告 装置を電気回路に接続するときに、 配線が過負荷にならないよ うに注意して く ださい。 ステート メ
ン ト  1018

ラ ッ クの設定方法については、 メーカーがラ ッ ク と同梱したマニュアルを参照して ください。

新しいシャーシの開梱と検査

新しい Cisco Nexus 7018 シャーシを設置する前に開梱して検査し、 注文したすべての品目が
揃っている こ と、 およびスイ ッチが輸送中に損傷していないこ とを確認します。 損傷または欠
落している ものがある場合は、 カスタマー サービス担当者にすぐに連絡して ください。

ヒン ト Cisco Nexus 7018 システムを開梱しても、 輸送用コンテナを廃棄しないでください。 輸送用
カート ンを折り たたみ、 システムに使用されていたパレッ ト と と もに保管して ください。 今後
システムを移動するか輸送する必要がある場合、 このコンテナが必要にな り ます。 梱包方法に
ついては、 付録 E 「輸送のための Cisco Nexus 7000 シ リーズ スイ ッチの再梱包」 を参照して く
ださい。

梱包内容を確認する手順は次のとおりです。

ステップ  1 カスタマー サービス担当者から提供された機器リ ス ト と、 梱包品の内容を照合します。 注文し
たすべての品目が揃っているこ とを確認して ください。 梱包品には次のボッ クスが含まれます。

• 次のコンポーネン ト が取り付けられたシステム  シャーシ

– スーパーバイザ モジュール X 2

– I/O モジュール X 1 ～ 16

– ファブ リ ッ ク  モジュール X 3 ～ 5

– ファン  ト レイ  X 2

• 電源装置 X 2 ～ 4 

電源装置はシャーシと と もに提供されますが、 別々のボッ ク スに収納されています。

• Cisco Nexus 7018 システム  アクセサ リ  キッ ト

アクセサ リ  キッ ト の内容物の リ ス ト については、 アクセサ リ  キッ ト に含まれる 『Cisco 
Nexus 7018 System Accessory Kit Contents』 を参照して ください。

• 前面扉 （オプシ ョ ン）
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ステップ  2 各ボッ クスまたはパッケージの内容物の損傷を確認します。

ステップ  3 不一致または損傷がある場合は、 次の情報をカスタマー サービス担当者に電子メールで送信し
ます。

• 発送元の請求書番号 （梱包明細を参照）

• 欠落または破損している装置のモデル番号およびシ リ アル番号

• 問題の説明、 およびその問題がどのよ うに設置に影響するか

ラックの下部支持レールの取り付け
下部支持レールは、 ラ ッ ク またはキャビネッ ト上の Cisco Nexus 7018 シャーシを支えます。
ラ ッ クを安定させるためには、 ラ ッ ク  ユニッ ト （RU） の 下部にこのレールを取り付ける必
要があ り ます。

下部支持レールを取り付けるための前提条件、 工具、 手順については、 次の ト ピ ッ クを参照し
て ください。

• 「下部支持レールを取り付けるための前提条件」 （P.5-4）

• 「必要な工具と部品」 （P.5-4）

• 「下部支持レールの取り付け」 （P.5-5）

下部支持レールを取り付けるための前提条件

下部支持レールを取り付ける前に、 ラ ッ ク またはキャビネッ ト を完全に設置し、 コンク リー ト
床にボル ト で固定して安定させる必要があ り ます。 Cisco Nexus 7018 システムよ り も軽いもの
がラ ッ クにすでに設置されている場合は、 その位置が Cisco Nexus 7000 シ リーズ システムを設
置する場所よ り も上になる こ と を確認します。 また、 Cisco Nexus 7000 シ リーズのアクセサ リ  
キッ ト に付属の下部支持レール キッ ト が必要です。 ラ ッ ク またはキャビネッ ト の正面と背面の
取り付けブラケッ トの間を  24 ～ 32 インチ （61.0 ～ 81.3 cm） 空けるこ とが必要です。

必要な工具と部品

下部支持レールを取り付けるには、 次の工具と部品が必要です。

• No.1 プラス  ド ラ イバ （ トルク機能付き）。

• ラ ッ クマウン ト  キッ ト （アクセス  キッ ト に付属）。 表 5-1 に、 ラ ッ クマウン ト  キッ ト の内
容を示します。

表 5-1 ラ ックマウン ト  キッ トの内容

部品 数量

12-24 x 3/4 インチ プラス  ネジ 34

M6 x 19 mm プラスネジ 34

調整可能な下部支持レール 2
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下部支持レールの取り付け

ラ ッ クを安定させるためには、 ラ ッ クの可能な限り下の部分にシャーシを設置する必要があ り
ます。 1 台目のシステムはラ ッ クの一番下に設置して ください。 縦方向に十分なスペースがあ
る場合、 も う一台のシステムを同一ラ ッ クに設置するには、 一番下のシステムのすぐ上に設置
します。 別のシステムをラ ッ クに設置する場合は、 も重いシステムをラ ッ クの 下部に先に
設置します。

下部支持レールを  4 支柱 EIA ラ ッ クに取り付ける手順は次のとおりです。

ステップ  1 図 5-1 のよ うに、 調整可能な 2 本の下部支持レールのいずれかを も下の RU に配置します。
前後の縦方向取り付けレールの外側エッジから出るよ うに、 下部支持レールの長さを調整しま
す。 取り付けブラケッ ト間のスペースが 24 ～ 32 インチ （61.0 ～ 81.3 cm） になるよ うに、 レー
ルを広げる こ とができます。

（注） 2 本の下部支持レールが同じ高さである こ と を確認します。 高さが異なる場合は、 高いほ うの
レールを低いほ うの高さに合わせます。

警告 ラ ッ クへのユニッ トの設置や、 ラ ッ ク内のユニッ トの保守作業を行う場合は、 負傷事故を防ぐた
め、 システムが安定した状態で置かれているこ とを十分に確認して く ださい。 安全を確保するた
めに、 次のガイ ド ラインを守って く ださい。

• ラ ッ クに設置する装置が 1 台だけの場合は、 ラ ッ クの一番下に取り付けます。

• ラ ッ クに複数の装置を設置する場合は、 最も重い装置を一番下に設置して、 下から順番に取り付け
ます。

• ラ ッ クにスタビライザが付いている場合は、 スタビライザを取り付けてから、 ラ ッ クに装置を設置

したり、 ラ ッ ク内の装置を保守したり して く ださい。 ステート メ ン ト  1006
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図 5-1 下部支持レールの配置
 

ステップ  2 プラス  ト ルク  ド ラ イバを使用して、 図 5-2 のよ うに、 少な く と も  3 本 （可能であれば 4 本） の 
M6 x 19 mm または 12-24 x 3/4 インチのプラス  ネジを各レールの両端に取り付けます （両方の
ブラケッ ト で合計 16 本のネジを使用）。 大 40 インチポン ド （4.5 N·m） の トルクで各ネジを
締めます。

19
21

47

2

1

1 初の も重いシャーシをラ ッ クに設置
する場合は、 2 本の下部支持レールをラ ッ
クの一番下の RU に配置

2 各 Cisco Nexus 7018 システムに 低 
43.75 インチ （111.1 cm） （25 RU） を
確保
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（注） 下部支持レールの両端の少な く と も  3 つのネジ穴が、 取り付けレールに合います。 各下部支持
レールの両端に少な く と も  3 本 （可能な場合 4 本） のネジを使用します。

図 5-2 ラックへの下部支持レールの取り付け

シャーシの取り付け
こ こではシャーシの取り付け方法 （ リ フ ト でシャーシをラ ッ ク まで運搬して持ち上げ、 ラ ッ ク
へ押し出して載せてから固定する方法） について説明します。

この項では、 次の ト ピ ッ クについて取り上げます。

• 「シャーシ設置の前提条件」 （P.5-7）

• 「必要な工具と部品」 （P.5-8）

• 「シャーシの取り付け」 （P.5-9）

シャーシ設置の前提条件

シャーシを設置する前に、 次の項目を確認する必要があ り ます。

• Cisco Nexus 7018 シャーシを設置する場所でデータセンターのアースを利用できる こ と。

• 4 支柱 19 インチ EIA ラ ッ ク、 またはこのよ う なラ ッ クを含むキャビネッ ト 。

18
66

95

1

1

1

1

2
2

1 4 本の M6 x 19 mm プラスネジ 4 セッ ト また
は 4 本の 12-24 x 3/4 インチのプラスネジ  
4 セッ ト  （ 大 40 インチポン ド （4.5 Nm）
で締める）

2 調整可能な下部支持レール （2）
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ラ ッ ク またはキャビネッ ト の詳細については、 「4 支柱ラ ッ クまたはキャビネッ ト の設置」
（P.5-2） を参照して ください。

警告 安定性に注意して く ださい。 ラ ッ クの安定装置をかけるか、 ラ ッ クを床にボルト で固定してから、
保守のために装置を取り外す必要があります。 ラ ッ クを安定させないと、 転倒するこ とがありま
す。 ステート メン ト  1048

• 下部支持レールがラ ッ ク またはキャビネッ ト に取り付けられている こ と。 シャーシで可能
な限り低い RU に 2 本の下部支持レールをすでに取り付けてある必要があ り ます。

詳細については、 「ラ ッ クの下部支持レールの取り付け」 （P.5-4） を参照して ください。

• Cisco Nexus 7018 のシャーシおよびそのコンポーネン ト を検査し、 損傷していないこ と。

詳細については、 「新しいシャーシの開梱と検査」 （P.5-3） を参照して ください。

必要な工具と部品

Cisco Nexus 7000 シ リーズのシャーシを設置するには、 次の工具と部品が必要です。

• 700 ポンド （318 kg） を持ち上げる こ とができる リ フ ト

注意 120 ポンド （55 kg） を超えるスイ ッチを持ち上げる と きは、 リ フ ト を使用する必要があ
り ます。

（注） スイ ッチに設置されているモジュールの数に応じて、 移動する重量を 小限に抑える
こ とができます。 シャーシを移動する前にファン  ト レ イを取り外すこ と もできます。
移動するスイ ッチ シャーシの全重量を特定するには、 表 A-6 （P.A-8） を参照して くだ
さい。

• No.1 プラス  トルク  ド ラ イバ 

（注） 手動式トルク  ド ラ イバが推奨されますが、 手動式、 電動式を問わず、 次の手順で指定
した トルクを設定できる ド ラ イバを使用する必要があ り ます。

警告 ラ ッ クへのユニッ トの設置や、 ラ ッ ク内のユニッ トの保守作業を行う場合は、 負傷事故を防ぐた
め、 システムが安定した状態で置かれているこ とを十分に確認して く ださい。 安全を確保するた
めに、 次のガイ ド ラインを守って く ださい。

• ラ ッ クに設置する装置が 1 台だけの場合は、 ラ ッ クの一番下に取り付けます。

• ラ ッ クに複数の装置を設置する場合は、 最も重い装置を一番下に設置して、 下から順番に取り付け
ます。

• ラ ッ クにスタビライザが付いている場合は、 スタビライザを取り付けてから、 ラ ッ クに装置を設置

したり、 ラ ッ ク内の装置を保守したり して く ださい。 ステート メ ン ト  1006
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注意 ド ラ イバの磁気ヘッ ドを使用しないでください。

• 下部支持レール キッ ト （Cisco Nexus 7018 システム  アクセサ リ  キッ ト に付属）

このキッ ト の一部は、 すでに下部支持レールの取り付けに使用しています。 表 5-2 に、
ラ ッ クマウン ト  キッ ト の内容を示します。

（注） 大で 700 ポンド （318 kg）、 またはすべてのファン  ト レイ と電源モジュールを取り外しても
大 500 ポンド （227 kg） になるシャーシを リ フ ト と ラ ッ クの間で移動するには、 低 2 人が

必要です。 また、 3 人目がシャーシの移動を誘導する こ と を推奨します。

シャーシの取り付け

4 支柱ラ ッ ク またはキャビネッ ト に Cisco Nexus 7018 シャーシを設置する手順は次のとおり
です。

ステップ  1 シャーシを軽量化するため、 シャーシからファン  ト レイを取り外すこ とを推奨します。 これら
のモジュールの電子機器は、 損傷を防ぐためにしっかり と密閉されていますが、 コネク タを傷
つけないよ う に十分注意する必要があ り ます。 フ ァン  ト レ イを取り外す手順は、 次のとおり
です。

a. ファン  ト レイ前面の 4 本の非脱落型ネジを、 シャーシから完全に外れるまで緩めます。

b. ファン  ト レイのハンドルをつかみ、 ファン  ト レイをシャーシから途中まで引き出します。

c. シャーシの下に片手を添えて重量を支え、 ファン  ト レ イをシャーシから完全に引き出し
ます。

d. モジュール背面のコネク タに何も触れないよ うに、 静電気防止用シート にファン  ト レイを
置きます。

e. シャーシに電源モジュールを取り付けている場合は、 シャーシの重量を 小限に抑えるため
に電源モジュールを取り外します。 出荷時のシャーシに電源モジュールは取り付けられてい
ませんが、 以前に設置したシャーシを移動する場合は、 電源モジュールが取り外されてい
る こ と を確認して ください （電源モジュールの取り外し手順については、 「動作中の 6 kW 
または 7.5 kW AC 電源モジュール ユニッ ト の取り外し」 （P.10-4） を参照して ください）。

ステップ  2 シャーシを リ フ ト に載せる手順は次のとおりです。

a. シャーシを載せた輸送用パレッ ト の横に リ フ ト を配置します。

b. シャーシの 下部 （またはシャーシ 下部の下 1/4 インチ （0.6 cm） 以内） の高さに リ フ ト
を上げます。

表 5-2 ラ ック  マウン ト  キッ トの内容

部品 数量

12-24 x 3/4 インチ プラス  ネジ 34

M6 x 19 mm プラスネジ 34

調整可能な下部支持レール 2
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c. シャーシを リ フ ト に完全に載せてシャーシ側面が リ フ ト の垂直レールに触れるか近づける
には、 低 2 人が必要とな り ます。 シャーシ フレームの下半分のみを押します （シャーシ
を移動するために、 シャーシに設置されているモジュールを押した り、 モジュールのハン
ドルを使用しないでください）。

ヒン ト 衝突や転倒を防ぐため、 3 人目がシャーシの方向を誘導するよ うにして ください。

警告 けがまたはシャーシの破損を防ぐために、 モジュール （電源装置、 フ ァン、 またはカードなど） の
ハン ドルを持ってシャーシを持ち上げたり、 傾けたりするこ とは絶対にしないで く ださい。 これら
のハン ドルは、 シャーシの重さを支えるよ うには設計されていません。 ステート メ ン ト  1032

注意 シャーシを持ち上げるには、 シャーシの側面のハンドルではな く、 リ フ ト を使用します （ハン
ドルは、 200 ポンド  [91 kg] を超える持ち上げに対応していません）。 側面のハンドルは、 リ フ
ト またはラ ッ クかキャビネッ ト にシャーシを載せたあとで、 シャーシの位置を調整するために
使用します。

ステップ  3 リ フ ト を使用して移動し、 4 支柱ラ ッ クまたはキャビネッ ト の前面にシャーシの背面を合せま
す。 下部支持レールまたはブラケッ ト の上 1/4 インチ （0.6 cm） 以内の高さに、 シャーシの下
部を持ち上げます。

ステップ  4 図 5-3 に示すよ うに、 少な く と も  2 人で取り付け済みの下部支持レールの半分までシャーシを
押し込みます。 さ らに 3 人目がシャーシの後方を誘導して、 ラ ッ クに押し込む際にシャーシが
引っかからないよ うにします。

（注） 背面がラ ッ クに 初に入るよ うに、 シャーシ前面の下半分の両側を均等に押します。
シャーシがラ ッ クに半分入るまで、 さ らに押し込みます。

ヒン ト 3 人目は、 シャーシの後端が下部支持レールの拡張エッジに引っかからないよ うに確
認します。
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図 5-3 ラ ックへの Cisco Nexus 7018 シャーシの移動

ステップ  5 下部支持レールの下 0.25 インチ以内まで リ フ ト を下げます。 この作業によって、 シャーシが下
方向に傾いて下部支持レールの拡張エッジに引っかかる こ と を防ぎます。

ステップ  6 下部支持レール上でシャーシを水平に保ったまま、 ラ ッ クに完全に収まるまで 2 人でシャーシ
の両側を均等に押します （シャーシ前面の 2 つの取り付けブラケッ ト がラ ッ ク前面の 2 本の垂
直取り付けレールに接触します）。 3 人目は、 シャーシの背面 （ラ ッ クに押し込む側） が下部支
持レールのエッジに引っかかないよ うにシャーシを誘導します。

ステップ  7 シャーシ取り付けブラケッ ト のネジ穴の位置が、 垂直取り付けレールのネジ穴に合っている こ
と を確認します。

シャーシの位置を調整してネジ穴を合せる場合は、 シャーシ側面のハンドルを使用します。

ヒン ト シャーシの位置を調整して、 シャーシ取り付けブラケッ ト のネジ穴を垂直取り付けレールのネ
ジ穴と合わせるには、 図 5-4 のよ うにシャーシのハンドルを使用します。

ステップ  8 プラス  ト ルク  ド ラ イバを使用し、 図 5-4 のよ うに、 9 本の M6 x 19 mm または 12-24 x 3/4 イン
チのネジを  2 つのシャーシ取り付けブラケッ ト に取り付けます （2 つの取り付けブラケッ トで
合計 18 本のネジを使用）。 大 40 インチポンド （4.5 N·m） の トルクで各ネジを締めます。

1 シャーシ前面の下半分の両側を押す 3 ラ ッ ク垂直取り付けレール

2 シャーシ取り付けブラケッ ト

19
21

48

2

1

3
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図 5-4 ラ ックへの Cisco Nexus 7018 シャーシの取り付け

19
21

49

2
2

1

1 シャーシの位置を調整するハンドル 2 9 本の M6 x 19 mm または 10-24 x 3/4 イ
ンチ。 各サイ ド  ブラケッ ト を前面の取
り付けレールに設置するプラス  ネジ
（合計 18 本のネジを使用）
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Cisco Nexus 7018 シャーシのアース接続
Cisco Nexus 7018 システムは、 AC 電源ケーブルおよびシャーシの 2 本のアース接続の う ちいず
れかによってアースされます。 AC 電源をシステムに接続する と、 AC 電源ケーブルによって
アースに接続されます。 Network Equipment Building System （NEBS） アース と も呼ばれるシス
テム アースでは、 EMI シールド要件のアースおよびモジュールの低電圧電源 （DC-DC コンバー
タ） のアースも提供されます。 このアース  システムは、 AC 電源ケーブルがシステムに接続さ
れていな く ても有効です。 このアースは、 シャーシの 2 つのアース  パッ ドの う ち片方をラ ッ ク
に （ラ ッ クがアースに接続されている場合） またはデータセンター ビルディ ングのアースに直
接接続して確立します。

この項では、 次の ト ピ ッ クについて取り上げます。

• 「シャーシのアースの前提条件」 （P.5-13）

• 「必要な工具と部品」 （P.5-13）

• 「システムのアース接続手順」 （P.5-14）

• 「シャーシへの静電気防止用リ ス ト  ス ト ラ ップの接続」 （P.5-16）

シャーシのアースの前提条件

シャーシをアースする前に、 データセンター ビルディ ングのアースに接続できるよ うになって
いる必要があ り ます。 データセンターのアースに接続している接合ラ ッ ク （詳細については
ラ ッ ク  メーカーのマニュアルを参照して ください） に Cisco Nexus 7018 シャーシを設置した場
合は、 アース  ポート をラ ッ クに接続してシャーシをアースできます。 接合ラ ッ クを使用してい
ない場合は、 シャーシのアース  ポー ト をデータセンターのアースに直接接続する必要があ り
ます。

必要な工具と部品

システム  アースを接続するには、 次の工具と部品が必要です。

• アース  ラグ ： 大 6 AWG 線をサポートする、 2 穴の標準的バレル ラグ。 このラグは、
Cisco Nexus 7018 システムのアクセサ リ  キッ ト に付属しています。

• アース用ネジ ： M4 x 8 mm （ メ ト リ ッ ク） なべネジ X 2。 このネジは、 Nexus 7018 のアクセ
サ リ  キッ ト に付属しています。

• アース線 ： Cisco Nexus 7018 システムのアクセサ リ  キッ ト に付属していません。 アース線
のサイズは、 地域および国内の設置要件を満たす必要があ り ます。 米国で設置する場合は、
電源とシステムに応じて、 6 ～ 12 AWG の銅の導体が必要です。 6 ～ 12 AWG の銅の導体が
必要です。 一般に入手可能な 6 AWG 線の使用を推奨します。 アース線の長さは、 スイ ッチ
とアース設備の間の距離によって決ま り ます。

• No.1 プラス  ド ラ イバ （ トルク機能付き）。

• アース線をアース  ラグに取り付ける圧着工具。

• アース線の絶縁体をはがすワイヤ ス ト リ ッパ。



5-14
『Cisco Nexus 7000 シリーズ ハードウェア インスト レーシ ョ ン  および リ ファレンス ガイド』

OL-23069-07-J

第 5 章      Cisco Nexus 7018 シャーシの設置   
Cisco Nexus 7018 シャーシのアース接続

システムのアース接続手順

ラ ッ ク またはキャビネッ ト にシャーシを移動したあとで、 アースにシステムを接続できます。
シャーシをアースしたら、 静電気防止用リ ス ト  ス ト ラ ップをシャーシに接続してアースでき
ます。

システム  アースをアースに接続する手順は次のとおりです。

ステップ  1 ワ イヤ ス ト リ ッパを使用して、 アース線の端から  0.75 インチ （19 mm） ほど、 被膜をはがし
ます。

ステップ  2 図 5-5 のよ うに、 アース線の被覆をはぎとった端をアース  ラグの開口端に挿入します。

図 5-5 アース ラグへのアース線の挿入

ステップ  3 圧着工具を使用し、 アース線をアース  ラグに圧着します。 アース線をアース  ラグから引っ張
り、 アース線がアース  ラグにしっかり と接続されている こ と を確認します。

ステップ  4 2 個のシステム  アース  パッ ドの片方から粘着ラベルをはがし、 2 本の M4 ネジを使用してアー
ス線のラグをアース  パッ ドに固定します。 シャーシ前面のアース  パッ ドの位置については、
図 5-6 を参照して ください。 アース  ラグおよびアース線が、 その他のスイ ッチ ハード ウェアま
たはラ ッ ク機器に干渉しないこ とを確認します。

18
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48
1

2

1 米国国家認定試験機関 （NRTL） に
リ ス ト されている  45 度のアース  
ラグ

2 片端の被膜が 0.75 インチ （19 mm） はがされた
アース  ケーブル
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図 5-6 Cisco Nexus 7018 シャーシのアース パッ ド

ステップ  5 アース線の反対側の端を処理し、 設置場所の適切なアースに接続して、 スイ ッチに十分なアー
スが確保されるよ うにします。 ラ ッ クがアースされている場合は、 ラ ッ クのベンダーが提供す
るマニュアルで説明されているよ うにアース線を接続します。
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1

1 アース  ポート
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シャーシへの静電気防止用リスト  スト ラップの接続

シャーシをアースに接続したら、 図 5-7 のよ うに、 ESD ポート に静電気防止用リ ス ト  ス ト ラ ッ
プを接続してアースできます。

図 5-7 Cisco Nexus 7018 シャーシの前面の ESD アース ポート
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1

1 ESD アース  ポート
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ケーブル管理フレームの取り付け
ラ ッ ク またはキャビネッ ト に Cisco Nexus 7018 スイ ッチ シャーシを設置し終えたら （「シャー
シの取り付け」 （P.5-7） を参照）、 シャーシの前面にケーブル管理フレームを取り付ける こ とが
できます。

ケーブル管理フレームを取り付ける と きは、 4 つのケーブル管理アセンブ リ をシャーシに取り
付けてから、 2 つの上部ケーブル管理アセンブ リ とシャーシにフードを取り付けます。

Cisco Nexus 7018 スイ ッチ シャーシにケーブル管理アセンブ リ を取り付ける手順は次のとおり
です。

ステップ  1 図 5-8 のよ うに、 Cisco Nexus 7018 スイ ッチ シャーシに取り付けられた左側のラ ッ クマウン ト  
ブラケッ ト の下半分から突き出ている  2 つのフッ クに、 下部ケーブル管理アセンブ リ
（800-31343-01） を取り付け、 4 本のフラ ッ トヘッ ド  M4x10 ネジでシャーシにアセンブ リ を緩め
に固定します。
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図 5-8 ラ ックマウン ト  ブラケッ トへの下部ケーブル管理アセンブリの取り付け

ステップ  2 ステップ 1 を繰り返して、 下部ケーブル管理アセンブ リ をシャーシの右側に取り付けます。

1 下部ケーブル管理アセンブ リ 。 3 ラ ッ クマウン ト  ブラケッ ト の下方の 2 つのフ ッ ク
がアセンブ リ の 2 つの穴に入るよ う にアセンブ リ
を配置し、 フ ッ クに掛かる よ う にアセンブ リ を
装着。

2 ラ ッ クマウン ト  ブラケッ ト 。 4 4 本の M4x10 ネジでアセンブ リ をラ ッ クマウン ト  
ブラケッ ト に緩めに固定。 ネジはきつく締めない
でください。

1

2

4 3

3
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ステップ  3 図 5-9 のよ うに、 Cisco Nexus 7018 スイ ッチ シャーシに取り付けられた左側のラ ッ クマウン ト  
ブラケッ ト の上半分から突き出ている  2 つのフッ クに、 上部ケーブル管理アセンブ リ
（800-31342-01） を取り付け、 4 本のフラ ッ トヘッ ド  M4x10 ネジでシャーシにアセンブ リ を緩め
に固定します。

図 5-9 ラ ックマウン ト  ブラケッ トへの左側のケーブル管理アセンブリの取り付け

1 ラ ッ クマウン ト  ブラケッ ト 。 3 ラ ッ クマウン ト  ブラケッ トの上方の 2 つのフッ クが
アセンブ リの 2 つの穴に入るよ うにアセンブリ を配
置し、 フッ クに掛かるよ うにアセンブリ を装着。

2 上部ケーブル管理アセンブ リ 。 4 4 本の M4x10 ネジでアセンブ リ をラ ッ クマウン ト  
ブラケッ ト に緩めに固定。 ネジはきつく締めない
でください。
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4 3
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ステップ  4 ステップ 3 を繰り返して、 上部ケーブル管理アセンブ リ をシャーシの右上方に取り付けます。
完了する と、 シャーシは図 5-10 のよ うにな り ます。

図 5-10 ラ ックマウン ト  ブラケッ トに取り付けられたケーブル管理アセンブリ

1 下部ケーブル管理アセンブ リ 2 上部ケーブル管理アセンブ リ
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ステップ  5 すでに取り付けられている  2 つの上部ケーブル管理アセンブリの上に、 フード （800-31269-01）
を設置します。 図 5-11 のよ うに、 フードのシャーシ側に、 シャーシのガイ ド穴に合わせる  2 つの
ガイ ド  ピンがある こ と を確認します。 ガイ ド  ピンがガイ ド穴に入り、 フードがシャーシに装
着されるよ うに、 シャーシのほ うに押します。

図 5-11 上部ケーブル管理アセンブリ とスイッチのシャーシに対するフードの配置

1

1

2

2
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1 ガイ ド  ピン 2 ガイ ド穴
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ステップ  6 図 5-12 のよ うに、 4 本の M4x8 なべネジを使用して、 フードをシャーシに緩めに固定します。

図 5-12 シャーシとケーブル管理アセンブリへのフードの固定

ステップ  7 図 5-11 のよ うに、 4 本の M4x8 なべネジを使用して、 2 つの上部ケーブル管理アセンブ リに
フードを緩めに固定します。

ステップ  8 フードをシャーシに固定する  4 本のネジをそれぞれ、 11 ～ 15 インチポン ド （1.2 ～ 1.7 N·m）
で締めます。

ステップ  9 フードをケーブル管理アセンブ リに固定する  4 本のネジをそれぞれ、 11 ～ 15 インチポン ド
（1.2 ～ 1.7 N·m） で締めます。

ステップ  10 上部および下部ケーブル管理アセンブ リ をラ ッ クマウン ト  ブラケッ ト に固定する  18 本のネジ
をそれぞれ、 11 ～ 15 インチポン ド （1.2 ～ 1.7 N·m） で締めます。

19
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2 2

1

1

1 フードをシャーシに固定する  4 本
の M4x8 なべネジ

2 フードを左右のケーブル管理アセンブ リに固定
する  4 本の M4x8 なべネジ
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前面扉と空気取り入れ口フレームの取り付け
オプシ ョ ンの両開き扉と空気取り入れ口フレームを取り付ける場合は、 先にケーブル管理フ
レームをシャーシに取り付ける必要があ り ます。

（注） 両開き扉がどちらの方向にも簡単に開け閉めできるよ う 、 シャーシが水平である こ と を確認し
ます。 必要に応じて、 ラ ッ クからシャーシを取り外し、 シャーシが水平になるよ うに下部支持
レールを調整します。 また、 ケーブル管理フレーム とシャーシの垂直面の位置が揃っている こ
と と、 コンポーネン ト を取り付ける と きにケーブル管理フードが水平である こ と を確認して く
ださい。

前面扉と空気取り入れ口フレームを  Cisco Nexus 7018 ケーブル管理システムに取り付ける手順
は次のとおりです。

ステップ  1 図 5-13 のよ うに、 左扉のス ト ッパー （700-27454-01） を左側のケーブル管理フレームの中央に合
わせ、 2 本の M3x10 なべネジで固定します。 2 本のネジを 5 ～ 7 インチポンド （0.6 ～ 0.8 N·m）
で締めます。

図 5-13 左扉のスト ッパーの取り付け
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3

1

2

1 基部の下のほ うに L と記されている左扉
のス ト ッパー。

3 ケーブル管理フレームの穴に取り付ける。

2 ケーブル管理フレームにス ト ッパーを固
定する  2 本の M3x10 ネジ。 
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ステップ  2 図 5-14 のよ うに、 右扉のス ト ッパー （700-27592-01） を右側のケーブル管理フレームの中央に合
わせ、 2 本の M3x10 なべネジで固定します。 2 本のネジを  5 ～ 7 インチポン ド （0.6 ～ 0.8 N·m）
で締めます。

図 5-14 右扉のスト ッパーの取り付け
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1
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3

1 基部の下のほ うに R と記されている右扉
のス ト ッパー。

3 ケーブル管理フレームの右側の穴に取り
付ける。

2 ケーブル管理フレームの右側にス ト ッ
パーを固定する  2 本の M3x10 ネジ。 
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ステップ  3 図 5-15 のよ うに、 ヒ ンジ  ブラケッ ト （700-28491-01） をケーブル管理フレームおよびシャーシ
の下部に合わせます。

図 5-15 ケーブル管理フレームとシャーシに対するヒンジ ブラケッ トの配置
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1 ガイ ド  ピン 2 ガイ ド穴
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ステップ  4 図 5-16 のよ うに、 8 本の M4x8 ネジでブラケッ ト をシャーシに緩めに固定します。

図 5-16 ケーブル管理フレームとシャーシへのヒンジ ブラケッ トの取り付け

ステップ  5 ヒンジ ブラケッ ト をシャーシに固定する  4 本の M4x8 ネジを 11 ～ 15 インチポンド （1.2 ～ 1.7 N·m）
で締めます。

ステップ  6 ヒ ンジ ブラケッ ト をケーブル管理フレームに固定する  4 本の M4x8 ネジを  11 ～ 15 インチポン
ド （1.2 ～ 1.7 N·m） で締めます。
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1 フードをシャーシに固定する  4 本の M4x8 
なべネジ

2 フードを左右のケーブル管理アセンブ リ
に固定する  4 本の M4x8 なべネジ



5-27
『Cisco Nexus 7000 シリーズ ハードウェア インス ト レーシ ョ ン  および リ ファレンス ガイド』

OL-23069-07-J

第 5 章      Cisco Nexus 7018 シャーシの設置

前面扉と空気取り入れ口フレームの取り付け

ステップ  7 図 5-17 のよ うに、 ワ ッシャ （49-0430-01） 付きの 4 つのボール スタ ッ ド （51-5008-01） を
シャーシの下部の空気取り入れ口の各隅に取り付けます。

図 5-17 空気取り入れ口へのボール スタ ッ ドの取り付け
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ステップ  8 図 5-18 のよ うに、 4 つのボール スタ ッ ドに空気取り入れ口フレームの位置を合わせて、 フレー
ムをシャーシに押し込みます。 空気取り入れ口フレームにある非脱落型ネジをシャーシのネジ
穴に合わせます。

図 5-18 シャーシに対する空気取り入れ口フレームの配置

ステップ  9 空気取り入れ口フレームの非脱落型ネジをシャーシに取り付け、 11 ～ 15 インチポン ド （95 ～ 
130 N·m） で締めます。

ステップ  10 シャーシ扉の片側の扉ハンドルを引き、 カチッ と音がするまで開きます （ハン ドルを約 30 度
引く と、 カチッ と音がします）。

ステップ  11 図 5-19 のよ うに、 扉のハンドルを開いた側を  2 つのヒ ンジ ピンに向かって移動します。 フー
ド と ヒ ンジ ブラケッ ト の上部と下部のヒ ンジ ピンが、 扉のハンドルを開いた側の上部と下部
にあるスロ ッ ト にはまっている こ と を確認します。 ヒ ンジ  ピンがスロ ッ ト の両端にく る よ う
に、 扉の位置を調整します。

19
22

30

2

1

1

1

1

1 ボール スタ ッ ド 2 空気取り入れ口フレームの穴をボール ス
タ ッ ドの位置に合わせる。
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（注） 両開き扉はどちらの側にも取り付け、 開く こ とができます。 この手順の図では、 初に左側の
扉を取り付ける方法を示していますが、 どちらの側に取り付ける場合も この手順を使用でき
ます。

図 5-19 シャーシへの扉の片側の取り付け

19
22

31

4 3

4 3

1

2

2

1 両開き扉 3 ヒ ンジ ピン

2 一方の側を ヒ ンジ  ピンに向かって移動 4 ヒ ンジ ピン用スロ ッ ト
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ステップ  12 扉を片手で支えながら ヒ ンジ  ピンに合わせ、 反対の手で扉の内側にあるロ ッ ク  ボタンを押し
ます。 図 5-20を参照して ください。 これによ り、 ヒ ンジ  ピンの周りのラ ッチがロ ッ ク され、
扉は支えな く てもシャーシに装着されます。

図 5-20 扉の左側の取り付け

（注） 扉が 2 つのヒ ンジ ピンにしっかり固定されている こ と を確認します。 扉のラ ッチの裏側で両方
のヒ ンジ ピンが固定されていない場合は、 片手で扉をしっかり支えながら、 扉のその固定され
ていない側の扉ハンドルをカチッ と音がするまで開きます。 次に、 ヒ ンジ  ピンが扉のスロ ッ ト
の奥まで入るよ うに、 扉のその側を押し、 扉の内側にある扉のラ ッチ ボタンを押して、 扉が両
方のヒ ンジ ピンにしっか り固定されている こ と を確認します。

1

19
22

32

1 ロ ッ ク  ボタンを押して ヒ ンジ  ピンに合わ
せた扉をロ ッ クする
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ステップ  13 カチッ と音がするまで、 扉の開く側のハンドルを開きます。 これによ り、 扉の開く側にある
ラ ッチが開きます。 図 5-21を参照して ください。

図 5-21 扉の右側の取り付け

ステップ  14 未使用のヒ ンジ ピンが扉の上部と下部にあるスロ ッ ト にはまるよ うに、 扉を閉めます。 扉を閉
める と、 扉のス ト ッパーによって扉の内側にあるロ ッ ク  ボタンが自動的に押され、 扉がヒ ンジ  
ピンにロ ッ ク されます。 扉のス ト ッパーによってラ ッチが閉まらない場合は、 ラ ッチがカチッ
と鳴るまで、 ハン ドルを押して扉を閉めます。 扉が両側のフレームにしっかり固定されている
こ と を確認します。
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3

1 カチッ と音がするまで扉のハンドルを引く 3 ヒ ンジ ピン

2 扉を閉める 4 ヒ ンジ ピン用のスロ ッ ト
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（注） 扉のラ ッチの裏側にヒ ンジ ピンが固定されていない場合は、 その側の扉ハンドルをカチッ と音
がするまで開き、 ピンが扉のスロ ッ ト の奥まで入るよ うに扉を押して閉めます。 扉を閉める
と、 扉のス ト ッパーによって扉のラ ッチが自動的に閉ま り ます。 ラ ッチがカチッ と鳴らない場
合は、 ハン ドルを押して扉をしっかり閉め、 ラ ッチを作動させます。 扉をテス ト して、 4 つの
ヒ ンジ ピンにしっか り固定されている こ と を確認します。

ヒン ト 扉を開く必要がある場合は、 カチッ と音があるまで片方の扉ハンドルを引き、 そのハンドル側
を開きます。

（注） 両開き扉とそのホルダが水平でないと、 扉の片側または両側が開け閉めしにく く なる場合があ
り ます。 扉の欠陥ではあ り ません。 扉の下部を押すか、 扉の開いている側を少し持ち上げてか
ら閉じます。 問題が解決しない場合は、 扉の問題のない側を開くか、 ケーブル管理システム と
ヒ ンジ ブラケッ ト が水平にあるよ うに調整します。

スーパーバイザ モジュールへのストレージ メディアの
取り付け

Cisco Nexus 7000 シ リーズ スイ ッチの各スーパーバイザ モジュールは、 ログ  フラ ッシュ  リー
ダーに組み込まれている  CompactFlash カード （Supervisor 1 モジュール）、 またはログ  フラ ッ
シュ  リーダーに組み込まれている  USB ド ラ イブ （Supervisor 2 および Supervisor 2E モジュー
ル） に同梱されています。 拡張フラ ッシュ  リーダー （Supervisor 1） または slot0 のポート
（Supervisor 2 および 2E） は空のままにしておきますが、 任意でカードをその リーダーまたは 
USB ポー ト上の USB ド ラ イブに取り付ける こ とができます。 このス ト レージ  メディアが
リーダーまたはポート で機能するよ うにするには、 取り付ける前に リーダー用にフォーマッ ト
されているかを確認するか、 取り付け後にフォーマッ トする必要があ り ます。

（注） ログ  フラ ッシュ  リーダー、 拡張フラ ッシュ  リーダー、 または slot0 リーダーでは、 ス ト レージ 
メディアに応じて異なるフォーマッ ト が必要です。

取り付けた CompactFlash カードを交換する方法については、 「スーパーバイザ モジュールのス
ト レージ メディアの交換」 （P.10-63） を参照して ください。

スーパーバイザ モジュールにス ト レージ  メディアを取り付けるには、 次の手順を実行します。

ステップ  1 次のよ うにスーパーバイザ モジュールのスロ ッ ト またはポート にス ト レージ  メディアを合わ
せます。

• 図 5-22 のよ うに、 Supervisor 1 の場合、 LOG FLASH または EXPANSION FLASH とい う ラ
ベルの CompactFlash リーダー スロ ッ ト のスロ ッ ト にカードの位置を合わせます。 カードの
薄い側にある溝を先頭にして、 リーダーに挿入する必要があ り ます。 カードが リーダーに入
りにくい場合は、 カードの上下を逆にして リーダーに押し入れてみて ください。
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図 5-22 CompactFlash カード と リーダーの位置合わせ

• Supervisor 2 または 2E モジュールの場合、 ログ  フラ ッシュまたは SLOT0 ポート に USB ド
ラ イブを挿入します。

ステップ  2 リーダーまたはポート の LED がグ リーンにな り、 コンソールに次のよ う な メ ッセージが表示
されるまで待機します。

• カード または USB ド ラ イブをログ  フラ ッシュ  リーダーに取り付ける場合、 メ ッセージの
後に 「logflash:online」 が付きます。

• カード または USB ド ラ イブを拡張フラ ッシュ  リーダーに取り付ける場合、 メ ッセージの
後に 「slot0:online」 が付きます。

• 「offline」 メ ッセージが表示されるか、 メ ッセージがまった く表示されない場合は、 カード
または USB ド ラ イブのいずれかが リーダーの奥まで入っていないか、 適切にフォーマッ ト
されていません。

カード または USB ド ラ イブが リーダーの奥まで挿入されている こ と を確認します。 これが
完全に挿入されている場合、カードをフォーマッ トするか （『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS 
Fundamentals Configuration Guide』 を参照）、 リーダー用に適切にフォーマッ ト された別の
ものと ス ト レージ メディアを交換します。

18
95

55
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電源装置の取り付け

この章では Cisco Nexus 7000 シ リーズ シャーシに AC および DC 電源モジュールを取り付ける
方法を説明します。 AC 電源モジュールは、 ファシ リ テ ィからの AC 電源を  DC 電源に変換して
シャーシで使用できるよ うにします。 DC 電源モジュールは、 シャーシで使用するためにファ
シ リ テ ィから  DC 電源を得ます。 同じシャーシに、 AC 電源モジュール、 DC 電源モジュール、
または AC 電源モジュールと  DC 電源モジュールの組み合わせを取り付ける こ とができます。
ただし、 電源モジュールは電源スロ ッ ト に適したサイズでなければな り ません （Cisco Nexus 
7004 スイ ッチ向けに設計された小型の電源モジュールと、 Cisco Nexus 7009、 7010、 7018 ス
イ ッチ向けの大型の電源モジュールを混在させる こ とはできません）。

電源モードの管理については、 「電源コンフ ィギュレーシ ョ ン  モード」 （P.8-10） を参照して く
ださい。

この章は、 次の項で構成されています。

• 「必要な工具と部品」 （P.6-1）

• 「電源装置の取り付け」 （P.6-2）

• 「AC 電源への AC 電源モジュールの接続」 （P.6-3）

• 「DC 電源への DC 電源モジュールの接続」 （P.6-8） 

必要な工具と部品 
各電源モジュールには、 固有のアース  ラグ、 アース  ラグ用のネジ、 電源コードが付属してい
ます。

（注） 3 kW DC 電源モジュールを除き、 各電源モジュールには、 使用国に適した必要な電源コードが
付属しています。

電源モジュールをマウン ト して取り付けるには、 次の工具と機器が必要です。

• No.1 プラス  ド ラ イバ （ トルク機能付き）

• ト ルク機能付きのド ラ イバまたはラチェ ッ ト  レンチ用のナッ ト  ド ラ イバ アタ ッチメ ン ト
（DC 電源モジュールにのみ使用）

• ワイヤ ス ト リ ッパ

• 圧着工具
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• 3 kW DC 電源モジュールの場合、 DC 電源モジュールまたは電源インターフェイス  ユニッ
ト （PIU） に接続できるよ うにサイズ調整された 4 本の電源コードが必要

• アース線 ： アース線のサイズが地域および国内の設置要件を満たす必要があ り ます。 米国
で設置する場合は、 6 AWG 銅線を使用する必要があ り ます。 米国以外で設置する場合は、
地域および国の電気規格を参照して ください。 アース線の長さは、 スイ ッチとアース設備
の間の距離によって決ま り ます。

電源装置の取り付け
各 Cisco Nexus 7000 シ リーズ シャーシには、 2 つ以上の電源モジュールを取り付ける こ とがで
きます。 電源スロ ッ ト のいずれかを空のままにする場合は、 設計どおりの通気を確保するため
に、 そのスロ ッ ト にブランク  フ ィ ラー プレート を取り付ける必要があ り ます。 表 6-1 は、 各
シャーシに取り付け可能な電源モジュールの数と タ イプを示しています。

（注） Cisco Nexus 7004 スイ ッチの場合、 シャーシは電源モジュールを取り付けた状態で出荷されま
す。 Cisco Nexus 7009、 7010、 7018 スイ ッチの場合、 電源モジュールはシャーシと と もに出荷
されますが、 別々に梱包されているため、 この章で説明している手順に従ってそれらを取り付
ける必要があ り ます。

Cisco Nexus 7000 シ リーズのシャーシに AC 電源モジュールと  DC 電源モジュールを取り付ける
場合、 取り付け方法は同じですが、 アースの接続方法が異な り ます。 AC 電源モジュールの場
合は、 電源ケーブルにアース接続が含まれているため、 電源モジュールを  AC 電源に接続する
と自動的に接地されます。 6 kW DC 電源モジュールの場合は、 DC 電源に接続する前に、 電源
モジュールをアースに接続する必要があ り ます。 3 kW DC 電源モジュールの場合は、 シャーシ
を介して接地されるので、 電源モジュールをアースに直接接続しないでください。

表 6-1 Cisco Nexus 7000 シリーズ スイッチ モデルで使用される電源モジュール

Cisco Nexus 
7004

Cisco Nexus 
7009

Cisco Nexus 
7010

Cisco Nexus 
7018

電源スロ ッ ト の数 4 2 3 4

3 kW AC 電源モジュール （N7K-AC-3KW） X — — —

6 kW AC 電源モジュール （N7K-AC-6.0KW） — X X X

7.5 kW AC 電源モジュール （N7K-AC-7.5KW-INT 
および N7K-AC-7.5KW-US）

— X X X

3 kW DC 電源モジュール （N7K-DC-3KW） X — — —

6 kW DC 電源モジュール （N7K-DC-6KW） — X X X

ブランク （N7K-3KPS-BLANK-H） X X — X

ブランク （N7K-PS-BLANK=） — — X —
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Cisco Nexus 7000 シ リーズのシャーシに電源モジュールを取り付けるには、 以下の手順を実行
します。

ステップ  1 電源モジュールの前面にある電源スイ ッチがスタンバイ （STBY または 0） に設定されており、
電源モジュールが電源に接続されていないこ とを確認します。

ステップ  2 片手で電源モジュールのハンドルを握り、 も う一方の手で電源モジュールの下を支えて、 電源
モジュールの背面を空いている電源モジュール ベイに向けます。

ステップ  3 次のいずれかの状況になるまで、 ユニッ ト を電源モジュール ベイに完全に押し込みます。

• Cisco Nexus 7004 シャーシの場合は、 電源モジュールの前面にある リ リース  ラ ッチをカ
チッ と音がするまで押し、 電源モジュールがシャーシ内外に移動しないよ うにします。 こ
の操作によ り、 このシャーシへの電源モジュールの取り付けは完了です。

• Cisco Nexus 7009、 7010、 7018 シャーシの場合は、 電源モジュールの前面がシャーシの前
面に触れ、 電源モジュール前面の 4 本の非脱落型ネジとシャーシの 4 つのネジ穴が揃った
状態にします。

ステップ  4 Cisco Nexus 7009、 7010、 7018 シャーシの場合は、 4 本の非脱落型ネジでシャーシを取り付け、
8 インチポン ド （0.9 N·m） で締めます。 この操作によ り、 このシャーシへの電源モジュールの
取り付けは完了です。

（注） 電源モジュールの台数が少ないため一部の電源モジュール ベイが空いている場合は、 空いてい
る電源モジュール ベイをブランク  プレートで塞ぎ、 非脱落型ネジを 8 インチポンド （0.9 N·m）
で締めて固定します。

AC 電源モジュールを取り付ける場合は、 この時点で電源モジュールをAC 電源に接続する必要
があ り ます （「AC 電源への AC 電源モジュールの接続」 （P.6-3） を参照）。 電源モジュールは、
電源コードを通じて自動的にアースされます。

3 kW DC 電源モジュールを取り付ける場合は、 電源モジュールを  DC 電源に接続する必要があ
り ます （「DC 電源への DC 電源モジュールの接続」 （P.6-8） を参照）。 3 kW DC 電源モジュール
はシャーシを介して接地されるので、 アースに直接接続する必要はあ り ません。 これで、 「DC 
電源への 3 kW DC 電源モジュールの直接接続」 （P.6-16） の説明に従って、 DC 電源に電源モ
ジュールを接続する こ とができます。

6 kW DC 電源モジュールを取り付ける場合は、 DC 電源に接続する前に、 電源モジュールを接
地する必要があ り ます （「6 kW DC 電源モジュールの接地」 （P.6-8） を参照）。

AC 電源への AC 電源モジュールの接続
3、 6、 または 7.5 kW AC 電源モジュールによって  Cisco Nexus 7000 シ リーズ スイ ッチに電源を
供給する場合は、 それらの電源モジュールを  AC 電源に接続する必要があ り ます。 電源ケーブ
ルを  AC 電源グ リ ッ ド と電源モジュールに接続する と、 電源モジュールはケーブルを介して自
動的に接地されます。

電源モジュールを電源に接続する前に、 シャーシをアースに接続しておく必要があ り ます。
シャーシをまだ接地していない場合は、 次のセクシ ョ ンを参照して ください。

• Cisco Nexus 7004 シャーシの接地については、 「Cisco Nexus 7004 シャーシのアース接続」
（P.2-9） を参照。
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• Cisco Nexus 7009 シャーシの接地については、 「Cisco Nexus 7009 シャーシのアース接続」
（P.3-19） を参照。

• Cisco Nexus 7010 シャーシの接地については、 「Cisco Nexus 7010 シャーシのアース接続」
（P.4-11） を参照。

• Cisco Nexus 7018 シャーシの接地については、 「Cisco Nexus 7018 シャーシのアース接続」
（P.5-13） を参照。

（注） AC 電源モジュールを電源に接続する と、 電源モジュールは電源ケーブルを介して自動的に接
地されます。 さ らに他のシャーシとそのモジュールを接地保護するには、 モジュールを取り付
ける前に、 シャーシを接地する必要があ り ます。

次のよ うに、 AC 電源モジュールに応じて異なる方法で接続します。

• 3 kW 電源モジュールの場合は、 1 本の電源ケーブルを電源モジュールと  1 つの AC 電源
に接続します。 電源の冗長性が必要な場合は、 次のよ う にして、 複数の電源モジュールを  
1 つ以上の電源に接続します。

– 複合電源モード または電源モジュールの冗長性モードの場合は、 同一シャーシ内のす
べての電源モジュールを同じ電源に接続します。

– 入力電源の冗長性モード または完全冗長モードの場合は、 シャーシ内の電源モジュー
ルの半分を  1 つの電源に接続し、 残りの半分を別の電源に接続します。

• 6 kW AC 電源モジュールの場合は、 1 本または 2 本の電源ケーブルを電源モジュールと  1 つ
または 2 つの AC 電源に接続します。 電源の冗長性が必要な場合は、 次のよ うにして、 各
電源モジュールの電源ケーブルを電源に接続します。

– 複合電源モードの場合は、 1 本または両方の電源ケーブルを同じ  AC 電源に接続します。

– 電源モジュールの冗長性モードの場合は、 両方の電源ケーブルを同じ  AC 電源に接続
し、 シャーシ内のモジュールへの電力供給に必要な台数よ り も  1 台だけ多く電源モ
ジュールを用意します。

– 入力電源の冗長性モードの場合は、 2 本の電源ケーブルを異なる電源に接続します。

– 完全冗長モードの場合は、 2 本の電源ケーブルを異なる電源に接続し、 シャーシ内のモ
ジュールへの電力供給に必要な台数よ り も  1 台だけ多く電源モジュールを用意します。

• 7.5 kW AC 電源モジュールの場合は、取り付けられている  2 本の電源ケーブルを  1 つまたは 
2 つの AC 電源に接続します。 電源の冗長性が必要な場合は、 次のよ うにして、 各電源モ
ジュールの電源ケーブルを接続します。

– 複合電源モードの場合は、 1 本または両方の電源ケーブルを同じ  AC 電源に接続します。

– 電源モジュールの冗長性モードの場合は、 両方の電源ケーブルを同じ  AC 電源に接続
し、 シャーシ内のモジュールへの電力供給に必要な台数よ り も  1 台だけ多く電源モ
ジュールを用意します。

– 入力電源の冗長性モードの場合は、 2 本の電源ケーブルを異なる電源に接続します。

– 完全冗長モードの場合は、 2 本の電源ケーブルを異なる電源に接続し、 シャーシ内のモ
ジュールへの電力供給に必要な台数よ り も  1 台だけ多く電源モジュールを用意します。

（注） 3 kW と  6 kW の電源ケーブルはシステム  アクセサ リ  キッ ト に同梱されており、 7.5 KW 電源
ケーブルは電源モジュールに固定されています。 注文したシャーシのアクセサ リ  キッ ト に含ま
れている使用可能な電源ケーブルの リ ス ト で電源ケーブルを確認します （付録 C 「アクセサ リ  
キッ ト の内容」 を参照）。 適切なケーブルがない場合は、 Cisco TAC に連絡して ください。
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警告 設置手順を読んでから、 システムを電源に接続して く ださい。 ステート メ ン ト  1004

この項では、 次の ト ピ ッ クについて取り上げます。

• 「AC 電源に AC 電源モジュールを接続するための前提条件」 （P.6-5）

• 「AC 電源への 3 kW AC 電源モジュールの接続」 （P.6-5）

• 「AC 電源への 6 kW AC 電源モジュールの接続」 （P.6-6）

• 「AC 電源への 7.5 kW AC 電源モジュールの接続」 （P.6-7）

AC 電源に AC 電源モジュールを接続するための前提条件

電源モジュールを  AC 電源に接続する前に、 電源モジュールをシャーシに取り付ける必要があ
り ます。 また、 電源モジュールと  AC 電源を電源ケーブルで接続できるよ うに、 適切な  AC 電
源コンセン ト が電源モジュールの近く にある こ と を確認する必要があ り ます。 3 kW または  
6 kW AC 電源モジュールを北米で取り付ける場合は、定格 20A の 110V または 220V 回路が1 つ
または 2 つの必要です。7.5 kW 電源モジュールを北米で取り付ける場合は、定格 30 A の 220-V 
AC 回路が1 つまたは 2 つの必要です。 その他の国で取り付ける場合は、 地域および各国の規定
に適合するサイズの回路を使用する必要があ り ます。 入力電源の冗長モードを使用している場
合、 2 回路以上が必要です。

AC 電源への 3 kW AC 電源モジュールの接続

3 kW AC 電源モジュールには、電源モジュールと  AC 電源を接続する電源ケーブルが 1 本付属
しています。 電源モジュールの冗長性モード、 入力電源の冗長性モード、 または完全冗長
モード を設定するには、少な く と も  2 つの電源モジュールを  1 つまたは 2 つの AC 電源に接続
します。

3 kW AC 電源モジュールを  1 つ以上の電源に接続するには、 次の手順を実行します。

ステップ  1 電源モジュールの前面に設置された電源モジュール スイ ッチがスタンバイに設定されている こ
と を確認します （0 と表示されます）。

ステップ  2 1 本の AC 電源コードを電源モジュールに接続し、 電源コードのプラグの上にある固定ク リ ッ
プを引き下げます。

ステップ  3 電源コードのも う一方の端を、 データセンターに付属の AC 電源に接続します。

（注） 複合電源モード または電源モジュールの冗長性モードを使用する場合は、同じ  20 A 回路に電源
コードを接続します。 入力電源の冗長性モード または完全な冗長性モードを使用する場合は、
電源コードの半分を  1 つの AC 電源に接続し、 残りの半分を別の AC 電源に接続します。

警告 装置を電気回路に接続するときに、 配線が過負荷にならないよ うに注意して く ださい。 ステート メ
ン ト  1018
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警告 この製品は、 設置する建物にシ ョー ト （過電流） 保護機構が備わっているこ とを前提に設計されて
います。 保護対象の装置は次の定格を超えないよ うにします。
250V、 20 A 
ステート メ ン ト  1005

ステップ  4 電源モジュールのスイ ッチをスタンバイからオンに切り替えます （電源スイ ッチの表示が 0 か
ら  1 に変わり ます）。

ステップ  5 INPUT と  OUTPUT の電源 LED が点灯し、 FAULT LED が点灯も点滅も していないこ と を確認
し、 電源モジュールが AC 電力を受電し、 DC 電力を出力している こ と を確認します。 電源モ
ジュールのすべての LED、 および LED が示す状態については、 表 D-6 （P.D-7） を参照して くだ
さい。

（注） 初めて電源を入れたと きは、 それぞれの LED が数秒間オンになるので、 LED の機能を確認で
きます。

FAULT LED がレッ ドで点滅している場合は、 電源スイ ッチをスタンバイ （0 と表示されます）
に切り替え、 電源モジュールおよび AC 電源の AC 電源接続を確認してから、 電源スイ ッチを
再びオンにします （1 と表示されます）。 接続した電源装置の Input および Output の LED がグ
リーンに点灯し、 Fault LED はオフにな り ます。

AC 電源への 6 kW AC 電源モジュールの接続

6 kW AC 電源モジュールには、 電源モジュールと  AC 電源を接続する電源ケーブルが 1 本また
は 2本付属しています。 電源モジュールの冗長性モード、 入力電源の冗長性モード、 または完
全冗長モード を設定するには、2 本の電源ケーブルを  1 つまたは 2 つの AC 電源に接続します。

6 kW AC 電源モジュールを  1 つ以上の電源に接続するには、 次の手順を実行します。

ステップ  1 電源モジュールの前面にある電源スイ ッチがスタンバイ （STBY） に設定されている こ と を確
認します。

ステップ  2 1 本または 2 本の AC 電源ケーブルを電源モジュールに接続し、 プラス  ド ラ イバを使用して、
ケーブル留めの電源ケーブル固定ネジを締めます。

ステップ  3 電源ケーブルの反対側をデータセンターの 1 つまたは 2 つの AC 電源に接続します。

（注） 複合電源モード または電源モジュールの冗長性モードを使用する場合は、同じ  20 A 回路に電源
ケーブルを接続します。 入力電源の冗長性モードまたは完全冗長モードを使用する場合は、 1 本
の電源ケーブルを  1 つの AC 電源に接続し、 も う  1 本の電源ケーブルを別の AC 電源に接続し
ます。

警告 装置を電気回路に接続するときに、 配線が過負荷にならないよ うに注意して く ださい。 ステート メ
ン ト  1018
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警告 この製品は、 設置する建物にシ ョー ト （過電流） 保護機構が備わっているこ とを前提に設計されて
います。 保護対象の装置は次の定格を超えないよ うにします。
250V、 20 A 
ステート メン ト  1005

ステップ  4 電源スイ ッチを  STBY から  ON に切り替え、 電源をオンにします。

ステップ  5 INPUT と  OUTPUT の電源 LED が点灯し、 FAULT LED が点灯も点滅も していないこ と を確認
し、 電源モジュールが AC 電力を受電し、 DC 電力を出力している こ と を確認します。 電源モ
ジュールのすべての LED、 および LED が示す状態については、 表 D-6 （P.D-7） を参照して くだ
さい。

（注） 初めて電源を入れたと きは、 それぞれの LED が数秒間オンになるので、 LED の機能を確認で
きます。

Fault LED が赤く点滅している場合は、 電源スイ ッチを  STBY に切り替え、 電源モジュールと  
AC 電源の AC 電源接続を確認してから、 電源スイ ッチを  ON に切り替えます。 接続した電源装
置の Input および Output の LED がグ リーンに点灯し、 Fault LED はオフにな り ます。

AC 電源への 7.5 kW AC 電源モジュールの接続

7.5 kW AC 電源モジュールを  1 つ以上の AC 電源に接続するには、 次の手順を実行します。

ステップ  1 電源モジュールの前面にある電源スイ ッチがスタンバイ （STBY） に設定されている こ と を確
認します。

ステップ  2 各電源ケーブルをデータセンターの 1 つまたは 2 つの AC 電源に差し込みます。

（注） 複合電源モード または電源モジュールの冗長性モードを使用する場合は、同じ  30 A 回路に両方
の電源ケーブルを接続します。 入力電源の冗長性モード または完全冗長モードを使用する場合
は、 1 本の電源ケーブルを  1 つの AC 電源に接続し、 も う  1 本の電源ケーブルを別の AC 電源に
接続します。

警告 装置を電気回路に接続するときに、 配線が過負荷にならないよ うに注意して く ださい。 ステート メ
ン ト  1018

警告 この製品は、 設置する建物にシ ョー ト （過電流） 保護機構が備わっているこ とを前提に設計されて
います。 保護対象の装置は次の定格を超えないよ うにします。
250V、 30 A ステート メ ン ト  1005

ステップ  3 電源装置のスイ ッチを  STBY から  ON に切り替えます。
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ステップ  4 INPUT と  OUTPUT の電源 LED が点灯し、 FAULT LED が点灯も点滅も していないこ と を確認
し、 電源モジュールが AC 電力を受電し、 DC 電力を出力している こ と を確認します。 電源モ
ジュールのすべての LED、 および LED が示す状態については、 表 D-6 （P.D-7） を参照して くだ
さい。

（注） 初めて電源を入れたと きは、 それぞれの LED が数秒間オンになるので、 LED の機能を確認で
きます。

Fault LED が赤く点滅している場合は、 電源スイ ッチを  STBY に切り替え、 電源モジュールと  
AC 電源の AC 電源接続を確認してから、 電源スイ ッチを  ON に切り替えます。 接続した電源装
置の Input および Output の LED がグ リーンに点灯し、 Fault LED はオフにな り ます。

DC 電源への DC 電源モジュールの接続
DC 電源モジュールによって  Cisco Nexus 7000 シ リーズ スイ ッチに電源を供給するには、 初
に電源モジュールを接地してから、 電源モジュールを  DC 電源に接続する必要があ り ます。 接
地したら、 電源モジュールを直接 DC 電源に接続するか、 電源インターフェイス  ユニッ ト
（PIU） を介して間接的に DC 電源に接続できます。

この項では、 次の ト ピ ッ クについて取り上げます。

• 「3 kW DC 電源モジュールの接地」 （P.6-8）

• 「6 kW DC 電源モジュールの接地」 （P.6-8） 

• 「DC 電源への DC 電源モジュールの直接接続」 （P.6-10） 

• 「電源インターフェイス  ユニッ ト を介した DC 電源への電源モジュールの接続」 （P.6-19） 

3 kW DC 電源モジュールの接地

3 kW DC 電源モジュールはシャーシを介して接地されるので、 電源モジュールをアースに直接
接続しないでください。

6 kW DC 電源モジュールの接地 
6 kW DC 電源モジュールを  Cisco Nexus 7000 シ リーズ シャーシに取り付けた後、 DC 電源に接
続する前に、 電源モジュールを接地する必要があ り ます。 この電源モジュールを接地するに
は、 その前面の下部にあるアース  パッ ドをアースに接続します。

注意 DC 電源グ リ ッ ドに接続する前に各 6 kW DC 電源モジュールをアースに接続しますが、 シャー
シもアースに接続する必要があ り ます。 Cisco Nexus 7004 シャーシの接地については、 「Cisco 
Nexus 7004 シャーシのアース接続」 （P.2-9） を参照して ください。 Cisco Nexus 7009 シャーシの
接地については、 「Cisco Nexus 7009 シャーシのアース接続」 （P.3-19） を参照して ください。
Cisco Nexus 7010 シャーシの接地については、 「Cisco Nexus 7010 シャーシのアース接続」
（P.4-11） を参照して ください。Cisco Nexus 7018 シャーシの接地については、「Cisco Nexus 7018 
シャーシのアース接続」 （P.5-13） を参照して ください。
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警告 装置は地域および国の電気規則に従って設置する必要があります。 ステート メ ン ト  1074

システム  アースをデータセンターのアースに接続する手順は次のとおりです。

ステップ  1 ワ イヤ ス ト リ ッパを使用して、 アース線の端から  0.75 インチ （19 mm） ほど、 被膜をはがし
ます。

ステップ  2 図 6-1 のよ うに、 アース線の被覆をはぎとった端をアース  ラグの開口端に挿入します。

図 6-1 アース ラグへのアース線の挿入

ステップ  3 圧着工具を使用し、 アース線をアース  ラグに圧着します。 アース線をアース  ラグから引き抜
けるか試して、 アース線がアース  ラグにしっかり と接続されている こ と を確認します。

ステップ  4 電源モジュールの片方のアース  パッ ドから粘着ラベルをはがし、 2 つの M6 ナッ ト を使用して、
アース線のラグをアース  パッ ド  スタ ッ ドに固定します （ 大 40 インチポン ド （4.5 N·m） で締
めます）。 電源モジュール前面のアース  パッ ドの位置については、 図 6-2 を参照して ください。
アース  ラグおよびアース線が、 その他のスイ ッチ ハード ウェアまたはラ ッ ク機器に干渉しな
いこ とを確認します。

1 6 AWG アース線用のアース  ラグ 2 6 AWG アース線 （端から被覆が 0.75 インチ 
（19 mm） はがされた状態）

1 2 19
68

85
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図 6-2 DC 電源モジュールの前面のアース パッ ド

ステップ  5 アース線の反対側の端を処理し、 設置場所の適切なアースに接続して、 電源モジュールに十分
なアースが確保されるよ うにします。

アースに接続したら、 電源モジュールを  DC 電源に接続できます （「DC 電源への DC 電源モ
ジュールの接続」 （P.6-8） を参照）。

DC 電源への DC 電源モジュールの直接接続

警告 次の作業を行う前に、 DC 回路に電気が流れていないこ とを確認します。 ステート メ ン ト  1003

警告 装置は地域および国の電気規則に従って設置する必要があります。 ステート メ ン ト  1074

警告 装置を設置または交換する際は、 必ずアースを最初に接続し、 最後に取り外します。 ステー ト メ
ン ト  1046

1 アース  パッ ド 3 2 個の M6 ナッ ト 。

2 6 AWG ケーブルが適切な位置にしっかり と留めら
れたアース  ラグ。

19
68

30

2
3

1
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DC 電源モジュールを  DC 電源に接続するには、 DC 電源グ リ ッ ドからの 2 つの独立した入力を
電源モジュールに接続して、 電源モジュールからそれぞれ 3 kW の出力が供給されるよ うにす
る必要があ り ます。 3 kW 電源モジュールの場合は、 4 本のケーブル （2 つの独立した入力） を
電源モジュールに接続し ます（2 つの  3 kW 電源モジュールを使用して  6 kW を出力）。6 kW 
DC 電源モジュールの場合は、 2 つの独立した入力のためのケーブルが 1 本のケーブルと して束
ねられており、 そのケーブルに付いているプラグを使って電源モジュールに接続します （3 kW 
用の 1 本のケーブルとプラグ、 または 6 kW 用の 2 本のケーブルとプラグ）。

電源モジュールは、 次のよ うに、 複合電源モード、 電源モジュールの冗長性モード、 入力電源
の冗長性モード、 完全冗長モード用に配線できます。

• 複合電源モードでは、 接続されているすべての電源モジュールからの出力がすべて使用さ
れます。 このモードは電源の冗長性を提供しません。 図 6-3 に示すよ うに、 同じ  DC 電源グ
リ ッ ドに電源モジュールを接続できます。

• 電源モジュールの冗長性モードでは、 冗長性を確保するために、 必要な台数の電源モジュー
ルのほかにも う  1 台が使用されます。 このモードでは、 操作中に電源モジュールを交換で
きます。 図 6-4 に示すよ うに、 同じ  DC 電源グ リ ッ ドに電源モジュールを接続できます。

• 入力電源の冗長性モードでは、 2 つの電源グ リ ッ ドが使用されます。 2 本の電源ケーブルが
付いた電源モジュールの場合は、 各ケーブルを異なる電源グ リ ッ ドに接続します。 1 本の
電源ケーブルが付いた電源モジュールの場合は、 半分の電源モジュールを  1 つのグ リ ッ ド
に接続し、 他の半分を別のグ リ ッ ドに接続します。 電源モジュールを  2 つのグ リ ッ ドに接
続する方法については、 図 6-5 を参照して ください。

• 完全冗長モードは、 電源モジュール （N+1） の冗長性と入力電源の冗長性の両方を備えて
います。 図 6-6 に示すよ うに、 予備の電源モジュールを構成して、 すべての電源モジュー
ルを  2 つのグ リ ッ ドに接続します。

（注） 図 6-3、 図 6-4、 図 6-5、 および 図 6-6 では、 必須の電源モジュールは黒、 オプシ ョ ンの電源モ
ジュールは灰色で示されています。
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図 6-3 グリ ッ ドへの電源モジュールの接続 ： 複合電源モード用
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1 3 kW DC 電源モジュール 4 6 kW DC 電源モジュール。 1 本または 2 本
の電源ケーブルが電源に接続 （各ケーブ
ルは 3 kW 用）

2 DC 電源 5 使用可能電力 6 kW 用の接続

3 使用可能電力 3 kW 用の接続
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図 6-4 グリ ッ ドへの DC 電源モジュールの接続 ：電源モジュール （N+1） の冗長性用
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1 3 kW DC 電源モジュール 4 6 kW DC 電源モジュール 

2 DC 電源グ リ ッ ド 5 使用可能電力用の接続 （ 低 3 kW）

3 冗長電源 6 電源モジュールの冗長接続 （電源接続は、 低でも、 使用可能電力を
供給する電源モジュールの電源接続と同等）
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図 6-5 2 つのグリ ッ ドへの DC 電源モジュールの接続 ：入力電源の冗長性モード用
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接続し、 他の半分を別の DC 電源グ リ ッ
ドに接続）

3 6 kW DC 電源モジュール （電源モジュール
ごとに各電源ケーブルを別個の電源グ リ ッ
ドに接続）

2 2 つの DC 電源グ リ ッ ド
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図 6-6 2 つのグリ ッ ドへの DC 電源モジュールの接続 ：完全冗長モード用

電源モジュールが離れた位置にあるため電源ケーブルが届かない場合は、 ラ ッ クに電源イン
ターフェイス  ユニッ ト （PIU） を取り付け、 それを介して電源ケーブルを電源モジュールに接
続する必要があ り ます （「電源インターフェイス  ユニッ ト を介した DC 電源への電源モジュー
ルの接続」 （P.6-19） を参照）。
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続し、 他の半分を別の DC 電源グ リ ッ ドに
接続。 少な く と も  1 つの電源モジュールが
冗長）

3 6 kW DC 電源モジュール （各電源モ
ジュールを  2 つの電源グ リ ッ ドに接
続。 少な く と も  1 つの電源モジュール
が冗長）

2 2 つの DC 電源グ リ ッ ド
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（注） 6 kW DC 電源モジュールに必要な電源ケーブルは、 電源モジュールに同梱されています。 6 kW 
DC 電源モジュール用の適切なケーブルが同梱されていない場合は、 Cisco TAC にお問い合わせく
ださい。 3 kW DC 電源モジュール用の電源ケーブルは、 ユーザ側で用意する必要があ り ます。

警告 設置手順を読んでから、 システムを電源に接続して く ださい。 ステート メ ン ト  1004

DC 電源への 3 kW DC 電源モジュールの直接接続

DC 電源モジュールから  DC 電源までの距離が 1 本のケーブルの長さ以内である場合は、相互に
直接接続できます。 これに該当せず、 追加のケーブルが必要な場合は、 「電源インターフェイ
ス  ユニッ ト を介した DC 電源への電源モジュールの接続」 （P.6-19） の説明に従って、 電源イン
ターフェイス  ユニッ ト （PIU） を使用してケーブルを接続できます。

3 kW DC 電源モジュールを  1 つまたは 2 つの DC 電源に直接接続するには、 次の手順を実行し
ます。

ステップ  1 電源スイ ッチをスタンバイ （電源スイ ッチのラベル 0） に切り替えます。

ステップ  2 接続している  DC グ リ ッ ド電源の回路ブレーカーで電源をオフにし、 電源装置上のすべての 
LED が消灯している こ と を確認します。

警告 次の作業を行う前に、 DC 回路に電気が流れていないこ とを確認します。 ステート メ ン ト  1003

ステップ  3 電源装置と  DC 電源グ リ ッ ドの間の距離に合わせて電源ケーブルの長さを調整します。 ケーブ
ルを切断する必要がある場合は、 DC 電源グ リ ッ ドに接続する側を切断し、 被覆を切断部から  
0.75 インチ （19 mm） はがし、 DC 電源システムに接続します。 必ずマイナス側のケーブルを
マイナス側の回線に接続し、 プラス側のケーブルをプラス側の回路に接続して ください。

（注） すべての電源接続において 2 色に分かれたケーブルを使用する場合、 すべてのプラス側
回路に同一色のケーブルを使用し、 すべてのマイナス側回路にも う一方のカラーを使用
します。

警告 DC 電源端子には、 危険な電圧またはエネルギーが存在している可能性があります。 端子が使用さ
れていない場合は必ずカバーを取り付けて く ださい。 カバーを取り付けるときに絶縁されていない
伝導体に触れないこ とを確認して く ださい。 ステート メ ン ト  1075

ステップ  4 DC 電源モジュール前面の端子ボッ クスの保護カバーを留めている  3 本のネジを外し、 カバー
を取り外します （図 6-7 を参照）。

（注） 端子ボッ クスには、 4 つの電源端子に対応する  4 つのスロ ッ ト があ り ます （マイナス  [-]、 プラ
ス  [+]、 プラス  [+]、 マイナス  [-] の順に並んでいます）。 各端子には 2 つのナッ ト があ り、 これ
らを使用して電源ケーブルを端子に固定します。
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図 6-7 3 kW DC 電源モジュールの端子ボックスの保護カバーの取り外し

ステップ  5 次のよ うに、 4 つの端子スロ ッ ト に 4 本のケーブル （2 本のプラス側ケーブルと  2 本のマイナス
側ケーブル） を取り付けます。

a. 4 つの端末スロ ッ ト のそれぞれにある  2 つのナッ ト を緩めます。

b. 各電源ケーブル端部のそれぞれにラグを取り付け、 圧着します。

c. 各スロ ッ ト の 2 つの端子電極に各ケーブル ラグを接続し、 2 つのナッ ト で固定して、
40 インチポン ド （4.5 N·m） で締めます。

（注） すべての電源接続において 2 色に分かれたケーブルを使用する場合、 すべてのプラス側
回路に同一色のケーブルを使用し、 すべてのマイナス側回路にも う一方のカラーを使用
します。

d. 保護カバーを端子ボッ クスに戻し、 3 本のネジで固定します。

ステップ  6 次のよ うに、 DC 電源モジュールから  4 本のケーブルを  DC 電源に接続します。

a. 各電源ケーブルの未接続端の被覆が端から  0.75 インチ （19 mm） の長さではがされていな
い場合は、 ワイヤ ス ト リ ッパを使用して被覆をこの寸法だけはがします。

b. マイナス側のケーブルを  DC 電源のマイナス端子に接続し、 プラス側の ケーブルを同じ電
源のプラス端子に接続します。

（注） 複合電源モード または電源装置の冗長モードを使用する場合は、 シャーシ内のすべての
電源装置を同じ電源に接続します。 入力電源の冗長モード または完全冗長モードを使用
する場合は、 それそれの DC 電源装置を別々の DC 電源に接続します。

1

2 33
60

00

1 カバーのネジを外します。 2 保護カバーを取り外します。



6-18
『Cisco Nexus 7000 シリーズ ハードウェア インスト レーシ ョ ン  および リ ファレンス ガイド』

OL-23069-07-J

第 6 章      電源装置の取り付け   
DC 電源への DC 電源モジュールの接続

ステップ  7 電源装置に接続された回路の電源がオフになっている場合、 回路ブレーカーで電源を入れま
す。 接続された各電源装置の  Input 1 （IN1） の  LED および Input 2 （IN2） の  LED が点灯し
ます。

ステップ  8 接続された DC 電源装置の電源スイ ッチをスタンバイからオン （各電源装置の電源スイ ッチを  
0 の位置から  1 の位置） に切り替えます。 LED が点滅し、 Input LED のほかに、 Output LED も
オンにな り ます。

FAULT LED が点灯または点滅する場合、 Cisco TAC に連絡して ください。

DC 電源への 6 kW DC 電源モジュールの接続

DC 電源モジュールを  DC 電源に直接接続するには、 次の手順を実行します。

ステップ  1 電源スイ ッチをスタンバイ （STBY） に切り替えます。

ステップ  2 接続している  DC グ リ ッ ド電源の回路ブレーカーで電源をオフにし、 電源装置上のすべての 
LED が消灯している こ と を確認します。

警告 次の作業を行う前に、 DC 回路に電気が流れていないこ とを確認します。 ステート メ ン ト  1003

ステップ  3 電源装置と  DC 電源グ リ ッ ドの間の距離に合わせて電源ケーブルの長さを調整します。 ケーブ
ルを切断する必要がある場合は、 DC 電源グ リ ッ ドに接続する側を切断して、 切断部から  0.75 
インチ （19 mm） ほど被覆をはがし、 DC 電源に接続します。 必ずマイナス  ケーブルをマイナ
ス端子に接続し、 プラス  ケーブルをプラス端子に接続して ください。 どの色のケーブルがプラ
スで、 どの色がマイナスであるかを判別するには、 ケーブルのも う一方の端のプラグに付けら
れている極性を確認して ください。

（注） 付属の 15 フ ィー ト （4.6 m） の電源ケーブルでは長さが足りず、 6 kW 電源モジュールを  
DC 電源に接続できない場合は、 電源モジュールに届く範囲内に PIU を取り付けます
（「電源インターフェイス  ユニッ ト を介した DC 電源への電源モジュールの接続」
（P.6-19） を参照）。

警告 DC 電源端子には、 危険な電圧またはエネルギーが存在している可能性があります。 端子が使用さ
れていない場合は必ずカバーを取り付けて く ださい。 カバーを取り付けるときに絶縁されていない
伝導体に触れないこ とを確認して く ださい。 ステート メ ン ト  1075

ステップ  4 1 本または 2 本の電源ケーブル （シスコ部品番号 N7K-DC-CAB=） を  DC 電源モジュールと  
DC 電源グ リ ッ ドに接続します。 各ケーブルにはプラグが 1つ付いており、 このプラグを使っ
て、 2 つの 完全に独立した 1.5 kW 入力モジュールを  3 kW 電力用の DC 電源モジュールに接続
します。 電源要件に応じて、 次のよ うにケーブルを接続します。

– 3 kW の出力電力 （複合電力モード） の場合は、 4 本のケーブルを  1 セッ ト使用して、
2 つの完全に独立した入力モジュールをDC 電源グ リ ッ ドに接続します （図 6-3
（P.6-12） を参照）。

– 6 kW の出力電力 （複合電源モード）、 または 3 kW の出力電力と  3 kW の冗長電力 （電
源モジュールの冗長性モード） の場合は、 4 本のケーブルを  2 セッ ト使用して、 完全
に独立した入力モジュールを同じ  DC 電源グ リ ッ ドに接続します （図 6-4 （P.6-13） を
参照）。
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– 3 kW の出力電力と  3 kW の冗長電力 （入力電源の冗長性モード） の場合は、 4 本のケー
ブルを  2 セッ ト使用して、 各 4 本のケーブルの別個の DC 電源グ リ ッ ドに接続します
（図 6-5 （P.6-14） を参照）。

（注） すべての電源接続に対して、 プラスの回線に特定の色のケーブルを使用し、 マイナスの
回線にはそれとは別の色のケーブルを使用します。

（注） ケーブルのプラグは、 電源コンセン ト に一定の方向でのみ差し込めるよ う調整されてい
ます。 コンセン ト にプラグを差し込みにくい場合は、 向きを変えても う一度差し込んで
ください。 完全に差し込んだら、 2 本のネジを  8～11 インチポン ド （0.9～1.2 N·m） で
締め、 プラグを電源モジュールに固定します。

ステップ  5 電源装置に接続された回路の電源がオフになっている場合、 回路ブレーカーで電源を入れま
す。 Input LED は、 次のよ うに点灯します。

• 3 kW の電力の場合は、 Input 1 と  Input 2 の LED がグ リーンに変わるか、 Input 3 と  Input 4 
の LED がグ リーンに変わり ます。

• 6 kW の電力の場合、 4 つすべての Input LED がグ リーンに変わり ます。

ステップ  6 DC 電源モジュールの電源スイ ッチを  STBY から  ON に切り替えます。 LED が点滅し、 Input 
LED のほかに、 Output LED もオンにな り ます。

FAULT LED が点灯または点滅する場合、 Cisco TAC に連絡して ください。

電源インターフェイス ユニッ トを介した DC 電源への電源モジュール
の接続

DC 電源モジュールと  DC 電源が離れているため、 DC 電源モジュールに取り付けた電源ケーブ
ルでそれらを接続できない場合は、 電源インターフェ イス  ユニッ ト （PIU） を取り付け、 電源
ケーブルを  DC 電源に届く ケーブルに接続する必要があ り ます。

複合電源モード、 電源モジュールの冗長性、 入力電源の冗長性、 または完全な冗長性のいずれ
が必要かに応じて、 次のよ うに、 PIU を  1 つまたは 2 つの電源に接続します。

• 複合電源の場合は、 図 6-8 のよ うに、 同じ  DC 電源に独立した入力をそれぞれ接続します。

• 電源モジュールの冗長性が必要な場合は、 図 6-9 のよ うに、 同じ  DC 電源に N+1 つの電源
モジュールを接続します。

• 入力電源の冗長性が必要な場合は、 次のよ うにして、 電源ケーブルを  DC 電源に接続しま
す （図 6-10 を参照）。

– 3 kW 電源モジュールの場合は、 半分の電源モジュールを  1 つの DC 電源にケーブル接
続し、 他の半分を別の DC 電源にケーブル接続します。

– 6 kW 電源モジュールの場合は、 電源モジュールの 2 つのプラグの一方を  1 つの DC 電
源にケーブル接続し、 も う一方のプラグを別の DC 電源にケーブル接続します。

• 完全な冗長性が必要な場合は、 次のよ うにして、 N+1 電源モジュール用の DC 電源に電源
ケーブルを接続します （図 6-11 を参照）。

– 3 kW 電源モジュールの場合は、 半分の電源モジュールを  1 つの DC 電源にケーブル接
続し、 他の半分を別の DC 電源にケーブル接続します。
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– 6 kW 電源モジュールの場合は、 電源モジュールの 2 つのプラグの一方を  1 つの DC 電
源にケーブル接続し、 も う一方のプラグを別の DC 電源にケーブル接続します。

図 6-8 電源および 3/6 kW 電源モジュールへの PIU の接続 ： 複合電源モード用
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1 3 kW DC 電源モジュール （1 ～ 4） 4 6 kW DC 電源モジュール （1 ～ 4）

2 電源インターフェイス  ユニッ ト （PIU） 5 使用可能電力 3 kW 用の接続

3 DC 電源グ リ ッ ド 6 使用可能電力 6 kW 用の接続
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図 6-9 電源および 3/6 kW 電源モジュールへの PIU の接続 ：電源モジュールの冗長性用
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2 電源インターフェイス  ユ
ニッ ト （PIU）

5 使用可能電力 3 kW 用の接続

3 DC 電源グ リ ッ ド 6 予備電力 3 kW 用の接続 （電源モジュールの冗長性は、
低でも、 大量の使用可能電力を供給する電源モ

ジュールから供給される電力と同等）
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図 6-10 電源および 3/6 kW 電源モジュールへの PIU の接続 ： 入力電源の冗長性用
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1 3 kW DC 電源モジュール （1 ～ 4） 4 6 kW DC 電源モジュール （1 ～ 4）

2 電源インターフェイス  ユニッ ト （PIU） 5 使用可能電力 3 kW 用の接続

3 2 つの DC 電源グ リ ッ ド 6 予備電力 3 kW 用の接続 （入力電源の冗
長性）
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図 6-11 電源および 3/6 kW 電源モジュールへの PIU の接続 ：完全冗長用

この項では、 次の ト ピ ッ クについて取り上げます。

• 「必要な工具と部品」 （P.6-24） 

• 「ラ ッ クへの PIU の取り付け」 （P.6-24） 

• 「PIU の接地」 （P.6-26） 

• 「PIU を介した電源への DC 電源モジュールの接続」 （P.6-27） 
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2 電源インターフェイス  ユニッ ト （PIU） 4 6 kW DC 電源モジュール （ 大 4 つ）



6-24
『Cisco Nexus 7000 シリーズ ハードウェア インスト レーシ ョ ン  および リ ファレンス ガイド』

OL-23069-07-J

第 6 章      電源装置の取り付け   
DC 電源への DC 電源モジュールの接続

必要な工具と部品 

電源インターフェイス装置を接続するには、 次の工具と部品が必要です。

• PIU （製品番号 N7K-DC-PIU=）

– マウン ト  ブラケッ ト （2）

– M6 x 19 mm または 12-24 x 3/4 インチのプラス  ネジ （4）

– アース  ラグ （ 大 6 AWG 線をサポートする標準の2 穴バレル ラグ） 

– M6 ナッ ト （2）

• 標準ラグ （PIU に接続する各 3 kW DC 電源モジュールに対して  8 つ必要）

• アース線

（注） 地域および各国の設置要件に合わせてアース線のサイズを調整して ください。 米国で設
置する場合は、 6 AWG 銅線を用意する必要があ り ます。 米国以外で設置する場合は、
地域および国の電気規格を参照して ください。 アース線の長さは、 スイ ッチとアース設
備の間の距離によって決ま り ます。 このワイヤを用意する必要があ り ます。

• ワイヤ ス ト リ ッパ

• No.1 プラス  ド ラ イバ （ トルク機能付き） 

• 圧着工具

• 電源コード

– 各 3 kW DC 電源モジュールに対して、 大 45 A の電流に対応する  4 本の 6 AWG ケー
ブルを用意する必要があ り ます。

– 各 6 kW DC 電源モジュールには、 ラグで終端された  4 線の15 フ ィー ト （4.6 m） ケーブ
ルが付属しており、 ケーブルの一端にはプラグが 1 つ付いています。

• 電源に PIU を接続する電源ケーブル。 地域および各国の電気規格に合わせてケーブルのサ
イズを調整して ください。

ラックへの PIU の取り付け

ラ ッ クに PIU を取り付けるには、 次の手順を実行します。

ステップ  1 図 6-12 に示されている  4 つの方法のいずれかを使用して、 2 つの取り付けブラケッ ト を配置
し、 固定します。
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図 6-12 PIU の取り付けブラケッ トの配置

ステップ  2 使用している電源ケーブル （3 kW DC 電源モジュール用にユーザ側で用意したケーブル、 また
は 6 kW DC 電源モジュールに付属している  15 フ ィー ト （4.6 m） のケーブル） を電源に接続で
きるよ うに、 PIU をラ ッ クに配置します。 PIU が水平になっており、 その取り付け穴がラ ッ ク
の取り付けレールの穴と合っている こ と を確認します。

ステップ  3 4 本の M6 x 19 mm ネジまたは 4 本の 12-24 x 3/4 インチのネジを使用して、PIU をラ ッ クに固定
します （図 6-13を参照）。 各ネジを  40 インチポン ド （4.5 N·m） で締めます。
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1 PIU の前面に配置 3 PIU の背面からオフセッ ト を配置

2 PIU の前面からオフセッ ト を配置 4 PIU の背面に配置
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図 6-13 ラ ックへの PIU の取り付け

PIU の接地 

PIU を接地するには、 次の手順に従います。

ステップ  1 アース  ラグを  PIU に固定するための 2 つの M6 ナッ ト を緩め、PIU からアース  ラグを取り外し
ます。

ステップ  2 ワイヤ ス ト リ ッパを使用して、ユーザが用意した 6 AWG アース線の端から  0.75 インチ （19 mm）
ほど被覆をはがします。

ステップ  3 図 6-1 （P.6-9） のよ うに、 アース線の被覆をはぎとった端をアース  ラグの開口端に挿入します。

ステップ  4 圧着工具を使用して、 6 AWG アース線にアース  ラグを圧着します。 アース線をアース  ラグか
ら引っ張り出し、 アース線がアース  ラグにしっかり と接続されている こ と を確認します。

ステップ  5 2 つの M6 ナッ トでアース  ラグをアース  パッ ドのスレッ ド  スタ ッ ドに固定し、 40 インチポンド
（4.5 N·m） で締めます。 PIU のアース  パッ ドの位置については、 図 6-14 を参照して ください。
アース  ラグおよびアース線が、 その他の PIU 機器に干渉しないこ とを確認します。
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1 2 本の M6 x 19 mm ネジまたは 2 本の 
12-24 x 3/4 インチ ネジで各サイ ドを固定
し （PIU に対して合計 4 本のネジ）、
40 インチポン ド （4.5 N·m） で締めます。
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図 6-14 PIU の接地

ステップ  6 アース線の反対側の端を処理し、 設置場所の適切なアースに接続して、 PIU に十分なアースが
確保されるよ うにします。

PIU を介した電源への DC 電源モジュールの接続

DC 電源モジュールを接続する前に、 電源モジュール接続用の電源ケーブルで接続できる範囲
内に電源モジュールと  PIU が配置されている こ と を確認します。 6 kw 電源モジュールの場合
は、 15 フ ィー ト （4.6 m） のケーブルが同梱されています。 3 kw 電源モジュールの場合は、
ユーザ側で 6 AWG 電源ケーブルを用意して ください。

警告 設置手順を読んでから、 システムを電源に接続して く ださい。 ステート メ ン ト  1004

電源インターフェイス  ユニッ ト を介して DC 電源モジュールを  DC 電源を接続するには、 次の手
順を実行します。

ステップ  1 接続する  DC グ リ ッ ド電源の部分の電源が切られている こ と を確認します。

ステップ  2 電源モジュールがスタンバイ （STBY または 0） に設定されている こ と を確認します。

1 アース ポス トにアース ラグを置きます。 2 2 つの  M6 ナッ ト を使用してラグを  PIU に
固定し、 40 インチポン ド （4.5 N·m） で締め
ます。
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ステップ  3 電源モジュールと  PIU との距離に合わせて、 電源ケーブルのサイズを調整します。 ケーブルを
切断する必要がある場合は、 PIU に接続する側の端を切り取り、 切断した端から  0.75 インチ
（19 mm） ほど被覆をはがし、 むき出しになった端にスペード  コネクタを再び取り付けます。

警告 DC 電源端子には、 危険な電圧またはエネルギーが存在している可能性があります。 端子が使用さ
れていない場合は必ずカバーを取り付けて く ださい。 カバーを取り付けるときに絶縁されていない
伝導体に触れないこ とを確認して く ださい。 ステート メ ン ト  1075

ステップ  4 3 kW DC 電源モジュールを接続する場合は、 次の手順で、 4 つの端子スロ ッ ト に 4 本のケーブ
ル （2 本のプラス  ケーブルと  2 本のマイナス  ケーブル） を取り付けます。

a. 端子ボッ クスの 3 本のネジを外し、 保護カバーを取り外します （図 6-15 を参照）。

図 6-15 端子ボックスからの保護カバーの取り外し

b. 端子ボッ クス内にある  4 つの端子スロ ッ ト のそれぞれで、 2 つのナッ ト を外します。

c. 各端子から ラグを取り外します （合計 4 つのラグ）。

d. 4 本の電源ケーブルのそれぞれで、 ケーブルの端に注意深く ラグを圧着します。 端子ス
ロ ッ ト のいずれかにラグを戻せな くなるほど、 ケーブルやラグを変形させないでください。
また、 ラグからケーブルを引き抜けるか試して、 しっか り固定されている こ と を確認して
ください。

e. 2 つの端子電極にケーブル ラグを取り付けて、 各ケーブル ラグを端子に接続したら、 2 つ
のナッ ト で固定して 40 インチポン ド （4.5 N·m） で締めます。

（注） すべての電源接続に対して 2 種類の色のケーブルを使用する場合は、 すべてのプラス側
回路に 1 色のケーブルを使用し、 すべてのマイナス側回路にも う  1 色を使用します。

f. 保護カバーを端子ボッ クスに戻し、 3 本のネジで固定します。
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2 33
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1 カバーのネジを外します。 2 保護カバーを取り外します。
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ステップ  5 6 kW DC 電源モジュールを接続する場合は、 1 本または 2 本の電源ケーブル （シスコ部品番号 
N7K-DC-CAB=） のプラグ側を電源モジュールの電源コンセン ト に差し込み、 プラグの 2 本
のネジを  11 ～ 15 インチポン ド （1.2 ～ 1.7 N·m） で締めます。

（注） プラグが簡単に挿入できない場合は、 プラグの向きを変えて、 再度挿入します。

ステップ  6 次の手順で、 4 つの電源モジュールと  4 本の電源ケーブルから成る各セッ ト を  PIU に接続し
ます。

a. 4 つの PIU 端子から構成される  PIU 端子セッ ト から保護カバーを取り外します （図 6-16 の
番号 1 を参照）。

図 6-16 PIU への電源ケーブルの接続

b. カバーを外した各端子スロ ッ ト で、 ネジをゆるめて  2 つのナッ ト を外します （合計 8 つの
ナッ ト を外します） （図 6-16 の番号 4 を参照）。
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1 カバーを取り外します。 3 前面のプラス極に、 プラスの電源ケーブ
ル ラグ （2） を取り付けます。

2 前面のマイナス極に、 マイナスの電源
ケーブル ラグ （2） を取り付けます。 マ
イナス  ケーブルに特定の色を使用し、 プ
ラス  ケーブルにそれとは別の色を使用し
ます。

4 4 つの端子すべてを  8 つの M6 ナッ ト で固
定し、 40 インチポン ド （4.5 N·m） で締め
ます。
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c. 4 本の電源ケーブルの各ラグを  4 つの端子に接続し、 2 つのナッ ト で固定します。 PIU ス
ロ ッ ト に印されている とおりに、 各マイナス  ケーブルがマイナス端子に接続され、 各プラ
ス  ケーブルがプラス端子に接続されている こ と を確認します。図 6-16 の番号 2 と  3 を参照
して ください。

（注） すべての電源接続において 2 色に分かれたケーブルを使用する場合、 すべてのプラス側
回路に同一色のケーブルを使用し、 すべてのマイナス側回路にも う一方のカラーを使用
します。

d. カバーを外した各端子スロ ッ ト で、 ネジをゆるめて  2 つのナッ ト を外します （合計 8 つの
ナッ ト を外します） （図 6-17 の番号 3 を参照）。

図 6-17 PIU へのマイナス入力の接続

e. 4 本の電源ケーブルの各ラグを  4 つの端子に接続します。 各マイナス  ケーブルがマイナス端
子に接続され、各プラス  ケーブルがプラス端子に接続されているこ とを確認します。図 6-17 
の 1 および 2 を参照して ください。

1 マイナスの支柱にマイナス端子を取り付
けます。

3 4 つの端子のそれぞれを  2 つの M6 ナッ ト
で固定し、 40 インチポン ド （4.5 N·m） で
締めます。

2 プラ スの支柱にプラ ス端子を取 り付け
ます。

4 接続の上部カバーを再度取り付けます。

19
89

99

4

3

12
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f. 2 つのナッ ト で各ラグを端子の電極に固定し、 40 インチポン ド （4.5 N·m） で締めます。
図 6-17 の番号 3 を参照して ください。

g. PIU の保護カバーを元に戻します （図 6-17 の番号 4 を参照）。

ステップ  7 次の手順で、 PIU から  DC 電源に 4 本のケーブルを取り付けます。

a. 線の被覆が 0.75 インチ （19 mm） はがされていない場合は、 ワイヤ ス ト リ ッパを使用し
て、 線の端からその長さになるまで被覆を除去します。

b. マイナス  ケーブルを  DC 電源のマイナス端子に接続し、 プラス  ケーブルを  DC 電源のプラ
ス端子に接続します。 入力電源の冗長性が必要かど うかに応じて、 次のよ うに、 これらの
ケーブルを  1 つまたは 2 つの電源に接続します。

– 複合電源モード または電源モジュールの冗長性モードの場合は、 すべての DC 電源ケー
ブルを  1 つの DC 電源に接続します。

– 3 kW DC 電源モジュールを使用する入力電源の冗長性モード または完全冗長モードの
場合は、 半分の電源モジュールの電源ケーブルを  1 つの DC 電源に接続し、 も う半分の
電源モジュールの電源ケーブルを別の DC 電源に接続します。

– 6 kW DC 電源モジュールを使用する入力電源の冗長性モード または完全冗長モードの
場合は、電源モジュールの上部電源プラグに接続されている  4 本の電源コードを  1 つの
DC 電源に接続し、下部電源プラグの 4 本の電源ケーブルを別の DC 電源に接続します。

ステップ  8 電源装置に接続された回路の電源がオフになっている場合、 回路ブレーカーで電源を入れま
す。 接続されている各電源モジュールの Input LED が変化します。

ステップ  9 接続されている  DC 電源モジュールの電源スイ ッチをスタンバイ （STBY または 0） からオン
（ON または 1） に切り替えます。 LED が点滅し、 Input LED のほかに、 Output LED もオンにな
り ます。

FAULT LED が点灯または点滅する場合、 Cisco TAC に連絡して ください。
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ネッ トワークへの Cisco Nexus 7000 シリーズ 
スイッチの接続

この章では、 Cisco Nexus 7000 シ リーズ スイ ッチをラ ッ クまたはキャビネッ ト に設置したあと
でネッ ト ワークに接続する方法 （コンソールで IP アド レスを設定し、 管理インターフェイスを
設定し、 イーサネッ ト  ポート をネッ ト ワークに接続する方法） について説明します。

この章は、 次の項で構成されています。

• 「接続の準備」 （P.7-1）

• 「必要な工具と部品」 （P.7-1）

• 「コンソールへの接続」 （P.7-2）

• 「初期スイ ッチ設定」 （P.7-3）

• 「管理インターフェイスの設定」 （P.7-5）

• 「スーパーバイザ CMP ポート の接続」 （P.7-5）

• 「I/O モジュールの接続」 （P.7-6）

接続の準備
Cisco Nexus 7000 シ リーズ スイ ッチをネッ ト ワーク接続する場所を準備する場合は、 インター
フェイスのタイプご とに以下を考慮して ください。

• 各インターフェイス  タ イプに必要なケーブル

• 各信号タイプの距離制限

• 必要な他のインターフェイス機器

スイ ッチを設置する前に、 その他すべての外部機器およびケーブルを使用可能にして ください。

必要な工具と部品
• コンソール ケーブル コネク タ  キッ ト ：Cisco Nexus 7000 シ リーズ スイ ッチと と もに出荷さ

れるアクセサ リ  キッ ト に、 このキッ トは含まれています。

• ネッ ト ワーク  ケーブル ： ネッ ト ワーク  ケーブルは、設置した Cisco Nexus 7000 シ リーズ ス
イ ッチの場所にすでにルート してあ り ます。

• スーパーバイザ モジュールに管理接続する場合は、 モジュ ラ型 RJ-45 UTP ス ト レー ト型
ケーブルまたはク ロス  ケーブルを使用する必要があ り ます。
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コンソールへの接続
Cisco Nexus 7000 シ リーズ スイ ッチをネッ ト ワーク管理接続するか、 スイ ッチをネッ ト ワーク
に接続する前に、 コンソール端末でローカルの管理接続を確立して、 スイ ッチの IP アド レスを
設定する必要があ り ます。

コンソールを使用し、 次の機能を実行する こ と もできます。 それぞれの機能は、 その接続を完
了したあとで管理インターフェイスによって実行できます。

• コマン ド ラ イン  インターフェイス （CLI） を使用してスイ ッチを設定

• ネッ ト ワークの統計データおよびエラーを監視する。

• 簡易ネッ ト ワーク管理プロ ト コル （SNMP） エージェン ト  パラ メータを設定

• ソフ ト ウェア  アップデート をダウンロードする。

このローカル管理接続は、 コンピュータ端末など、 非同期伝送に対応したコンソール デバイス
と  Cisco Nexus 7000 シ リーズの各スーパーバイザ モジュールの非同期シ リ アル ポート との間で
確立します。 スーパーバイザ モジュールでは、 次の 2 つの非同期シ リ アル ポート の う ちいずれ
かを使用します。

• CONSOLE シ リ アル ポート

このポートは、 コンソールへの直接接続に使用します。

• COM1/AUX シ リ アル ポート （Supervisor 1 のみ）

このポートは、 コンソールへのモデム接続に使用します。

（注） コンソール ポート をコンピュータ端末に接続する前に、 コンピュータ端末で VT100 端末エ
ミ ュレーシ ョ ンがサポート されている こ と を確認して ください。 端末エ ミ ュレーシ ョ ン  ソフ ト
ウェアによ り、 セッ ト アップ中および設定中にスイ ッチと コンピュータ間の通信が可能にな り
ます。

Cisco Nexus 7000 シ リーズ スイ ッチをコンピュータ端末に接続するには、 取り付けたスーパー
バイザ モジュールごとに次の手順に従います。

ステップ  1 次のデフォル ト のポート特性と一致するよ うに、 端末を設定します。

• 9600 ボー

• 8 データ  ビッ ト

• 1 ス ト ップ ビッ ト

• パリ テ ィなし

ステップ  2 Cisco Nexus 7000 シ リーズ スイ ッチの片方のスーパーバイザ モジュールにおいて、 次のシ リ ア
ル ポート の う ちいずれかに RJ-45 ロールオーバー ケーブルを接続します。

• CONSOLE シ リ アル ポート ： モデムを使用しない場合は、 このポー ト を使用します。

• COM1/AUX シ リ アル ポート ： モデムを使用する場合は、 このポート を使用します
（Supervisor 1 とのみ使用可能）。

このケーブルは、 Cisco Nexus 7000 シ リーズ スイ ッチのアクセサ リ  キッ ト の一部であるコン
ソール ケーブル コネク タ  キッ ト に含まれています。
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ステップ  3 ケーブル管理システムの中央のスロ ッ ト に RJ-45 ロールオーバー ケーブルを通してから、 コン
ソールかモデムまで送り ます。

ステップ  4 RJ-45 ロールオーバー ケーブルの反対側をコンソールに、 またはコンソールに接続可能なモデ
ムに接続します。 コンソールかモデムで RJ-45 接続を使用できない場合は、 コンソール ケーブ
ル コネク タ  キッ ト の次のアダプタの う ちいずれかを使用します。

• RJ-45/DSUB F/F アダプタ

• RJ-45/DSUB R/P アダプタ

• DB-9F/RJ-45F PC 端末

初期スイッチ設定
コンソールとのローカル管理接続を確立したら、 スイ ッチ管理インターフェイスに IP アド レス
を割り当て、 スイ ッチをネッ ト ワークに接続できるよ うにする必要があ り ます。

スイ ッチの電源を入れる とすぐにブート が始ま り、 スイ ッチを設定するための一連の質問が表
示されます。 こ こでは、 スイ ッチをネッ ト ワークに接続するために必要となる  IP アド レスの設
定方法について説明します。 スイ ッチをネッ ト ワークに接続できるよ うにするために、 IP アド
レス以外の各設定にはデフォル ト を使用できるよ うになっています。 『Cisco Nexus 7000 Series 
NX-OS Fundamentals Configuration Guide, Release 6.x』 で説明されている とおり、 その他の設定
は後で実行できます。

初期スイ ッチ設定を実行する前に、 次のインターフェイスに必要となる  IP アド レス とネッ ト マ
ス クを決める必要があ り ます。

• 管理 （Mgmt0） インターフェイス

• シャーシ スロ ッ ト  6 のスーパーバイザ モジュールの接続管理プロセッサ （CMP）
（Supervisor 1 モジュールのみ）

• シャーシのスロ ッ ト  5 にあるスーパーバイザ モジュールの CMP （Supervisor 1 モジュール
のみ）

（注） ネッ ト ワーク内のデバイス間でスイ ッチを識別するために必要な、 一意の名前も知っておいて
ください。

初期スイ ッチ設定に必要となる  IP アド レスを定義する手順は次のとおりです。

ステップ  1 スイ ッチ シャーシに取り付けた各電源モジュールで、 電源スイ ッチをスタンバイ （STBY また
は 0） からオン （ON または 1） に切り替えてスイ ッチの電源を入れます。

電源装置がスイ ッチに電力を送る と、 各電源装置の Input LED と  Output LED が点灯します （グ
リーン）。

スイ ッチで使用するパスワードを指定するよ うに求められます。

ステップ  2 このスイ ッチに使用する新しいパスワードを入力します。

パスワードのセキュ リ テ ィ強度が確認され、 強力なパスワードである と見なされない場合、 そ
のパスワードは拒否されます。 パスワードのセキュ リ テ ィ強度を上げるには、 次のガイ ド ラ イ
ンにパスワードが従っている こ と を確認します。
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• 低 8 文字 

• 連続した文字 （「abcd」 など） の使用を 低限にするか使用しない 

• 文字の繰り返し （「aaabbb」 など） を 低限にするか使用しない 

• 辞書で確認できる単語が含まれない

• 正しい名前を含んでいない 

• 大文字および小文字の両方が含まれている  

• 数字と文字が含まれる

強力なパスワードの例を次に示します。

• If2CoM18 

• 2004AsdfLkj30 

• Cb1955S21

（注） 平文のパスワードには、 特殊文字のドル記号 （$） を含める こ とはできません。

ヒン ト パスワードが弱い場合 （短くて解読しやすいパスワードである場合）、 そのパスワー
ド設定は拒否されます。 この手順で説明したよ うに、 強力なパスワードを設定して く
ださい。 パスワードは大文字と小文字が区別されます。

強力なパスワードを入力する と、 パスワードを確認するよ うに求められます。

ステップ  3 同じパスワードを再入力します。

同じパスワードを入力すると、 パスワードが承認され、 設定に関する一連の質問が開始されます。

ステップ  4 IP アド レスを要求されるまで、 質問ごとにデフォル ト設定を入力できます。

Mgmt0 IPv4 アド レスを要求されるまで、 質問ごとにこの手順を繰り返します。

ステップ  5 管理インターフェイスの IP アド レスを入力します。

Mgmt0 IPv4 ネッ ト マス クの入力を求められます。

ステップ  6 管理インターフェイスのネッ ト ワーク  マスクを入力します。

設定を編集する必要があるかど うかを尋ねられます。

ステップ  7 設定を変更しない場合は、 no と入力します。

設定を保存する必要があるかど うかを尋ねられます。

ステップ  8 設定を保存する場合は、 yes と入力します。

これで、 Cisco Nexus 7000 シ リーズ スイ ッチのスーパーバイザ モジュールごとに管理インター
フェイスを設定できるよ うにな り ました。
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管理インターフェイスの設定
Cisco Nexus 7000 シ リーズのスーパーバイザ管理ポート （MGMT ETH） によって帯域外管理が
提供されるので、 CLI または Data Center Network Manager （DCNM） インターフェイスを使用
して、 IP アド レスでスイ ッチを管理できます。 このポート では、 RJ-45 インターフェイスで 
10/100/1000 イーサネッ ト接続が使用されます。

（注） デュアル スーパーバイザ スイ ッチでは、 両方のスーパーバイザ モジュールの管理インター
フェイスをネッ ト ワークに接続する こ とによ り、 アクテ ィブなスーパーバイザ モジュールが常
にネッ ト ワークに接続されるよ うにする こ とができます。 このよ うにする こ とで、 どのスー
パーバイザ モジュールがアクテ ィブであっても、 ネッ ト ワークから実行され、 アクセス可能な
管理インターフェイスをスイ ッチで自動的に使用できるよ うにな り ます。

注意 IP アド レスの重複を防ぐために、 初期設定が完了するまでは、 MGMT 10/100/1000 イーサネッ
ト  ポート を接続しないでください。 詳細については、 「初期スイ ッチ設定」 （P.7-3） を参照して
ください。

スーパーバイザ モジュールをネッ ト ワークに接続するには、 スーパーバイザ モジュールごと
に次の手順に従います。

ステップ  1 モジュラ型 RJ-45 UTP ケーブルをスーパーバイザ モジュールの MGMT ETH ポートに接続します。

ステップ  2 ケーブル管理システムの中央スロ ッ ト にケーブルを通します。

ステップ  3 ケーブルの反対側をネッ ト ワーク  デバイスの 10/100/1000 イーサネッ ト  ポートに接続します。

スーパーバイザ CMP ポートの接続
Cisco Nexus 7000 シ リーズのSupervisor 1 モジュールに含まれる  CMP は （CMP は Supervisor 2 
または Supervisor 2E モジュールに含まれていません）、 セカンダ リ軽量プロセッサであ り、 こ
れによって、 コン ト ロール プロセッサに到達できないと きでも補助ネッ ト ワーク  インター
フェイスをシステムで使用できるよ うにな り ます。 CMP にアクセスする と、 CP コンソールの
引き継ぎ、 CP の再起動、 特定 I/O モジュールの再起動などの操作を実行できます。

注意 IP アド レスの重複を防ぐために、 初期設定が完了するまでは、 CMP MGMT 10/100/1000 イーサ
ネッ ト  ポート をネッ ト ワークに接続しないでください。 詳細については、 「コンソールへの接
続」 （P.7-2） を参照して ください。
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CMP をネッ ト ワークに接続するには、 取り付けたスーパーバイザ モジュールごとに次の手順
に従います。

ステップ  1 モジュラ型 RJ-45 UTP ケーブルをスーパーバイザ モジュールの CMP MGMT ETH ポート に接続
します。

ステップ  2 ケーブル管理システムにケーブルを通して、 ネッ ト ワーキング  デバイスまで送り ます。

ポー ト を設定する場合は、 『Cisco Nexus 7000 Series Connectivity Management Processor 
Configuration Guide』 を参照して ください。

I/O モジュールの接続
スイッチの IP アドレスを設定し、 スイ ッチの帯域外管理接続を確立したら、 銅線 （1000BASE-T）
および光ファ イバ （SFP、 SFP+、 FET、 X2） I/O モジュールをネッ ト ワークに接続できます。
表 7-1 には、 各種の I/O モジュールで使用できるコネク タ とケーブルが リ ス ト されています。
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表 7-1  I/O モジュールでサポート されるコネクタおよびケーブル

Module ポート  タイプ
コネクタまたはト ラン
シーバ ケーブル タイプ

F1 シ リーズ 32 ポート  1/10 ギガビッ
ト  イーサネッ ト （N7K-F132XP-15）

SFP+

SFP

1000BASE-T

DWDM-SFP10G-xx.xx

SFP-H10GB-ACU7M
SFP-H10GB-ACU10M

SFP-H10GB-CU1M
SFP-H10GB-CU1.5M
SFP-H10GB-CU2M
SFP-H10GB-CU2.5M
SFP-H10GB-CU3M
SFP-H10GB-CU5M

SFP-10G-AOC1M
SFP-10G-AOC2M
SFP-10G-AOC3M
SFP-10G-AOC5M
SFP-10G-AOC7M
SFP-10G-AOC10M

SFP-10G-ER
SFP-10G-LR
SFP-10G-LRM
SFP-10G-SR
SFP-10G-ZR 2

CWDM-SFP-1xxx
DWDM-SFP-1xxx
GLC-EX-SMD
GLC-LH-SM
GLC-LH-SMD
GLC-SX-MM
GLC-SX-MMD
GLC-ZX-SM
GLC-ZX-SMD
SFP-GE-L
SFP-GE-S
SFP-GE-Z

GLC-T
SFP-GE-T

光ファ イバ

Twinax ケーブル アセンブ
リ 、 アクテ ィブ

Twinax ケーブル アセンブ
リ 、 パッシブ

アクテ ィブな光ケーブル

光ファ イバ

光ファ イバ

銅 



7-8
『Cisco Nexus 7000 シリーズ ハードウェア インスト レーシ ョ ン  および リ ファレンス ガイド』

OL-23069-07-J

第 7 章      ネッ トワークへの Cisco Nexus 7000 シリーズ スイッチの接続   
I/O モジュールの接続

F2 シ リーズ 48 ポート  1/10 ギガビッ
ト  イーサネッ ト  XL （N7K-F248XP-25 
および N7K-F248XP-25E）

SFP+

SFP

1000BASE-T

DWDM-SFP10G-xx.xx

FET-10G

SFP-H10GB-ACU7M
SFP-H10GB-ACU10M

SFP-H10GB-CU1M
SFP-H10GB-CU1.5M
SFP-H10GB-CU2M
SFP-H10GB-CU2.5M
SFP-H10GB-CU3M
SFP-H10GB-CU5M

SFP-10G-AOC1M
SFP-10G-AOC2M
SFP-10G-AOC3M
SFP-10G-AOC5M
SFP-10G-AOC7M
SFP-10G-AOC10M

SFP-10G-ER
SFP-10G-LR
SFP-10G-LRM
SFP-10G-SR
SFP-10G-ZR 2

CWDM-SFP-1xxx
DWDM-SFP-xxxx
GLC-LH-SM
GLC-LH-SMD
GLC-SX-MM
GLC-SX-MMD
GLC-ZX-SM
GLC-ZX-SMD
SFP-GE-L
SFP-GE-S
SFP-GE-Z

GLC-T
SFP-GE-T

光ファ イバ

Twinax ケーブル アセンブ
リ 、 アクテ ィブ

Twinax ケーブル アセンブ
リ 、 パッシブ

アクテ ィブな光ケーブル

光ファ イバ

光ファ イバ

銅 

表 7-1  I/O モジュールでサポート されるコネクタおよびケーブル （続き）

Module ポート  タイプ
コネクタまたはト ラン
シーバ ケーブル タイプ



7-9
『Cisco Nexus 7000 シリーズ ハードウェア インス ト レーシ ョ ン  および リ ファレンス ガイド』

OL-23069-07-J

第 7 章      ネッ トワークへの Cisco Nexus 7000 シリーズ スイッチの接続

I/O モジュールの接続

F3 シ リーズ、 12 ポート  40 ギガビッ
ト  イーサネッ ト （N7K-F312FQ-25）

QSFP+ FET-40G

QSFP-H40G-ACU7M
QSFP-H40G-ACU10M

QSFP-H40G-AOC1M
QSFP-H40G-AOC2M
QSFP-H40G-AOC3M
QSFP-H40G-AOC5M
QSFP-H40G-AOC7M
QSFP-H40G-AOC10M

QSFP-4X10G-AC7M
QSFP-4X10G-AC10M

QSFP-4X10G-AOC1M
QSFP-4X10G-AOC2M
QSFP-4X10G-AOC5M
QSFP-4X10G-AOC7M
QSFP-4X10G-AOC10M

QSFP-40G-CSR4
QSFP-40G-SR-BD
QSFP-40G-SR4

光ファ イバ

直接接続
銅、 アクテ ィブ

アクテ ィブな光ケーブル 
アセンブ リ

直接接続銅線ブレークア
ウ ト  ケーブル、 アクティブ

アクテ ィブな光ブレーク
アウ ト  ケーブル アセンブリ

光ファ イバ

M1 シ リーズ、 32 ポート  10 ギガビッ
ト  イーサネッ ト （N7K-M132XP-12）

SFP+ FET-10G1

SFP-10G-ER
SFP-10G-LR
SFP-10G-SR

SFP-10GB-ACU7M
SFP-10GB-ACU10M

光ファ イバ 

Twinax 銅ケーブル、 アク
テ ィブ

表 7-1  I/O モジュールでサポート されるコネクタおよびケーブル （続き）

Module ポート  タイプ
コネクタまたはト ラン
シーバ ケーブル タイプ
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M1 シ リーズ、 32 ポート  10 ギガビッ
ト  イーサネッ ト  XL
（N7K-M132XP-12L）

SFP+ DWDM-SFP10G-xx.xx

FET-10G1

SFP-10G-AOC1M
SFP-10G-AOC2M
SFP-10G-AOC3M
SFP-10G-AOC5M
SFP-10G-AOC7M
SFP-10G-AOC10M

SFP-10G-ER
SFP-10G-LR
SFP-10G-LRM
SFP-10G-SR
SFP-10G-ZR2

SFP-H10GB-CU1M
SFP-H10GB-CU1.5M
SFP-H10GB-CU2M
SFP-H10GB-CU2.5M
SFP-H10GB-CU3M
SFP-H10GB-CU5M

SFP-H10GB-ACU7M
SFP-H10GB-ACU10M

光ファ イバ

アクテ ィブな光ケーブル 
アセンブ リ

光ファ イバ

Twinax 銅ケーブル、 パッ
シブ

Twinax 銅ケーブル、 アク
テ ィブ

M1 シ リーズ、 48 ポー ト  1 ギガビッ
ト  イーサネッ ト （N7K-M148GS-11）

SFP

1000BASE-T

CWDM-SFP-1xxx
DWDM-SFP-1xxx
GLC-BX-D
GLC-BX-U
GLC-EX-SMD
GLC-LH-SM
GLC-LH-SMD
GLC-SX-MM
GLC-SX-MMD
GLC-ZX-SM
SFP-GE-L
SFP-GE-S
SFP-GE-Z

GLC-T
SFP-GE-T

光ファ イバ

銅 

表 7-1  I/O モジュールでサポート されるコネクタおよびケーブル （続き）

Module ポート  タイプ
コネクタまたはト ラン
シーバ ケーブル タイプ
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M1 シ リーズ、 48 ポー ト  1 ギガビッ
ト  イーサネッ ト  XL
（N7K-M148GS-11L）

SFP

1000BASE-T

CWDM-SFP-1xxx
DWDM-SFP-1xxx
GLC-BX-D
GLC-BX-U
GLC-EX-SMD
GLC-LH-SM
GLC-LH-SMD
GLC-SX-MM
GLC-SX-MMD
GLC-ZX-SM
GLC-ZX-SMD
SFP-GE-L
SFP-GE-S
SFP-GE-Z

GLC-T
SFP-GE-T

光ファ イバ

銅 

M1 シ リーズ、48 ポート  10/100/1000 ギ
ガビッ ト  イーサネッ ト
（N7K-M148GT-11）

1000BASE-T RJ-45 銅 

M1 シ リーズ、48 ポート  10/100/1000 ギ
ガビッ ト  イーサネッ ト
（N7K-M148GT-11L）

1000BASE-T RJ-45 銅 

M1 シ リーズ、 8 ポート  10 ギガビッ
ト  イーサネッ ト （N7K-M108X2-12L）

10GBASE-X2

10GBASE-X SFP+

10GBASE-X X2

DWDM-X2-xx.xx

SFP-10G-LR3

SFP-10G-LRM3

SFP-10G-SR3

SFP-H10GB-CU1M3

SFP-H10GB-CU3M3

SFP-H10GB-CU5M3

X2-10GB-ER
X2-10GB-LR
X2-10GB-LRM/
X2-10GB-LX4
X2-10GB-SR
X2-10GB-ZR

X2-10GB-CX4

Fiber optic ?

Twinax 銅ケーブル、 パッ
シブ

光ファ イバ

銅

表 7-1  I/O モジュールでサポート されるコネクタおよびケーブル （続き）

Module ポート  タイプ
コネクタまたはト ラン
シーバ ケーブル タイプ
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M2 シ リーズ、 24 ポート  10 ギガビッ
ト  イーサネッ ト
（N7K-M224XP-23L）

10GBASE-X SFP+ DWDM-SFP10G-xx.xx

FET-10G1

QSFP-4X10G-AC7M
QSFP-4X10G-AC10M

QSFP-4X10G-AOC1M
QSFP-4X10G-AOC2M
QSFP-4X10G-AOC3M
QSFP-4X10G-AOC5M
QSFP-4X10G-AOC7M
QSFP-4X10G-AOC10M

SFP-H10GB-CU1M
SFP-H10GB-CU1.5M
SFP-H10GB-CU2M
SFP-H10GB-CU2.5M
SFP-H10GB-CU3M
SFP-H10GB-CU5M

SFP-H10GB-ACU7M
SFP-H10GB-ACU10M

SFP-10G-AOC1M
SFP-10G-AOC2M
SFP-10G-AOC3M
SFP-10G-AOC5M
SFP-10G-AOC7M
SFP-10G-AOC10M

SFP-10G-ER
SFP-10G-LR
SFP-10G-LRM
SFP-10G-SR
SFP-10G-ZR2

光ファ イバ

光ファ イバ

直接接続銅線ブレークア
ウ ト  ケーブル アセンブ リ

アクテ ィブな光ブレーク
アウ ト  ケーブル アセンブリ

Twinax 銅ケーブル、 パッ
シブ

Twinax 銅ケーブル、 アク
テ ィブ

アクテ ィブな光ケーブル 
アセンブ リ

光ファ イバ

表 7-1  I/O モジュールでサポート されるコネクタおよびケーブル （続き）

Module ポート  タイプ
コネクタまたはト ラン
シーバ ケーブル タイプ
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この項では、 次の ト ピ ッ クについて取り上げます。

• 「1000BASE-T ポート との接続と接続解除」 （P.7-13）

• 「SFP、 SFP+、 または X2 ポート の接続と接続解除」 （P.7-14）

1000BASE-T ポート との接続と接続解除

この項では、 次の ト ピ ッ クについて取り上げます。

• 「ネッ ト ワークへの 1000BASE-T ポート の接続」 （P.7-14）

• 「ネッ ト ワークからの 1000BASE-T ポート の接続解除」 （P.7-14）

M2 シ リーズ、 6 ポート  40 ギガビッ
ト  イーサネッ ト
（N7K-M206FQ-23L）

QSFP+ FET-40G

QSFP-H40G-ACU7M
QSFP-H40G-ACU10M

QSFP-H40G-AOC1M
QSFP-H40G-AOC2M
QSFP-H40G-AOC3M
QSFP-H40G-AOC5M
QSFP-H40G-AOC7M
QSFP-H40G-AOC10M

QSFP-4X10G-AC7M
QSFP-4X10G-AC10M

QSFP-4X10G-ACU7M
QSFP-4X10G-ACU10M

QSFP-4X10G-AOC1M
QSFP-4X10G-AOC2M
QSFP-4X10G-AOC5M
QSFP-4X10G-AOC7M
QSFP-4X10G-AOC10M

QSFP-40G-CSR4
QSFP-40G-SR-BD
QSFP-40G-SR4

光ファ イバ

直接接続銅線ケーブル、
アクテ ィブ

アクテ ィブな光ケーブル

Twinax 直接接続銅線ブ
レークアウ ト  ケーブル

直接接続のブレークアウ
ト  ケーブル アセンブ リ

アクテ ィブな光ブレーク
アウ ト  ケーブル

光ファ イバ

M2 シ リーズ、 2 ポート  100 ギガビッ
ト  イーサネッ ト （N7K-M202CF-22L）

CFP CFP-100G-LR4
CFP-100G-SR10
CFP-40G-LR4
CFP-40G-SR4

光ファ イバ

1. FET はこの I/O モジュールをファブ リ ッ ク  エクステンダ （FEX） に接続する場合にのみ使用されます。

2. バージ ョ ン  2 以降のバージ ョ ンが必要です。

3. CVR-X2-SFP10G OneX Converter モジュール （X2 から  SFP+ へのアダプタ） が必要です。

表 7-1  I/O モジュールでサポート されるコネクタおよびケーブル （続き）

Module ポート  タイプ
コネクタまたはト ラン
シーバ ケーブル タイプ
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ネッ トワークへの 1000BASE-T ポートの接続

RJ-45 コネク タ付きの銅線のネッ ト ワーク  インターフェイス  ケーブルは、 48 ポート の 
10/100/1000 イーサネッ ト  I/O モジュールのポート に接続できます （N7K-M148GT-11 および 
N7K-M148GT-11L）。

1000BASE-T イーサネッ ト  ポート をネッ ト ワークに接続するには、 次の手順に従います。

ステップ  1 静電気防止用リ ス ト  ス ト ラ ップを着用して、 使用法に従います。

ステップ  2 インターフェイス  ケーブルをケーブル管理スロ ッ ト に通し、 このケーブル用のポート が付いた 
I/O モジュールまで送り ます。

ステップ  3 インターフェイス  ケーブルの RJ-45 コネク タを I/O モジュールの適切なポートに差し込みます。

ネッ トワークからの 1000BASE-T ポートの接続解除

RJ-45 コネク タをモジュールのポート から引き抜いて、 48 ポート の 10/100/1000 イーサネッ ト  
モジュールから銅線のネッ ト ワーク  インターフェイス  ケーブルを接続解除できます。

1000BASE-T イーサネッ ト  ポート をネッ ト ワークから接続解除するには、 次の手順に従います。

ステップ  1 静電気防止用リ ス ト  ス ト ラ ップを着用して、 使用法に従います。

ステップ  2 インターフェイス  ケーブルの RJ-45 コネク タをイーサネッ ト  I/O モジュールの適切なポート か
ら引き抜きます。

ステップ  3 （オプシ ョ ン） スイ ッチからケーブルを取り外す必要がある場合は、 ケーブル管理スロ ッ ト か
ら引き抜きます。

SFP、 SFP+、 または X2 ポートの接続と接続解除

使用している  I/O モジュールのモデルによっては、 SFP、 SFP+、 または X2 ト ランシーバを使用
できます。 これらの ト ランシーバの一部は、 ト ランシーバに接続する光ファ イバ ケーブルを使
用して動作し、 他の ト ランシーバは事前に接続されている銅ケーブルを使用して動作します。
ポー ト用の光ファ イバ ケーブルを取り付けるには、 ト ランシーバに光ファ イバ ケーブルを取
り付ける前に、 1 ギガバイ ト光ポート用の SFP ト ランシーバを取り付けるか、 10 ギガバイ ト光
ポート用の SFP+ または X2 ト ランシーバかファブ リ ッ ク  エクステンダ ト ランシーバ （FET）
を取り付ける必要があ り ます。 光ファ イバ ト ランシーバを取り外す場合は、 まず ト ランシーバ
から光ファ イバ ケーブルを取り外し、 その後でポー ト から ト ランシーバを取り外します。

注意 ト ランシーバの取り付けおよび取り外しを行う と、 耐用年数が短くな り ます。 ト ランシーバの
取り外しおよび取り付けは、 絶対必要な場合以外は行わないでください。 ト ランシーバの取り
付けまたは取り外しを行う際は、 ケーブルやト ランシーバの破損を防止するため、 ケーブルを
抜いた状態で行う こ と を推奨します。
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この項では、 次の ト ピ ッ クについて取り上げます。

• 「 ト ランシーバの取り付け」 （P.7-15）

• 「 ト ランシーバの取り外し」 （P.7-15）

• 「 ト ランシーバへの光ファ イバ ケーブルの接続」 （P.7-16）

• 「 ト ランシーバからの光ファ イバ ケーブルの接続解除」 （P.7-17）

• 「 ト ランシーバおよび光ファ イバ ケーブルのメ ンテナンス」 （P.7-17）

ト ランシーバの取り付け

（注） 表 7-1 （P.7-7） に記載されている ト ランシーバだけを使用して ください。 各シスコ  ト ランシー
バには、 その ト ランシーバがスイ ッチの要件を満たしているかど うかをスイ ッチで確認できる
よ うに、 モデル情報がコード化されています。

ト ランシーバを取り付ける手順は、 次のとおりです。

ステップ  1 静電気防止用リ ス ト  ス ト ラ ップを着用して、 使用法に従います。

ステップ  2 ポート  ケージのダス ト  カバーを外します。

ステップ  3 ト ランシーバのポート側のダス ト  カバーを外します。

ステップ  4 ト ランシーバをポート に差し込みます。

注意 ト ランシーバが取り付けにくい場合は、 ト ランシーバの向き と、 ク ラスプの位置が正しいかど
うかを確認して ください。

ステップ  5 光ファ イバ ケーブルを取り付ける場合は、 取り付け済みト ランシーバに 2 本の光ケーブルを接
続します （「 ト ランシーバへの光ファ イバ ケーブルの接続」 （P.7-16） を参照）。

（注） ケーブルを ト ランシーバに接続できない場合は、 ト ランシーバのケーブル側にダス ト  プラグを
取り付けるか、 またはそのままにします。

ト ランシーバの取り外し

ト ランシーバを取り外す手順は、 次のとおりです。

ステップ  1 静電気防止用リ ス ト  ス ト ラ ップを着用して、 使用法に従います。

ステップ  2 ケーブルが ト ランシーバに取り付けられている場合は、 「 ト ランシーバからの光ファ イバ ケー
ブルの接続解除」 （P.7-17） の説明に従ってケーブルを取り外します。
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ステップ  3 次のいずれかの方法で、 ポー ト から ト ランシーバを取り外します。

• SFP または SFP+ ト ランシーバの場合は、 ト ランシーバの前面でク ラスプを開いて、 ポー ト
から ト ランシーバを抜き取り ます。

• X2 ト ランシーバの場合、 ト ランシーバのカラーを押して、 ポー ト からそれをロ ッ ク解除
し、 ポー ト から ト ランシーバを引き出します。

ステップ  4 ト ランシーバをシスコの担当者に返送する場合、 ト ランシーバのポート側にダス ト  カバーを挿
入し、 ト ランシーバを静電気防止用マッ ト の上に置くか、 または静電気防止袋に入れます。

ステップ  5 別の ト ランシーバが取り付けられていない場合、 オプテ ィカル ポート  ケージにきれいなカ
バーを挿入して保護します。

ト ランシーバへの光ファイバ ケーブルの接続

注意 光ファ イバ ケーブルの損傷を防ぐために、 ケーブルに公称制限値を超える張力をかけないでく
ださい。 また、 ケーブルに張力がかかっていない場合でも、 ケーブルを半径 1 インチ （2.54 cm）
未満に曲げないでください。 ケーブルに張力がかかっている場合は、 半径 2 インチ （5.08 cm）
未満に曲げないでください。

ケーブルやト ランシーバの破損を防止するため、 ト ランシーバへのケーブルの取り付けは、 ト
ランシーバをポート に設置してから行って ください。

ト ランシーバにケーブルを取り付ける手順は、 次のとおりです。

ステップ  1 静電気防止用リ ス ト  ス ト ラ ップを着用して、 使用法に従います。

ステップ  2 ケーブルのポート  コネク タからダス ト  カバーを外します。

ステップ  3 ト ランシーバのケーブル側のダス ト  カバーを外します。

ステップ  4 ケーブル コネク タを ト ランシーバに合わせ、 しっか りはまるまでコネク タを ト ランシーバに差
し込みます （SFP または SFP+ ト ランシーバについては、 図 7-1 を参照して ください）。

ケーブルが取り付けにくい場合、 ケーブルの向きを確認して ください。

図 7-1 イーサネッ ト  SFP または SFP+ ト ランシーバへの LC タイプ ケーブルの接続

LC plug

SFP + module

18
72

97
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ト ランシーバからの光ファイバ ケーブルの接続解除

注意 光ファ イバ ケーブルを接続解除した場合、 光ファ イバの露出した開口部はダス ト  プラグで
覆って ください。

ケーブルを取り外す手順は、 次のとおりです。

ステップ  1 静電気防止用リ ス ト  ス ト ラ ップを着用して、 使用法に従います。

ステップ  2 あとで参照するために、 ケーブルとポート の接続を記録しておきます。

ステップ  3 ケーブルの リ リース  ラ ッチを押し、 コネク タの接続部付近をつかんで、 コネク タを ト ランシー
バからゆっ く り引き抜きます。

（注） ケーブルが抜けに くい場合は、 ケーブルのラ ッチが外れているかど う か確認して くだ
さい。

ステップ  4 ダス ト  プラグを、 ト ランシーバのケーブル側に差し込みます。

ステップ  5 ケーブルの端にダス ト  プラグを差し込みます。

ト ランシーバおよび光ファイバ ケーブルのメンテナンス

高精度の信号を維持し、 コネク タの損傷を防ぐためには、 ト ランシーバおよび光ファ イバ ケー
ブルを常に埃のない清潔な状態に保つ必要があ り ます。 減衰 （光損失） は汚れによって増加し
ます。 減衰量は 0.35 dB 未満でなければな り ません。

メ ンテナンスの際には、 次の注意事項に従って ください。

• ト ランシーバは静電気に敏感です。 静電破壊を防止するために、 アースしたシャーシに接
続している静電気防止用リ ス ト  ス ト ラ ップを着用して ください。

• ト ランシーバの取り外しおよび取り付けは、 必要以上に行わないでください。 取り付けお
よび取り外しを頻繁に行う と、 耐用年数が短くな り ます。

• 未使用の光接続端子には、 必ずカバーを取り付けて ください。 埃によって光ファ イバ ケー
ブルの先端が傷つかないよ うに、 使用前に清掃して ください。

• コネク タの端に触れないよ うに注意して ください。 端に触れる と指紋が残り、 その他の汚
染の原因となる こ とがあ り ます。

• コネク タを定期的に清掃して ください。 必要な清掃の頻度は、 設置環境によって異な り ま
す。 また、 埃が付着した り、 誤って手を触れた場合には、 コネク タを清掃して ください。
ウェ ッ ト  ク リーニングと ド ラ イ  ク リーニングの両方が効果的です。 設置場所の光ファ イバ
接続の清掃手順に従って ください。

• 埃が付着していないこ と、 および損傷していないこ とを定期的に確認して ください。 損傷
している可能性がある場合には、 清掃後に顕微鏡を使用してファ イバの先端を調べ、 損傷
しているかど うかを確認して ください。
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スイッチ ハードウェアの管理

この章では、 ファブ リ ッ クや I/O モジュールを含むスイ ッチ ハード ウェアの管理方法と、 シス
テムおよびモジュールの状態を監視する方法について説明します。 この章は、 次の項で構成さ
れています。

• 「ス イ ッチ ハード ウェア  インベン ト リの表示」 （P.8-1）

• 「ス イ ッチのシ リ アル番号の表示」 （P.8-7）

• 「電力消費量の表示」 （P.8-9）

• 「電源コンフ ィギュレーシ ョ ン  モード」 （P.8-10）

• 「モジュールについて」 （P.8-16）

• 「モジュールのステータスの確認」 （P.8-20）

• 「モジュール状態のチェ ッ ク」 （P.8-21）

• 「モジュールへの接続」 （P.8-22）

• 「コンソールから  I/O モジュールにアクセスする方法」 （P.8-23）

• 「モジュールのシャ ッ ト ダウン」 （P.8-24）

• 「モジュールの温度について」 （P.8-26）

• 「環境情報の表示」 （P.8-28）

• 「モジュールの リ ロード」 （P.8-31）

• 「モジュール設定の保存」 （P.8-32）

• 「モジュール設定の削除」 （P.8-32） 

• 「フ ァブ リ ッ ク  モジュール用に予約された電力量の変更」 （P.8-33）

• 「フ ァン  ト レイについて」 （P.8-34）

• 「EPLD の設定」 （P.8-36）

• 「デフォル ト設定」 （P.8-57）

スイッチ ハードウェア インベン ト リの表示
show inventory コマン ドを入力し、 製品 ID、 シ リ アル番号、 バージ ョ ン  ID などの現場交換可
能ユニッ ト （FRU） に関する情報を表示できます。 例 8-1を参照して ください。
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例 8-1 ハードウェア インベン ト リの表示

switch# show inventory
psconfigs# sh inventory
NAME: "Chassis",  DESCR: "Nexus7000 C7009 (9 Slot) Chassis "
PID: N7K-C7009           ,  VID: V01 ,  SN: JAF1437APPD

NAME: "Slot 1",  DESCR: "Supervisor module-1X"
PID: N7K-SUP-1           ,  VID: V09 ,  SN: JAF1414AQFD

NAME: "Slot 2",  DESCR: "Supervisor module-1X"
PID: N7K-SUP-1           ,  VID: V03 ,  SN: JAF1240AHNH

NAME: "Slot 3",  DESCR: "10/100/1000 Mbps Ethernet Module"
PID: N7K-M148GT-11       ,  VID: V01 ,  SN: JAB115000NJ

NAME: "Slot 4",  DESCR: "10 Gbps Ethernet Module"
PID: N7K-M132XP-12       ,  VID: V01 ,  SN: JAB1152010A

NAME: "Slot 5",  DESCR: "10/100/1000 Mbps Ethernet XL Module"
PID: N7K-M148GT-11L      ,  VID: 0   ,  SN: JAF1416ABPM

NAME: "Slot 6",  DESCR: "10 Gbps Ethernet XL Module"
PID: N7K-M108X2-12L      ,  VID: 0   ,  SN: JAF1333AAJR

NAME: "Slot 7",  DESCR: "1000 Mbps Optical Ethernet Module"
PID: N7K-M148GS-11       ,  VID: V02 ,  SN: JAF1409APRB

NAME: "Slot 8",  DESCR: "1/10 Gbps Ethernet Module"
PID: N7K-F132XP-15       ,  VID: V01 ,  SN: JAF1424CFJR

NAME: "Slot 9",  DESCR: "1/10 Gbps Ethernet Module"
PID: N7K-F132XP-15       ,  VID: V01 ,  SN: JAF1321ANHP

NAME: "Slot 10",  DESCR: "Fabric card module"
PID: N7K-C7009-FAB-2     ,  VID: V01 ,  SN: JAF1448ARHJ

NAME: "Slot 11",  DESCR: "Fabric card module"
PID: N7K-C7009-FAB-2     ,  VID: V01 ,  SN: JAF1451BSSF

NAME: "Slot 12",  DESCR: "Fabric card module"
PID: N7K-C7009-FAB-2     ,  VID: V01 ,  SN: JAF1448ARHQ

NAME: "Slot 13",  DESCR: "Fabric card module"
PID: N7K-C7009-FAB-2     ,  VID: V01 ,  SN: JAF1509BHBE

NAME: "Slot 14",  DESCR: "Fabric card module"
PID: N7K-C7009-FAB-2     ,  VID: V01 ,  SN: JAF1509BHCB

NAME: "Slot 33",  DESCR: "Nexus7000 C7009 (9 Slot) Chassis Power Supply"
PID: N7K-AC-6.0KW        ,  VID: V01 ,  SN: DTM141600XT

NAME: "Slot 34",  DESCR: "Nexus7000 C7009 (9 Slot) Chassis Power Supply"
PID: N7K-AC-6.0KW        ,  VID: V01 ,  SN: DTM1414007T

NAME: "Slot 35",  DESCR: "Nexus7000 C7009 (9 Slot) Chassis Fan Module"
PID: N7K-C7009-FAN       ,  VID: V00 ,  SN: JAF1433DDEJ

switch#

スイ ッチ ハード ウェア  インベン ト リ の詳細を表示するには、 show hardware コマン ドを入力し
ます。 例 8-2 を参照して ください。
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例 8-2 ハードウェア情報の表示

switch# show hardware
Cisco Nexus Operating System (NX-OS) Software
TAC support: http://www.cisco.com/tac
Copyright (c) 2002-2010, Cisco Systems, Inc. All rights reserved.
The copyrights to certain works contained in this software are
owned by other third parties and used and distributed under
license. Certain components of this software are licensed under
the GNU General Public License (GPL) version 2.0 or the GNU
Lesser General Public License (LGPL) Version 2.1. A copy of each
such license is available at
http://www.opensource.org/licenses/gpl-2.0.php and
http://www.opensource.org/licenses/lgpl-2.1.php

Software
  BIOS:      version 3.19.0
  loader:    version N/A
  kickstart: version 5.0(2)
  system:    version 5.0(2)
  BIOS compile time:       03/31/09
  kickstart image file is: bootflash:/n7000-s1-kickstart.5.0.2.bin.S19
  kickstart compile time:  12/25/2020 12:00:00 [03/04/2010 19:45:32]
  system image file is:    bootflash:/n7000-s1-dk9.5.0.2.bin.S19
  system compile time:     2/7/2010 3:00:00 [03/04/2010 20:32:24]

Hardware
  cisco Nexus7000 C7010 (10 Slot) Chassis ("Supervisor module-1X")
  Intel(R) Xeon(R) CPU         with 4135780 kB of memory.
  Processor Board ID JAF1309AECN

  Device name: psconfigs
  bootflash:    2000880 kB
  slot0:        2075246 kB (expansion flash)

Kernel uptime is 0 day(s), 1 hour(s), 5 minute(s), 53 second(s)

Last reset at 65404 usecs after  Fri Dec 12 19:34:13 2008

  Reason: Reset Requested by CLI command reload
  System version: 5.0(2)
  Service:

plugin
  Core Plugin, Ethernet Plugin

CMP (Module 5) ok
 Hardware
  Freescale Inc mpc8343 (rev 3.1 (pvr 8083 0031)) CPU with 128 MB of memory
  Model number is N7K-SUP1
  H/W Version is 1.2
  Part Number is 73-10877-11
  Part Revision is A1
  Serial number is JAF1309AECN
  CLEI code is COUCAHLCAA
  MAC address is 00-24-98-e8-20-00

CMP (Module 6) ok
 Hardware
  Freescale Inc mpc8343 (rev 3.1 (pvr 8083 0031)) CPU with 128 MB of memory
  Model number is N7K-SUP1
  H/W Version is 1.2
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  Part Number is 73-10877-11
  Part Revision is A1
  Serial number is JAF1309AEFE
  CLEI code is COUCAHLCAA
  MAC address is 00-24-98-6f-37-92

--------------------------------
Switch hardware ID information
--------------------------------

Switch is booted up
  Switch type is : Nexus7000 C7010 (10 Slot) Chassis
  Model number is N7K-C7010
  H/W version is 1.1
  Part Number is 73-10900-04
  Part Revision is B0
  Manufacture Date is Year 13 Week 10
  Serial number is JAF13100003
  CLEI code is IPMKA00ARA

--------------------------------
Chassis has 10 Module slots and 5 Fabric slots
--------------------------------

Module1  empty

Module2  ok
  Module type is : 10/100/1000 Mbps Ethernet Module
  1 submodules are present
  Model number is N7K-M148GT-11
  H/W version is 1.3
  Part Number is 73-10098-12
  Part Revision is A0
  Manufacture Date is Year 13 Week 6
  Serial number is JAF1306AAFP
  CLEI code is COUIAW3CAA

Module3  ok
  Module type is : 10/100/1000 Mbps Ethernet Module
  1 submodules are present
  Model number is N7K-M148GT-11
  H/W version is 1.3
  Part Number is 73-10098-12
  Part Revision is A0
  Manufacture Date is Year 13 Week 3
  Serial number is JAF1303ACPB
  CLEI code is COUIAW3CAA

Module4  ok
  Module type is : 10/100/1000 Mbps Ethernet Module
  1 submodules are present
  Model number is N7K-M148GT-11
  H/W version is 1.3
  Part Number is 73-10098-12
  Part Revision is A0
  Manufacture Date is Year 13 Week 9
  Serial number is JAF1309ABLE
  CLEI code is COUIAW3CAA

Module5  ok
  Module type is : Supervisor module-1X
  0 submodules are present
  Model number is N7K-SUP1
  H/W version is 1.2
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  Part Number is 73-10877-11
  Part Revision is A1
  Manufacture Date is Year 13 Week 9
  Serial number is JAF1309AECN
  CLEI code is COUCAHLCAA

Module6  ok
  Module type is : Supervisor module-1X
  0 submodules are present
  Model number is N7K-SUP1
  H/W version is 1.2
  Part Number is 73-10877-11
  Part Revision is A1
  Manufacture Date is Year 13 Week 9
  Serial number is JAF1309AEFE
  CLEI code is COUCAHLCAA

Module7  ok
  Module type is : 10 Gbps Ethernet Module
  2 submodules are present
  Model number is N7K-M132XP-12
  H/W version is 1.5
  Part Number is 73-10899-09
  Part Revision is B1
  Manufacture Date is Year 13 Week 7
  Serial number is JAF1307ALCB
  CLEI code is COUIAWGCAA

Module8  empty

Module9  ok
  Module type is : 1000 Mbps Optical Ethernet Module
  1 submodules are present
  Model number is N7K-M148GS-11
  H/W version is 1.2
  Part Number is 73-11584-05
  Part Revision is A0
  Manufacture Date is Year 13 Week 11
  Serial number is JAF1311AEMM
  CLEI code is COUIAV0CAB

Module10  empty

Xbar1  ok
  Module type is : Fabric card module
  0 submodules are present
  Model number is N7K-C7010-FAB-1
  H/W version is 1.0
  Part Number is 73-10624-04
  Part Revision is C0
  Manufacture Date is Year 13 Week 9
  Serial number is JAF1309ACAP
  CLEI code is COUCAGVCAA

Xbar2  ok
  Module type is : Fabric card module
  0 submodules are present
  Model number is N7K-C7010-FAB-1
  H/W version is 1.0
  Part Number is 73-10624-04
  Part Revision is C0
  Manufacture Date is Year 13 Week 9
  Serial number is JAF1309AAHB
  CLEI code is COUCAGVCAA
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Xbar3  ok
  Module type is : Fabric card module
  0 submodules are present
  Model number is N7K-C7010-FAB-1
  H/W version is 1.0
  Part Number is 73-10624-04
  Part Revision is C0
  Manufacture Date is Year 13 Week 6
  Serial number is JAF1306ANJJ
  CLEI code is COUCAGVCAA

Xbar4  ok
  Module type is : Fabric card module
  0 submodules are present
  Model number is N7K-C7010-FAB-1
  H/W version is 1.0
  Part Number is 73-10624-04
  Part Revision is C0
  Manufacture Date is Year 13 Week 9
  Serial number is JAF1309ACAT
  CLEI code is COUCAGVCAA

Xbar5  ok
  Module type is : Fabric card module
  0 submodules are present
  Model number is N7K-C7010-FAB-1
  H/W version is 1.0
  Part Number is 73-10624-04
  Part Revision is C0
  Manufacture Date is Year 13 Week 6
  Serial number is JAF1306ANKF
  CLEI code is COUCAGVCAA

---------------------------------------
Chassis has 3 PowerSupply Slots
---------------------------------------

PS1 ok
  Power supply type is: 6000.00W 220v AC
  Model number is N7K-AC-6.0KW
  H/W version is 1.0
  Part Number is 341-0230-02
  Part Revision is A0
  Manufacture Date is Year 12 Week 16
  Serial number is DTH1216T020
  CLEI code is IPUPADBAAA

PS2 ok
  Power supply type is: 6000.00W 220v AC
  Model number is N7K-AC-6.0KW
  H/W version is 1.0
  Part Number is 341-0230-02
  Part Revision is A0
  Manufacture Date is Year 12 Week 17
  Serial number is DTH1217T029
  CLEI code is IPUPADBAAA

PS3 ok
  Power supply type is: 6000.00W 220v AC
  Model number is N7K-AC-6.0KW
  H/W version is 1.0
  Part Number is 341-0230-02
  Part Revision is A0
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  Manufacture Date is Year 12 Week 15
  Serial number is DTH1215T139
  CLEI code is IPUPADBAAA

----------------------------------
Chassis has 4 Fan slots
----------------------------------

Fan1(sys_fan1) ok
  Model number is N7K-C7010-FAN-S
  H/W version is 1.1
  Part Number is 73-10741-04
  Part Revision is B0
  Manufacture Date is Year 13 Week 3
  Serial number is FOX1303XABC
  CLEI code is COM8210ARA

Fan2(sys_fan2) ok
  Model number is N7K-C7010-FAN-S
  H/W version is 1.1
  Part Number is 73-10741-04
  Part Revision is B0
  Manufacture Date is Year 13 Week 6
  Serial number is FOX1306X03U
  CLEI code is COM8210ARA

Fan3(fab_fan1) ok
  Model number is N7K-C7010-FAN-F
  H/W version is 1.1
  Part Number is 73-10967-02
  Part Revision is B0
  Manufacture Date is Year 12 Week 41
  Serial number is FOX1241XA6Q
  CLEI code is IPEQABAEAA

Fan4(fab_fan2) ok
  Model number is N7K-C7010-FAN-F
  H/W version is 1.1
  Part Number is 73-10967-02
  Part Revision is B0
  Manufacture Date is Year 12 Week 41
  Serial number is FOX1241XA7U
  CLEI code is IPEQABAEAA

switch#  

スイッチのシリアル番号の表示 
シスコ  Nexus 7000 シ リーズスイ ッチのシ リ アル番号は、 スイ ッチ背面のシ リ アル番号ラベルを
調べるか、 show sprom backplane 1 コマン ドを入力して取得できます。 例 8-3 を参照して くだ
さい。

例 8-3 スイッチのシリアル番号の表示

switch# show sprom backplane 1
DISPLAY backplane sprom contents:
Common block:
 Block Signature : 0xabab
 Block Version   : 3
 Block Length    : 160
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 Block Checksum  : 0x13bd
 EEPROM Size     : 65535
 Block Count     : 5
 FRU Major Type  : 0x6001
 FRU Minor Type  : 0x0
 OEM String      : Cisco Systems, Inc.
 Product Number  : N7K-C7010
 Serial Number   : TBM11493268
 Part Number     : 73-10900-04
 Part Revision   : 06
 Mfg Deviation   : 0
 H/W Version     : 0.406
 Mfg Bits        : 0
 Engineer Use    : 0
 snmpOID         : 0.0.0.0.0.0.0.0
 Power Consump   : 0
 RMA Code        : 0-0-0-0
 CLEI Code       : 0
 VID             : V01
Chassis specific block:
 Block Signature : 0x6001
 Block Version   : 3
 Block Length    : 39
 Block Checksum  : 0x268
 Feature Bits    : 0x0
 HW Changes Bits : 0x0
 Stackmib OID    : 0
 MAC Addresses   : 00-1b-54-c2-1e-00
 Number of MACs  : 128
 OEM Enterprise  : 9
 OEM MIB Offset  : 5
 MAX Connector Power: 0
WWN software-module specific block:
 Block Signature : 0x6005
 Block Version   : 1
 Block Length    : 0
 Block Checksum  : 0x66
wwn usage bits:
 00 00 00 00 00 00 00 00
 00 00 00 00 00 00 00 00
 00 00 00 00 00 00 00 00
 00 00 00 00 00 00 00 00
 00 00 00 00 00 00 00 00
 00 00 00 00 00 00 00 00
 00 00 00 00 00 00 00 00
 00 00 00 00 00 00 00 00
 00 00 00 00 00 00 00 00
 00 00 00 00 00 00 00 00
 00 00 00 00 00 00 00 00
 00 00 00 00 00 00 00 00
 00 00 00 00 00 00 00 00
 00 00 00 00 00 00 00 00
 00 00 00 00 00 00 00 00
 00 00 00 00 00 00 00 00
 00 00 00 00 00 00 00 00
 00 00 00 00 00 00 00 00
 00 00 00 00 00 00 00 00
 00 00 00 00 00 00 00 00
 00 00 00 00 00 00 00 00
 00 00 00 00 00 00 00 00
 00 00 00 00 00 00 00 00
 00 00 00 00 00 00 00 00
 00 00 00 00 00 00 00 00
 00 00 00 00 00 00 00 00
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 00 00 00 00 00 00 00 00
 00 00 00 00 00 00 00 00
 00 00 00 00 00 00 00 00
 00 00 00 00 00 00 00 00
 00 00 00 00 00 00 00 00
 00 00
License software-module specific block:
 Block Signature : 0x6006
 Block Version   : 1
 Block Length    : 16
 Block Checksum  : 0x77
lic usage bits:
 00 00 00 00 00 00 00 00
Second Serial number specific block:
 Block Signature : 0x6007
 Block Version   : 1
 Block Length    : 28
 Block Checksum  : 0x312
 Serial Number   : TBM11476798
switch#

電力消費量の表示 
スイ ッチ全体の実際の電力消費量情報を表示するには、 show environment power コマン ドを使
用します （Cisco Nexus 7018 スイ ッチの電力割り当ての表示内容については、 例 8-4を参照して
ください）。 このコマン ドでは、 スイ ッチ内の多くのモジュールの電力消費量が示されます。
この情報を出力する機能のない古いモジュールでは、 出力は N/A と表示されます。

（注） Cisco Nexus 7000 シ リーズ スイ ッチでは、 スーパーバイザ モジュールが 1 つしか存在しない
か、 両方と も存在するかに関係な く、 両方のスーパーバイザ モジュールの電力使用状況が保存
されます。

例 8-4 Cisco Nexus 7018 スイッチの電力管理情報の表示内容

switch# show environment power
Power Supply:
Voltage: 50 Volts
Power                              Actual        Total
Supply    Model                    Output     Capacity    Status
                                 (Watts )     (Watts )
-------  -------------------  -----------  -----------  --------------
1        N7K-AC-6.0KW              1272 W       6000 W     Ok        
2        N7K-AC-6.0KW               584 W       3000 W     Ok        
3        FIORANO                      0 W          0 W     Shutdown  
4        FIORANO                      0 W          0 W     Shutdown  

                                  Actual        Power      
Module    Model                     Draw    Allocated    Status
                                 (Watts )     (Watts )     
-------  -------------------  -----------  -----------  --------------
4        N7K-F248XP-24              292 W        400 W    Powered-Up
5        N7K-F132XP-15              302 W        425 W    Powered-Up
6        N7K-M108X2-12L             464 W        850 W    Powered-Up
8        N7K-M148GS-11L             248 W        400 W    Powered-Up
9        N7K-SUP1                   N/A          210 W    Powered-Up
10       supervisor                 N/A          210 W    Absent
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Xb1      N7K-C7018-FAB-1            N/A          150 W    Powered-Up
Xb2      xbar                       N/A          150 W    Absent
Xb3      xbar                       N/A          150 W    Absent
Xb4      xbar                       N/A          150 W    Absent
Xb5      xbar                       N/A          150 W    Absent
fan1     N7K-C7018-FAN              213 W        578 W    Powered-Up
fan2     N7K-C7018-FAN              148 W        422 W    Powered-Up

N/A - Per module power not available

Power Usage Summary:
--------------------
Power Supply redundancy mode (configured)                PS-Redundant
Power Supply redundancy mode (operational)               Non-Redundant

Total Power Capacity (based on configured mode)               9000 W
Total Power of all Inputs (cumulative)                        9000 W
Total Power Output (actual draw)                              1856 W
Total Power Allocated (budget)                                4245 W
Total Power Available for additional modules                  4755 W

switch# 

電源コンフ ィギュレーショ ン モード
この項では、 次の ト ピ ッ クについて取り上げます。

• 「電源装置設定の概要」 （P.8-10）

• 「電源装置設定時の注意事項」 （P.8-12）

電源装置設定の概要

次の電源モードのいずれかを設定して、 取り付けた各電源モジュール ユニッ ト から供給される
電力を合わせて利用した り、 電源ロスが発生した際の電源の冗長性を備えた りできます。

• 複合モード ： 取り付けた各電源モジュール ユニッ ト から供給される電力を合わせてスイ ッ
チ動作に利用して、 大限の電力量を供給します。 このモードには電源の冗長性はあ り ま
せん。

• 電源の冗長性モード ： スイ ッチの動作中に電源モジュールを交換できます。 すべての電源
モジュールがアクテ ィブにな り ます。 使用可能な電力量は、 1 つを除いたすべての電源モ
ジュール ユニッ ト （N+1） が出力する電力の 小量と して算出されます。 予備電力は、
大電力を出力できる電源モジュール ユニッ ト が出力する電力量です。 たとえば、 3 つの電
源モジュール ユニッ ト の出力が 3 kW、 6 kW、 および 6 kW とする と、 使用可能な電力は 
9 kW （3 kW  + 6 kW） とな り 、 予備電力は 6 kW です。
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• 入力電源の冗長性モード ： 1 つのグ リ ッ ドがダウンしても、 も う  1 つのグ リ ッ ドからス
イ ッチに必要な電力を供給できるよ うに、 2 つの電力グ リ ッ ドから電力が供給されます。
Cisco Nexus 7004 シャーシの場合、 各グ リ ッ ドは電源モジュールの半分に電力を供給しま
す。 Cisco Nexus 7009、 7010、 7018 シャーシの場合、 各グ リ ッ ドは各電源モジュール ユ
ニッ ト の半分に電力を供給します （グ リ ッ ド  A は各電源モジュール ユニッ ト の Input 1 コ
ンセン ト に接続され、グ リ ッ ド  B は各電源モジュール ユニッ ト の Input 2 コンセン ト に接続
されます）。 利用可能な電力は、 同じ配電網に接続された電源モジュール ユニッ ト の一部
から出力された電力量です。 たとえば、 3 つの電源モジュール ユニッ ト が 110V グ リ ッ ドお
よび 220V グ リ ッ ドに接続されている場合、 各電源モジュールは 110V グ リ ッ ドの場合は 
1.2 kW、 220V グ リ ッ ドの場合は 3.0 kW を出力します。 使用可能な電力は 3.6 kW
（1.2 kW + 1.2 kW + 1.2 kW） とな り、 予備電力は 9.0 kW （3.0 kW + 3.0 kW + 3.0 kW） です。

• 完全な冗長性モード ： 電源の冗長性と入力電源の冗長性の両方を提供します。 このモード
では、 スイ ッチ動作を中断する こ とな く電源モジュール ユニッ ト を交換できます。 また、
2 つのグ リ ッ ドのいずれかがダウンした場合でも、 スイ ッチへの電力供給を継続できます。
使用できる電力は、 電源の冗長性または入力電源の冗長性のいずれか少ない方の出力総量
とな り ます。

Cisco Nexus 7000 シ リーズ スイ ッチを使用するのに利用可能な電力量は、 電源装置の数、 使用
される入力電圧、 および使用される電源モードによって異な り ます。 電源モジュール ユニッ ト
に使用可能な電力量を確認するには、 次の表を参照して ください。

• 3 kW AC 電源モジュール ユニッ ト の場合、 表 A-11 （P.A-16） を参照

• 6 kW AC 電源モジュール ユニッ ト の場合、 表 A-12 （P.A-16） を参照

• 7.5 kW AC 電源モジュール ユニッ ト の場合、 表 A-13 （P.A-17） を参照

• 3 kW DC 電源モジュール ユニッ ト の場合、 表 A-14 （P.A-18） を参照

• 6 kW DC 電源モジュール ユニッ ト の場合、 表 A-15 （P.A-18） を参照

電源モードの設定

電源モードを設定できます。

手順の概要

1. config t

2. power redundancy-mode mode
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手順の詳細

（注） 現在の電源装置設定を表示するには、 show environment power コマン ドを使用します。

電源装置設定時の注意事項

電源装置の設定時には次の注意事項に従って ください。

• 容量が異なる電源装置をスイ ッチに取り付けたと き、 使用可能電力量は、 次のいずれかの
コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードに基づいて異な り ます。

– 複合モード ： このモードを有効にするには、 power redundancy-mode combined コマン
ドを使用します。 取り付けられたすべての電源装置が提供する複合電力が、 すべての
スイ ッチ モジュールの所要電力と一致する場合、 スイ ッチの稼働にはこのモードで十
分です。

たとえば、 システムを次のよ うに設定したと します。

電源装置 1 は 6 kW を出力します。
スイ ッチの所要電力は 8.784 kW です。

取り付けた電源装置の数が違う場合の、 次の 2 つのシナリ オを説明します。

シナ リ オ 1 ： 電源装置を追加しない場合、 使用可能電力 （6 kW） がスイ ッチの所要電
力に達していないため、 スイ ッチは、 スーパーバイザ モジュール、 ファブ リ ッ ク  モ
ジュール、 およびファン  ト レイに給電してから、 残りの使用可能電力でサポート でき
る数の I/O モジュールに給電します （1 つ以上の I/O モジュールが給電されないこ とが
あ り ます）。

シナ リ オ 2 ： 3 kW を出力できる追加の電源装置を取り付けた場合、 使用可能電力は 
9.0 kW にな り ます。 増加した使用可能電力量がスイ ッチの所要電力を超えているため、
スイ ッチ内のすべてのモジュールおよびファン  ト レイに給電できます。

表 8-1 は、 各シナリオの結果を示しています。

コマンド  目的

ステップ 1 config t

Example:
switch# config t
switch(config)# 

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 2 power redundancy-mode mode

Example:
switch(config)# power redundancy-mode 
redundant
switch(config)# 

次の う ちいずれかの電源モードを設定します。

• 複合モードの場合は、 combined キーワード
を使用します。

• 電源装置の冗長モードの場合は、
ps-redundant キーワードを使用します。

• 入力電源の冗長モードの場合は、
insrc-redundant キーワードを使用します。

• 完全冗長モードの場合は、 redundant キー
ワードを使用します。
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– 電源装置の冗長モード ： この電源モードを有効にするには、 power redundancy-mode 
ps-redundant コマン ドを使用します。 大電力を出力する電源装置は予備電力を提供
し、 その他の電源装置の複合出力が使用可能電力とな り ます。

たとえば、 システムを次のよ うに設定したと します。

電源装置 1 が 3.0 kW を出力します。
電源装置 2 が 6.0 kW を出力します。
スイ ッチの所要電力は 8.784 kW です。

第 3 の電源装置と して取り付けた場合の、 次の 3 つのシナ リオを説明します。

シナ リ オ 1 ： 第 3 の電源装置を追加しない場合、 予備電力は 6 kW、 使用可能電力は 
3 kW とな り ます。 使用可能電力がスイ ッチの所要電力に達していないため、 スイ ッチ
全体に給電できません。

シナ リ オ 2 ： 3 kW を出力する電源装置を追加する と、 予備電力は 6 kW のまま、 使用可
能電力は 6 kW とな り ます。 使用可能電力がまだスイ ッチの所要電力に達していないた
め、 シナ リオ 1 よ り も多くのモジュールに給電できますが、 スイ ッチ全体には給電で
きません。

シナ リ オ 3 ： 7.5 kW を出力する電源装置を追加する と、 予備電力は 7.5 kW、 使用可能
電力は 9 kW にな り ます。 使用可能電力がスイ ッチの所要電力を超えているので、 ス
イ ッチ内のすべてのモジュールおよびファン  ト レイに給電できます。

表 8-2 は、 各シナリオの結果を示しています。

表 8-1 複合電源モードのシナリオ

シナリオ
電源装置 1
（kW）

電源装置 2
（kW）

システム
使用量
（kW）

利用可能
な電力 
（kW） 結果

1 6.0 — 8.784 6.0 使用可能電力はシステムの使用量
よ り少な く なるので、 このモード
ではシステムの一部が給電できま
せん。

2 6.0 3.0 8.784 9.0 使用可能電力はシステムの使用量
を超えるので、 このモードを使用
してシステム全体に給電できます。

表 8-2 電源装置の冗長モードのシナリオ

シナリオ
電源装置 1
（kW）

電源装置 2
（kW）

電源装置 3
（kW）

システム
使用量
（kW）

使用可
能電力
（kW）

予備電力
（kW） 結果

1 3.0 6.0 — 8.784 6.0 — 使用可能電力がシステムの使用
量要件を満たしていないので、
この電源装置の設定とモードで
はシステムの一部が給電されま
せん。
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– 入力電源の冗長モード ： この電源モードを有効にするには、 power redundancy-mode 
insrc_redundant コマン ドを使用します。 予備電力は 2 つの配電網の大きいほ うの出力
電力、 使用可能電力は 2 つの配電網の小さいほ うの出力電力とな り ます。

たとえば、 システムを次のよ うに設定したと します。

配電網 1 および 2 はそれぞれ 220 V を電源装置に入力します。
電源装置 1 および 2 は、 それぞれ 6 kW を出力します。
電流の使用量要件は 8.784 kW です。

取り付けた電源装置の数が違う場合の、 次の 3 つのシナリ オを説明します。

シナ リ オ 1 ： 電源装置を追加しない場合、 予備電力は 6 kW （一方の電源装置の 3 kW と
他方の電源装置の 3 kW）、 使用可能電力は 6 kW （一方の電源装置の 3 kW と他方の電
源装置の 3 kW） とな り ます。 使用可能電力がスイ ッチの使用量要件を満たしていない
ため、 スイ ッチ全体に給電できません。

シナ リ オ 2 ： 3 kW を出力する電源装置を追加する と、 予備電力は 9 kW （3 kW の電源
装置が 3 台）、 使用可能電力は 6 kW （3 kW の電源装置が 2 台） とな り ます。 使用可能
電力がシステムの使用量要件を満たしていないため、 スイ ッチ全体に給電できません。

シナ リ オ 3 ： 7.5 kW を出力する電源装置を追加する と、 予備電力は 9.75 kW （3 kW の
電源装置 2 台と  3.75 kW の新しい電源装置）、 使用可能電力は 9.75 kW （3 kW の電源装
置 2 台と  3.75 kW の新しい電源装置） とな り ます。使用可能電力がスイ ッチの使用量要
件を超えているので、 スイ ッチ内のすべてのモジュールおよびファン  ト レイに給電で
きます。

表 8-3 は、 各シナリオの結果を示しています。

2 3.0 6.0 3.0 8.784 6.0 6.0 使用可能電力がシステムの使用
量を満たしていないので、 この
電源装置の設定とモードではシ
ステムの一部が給電されません。

3 3.0 6.0 7.5 8.784 9.0 7.5 使用可能電力がシステムの使用
量を超えているので、 この電源
装置の設定とモードでシステム
全体が給電されます。

表 8-2 電源装置の冗長モードのシナリオ （続き）

シナリオ
電源装置 1
（kW）

電源装置 2
（kW）

電源装置 3
（kW）

システム
使用量
（kW）

使用可
能電力
（kW）

予備電力
（kW） 結果
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電源コンフ ィギュレーシ ョ ン  モード

– 完全冗長モード ： この電源モードを有効にするには、 power redundancy-mode 
redundant コマン ドを使用します。 予備電力は、 電源装置の冗長モード と入力電源の冗
長モードの大きいほ うの予備電力とな り、 使用可能電力はこの 2 つの冗長モードの小
さいほ うの使用可能電力とな り ます。

たとえば、 システムを次のよ うに設定したと します。

グ リ ッ ドは A および B それぞれ 220 V を提供します。
電源装置 1 および 2 は、 それぞれ 6.0 kW を出力します。
スイ ッチの使用量要件は 8.784 kW です。

取り付けた電源装置の数が違う場合の、 次の 3 つのシナリ オを説明します。

シナ リ オ 1 ： 電源装置を追加しない場合、 予備電力は 6 kW、 使用可能電力は 6 kW とな
り ます。 使用可能電力がスイ ッチの使用量要件を満たしていないため、 スイ ッチ全体
に給電できません。

シナ リ オ 2 ： 3 kW の電源装置を追加する と、 予備電力は 9 kW （1 つの配電網に 3 kW 
の電源装置 3 台）、 使用可能電力は 6 kW （別の配電網に 3 kW の電源装置 2 台） とな り
ます。 使用可能電力がスイ ッチの使用量要件を満たしていないため、 スイ ッチ全体に
給電できません。

シナ リ オ 3 ： 6 kW の電源装置を追加する と、 予備電力は 9 kW （同じ配電網に 3 kW の
電源装置 3 台）、 使用可能電力は 9 kW （別の配電網に 3 kW の電源装置 3 台） とな り ま
す。 使用可能電力がスイ ッチの使用量要件を満たしているため、 スイ ッチ全体に給電
できます。

表 8-4 は、 各シナリオの結果を示しています。

表 8-3 入力電源の冗長モードのシナリオ

シナリオ
電源装置 1
（kW）

電源装置 2
（kW）

電源装置 3
（kW）

システム
使用量
（kW）

使用可能
電力
（kW）

予備電力
（kW） 結果

1 6.0 6.0 - 8.784 6.0 6.0 使用可能電力 （いずれかの配電
網の電源装置出力） が、 システ
ムの使用量要件を満たしません。

2 6.0 6.0 3.0 8.784 9.0 6.0 片方の配電網の電源装置出力が
システムの使用量要件を満たし
ますが、 他方の配電網の電源装
置出力がシステムの使用量要件
を満たしません。

3 6.0 6.0 7.5 8.784 9.75 9.75 両方の配電網の電源装置出力が、
システムの使用量要件を満たし
ます。
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モジュールについて
こ こからは、 スイ ッチ モジュールの動作の管理方法について説明します。

• 「スーパーバイザ モジュール」 （P.8-16）

• 「I/O モジュール」 （P.8-19）

• 「フ ァブ リ ッ ク  モジュール」 （P.8-19）

スーパーバイザ モジュール

Cisco Nexus 7000 スイ ッチには、 1 台または 2 台のスーパーバイザ モジュールが搭載されてい
ます。 スイ ッチは、 次のスーパーバイザ モジュール タ イプを使用できます。

• Supervisor 1 （N7K-SUP1） 

• Supervisor 2 （N7K-SUP2）

• Supervisor 2 Enhanced （N7K-SUP2E）

表 8-4 完全冗長モードのシナリオ

シナリオ
電源装置 1
（kW）

電源装置 2
（kW）

電源装置 3
（kW）

システ
ム使用
量 （kW）

入力電源モード 電源装置モード

結果

使用可
能電力
（kW）

予備
電力
（kW）

使用可能
電力
（kW）

予備
電力
（kW） 

1 6.0 6.0 — 8.784 6.0 6.0 6.0 6.0 使用可能電力
が、 スイ ッチの
使用量要件を満
たしません。

2 6.0 6.0 3.0 8.784 6.0 9.0 9.0 6.0 電源装置モード
の使用可能電力
は十分ですが、
入力電源モード
の使用可能電力
が不十分である
ため、 使用可能
電力はスイ ッチ
の使用量要件を
満たしません。

3 6.0 6.0 6.0 8.784 9.0 9.0 12.0 6.0 両モード と も使
用可能電力がス
イ ッチの使用量
要件を満たして
いるので、 ス
イ ッチ全体に給
電できます。
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（注） Supervisor 1 モジュールは、 Cisco 7009、 7010、 7018 スイ ッチではサポート されますが、 Cisco 
Nexus 7004 スイ ッチではサポート されません。 Supervisor 2 および 2E モジュールは、すべての 
Cisco Nexus 7000 シ リーズ スイ ッチでサポート されます。

（注） スイ ッチに 2 台のスーパーバイザ モジュールがある場合で、 スーパーバイザ機能を  1 台のスー
パーバイザ モジュールから他方のスーパーバイザ モジュールに切り替える必要がある場合に
は、 両方が同じタ イプで同じ メモ リ容量を持つ必要があ り ます。

2 つのスーパーバイザ モジュールがある場合、 片方のスーパーバイザ モジュールは、 他方がス
タンバイ  モードになっている間、 自動的にアクテ ィブにな り ます。 アクテ ィブなスーパーバイ
ザ モジュールがダウンするか、 交換するために接続解除される と、 スタンバイ状態のスーパー
バイザ モジュールが自動的にアクテ ィブにな り ます。 1 つまたは 2 つの設置されたスーパーバ
イザ モジュールを同じタイプおよびメモ リ量の別のモジュールに置き換える必要がある場合、
操作に干渉する こ とな く実行できます。 交換しないスーパーバイザがアクテ ィブなスーパーバ
イザにな り、 他のスーパーバイザを交換する間にキッ ク スター ト設定を保持します。 スーパー
バイザ モジュールを交換するためにスイ ッチをシャ ッ ト ダウンする必要がある場合 （たとえ
ば、 スイ ッチに搭載されているスーパーバイザが 1 台だけの場合、 交換用のスーパーバイザが
別のタイプの場合、 メモ リ容量が異なる場合など） は、 「スーパーバイザ モジュールの交換」
（P.10-16） で説明されている移行プロセスに従って ください。

スーパーバイザ モジュールの電源はスイ ッチで自動的に入り、 スーパーバイザ モジュールは
起動されます。

スーパーバイザ モジュールで使用される用語については、 表 8-5 を参照して ください。

表 8-5 コンソールに表示されるスーパーバイザ モジュールの用語および用法

モジュールの用語 固定または相対 使用法

module-1 および module-2 固定用法 Cisco Nexus 7004 および 7009

• module-1 はスロ ッ ト  1 のスーパーバイザ モジュールを指し
ます。

• module-2 はスロ ッ ト  2 のスーパーバイザ モジュールを指し
ます。

module-5 および module-6 Cisco Nexus 7010

• module-5 はスロ ッ ト  5 のスーパーバイザ モジュールを指し
ます。

• module-6 はスロ ッ ト  6 のスーパーバイザ モジュールを指し
ます。

module-9 および module-10 Cisco Nexus 7018

• module-9 はスロ ッ ト  9 のスーパーバイザ モジュールを指し
ます。

• module-10 はスロ ッ ト  10 のスーパーバイザ モジュールを指
します。
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sup-1 および sup-2 固定用法 Cisco Nexus 7004 および 7009

• sup-1 はスロ ッ ト  1 のスーパーバイザ モジュールを指し
ます。

• sup-2 はスロ ッ ト  2 のスーパーバイザ モジュールを指し
ます。

Cisco Nexus 7010

• sup-1 はスロ ッ ト  5 のスーパーバイザ モジュールを指し
ます。

• sup-2 はスロ ッ ト  6 のスーパーバイザ モジュールを指し
ます。

Cisco Nexus 7018

• sup-1 はスロ ッ ト  9 のスーパーバイザ モジュールを指し
ます。

• sup-2 はスロ ッ ト  10 のスーパーバイザ モジュールを指し
ます。

sup-active および 
sup-standby

相対用法 Cisco Nexus 7004、 7009、 7010、 および Cisco Nexus 7018

• sup-active はアクテ ィブなスーパーバイザ モジュールを表
し、 アクテ ィブなスーパーバイザ モジュールを含むスロ ッ
ト が基準とな り ます。

• sup-standby はスタンバイ状態のスーパーバイザ モジュール
を表し、 スタンバイ状態のスーパーバイザ モジュールを含
むスロ ッ ト が基準とな り ます。

sup-local および sup-remote 相対用法 アクテ ィブ スーパーバイザ （任意の Cisco Nexus 7000 シ リーズ 
シャーシ） にログインしている場合は、 次が適用されます。

• sup-local はアクテ ィブ スーパーバイザ モジュールを指し
ます。

• sup-remote はスタンバイ  スーパーバイザ モジュールを指し
ます。

スタンバイ  スーパーバイザ （任意の Cisco Nexus 7000 シ リーズ 
シャーシ） にログインしている場合は、 次が適用されます。

• sup-local はスタンバイ  スーパーバイザ モジュール （ログイ
ン対象） を指します。

• スタンバイ  スーパーバイザ モジュールから使用可能な 
sup-remote はあ り ません （アクテ ィブ スーパーバイザの
ファ イル システムにアクセスできません）。

表 8-5 コンソールに表示されるスーパーバイザ モジュールの用語および用法 （続き）

モジュールの用語 固定または相対 使用法
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I/O モジュール

Cisco Nexus 7000 シ リーズ スイ ッチは、 次の I/O モジュールをサポート します。

• F1 シ リーズ 32 ポート  1 ギガビッ トおよび 10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-F132XP-15）1

• XL 付き  F2 シ リーズ 48 ポー ト  1/10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-F248XP-25）

• XL および拡張機能付き  F2 シ リーズ 48 ポー ト 1/10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-F248XP-25E）

• M1 シ リーズ 48 ポート  10/100/1000 I/O モジュール （N7K-M148GT-11） 1

• XL オプシ ョ ン付き  M1 シ リーズ 48 ポート  10/100/1000 I/O モジュール （N7K-M148GT-11L）

• M1 シ リーズ 48 ポート  1 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール （N7K-M148GS-11） 1

• XL オプシ ョ ン付き  M1 シ リーズ 48 ポート  1 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-M148GS-11L）

• M1 シ リーズ 32 ポート  10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール （N7K-M132XP-12） 1

• XL オプシ ョ ン付き  M1 シ リーズ 32 ポート  10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-M132XP-12L）

• XL オプシ ョ ン付き  M1 シ リーズ 8 ポート  10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-M108X2-12L）

• XL オプシ ョ ン付き  M2 シ リーズ 24 ポート  10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-M224XP-23L）

• XL オプシ ョ ン付き  M2 シ リーズ 6 ポート  40 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-M206XP-23L）

• XL オプシ ョ ン付き  M2 シ リーズ 2 ポート  100 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-M202XP-23L）

ファブリ ック  モジュール

Cisco Nexus 7000 シ リーズ  ス イ ッチは、 シャーシ内で 大 5 個のファブ リ ッ ク  モジュールを
サポー ト します。 各シャーシには、 次のよ う に独自のファブ リ ッ ク  モジュール タ イプがあ り
ます。

• Cisco Nexus 7009 のシャーシは Fabric 2 （N7K-C7009-FAB-2） モジュールを使用します。

• Cisco Nexus 7010 のシャーシは Fabric 1 （N7K-C7010-FAB-1） または Fabric 2
（N7K-C7010-FAB-2） モジュールを使用します。

• Cisco Nexus 7018 のシャーシは Fabric 1 （N7K-C7018-FAB-1） または Fabric 2
（N7K-C7018-FAB-2） モジュールを使用します。

（注） Cisco Nexus 7004 スイ ッチにはファブ リ ッ ク  モジュールが搭載されていません。

1. Cisco Nexus 7004 スイ ッチではサポート されません。
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（注） Cisco Nexus 7010 および 7018 スイ ッチでは、 操作中に Fabric 1 モジュールを  Fabric 2 モジュー
ルに交換できますが、 ファブ リ ッ ク  モジュールのタイプが混在している場合、 ファブ リ ッ ク  
モジュールはすべて Fabric 1 モジュールと して動作します。 2 つのタイプのファブ リ ッ ク  モ
ジュールが搭載されているスイ ッチに電源を投入する と、 Fabric 1 モジュールだけに電源が投
入されます。 Fabric 2 モジュールの機能を利用するには、 インス トールされているすべての
ファブ リ ッ ク  モジュールが Fabric 2 モジュールである必要があ り ます。

モジュールのステータスの確認
スイ ッチの設定を始める前に、 シャーシのモジュールが設計どおりに機能している こ と を確認
する必要があ り ます。 すべてのモジュールのステータスを確認するには、 show module コマン
ドを入力します。 スーパーバイザ モジュールまたは I/O モジュールのステータスを確認するに
は、 show module slot_number コマン ドを入力します。 ファブ リ ッ ク  モジュールのステータスを
確認するには、 show module xbar slot_number コマン ドを入力します。 各モジュールのイン
ターフェイスは、 show module コマン ドの出力で ok ステータスが表示されたと きに設定できま
す。 例 8-5 を参照して ください。

例 8-5 モジュール情報の表示

switch# show module
Mod  Ports  Module-Type                       Model               Status
---  -----  --------------------------------  ------------------  ------------
2    48     10/100/1000 Mbps Ethernet Module  N7K-M148GT-11       ok
3    48     10/100/1000 Mbps Ethernet Module  N7K-M148GT-11       ok
4    48     10/100/1000 Mbps Ethernet Module  N7K-M148GT-11       ok
5    0      Supervisor module-1X              N7K-SUP1            active *
6    0      Supervisor module-1X              N7K-SUP1            ha-standby
7    32     10 Gbps Ethernet Module           N7K-M132XP-12       ok
9    48     1000 Mbps Optical Ethernet Modul  N7K-M148GS-11       ok

Mod  Sw              Hw
---  --------------  ------
2    5.0(2)          1.3
3    5.0(2)          1.3
4    5.0(2)          1.3
5    5.0(2)          1.2
6    5.0(2)          1.2
7    5.0(2)          1.5
9    5.0(2)          1.2

Mod  MAC-Address(es)                         Serial-Num
---  --------------------------------------  ----------
2    00-24-98-e9-14-58 to 00-24-98-e9-14-8c  JAF1306AAFP
3    00-24-98-e8-28-84 to 00-24-98-e8-28-b8  JAF1303ACPB
4    00-24-f7-1c-85-b0 to 00-24-f7-1c-85-e4  JAF1309ABLE
5    00-24-98-6f-95-00 to 00-24-98-6f-95-08  JAF1309AECN
6    00-24-f7-18-92-88 to 00-24-f7-18-92-90  JAF1309AEFE
7    00-24-98-e9-29-60 to 00-24-98-e9-29-84  JAF1307ALCB
9    00-24-f7-1c-d5-50 to 00-24-f7-1c-d5-84  JAF1311AEMM

Mod  Online Diag Status
---  ------------------
2    Pass
3    Pass
4    Pass
5    Pass
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6    Pass
7    Pass
9    Pass
...
switch#

出力の Status カラムは、 スイ ッチング  モジュールで ok ステータス、 スーパーバイザ モジュー
ルで active か standby （または HA-standby） になっている必要があ り ます。 ステータスが ok か 
active である場合は、 設定を続ける こ とができます。

（注） ハイ  アベイ ラビ リ テ ィ （HA） ス イ ッチオーバー メ カニズムがイネーブルである場合、 スタン
バイ状態のスーパーバイザ モジュールは HA-standby ステータスにな り ます。 ウォーム  スイ ッ
チオーバー メ カニズムがイネーブルである場合、 スタンバイ状態のスーパーバイザ モジュー
ルは standby ステータスにな り ます。

スイ ッチング  モジュールのステータスについては、 「モジュール状態のチェ ッ ク」 （P.8-21） を
参照して ください。

モジュール状態のチェ ック
シャーシに複数の I/O モジュールがある場合は、 show module コマン ドを繰り返し使用し、
Status カラムを毎回確認する こ とによって進行状況をチェ ッ クできます。

I/O モジュールは、 テス ト  ステージと初期化ステージを終えてから  ok ステータスを表示しま
す。 表 8-6 は、 モジュールで考えられる状態について説明しています。

表 8-6 モジュールの状態

show module コマンド
のステータス出力 説明

powered up ハード ウェアの電源が入っています。 ハード ウェアの電源が入る と、
ソフ ト ウェアはブート を始めます。

testing スイ ッチング  モジュールはスーパーバイザ モジュールとの接続を確
立し、 ブー ト診断を実行しています。

initializing この診断が正常に完了し、 設定がダウンロード されています。

failure スイ ッチは初期化中にスイ ッチング  モジュールの障害を検出しまし
た。 スイ ッチはモジュールの電源の再投入を  3 回自動的に試します。
3 回の試行後、 モジュールの電源はダウンします。

ok スイ ッチを設定できます。

power-denied スイ ッチは、 スイ ッチング  モジュールの電源投入に電力が足り ないこ
とを検出しました。

active このモジュールはアクテ ィブなスーパーバイザ モジュールであ り、 ス
イ ッチを設定できます。

HA-standby HA スイ ッチオーバー メ カニズムが、 スタンバイ状態のスーパーバイ
ザ モジュールでイネーブルです。
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I/O モジュールの起動順序の指定
デフォル ト では、 I/O モジュール スロ ッ ト の NAM モジュールと  I/O モジュールはシャーシ ス
ロ ッ ト の番号順に起動します （つま り、 番号が大きいスロ ッ ト のモジュールよ り も先に、 番号
が小さいスロ ッ ト のモジュールが起動します）。 この起動順序を逆にするには、 hardware 
module boot-order reverse コマン ド を使用します。 デフォル ト の起動順序を使用するには、
no hardware module boot-order reverse コマン ドを使用します。

手順の概要

1. config t

2. [no] hardware module boot-order reverse

手順の詳細

モジュールへの接続
attach module コマン ドを使用し、 任意のモジュールにいつでも接続できます。 モジュールのプ
ロンプ ト が表示されたら、 モジュール固有のコマン ドを  EXEC モードで使用してモジュールの
詳細を取得できます。

手順の概要

1. attach module slot_number

2. dir bootflash

コマンド 目的

ステップ 1 config t

例 ：
switch# config t
switch(config)# 

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  
モードを開始します。

ステップ 2 [no] hardware module boot-order reverse

例 ：
switch(config)# hardware module boot-order 
reverse
switch(config)# 

起動順序を、 デフォル ト の 「昇順のス
ロ ッ ト番号」 から 「降順のスロ ッ ト番
号」 に切り替えます。

ヒン ト デフォル ト の 「昇順」 を使用
するには、 no hardware 
module boot-order reverse コ
マン ドを使用します。
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コンソールから  I/O モジュールにアクセスする方法

手順の詳細

attach module コマン ドを使用してスタンバイ状態のスーパーバイザ モジュールの情報を表示
する こ と もできますが、 このコマン ドを使用してスタンバイ状態のスーパーバイザ モジュール
を設定する こ とはできません。

コンソールから  I/O モジュールにアクセスする方法
コンソール ポート からモジュールにアクセスする こ とによ り、 I/O モジュールのブー ト アップ
の問題を解決できます。 このアクシ ョ ンは、 他の Cisco NX-OS コマン ドを使用する場合には終
了する必要のある、 コンソール モードを確立します。

I/O モジュールのコンソール ポー ト に接続するには、 attach console module コマン ド を使用し
て、 作業対象のモジュールを指定します。 1 ～ 8 または 11 ～ 18 のスロ ッ ト番号を指定でき
ます。

手順の概要

1. attach console module slot_number

手順の詳細

コマンド 目的

ステップ 1 attach module slot_number

例 ：
switch# attach module 6
switch(standby)# 

指定したモジュールに直接アクセスし
ます （この例の場合は、 スタンバイ状
態のスーパーバイザ モジュールがス
ロ ッ ト  6 にあ り ます）。

ステップ 2 dir bootflash

例 ：
switch# dir bootflash:
   80667580     Feb 21 22:04:59 2008  is855.S7
   22168064     Feb 21 22:04:19 2008  is855.S7
      16384     Jan 03 19:56:00 2005  lost+found/

Usage for bootflash://sup-local
  234045440 bytes used
 1684602880 bytes free
 1918648320 bytes total
switch# 

スタンバイ状態のスーパーバイザ モ
ジュールの使用可能な領域の情報が表
示されます。

（注） exit コマン ドを使用して、 モ
ジュール固有のプロンプ ト を終
了します。

ヒン ト コンソール端末からスイ ッチに
アクセスしていない場合は、 こ
の手順がスタンバイ状態のスー
パーバイザ モジュールにアクセ
スする唯一の方法です。

コマンド 目的

ステップ 1 attach console module slot_number

例 ：
switch# attach console module 9
Connected
Escape character is ‘~,’ (tilde 
comma]

指定された I/O モジュールのスロ ッ ト番号に、 コンソー
ル ポート を接続します。
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（注） コンソール モードを終了するには、 ~, コマン ドを入力します。

モジュールのシャッ トダウン
この項では、 次の ト ピ ッ クについて取り上げます。

• 「スーパーバイザのシャ ッ ト ダウン」 （P.8-24）

• 「フ ァブ リ ッ ク  モジュールのシャ ッ ト ダウン」 （P.8-24）

• 「I/O モジュールのシャ ッ ト ダウン」 （P.8-25）

スーパーバイザのシャッ トダウン

スーパーバイザ モジュールをシャ ッ ト ダウンするには、 次のよ うに、 out-of-service module コ
マン ドを使用して、 そのモジュールを含むスロ ッ ト を指定します。

switch# out-of-service module slot

ファブリ ック  モジュールのシャッ トダウン

ファブ リ ッ ク  モジュールをシャ ッ ト ダウンするには、 out-of-service xbar コマン ド または 
poweroff xbar コマン ドを使用します。 poweroff コマン ドを使用する と、 no poweroff コマン ド
を使用するまで、 スロ ッ ト はその状態を維持します。 out-of-service コマン ドを使用する と、 モ
ジュールを取り外し、 別のモジュールに置き換えるなどの作業を行う まで、 out-of-service 状態
のままにな り ます。

（注） ファブ リ ッ ク  モジュールの 大数を制限する場合は （「フ ァブ リ ッ ク  モジュール用に予約され
た電力量の変更」 （P.8-33） を参照）、 n をファブ リ ッ ク  モジュールの新しい 大数と して、 電
源が入っているファブ リ ッ ク  モジュールが 初の n 個のファブ リ ッ ク  モジュール スロ ッ ト に
挿入されている こ と を確認して ください。 たとえば、 ファブ リ ッ ク  モジュールの 大数を  4 に
制限する場合、電源が入っている  4 台のファブ リ ッ ク  モジュールがファブ リ ッ ク  スロ ッ ト  1 ～ 
4 にある こ と を確認する必要があ り ます。

（注） 現在の 大数で許可されるファブ リ ッ ク  モジュールよ り も多くのファブ リ ッ ク  モジュールに
電源を投入する場合、電源を投入するファブ リ ッ ク  モジュールが 初の n 個のファブ リ ッ ク  ス
ロ ッ ト に装着されている こ と を確認します （スロ ッ ト  1 ～ n）。 no poweroff xbar コマン ドでこ
れらのモジュールに電源を投入し、 ファブ リ ッ ク  モジュールの 大数を  n に変更します
（「フ ァブ リ ッ ク  モジュール用に予約された電力量の変更」 （P.8-33） を参照）。
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モジュールのシャッ トダウン

手順の概要

1. config t

2. [no] poweroff xbar slot_number

（注） または、 out-of-service xbar slot_number コマン ドを使用できます。

手順の詳細

I/O モジュールのシャッ トダウン

I/O モジュールをシャ ッ ト ダウンするには、 次のよ うに、 poweroff module コマン ドを使用し
て、 そのモジュールを含むスロ ッ ト を指定します。

switch# poweroff module slot 

モジュールに電源を投入する準備がでたら、 no poweroff module コマン ドを使用します。

手順の概要

1. config t

2. [no] poweroff module slot_number

コマンド 目的

ステップ 1 config t

例 ：
switch# config t
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開始し
ます。

ステップ 2 poweroff xbar slot_number

例 ：
switch(config)# poweroff xbar 1
switch(config)# 

スイ ッチ内の指定されたファブ リ ッ ク  モジュールの
電源をオフにします。

no poweroff xbar slot_number

例 ：
switch(config)# no poweroff xbar 1
switch(config)# 

スイ ッチ内の指定されたファブ リ ッ ク  モジュールの
電源をオンにします。
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手順の詳細

モジュールの温度について
この項では、 次の ト ピ ッ クについて取り上げます。

• 「モジュールの温度の概要」 （P.8-26）

• 「モジュール温度の表示」 （P.8-27）

モジュールの温度の概要

Cisco Nexus 7000 シ リーズのすべてのスイ ッチには組み込み自動センサーが搭載されており、
スイ ッチが常に監視されています。

各モジュール （スーパーバイザ、 I/O、 フ ァブ リ ッ ク） には、 次の 2 つのしきい値をもつ温度セ
ンサーがあ り ます。

• マイナーしきい値 ： マイナーしきい値を超える と、 マイナー アラームが発生し、 4 つのす
べてのセンサーで次の処理が行われます。

– システム  メ ッセージが表示されます。

– Call Home アラー ト が送信されます （設定されている場合）。

– SNMP 通知が送信されます （設定されている場合）。

• メジャーしきい値 ： メジャーしきい値を超える と、 メジャー アラームが発生し、 次の処理
が行われます。

– センサー 1、 3、 4 （空気吹き出し口センサーおよびオンボード  センサー） に対しては、
次の処理が行われます。

システム  メ ッセージが表示されます。

Call Home アラー ト が送信されます （設定されている場合）。

SNMP 通知が送信されます （設定されている場合）。

コマンド 目的

ステップ 1 config t

例 ：
switch# config t
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開始し
ます。

ステップ 2 poweroff module slot_number

例 ：
switch(config)# poweroff module 1
switch(config)# 

スイ ッチ内の指定された I/O モジュールの電源をオ
フにします。

no poweroff module slot_number

例 ：
switch(config)# no poweroff module 1
switch(config)# 

スイ ッチ内の指定された I/O モジュールの電源をオ
ンにします。
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– センサー 2 （吸気口センサー） に対しては、 次の処理が行われます。

スイ ッチング  モジュールでしきい値を超えた場合は、 そのモジュールだけがシャ ッ ト
ダウンします。

HA-standby または standby が存在するアクテ ィブなスーパーバイザ モジュールでしき
い値を超えた場合は、 そのスーパーバイザ モジュールだけがシャ ッ ト ダウンし、 スタ
ンバイ状態のスーパーバイザ モジュールが引き継ぎます。

スタンバイ状態のスーパーバイザ モジュールがスイ ッチに存在しない場合は、 温度を
下げるために 2 分間待機します。このインターバル中はソフ ト ウェアが 5 秒ごとに温度
を監視し、 設定に従ってシステム  メ ッセージを送信しつづけます。

ヒン ト デュアル スーパーバイザ モジュールを取り付ける こ と を推奨します。 デュアル スー
パーバイザ モジュールでない Cisco Nexus 7000 シ リーズ スイ ッチを使用している場
合は、 1 つでもファンが動作しな く なったら、 ファン  モジュールをすぐに交換する こ
と を推奨します。

（注） -127 のしきい値は、 し きい値が設定されていないか、 適用できないこ とを示します。

モジュール温度の表示 
show environment temperature コマン ドを使用し、 モジュール温度センサーの温度を表示でき
ます。 例 8-6 を参照して ください。

例 8-6 ハードウェアの温度情報の表示 

switch# show environment temperature

Temperature:
--------------------------------------------------------------------
Module   Sensor        MajorThresh   MinorThres   CurTemp     Status
                       (Celsius)     (Celsius)    (Celsius)
--------------------------------------------------------------------
1        Crossbar(s5)    105             95          60         Ok
1        QEng1Sn1(s12)   115             110         70         Ok
1        QEng1Sn2(s13)   115             110         68         Ok
1        QEng1Sn3(s14)   115             110         67         Ok
1        QEng1Sn4(s15)   115             110         68         Ok
1        QEng2Sn1(s16)   115             110         70         Ok
1        QEng2Sn2(s17)   115             110         68         Ok
1        QEng2Sn3(s18)   115             110         68         Ok
1        QEng2Sn4(s19)   115             110         68         Ok
1        L2Lookup(s27)   115             105         57         Ok
1        L3Lookup(s28)   120             110         62         Ok
2        Crossbar(s5)    105             95          65         Ok
2        QEng1Sn1(s12)   115             110         70         Ok
2        QEng1Sn2(s13)   115             110         68         Ok
2        QEng1Sn3(s14)   115             110         67         Ok
2        QEng1Sn4(s15)   115             110         68         Ok
2        QEng2Sn1(s16)   115             110         69         Ok
2        QEng2Sn2(s17)   115             110         68         Ok
2        QEng2Sn3(s18)   115             110         67         Ok
2        QEng2Sn4(s19)   115             110         68         Ok
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2        L2Lookup(s27)   115             105         56         Ok
2        L3Lookup(s28)   120             110         63         Ok
5        Outlet1 (s1)    125             125         49         Ok
5        Outlet2 (s2)    125             125         37         Ok
5        Intake  (s3)    60              42          32         Ok
5        EOBC_MAC(s4)    105             95          43         Ok
5        CPU     (s5)    105             95          40         Ok
5        Crossbar(s6)    105             95          61         Ok
5        Arbiter (s7)    110             100         67         Ok
5        CTSdev1 (s8)    115             105         43         Ok
5        InbFPGA (s9)    105             95          44         Ok
5        QEng1Sn1(s10)   115             105         60         Ok
5        QEng1Sn2(s11)   115             105         59         Ok
5        QEng1Sn3(s12)   115             105         56         Ok
5        QEng1Sn4(s13)   115             105         57         Ok
xbar-1   Outlet  (s1)    125             125         38         Ok
xbar-1   Intake  (s2)    60              42          32         Ok
xbar-1   Crossbar(s3)    105             95          56         Ok
xbar-2   Outlet  (s1)    125             125         39         Ok
xbar-2   Intake  (s2)    62              42          31         Ok
xbar-2   Crossbar(s3)    105             95          56         Ok
switch# 

環境情報の表示 
show environment コマン ドを使用し、 環境関連のスイ ッチの情報をすべて表示できます。
例 8-7 を参照して ください。

例 8-7 すべての環境情報の表示

switch# show environment
Clock:
----------------------------------------------------------
Clock           Model                  Hw       Status
----------------------------------------------------------
A               Clock Module           --       NotSupported/None
B               Clock Module           --       NotSupported/None

Fan:
------------------------------------------------------
Fan             Model                Hw         Status
------------------------------------------------------
Fan1(sys_fan1)  N7K-C7010-FAN-S      1.1        Ok
Fan2(sys_fan2)  N7K-C7010-FAN-S      1.1        Ok
Fan3(fab_fan1)  N7K-C7010-FAN-F      1.1        Ok
Fan4(fab_fan2)  N7K-C7010-FAN-F      1.1        Ok
Fan_in_PS1      --                   --         Ok
Fan_in_PS2      --                   --         Ok
Fan_in_PS3      --                   --         Ok
Fan Air Filter : Absent
Temperature:
--------------------------------------------------------------------
Module   Sensor        MajorThresh   MinorThres    CurTemp    Status 
                       (Celsius)     (Celsius)     (Celsius)
--------------------------------------------------------------------
2        Crossbar(s5)    105             95           43        Ok
2        CTSdev4 (s9)    115             105          58        Ok
2        CTSdev5 (s10)   115             105          56        Ok
2        CTSdev7 (s12)   115             105          53        Ok



8-29
『Cisco Nexus 7000 シリーズ ハードウェア インス ト レーシ ョ ン  および リ ファレンス ガイド』

OL-23069-06-J

第 8 章      スイッチ ハードウェアの管理

環境情報の表示

2        CTSdev9 (s14)   115             105          51        Ok
2        CTSdev10(s15)   115             105          50        Ok
2        CTSdev11(s16)   115             105          48        Ok
2        CTSdev12(s17)   115             105          47        Ok
2        QEng1Sn1(s18)   115             105          49        Ok
2        QEng1Sn2(s19)   115             105          46        Ok
2        QEng1Sn3(s20)   115             105          44        Ok
2        QEng1Sn4(s21)   115             105          45        Ok
2        L2Lookup(s22)   120             110          44        Ok
2        L3Lookup(s23)   120             110          52        Ok
3        Crossbar(s5)    105             95           43        Ok
3        CTSdev4 (s9)    115             105          56        Ok
3        CTSdev5 (s10)   115             105          54        Ok
3        CTSdev7 (s12)   115             105          53        Ok
3        CTSdev9 (s14)   115             105          50        Ok
3        CTSdev10(s15)   115             105          49        Ok
3        CTSdev11(s16)   115             105          47        Ok
3        CTSdev12(s17)   115             105          46        Ok
3        QEng1Sn1(s18)   115             105          47        Ok
3        QEng1Sn2(s19)   115             105          45        Ok
3        QEng1Sn3(s20)   115             105          44        Ok
3        QEng1Sn4(s21)   115             105          43        Ok
3        L2Lookup(s22)   120             110          44        Ok
3        L3Lookup(s23)   120             110          50        Ok
4        Crossbar(s5)    105             95           44        Ok
4        CTSdev4 (s9)    115             105          56        Ok
4        CTSdev5 (s10)   115             105          54        Ok
4        CTSdev7 (s12)   115             105          54        Ok
4        CTSdev9 (s14)   115             105          51        Ok
4        CTSdev10(s15)   115             105          51        Ok
4        CTSdev11(s16)   115             105          48        Ok
4        CTSdev12(s17)   115             105          47        Ok
4        QEng1Sn1(s18)   115             105          49        Ok
4        QEng1Sn2(s19)   115             105          48        Ok
4        QEng1Sn3(s20)   115             105          47        Ok
4        QEng1Sn4(s21)   115             105          46        Ok
4        L2Lookup(s22)   120             110          45        Ok
4        L3Lookup(s23)   120             110          52        Ok
5        Intake (s3)     60              42           23        Ok
5        EOBC_MAC(s4)    105             95           44        Ok
5        CPU (s5)        105             95           36        Ok
5        Crossbar(s6)    105             95           47        Ok
5        Arbiter (s7)    110             100          54        Ok
5        CTSdev1 (s8)    115             105          46        Ok
5        InbFPGA (s9)    105             95           41        Ok
5        QEng1Sn1(s10)   115             105          48        Ok
5        QEng1Sn2(s11)   115             105          47        Ok
5        QEng1Sn3(s12)   115             105          44        Ok
5        QEng1Sn4(s13)   115             105          45        Ok
6        Intake (s3)     60              42           24        Ok
6        EOBC_MAC(s4)    105             95           47        Ok
6        CPU (s5)        105             95           37        Ok
6        Crossbar(s6)    105             95           48        Ok
6        Arbiter (s7)    110             100          54        Ok
6        CTSdev1 (s8)    115             105          47        Ok
6        InbFPGA (s9)    105             95           44        Ok
6        QEng1Sn1(s10)   115             105          50        Ok
6        QEng1Sn2(s11)   115             105          48        Ok
6        QEng1Sn3(s12)   115             105          46        Ok
6        QEng1Sn4(s13)   115             105          49        Ok
7        Crossbar(s5)    105             95           58        Ok
7        QEng1Sn1(s12)   115             110          66        Ok
7        QEng1Sn2(s13)   115             110          63        Ok
7        QEng1Sn3(s14)   115             110          62        Ok
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7        QEng1Sn4(s15)   115             110          62        Ok
7        QEng2Sn1(s16)   115             110          66        Ok
7        QEng2Sn2(s17)   115             110          63        Ok
7        QEng2Sn3(s18)   115             110          63        Ok
7        QEng2Sn4(s19)   115             110          63        Ok
7        L2Lookup(s27)   115             105          51        Ok
7        L3Lookup(s28)   120             110          61        Ok
9        Crossbar(s5)    105             95           43        Ok
9        CTSdev1 (s6)    115             105          53        Ok
9        CTSdev3 (s8)    115             105          53        Ok
9        CTSdev4 (s9)    115             105          56        Ok
9        CTSdev5 (s10)   115             105          53        Ok
9        CTSdev6 (s11)   115             105          57        Ok
9        CTSdev7 (s12)   115             105          52        Ok
9        CTSdev9 (s14)   115             105          50        Ok
9        CTSdev10(s15)   115             105          53        Ok
9        CTSdev11(s16)   115             105          50        Ok
9        CTSdev12(s17)   115             105          53        Ok
9        QEng1Sn1(s18)   115             105          55        Ok
9        QEng1Sn2(s19)   115             105          54        Ok
9        QEng1Sn3(s20)   115             105          52        Ok
9        QEng1Sn4(s21)   115             105          51        Ok
9        L2Lookup(s22)   120             110          52        Ok
9        L3Lookup(s23)   120             110          60        Ok
xbar-1   Intake (s2)     60              42           27        Ok
xbar-1   Crossbar(s3)    105             95           59        Ok
xbar-2   Intake (s2)     60              42           26        Ok
xbar-2   Crossbar(s3)    105             95           50        Ok
xbar-3   Intake (s2)     60              42           26        Ok
xbar-3   Crossbar(s3)    105             95           54        Ok
xbar-4   Intake (s2)     60              42           26        Ok
xbar-4   Crossbar(s3)    105             95           53        Ok
xbar-5   Intake (s2)     60              42           26        Ok
xbar-5   Crossbar(s3)    105             95           55        Ok

Power Supply:
Voltage: 50 Volts
Power                              Actual       Total
Supply    Model                    Output     Capacity    Status 
                                  (Watts )     (Watts )
-------  -------------------  -----------  -----------  --------------
1        N7K-AC-6.0KW               816 W       6000 W     Ok
2        N7K-AC-6.0KW               713 W       6000 W     Ok
3        N7K-AC-6.0KW               730 W       6000 W     Ok

                                  Actual       Power
Module    Model                     Draw    Allocated    Status 
                                 (Watts )    (Watts )
-------  -------------------  -----------  -----------  --------------
2        N7K-M148GT-11              N/A         400 W     Powered-Up
3        N7K-M148GT-11              N/A         400 W     Powered-Up
4        N7K-M148GT-11              N/A         400 W     Powered-Up
5        N7K-SUP1                   N/A         210 W     Powered-Up
6        N7K-SUP1                   N/A         210 W     Powered-Up
7        N7K-M132XP-12              N/A         750 W     Powered-Up
9        N7K-M148GS-11              283 W       400 W     Powered-Up
Xb1      N7K-C7010-FAB-1            N/A          60 W     Powered-Up
Xb2      N7K-C7010-FAB-1            N/A          60 W     Powered-Up
Xb3      N7K-C7010-FAB-1            N/A          60 W     Powered-Up
Xb4      N7K-C7010-FAB-1            N/A          60 W     Powered-Up
Xb5      N7K-C7010-FAB-1            N/A          60 W     Powered-Up
fan1     N7K-C7010-FAN-S             88 W       720 W     Powered-Up
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fan2     N7K-C7010-FAN-S             88 W       720 W     Powered-Up
fan3     N7K-C7010-FAN-F              9 W       120 W     Powered-Up
fan4     N7K-C7010-FAN-F              9 W       120 W     Powered-Up

N/A - Per module power not available

Power Usage Summary:
--------------------
Power Supply redundancy mode (configured)             Redundant
Power Supply redundancy mode (operational)            Redundant
Total Power Capacity (based on configured mode)              9000 W
Total Power of all Inputs (cumulative)                      18000 W
Total Power Output (actual draw)                             2259 W
Total Power Allocated (budget)                               4750 W
Total Power Available for additional modules                 4250 W

switch#

モジュールのリロード
スイ ッチ全体を リ ロード した り、 スイ ッチの特定モジュールを リ セッ ト した り、 スイ ッチの特
定モジュールにイ メージを リ ロード した りする こ とができます。

この項では、 次の ト ピ ッ クについて取り上げます。

• 「ス イ ッチの リ ロード」 （P.8-31）

• 「モジュールの電源オフ /オン」 （P.8-31）

スイッチのリロード

スイ ッチを リ ロードするには、 オプシ ョ ンを指定せずに reload コマン ドを実行します。 このコ
マン ドを使用する と、 スイ ッチは リブー ト します。

（注） reload コマン ドを使用する必要がある場合は、 あらかじめ copy running-config startup-config 
コマン ドを使用して実行コンフ ィギュレーシ ョ ンを保存して ください。

モジュールの電源オフ /オン

モジュールの電源を再投入する手順は次のとおりです。

ステップ  1 リ セッ ト の必要があるモジュールを識別します。

ステップ  2 reload module コマン ドを入力して、 識別したモジュールを リ セッ ト します。 このコマン ドで
は、 選択したモジュールの電源が再投入されます。

switch# reload module number

number は、 識別したモジュールが存在するスロ ッ ト を示します。

注意 モジュールを リ ロードする と、 モジュールを通過する ト ラフ ィ ッ クが中断されます。
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モジュール設定の保存 
新しい設定を不揮発性ス ト レージに保存するには、 EXEC モードから  copy running-config 
startup-config コマン ドを使用します。 このコマン ドを入力する と、 実行中および起動時の設
定が同一の内容にな り ます。

モジュールの設定が保存される場合とモジュールの設定が失われる場合のシナ リオを表 8-7 に
示します。

.

モジュール設定の削除 
空のスロ ッ ト または I/O モジュールの電源を落と したスロ ッ ト で設定を削除するには、 EXEC 
モードで purge module slot running-config コマン ドを利用します。 このコマン ドでは、 指定ス
ロ ッ ト の実行コンフ ィギュレーシ ョ ンがク リ アされます。 このコマン ドは、 スーパーバイザ モ
ジュールまたはモジュールの電源が現在投入されているスロ ッ ト で動作しません。 このコマン
ドは、 空のスロ ッ ト （指定モジュールが常駐していたスロ ッ ト ） または I/O モジュールの電源
を落と したスロ ッ ト だけで動作します。

purge module コマン ドでは、 スロ ッ ト に以前存在していて取り外されたか電源が落と されたモ
ジュールの設定がク リ アされます。 そのスロ ッ ト にモジュールがある と き、 実行コンフ ィギュ
レーシ ョ ンから設定をク リ アしないと、 一部の設定 （IP アド レスなど） が実行コンフ ィギュ
レーシ ョ ンに保存されていて再利用できないこ とがあ り ます。

たとえば、 スイ ッチ A のスロ ッ ト  3 において、 48 ポート  10/100/1000 イーサネッ ト  I/O モ
ジュールで IP ス ト レージ設定を作成したと します。 このモジュールは、 IP アド レスを使用し
ます。 この I/O モジュールは取り外してスイ ッチ B に移動する こ とにしたので IP アド レスが必
要な く なったと します。 この未使用 IP アド レスを設定しよ う とする と、設定を阻止するエラー 
メ ッセージが表示されます。 この場合は purge module 3 running-config コマン ドを入力して、
スイ ッチ A の古い設定をク リ アしてから、 IP アド レスを使用する必要があ り ます。

表 8-7 スイッチング モジュールの設定のステータス

シナリオ 結果

特定のスイ ッチング  モジュールを取り外し、 copy 
running-config startup-config コマン ドを再使用。

設定したモジュール情報は失われる。

特定のスイ ッチング  モジュールを取り外して同一
のスイ ッチング  モジュールを再び取り付けてから、
copy running-config startup-config コマン ド を再
入力。

設定したモジュール情報は保存される。

特定のスイ ッチング  モジュールを取り外して同じタ
イプのスイ ッチング  モジュールで置き換え、 reload 
module number コマン ドを入力。

設定したモジュール情報は保存される。

reload module number コマン ドの入力時に特定のス
イ ッチング  モジュールを リ ロード。

設定したモジュール情報は保存される。
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ファブリ ック  モジュール用に予約された電力量の変更

フ ァブリ ック  モジュール用に予約された電力量の変更
デフォル ト では、 各 Cisco Nexus 7000 シ リーズ システムは、 シャーシに取り付ける こ とができ
るファブ リ ッ ク  モジュールの 大数 （5） に対して十分な電力を予約しています。 5 つ未満の
ファブ リ ッ ク  モジュールを装着した場合で、 I/O モジュール用に未使用の予備電力を解放する
必要がある場合は、 未使用のスロ ッ ト の電源をオフにし、 よ り小さいファブ リ ッ ク  モジュール
の 大数を指定します。

ファブ リ ッ ク  モジュールの 大数を変更する前に、 次のすべてを実行する必要があ り ます。

• 使用するファブ リ ッ ク  モジュールがスロ ッ ト  1 から  x に取り付けられている こ と を確認し
ます。 こ こで、 x はファブ リ ッ ク  モジュールの新しい 大数です。

これらのすべてのスロ ッ ト にファブ リ ッ ク  モジュールを装着する必要があ り ませんが、 使
用するファブ リ ッ ク  モジュールはこれらのスロ ッ ト に置く必要があ り ます。 たとえば、
ファブ リ ッ ク  モジュールの新しい 大数と して  4 を指定する と、 使用しているファブ リ ッ
ク  モジュールがスロ ッ ト  1 ～ 4 に存在する こ とを確認する必要があ り ます。 また、 空の
ファブ リ ッ ク  モジュール スロ ッ ト にブランク  モジュールが装着されている こ と も確認し
て ください。

• no poweroff xbar slot_number コマン ドを使用して、 装着されている各ファブ リ ッ ク  モ
ジュールに電源が投入されている こ と を確認します （「フ ァブ リ ッ ク  モジュールのシャ ッ
ト ダウン」 （P.8-24） を参照）。

• poweroff xbar slot_number コマン ドを使用して、 未使用のスロ ッ ト の電源をオフにします
（「フ ァブ リ ッ ク  モジュールのシャ ッ ト ダウン」 （P.8-24） を参照）。

システムに別の 大ファブ リ ッ ク  モジュール数を指定するには、 hardware fabrics max number 
コマン ドを使用します。 装着されているファブ リ ッ ク  モジュールの状態を確認するには、
show module xbar コマン ドを使用します （「モジュールのステータスの確認」 （P.8-20） を参照）。
予約済みの電力量を確認するには、 show environment power コマン ドを使用します （「電力消
費量の表示」 （P.8-9） を参照）。

（注） 電力割り当ては、 ファブ リ ッ ク  モジュールのタイプ （Fabric 1 と  Fabric 2 など） によって異な
り、 ス イ ッチのモデル （Cisco Nexus 7004 と  Cisco Nexus 7018 など） によっても異な り ます。

手順の概要

1. config t

2. hardware fabrics max number

手順の詳細

コマンド 目的

ステップ 1 config t

例 ：
switch# config t
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開始
します。

ステップ 2 hardware fabrics max number

例 ：
switch(config)# hardware fabrics max 4
switch(config)# 

スイ ッチ内の指定されたファブ リ ッ ク  モジュール
の電源をオフにします。 number には、 1 ～ 5 の数字
を使用します。
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フ ァン ト レイについて
Cisco Nexus 7000 シ リーズ のすべてのスイ ッチに、 スイ ッチ全体のエアーフローと冷却を管理
するため、 ホッ ト スワ ップ対応型ファン  ト レイが搭載されています。 それぞれのファン  ト レ
イには複数のファンが含まれており、 冗長性が提供されます。 スイ ッチは次の状況で機能を継
続できます。

• ファン  ト レイの 1 つ以上のファンが故障 ： 複数のファンが故障していても、 Cisco Nexus 
7000 シ リーズのスイ ッチは機能を継続できます。 ト レイのファンが故障する と、 モジュー
ル内で機能しているファンが速度を上げて、 故障したファンを補います。

• ファン  ト レイを交換するために取り外す ： ファン  ト レイは、 システムが動作している間で
も、 電気的な事故を発生させずに、 またはシステムを損傷せずに、 取り外して交換できる
よ うに設計されています。 取り外すファン  ト レイのタ イプに応じて、 次のいずれかの処理
が実行されます。

– Cisco Nexus 7004 および 7009 シ リーズのファン  ト レイ ： ス イ ッチは、 ファン  ト レイな
しで 大 2 分間動作します。 その間に、 故障しているファン  ト レイを交換する必要が
あ り ます。

– Cisco Nexus 7010 シ リーズのシステム  ファン  ト レイ ： 故障しているファン  ト レイを置
き換えるまで、 残りのシステム  ファン  ト レイのファンが、 現在の温度の必要に応じて
速度を上昇させます。

– Cisco Nexus 7010 シ リーズのファブ リ ッ ク  ファン  ト レイ ： 故障しているファブ リ ッ ク  
ファン  ト レイを置き換えるまで、 残りのファブ リ ッ ク  ファン  ト レイのファンが 大速
度まで速度を上昇させます。

– Cisco Nexus 7018 シ リーズ ファン  ト レイ ： 3 分以内にファン  ト レイを交換しない場合
は、 システムは、 取り外されたファン  ト レイによって冷却されていたモジュールを
シャ ッ ト ダウンします。 上部のファン  ト レ イでは、 これは、 システムがスロ ッ ト  9 
のスーパーバイザ、スロ ッ ト  1 ～ 8 の I/O モジュール、およびファブ リ ッ ク  モジュール
をシャ ッ ト  ダウンする こ と を意味します。 下部のファン  ト レイでは、 これは、 シス
テムがスロ ッ ト  10 のスーパーバイザ、 スロ ッ ト  11 ～ 18 の I/O モジュールをシャ ッ ト  
ダウンする こ と を意味します。

（注） 実行中のシステムで故障したファン  ト レイを交換する と きは、 ファン  ト レイを迅速に交換し
て ください。

ヒン ト ファン  ト レイの 1 つ以上のファンが故障する と、 ファン  ステータス  LED が赤く点灯します。
ファンが故障した場合、 すぐに修正しないと、 温度アラームが発生する こ とがあ り ます。

ファンのステータスは、 ソフ ト ウェアによって継続的に監視されます。 ファンが故障した場合
は、 次の処理が行われます。

• システム  メ ッセージが表示されます。

• Call Home アラー ト が送信されます （設定されている場合）。

• SNMP 通知が送信されます （設定されている場合）。

フ ァ ン  モジュールの状態を表示するには、 show environment fan コマン ド を使用し ます。
例 8-8 （Cisco Nexus 7004 スイ ッチ）、 例 8-9 （Cisco Nexus 7009 スイ ッチ）、 例 8-10 （Cisco 
Nexus 7010 スイ ッチ）、 または 例 8-11 （Cisco Nexus 7018 スイ ッチ） を参照して ください。
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例 8-8 Cisco Nexus 7004 シリーズ シャーシのファン情報の表示

switch# show environment fan
Fan:
-------------------------------------------------------
Fan             Model                 Hw         Status
-------------------------------------------------------
Fan1(sys_fan1)  N7K-C7004-FAN         0.110      Ok    
Fan_in_PS1      --                    --         Ok
Fan_in_PS2      --                    --         Ok
Fan_in_PS3      --                    --         Absent
Fan_in_PS4      --                    --         Absent
Fan Zone Speed: Zone 1: 0x7f
Fan Air Filter : Absent

例 8-9 Cisco Nexus 7009 シリーズ シャーシのファン情報の表示

switch# show environment fan
Fan:
---------------------------------------------------------------
Fan            Model          Hw     Status
---------------------------------------------------------------
Fan1(sys_fan1) N7K-C700-FAN   0.31   Ok
Fan_in_PS1     --             --     Ok
Fan_in_PS2     --             --     Ok
Fan Air Filter:Absent
switch#

例 8-10 Cisco Nexus 7010 シリーズ シャーシのファン情報の表示

switch# show environment fan

Fan:
------------------------------------------------------
Fan             Model                Hw         Status
------------------------------------------------------
ChassisFan1     N7K-C7010-FAN-S      0.410      Ok
ChassisFan2     N7K-C7010-FAN-S      0.410      Ok
ChassisFan3     N7K-C7010-FAN-F      0.209      Ok
ChassisFan4     N7K-C7010-FAN-F      0.209      Ok
Fan_in_PS1      --                   --         Ok
Fan_in_PS2      --                   --         Ok
Fan_in_PS3      --                   --         Ok
Fan Air Filter : Absent

switch#

例 8-11 Cisco Nexus 7018 シリーズ シャーシのファン情報の表示 

switch# show environment fan
Fan:
------------------------------------------------------
Fan             Model                Hw         Status
------------------------------------------------------
Fan1(sys_fan1)  N7K-C7018-FAN        0.204      Ok
Fan2(sys_fan2)  N7K-C7018-FAN        0.204      Ok
Fan_in_PS1      --                   --         Ok
Fan_in_PS2      --                   --         Ok
Fan_in_PS3      --                   --         Absent
Fan_in_PS4      --                   --         Absent
Fan Air Filter : Absent
switch#



8-36
『Cisco Nexus 7000 シリーズ ハードウェア インスト レーシ ョ ン  および リ ファレンス ガイド』

OL-23069-06-J

第 8 章      スイッチ ハードウェアの管理   
EPLD の設定

使用可能な Status フ ィールド値は、 次のとおりです。

• ファン  モジュールが正し く動作している場合、 ステータスは Ok です。

• ファンが物理的に存在しない場合、 ステータスは Absent です。

• ファンが物理的に存在するが、 正し く動作していない場合、 ステータスは Failure です。

いずれかのファン  ト レイのステータスが 「Failure」 である場合、 ステータス  フ ィールドには故
障しているファンの番号も表示されます。 Cisco Nexus 7010 システムの場合、 各システム  ファ
ン  ト レイにはスーパーバイザおよび I/O モジュールを冷却するファンが 6 つあ り、 各ファブ
リ ッ ク  ファン  ト レイにはファブ リ ッ ク  モジュールを冷却するファンが 1 つあ り ます。 Cisco 
Nexus 7018 システムの場合、 次のよ うに、 各ファン  ト レイにはスーパーバイザ モジュール、
I/O モジュール、 およびフ ァブ リ ッ ク  モジュールを冷却する  14 のファンがあ り ます。

• 上部のファン  ト レイ

– ファン  1 ～ 12 はスロ ッ ト  1 ～ 8 の I/O モジュールおよびスロ ッ ト  9 のスーパーバイザ 
モジュールを冷却します。

– ファン  13 と  14 はファブ リ ッ ク  モジュールを冷却します

• 下部のファン  ト レイ

– ファン  1 ～ 12 はスロ ッ ト  11 ～ 18 の I/O モジュールおよびスロ ッ ト  10 のスーパーバイ
ザ モジュールを冷却します

– ファン  13 と  14 は使用されません。

EPLD の設定
Cisco Nexus 70xx および 77xx スイ ッチを含む Cisco Nexus 7000 シ リーズのスイ ッチには、 すべ
てのモジュールにハード ウェア機能を提供する複数のプログラマブル論理デバイス （PLD） が
搭載されています。 シスコは Electronic Programmable Logical Device （EPLD） イ メージ アップ
グレードを提供し、 ハード ウェア機能の強化や既知の問題の解決を行っています。 PLD には、
Electronic Programmable Logical Device （EPLD）、 Field Programmable Gate Array （FPGA）、
Complex Programmable Logic Device （CPLD） が含まれますが、 ASIC は含まれません。 このマ
ニュアルでは、 EPLD とい う用語で FPGA および CPLD も表します。

一部のモジュール機能に EPLD を装備する と、 モジュール機能のアップグレードが必要になっ
たと きに、 ハード ウェアを交換せずにソフ ト ウェア  イ メージをアップグレードするだけで済む
とい う利点があ り ます。

（注） I/O モジュールの EPLD イ メージをアップグレードする場合、 アップグレード中は少しの間モ
ジュールの電源を落とす必要があるので、 モジュールを通過する ト ラフ ィ ッ クは中断されま
す。 システムは一度に 1 つのモジュールの EPLD アップグレードを実行するので、 1 回のアッ
プグレードで中断されるのは 1 つのモジュールを通過する ト ラフ ィ ッ クだけです。

シスコでは、 EPLD イ メージのアップグレードをあま り頻繁に提供していません。 Cisco Nexus 
7000 シ リーズ スイ ッチで使用しているハード ウェアの機能を修正する ものでなければ、 EPLD 
イ メージをアップグレードする必要はあ り ません。 EPLD イ メージのアップグレードは、 ネッ
ト ワーク環境に影響を与えずにシステムおよびキッ ク スター ト  イ メージをアップグレードする  
Cisco NX-OS のインサービス  ソフ ト ウェア  アップグレード （ISSU） プロセス とは無関係です。

EPLD イ メージのアップグレードが使用可能になる と、 『Cisco Nexus 7000 Series FPGA/EPLD 
Upgrade Release Notes』 にその旨が発表され、 http://www.cisco.com からダウンロード可能にな
り ます。

http://www.cisco.com
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この項では、 次の ト ピ ッ クについて取り上げます。

• 「EPLD をアップグレードするタイ ミ ング」 （P.8-37）

• 「ス イ ッチ要件」 （P.8-39）

• 「 リ リース  6.1(1) から  6.2(8) で使用可能な EPLD」 （P.8-39）

• 「EPLD のアップグレードの可否に関する判断」 （P.8-44）

• 「EPLD イ メージのダウンロード」 （P.8-45）

• 「vPC に必要な EPLD イ メージ」 （P.8-46）

• 「LISP に必要な EPLD イ メージ」 （P.8-47）

• 「取り付けに関するガイ ド ラ イン」 （P.8-48）

• 「EPLD イ メージのインス トール準備」 （P.8-49）

• 「EPLD イ メージの手動アップグレード」 （P.8-51）

• 「I/O モジュールの EPLD イ メージの自動アップグレード」 （P.8-53）

• 「EPLD アップグレードの確認」 （P.8-55）

• 「使用可能 EPLD バージ ョ ンの表示」 （P.8-56）

• 「EPLD アップグレードのステータスの表示」 （P.8-57）

EPLD をアップグレードするタイ ミング

EPLD イ メージのアップグレードは、 常に必要ではあ り ませんが、 次の場合には、 これらのイ
メージをアップグレードする必要があ り ます。

• Supervisor 1 モジュールを  Supervisor 2 または Supervisor 2E にアップグレードする際に、
スイ ッチに Fabric 2 モジュールが存在している場合 （Cisco Nexus 7009 スイ ッチの場合は、
Fabric 2 モジュールに対してイ メージ  1.003 以降のイ メージを使用している こ と を確認しま
す。 Cisco Nexus 7010 および 7018 スイ ッチの場合は、 イ メージ 0.007 以降のイ メージを使
用している こ と を確認します）。

（注） Supervisor 1 モジュールは、 Cisco Nexus 7004 スイ ッチではサポート されていません。

• EPLD を必要とする ソフ ト ウェア機能 （LIST、 VPC など） を有効にする場合 

• スイ ッチの起動後に、M2 シ リーズ 100 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュールの電源をオ
フにしたままを使用する場合

新しい EPLD イ メージが使用可能になったと きに、 ネッ ト ワーク環境でメ ンテナンス時期にあ
る程度の ト ラフ ィ ッ ク中断を受け入れる準備がある場合、 アップグレードは常に推奨されま
す。 現時点でそのよ う な ト ラフ ィ ッ ク中断を許容できない場合は、 適切な時期までアップグ
レードを延期する こ と を検討して ください。

（注） EPLD アップグレード操作は、 中断を伴う操作です。 この操作の実行は、 予定されたメ ンテナ
ンス時間に限定して ください。 システム /キッ ク スター ト  ISSU アップグレードは、 中断を伴い
ません。
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（注） システム /キッ ク スター ト  ISSU アップグレード中は、 EPLD アップグレードを実行しないでく
ださい。

表 8-8 に示す大まかなガイ ド ラ インは、 Cisco NX-OS Release 5.0(1) 以降の リ リースをアップグ
レードする際に、 ネッ ト ワーク管理者が EPLD のアップグレードが必要かど うかを判断する上
でに役に立ちます。 以前の リ リースをアップグレードする場合は、 下記の以前のバージ ョ ンの
リ リース  ノー ト を参照して ください。

• 『Cisco Nexus 7000 Series FPGA/EPLD Upgrade Release Notes, Release 4.0』

• 『Cisco Nexus 7000 Series FPGA/EPLD Upgrade Release Notes, Release 4.1』

表 8-8 EPLD イメージのアップグレードの条件

条件 アップグレードのターゲッ ト となるモジュール1

Cisco NX-OS リ リース  6.1(1) または 6.1(2) 
において、 スイ ッチの起動後、 M2 シ リー
ズの I/O モジュールの電源がオフのままに
なる。

次の EPLD イ メージのいずれかをダウンロード
し、 電源がオフになる各 M2 シ リーズ I/O モ
ジュールに対して no poweroff module コマン ド
を使用します。

• Release 6.1(1) と  Supervisor 1 モジュールの
場合は、 n7000-s1-epld.6.1.1a.img. をダウン
ロード。

• Release 6.1(1) と  Supervisor 2 モジュールの
場合は、 n7000-s2-epld.6.1.1a.img. をダウン
ロード。

• Release 6.1(2) と  Supervisor 1 モジュールの
場合は、 n7000-s1-epld.6.1.2a.img をダウン
ロード。

• Release 6.1(2) と  Supervisor 2 モジュールの
場合は、 n7000-s2-epld.6.1.2a.img をダウン
ロード。

リ リース  4.x から リ リース  5.0 以降への 
Cisco NX-OS オペレーテ ィ ング  システムの
アップグレード

新の EPLD イ メージで、 すべてのスーパーバ
イザ、 I/O、 およびファブ リ ッ ク  モジュールを
更新します。

Cisco Nexus 7010 スイ ッチから  Cisco Nexus 
7018 スイ ッチへの 32 ポー ト  10 ギガビッ ト  
イーサネッ ト  I/O モジュールの移動

32 ポート  10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モ
ジュール （N7K-M132XP-12）

Cisco Nexus 7010 スイ ッチから  Cisco Nexus 
7018 スイ ッチへの 48 ポート  10/100/1000 
イーサネッ ト  I/O モジュールの移動

48 ポート  10/100/1000 イーサネッ ト  I/O モ
ジュール （N7K-M148GT-11）

Cisco Nexus 7010 スイ ッチから  Cisco Nexus 
7018 スイ ッチへのスーパーバイザ
（N7K-SUP1） モジュールの移動

スーパーバイザ （N7K-SUP1） モジュール

1. スーパーバイザ、 I/O、 およびファブ リ ッ ク  モジュールの EPLD イ メージをアップグレードする こ と を推奨します
（必須ではあ り ません）。
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スイッチ要件

Cisco Nexus 7000 シ リーズ スイ ッチが Cisco NX-OS オペレーティ ング  システムを実行してお
り、 次のハード ウェアを搭載している必要があ り ます。

• 1 つまたは 2 つのスーパーバイザ モジュール。それぞれに 低 120 MB の使用可能ブート フ
ラ ッシュまたは slot0 メモ リがある こ と。

• 1 つ以上の I/O モジュール

• 1 つ以上のファブ リ ッ ク  モジュール

• 1 つのファン  ト レイ  モジュール （Cisco Nexus 7009）

• 2 つのファブ リ ッ ク  ファン  ト レイ  モジュール （Cisco Nexus 7010）

• 2 つのシステム  ファン  ト レイ  モジュール （Cisco Nexus 7010）

• 2 つのファン  ト レイ  モジュール （Cisco Nexus 7018）

システムには、 コンソール、 SSH、 Telnet の う ちいずれかでアクセスできる必要があ り ます。

Cisco Nexus 7000 シ リーズ スイ ッチを操作するには、 管理者権限が必要です。

リ リース 6.1(1) から  6.2(8) で使用可能な EPLD
http://www.cisco.com からダウンロードできる各 EPLD イ メージは、 EPLD アップグレードのバ
ンドルです。 各リ リースの更新された EPLD のバージ ョ ンを確認するには、 表 8-9 を参照して
ください。

（注） 表 8-9 では、 EPLD イ メージ番号が X.00y の形式で示されていますが、 show コマン ドでは、 以
前の EPLD イ メージは古い X.y 形式 （先行のゼロなし） で示されます。

表 8-9  Cisco NX-OS リ リースの EPLD のアップグレード

Module Type Module リ リース

EPLD デバイス Versions 6.1(1) 6.1(2) 6.1(3) 6.1(4) 6.1(4a) 6.1(5) 6.2(2) 6.2(2a) 6.2(6) 6.2(8)

Supervisor 1 モジュール （N7K-SUP1） （Cisco Nexus 70xx スイ ッチ用）

Power Manager すべて （All） 3.009 — — — — — — — — —

IO すべて （All） 3.029 — — — — — — — — —

INBAND すべて （All） 1.008 — — — — — — — — —

ローカル バスおよ
び CPLD

すべて （All） 3.000 — — — — — — — — —

CMP CPLD すべて （All） 6.000 — — — — — — — — —

Supervisor 2 および 2E モジュール （N7K-SUP2 および N7K-SUP2E） （Cisco Nexus 70xx スイ ッチ用）

Power Manager すべて （All） 2.004 — — — — — 2.005 — — —

IO すべて （All） 1.012 1.013 — — — — — — — —

http://www.cisco.com
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Supervisor 2E モジュール （N77-SUP2E） （Cisco Nexus 77xx スイ ッチ用）

Power Manager すべて （All） N/A1 N/A1 N/A1 N/A1 N/A1 — 1.002 — 1.003 —

F1 シ リーズ 32 ポート  1 ギガビッ トおよび 10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール （N7K-F132XP-15）

Power Manager すべて （All） 1.001 — — — — — — — — —

IO すべて （All） 0.045 — — — — — — — — —

F2 シ リーズ 48 ポート  1/10-GBASE-T イーサネッ ト （拡張） （N77-F248XP-23E）

Power Manager すべて （All） N/A1 N/A1 N/A1 N/A1 N/A1 N/A1 N/A1 N/A1 N/A1 0.005

IO すべて （All） N/A1 N/A1 N/A1 N/A1 N/A1 N/A1 N/A1 N/A1 N/A1 0.005

F2 シ リーズ 48 ポート  1 ギガビッ トおよび 10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール （N7K-F248XP-25）

Power Manager すべて （All） 1.006 — — — — — — — — —

IO すべて （All） 0.006 — — — — — — — — —

F2 シ リーズ 48 ポート  1 ギガビッ トおよび 10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール （拡張） （N7K-F248XP-25E）

Power Manager すべて （All） N/A1 1.006 — — — — — — — —

IO すべて （All） N/A1 0.001 — — — — — — — —

F2 シ リーズ 48 ポート  1/10 GBASE-T イーサネッ ト  I/O モジュール （拡張） （N7K-F248XP-25E）

Power Manager すべて （All） N/A1 1.009 — — — — — — — —

IO すべて （All） N/A1 0.016 — — — — — — — —

F3 シ リーズ 48 ポート  1 ギガビッ トおよび 10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール （N77-F348XP-23）

Power Manager すべて （All） N/A1 N/A1 N/A1 N/A1 N/A1 N/A1 N/A1 N/A1 1.003 —

IO すべて （All） N/A1 N/A1 N/A1 N/A1 N/A1 N/A1 N/A1 N/A1 0.024 —

SFP すべて （All） N/A1 N/A1 N/A1 N/A1 N/A1 N/A1 N/A1 N/A1 1.001 —

F3 シ リーズ 24 ポート  40 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール （N77-F324FQ-25）

Power Manager すべて （All） N/A1 N/A1 N/A1 N/A1 N/A1 N/A1 N/A1 N/A1 1.003 —

IO すべて （All） N/A1 N/A1 N/A1 N/A1 N/A1 N/A1 N/A1 N/A1 0.023 0.026

F3 シ リーズ 12 ポート  100 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール （N77-F312CK-26）

Power Manager すべて （All） N/A1 N/A1 N/A1 N/A1 N/A1 N/A1 N/A1 N/A1 1.004 —

IO すべて （All） N/A1 N/A1 N/A1 N/A1 N/A1 N/A1 N/A1 N/A1 0.017 —

F3 シ リーズ 12 ポート  40 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール （N7K-F312FQ-25）

Power Manager すべて （All） N/A1 N/A1 N/A1 N/A1 N/A1 N/A1 N/A1 N/A1 2.001 2.002

IO すべて （All） N/A1 N/A1 N/A1 N/A1 N/A1 N/A1 N/A1 N/A1 1.003 1.004

表 8-9  Cisco NX-OS リ リースの EPLD のアップグレード  （続き）

Module Type Module リ リース

EPLD デバイス Versions 6.1(1) 6.1(2) 6.1(3) 6.1(4) 6.1(4a) 6.1(5) 6.2(2) 6.2(2a) 6.2(6) 6.2(8)
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M1 シ リーズ 48 ポー ト  1 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール （N7K-M148GS-11）

Power Manager すべて （All） 4.008 — — — — — — — — —

IO すべて （All） 1.006 — — — — — — — — —

SFP すべて （All） 1.004 — — — — — — — — —

転送エンジン すべて （All） 1.006 — — — — — — — — —

XL 付き  M1 シ リーズ 48 ポート  1 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール （N7K-M148GS-11L）

Power Manager すべて （All） 4.008 — — — — — — — — —

IO すべて （All） 1.006 — — — — — — — — —

SFP すべて （All） 1.004 — — — — — — — — —

転送エンジン V01-V04 1.006 — — — — — — — — —

V05+ N/A2 N/A2 2.005 2.009 — — — — — 2.012

M1 シ リーズ 48 ポー ト  10/100/1000 イーサネッ ト  I/O モジュール （N7K-M148GT-11）

Power Manager すべて （All） 5.006 — — — — — — — — —

IO すべて （All） 2.014 — — — — — — — — —

転送エンジン すべて （All） 1.006 — — — — — — — — —

XL 付き  M1 シ リーズ 48 ポート  10/100/1000 イーサネッ ト  I/O モジュール （N7K-M148GT-11L）

Power Manager すべて （All） 5.006 — — — — — — — — —

IO すべて （All） 2.014 — — — — — — — — —

転送エンジン V01-V03 1.006 — — — — — — — — —

V04+ N/A2 N/A2 2.005 2,009 — — — — — 2.012

M1 シ リーズ 32 ポー ト  10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール （N7K-M132XP-12）

Power Manager すべて （All） 4.008 — — — — — — — — —

IO すべて （All） 1.016 — — — — — — — — —

LinkSec Engine すべて （All） 2.007 — — — — — — — — —

FE Bridge すべて （All） 186.008 — — — — — — — — —

転送エンジン すべて （All） 1.006 — — — — — — — — —

XL 付き  M1 シ リーズ 32 ポート  10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール （N7K-M132XP-12L）

Power Manager すべて （All） 4.008 — — — — — — — — —

IO すべて （All） 1.016 — — — — — — — — —

LinkSec Engine すべて （All） 2.007 — — — — — — — — —

FE Bridge すべて （All） 186.008 — — — — — — — — —

転送エンジン V01-V03 1.006 — — — — — — — — —

V04+ N/A2 N/A2 2.005 2.009 — — — — — 2.012

表 8-9  Cisco NX-OS リ リースの EPLD のアップグレード  （続き）

Module Type Module リ リース

EPLD デバイス Versions 6.1(1) 6.1(2) 6.1(3) 6.1(4) 6.1(4a) 6.1(5) 6.2(2) 6.2(2a) 6.2(6) 6.2(8)
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XL 付き  M1 シ リーズ 8 ポー ト  10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール （N7K-M108X2-12L）

Power Manager すべて （All） 4.008 — — — — — — — — —

IO すべて （All） 2.007 — — — — — — — — —

CDL FPGA すべて （All） 2.004 — — — — — — — — —

転送エンジン V01-V05 1.006 — — — — — — — — —

V06+ N/A2 N/A2 2.005 2.009 — — — — — 2.012

XL 付き  M2 シ リーズ 24 ポート  10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール （N7K-M224XP-23L）

Power Manager すべて （All） 1.006 — — — — — — — — —

IO すべて （All） 1.003 — — — — — — — — —

SFP すべて （All） 1.002 — — — — 1.003 — — — —

転送エンジン V01-V02 1.006 — — — — — — — — —

V03+ N/A2 N/A2 2.005 2.009 — — — — — 2.012

XL 付き  M2 シ リーズ 6 ポー ト  40 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール （N7K-M206FQ-23L）

Power Manager すべて （All） 1.006 — — — — — — — — —

IO すべて （All） 0.011 — — — — — — — — 0.012

SFP すべて （All） 2.008 — — — — — — — — —

転送エンジン V01-V02 1.006 — — — — — — — — —

V03+ N/A2 N/A2 2.005 2.009 — — — — — 2.012

XL 付き  M2 シ リーズ 2 ポー ト  100 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール （N7K-M202CF-22L）

Power Manager すべて （All） 1.006 — 1.007 — — — — — — —

IO すべて （All） 0.009 — — — — — — — — —

SFP すべて （All） 0.004 — — — — — — — — —

転送エンジン V01-V02 1.006 — — — — — — — — —

V03+ N/A2 N/A2 2.005 2.009 — — — — — 2.012

NAM サービス  モジュール （N7K-SM-NAM-K9）

Power Manager すべて （All） N/A1 N/A1 N/A1 N/A1 N/A1 N/A1 2.008 — — —

IO すべて （All） N/A1 N/A1 N/A1 N/A1 N/A1 N/A1 2.003 — — —

Azuma すべて （All） N/A1 N/A1 N/A1 N/A1 N/A1 N/A1 0.005 — — 0.006

Promenade すべて （All） N/A1 N/A1 N/A1 N/A1 N/A1 N/A1 3.001 — — —

Fabric-1 モジュール （Cisco Nexus 7010） （N7K-C7010-FAB1）

Power Manager すべて （All） 2.010 — — — — — — — — —

Fabric-1 モジュール （Cisco Nexus 7018） （N7K-C7018-FAB1）

Power Manager すべて （All） 1.003 — — — — — — — — —

Fabric-2 モジュール （Cisco Nexus 7009） （N7K-C7009-FAB2）

Power Manager すべて （All） 1.003 — — — — — — — — —

表 8-9  Cisco NX-OS リ リースの EPLD のアップグレード  （続き）

Module Type Module リ リース

EPLD デバイス Versions 6.1(1) 6.1(2) 6.1(3) 6.1(4) 6.1(4a) 6.1(5) 6.2(2) 6.2(2a) 6.2(6) 6.2(8)
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（注） スイ ッチで実行している  EPLD を一覧表示するには、 show version module module_number epld 
コマン ドを使用します。 表示されたバージ ョ ンのいずれかが表 8-9 に示されているバージ ョ ン
よ り も古い場合は、 EPLD をアップデートする こ とが推奨されます。

Fabric-2 モジュール （Cisco Nexus 7010） （N7K-C7010-FAB2）

Power Manager すべて （All） 0.007 — — — — — — — — —

Fabric-2 モジュール （Cisco Nexus 7018） （N7K-C7018-FAB2）

Power Manager すべて （All） 0.007 — — — — — — — — —

Fabric-2 モジュール （Cisco Nexus 7706） （N77-C7706-FAB2）

Power Manager すべて （All） N/A1 N/A1 N/A1 N/A1 N/A1 N/A1 N/A1 N/A1 1.002 —

Fabric-2 モジュール （Cisco Nexus 7710） （N77-C7710-FAB2）

Power Manager すべて （All） N/A1 N/A1 N/A1 N/A1 N/A1 N/A1 1.003 — — —

Fabric-2 モジュール （Cisco Nexus 7718） （N77-C7718-FAB2）

Power Manager すべて （All） N/A1 N/A1 N/A1 N/A1 N/A1 N/A1 1.002 — — —

ファン （Cisco Nexus 7004） （N7K-C7004-FAN）

Fan Controller すべて （All） N/A1 0.005 — — — — — — — —

ファン （Cisco Nexus 7009） （N7K-C7009-FAN）

Fan Controller すべて （All） 0.009 — — — — — — — — —

ファン （Cisco Nexus 7010） （N7K-C7010-FAN）

Fan Controller すべて （All） 0.007 — — — — — — — — —

ファン （Cisco Nexus 7018） （N7K-C7018-FAN）

Fan Controller すべて （All） 0.002 — — — — — — — — —

ファン （Cisco Nexus 7706） （N77-C7706-FAN）

Fan Controller 1 お
よび 2

すべて （All） N/A1 N/A1 N/A1 N/A1 N/A1 N/A1 N/A1 N/A1 0.006 —

ファン （Cisco Nexus 7710） （N77-C7710-FAN）

Fan Controller 1 お
よび 2

すべて （All） N/A1 N/A1 N/A1 N/A1 N/A1 N/A1 0.005 — 0.006 —

ファン （Cisco Nexus 7718） （N77-C7718-FAN）

Fan Controller 1 お
よび 2

すべて （All） N/A1 N/A1 N/A1 N/A1 N/A1 N/A1 0.005 — 0.006 —

1. モジュールおよび EPLD はその リ リースでは使用できません。

2. このモジュール バージ ョ ンは 近のソフ ト ウェア  リ リースまであ り ませんでした。

表 8-9  Cisco NX-OS リ リースの EPLD のアップグレード  （続き）

Module Type Module リ リース

EPLD デバイス Versions 6.1(1) 6.1(2) 6.1(3) 6.1(4) 6.1(4a) 6.1(5) 6.2(2) 6.2(2a) 6.2(6) 6.2(8)
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EPLD のアップグレードの可否に関する判断

表 8-10 に示すよ うに、 さ まざまな show コマン ドを使用して、 スイ ッチ上のすべてのモジュー
ルまたは特定のモジュールについて、 EPLD をアップグレード可能かど うかを判断できます。
これらのコマン ドは、 現在の EPLD イ メージ、 新しい EPLD イ メージ、 およびアップグレード
によってスイ ッチ操作が中断するかど うかを示します。

ハード ウェア  モジュールのバージ ョ ン  ID （VID） に応じて使用する  EPLD イ メージが異なる
場合 （表 8-9 （P.8-39） を参照） は、 例 8-12 に示すよ うに、 show sprom module number コマン ド
を使用して、 モジュールのバージ ョ ン番号を確認する必要があ り ます。

例 8-12 スーパーバイザ モジュールまたは I/O モジュールのバージ ョ ン番号の確認

switch# show sprom module 8 1
DISPLAY linecard sprom contents of module 8:
Common block:
 Block Signature : 0xabab
 Block Version   : 3
 Block Length    : 160
 Block Checksum  : 0x198b
 EEPROM Size     : 65535
 Block Count     : 3
 ...
 H/W Version     : 0.102
 Mfg Bits        : 0
 Engineer Use    : 0
 snmpOID         : 9.12.3.1.9.66.5.0
 Power Consump   : -600
 RMA Code        : 0-0-0-0
 CLEI Code       : COUIAY6CAA

 VID             : V01           <------バージ ョ ン ID
 ...

表 8-10 スイッチおよびそのモジュールに関する EPLD のアップグレード  ステータスの表示

EPLD のステータスを確認す
るモジュール コマンド

スイ ッチのすべてのモ
ジュール

show install all impact epld bootflash:filename

I/O モジュールと スーパーバ
イザ モジュール

show install module slot_number impact epld bootflash:filename

ファブ リ ッ ク  モジュール show install xbar-module slot_number impact epld 
bootflash:filename

ファン  ト レイ  モジュール show install fan-module slot_number impact epld 
bootflash:filename
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EPLD イメージのダウンロード

EPLD イ メージをインス トール用に準備する前に、 FTP サーバまたは管理サーバに EPLD イ
メージをダウンロードする必要があ り ます。

EPLD イ メージをダウンロードする手順は次のとおりです。

ステップ  1 ブラウザで次の URL を表示します。

http://www.cisco.com

ブラウザにシスコの Web サイ ト が表示されます。

ステップ  2 [Products & Services] タブから  [Switches] を選択します。

[Switches] ページが表示されます。

ステップ  3 [Data Center] 領域で [View Products] の横にある矢印をク リ ッ ク します。

データセンター製品の リ ス ト がページに表示されます。

ステップ  4 [Nexus 7000] をク リ ッ ク します。

[Cisco Nexus 7000 シ リーズ Switches] ページが表示されます。

ステップ  5 [Support] 領域で [Download Software] をク リ ッ ク します。

[Downloads] ページが表示され、 データセンター スイ ッチが リ ス ト表示されます。

ステップ  6 [Data Center Switches] > [Cisco Nexus 7000 Series Switches] の下の リ ス ト から、Cisco Nexus 7000 
シ リーズ スイ ッチを選択します。

[Log In] ページが表示されます。

ステップ  7 既存ユーザである場合は、 ユーザ名を  [User Name] フ ィールドに、 パスワードを  [Password] 
フ ィールドに入力します。 新しいユーザである場合は [Register Now] をク リ ッ ク し、 必要な情
報を入力してから  [Log In] ページに戻り、 新しいユーザ名でログインします。

指定したスイ ッチでダウンロードできる ソフ ト ウェア  タ イプが、 [Downloads] ページに リ ス ト
表示されます。

ステップ  8 [NX-OS EPLD Updates] をク リ ッ ク します。

ダウンロードできる ソフ ト ウェア  リ リースが [Downloads] ページに リ ス ト表示されます。

ステップ  9 [Latest Releases] > [6.2(8)] の順に選択します。

[Downloads] ページで リ リースの右に、 ダウンロード可能な  Tar ファ イルへの リ ンクなどのイ
メージ情報が表示されます。

（注） リ リース  6.1(1) または 6.1(2) の場合は、 6.1(1a) または 6.1(2a) 用の EPLD イ メージ ファ イルを
ダウンロードする必要があ り ます。

ステップ  10 Tar ファ イルの リ ンクをク リ ッ ク します。

[Downloads] ページに [Download] ボタンが表示され、 Tar ファ イルの情報がリ ス ト表示されます。

ステップ  11 [Download] をク リ ッ ク します。

[Supporting Documents] ページが表示され、 ソフ ト ウェアをダウンロードする場合のルールが表
示されます。

http://www.cisco.com
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ステップ  12 ルールを読み、 [Agree] をク リ ッ ク します。

[File Download] ダイアログボッ ク スが表示され、 イ メージ  ファ イルを開くか保存するかを聞か
れます。

ステップ  13 [Save （保存） ] をク リ ッ ク します。

[Save As] ダイアログボッ ク スが表示されます。

ステップ  14 Tar ファ イルの保存場所を指定し、 [Save] をク リ ッ ク します。

指定した場所に Tar ファ イルが保存されます。

これで EPLD イ メージをインス トール用に準備できます （「EPLD イ メージのインス トール準
備」 （P.8-49） を参照）。

vPC に必要な EPLD イメージ

仮想ポート  チャネル （vPC） 機能は、 Cisco NX-OS リ リース  4.1(3) 以降で使用できます。
シャーシ上で vPC をイネーブルにする場合には、32 ポート  10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  タ イプ
の I/O モジュールに EPLD イ メージ 186.3 （以降のイ メージ） が必要です （N7K-M132XP-12 お
よび N7K-M132XP-12L）。

（注） EPLD アップグレード操作は、 中断を伴う操作です。 この操作の実行は、 予定されたメ ンテナ
ンス時間に限定して ください。 システム /キッ ク スター ト  ISSU アップグレードは、 中断を伴い
ません。

シャーシ内の大部分の N7K-M132XP-12 モジュールはすでにこの 低限の EPLD 要件を満たし
ていますが、 2008 年 6 月以前に出荷された N7K-M132XP-12 モジュールで作業している場合
は、 EPLD バージ ョ ンをアップグレードする必要があ り ます。

すべての N7K-M132XP-12 モジュールの EPLD バージ ョ ンを確認するには、 show version 
module slot_number epld コマン ドを入力します。 FE Bridge(x) バージ ョ ンの行に 186.7 よ り も前
のバージ ョ ンが表示された場合は、 ターゲッ ト の Cisco NX-OS リ リース と互換性のあるバー
ジ ョ ンへの EPLD アップグレードを予定に入れて ください。 たとえば、 Cisco NX-OS リ リース  
6.1(1) を実行する場合は、 リ リース  6.1(1) EPLD を選択します。

次の例では、 FE Bridge の行に適切な EPLD バージ ョ ンである リ リース  186.008 が表示されてい
ます。

Nexus-7k(config)# show version module 7 epld

EPLD Device                       Version
-----------------------------------------
Power Manager                      4.008
IO                                 1.016
Forwarding Engine                  1.006
FE Bridge(1)                     186.008 << OK!
FE Bridge(2)                     186.008 << OK!
Linksec Engine(1)                  2.007
Linksec Engine(2)                  2.007
Linksec Engine(3)                  2.007
Linksec Engine(4)                  2.007
Linksec Engine(5)                  2.007
Linksec Engine(6)                  2.007
Linksec Engine(7)                  2.007
Linksec Engine(8)                  2.007
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LISP に必要な EPLD イメージ

Locator/ID Separator Protocol （LISP） 機能は、 Cisco NX-OS リ リース  5.2(1) 以降で使用できま
す。 シャーシ上で LISP をイネーブルにする場合には、 32 ポート  10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  
タ イプの I/O モジュールに EPLD イ メージ 186.8 または 186.008 （以降のイ メージ） が必要です
（N7K-M132XP-12 および N7K-M132XP-12L）。

（注） EPLD アップグレード操作は、 中断を伴う操作です。 この操作の実行は、 予定されたメ ンテナ
ンス時間に限定して ください。 システム /キッ ク スター ト  ISSU アップグレードは、 中断を伴い
ません。

2011 年 7 月の前に同梱されていた N7K-M132XP-12 モジュールを使用する場合は、 EPLD バー
ジ ョ ンをアップグレードする必要がある場合があ り ます。

すべての N7K-M132XP-12 および N7K-M132XP-12L モジュールの EPLD バージ ョ ンを確認する
には、 show version module slot_number epld を入力します。 FE Bridge(x) バージ ョ ンの行に 
186.8 よ り も前のバージ ョ ンまたは 186.008 が表示された場合は、ターゲッ ト の Cisco NX-OS リ
リース と互換性のあるバージ ョ ンへの EPLD アップグレードを予定に入れて ください。 たとえ
ば、 Cisco NX-OS リ リース  5.2(1) を実行する場合は、 リ リース  5.2(1) EPLD を選択します。

次の例では、 FE Bridge の行に適切な EPLD バージ ョ ンである リ リース  186.008 が表示されてい
ます。

Nexus-7k(config)# show version module 7 epld

EPLD Device                       Version
-----------------------------------------
Power Manager                      4.008
IO                                 1.016
Forwarding Engine                  1.006
FE Bridge(1)                     186.008 << OK!
FE Bridge(2)                     186.008 << OK!
Linksec Engine(1)                  2.007
Linksec Engine(2)                  2.007
Linksec Engine(3)                  2.007
Linksec Engine(4)                  2.007
Linksec Engine(5)                  2.007
Linksec Engine(6)                  2.007
Linksec Engine(7)                  2.007
Linksec Engine(8)                  2.007
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取り付けに関するガイドライン

Cisco Nexus 7000 シ リーズ スイ ッチでは、 CLI コマンドを使用して EPLD のアップグレード
（またはダウングレード） を実行できます。 EPLD のアップグレード またはダウングレードを行
う と きは、 次の注意事項に従って ください。

• EPLD イ メージをアップグレードする前に、 Cisco NX-OS オペレーティ ング  システムをイ
メージに必要なレベルにアップデート している こ と を確認し、 また次の EPLD イ メージ 
ファ イルの 1 つが存在する こ と を確認します。

– n7000-s1-epld.6.2.8.img （Supervisor 1 モジュールを搭載した Cisco Nexus 7004、 7009、
7010、 7018 スイ ッチ用）

– n7000-s2-epld.6.2.8.img （Supervisor 2 または Supervisor 2E モジュールを搭載した  Cisco 
Nexus 7004、 7009、 7010、 7018 スイ ッチ用）

– n7700-s2-epld.6.2.8.img （Cisco Nexus 7710 および 7718 スイ ッチ用）

（注） Supervisor 1 モジュールを搭載したシャーシの EPLD イ メージおよびソフ ト ウェア イ
メージの場合は、 イ メージ名に 「s1」 が含まれ、 Supervisor 2 および Supervisor 2E の場
合は、 イ メージ名に 「s2」 が含まれています。

• アクテ ィブなスーパーバイザ モジュールから しかアップグレードを実行できません。 この
アップグレードは、 次のよ うに、 モジュールの 1 つまたはすべてに対応します。

– モジュールを個別にアップグレードできます。

– すべてのモジュールを順番にアップグレードできます。

– すべてのモジュールを同時にアップグレードできます。

• スイ ッチがオンラ インであるかオフラ インに関係な く、 次のよ うに、 1 つまたはすべての
モジュールのイ メージを更新できます。

– モジュールがオンラ インの場合は、 新しい EPLD イ メージとバージ ョ ン番号が異なる  
EPLD イ メージのみがアップグレード されます。

– モジュールがオフラ インの場合は、 すべての  EPLD イ メージがアップグレード され
ます。

• 2 つのスーパーバイザ モジュールが存在するシステムでは、 スタンバイ状態のスーパーバ
イザの EPLD をアップグレード してから、 アクテ ィブ スーパーバイザをスタンバイ  モード
に切り替えて、 その EPLD をアップグレード します （Cisco Nexus 7000 シ リーズ スイ ッチ
では、 スーパーバイザのスイ ッチオーバーによって ト ラフ ィ ッ クが中断される こ とはあ り
ません）。 1 つのスーパーバイザ モジュールのみを備えているスイ ッチでは、 アクテ ィブな
スーパーバイザをアップグレードできますが、 アップグレード時に動作が中断されます。

• アップグレードを中断する場合は、 アップグレード していたモジュールをも う一度アップ
グレードする必要があ り ます。

• アップグレード  プロセスによ り、 対象モジュールの ト ラフ ィ ッ クが中断されます。

• EPLD のアップグレード中に、 モジュールの挿入や取り外しは行わないでください。
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EPLD イメージのインストール準備

スイ ッチ モジュールごとに EPLD イ メージをアップデートする前に、スイ ッチで使用している  
Cisco NX-OS バージ ョ ンを判別し、 新しい EPLD イ メージ用のスペースがある こ と を確認して
イ メージをダウンロード します。

EPLD イ メージのインス トール準備を行う手順は次のとおりです。

ステップ  1 コンソール ポート 、 SSH セッシ ョ ン、 Telnet セッシ ョ ンの う ちいずれかでスイ ッチにログイン
します。

ステップ  2 スイ ッチが、予定どおりのバージ ョ ンの Cisco NX-OS オペレーテ ィ ング  システムを使用してい
る こ と を確認します。 kickstart 行および system 行に Cisco NX-OS バージ ョ ンが表示されます。
この手順によ り、 ダウンロードする必要がある  EPLD イ メージのバージ ョ ンが決ま り ます。

switch# show version
..Software
  BIOS:      version 3.22.0
  kickstart: version 6.2(8) 
  system:    version 6.2(8) 
  BIOS compile time:       02/20/10
  kickstart image file is: bootflash:/n7000-s2-kickstart.6.2.8.bin
  kickstart compile time:  4/06/2014 12:00:00 [04/06/2014 18:37:07]
  system image file is:    bootflash:/n7000-s2-dk9.6.2.8.bin
  system compile time:     4/06/2014 13:00:00 [04/06/2014 19:21:22]

ステップ  3 アクテ ィブまたはスタンバイ状態のスーパーバイザ メモ リ  デバイスに、 dir bootflash: コマン
ド または dirslot0: コマン ドを使用してダウンロードする  EPLD イ メージ用の 120 MB の空ス
ペースがある こ と を確認します。

デフォル ト の場合、 このコマン ドでは、 アクテ ィブなスーパーバイザの使用済みメモ リ と空き
メモ リが表示されます。 スイ ッチに追加のスーパーバイザ （スタンバイ状態のスーパーバイ
ザ） がある場合は、 show module コマン ドを使用して他方のスーパーバイザのモジュール番号
を調べ、 attach module コマン ドを使用してそのモジュール番号に接続してから、 dir bootflash: 
コマン ド または dir slot0: コマン ドを使用して使用済みメモ リ と空き メモ リの量を判断します。
使用可能ブート フラ ッシュのメモ リ量を判断するには、 例 8-13 を参照して ください。 使用可能
な slot0 メモ リの量を判断するには、 例 8-14 を参照して ください。

例 8-13 使用可能ブート フラ ッシュのメモリ量の判断

switch# dir bootflash:
...
       4096    Apr 06 01:19:53 2014 lost+found/
    3020665    Jan 02 07:47:36 2014  n7000-s1-debug-sh-bash.6.2.6.gbin
  207429135    Jan 02 07:35:03 2014  n7000-s1-dk9.6.2.6.gbin
  207558132    Apr 06 07:11:31 2014  n7000-s2-dk9.6.2.8.gbin
   29479424    Jan 02 12:03:47 2014  n7000-s2-kickstart.6.2.6.gbin
   29467136    Apr 06 10:35:18 2014  n7000-s2-kickstart.6.2.8.gbin
...

Usage for bootflash://sup-local
  978673664 bytes used
  860184576 bytes free
 1838858240 bytes total
switch# show module
Mod  Ports  Module-Type                      Model              Status
---  -----  -------------------------------- ------------------ ------------
6    8      10 Gbps Ethernet XL Module       N7K-M108X2-12L     ok
7    48     1/10 Gbps Ethernet Modul         N7K-F248XP-24      ok
8    48     1000 Mbps Optical Ethernet XL Mo N7K-M148GS-11L     ok
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9    0      Supervisor module-1X             N7K-SUP1           ha-standby
10   0      Supervisor module-1X             N7K-SUP1           active *
...
switch# attach module 9
Attaching to module 9 ...
To exit type 'exit', to abort type '$.'
Cisco Nexus Operating System (NX-OS) Software
TAC support: http://www.cisco.com/tac
Copyright (c) 2002-2013, Cisco Systems, Inc. All rights reserved.
The copyrights to certain works contained in this software are
owned by other third parties and used and distributed under
license.Certain components of this software are licensed under
the GNU General Public License (GPL) version 2.0 or the GNU
Lesser General Public License (LGPL) Version 2.1.A copy of each
such license is available at
http://www.opensource.org/licenses/gpl-2.0.php and
http://www.opensource.org/licenses/lgpl-2.1.php
switch#

例 8-14 使用可能な slot0 のメモリ量の判断

switch# dir slot0:
...

Usage for slot0://sup-local
       4096 bytes used
 2044850176 bytes free
 2044854272 bytes total

switch# show module
Mod  Ports  Module-Type                      Model              Status
---  -----  -------------------------------- ------------------ ------------
2    48     10/100/1000 Mbps Ethernet Module N7K-M148GT-11      ok
3    48     10/100/1000 Mbps Ethernet Module N7K-M148GT-11      ok
4    48     10/100/1000 Mbps Ethernet Module N7K-M148GT-11      ok
5    0      Supervisor module-1X             N7K-SUP1           ha-standby
6    0      Supervisor module-1X             N7K-SUP1           active *
7    48     1/10 Gbps Ethernet Modul         N7K-F248XP-24      ok
9    48     1000 Mbps Optical Ethernet Modul N7K-M148GS-11      ok
...
switch(standby)# dir slot0://sup-standby/
...
Usage for slot0://sup-standby
    1376256 bytes used
 2073870336 bytes free
 2075246592 bytes total

ステップ  4 低 120 MB の空き メモ リが EPLD ファ イル用にない場合は、 以前のイ メージなどの不要ファ
イルを削除し、 十分な空き メモ リ を確保します。

switch# delete bootflash:n7000-s1-kickstart.5.2.0.bin

ステップ  5 FTP サーバまたは管理サーバからアクテ ィブなスーパーバイザ モジュールのブート フラ ッシュ  
メモ リ または slot0 メモ リに EPLD イ メージ ファ イルをコピーします。 次の例は、 FTP サーバ
からブート フラ ッシュ  メモ リにコピーする方法を示しています。

switch# copy ftp://10.1.7.2/n7000-s1-epld.6.2.8.img bootflash:n7000-s1-epld.6.2.8.img
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（注） NX-OS Release 6.1(1) の場合は、 n7000-s1-epld.6.1.1a.img ファ イル （Supervisor 1 モジュール用）
または n7000-s2-epld.6.1.1a.img ファ イル （Supervisor 2 モジュール用） をコピーする必要があ り
ます。 NX-OS Release 6.1(2) の場合は、 n7000-s1-epld.6.1.2a.img ファ イル （Supervisor 1 モ
ジュール用） または n7000-s1-epld.6.1.2a.img ファ イル （Supervisor  2 モジュール用） をコピー
する必要があ り ます。

ステップ  6 EPLD イ メージをスタンバイ状態のスーパーバイザにコピーします。

switch# copy bootflash:n7000-s1-epld.6.2.8.img 
bootflash://sup-standby/n7000-s1-epld.6.2.8.img

EPLD イ メージをアップグレードできるよ うにな り ました （「EPLD イ メージの手動アップグ
レード」 （P.8-51） を参照）。

EPLD イメージの手動アップグレード

スイ ッチに搭載されているすべてのモジュールまたは特定のモジュールの EPLD イ メージを手
動でアップグレードできます。 アップグレードを要求する場合、 Cisco NX-OS ソフ ト ウェアは、
次の結果を含む各 EPLD イ メージの現在および新しいバージ ョ ンを示します。

• モジュールがインス トールされていてオンラ インの場合、 ソフ ト ウェアは、 EPLD ご とに
インス トールされた新しいバージ ョ ンを示します。 バージ ョ ンに相違がある場合、 ソフ ト
ウェアは、 ユーザがプロセスを確認したと きにアップグレード またはダウングレードがあ
る こ と を示します。

• モジュールがインス トールされていてオフラ インの場合、 ソフ ト ウェアは、 現在の EPLD 
バージ ョ ンを リ ス ト できないため、 ユーザがアップグレードを確認する と、 すべての 
EPLD が更新されます。

• モジュールが取り付けられていない場合、 ソフ ト ウェアはエラー メ ッセージを表示し、
EPLD をアップグレード しません。

更新可能なモジュールやスイ ッチの動作に悪影響を及ぼすアップグレードを確認する必要があ
る場合は、 「EPLD のアップグレードの可否に関する判断」 （P.8-44） を参照して ください。

Cisco Nexus 7000 シ リーズ スイ ッチの EPLD イ メージをアップグレードするには、 表 8-11 に リ
ス ト されている  install コマン ドの 1 つを使用します。 これらのコマン ドでは、 スイ ッチ上のす
べてのモジュール、 1 つまたは 2 つのタイプの複数モジュール、 または単一のモジュールの 
EPLD イ メージをアップグレードできます。 slot_number を指定する場合は、 1 つの番号を使用
します。 slot_numbers を指定する場合、 すべてのスロ ッ ト に対する  all、 カンマで区切った複数
のスロ ッ ト （x、 y、 z）、 またはスロ ッ ト番号の範囲 （x-y） を指定できます。

表 8-11 EPLD アップグレード  コマンド

アップグレード されるモジュール コマンド

搭載されているすべてのモジュールを、一度に 
1 つずつアップグレード

install all epld epld_image 

並行してアップグレード された I/O モジュールを
含む、 搭載されているすべてのモジュール

install all epld epld_image parallel
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スイ ッチ内の両方のスーパーバイザ モジュールをアップグレードする場合、 Cisco NX-OS は、
スタンバイ状態のスーパーバイザ モジュールの EPLD イ メージをアップグレード し、 次にアク
テ ィブ スーパーバイザ モジュールをアップグレード します。 このアクシ ョ ンでは、 スイ ッチ
の動作を中断させる こ とな く、 スーパーバイザ モジュールをアップグレードできます。

（注） 2 つのスーパーバイザ スイ ッチ内の Supervisor 2 モジュールまたは Supervisor 2E モジュールの 
EPLD イ メージをアップグレードする場合、 スタンバイ  スーパーバイザは、 このアップグレー
ドの終了までに 2 回リ セッ ト しますが、 引き続きアップグレードは完了し、 コンソールにアッ
プグレード  ステータスが表示されます。

シングル スーパーバイザ スイ ッチ内のスーパーバイザ モジュールをアップグレードする と、
スイ ッチがアクテ ィブな場合、 この操作によってスイ ッチ動作が中断します。

スイ ッチ内のすべてのモジュールに関してすべての新しい EPLD イ メージのインス トールを開
始するには、 例 8-15 （Supervisor 1 モジュールを搭載したスイ ッチ） または例 8-16 （Supervisor 
2 モジュールまたは Supervisor 2E モジュールを搭載したスイ ッチ） のいずれかに示すよ うに、
install all epld コマン ドを使用します。

例 8-15 Supervisor 1 モジュールを搭載したスイッチに EPLD イメージを並行してインストール

switch# install all epld bootflash:n7000-s1-epld.6.2.8.img parallel

例 8-16 Supervisor 2 モジュールまたは Supervisor 2E モジュールを搭載したスイッチに EPLD イメージを
並行してインストール

switch# install all epld bootflash:n7000-s2-epld.6.2.8.img parallel

並行してアップグレード された I/O モジュールを
含む、 1 つまたは複数の I/O モジュールおよび
スーパーバイザ モジュール 

install all epld epld_image parallel module {all | slot_numbers}

並行してアップグレード された I/O モジュールを
含む 1 つまたは複数の I/O モジュールおよびスー
パーバイザ モジュール、 および 1 つまたは複数
のファン  ト レイ  モジュール

install all epld epld_image parallel module {all | slot_numbers} 
fan-module {all | slot_numbers}

並行してアップグレード された I/O モジュールを
含む 1 つまたは複数の I/O モジュールおよびスー
パーバイザ モジュール、 および 1 つまたは複数
のファブ リ ッ ク （xbar） モジュール

install all epld epld_image parallel module {all | slot_numbers} 
xbar-module {all | slot_numbers}

1 つまたは複数のファン  ト レ イ  モジュールと  
1 つまたは複数のファブリ ッ ク （xbar） モジュール

install all epld epld_image parallel fan-module {all | slot_numbers} 
xbar-module {all | slot_numbers}

1 つの I/O モジュールまたはスーパーバイザ モ
ジュール

install module slot_number epld epld_image

1 台のファン  モジュール install fan-module slot_number epld epld_image

1 つのファブ リ ッ ク  モジュール install xbar-module slot_number epld epld_image

表 8-11 EPLD アップグレード  コマンド  （続き）

アップグレード されるモジュール コマンド
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例 8-17 は、 すべての I/O モジュールおよびスーパーバイザ モジュール、 およびファン  ト レイ  
スロ ッ ト  1 内のファン  ト レイ  モジュールに対して、 すべての新しい EPLD イ メージのインス
トールを開始する方法を示します （この例では Supervisor 1 モジュールを搭載したスイ ッチの
場合）。

例 8-17 スーパーバイザ モジュールおよび I/O モジュールと、 他の特定モジュールの取り付け
（Supervisor 1 モジュールを搭載したスイッチの場合）

switch# install all epld bootflash:n7000-s1-epld.6.2.8.img parallel module all fan-module 1

（注） リ リース  6.1(1) および 6.1(2) では、電源がオフになっている  M2 シ リーズ I/O モジュールがある
場合、 no poweroff module コマン ドを使用してそのモジュールの電源をオンにします。

switch# no poweroff module slot_number

（注） リ リース  4.0(2) 以前の リ リースでは、 電源管理の EPLD イ メージをアップデート した場合、
EPLD を有効にするためにモジュールの電源を リ セッ トする必要があ り ます （ リ リース  4.0(3) 
以降の リ リースでは、 この操作は不要です）。 次の 2 種類の方法のいずれかで電源を リ セッ ト
できます ： モジュールの電源の リ セッ ト （モジュールを物理的に取り外して再設置します。 モ
ジュールの リ ロードやイジェ ク ト  ボタンを押すだけでは、 この リ セッ ト要件を満たせません）、
またはスイ ッチ全体の リ セッ ト （ス イ ッチの電源を再投入します）。

注意 電源を リ セッ トする と、 そのモジュールを通過するデータ  ト ラフ ィ ッ クが中断されます。 ス
イ ッチ全体の電源を再投入する と、 電源の再投入中にシステムを通過するすべてのデータ  ト ラ
フ ィ ッ クが中断されます。 この操作は、 リ リース  4.0(3) 以降の リ リースでは不要です。

（注） リ リース  4.0(3) 以降の リ リースでは、 スイ ッチはアップグレード後に自動的に新しい電源管理
の EPLD をロードするので、 モジュールまたはスイ ッチの電源を リ セッ トする必要はな く な り
ました。

EPLD アップグレードを確認するには、 「EPLD アップグレードの確認」 （P.8-55） を参照して く
ださい。

I/O モジュールの EPLD イメージの自動アップグレード

Cisco Nexus 7004、 7009、 7010、 7018 スイ ッチに搭載されている  I/O モジュールの EPLD イ
メージの自動アップグレードを有効または無効にした り、 確認する こ とができます。 また、 設
定されている 大試行回数を超過したためアップグレードがキャンセルされた場合は、 プロセ
スを リ セッ ト してアップグレードを有効にする こ とができます。

（注） EPLD イ メージの自動アップグレードを設定できるのは I/O モジュールだけです。 スーパーバ
イザ モジュール、 ファブ リ ッ ク  モジュール、 ファン  ト レイなどの他のモジュールに対しては
設定できません。
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この項では、 次の ト ピ ッ クについて取り上げます。

• 「EPLD イ メージの自動アップグレードの有効化または無効化」 （P.8-54）

• 「EPLD イ メージの自動アップグレードの確認」 （P.8-55）

• 「EPLD イ メージの自動アップグレードの リ セッ ト 」 （P.8-55）

EPLD イメージの自動アップグレードの有効化または無効化

I/O モジュールの EPLD イ メージの自動アップグレードを有効または無効にできます。 有効に
した場合、 スイ ッチは、 新たに取り付けられた I/O モジュールまたは電源がオンになっている  
I/O モジュール上の EPLD イ メージのバージ ョ ンをチェ ッ ク し、 そのイ メージがスイ ッチ上の 
Ciscon NX-OS ソフ ト ウェアの現バージ ョ ンによってインス トールされたイ メージよ り も古いか
ど うかを調べます。 I/O モジュールのイ メージのほ うが古い場合、 スイ ッチはそのイ メージを
新しいバージ ョ ンに自動的にアップグレード します。

手順の概要

1. configure terminal

2. system auto-upgrade epld

3. show running-config | inc epld

（注） また、 I/O モジュールの EPLD イ メージの自動アップグレードを回避するには、 no system 
auto-upgrade epld コマン ドを使用します。

手順の詳細

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例 ：
switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モー
ドを開始します。

ステップ 2 system auto-update epld

例 ：

switch(config)# system auto-update epld
Auto upgrade enabled
switch(config)#

自動更新を有効にします。

no system auto-update epld

例 ：
switch(config)# no system auto-update epld
Auto upgrade disabled
switch(config)#

自動更新を無効にします。

ステップ 3 show running-config | inc epld

例 ：
switch(config)# sh running-config | inc epld
system auto-upgrade epld
switch(config)#

自動アップグレードが実行コンフ ィギュ
レーシ ョ ンの一部であるかど うかを確認
します。
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EPLD イメージの自動アップグレードの確認

アップグレードの実行中またはアップグレード後に、 自動アップグレードの状態を確認するに
は、 表 8-12 に示すコマン ドを使用します。

EPLD イメージの自動アップグレードのリセッ ト

許可されている更新の 大試行回数を超過したため自動アップグレード機能が停止した場合
は、 次のメ ッセージが表示されます。

switch# 2013 May 21 13:30:21 switch %$ VDC-1 %$_ %USER-2-SYSTEM_MSG: 
<<%EPLD_AUTO-2-AUTO_UPGRADE_CHECK>> Automatic EPLD upgrade check for module 15: Max 
retries reached.Use 'clear auto-upgrade epld flags all' to upgrade.- epld_auto

次のいずれかの方法で自動アップグレード  プロセスを リ セッ ト できます。

• clear auto-upgrade epld flags all コマン ドを使用して、 すべての I/O モジュールの 
auto-upgrade epld フラグをク リ アします。

• clear auto epld flags module_number コマン ドを使用して、 特定の I/O モジュールの 
auto-upgrade epld フラグをク リ アします。

• スイ ッチを再起動します。

EPLD アップグレードの確認

表 8-13 に リ ス ト されているコマン ドを使用して、 スイ ッチ内の各スロ ッ ト の EPLD アップグ
レードを確認できます。

次に、 スロ ッ ト  9 にある  Cisco Nexus 7018 スーパーバイザ モジュールの EPLD イ メージを確認
する例を示します。

switch# show version module 9 epld

表 8-12 自動 EPLD アップグレードの確認コマンド

コマン ド Action

show system auto epld status 進行中の自動アップグレードの状態を表示します。

show install auto-upgrade epld status アップグレード後に EPLD の現在のバージ ョ ン と以前
のバージ ョ ンを表示します。

表 8-13 モジュールの EPLD 情報を表示するコマンド

コマン ド 確認されるモジュール

show version module slot_number epld I/O モジュールと スーパーバイザ モジュール

show version fan slot_number epld ファン  ト レイ  モジュール

show version xbar slot_number epld ファブ リ ッ ク  モジュール
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次に、 ファン  ト レイ  モジュール スロ ッ ト  2 にあるファン  ト レイ  モジュールの EPLD イ メージ
を確認する例を示します。

switch# show version fan 2 epld

次に、 ファブ リ ッ ク  モジュール スロ ッ ト  4 にあるファブ リ ッ ク  モジュールの EPLD イ メージ
を確認する例を示します。

switch# show version xbar 4 epld

使用可能 EPLD バージョンの表示

使用可能 EPLD バージ ョ ンを表示するには、 例 8-18 に示すよ うに、 show version epld url コマ
ン ドを使用します。

例 8-18 使用可能 EPLD バージ ョ ンの表示

switch# show version epld bootflash:n7000-s1-epld.6.2.8.img

...
Module Type                         EPLD Device           Version
-----------------------------------------------------------------
Supervisor-1X                       Power Manager           3.009
Supervisor-1X                       IO                      3.029
Supervisor-1X                       Inband                  1.008
Supervisor-1X                       Local Bus CPLD          3.000
Supervisor-1X                       CMP CPLD                6.000
...
10/100/1000 Mbps Eth Module         Power Manager           5.006
10/100/1000 Mbps Eth Module         IO                      2.014
10/100/1000 Mbps Eth Module         Forwarding Engine       1.006
 
10 Gbps Ethernet Module             Power Manager           4.008
10 Gbps Ethernet Module             IO                      1.016
10 Gbps Ethernet Module             Forwarding Engine       1.006
10 Gbps Ethernet Module             FE Bridge              186.008
10 Gbps Ethernet Module             Linksec Engine          2.007
 
1000 Mbps Optical Ethernet Module   Power Manager           4.008
1000 Mbps Optical Ethernet Module   IO                      1.006
1000 Mbps Optical Ethernet Module   Forwarding Engine       1.006
1000 Mbps Optical Ethernet Module   SFP                     1.004
...
Fabric Module 2                     Power Manager           1.003

Fabric Module 2                     Power Manager           1.003
...
Fan<Cisco Nexus 7009>               Fan Controller          0.009
Fan<Cisco Nexus 7009>               Fan Controller          0.009
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EPLD アップグレードのステータスの表示

スイ ッチの EPLD アップグレードのステータスを表示するには、 例 8-19 に示すよ うに、 show 
install epld status コマン ドを使用します。

例 8-19 EPLD アップグレードの表示

switch# show install epld status

1) Xbar Module 4 upgraded on Wed Oct 26 16:36:27 2011 (524778 us)
Status: EPLD Upgrade was Successful

EPLD                               Curr Ver    Old Ver
------------------------------------------------------
Power Manager                       1.003         1.003

2) Module 14 upgraded on Mon May 23 19:45:55 2011 (835895 us)
Status: EPLD Upgrade was Successful

...

デフォルト設定
デフォル ト  ハード ウェア設定を表 8-14 に示します。

表 8-14 デフォルト  ハードウェア パラメータ

パラ メータ （Parameters） デフォルト

電源装置モード 電源装置の冗長モード
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ト ラブルシューティング

この章では、 Cisco Nexus 7000 シ リーズ ハード ウェアの問題を ト ラブルシューティ ングする方
法について説明します。

この章は、 次の項で構成されています。

• 「使用する前に」 （P.9-1）

• 「フ ァン  ト レイの ト ラブルシューテ ィ ング」 （P.9-2）

• 「AC 電源装置の ト ラブルシューテ ィ ング」 （P.9-3）

• 「DC 電源装置の ト ラブルシューテ ィ ング」 （P.9-4）

• 「スーパーバイザ モジュールの ト ラブルシューテ ィ ング」 （P.9-6）

• 「フ ァブ リ ッ ク  モジュールの ト ラブルシューテ ィ ング」 （P.9-7）

• 「I/O モジュールの ト ラブルシューテ ィ ング」 （P.9-8）

• 「カスタマーサービスへのお問い合わせ」 （P.9-9）

Cisco NX-OS オペレーテ ィ ング  システムに関連する問題がシステムにある場合は、 『Cisco 
NX-OS Troubleshooting Guide』 を参照して ください。 システムの問題を特定できない場合は、
Cisco Technical Assistance Center （TAC） までお問い合わせください。

使用する前に
電源装置の電源をオンにして電力をシステム  ファン、 スーパーバイザ モジュール、 ファブ
リ ッ ク  モジュール、 および I/O モジュールに送り、 Cisco Nexus 7000 シ リーズ スイ ッチを起動
します。 起動フェーズ中は、 スーパーバイザ モジュールと  I/O モジュールの ステータス  LED 
がオレンジにな り、 初期化プロセスが進行中である こ とが示されます。 システムが動作する
と、 コンポーネン ト  LED は、 システムが動作中か、 システムの問題を ト ラブルシューテ ィ ン
グする必要があるかを示します。

システムの ト ラブルシューテ ィ ングで重要なこ とは、 特定のシステム  コンポーネン ト に問題を
絞り込むこ とです。 初に、 システムで実行している こ と を、 システムで実行すべき こ と と比
較して ください。 シャーシの LED を見てシステム  コンポーネン ト に重大な問題があるかど う
かを確認します。 グ リーンのシャーシ LED は、 すべてのコンポーネン ト が動作している こ と
を示し、 オレンジの LED は、 低 1 つのコンポーネン ト に重大な問題があ り、 ト ラブルシュー
テ ィ ングが必要である こ と を示します。

システム  LED、 および LED が示す状態については、 表 D-1 （P.D-1） を参照して ください。
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マイナーな過熱状態などの重大ではない問題は、 シャーシ LED によって示されません。 この
よ う な問題を検出するには、 システム  モジュールのオレンジの ステータス  LED を調べる必要
があ り ます。

ト ラブルシューテ ィ ングの必要があるコンポーネン ト のタ イプによ り、 次の う ちいずれかの ト
ピ ッ クを参照して ください。

• オレンジの PSU LED については、 「フ ァン  ト レイの ト ラブルシューテ ィ ング」 （P.9-2） を
参照して ください。

• オレンジの FAN LED については、 「フ ァン  ト レイの ト ラブルシューティ ング」 （P.9-2） を
参照して ください。

• オレンジの SUP LED については、 「スーパーバイザ モジュールの ト ラブルシューテ ィ ン
グ」 （P.9-6） を参照して ください。

• オレンジの FAB LED については、 「ファブ リ ッ ク  モジュールの ト ラブルシューティ ング」
（P.9-7） を参照して ください。

• オレンジの IOM LED については、 「I/O モジュールの ト ラブルシューテ ィ ング」 （P.9-8） を
参照して ください。

ファン ト レイのト ラブルシューティング
次の状態は、 1 つ以上のファン  ト レイ  モジュールに問題がある こ と を示しています。

• シャーシの FAN LED がオレンジになっている。

• ファン  ト レイの ステータス  LED がレッ ドで点滅している。

システムの動作中は、 それぞれのファン  ト レイ  モジュールが排気して、 ステータス  LED がグ
リーンになっている必要があ り ます。 これは、 その ト レイのすべてのファンがしきい値速度以
上で動作している こ と を示しています。

ファン  ト レイ  LED、 および LED が示す状態については、 表 D-7 （P.D-7） を参照して ください。

ファン  ト レイの問題を ト ラブルシューテ ィ ングする場合は、 次の手順に従って問題を解決して
ください。

ステップ  1 STATUS LED がレ ッ ドで点滅しているか、 各ファン  ト レイで点灯していないかを確認します。
LED がレッ ドで点滅している場合は、 ト レイの少な く と も  1 つのファンが低速で稼働している
か、 または稼働していません。 LED が点灯していない場合は、 電力がファン  ト レイに供給さ
れていません。

ステップ  2 電源装置がシャーシ コンポーネン ト に電力を供給しているかど うかを確認します。 各電源装置
の Output LED がグ リーンで点灯している必要があ り ます。

ステップ  3 次の手順を実行し、 ファン  ト レイがシャーシに適切に装着されている こ と を確認します。

a. ファン  ト レイの非脱落型ネジを緩めてシャーシから外します。

b. ファン ト レイのハンドルを片手で握り、 ファン ト レイをシャーシから途中まで引き出します。

c. ファン ト レイがミ ッ ドプレーンに完全に装着されるまでファン ト レイをシャーシに押し戻し、
ファン ト レイのそれぞれの非脱落型ネジがシャーシの穴に合っているこ とを確認します。

d. シャーシに対して各非脱落型ネジをしっかり と （8 インチポンド （0.90 N·m） で） 締めます。

ステップ  4 Cisco TAC に連絡し、 ファン  ト レイの状態について説明して ください。 「カスタマーサービス
へのお問い合わせ」 （P.9-9） を参照して ください。
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AC 電源装置のト ラブルシューティング
次の状態は、 1 つ以上の AC 電源装置を ト ラブルシューティ ングする必要がある こ と を示して
います。

• シャーシの PSU LED がオレンジになっている。

• 電源装置の Input 1 LED、 Input 2 LED、 Output LED のいずれかがグ リーンになっていない。

• 電源装置の Fault LED がレッ ドで点滅している。

その他のモジュールで電源の問題がある場合、 またはスーパーバイザ モジュールの PWR 
MGMT LED がオレンジである場合も、 電源装置を ト ラブルシューティ ングするか、 または電
力を受けていないモジュールの装着を確認する必要があ り ます。

電源装置の LED、 および LED が示す状態については、 表 D-6 （P.D-7） を参照して ください。

電源装置の問題を ト ラブルシューテ ィ ングする手順は次のとおりです。

ステップ  1 問題がある電源装置を調べます。 Input LED および Output LED が点灯していない電源装置を確
認します。

ステップ  2 点灯すべきいずれかの Input LED が点灯しない場合は、 電源装置のその半分で使用されている
電源コードで次の確認を行います。

• 電源コードが AC コンセン ト にしっかり と接続されている こ と。

• 6 kW 電源装置に関して、 電源コードが電源装置にしっか り と接続されている こ と を確認し
ます。 電源装置のケーブル留めが電源コードをしっかり と留めている こ と を確認して くだ
さい。

• 電源スイ ッチをスタンバイ （STBY または 0） にして、 AC 電源から電源コードを取り外し、
別の AC 電源に再接続します。 AC 電源に接続した後、 電源スイ ッチをオン （ON または 1）
にします。

ステップ  3 Output LED が点灯していない場合は、 電源スイ ッチがオン （ON または 1） に切り替わってい
る こ と を確認します。

ステップ  4 次の手順を実行し、 電源装置が電源装置ベイに適切に装着されている こ と を確認します。

a. 電源スイ ッチをスタンバイ （STBY または 0） に切り替えます。

b. 電源装置の 4 本の非脱落型ネジを緩めて、 シャーシから外します。

c. 電源装置をシャーシから途中まで引き出し、 電源装置ベイに押し戻します。 電源装置の非
脱落型ネジがシャーシの穴に揃っている こ と を確認します。

d. 4 本の非脱落型ネジを  8 インチポン ド （0.90 N·m） で締めます。

e. 電源スイ ッチをオン （ON または 1） に切り替えます。

ステップ  5 別の電源装置と交換して （「動作中の AC 電源モジュール ユニッ ト の交換」 （P.10-2） を参照）
電源コードを同じ  AC コンセン ト に接続し、 電源装置が機能している こ と を確認します。 交換
した電源装置で Input LED と  Output LED がグ リーンになる場合は、 Cisco TAC に連絡して （「カス
タマーサービスへのお問い合わせ」 （P.9-9） を参照）、 故障した電源装置を交換します。

電源装置で問題を特定できない場合や、 どの電源装置に問題があるかを判断できない場合は、
TAC までお問い合わせください。
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DC 電源装置のト ラブルシューティング 
次は、 1 つ以上の DC 電源装置を ト ラブルシューティングする必要がある状態を示しています。

• シャーシの PSU LED がオレンジになっている。

• 電源装置の Input LED または Output LED のいずれかがグ リーンになっていない。

• 電源装置の Fault LED がレッ ドで点滅している。

その他のモジュールで電源の問題がある場合、 またはスーパーバイザ モジュールの PWR 
MGMT LED がオレンジである場合も、 電源装置を ト ラブルシューティ ングするか、 または電
力を受けていないモジュールの装着を確認する必要があ り ます。

電源装置の LED、 および LED が示す状態については、 表 D-6 （P.D-7） を参照して ください。

電源装置の問題を ト ラブルシューテ ィ ングする手順は次のとおりです。

ステップ  1 問題がある電源装置を調べます。 Input LED および Output LED が点灯していない電源装置を確
認します。

（注） 電源装置の電源コードを  1 本だけ DC 電源に接続している場合は、 電源装置の接続した
半分の Input LED （Input 1 および Input 2、 または Input 3 および Input 4） のみが点灯し
ます。

ステップ  2 Output LED が点灯していない場合は、 電源装置の電源スイ ッチがオンになっている こ と を確認
します。 オンになっていない場合はオンにして、 Output LED がオンになっている こ と を確認し
ます。

ステップ  3 必要な Input LED が点灯していない場合は、 次のよ うにして電源の接続テス ト を行います。

a. 電源装置の電源スイ ッチをスタンバイ （STBY または 0） にします。

b. 回路ブレーカーで、 手動で DC 回路をシャ ッ ト ダウンして、 オフにします。

警告 次の作業を行う前に、 DC 回路に電気が流れていないこ とを確認します。 ステート メ ン ト  1003

c. 電源コードが DC 電源または DC 電源インターフェイス  ユニッ ト （PIU） にしっか り と接続
されている こ と を確認します。

警告 DC 電源端子には、 危険な電圧またはエネルギーが存在している可能性があります。 端子が使用さ
れていない場合は必ずカバーを取り付けて く ださい。 カバーを取り付けるときに絶縁されていない
伝導体に触れないこ とを確認して く ださい。 ステート メ ン ト  1075

d. 電源コードが電源装置にしっかり と接続されている こ と を確認して ください。 電源装置の
ケーブル留めが電源コードをしっかり と留めている こ と を確認して ください。

e. 回路ブレーカーで電源を入れます。

f. 電源装置の電源スイ ッチを  ON （または 1） にします。

g. Input LED がまだオンのままであるかを確認します。
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ステップ  4 必要な Input LED がまだ点灯しない場合は、 次のよ うにして電源の接続テス ト を行います。

a. 電源装置の電源スイ ッチをスタンバイ （STBY または 0） にします。

b. 回路ブレーカーで、 手動で DC 回路をシャ ッ ト ダウンして、 オフにします。

警告 次の作業を行う前に、 DC 回路に電気が流れていないこ とを確認します。 ステート メ ン ト  1003

c. 電源コード を  DC 電源から取り外し、 電源が入っていない別の  DC 電源に接続しなおし
ます。

警告 DC 電源端子には、 危険な電圧またはエネルギーが存在している可能性があります。 端子が使用さ
れていない場合は必ずカバーを取り付けて く ださい。 カバーを取り付けるときに絶縁されていない
伝導体に触れないこ とを確認して く ださい。 ステート メ ン ト  1075

d. 回路ブレーカーで、 新たに接続された DC 電源をオンにします。

e. 電源装置の電源スイ ッチを  ON （または 1） にします。

f. Input LED がまだオンのままであるかを確認します。

g. Input LED がオンになっていない場合は、 TAC に連絡して ください。

ステップ  5 Output LED が点灯していない場合は、 電源装置の電源スイ ッチが ON （または 1） になってい
る こ と を確認します。 オンになっていない場合は ON （または 1） にして、 LED がオンになる
かど うかを確認します。

ステップ  6 Output LED が点灯しない場合は、 次の手順を実行し、 電源装置が電源装置ベイに適切に装着さ
れているかを確認します。

a. 電源装置の電源スイ ッチをスタンバイ （STBY または 0） にします。

b. 回路ブレーカーで、 手動で DC 回路をシャ ッ ト ダウンして、 オフにします。

警告 次の作業を行う前に、 DC 回路に電気が流れていないこ とを確認します。 ステート メ ン ト  1003

c. 電源装置をシャーシから途中まで引き出し、 電源装置ベイに押し戻します。 6 kW 電源装置
を取り外すには、 初に 4 本の非脱落型ネジを完全に緩めます。 3 kW 電源装置を取り外す
には、 リ リース  ラ ッチを左側に押したままにします。 6 kW 電源装置を再び取り付ける場合
は、 4 本の非脱落型ネジを  8 インチポン ド （0.90 N·m） で締めます。

d. 回路ブレーカーで、 DC 電源をオンにします。

e. 電源スイ ッチをON （または 1） に切り替えます。

f. Output LED がオンになっている こ と を確認します。

ステップ  7 Output LED がまだオンにならない場合は、 別の電源装置 （「動作中の DC 電源モジュール ユ
ニッ ト の交換」 （P.10-9） を参照） と交換して電源コードを同じ  DC 電源に差し込み、 電源装置
が機能している こ と を確認します。交換した電源装置で Input LED と  Output LED がグ リーンに
なる場合は、 TAC に連絡して （「カスタマーサービスへのお問い合わせ」 （P.9-9） を参照）、 故
障した電源装置を交換します。

電源装置で問題を特定できない場合や、 どの電源装置に問題があるかを判断できない場合は、
TAC までお問い合わせください。
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スーパーバイザ モジュールのト ラブルシューティング
次の状態は、 1 つ以上のスーパーバイザ モジュールに問題がある こ と を示しています。

• シャーシの SUP LED がオレンジになっている。

• スーパーバイザ モジュールの ステータス  LED が、 オレンジまたはレッ ドになっているか
点灯していない。

• Supervisor 1 モジュールの CMP ステータス  LED が、 オレンジかレッ ドになっている。

• スーパーバイザ モジュールの ACT LED が点灯していない。

スーパーバイザ モジュールの SYSTEM LED と  PWR MGMT LED は、スーパーバイザ モジュー
ルかその他のスイ ッチ モジュールに問題がある こ と を示します。

スイ ッチを起動する と、 モジュールが診断テス ト を実行している間、 スーパーバイザ モジュー
ルの ステータス  LED と  CMP ステータス  LED はオレンジにな り ます。 モジュールが診断テス
ト に合格して動作する と、 ステータス  LED と  CMP ステータス  LED はグ リーンにな り ます。
2 つのスーパーバイザ モジュールがあるスイ ッチの場合、 アクテ ィブなスーパーバイザ モ
ジュールの ACTIVE LED はグ リーンに、 スタンバイ状態のスーパーバイザ モジュールの 
ACTIVE LED はオレンジにな り ます。 SYSTEM LED と  PWR MGMT LED がグ リーンの場合は、
スイ ッチがシステムの重大な問題を検出しません。 オレンジの LED、 レッ ドの LED、 点灯して
いない LED は、 解決する必要があるシステムの問題 （多くの場合、 他のシステム  モジュール
に関連） がある こ と を示します。

スーパーバイザ モジュールの LED、 および LED が示す状態については、 表 D-2 （P.D-2） を参
照して ください。

スーパーバイザ モジュールでハード ウェアの問題を ト ラブルシューテ ィ ングする場合は、 次の
手順に従って問題を解決して ください。

ステップ  1 次のよ うにして、 各スーパーバイザ モジュールで、 STATUS LED （すべてのスーパーバイザ モ
ジュール） または CMP STATUS LED （Supervisor 1 モジュールのみ） がオレンジ、 レ ッ ド、 ま
たは不点灯かど うかを確認します。

• ステータス  LED か CMP ステータス  LED のどちらかがオレンジになっているかレ ッ ドで点
滅している場合は、 マイナー （オレンジ） かク リ テ ィ カル （レ ッ ドで点滅） な過熱状態に
なっています。 TAC までお問い合わせください （「カスタマーサービスへのお問い合わせ」
（P.9-9） を参照）。

• ステータス  LED がレッ ドになっている場合は、初期化プロセスにおいてパ リ テ ィ  エラー状
態が検出されました。 TAC までお問い合わせください （「カスタマーサービスへのお問い
合わせ」 （P.9-9） を参照）。

ステップ  2 STATUS LED （すべてのスーパーバイザ モジュール） と  CMP STATUS LED （Supervisor 1 モ
ジュールのみ） が点灯していない場合は、 次のよ うにしてモジュールの装着状態と電源接続を
確認します。

a. モジュールの非脱落型ネジを緩めてシャーシから外します。

b. モジュールのそれぞれの端にあるイジェ ク タ  ボタンを押してそれぞれのイジェ ク タ  レバー
を回し、 モジュールを外します。

c. モジュールのハンドルを片手で握り、 モジュールをシャーシから途中まで引き出します。

d. モジュールをシャーシに押し戻し、 ミ ッ ドプレーンに装着します。

e. 両方のイジェ ク タ  レバーを回し、 両方のレバーをモジュールの前面に接触させます。 ファ
ン  ト レ イのそれぞれの非脱落型ネジが、 シャーシの穴と合っている こ と を確認して くだ
さい。
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f. シャーシに対して各非脱落型ネジをしっかり と （8 インチポンド （0.9 N·m） で） 締めます。

g. 各電源装置の Output LED が点灯している こ と を確認します。 Output LED が点灯していな
い場合は、 AC 電源装置を ト ラブルシューテ ィ ングするか （「AC 電源装置の ト ラブル
シューテ ィ ング」 （P.9-3） を参照）、 DC 電源装置を ト ラブルシューテ ィ ングします （「DC 
電源装置の ト ラブルシューテ ィ ング」 （P.9-4） を参照）。

ステップ  3 LOG FLASH または EXPANSION FLASH （Supervisor 1） または SLOT0 （Supervisor 2 または 
2E） の LED がまだ点灯しない場合は、 コンパク ト  フラ ッシュ  スロ ッ ト （Supervisor 1） または 
USB ポート （Supervisor 2 または Supervisor 2E） が空になっています。 ス ト レージ メディ アを
スロ ッ ト またはポート に取り付ける必要がある場合は、 スロ ッ ト に対してそのメディアが適切
にフォーマッ ト されている こ と を確認します。

ステップ  4 TAC までお問い合わせください （「カスタマーサービスへのお問い合わせ」 （P.9-9） を参照）。

ファブリ ック  モジュールのト ラブルシューティング
次の状態は、 1 つ以上のファブ リ ッ ク  モジュールに問題がある こ と を示しています。

• シャーシの FAB LED がオレンジになっている。

• ファブ リ ッ ク  モジュールの ステータス  LED がレッ ドになっている。

（注） ファブ リ ッ ク  モジュールは Cisco Nexus 7009、 7010、 7018 シャーシに搭載され、 Cisco Nexus 
7004 シャーシには搭載されません。

スイ ッチを起動するか新しいファブ リ ッ ク  モジュールを取り付ける と、 モジュールの ステー
タス  LED はモジュールの初期化中にオレンジにな り ます。 モジュールが動作状態になる と、
ステータス  LED はグ リーンにな り ます。 過熱状態になる と、 ステータス  LED はレッ ドで点滅
します。

ファブ リ ッ ク  モジュールの LED、 および LED が示す状態については、 表 D-5 （P.D-6） を参照
して ください。

ファブ リ ッ ク  モジュール ハード ウェアの問題を ト ラブルシューテ ィ ングする場合は、 次の手
順に従って問題を解決します。

ステップ  1 各ファブ リ ッ ク  モジュールでステータス  LED が点滅しているか、 または点灯していないかど
うかを確認します。

ステップ  2 電源装置がシャーシ コンポーネン ト に電力を供給しているかど うかを確認します。

• AC 電源装置の ト ラブルシューテ ィ ングの詳細については、 「AC 電源装置の ト ラブル
シューテ ィ ング」 （P.9-3） を参照して ください。

• DC 電源装置の ト ラブルシューテ ィ ングの詳細については、 「DC 電源装置の ト ラブル
シューテ ィ ング」 （P.9-4） を参照して ください。

ステップ  3 次のよ うに、 ファブ リ ッ ク  モジュールがシャーシに適切に装着されている こ と を確認します。

a. ファブ リ ッ ク  モジュールの非脱落型ネジを緩めてシャーシから外します。

b. モジュールの両端にあるイジェ ク ト  ボタンを押すと同時に両方のイジェ ク タ  レバーを回し
て、 モジュールを ミ ッ ドプレーンから外します。

c. モジュールのハンドルを片手で握り、 モジュールをシャーシから途中まで引き出します。
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d. モジュールをシャーシに押し戻し、 ミ ッ ドプレーンに装着します。

e. 両方のイジェ ク タ  レバーを同時に回し、 両方のレバーをモジュールの前面に接触させま
す。 これでモジュールが ミ ッ ドプレーンに完全に装着されます。

f. モジュールのそれぞれの非脱落型ネジが、 シャーシの穴と合っている こ と を確認して くだ
さい。

g. シャーシに対して各非脱落型ネジを  8 インチポン ド （0.9 N·m） で締めます。

ステップ  4 TAC までお問い合わせください （「カスタマーサービスへのお問い合わせ」 （P.9-9） を参照）。

I/O モジュールのト ラブルシューティング
次の状態は、 1 つ以上の I/O モジュールに問題がある こ と を示しています。

• シャーシの IOM LED がオレンジになっている。

• I/O モジュールの ステータス  LED がレッ ドになっている。

I/O モジュールに電源が投入されて診断テス ト が実行される と、 初期化中に ステータス  LED は
オレンジにな り ます。 診断テス ト が完了する と、 ステータス  LED はグ リーンにな り ます。 過
熱状態になる と、 ステータス  LED はオレンジにな り ます。 モジュールの リ セッ ト中、 イジェ
ク タが出ている、 または深刻な過熱状態になっている場合、 LED はレッ ドで点滅します。

I/O モジュールの LED、 および LED が示す状態については、 表 D-3 （P.D-4） を参照して くだ
さい。

I/O モジュール ハード ウェアの問題を ト ラブルシューテ ィ ングする場合は、 次の手順に従って
問題を解決します。

ステップ  1 問題がある  I/O モジュールを調べます。 モジュールでステータス  LED が点滅しているか、 また
は点灯していないかど うかを確認します。

ステップ  2 電源装置がシャーシ コンポーネン ト に電力を供給しているかど うかを確認します。 「フ ァン  ト
レイの ト ラブルシューテ ィ ング」 （P.9-2） を参照して ください。

ステップ  3 次の手順を実行し、 I/O モジュールがシャーシに適切に装着されている こ と を確認します。

a. I/O モジュールの非脱落型ネジを緩めてシャーシから外します。

b. モジュールの両端にあるイジェ ク ト  ボタンを押します。

c. 両方のイジェ ク タ  レバーを同時に回転させ、 モジュールを ミ ッ ドプレーンから外します。

d. モジュールのハンドルを片手で握り、 モジュールをシャーシから途中まで引き出します。

e. モジュールをシャーシに押し戻し、 ミ ッ ドプレーンに装着します。

f. 両方のイジェ ク タ  レバーをモジュール前面に同時に回転させ、 モジュールを完全に装着し
ます。

g. モジュールのそれぞれの非脱落型ネジが、 シャーシの穴と合っている こ と を確認して くだ
さい。

h. シャーシに対して各非脱落型ネジをしっかり と （8 インチポンド （0.9 N·m） で） 締めます。

ステップ  4 TAC までお問い合わせください （「カスタマーサービスへのお問い合わせ」 （P.9-9） を参照）。
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カスタマーサービスへのお問い合わせ
この章の ト ラブルシューテ ィ ング情報を使用しても起動時の問題を解決できない場合は、
Technical Assistance Center （TAC） にお問い合わせください。 次の情報を提供していただけれ
ば、 TAC 担当者が問題にできる限り迅速に対処するのに役立ちます。

• スイ ッチの納品日

• シャーシのシ リ アル番号 （シャーシの背面パネルの右側にある ラベルに記載されています）

• ソフ ト ウェアの種類と リ リース番号

• メ ンテナンス契約または保証内容

• 問題点の要約

• 問題を切り分けし解決するために、 すでに実行している手順の要約

（注） CLI にアクセスできる場合は、 show sprom all コマン ドを入力してバッ クプレーンの内容を表
示して ください。

TAC に連絡するには、 http://tools.cisco.com/ServiceRequestTool/create/launch.do にアクセスして
ください。

http://tools.cisco.com/ServiceRequestTool/create/launch.do
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コンポーネン トの取り付けまたは交換

この章では、 スイ ッチCisco Nexus 7000 シ リーズ コンポーネン ト の交換手順およびその他のメ
ンテナンス手順について説明します。 これらの手順は、 スイ ッチの納品後に購入したモジュー
ルや他の機能を取り付ける際にも使用できます。

Cisco Nexus 7000 シ リーズ スイ ッチは冗長設計になっており、 交換プロセス中に同種のコン
ポーネン トが 低 1 つ動作していれば、 モジュール、 ファン ト レイ、 電源装置を交換できます。

この章は、 次の項で構成されています。

• 「動作中の AC 電源モジュール ユニッ ト の交換」 （P.10-2）

• 「動作中の DC 電源モジュール ユニッ ト の交換」 （P.10-9）

• 「スーパーバイザ モジュールの交換」 （P.10-16）

• 「I/O モジュールの取り付け」 （P.10-37）

• 「NAM モジュールの取り付け」 （P.10-42）

• 「動作中の Cisco Nexus 7009 ファブ リ ッ ク  モジュールの交換」 （P.10-50） 

• 「動作中の Cisco Nexus 7010 または 7018 ファブ リ ッ ク  モジュールの交換またはアップグ
レード」 （P.10-51）

• 「動作中の Cisco Nexus 7004 ファン  ト レイの交換」 （P.10-58） 

• 「動作中の Cisco Nexus 7009 ファン  ト レイの交換」 （P.10-59） 

• 「動作中の Cisco Nexus 7010 システム  ファン  ト レイの交換」 （P.10-59）

• 「システム動作中の Cisco Nexus 7010 ファブ リ ッ ク  ファン  ト レイの交換」 （P.10-61）

• 「システム動作中の Cisco Nexus 7018 ファン  ト レイの交換」 （P.10-62）

• 「スーパーバイザ モジュールのス ト レージ  メディアの交換」 （P.10-63）

• 「Cisco Nexus 7004 シャーシのケーブル管理フレームの交換」 （P.10-64） 

• 「Cisco Nexus 7010 のシャーシの前面扉およびフレーム  アセンブ リの交換」 （P.10-65）

• 「Cisco Nexus 7018 のシャーシ上のケーブル管理フレームの交換」 （P.10-76）

• 「Cisco Nexus 7018 のシャーシ上の前面扉と空気取り入れ口アセンブ リの交換」 （P.10-86）

• 「Cisco Nexus 7004 シャーシのエアー フ ィルタの交換」 （P.10-105） 

• 「Cisco Nexus 7010 シャーシのエアー フ ィルタの清掃または交換」 （P.10-105）
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動作中の AC 電源モジュール ユニッ トの交換
Cisco Nexus 7000 シ リーズ スイ ッチは、 大 4 つの AC または DC 電源モジュール ユニッ ト を
使用する負荷分散電源を使用します。 AC 電源モジュール ユニッ ト は、 大 1.2 kW、 1.4 kW、
3 kW、 3.5 kW、 6 kW、 または 7.5 kW の AC 電源をシステム動作用の DC 電源に変換します。
1 つの電源装置をスタンバイ  モードに設定し、 残りのオンラ イン電源装置で必要な電力を負荷
分散できる場合は、 システム動作を中断せずにスタンバイ状態の電源装置を別の電源装置と交
換できます。

警告 ブランクの前面プレートおよびカバー パネルには、 3 つの重要な機能があります。 シャーシ内の危
険な電圧および電流による感電を防ぐこ と、 他の装置への電磁干渉 （EMI） の影響を防ぐこ と、 お
よびシャーシ内の冷気の流れを適切な状態に保つこ とです。 システムは、 必ずすべてのカード、 前
面プレート、 前面カバー、 および背面カバーを正し く取り付けた状態で運用して く ださい。 ステー
ト メ ン ト  1029

（注） 交換用の電源装置を使用できず、 空の電源装置ベイをカバーするブランク  プレート がない場合
は、 交換用の電源装置が準備されるまで、 元の電源装置をベイに取り付けたままにして くだ
さい。

こ こでは、 AC 電源モジュール ユニッ ト の交換方法について説明します。 具体的な内容は次の
とおりです。

• 「動作中の 3 kW AC 電源モジュール ユニッ ト の取り外し」 （P.10-3）

• 「動作中の 3 kW AC 電源モジュール ユニッ ト の取り付け」 （P.10-3）

• 「動作中の 6 kW または 7.5 kW AC 電源モジュール ユニッ ト の取り外し」 （P.10-4）

• 「動作中の 6 kW または 7.5 kW AC 電源モジュール ユニッ ト の取り付け」 （P.10-7）

必要な工具

AC 電源モジュール ユニッ ト を交換する前に、 次の工具と部品があるこ とを確認して ください。

• No.1 のプラス  ド ラ イバ （ トルク機能付き）

• 梱包材

• 静電気防止用マッ ト

• 交換用 AC 電源モジュール ユニッ ト

注意 Cisco Nexus 7000 シ リーズのコンポーネン ト を取り扱う際は、 常に静電気防止手順に従って静
電破壊を防止して ください。 この手順には、 静電気防止用リ ス ト  ス ト ラ ップを着用してアース
に接続する作業が含まれますが、 これに限定されません。
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動作中の 3 kW AC 電源モジュール ユニッ トの取り外し

警告 システムの稼働時には、 バッ クプレーンに危険な電圧または電流が流れています。 保守を行う場合
は注意して く ださい。 ステート メ ン ト  1034

Cisco Nexus 7000 シ リーズ スイ ッチの動作中に AC 電源モジュール ユニッ ト を交換するには、
次の手順を実行します。

ステップ  1 交換しない電源モジュール ユニッ ト の電源スイ ッチがオン （電源スイ ッチのラベル 1） になっ
ている こ と を確認します。

ステップ  2 取り外す電源モジュールの電源スイ ッチをスタンバイ （ラベル 0） に切り替えます。

Output LED が消灯します。

ステップ  3 AC 電源から電源コードを抜きます。

ステップ  4 電源モジュールの右前面部にある リ リース  ラ ッチを左に押し、 電源モジュールを途中まで
シャーシから引き出します。

ステップ  5  ラ ッチを解除し、 も う一方の手を電源モジュールの下に置いてモジュールをシャーシから完全
に引き出し、 静電気防止用マッ ト の上に置くか輸送用ボッ クスに梱包します。

ステップ  6 次のよ うに電源装置を交換するか、 空の電源装置ベイをカバーします。

• 電源装置を交換する場合は、 「動作中の 3 kW AC 電源モジュール ユニッ ト の取り付け」
（P.10-3） を参照して ください。

• 電源装置ベイを空の状態に残す場合は、 ブランク電源装置フ ィ ラー プレート （シスコ部品
番号 800-28658-01） を開口部に取り付けて非脱落型ネジで固定します。

動作中の 3 kW AC 電源モジュール ユニッ トの取り付け

AC 電源モジュールを取り外した後は、 別の電源モジュールに交換するか、 別の電源モジュー
ルが使用可能になるまでブランク  プレート に交換できます。

警告 システムの稼働時には、 バッ クプレーンに危険な電圧または電流が流れています。 保守を行う場合
は注意して く ださい。 ステート メ ン ト  1034

Cisco Nexus 7000 シ リーズ スイ ッチの動作中に AC 電源モジュール ユニッ ト を取り付けるには、
次の手順を実行します。

ステップ  1 交換用の電源装置を開梱し、 静電気防止用マッ ト上に置きます。 また、 電源モジュールで使用
する電源コード も開梱する必要があ り ます。

ステップ  2 電源モジュール ユニッ ト の電源スイ ッチがスタンバイ （ラベル 0） になっている こ と、 および 
AC 電源コードが AC 電源モジュールに接続されていないこ とを確認します。

ステップ  3 AC 電源モジュール ユニッ ト のハン ドルを片手で握り、 反対の手でユニッ ト の底面 （ も長い
側） を支えます。 電源モジュールの背面を電源装置ベイに合わせ、 ラ ッチの音がするまで電源
モジュールを電源装置ベイに押し込みます。

ステップ  4 電源モジュール ユニッ ト の前面にある電源ジャ ッ クに電源ケーブルを差し込みます。
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ステップ  5 電源ケーブルのも う一方の端を  AC 電源に差し込みます。 Input LED が点灯します。

ステップ  6 電源スイ ッチをスタンバイからオン （電源スイ ッチのラベル 0 から  1） に切り替えます。
Output LED が点灯します。

これらの LED の 1 つ以上がレッ ドになっている場合は、 電源スイ ッチをスタンバイ （0） に切
り替えて AC 電源接続を確認してから、 電源スイ ッチをオン （1） に戻します。 接続されている
電源モジュール ユニッ ト の Input LED と  Output LED がグ リーンにな り ます。

電源モジュール ユニッ ト の LED の状態については、 付録 D 「シャーシおよびモジュールの 
LED」 を参照して ください。

動作中の 6 kW または 7.5 kW AC 電源モジュール ユニッ トの取り外し

警告 システムの稼働時には、 バッ クプレーンに危険な電圧または電流が流れています。 保守を行う場合
は注意して く ださい。 ステート メ ン ト  1034

Cisco Nexus 7000 シ リーズ スイ ッチの動作中に AC 電源モジュール ユニッ ト を交換するには、
次の手順を実行します。

ステップ  1 交換しない電源装置の電源スイ ッチが ON になっている こ と を確認します。

ステップ  2 取り外す電源装置の電源スイ ッチをスタンバイ （STBY） の位置にします。

Output LED が消灯します。

ステップ  3 電源コードを  AC コンセン ト から引き抜きます。 電源装置に AC 電源コードを  1 本しか接続し
ていない場合は、 そのコードだけを引き抜きます。 AC 電源コードを  2 本接続している場合は、
両方の AC 電源コードを引き抜きます。

ステップ  4 電源装置の 4 本の非脱落型ネジを緩めて、 シャーシから外します。

ステップ  5 電源装置のハンドルを片手で握り、 モジュールを途中までシャーシから引き出します。

ステップ  6 電源装置の下にも う一方の手を添えて電源装置の重量を支え、 電源装置をシャーシから完全に
引き抜きます。

ステップ  7 電源装置は静電気防止用マッ ト上に置くか、 元の梱包材で再梱包します。 6 kW AC 電源モ
ジュール ユニッ ト を再梱包する手順については、図 10-1 を参照して ください。 7.5 kW AC 電源
モジュール ユニッ ト を再梱包する手順については、 図 10-2 を参照して ください。
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図 10-1 6 kW AC 電源モジュール ユニッ トの再梱包
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1 ボッ ク スを開きます。 5 電源モジュール ユニッ ト の上部に発泡ス
チロールの緩衝材を入れます。

2 発泡スチロールの緩衝材を入れます。 6 2 つの狭いフラ ップを上部の緩衝材の上に
折り込みます。

3 U 字型の端面を上向きにして段ボール ホ
ルダを入れます。

7 2 つの広いフラ ップをボッ ク スの上部に折
り重ねます。

4 小さい方の端を下向きにして電源モジュー
ル ユニッ ト をボッ ク スに入れます。

8 広いフラ ップを閉じ合わせてテープで
ボッ クスに固定します。
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図 10-2 7.5 kW 電源モジュール ユニッ トの再梱包
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ステップ  8 次のよ うに電源装置を交換するか、 空の電源装置ベイをカバーします。

• 電源装置を交換する場合は、 「動作中の 6 kW または 7.5 kW AC 電源モジュール ユニッ ト の
取り付け」 （P.10-7） を参照して ください。

• 電源装置ベイを空の状態に残す場合は、 ブランク電源装置フ ィ ラー プレート （シスコ部品
番号 800-28658-01） を開口部に取り付けて非脱落型ネジで固定します。

動作中の 6 kW または 7.5 kW AC 電源モジュール ユニッ トの取り付け

AC 電源モジュールを取り外した後は、 別の電源モジュールに交換するか、 別の電源モジュー
ルが使用可能になるまでブランク  プレート に交換できます。 DC 電源モジュール ユニッ ト を取
り付ける場合は、 「動作中の 6 kW DC 電源モジュール ユニッ ト の取り付け」 （P.10-14） を参照し
て ください。

1 2 個のボッ ク スの う ちの小さい方を開け
ます。

10 2 つの狭いフラ ップをパディ ングの上に折
り込みます。

2 ボッ ク スの底にパディ ング  シート を敷き
ます。

11 2 つの広いフラ ップを狭いフラ ップの上に
折り重ねます。

3 パディ ングの上にパーテ ィシ ョ ンを置き
ます。 切り欠きのある部分を上に向けて
ください。

12 2 つの広いフラ ップを閉じ合わせて梱包用
テープで固定します。

4 厚みのあるパディ ングを、 溝がある方を
上に向けて中央のスロ ッ ト に入れます。

13 小さい方のボッ クスの端をパディ ング  ブ
ロ ッ クに入れます。

5 電源モジュール ユニッ ト に静電気防止用
袋をかぶせます。

14 ボッ クスにパディ ング  ブロ ッ クを付けて
大きい方のボッ クスに入れます。

6 袋に入れた電源装置を中央のパーテ ィ
シ ョ ン  スロ ッ ト に入れます。 前面の伸び
ている部分がパッ ドの溝に収まる こ と を
確認します。

15 2 つの狭いフラ ップをパーテ ィシ ョ ン  ブ
ロ ッ クの上部に折り重ねます。

7 2 本の電源コードをそれぞれ巻き、 電源モ
ジュール ユニッ ト の横のスロ ッ ト に入れ
ます。

16 2 つの広いフラ ップを狭いフラ ップの上に
折り重ねます。

8 電源装置上に両方の折り込みを回します。 17 2 つの広いフラ ップを閉じ合わせて梱包用
テープで固定します。

9 パーテ ィシ ョ ンの上にパディ ング  シート
を置きます。
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警告 システムの稼働時には、 バッ クプレーンに危険な電圧または電流が流れています。 保守を行う場合
は注意して く ださい。 ステート メ ン ト  1034

Cisco Nexus 7000 シ リーズ スイ ッチの動作中に AC 電源モジュール ユニッ ト を取り付けるには、
次の手順を実行します。

ステップ  1 交換用の電源装置を開梱し、 静電気防止用マッ ト上に置きます。 6 kW の電源装置を開梱する
場合は、 1 つまたは 2 つの電源コード も開梱する必要があ り ます。 7.5 kW 電源装置を開梱する
場合、 2 本の電源コードはすでに電源装置に接続されています。

ステップ  2 電源装置の電源スイ ッチがスタンバイ （STBY） の位置になっている こ と、 および AC 電源
コードが AC 電源に接続されていないこ とを確認します。

ステップ  3 AC 電源モジュール ユニッ ト のハン ドルを片手で握り、 反対の手で装置の底面 （ も長い側）
を支えます。 電源装置の背面を電源装置ベイに合わせて電源装置を電源装置ベイに押し込みま
す。 電源装置が電源装置ベイに完全に装着され、 前面の 4 本の非脱落型ネジがシャーシの穴と
合っている こ と を確認します。

（注） 6 kW AC 電源モジュール ユニッ ト の重量は 22 ポンド （10 Kg） であ り 、 7.5 kW AC 電源モ
ジュール ユニッ ト の重量は 26.4 ポンド （12 Kg） です。 両手を使って電源装置をしっかり と持
ち、 動かします。

電源モジュール ユニッ ト をベイに完全に押し込めない場合は、 電源スイ ッチが STBY になって
いる こ と を確認してから、 押し込んでください。

ステップ  4 4 本の非脱落型ネジを取り付けて、 8 インチポンド （0.9 N·m） で締めます。

ステップ  5 電源装置の前面にある電源ジャ ッ クに電源コードを差し込みます。

• 電力が 6 kW の場合は、 2 本の電源ケーブルを  2 つの電源ジャ ッ クに差し込みます。

• 電力が 3 kW の場合は、 1 本の電源ケーブルを  2 つの電源ジャ ッ クのいずれかに差し込み
ます。

（注） 6 kW AC 電源モジュール ユニッ トは、 出荷時に電源コードが接続されていないため、 これらの
コードを  1 本または 2 本接続する必要があ り ます。 必要に応じて、 取り外した電源モジュール 
ユニッ ト から電源ケーブルを取り外すこ とができます。 7.5 kW の電源モジュール ユニッ ト には
出荷時に電源ケーブルが固定されているため、 電源ケーブルを接続する必要はあ り ません。

ステップ  6 電源装置にすでに接続した電源コードを  AC コンセン ト に差し込みます。

ヒン ト 電源の冗長性を保つため、 それぞれの電源コードを別々の AC 電源回路に差し込んでください。

ステップ  7 電源スイ ッチを  STBY から  ON に切り替えます。

ステップ  8 電源装置の正常な動作を確認するために、 LED が次の状態になっている こ と を確認します。

• Input 1 LED がグ リーンに点灯。

• AC 電源コードをも う一本接続した場合は、 Input 2 LED がグ リーンに点灯。

• Output LED がグ リーンに点灯。

• Fault LED が消灯または点滅。
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これらの LED の 1 つ以上がレッ ドに点灯している場合は、電源スイ ッチをスタンバイ （STBY）
に切り替え、 スタンバイ （STBY） 状態になっているラ インの AC 電源接続を確認してから、
電源スイ ッチを再び ON にして ください。 接続されている電源モジュール ユニッ ト の Input 
LED と  Output LED がグ リーンにな り ます。

電源モジュール ユニッ ト の LED の状態については、 付録 D 「シャーシおよびモジュールの 
LED」 を参照して ください。

動作中の DC 電源モジュール ユニッ トの交換
Cisco Nexus 7000 シ リーズ スイ ッチは、 大 3 または 4 つの AC または DC 電源モジュール ユ
ニッ ト を使用する負荷分散電源を使用します。 1 つの電源装置をスタンバイ  モードに設定し、
残りのオンラ インの電源装置で必要な電力を負荷分散できる場合は、 システム動作を中断せず
にスタンバイ状態の電源装置を別の電源装置と交換できます。

（注） 交換用の電源装置を使用できず、 空の電源装置ベイをカバーするブランク  プレート がない場合
は、 交換用の電源装置が準備されるまで、 元の電源装置をベイに取り付けたままにして くだ
さい。

警告 ブランクの前面プレートおよびカバー パネルには、 3 つの重要な機能があります。 シャーシ内の危
険な電圧および電流による感電を防ぐこ と、 他の装置への電磁干渉 （EMI） の影響を防ぐこ と、 お
よびシャーシ内の冷気の流れを適切な状態に保つこ とです。 システムは、 必ずすべてのカード、 前
面プレート、 前面カバー、 および背面カバーを正し く取り付けた状態で運用して く ださい。 ステー
ト メ ン ト  1029

こ こでは、 DC 電源モジュール ユニッ ト の交換方法について説明します。 具体的な内容は次の
とおりです。

• 「動作中の 3 kW DC 電源モジュール ユニッ ト の取り外し」 （P.10-9）

• 「動作中の 3 kW DC 電源モジュール ユニッ ト の取り付け」 （P.10-10）

• 「動作中の 6 kW DC 電源モジュール ユニッ ト の取り外し」 （P.10-12）

• 「動作中の 6 kW DC 電源モジュール ユニッ ト の取り付け」 （P.10-14）

動作中の 3 kW DC 電源モジュール ユニッ トの取り外し

冗長構成の場合は動作中に DC 電源モジュールを取りはずこ とができます。 また、 他の必要な
電源モジュールへの電源をオフにする こ とな く、 グ リ ッ ドからの電源をオフにする こ とができ
ます。

警告 システムの稼働時には、 バッ クプレーンに危険な電圧または電流が流れています。 保守を行う場合
は注意して く ださい。 ステート メ ン ト  1034

Cisco Nexus 7000 シ リーズ スイ ッチの動作中に DC 電源モジュール ユニッ ト を交換するには、
次の手順を実行します。
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ステップ  1 新しい電源モジュールを開梱し、 古い電源モジュールの梱包に使用できるよ うに梱包材を保管
します。

ステップ  2 交換しない電源モジュール ユニッ ト の電源スイ ッチがオン （ラベル 1） になっている こ と を確
認します。

ステップ  3 交換する電源モジュール ユニッ ト の電源スイ ッチをスタンバイ （ラベル 0） にします。 Output 
LED が消灯します。

ステップ  4 この電源モジュールの回路ブレーカーの入力回路を手動でオフにして、 DC 入力電源をオフに
します。

ステップ  5 DC 電源モジュール ユニッ ト の LED がすべて消えているか点検して、 入力電力が完全にオフに
なっている こ と を確認します。

警告 次の作業を行う前に、 DC 回路に電気が流れていないこ とを確認します。 ステート メ ン ト  1003

ステップ  6 DC 電源または DC 電源インターフェイス  ユニッ ト （PIU） から、 4 本の DC 電源コードのセッ
ト をそれぞれ次のよ うに取り外します。

警告 DC 電源端子には、 危険な電圧またはエネルギーが存在している可能性があります。 端子が使用さ
れていない場合は必ずカバーを取り付けて く ださい。 カバーを取り付けるときに絶縁されていない
伝導体に触れないこ とを確認して く ださい。 ステート メ ン ト  1075

a. 電源モジュールの前面にある端子ボッ ク ス上部の 3 本のネジを外し、 保護カバーを取り外
します。

b. ケーブル ラグを固定している  2 つのナッ ト を緩めてラグを取り外し、 2 つのナッ ト を再び
締めます。 この操作によって、 電源モジュールから  4 本のケーブルが解除されます。

c. 保護カバーを端子ボッ クスに戻し、 3 本のネジで固定します。

ステップ  7 電源モジュールの前面にある リ リース  ラ ッチを押したまま、 電源モジュールを途中までシャー
シから引き出します。

ステップ  8 も う一方の手を電源モジュールの下に置き、 モジュールをシャーシから完全に引き出して梱包
材に入れます。

ステップ  9 次のよ うに電源装置を交換するか、 空の電源装置ベイをカバーします。

• 電源装置を交換する場合は、 「動作中の 3 kW DC 電源モジュール ユニッ ト の取り付け」
（P.10-10） を参照して ください。

• 電源装置ベイを空のままにする場合は、 ブランク電源装置フ ィ ラー プレート （シスコ部品
番号 800-37248-01） を開口部に取り付け、 非脱落型ネジで固定します。

動作中の 3 kW DC 電源モジュール ユニッ トの取り付け

3 kWDC 電源モジュール ユニッ ト を取り外した後は、 別の AC または DC 電源モジュール ユ
ニッ ト に交換するか、 別の電源モジュールが使用可能になるまでブランク  プレート に交換でき
ます。 AC 電源モジュール ユニッ ト を取り付けるには、 「動作中の 3 kW AC 電源モジュール ユ
ニッ ト の取り付け」 （P.10-3） を参照して ください。
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警告 システムの稼働時には、 バッ クプレーンに危険な電圧または電流が流れています。 保守を行う場合
は注意して く ださい。 ステート メ ン ト  1034

Cisco Nexus 7000 シ リーズ スイ ッチの動作中に 3 kW DC 電源モジュール ユニッ ト を取り付ける
には、 次の手順を実行します。

ステップ  1 まだ行っていない場合は、 交換用の DC 電源モジュール ユニッ ト を開梱し、 それを静電気防止
用マッ ト の上に置きます。

ステップ  2 交換用の DC 電源モジュール ユニッ ト の電源スイ ッチがスタンバイ （0） になっている こ と を
確認します。

ステップ  3 新しい電源装置の DC 電源が回路ブレーカーでオフになっている こ と を確認します。

警告 次の作業を行う前に、 DC 回路に電気が流れていないこ とを確認します。 ステート メ ン ト  1003

ステップ  4 電源装置のハンドルを片手でつかみ、 電源装置の底面にも う一方の手を添えて電源装置の重量
を支えます。 電源装置の背面を電源装置ベイに合わせ、 リ リース  レバーがカチッ と鳴るまで、
電源装置をベイに完全に押し込みます。 リ リース  レバーを押さずに、 電源装置が電源装置ベイ
から引き出されないこ とを確認します。

ステップ  5 電源コードが DC 電源にまだ接続されていない場合は、 次のよ うに接続します。

a. 電源モジュールの前面にある端子ボッ ク ス上部の 3 本のネジを外し、 保護カバーを取り外
します。

b. 端子ボッ クス内にある  4 つの端子スロ ッ ト それぞれから  2 つのナッ ト を外します。

c. 2 つのマイナス  スロ ッ ト （- マーク） のそれぞれで、 マイナス電源ケーブルの端にラグを取
り付け、 2 つのナッ トで固定します。 ナッ ト を 40 インチポンド （4.5 N·m） で締めます。

d. 2 つのプラス  スロ ッ ト （+ マーク） のそれぞれで、 プラス電源ケーブルの端にラグを取り
付け、 2 つのナッ ト で固定します。 ナッ ト を  40 インチポン ド （4.5 N·m） で締めます。

e. 保護カバーを端子ボッ クスに戻し、 3 本のネジで固定します。

ステップ  6 DC 電源の回路ブレーカーに電源を入れます。 回路がオンになる と  入力 LED が点灯します。

ステップ  7 DC 電源モジュールの電源スイ ッチをスタンバイ （0） からオン （1） に切り替えます。 スイ ッ
チに対して電力が出力される と出力 LED が点灯します。

入力電源の冗長性のために、 電源装置を  DC 電源に接続する方法については、 「DC 電源への 
DC 電源モジュールの直接接続」 （P.6-10） を参照して ください。

（注） 電源が電源コードの範囲外にある場合は、 電源コードを  DC 電源インターフェイス  ユ
ニッ ト （PIU） に接続します。 PIU に接続するには、 「電源インターフェイス  ユニッ ト
を介した DC 電源への電源モジュールの接続」 （P.6-19） を参照して ください。

警告 DC 電源端子には、 危険な電圧またはエネルギーが存在している可能性があります。 端子が使用さ
れていない場合は必ずカバーを取り付けて く ださい。 カバーを取り付けるときに絶縁されていない
伝導体に触れないこ とを確認して く ださい。 ステート メ ン ト  1075
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1 つ以上の Input LED または Output LED がグ リーンではない場合、 または Fault LED が点灯ま
たは点滅している場合は、 「DC 電源装置の ト ラブルシューテ ィ ング」 （P.9-4） を参照して くだ
さい。

電源モジュール ユニッ ト の LED の状態については、 付録 D 「シャーシおよびモジュールの 
LED」 を参照して ください。

動作中の 6 kW DC 電源モジュール ユニッ トの取り外し

警告 システムの稼働時には、 バッ クプレーンに危険な電圧または電流が流れています。 保守を行う場合
は注意して く ださい。 ステート メ ン ト  1034

Cisco Nexus 7000 シ リーズ スイ ッチの動作中に DC 電源モジュール ユニッ ト を交換するには、
次の手順を実行します。

ステップ  1 交換しない電源装置の電源スイ ッチが ON になっている こ と を確認します。

ステップ  2 交換する電源モジュール ユニッ トの電源スイ ッチを  STBY にします。 Output LED が消灯します。

ステップ  3 回路ブレーカーで各入力回路を手動でオフにして、 DC 入力電源を切り ます。

ステップ  4 DC 電源モジュール ユニッ ト の LED がすべて消えているか点検して、 入力電力が完全にオフに
なっている こ と を確認します。

警告 次の作業を行う前に、 DC 回路に電気が流れていないこ とを確認します。 ステート メ ン ト  1003

ステップ  5 DC 電源または DC 電源インターフェイス  ユニッ ト （PIU） から、 4 本の DC 電源コードのセッ
ト をそれぞれ次のよ うに取り外します。

警告 DC 電源端子には、 危険な電圧またはエネルギーが存在している可能性があります。 端子が使用さ
れていない場合は必ずカバーを取り付けて く ださい。 カバーを取り付けるときに絶縁されていない
伝導体に触れないこ とを確認して く ださい。 ステート メ ン ト  1075

ステップ  6 DC 電源モジュール ユニッ ト に接続された各電源プラグで、 電源装置に固定されている  2 本の
ネジを完全に緩めて、 電源装置からプラグを取り外します。

ステップ  7 電源装置の 2 個の M6 ナッ ト を緩めてアース  ラグを取り外し、電源装置の前面下部からアース  
ラグを取り外します。 DC 電源モジュール ユニッ ト のアース  パッ ドの位置については、 図 6-2
（P.6-10） を参照して ください。

警告 装置を設置または交換する際は、 必ずアースを最初に接続し、 最後に取り外します。
ステート メ ン ト  1046

ステップ  8 片手で電源モジュールのハンドルを握り、 電源モジュールをシャーシから少し引き出します。
電源装置の下に片手を添えて電源装置の重量を支え、 電源装置をシャーシから完全に引き抜き
ます。

ステップ  9 電源装置は静電気防止用マッ ト上に置くか、 図 10-3 に示すよ うに交換用の電源装置のボッ クス
に再梱包して ください。



10-13
『Cisco Nexus 7000 シリーズ ハードウェア インス ト レーシ ョ ン  および リ ファレンス ガイド』

OL-23069-07-J

第 10 章      コンポーネン トの取り付けまたは交換

動作中の DC 電源モジュール ユニッ トの交換

図 10-3 DC 電源モジュール ユニッ トの梱包
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1 電源コードを巻き、 ボッ ク スの一番下に入
れます。

6 パッ ドが装着された電源装置をボッ クス
内の三つ折り カバーの上に置きます。

2 巻かれたケーブル上に三つ折り カバーを置
きます。

7 電源装置のパッ ド上に狭いフラ ップを折
り重ねます。

3 電源装置に静電気防止用袋をかぶせ、 フ ィ
ラー ボッ ク スの袋の外部を電源装置の切り
欠き部分で固定します。

8 電源装置上に広いフラップを折り重ねます。

4 電源装置およびフ ィ ラー ボッ ク スのバッ ク  
エンドに非拡張型のエンド  パッ ドを取り付
けます。

9 広いフラ ップを閉じ合わせて梱包用テー
プでボッ クスに固定します。

5 拡張型のエンド  パッ ドの両端を引っ張って
電源装置の前端にエンド  パッ ドを装着し、
エン ド  パッ ドがフ ィ ッ トするよ うに電源装
置の前端の両端を同時に押します。
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ステップ  10 次のよ うに電源装置を交換するか、 空の電源装置ベイをカバーします。

• 電源装置を交換する場合は、 「動作中の 6 kW DC 電源モジュール ユニッ ト の取り付け」
（P.10-14） を参照して ください。

• 電源装置ベイを空の状態に残す場合は、 ブランク電源装置フ ィ ラー プレート （シスコ部品
番号 800-28658-01） を開口部に取り付けて非脱落型ネジで固定します。

動作中の 6 kW DC 電源モジュール ユニッ トの取り付け

6 kWDC 電源モジュール ユニッ ト を取り外した後は、 別の AC または DC 電源モジュール ユ
ニッ ト に交換するか、 別の電源モジュールが使用可能になるまでブランク  プレート に交換でき
ます。 AC 電源モジュール ユニッ ト を取り付けるには、 「動作中の 6 kW または 7.5 kW AC 電源
モジュール ユニッ ト の取り付け」 （P.10-7） を参照して ください。

警告 システムの稼働時には、 バッ クプレーンに危険な電圧または電流が流れています。 保守を行う場合
は注意して く ださい。 ステート メ ン ト  1034

Cisco Nexus 7000 シ リーズ スイ ッチの動作中に 6 kW DC 電源モジュール ユニッ ト を取り付ける
には、 次の手順を実行します。

ステップ  1 交換用の DC 電源モジュール ユニッ ト を開梱し、 静電気防止用マッ ト上に置きます。 また、 電
源コード も開梱します。

ステップ  2 交換用の DC 電源モジュール ユニッ ト の電源スイ ッチがスタンバイ （STBY） の位置になって
いる こ と を確認します。

ステップ  3 新しい電源装置の DC 電源が回路ブレーカーでオフになっている こ と を確認します。

警告 次の作業を行う前に、 DC 回路に電気が流れていないこ とを確認します。 ステート メ ン ト  1003

ステップ  4 電源装置のハンドルを片手でつかみ、 電源装置の底面にも う一方の手を添えて電源装置の重量
を支えます。 電源装置の背面を電源装置ベイに合わせて、 電源装置を電源装置ベイに押し込み
ます。 電源装置が電源装置ベイに完全に装着され、 前面の 4 本の非脱落型ネジがシャーシの穴
と合っている こ と を確認します。

（注） 6 kW 電源モジュール ユニッ ト の重量は 21 ポンド （9.5 kg） です。 両手を使って電源装置を
しっか り と持ち、 動かします。

ステップ  5 4 本の非脱落型ネジをそれぞれ取り付けて、 8 インチポンド （0.9 N·m） で締めます。

ステップ  6 電源装置にアースを接続します （「6 kW DC 電源モジュールの接地」 （P.6-8） を参照）。

警告 装置を設置または交換する際は、 必ずアースを最初に接続し、 最後に取り外します。
ステート メ ン ト  1046
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ステップ  7 電源コードが DC 電源にまだ接続されていない場合は、 次のよ うに接続します。

• 電力が 3 kW の場合は、 1 セッ ト の電源コード （1 つのプラグに接続される  2 セッ ト のプラ
ス  コードおよびマイナス  コード） を  DC 電源の回路に接続します。

• 電力が 6 kW の場合は、 2 セッ ト の電源コード （2 つのプラグに接続される  4 セッ ト のプラ
ス  コードおよびマイナス  コード） を  DC 電源の回路に接続します。

入力電源の冗長性のために、 電源装置を  DC 電源に接続する方法については、 「DC 電源への 
DC 電源モジュールの直接接続」 （P.6-10） を参照して ください。

（注） 電源が電源コードの範囲外にある場合は、 電源コードを  DC 電源インターフェイス  ユ
ニッ ト （PIU） に接続します。 PIU に接続するには、 「電源インターフェイス  ユニッ ト
を介した DC 電源への電源モジュールの接続」 （P.6-19） を参照して ください。

警告 DC 電源端子には、 危険な電圧またはエネルギーが存在している可能性があります。 端子が使用さ
れていない場合は必ずカバーを取り付けて く ださい。 カバーを取り付けるときに絶縁されていない
伝導体に触れないこ とを確認して く ださい。 ステート メ ン ト  1075

ヒン ト 電源の冗長性のために、 電源コードの各セッ ト （電源装置の共通プラグ付きの各セッ ト ） を別
の DC 電源回路に接続します。

ステップ  8 DC 電源ケーブルのプラグを電源装置に接続し、 プラグの両端にある非脱落型ネジを  
8 ～ 11 インチポン ド （0.9 ～ 1.2 N·m） で締めます。

ステップ  9 接続した DC 回路の回路ブレーカーをオンにします。

ステップ  10 電源装置の電源スイ ッチを  STBY から  ON にします。

ステップ  11 電源装置の正常な動作を確認するために、 LED が次の状態になっている こ と を確認します。

• 出力電力が 3 kW の場合は、 2 つの Input LED がグ リーンに点灯。

• 出力電力が 6 kW の場合は、 4 つの Input LED がグ リーンに点灯。

• Output LED がグ リーンに点灯。

• Fault LED が消灯または点滅。

1 つ以上の Input LED または Output LED がグ リーンではない場合、 または Fault LED が点灯ま
たは点滅している場合は、 「DC 電源装置の ト ラブルシューテ ィ ング」 （P.9-4） を参照して くだ
さい。

電源モジュール ユニッ ト の LED の状態については、 付録 D 「シャーシおよびモジュールの 
LED」 を参照して ください。
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スーパーバイザ モジュールの交換
Cisco Nexus 7000 シ リーズ スイ ッチは、 1 つまたは 2 つのスーパーバイザ モジュールで設定で
きます。 システムに 2 つのスーパーバイザ モジュールがある場合は、 片方のスーパーバイザ モ
ジュールがシステム動作を管理している間に他方を交換できます。 システムにスーパーバイザ 
モジュールが 1 つしかない場合は、 スーパーバイザ モジュールが動作の管理で必要となるた
め、 システムをダウンさせてスーパーバイザ モジュールを交換する必要があ り ます。

（注） スーパーバイザを変更するためにスイ ッチを停止する必要がある場合は、 「スーパーバイザ モ
ジュールの交換」 （P.10-16） の説明に従ってスーパーバイザ モジュールを取り外す前に、 実行
コンフ ィギュレーシ ョ ン、 システム  メ ッセージ、 VDC コンフ ィギュレーシ ョ ン、 およびラ イ
センスも  USB ド ラ イブにコピーする必要があ り ます。

注意 I/O、 スーパーバイザ、 およびファブ リ ッ ク  モジュールにあるイジェ ク タ  リ リース  ボタンを
誤って 1 つ以上押さないよ うにして ください。 これらのボタンおよび機械的レバーは、 これら
のモジュールを交換する必要がある場合に、 容易に電源をオフにして取り外すこ とができるよ
うに設計されています。 これらのいずれかのボタンを押すと、 そのボタンのレバーがモジュー
ルの前面から リ リースされますが、 モジュールは動作を継続し、 システムに接続されたままに
な り ます。 初のボタンを押すのと同時に、 または 初のボタンのレバーを解除しながら、 同
一モジュールのその他のイジェ ク タ  ボタンを押すと、 2 番目のボタンのレバーが解除され、 モ
ジュールの電源がオフになってシステムから切断されます。

リ リースされたレバーによってモジュールを偶発的に接続解除する可能性を 小限に抑えるに
は、 カチッ とい う音がするまでモジュールに向かってレバーを押し戻します。 両方のレバーを
リ リースした場合は、 システムによってモジュールが接続解除されて電源がオフになり、 STATUS 
LED が消灯します。 モジュールを再接続して電源をオンにするには、 シャーシのモジュールを
取り外してから取り付け直すか、 システム  コマン ドを使用して電源をオンにします。

こ こでは、 スーパーバイザ モジュールの交換方法について説明します。 具体的な内容は次のと
おりです。

• 「必要な工具」 （P.10-16）

• 「システム動作中の冗長スーパーバイザ モジュールの交換」 （P.10-17）

• 「単一スーパーバイザ システムのスーパーバイザ モジュールの交換」 （P.10-22）

• 「Supervisor 2 モジュールまたは Supervisor 2E モジュールによる  Supervisor 1 モジュールの交
換」 （P.10-24）

• 「Supervisor 2 モジュールから  Supervisor 2E モジュールへの交換」 （P.10-29）

• 「Supervisor 1 モジュールのメモ リのアップグレード」 （P.10-30）

必要な工具

スーパーバイザ モジュールの非脱落型ネジを緩めた り締めた りするために、 マイナス  ド ラ イ
バまたは No.2 プラス  ド ラ イバが必要です。
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システム動作中の冗長スーパーバイザ モジュールの交換

動作中は片方のスーパーバイザ モジュールがアクテ ィブにな り、 他方の （冗長） スーパーバイ
ザ モジュールがスタンバイ  モードにな り ます。 この 2 つのスーパーバイザ モジュールの う ち
どちらかを交換できます。 アクテ ィブなスーパーバイザ モジュールを交換する必要がある場
合、 そのスーパーバイザ モジュールは、 イジェ ク タ  ボタンを押すとすぐにスタンバイ  スー
パーバイザ モジュールにな り ます。

（注） 交換用のスーパーバイザ モジュールには、 DIMM （4 GB のメモ リ ） が 1 つ付属しています。 ス
イ ッチが Cisco NX-OS 5.1 以降の リ リースを実行している場合は、 2 つの DIMM （8 GB のメモ
リ ） が付属しています。 スイ ッチが 8 GB メモ リの使用に互換性のある  Cisco NX-OS バージ ョ
ンを実行していない場合は、 1 つの DIMM だけを使用する必要があ り ます （追加の DIMM をイ
ンス トールしないでください）。

注意 スーパーバイザ モジュールをすぐに交換できない場合は、 交換できるよ うになるまでそのスー
パーバイザ モジュールをスロ ッ ト に残すか、 スーパーバイザ モジュールをブランク  モジュー
ルと交換し、 システムの通気が妨げられないよ うにして ください。 システムの通気が数分間以
上妨げられる と、 システムが過熱してシャ ッ ト ダウンする こ とがあ り ます。

警告 システムの稼働時には、 バッ クプレーンに危険な電圧または電流が流れています。 保守を行う場合
は注意して く ださい。 ステート メ ン ト  1034

注意 スーパーバイザ モジュールや I/O モジュールは慎重に取り扱って ください。 静電気防止用リ ス
ト  ス ト ラ ップを使用し、 電子回路に触れずにモジュールの端だけを持ち、 Cisco Nexus 7000 シ
リーズ のシャーシに取り付けないと きは静電気防止用マッ ト上に置くか、 元の梱包材で再梱包
します。

スーパーバイザ モジュールを交換する手順は次のとおりです。

ステップ  1 新しいスーパーバイザ モジュールおよび古いスーパーバイザ モジュールを置く場所に、 静電
気防止用マッ ト か静電気防止材を敷きます。

ステップ  2 交換用のスーパーバイザが梱包ボッ クスに含まれる場合は、 次の手順に従ってモジュールを取
り付ける準備を行います。

a. モジュールの梱包ボッ クスを開き、 静電気防止用ラ ップからモジュールを取り出します。

b. 図 10-4 に示されたプラスチッ ク製のプロテク タがモジュールに含まれる場合は、 モジュー
ルの背面から引き抜いて取り外します。 後でモジュールを簡単に梱包できるよ う 、 プラス
チッ ク製のプロテク タ と他の梱包材は保管して ください。
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図 10-4 スーパーバイザ モジュールからのプラスチック製プロテクタの取り外し

注意 静電破壊を防止するため、 電子回路に手を触れないよ うにして ください。 他のものも一切回路
には接触しないよ うにして ください。

ステップ  3 現在取り付けられているスーパーバイザ モジュール （取り外すモジュール） で、 図 10-5 の図 
A に示す 2 本の非脱落型ネジを緩めます。

18
78

88
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図 10-5 スーパーバイザ モジュールの取り外し

ステップ  4 モジュールの両端にあるイジェ ク タ  リ リース  ボタンを押し （図 10-5 の図 B を参照）、 イジェ ク
タ  レバーを外側に押してモジュールの接続を解除します。

2 つのスーパーバイザ モジュールがシャーシにあ り、 アクテ ィブなスーパーバイザ モジュール
を接続解除する と、 そのスーパーバイザ モジュールはスタンバイ  モードにな り、 他方のスー
パーバイザ モジュールが自動的にアクテ ィブにな り ます。

ステップ  5 取り外すモジュールの前面に接続されているケーブルを外します。 各ケーブルには、 モジュー
ルのポート を表すラベルが付いている こ と を確認して ください。

ステップ  6 2 つのイジェ ク タ  レバーを外側に同時に回転させ、 ミ ッ ドプレーン  コネク タからモジュールを
取り外します （図 10-5 の図 C を参照）。

ステップ  7 それぞれのイジェ ク タを片手で押さえて、 シャーシのスロ ッ ト からモジュールを途中まで引き
出します。

View A View B View C 18
66

88

1

1

2

2

3

3

1 2 本の非脱落型ネジを取り外します。 3 同時に両方のイジェ ク タ  レバーを引っ張
り上げ、 モジュールを取り外せる状態に
します。

2 同時に両方のイジェ ク タ  ボタンを押し
ます。
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ステップ  8 モジュールの前面の端を左手でつかみ、 モジュールの下側に右手を添えてモジュールの重量を
支えます。 モジュールをスロ ッ ト から引き抜きます。

注意 静電破壊を防止するため、 電子回路に手を触れないよ うにして ください。 他のものも一切回路
には接触しないよ うにして ください。

ステップ  9 Cisco Nexus 7010 のシャーシからモジュールを取り外す場合は、 モジュールを反時計回りに  
90 度回転させ、 上から回路が見えるよ うに水平にします。

ステップ  10 取り外したモジュールを静電気防止用袋に入れます。

ステップ  11 図 10-6 に示すよ うに、 袋に入れた I/O モジュールを元の梱包材で再梱包します。

図 10-6 スーパーバイザ モジュールの再梱包
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ステップ  12 交換用モジュールの両方のイジェ ク タ  レバーを、 モジュールの前面から離れるよ うに回転させ
ます。

ステップ  13 モジュールを  Cisco Nexus 7010 のシャーシに挿入する場合は、モジュールを時計回りに 90 度回
転させます。

ステップ  14 空になったスロ ッ ト （Cisco Nexus 7010 のシャーシの場合はスロ ッ ト  5 または 6、 Cisco Nexus 
7018 のシャーシの場合はスロ ッ ト  9 または 10） のシャーシ ガイ ドにモジュールを合わせ、 ス
ロ ッ ト の途中までモジュールを押し込みます。

ステップ  15 片手か両手でモジュールの前面を押さえて、 モジュールをスロ ッ ト に完全に押し込んで、 ミ ッ
ドプレーン  コネク タに装着します。

ステップ  16 両方のイジェ ク タ  レバーを内側に同時に押し、 モジュールの前面に接触させます。

モジュールはスロ ッ トに完全に装着され、 非脱落型ネジがシャーシの穴に揃います。 EMI ガス
ケッ トで、 新しいモジュールと右隣のスロ ッ トのモジュール間の隙間を閉じる必要があ り ます。

ステップ  17 2 本の非脱落型ネジをシャーシに取り付けて、 8 インチポン ド （0.9 N·m） で締めます。

ステップ  18 「コンソールへの接続」 （P.7-2） の説明に従い、 CONSOLE SERIAL PORT にコンソール ケーブ
ルを再接続します。

ステップ  19 以前のスーパーバイザ モジュールをモデムで非同期デバイスに接続していた場合は、 「コン
ソールへの接続」 （P.7-2） の説明に従い、 COM1/AUX SERIAL PORT にモデム  ケーブルを接続
します。

ステップ  20 「管理インターフェイスの設定」 （P.7-5） の説明に従い、 MGMT ETH ポート にネッ ト ワーク管
理ケーブルを再接続します。

ステップ  21 「スーパーバイザ CMP ポート の接続」 （P.7-5） の説明に従い、 CMP MGMT ETH ポー ト に CMP 
ケーブルを再接続します。

ステップ  22 次の手順を実行して、 両方のスーパーバイザに同じ メモ リ容量がある こ と を確認します。

a. show system resources コマン ドを使用して、 アクテ ィブ スーパーバイザにインス トールさ
れている メモ リの量を確認します。

b. system switchover コマン ドを使用して、 も う一方のスーパーバイザ モジュールをアクテ ィ
ブにします。

c. show system resources コマン ドを使用して、 も う一方のスーパーバイザにインス トールさ
れている メモ リの量を確認します。

1 モジュールを静電気防止用袋に入れます。 7 フラップをテープでボックスに固定します。

2 袋に入れたモジュールを発泡スチロール
のパッ ド上に置きます。

8 ボッ クスの両端を発泡スチロールのブ
ロ ッ クに入れます。

3 モジュールの長い側面にそれぞれサイ ド  
パッ ドを取り付けます。

9 よ り大きいボッ クスに、 発泡スチロール
のブロ ッ クを付けたボッ クスを入れます。

4 側面のパッ ドに沿って側面のフラ ップを
上方に折り曲げます。

10 狭いフラ ップを小さいボッ クス と発泡ス
チロールのブロ ッ クの上に折り重ねます。

5 モジュールの端に沿って長いフラ ップを
上方に折り曲げてから、 モジュールの上
面に折り曲げます。 各フラ ップにある  2 
つのタブを側面のフラ ップに入れます。

11 広いフラ ップをボッ クスの上に折り重ね
ます。

6 折られたボッ ク スを、 そのボッ ク スよ り
も少し大きいボッ ク スに入れます。

12 広いフラ ップを閉じ合わせてテープで
ボッ クスに固定します。
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片方のスーパーバイザ モジュールによ り多くのメモ リ がある場合は、 8 GB のモジュールから  
4 GB を取り除く （「スーパーバイザ モジュールからの 4 GB のメモ リの削除」 （P.10-34） を参
照） か、 4 GB のモジュールに 4 GB を追加 （「スーパーバイザ モジュールへの 4 GB のメモ リの
追加」 （P.10-32） を参照） する必要があ り ます。

単一スーパーバイザ システムのスーパーバイザ モジュールの交換

単一スーパーバイザの Cisco Nexus 7000 シ リーズ システムでスーパーバイザ モジュールを交換
する必要がある場合は、 システムをシャ ッ ト ダウンしてからスーパーバイザ モジュールを交換
する必要があ り ます。

（注） 交換用のスーパーバイザ モジュールには、 DIMM （4 GB のメモ リ ） が 1 つ付属しています。 ス
イ ッチが Cisco NX-OS 5.1 以降の リ リースを実行している場合は、 2 つの DIMM （8 GB のメモ
リ ） が付属しています。 スイ ッチが 8 GB のメモ リの使用に互換性のある  Cisco NX-OS バージ ョ
ンを実行していない場合は、 1 つの DIMM だけを使用する必要があ り ます （追加の DIMM をイ
ンス トールしないでください）。

警告 システムの稼働時には、 バッ クプレーンに危険な電圧または電流が流れています。 保守を行う場合
は注意して く ださい。 ステート メ ン ト  1034

注意 スーパーバイザ モジュールは慎重に取り扱って ください。 静電気防止用リ ス ト  ス ト ラ ップを
使用し、 電子回路に触れずにモジュールの端だけを扱い、 Cisco Nexus 7000 シ リーズ のシャーシ
に取り付けないと きは静電気防止用マッ ト か静電気防止材の上にモジュールを置きます。

単一スーパーバイザ システムでスーパーバイザ モジュールを交換するには、 次の手順を実行
します。

ステップ  1 新しいスーパーバイザ モジュールおよび古いスーパーバイザ モジュールを置く場所に、 静電
気防止用マッ ト か静電気防止材を敷きます。

ステップ  2 交換用のスーパーバイザが梱包ボッ クスに含まれる場合は、 次の手順に従ってモジュールを取
り付ける準備を行います。

a. モジュールの梱包ボッ クスを開き、 静電気防止用ラ ップからモジュールを取り出します。

b. 図 10-7 に示されたプラスチッ ク製のプロテク タがモジュールに含まれる場合は、 モジュー
ルの背面から引き抜いて取り外します。 後でモジュールを簡単に梱包できるよ う 、 プラス
チッ ク製のプロテク タ と他の梱包材は保管して ください。
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図 10-7 スーパーバイザ モジュールからのプラスチック製プロテクタの取り外し

注意 静電破壊を防止するため、 電子回路に手を触れないよ うにして ください。 他のものも一切回路
には接触しないよ うにして ください。

ステップ  3 電源スイ ッチをスタンバイ （STBY） に切り替えて、 それぞれの電源装置で電源をオフに切り
替えます。

ステップ  4 取り外すモジュール前面に接続されているすべてのケーブルを外します。

ステップ  5 図 10-5 （P.10-19） の図 A に示す 2 本の非脱落型ネジを緩めます。

ステップ  6 モジュールの上端と下端にあるイジェ ク タ  リ リース  ボタンを押し （図 10-5 （P.10-19） の図 B 
を参照）、 イジェ ク タ  レバーを外側に押してモジュールの接続を解除します。

ステップ  7 2 つのイジェ ク タ  レバーを外側に同時に回転させ、 ミ ッ ドプレーン  コネク タからモジュールを
取り外します （図 10-5 （P.10-19） の図 C を参照）。

ステップ  8 それぞれのイジェ ク タを片手で押さえて、 シャーシのスロ ッ ト からモジュールを途中まで引き
出します。

ステップ  9 モジュールの前面の端を左手でつかみ、 モジュールの下側に右手を添えてモジュールの重量を
支えます。 モジュールをスロ ッ ト から引き抜きます。

注意 静電破壊を防止するため、 電子回路に手を触れないよ うにして ください。 他のものも一切回路
には接触しないよ うにして ください。

ステップ  10 Cisco Nexus 7010 のシャーシからモジュールを取り外す場合は、 モジュールを反時計回りに 90 度
回転させ、 上から回路が見えるよ うに水平にします。

ステップ  11 取り外したモジュールは、 静電気防止用マッ ト上に置くか、 図 10-6 （P.10-20） に示すよ うに元
の梱包材で再梱包します。

ステップ  12 交換用スーパーバイザ モジュールの両方のイジェ ク タ  レバーを、 モジュールの前面から離れ
るよ うに回します。

18
78

88



10-24
『Cisco Nexus 7000 シリーズ ハードウェア インスト レーシ ョ ン  および リ ファレンス ガイド』

OL-23069-07-J

第 10 章      コンポーネン トの取り付けまたは交換   
スーパーバイザ モジュールの交換

注意 静電破壊を防止するため、 電子回路に手を触れないよ うにして ください。 他のものも一切回路
には接触しないよ うにして ください。

ステップ  13 モジュールを  Cisco Nexus 7010 のシャーシに挿入する場合は、モジュールを時計回りに 90 度回
転させます。

ステップ  14 空になったスロ ッ ト （Cisco Nexus 7010 のシャーシの場合はスロ ッ ト  5 または 6、 Cisco Nexus 
7018 のシャーシの場合はスロ ッ ト  9 または 10） のシャーシ ガイ ドにモジュールを合わせ、 ス
ロ ッ ト の途中までモジュールを押し込みます。

ステップ  15 片手か両手でモジュールの前面を押さえて、 モジュールをスロ ッ ト に完全に押し込んで、 ミ ッ
ドプレーン  コネク タに装着します。

ステップ  16 モジュールをスロ ッ ト に押し込み、 ミ ッ ドプレーンに装着します。

ステップ  17 両方のイジェ ク タ  レバーを内側に同時に押し、 モジュールの前面に接触させます。

モジュールはスロ ッ ト に完全に装着され、 非脱落型ネジがシャーシの穴に揃います。 EMI ガス
ケッ トで、 交換用モジュールと隣のスロッ トのモジュール間の隙間を閉じる必要があり ます。

ステップ  18 2 本の非脱落型ネジをシャーシに取り付けて、 8 インチポン ド （0.9 N·m） で締めます。

ステップ  19 「コンソールへの接続」 （P.7-2） の説明に従い、 CONSOLE SERIAL PORT にコンソール ケーブ
ルを再接続します。

ステップ  20 （Supervisor 1 モジュールのみ） 以前のスーパーバイザ モジュールをモデムで非同期デバイスに
接続していた場合は、 「コンソールへの接続」 （P.7-2） の説明に従い、 COM1/AUX SERIAL 
PORT にモデム  ケーブルを接続します。

ステップ  21 「管理インターフェイスの設定」 （P.7-5） の説明に従い、 MGMT ETH ポート にネッ ト ワーク管
理ケーブルを再接続します。

ステップ  22 （Supervisor 1 モジュールのみ） 「スーパーバイザ CMP ポー ト の接続」 （P.7-5） の説明に従い、
CMP MGMT ETH ポート に CMP ケーブルを再接続します。

Supervisor 2 モジュールまたは Supervisor 2E モジュールによる 
Supervisor 1 モジュールの交換

Supervisor 1 モジュールから  Supervisor 2 モジュールまたは Supervisor 2E モジュールに移行する
前に、 次の注意事項に留意して ください。

• この移行プロセスでは、 スイ ッチの電源をオフにする必要があるため、 1 つまたは 2 つの
スーパーバイザ モジュールを搭載したスイ ッチでは中断が発生します。

• 下位への移行手順 （Supervisor 2 モジュールまたは Supervisor 2E モジュールから  Supervisor 
1 モジュールへの移行） は、 提供されていません。

• 移行の実行中は、 Supervisor 1 モジュールで Cisco NX-OS リ リース  5.2 （以降の リ リース）
を使用する こ と を推奨します。

• 実稼働環境で Supervisor 2 モジュールと  Supervisor 2E モジュールを混在させる こ とはでき
ません （「Supervisor 2 モジュールから  Supervisor 2E モジュールへの交換」 （P.10-29） に説
明されているよ うに、 このモジュールの混合は、 Supervisor 2 モジュールから  Supervisor 2E 
モジュールへの移行中に限りサポート されます）。 冗長 Supervisor 1 モジュールは、 2 つの 
Supervisor 2 モジュールまたは 2 つの Supervisor 2E モジュールと交換する必要があ り ます。
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• Supervisor 2 モジュールまたは Supervisor 2E モジュールで admin VDC 機能をイネーブルに
する場合は、 この機能をイネーブルにする前に、 移行手順全体を完了する必要があ り ます
（『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Virtual Device Context Configuration Guide』 を参照）。

Supervisor 1 モジュールから  Supervisor 2 モジュールまたは Supervisor 2E モジュールに移行する
には、 次の手順を実行します。

ステップ  1 アクテ ィブ Supervisor 1 モジュールの上部の USB ポート （usb1） に USB ド ラ イブを差し込みま
す。 Supervisor 2 モジュールまたは Supervisor 2E モジュールに追加の USB ド ラ イブがある場合
は、 その USB ド ラ イブを  Supervisor 1 モジュールの usb1 ド ラ イブに差し込むこ とができます。

（注） ログ  フラ ッシュ  ポート にある  USB ド ラ イブを使用しないでください。

ステップ  2 format コマン ドを使用してド ラ イブをフォーマッ ト します。

switch(config)# format usb1:

ステップ  3 copy running-config コマン ドを使用して、 スイ ッチのすべての VDC コンフ ィギュレーシ ョ ン
を  USB ド ラ イブにコピーします。

switch(config)# copy running-config usb1:configuration_file_name vdc-all

ステップ  4 copy licenses コマン ドを使用して、 スイ ッチにインス トールされている ラ イセンスを  USB ド ラ
イブにバッ クアップします。

switch(config)# copy licenses usb1:licenses_archive_file_name.tar

（注） アーカイブ ファ イルには、 tar 拡張子を使用する必要があ り ます。 このファ イルには、
Supervisor 1 モジュールにインス トールされているすべてのライセンス  ファ イルが含まれます。

ステップ  5 Supervisor 2 またはSupervisor 2E モジュールで使用する  Cisco NX-OS ソフ ト ウェアの リ リースを
決定します。 これらのモジュールでは Cisco NX-OS リ リース  6.1(1) （以降の リ リース） がサ
ポート されていますが、 別の リ リースが推奨される可能性があ り ます。 また、 も推奨される
メ ンテナンス  リ リースは、 Supervisor 2 モジュールまたは Supervisor 2E モジュールに付属して
いる ものではない場合があ り ます。 推奨されている ソフ ト ウェア  リ リースについては、 次のマ
ニュアルを確認する こ と を推奨します。

• 『Minimum Recommended Cisco NX-OS Releases for Cisco Nexus 7000 Series Switches』

• 『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Release Notes Release 6.1』

ステップ  6 copy コマン ドを使用して、 Supervisor 2 バージ ョ ンまたは Supervisor 2E バージ ョ ンのキッ ク ス
ター ト  イ メージ、 システム  イ メージ、 EPLD （オプシ ョ ン） イ メージを  USB ド ラ イブにコピー
します。

switch(config)# copy scp://path/n7000-s2-kickstart.6.1.1.bin usb1:
switch(config)# copy scp://path/n7000-s2-dk9.6.1.1.bin usb1:
switch(config)# copy scp://path/n7000-s2-epld.6.1.1.img usb1:

（注） この例では、 NX-OS リ リース  6.1(1) イ メージを指定します。 以降の リ リースでは、 .bin または 
.img ファ イル名で以降の リ リース番号を使用します。
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注意 Supervisor 2 モジュールまたは Supervisor 2E モジュールでは、 -s2- イ メージを使用します。
Supervisor 2 モジュールまたは Supervisor 2E モジュールで -s1- イ メージを使用する と、 スー
パーバイザが起動しません。

（注） Supervisor 2 および Supervisor 2E には更新された EPLD イ メージが付属していますが、 スイ ッ
チの他のモジュールで EPLD イ メージを更新する必要がある場合があ り ます。 たとえば、
Fabric 2 モジュールを使用するスイ ッチ上で Supervisor 1 モジュールから  Supervisor 2 モジュー
ルまたは Supervisor 2E モジュールに移行する場合は、ファブ リ ッ ク  モジュールに対して EPLD 
を更新する必要があ り ます。 詳細については、 『Cisco Nexus 7000 Series FPGA/EPLD Upgrade 
Release Notes, Release 6.1』 以降の リ リースを参照して ください。

ステップ  7 各電源の電源スイ ッチを  ON から  STBY （ス タンバイ） に切り替えて、 スイ ッチへの電源をオ
フにします。 各電源装置の Output LED が消灯し、 すべてのスーパーバイザ モジュールと  I/O 
モジュールの Status LED が消灯します。

注意 いずれかのスーパーバイザ モジュールまたは I/O モジュールの Status LED がオン （いずれかの
色） の場合は、 これらのモジュールがオフになるまでこの手順を停止します。

ステップ  8 次のいずれかの項の説明に従い、 スイ ッチにインス トールされている各 Supervisor 1 モジュー
ルで、 モジュールを取り外して  Supervisor 2 モジュールまたは Supervisor 2E モジュールと交換
します。

• スイ ッチの両方のスーパーバイザを交換する場合は、 「システム動作中の冗長スーパーバイ
ザ モジュールの交換」 （P.10-17） を参照して ください。

• 1 つのスーパーバイザを持つスイ ッチ内のスーパーバイザ モジュールを交換する場合は、
「単一スーパーバイザ システムのスーパーバイザ モジュールの交換」 （P.10-22） を参照して
ください。

注意 スイ ッチに 2 つのスーパーバイザ モジュールがある場合は、 両方のスーパーバイザが同じタイ
プである こ と を確認します。 Supervisor 1 モジュールを  Supervisor 2 モジュールまたは 
Supervisor 2E モジュールと混在させた り、 Supervisor 2 モジュールを  Supervisor 2E モジュール
と混在させた り しないでください。

ステップ  9 各電源装置の電源スイ ッチを  STBY （ス タンバイ） から  ON に切り替えて、 スイ ッチの電源を
オンにします。 電源装置からスイ ッチに送電される と、 各電源装置の Output LED がオンにな
り、 終的にグ リーンに点灯します。 また、 モジュールがオンになる と、 取り付けられている
各スーパーバイザ モジュールの Status LED もオンにな り ます。アクテ ィブになるスーパーバイ
ザの ACTIVE LED はグ リーンです （スタンバイ  スーパーバイザ モジュールの ACTIVE LED は
オレンジです）。

ステップ  10 Supervisor 1 モジュールから  USB ド ラ イブを取り外し （このド ラ イブには、 Supervisor 1 の設
定、 ラ イセンス、 およびソフ ト ウェア  イ メージがコピーされています）、 アクテ ィブな  
Supervisor 2 モジュールまたは Supervisor 2E モジュール （ACTIVE LED がグ リーン） の Slot0: 
USB ポート に差し込みます。

ステップ  11 「コンソールへの接続」 （P.7-2） の説明に従って、 コンソールをアクテ ィブ スーパーバイザ モ
ジュールに接続します。
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ステップ  12 スーパーバイザ モジュールの初期設定を設定する場合、 初期設定スク リプ ト によって、 安全な
パスワード標準を適用するかど うかが尋ねられます。 選択を行った後、 パスワードを入力し、
次にそのパスワードを再入力して確認します。

         ---- System Admin Account Setup ----
Do you want to enforce secure password standard (yes/no) [y]:
  Enter the password for “admin”:
  Enter the password for “admin”:

ステップ  13 admin VDC をイネーブルにするよ うに要求された場合には、 no と入力します。

  Do you want to enable admin vdc (yes/no) [no]:no

ステップ  14 基本設定を入力するよ うに要求された場合には、 no と入力します。

         ---- Basic System Configuration Dialog VDC: 1 ----
This setup utility will guide you through the basic configuration of 
the system. Setup configures only enough connectivity for management 
of the system.

Please register Cisco Nexus7000 Family devices promptly with your 
supplier. Failure to register may affect response times for initial 
service calls. Nexus7000 devices must be registered to receive 
entitled support services.

Press Enter at anytime to skip a dialog. Use ctrl-c at anytime 
to skip the remaining dialogs.

Would you like to enter the basic configuration dialog (yes/no): no

ステップ  15 ログインするよ うに求められた場合には、 ステップ 12 で指定したパスワード と ログインを入
力します。

User Access Verification
switch login:
Password:

ステップ  16 show version コマン ドを使用して、 スイ ッチが必要なバージ ョ ンの NX-OS ソフ ト ウェアを実行
している こ と を確認します。

switch(config)# show version

（注） NX-OS のバージ ョ ンが使用を意図したバージ ョ ン と同じではない場合、 以前保存したイ メージ
を  SLOT 0 の USB ド ラ イブから  bootflash: にコピーし、 適切なバージ ョ ンへのアップグレード
を実行します。 詳細については、 『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Software Upgrade and 
Downgrade Guide』 を参照して ください。

ステップ  17 copy、 tar extract、および install license コマン ドを使用して、 ラ イセンス  ファ イルを含む TAR 
アーカイブを  USB SLOT 0 ド ラ イブから  bootflash: にコピーし、アーカイブを解凍して、 ラ イセ
ンスをインス トールします。 抽出された各ラ イセンス  ファ イルに対して  install license コマン ド
を繰り返します。

switch(config)# copy slot0:licenses_archive_file_name.tar bootflash:
switch(config)# tar extract bootflash:licenses_archive_file_name.tar to bootflash:
switch(config)# install license bootflash:license_file_name.lic

（注） tar extract コマン ドでは、 TAR フ ァ イルが bootflash: または volatile: に存在する必要があ り
ます。
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ステップ  18 show module コマン ドを使用して、 すべての I/O モジュールがオンラ インである こ と、 および
スタンバイ  スーパーバイザが ha-standby モードある こ とでを確認します。

switch(config)# show module
Mod  Ports  Module-Type                         Model              Status
---  -----  ----------------------------------- ------------------ ---------------
2    0      Supervisor module-2                 N7K-SUP2E          active *
6    0      Supervisor module-2                 N7K-SUP2E          ha-standby
7    48     1/10 Gbps Ethernet Module           N7K-F248XP-25      ok
...

ステップ  19 スイ ッチに Fabric 2 モジュールがある場合は、 Fabric 2 EPLD をアップグレード します （「EPLD 
の設定」 （P.8-36） を参照）。

ステップ  20 copy コマン ドを使用して、 USB ド ラ イブ内のコンフ ィギュレーシ ョ ン  ファ イルを実行コン
フ ィギュレーシ ョ ンにコピーする こ とによ り、 以前に保存した設定を復元します。

switch(config)# copy slot0:configuration_file_name running-config

（注） Supervisor 2 または Supervisor 2E モジュールに設定を適用する と きに、 cmp-mgmt インターフェ
イスまたは AUX ポート の問題を示すエラーが表示されます。 Supervisor 2 と  Supervisor 2E モ
ジュールには CMP ユーティ リ テ ィ と  AUX ポート がないため、このエラー メ ッセージは無視で
きます。

switch(config)# interface cmp-mgmt module 5

                          ^

Invalid interface format at ‘^’ marker.

...

switch(config)# line com1

                       ^

% Invalid command at ‘^’ marker.

（注） インポー ト したコンフ ィギュレーシ ョ ン  ファ イルにファブ リ ッ ク  エクステンダ （FEX） の設定
が含まれ、 これらのモジュールがまだ起動しない場合は、 それに関するエラー メ ッセージが表
示されます。 この場合、 FEX モジュールがオンラ インになってから、 FEX コンフ ィギュレー
シ ョ ンを再実行する こ と を推奨します。 show fex コマン ド と  show interface brief コマン ドを使
用して、 FEX モジュールおよび関連付けられたサーバに対面するインターフェイスのステータ
スを確認できます。

（注） スタンバイ  スーパーバイザ モジュール ユニッ ト をまだ取り付けていない場合は、 この手順の
間に取り付けないでください。 代わりに、 この手順を完了するまで待ってから、 スタンバイ  
スーパーバイザ モジュールを取り付けます。

ステップ  21 copy running-config startup-config vdc-all コマン ドを使用して、 スター ト アップ コンフ ィギュ
レーシ ョ ンの設定を保存します。

switch(config)# copy running-config startup-config vdc-all
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Supervisor 2 モジュールから  Supervisor 2E モジュールへの交換

Supervisor 2 モジュールから  Supervisor 2E モジュールに移行する前に、 中断を伴わない後方移
行 （スイ ッチの動作中に Supervisor 2E から  Supervisor 2 モジュールに移行） はサポー ト されて
いないこ とに注意して ください。 2 台のスーパーバイザ モジュールと  1 台のアクテ ィブな 
Supervisor 2E モジュールを搭載したスイ ッチでは、 Supervisor 2 は起動せず、 アクテ ィブな 
Supervisor 2E モジュールと も同期しません。

Supervisor 2 モジュールから  Supervisor 2E モジュールに移行するには、 次の手順を実行します。

ステップ  1 「システム動作中の冗長スーパーバイザ モジュールの交換」 （P.10-17） の手順に従って、
Supervisor 2 モジュールの 1 つを交換します。

ステップ  2 ブート アップ出力を調べて、 Supervisor 2E モジュールに 2 つの CPU と  32 GB の DRAM が搭載
されている こ と を確認します （次の例の強調表示された個所を参照）。

CPU - 2 : Cores - 4 : HTEn - 1 : HT - 2 : Features - 0xbfebfbff
FSB Clk - 532 Mhz :  Freq - 2144 Mhz - 2128 Mh
MicroCode Version : 0xffff0002
Memory - 32768 MB : Frequency - 1067 MHZ
 

ステップ  3 アクテ ィブ Supervisor 2 のコンソール出力を監視します。スタンバイの Supervisor 2E が完全に
起動する と、 コンソールに次のよ う な  SYSLOG メ ッセージが表示される こ とに注意して くだ
さい。

2012 Jul 26 14:28:23 switch %SYSMGR-2-CTIVE_LOWER_MEM_THAN_STANDBY: Active Supervisor in 
slot 1 is running with less memory than standby supervisor in slot 2.

このメ ッセージは、 Supervisor 2E モジュールに Supervisor 2 モジュールよ り も多くのメモ リが
ある こ と を示しています （予期どおり ）。

ステップ  4 show mod コマン ドおよび show system redundancy ha status コマン ドを使用して、 両方のスー
パーバイザ モジュールの状態が同期されている こ と を確認します。

switch# show mod
Mod  Ports  Module-Type              Model           Status
---  -----  -----------------------  --------------  ---------
1    0      Supervisor module-2      N7K-SUP2        active
2    0      Supervisor module-2      N7K-SUP2E       ha-standby

switch# show system redundancy ha status
VDC No This supervisor Other supervisor
------ --------------- ----------------
vdc 1 Active with HA standby HA standby
vdc 2 Active with HA standby HA standby
vdc 3 Active with HA standby HA standby
vdc 4 Active with HA standby HA standby

ステップ  5 system switchover コマン ドを使用して、 Supervisor 2E モジュールをアクテ ィブにします。

switch# system switchover

Supervisor 2E がアクテ ィブになる と、 Supervisor 2 は電源がオフにな り、 スタンバイ  スーパー
バイザと して起動しな くな り ます。

2012 Jul 26 14:50:19 switch %$ VDC-1 %$ %SYSMGR-2-SUP_POWERDOWN; Supervisor in slot 1 is 
running with less memory than active supervisor in slot 2
2012 Jul 26 14:50:19 switch %$ VDC-1 %$ %SYSMGR-2-CONVERT_STARTUP_ABORTED: Conversion of 
startup-config failed.
2012 Jul 26 14:50:19 switch %$ VDC-1 %$ %PLATFORM-2-MOD_PWRDN: Module 1 powered down 
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ステップ  6 show module コマン ドを使用して、 Supervisor 2E モジュールがアクテ ィブであ り、 Supervisor 2 
の電源がオフになっている こ と を確認します。

switch# show mod
Mod  Ports  Module-Type              Model           Status
---  -----  -----------------------  --------------  ---------
1    0      Supervisor module-2      N7K-SUP2        powered-dn
2    0      Supervisor module-2      N7K-SUP2E       active *
...

Mod  Power-Status  Reason
---  ------------  ----------------------------
1    powered-dn    Policy trigger initiated reset: Stdby has lower mem than active

ステップ  7 電源がオフ （LED が消灯している） の Supervisor 2 モジュールを取り外します。

（注） 単一の Supervisor 2E モジュールを使用する場合は、 これで手順は完了です。 冗長構成の 
Supervisor 2E モジュールを使用する場合は、 次の手順に進みます。

ステップ  8 Supervisor 2E モジュールを空きスロ ッ ト に差し込み、 コンソールに接続します （「システム動
作中の冗長スーパーバイザ モジュールの交換」 （P.10-17） を参照）。

ステップ  9 show mod コマン ドおよび show system redundancy ha status コマン ドを使用して、 両方のスー
パーバイザ モジュールの状態が同期されている こ と を確認します。

switch# show mod
Mod  Ports  Module-Type              Model           Status
---  -----  -----------------------  --------------  ---------
1    0      Supervisor module-2      N7K-SUP2E       active
2    0      Supervisor module-2      N7K-SUP2E       ha-standby

switch# show system redundancy ha status
VDC No This supervisor Other supervisor
------ --------------- ----------------
vdc 1 Active with HA standby HA standby
vdc 2 Active with HA standby HA standby
vdc 3 Active with HA standby HA standby
vdc 4 Active with HA standby HA standby

Supervisor 1 モジュールのメモリのアップグレード

Cisco Nexus 7000 シ リーズの Supervisor 1 モジュールは、4 GB または 8 GB のメモ リ を使用しま
す。 スイ ッチに 2 つのスーパーバイザ モジュールがある場合は、 冗長サービスを提供できるよ
うに、 各モジュールに同じ メモ リ容量がある必要があ り ます。 8 GB のメモ リ を使用するには、
スイ ッチで Cisco NX-OS リ リース  5.1 以降の リ リースを実行している必要があ り ます。 スイ ッ
チで Cisco NX-OS の以前のリ リースを実行している場合は、 スーパーバイザ モジュールに 4 GB 
のメモ リだけを搭載する必要があ り ます。

（注） 使用する ソフ ト ウェア  バージ ョ ンおよび有効にする ソフ ト ウェア機能によっては、 Cisco 
NX-OS ソフ ト ウェアに 8 GB のメモ リが必要になる場合があ り ます。スイ ッチに 4 GB メモ リの
みの Supervisor 1 モジュールがある場合は、 8 GB のスーパーバイザ アップグレード  キッ ト
（N7K-SUP1-8GBUPG=） を使用して、 モジュールのメモ リ を  8 GB にアップグレードする必要
がある場合があ り ます。 このアップグレードは、 少なく と も  8 GB のメモ リ （8 GB の Supervisor 
1 モジュール、 およびすべての Supervisor 2 モジュールと  Supervisor 2E モジュールを含む） を
搭載したスイ ッチには不要です。
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アクテ ィブ スーパーバイザ モジュールにインス トールされている メモ リ量を判断するには、
例 10-1 に示すよ うに show system resources コマン ドを使用します。 スタンバイ  スーパーバイ
ザ モジュールで使用される メモ リ量を判断するには、 system switchover コマン ドを使用してそ
のモジュールをアクテ ィブにし、 show system resources コマン ドを使用します。次の例は show 
system resources コマン ドの出力を示しており、 メモ リ使用量と して 4115768K （4 GB） が表示
されています。

例 10-1  アクテ ィブ スーパーバイザ モジュールで使用されるメモリ量の判断

switch# show system resources
Load average:   1 minute: 0.22   5 minutes: 0.25   15 minutes:0.15
Processes   :   860 total, 3 running
CPU states  :   0.0% user,   6.5% kernel,   93.5% idle
Memory usage:   4115768K total,   2747512K used,   1368256K free

switch# 

次のガイ ド ラ インは、 既存の Supervisor 1 モジュールをアップグレードするかど うかを判断す
るのに役立ちます。

• スイ ッチのメモ リ使用量が 3 GB （合計メモ リの 75 パーセン ト ） を超える場合は、 メモ リ
を  8 GB にアップグレードする こ と を推奨します。

• XL モードがイネーブルな  VDC を  2 つ以上作成する場合、または 3 つ以上の VDC がある場
合は、 8 GB が必要です。

スーパーバイザ モジュールを  8 GB のメモ リにアップグレードするかど うかの追加のガイダン
スについては、 図 10-8 を参照して ください。

図 10-8 スーパーバイザのメモリのアップグレード決定フロー チャート
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スイ ッチが実行している  Cisco NX-OS のバージ ョ ンを確認するには、 show version コマン ドを
使用します。

この項では、 次の ト ピ ッ クについて取り上げます。

• 「スーパーバイザ モジュールへの 4 GB のメモ リの追加」 （P.10-32） 

• 「スーパーバイザ モジュールからの 4 GB のメモ リの削除」 （P.10-34） 

スーパーバイザ モジュールへの 4 GB のメモリの追加

スイ ッチのスーパーバイザ モジュールに 4 GB のメモ リ を追加して  8 GB のメモ リ にする必要
がある場合は、 スイ ッチが NX-OS リ リース  5.1(1) 以降の リ リースを実行している必要があ り
ます。

（注） スイ ッチに 2 台のスーパーバイザ モジュールが搭載されている場合は、 両方のメモ リ容量が同
じである必要があ り ます。 スタンバイ  スーパーバイザ モジュールを  8 GB のメモ リにアップグ
レードする場合、 アクテ ィブ スーパーバイザをスタンバイに切り替えてから、 新しいスタンバ
イ  スーパーバイザを  8 GB のメモ リにアップグレードする必要があ り ます。

（注） Cisco NX-OS の以前のバージ ョ ンを使用している場合は、 スーパーバイザ モジュールのメモ リ
量は 4 GB だけです。4 GB のメモ リ を取り外してスーパーバイザのメモ リ を  4 GB だけにする必
要がある場合は、 「スーパーバイザ モジュールからの 4 GB のメモ リの削除」 （P.10-34） を参照
して ください。

4 GB のメモ リ をスーパーバイザ モジュールに追加するには、 次の手順を実行します。

ステップ  1 スーパーバイザ モジュールで作業する場合は、 静電気防止用リ ス ト  ス ト ラ ップの着用、 およ
び静電気防止材または静電気防止パディ ングの設置について示されている静電気防止の手順に
従って ください。

ステップ  2 取り外すモジュールの前面に接続されているケーブルを外します。 スイ ッチに 2 つのスーパー
バイザがある場合は、 スタンバイ  スーパーバイザからケーブルを接続解除します。

（注） シャーシに 2 台のスーパーバイザ モジュールが搭載されている場合、 アクテ ィブな
スーパーバイザ モジュールを接続解除する と、 そのスーパーバイザ モジュールはスタ
ンバイ  モードにな り、 も う一方のスーパーバイザ モジュールが自動的にアクテ ィブに
な り ます。

ステップ  3 モジュールの両方の非脱落型ネジを緩め、 完全に外します。

ステップ  4 モジュールの両端にあるイジェ ク タ  リ リース  ボタンを押し （図 10-5 （P.10-19） の 2 を参照）、
イジェ ク タ  レバーを外側に押してモジュールの接続を解除します。

（注） この時点で、 モジュールを取り外さずに手順を中止し、 モジュールの電源をオンにする
必要がある場合は、 同時に両方のイジェ ク タ  レバーをカチッ とい う音がするまで押し
てモジュール表面に戻し、 モジュールの両方の非脱落型ネジをシャーシに取り付け、
no poweroff module slot_number コマン ドを使用してモジュールの電源をオンにします。
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ステップ  5 2 本のイジェ ク タ  レバーを外側に同時に回転させ、 ミ ッ ドプレーン  コネク タからモジュールを
外します （図 10-5 （P.10-19） の 3 を参照）。

ステップ  6 それぞれのイジェ ク タ  レバーを片手で押さえて、 シャーシのスロ ッ ト からモジュールを途中ま
で引き出します。

ステップ  7 片手でモジュールの前面の端をつかみ、 も う一方の手をモジュールの下側に添えて重量を支え
ます。 モジュールをスロ ッ ト から引き抜きます。

注意 静電破壊を防止するため、 電子回路に手を触れないよ うにして ください。 他のものも一切回路
には接触しないよ うにして ください。

ステップ  8 Cisco 7010 のシャーシからモジュールを取り外す場合は、 モジュールを反時計回りに 90 度回転
させ、 上から回路が見えるよ うに水平にします。

ステップ  9 モジュールの前面から  2 番目のメモ リ  スロ ッ ト で、 スロ ッ ト から離れるよ うに両方のバネ ク
リ ップを回転させます （図 10-9 の 1 を参照）。

図 10-9 4 GB DIMM の追加

ステップ  10 片手で 4 GB メモ リ基板の端を持ち、DIMM の 2 つのバネ ク リ ップでカチッ とい う音がするまで、
モジュールの前面から  2 番目のメモ リ  スロ ッ トに差し込みます。 （図 10-9 の 2 を参照）。 　

ステップ  11 モジュールの前面にある  N7K-SUP-1 識別子の右側に、 8 GB のラベルを付けます。

ステップ  12 両方のイジェク タ  レバーを、 スーパーバイザ モジュールの前面から離れるよ うに回転させます。

ステップ  13 片手でスーパーバイザ モジュールの前面をつかみ、 も う一方の手をモジュールの下に添えて重
量を支えます。

23
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1 スーパーバイザ  モジュールの前面から  
2 番目のメモ リ  スロ ッ ト で、 両方のバネ 
ク リ ップを回転させます。

3 モジュールの前面の N7K-SUP-1 識別子の
右側に、 8 GB のラベルを追加します。

2 DIMM の端を持ち、 2 番目のメモ リ  ス
ロ ッ ト の位置に合わせ、 バネ ク リ ップが
カチッ とい う音がするまで押し込みます。
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ステップ  14 モジュールをシャーシの空のスーパーバイザ スロ ッ ト に合わせ、 モジュールが ミ ッ ドプレーン
と接触するまでスロ ッ ト に押し込みます。

ステップ  15 両方のイジェ ク タ  レバーを内側に同時に押し、 モジュールの前面に接触させます。

モジュールはスロ ッ ト に完全に装着され、 非脱落型ネジがシャーシの穴に揃います。 EMI ガス
ケッ ト で、 このモジュールと隣のモジュール間の隙間を閉じる必要があ り ます。

ステップ  16 2 本の非脱落型ネジをシャーシに取り付けて、 8 インチポン ド （0.9 N·m） で締めます。

ステップ  17 「コンソールへの接続」 （P.7-2） の説明に従い、 CONSOLE SERIAL PORT にコンソール ケーブ
ルを再接続します。

ステップ  18 以前のスーパーバイザ モジュールをモデムで非同期デバイスに接続していた場合は、 「コン
ソールへの接続」 （P.7-2） の説明に従い、 COM1/AUX SERIAL PORT にモデム  ケーブルを接続
します。

ステップ  19 「管理インターフェイスの設定」 （P.7-5） の説明に従い、 MGMT ETH ポート にネッ ト ワーク管
理ケーブルを再接続します。

ステップ  20 「スーパーバイザ CMP ポート の接続」 （P.7-5） の説明に従い、 CMP MGMT ETH ポー ト に CMP 
ケーブルを再接続します。

ステップ  21 も う一方のスーパーバイザ モジュールを  8 GB （両方のモジュールのメモ リ容量が同じである
こ とが必須） にアップグレードする必要がある場合は、 ステップ 2 ～ 19 を繰り返します。

ステップ  22 アップグレード されたモジュールのメモ リが 8 GB である こ と を確認します。 スイ ッチに 2 つ
のスーパーバイザ モジュールが取り付けられている場合は、 system switchover コマン ドを使用
してモジュールをアクテ ィブにし、 show system resources コマン ドを使用します。 スイ ッチに
取り付けられているスーパーバイザ モジュールが 1 つだけの場合は、 show system resources コ
マン ドを使用します。

ステップ  23 も う一方のスーパーバイザ モジュールを  8 GB にアップグレードする必要がある場合は （2 台
のスーパーバイザ モジュールを搭載しているスイ ッチでは、 両方のモジュールのメモ リ容量が
同じでなければな り ません）、 ステップ 2 ～ 22 を繰り返します。

スーパーバイザ モジュールからの 4 GB のメモリの削除

スーパーバイザ モジュールから  4 GB のメモ リ を取り外して各モジュールのメモ リ を  4 GB だけ
にする必要がある場合は、 取り付けた各スーパーバイザ モジュールの前面にある  2 番目のメモ
リ  スロ ッ ト から  DIMM を取り外す必要があ り ます。

（注） スイ ッチに 2 台のスーパーバイザ モジュールが搭載されている場合は、 両方のメモ リ容量が同
じである必要があ り ます。 1 つのスーパーバイザ モジュールのメモ リ を  4 GB にダウングレー
ドする場合は、 も う一方のスーパーバイザ モジュールのメモ リ も  4 GB にダウングレードする
必要があ り ます。

スーパーバイザ モジュールから  4 GB のメモ リ を取り外すには、 次の手順を実行します。

ステップ  1 スーパーバイザ モジュールで作業する場合は、 静電気防止用リ ス ト  ス ト ラ ップの着用、 およ
び静電気防止材または静電気防止パディ ングの設置について示されている静電気防止の手順に
従って ください。

ステップ  2 取り外すモジュールの前面に接続されているケーブルを外します。 スイ ッチに 2 つのスーパー
バイザ モジュールが取り付けられている場合は、 スタンバイ  スーパーバイザからケーブルを
接続解除します。
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（注） シャーシに 2 台のスーパーバイザ モジュールが搭載されている場合、 アクテ ィブな
スーパーバイザ モジュールを接続解除する と、 そのスーパーバイザ モジュールはスタ
ンバイ  モードにな り、 も う一方のスーパーバイザ モジュールが自動的にアクテ ィブに
な り ます。

ステップ  3 アップグレードする必要がある取り付けられているスーパーバイザ モジュールの両側の非脱落
型ネジを緩め、 完全に外します。

ステップ  4 モジュールの両端にあるイジェ ク タ  リ リース  ボタンを押し （図 10-5 （P.10-19） の 2 を参照）、
イジェ ク タ  レバーを外側に押してモジュールの接続を解除します。

（注） この時点で、 モジュールを取り外さずに手順を中止し、 モジュールの電源をオンにする必要が
ある場合は、 同時に両方のイジェ ク タ  レバーをカチッ とい う音がするまで押してモジュール表
面に戻し、 モジュールの両方の非脱落型ネジをシャーシに取り付け、 no poweroff module 
slot_number コマン ドを使用してモジュールの電源をオンにします。

ステップ  5 2 本のイジェ ク タ  レバーを外側に同時に回転させ、 ミ ッ ドプレーン  コネク タからモジュールを
外します （図 10-5 （P.10-19） の 3 を参照）。

ステップ  6 それぞれのイジェ ク タ  レバーを片手で押さえて、 シャーシのスロ ッ ト からモジュールを途中ま
で引き出します。

ステップ  7 片手でモジュールの前面の端をつかみ、 も う一方の手をモジュールの下側に添えて重量を支え
ます。 モジュールをスロ ッ ト から引き抜きます。

注意 静電破壊を防止するため、 電子回路に手を触れないよ うにして ください。 他のものも一切回路
には接触しないよ うにして ください。

ステップ  8 Cisco 7010 のシャーシからモジュールを取り外す場合は、 モジュールを反時計回りに 90 度回転
させ、 上から回路が見えるよ うに水平にします。

ステップ  9 スーパーバイザ モジュールの前面から  2 番目のメモ リ  スロ ッ ト の DIMM で、 DIMM から離れ
るよ うに両方のバネ ク リ ップを回転させます （図 10-10 の 1 を参照）。

図 10-10 4 GB DIMM の取り外し
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ステップ  10 指で 4 GB DIMM の端を持ってメモ リ  スロ ッ ト から引き出し （図 10-10 の 2 を参照）、 静電気防
止用袋に入れます。

ステップ  11 モジュールの前面から 「8 GB」 のラベルを外します。

ステップ  12 両方のイジェク タ  レバーを、 スーパーバイザ モジュールの前面から離れるよ うに回転させます。

ステップ  13 片手でモジュールの前面をつかみ、 も う片方の手を下に添えてモジュールの重量を支えます。

ステップ  14 モジュールをシャーシの空のスーパーバイザ スロ ッ ト に合わせ、 モジュールが ミ ッ ドプレーン
と接触するまでスロ ッ ト に押し込みます。

ステップ  15 両方のイジェ ク タ  レバーを内側に同時に押し、 モジュールの前面に接触させます。

ステップ  16 モジュールはスロ ッ ト に完全に装着され、 非脱落型ネジがシャーシの穴に揃います。 EMI ガス
ケッ ト で、 このモジュールと隣のモジュール間の隙間を閉じる必要があ り ます。

ステップ  17 2 本の非脱落型ネジをシャーシに取り付けて、 8 インチポン ド （0.9 N·m） で締めます。

ステップ  18 「コンソールへの接続」 （P.7-2） の説明に従い、 CONSOLE SERIAL PORT にコンソール ケーブ
ルを再接続します。

ステップ  19 以前のスーパーバイザ モジュールをモデムで非同期デバイスに接続していた場合は、 「コン
ソールへの接続」 （P.7-2） の説明に従い、 COM1/AUX SERIAL PORT にモデム  ケーブルを接続
します。

ステップ  20 「管理インターフェイスの設定」 （P.7-5） の説明に従い、 MGMT ETH ポート にネッ ト ワーク管
理ケーブルを再接続します。

ステップ  21 「スーパーバイザ CMP ポート の接続」 （P.7-5） の説明に従い、 CMP MGMT ETH ポー ト に CMP 
ケーブルを再接続します。

ステップ  22 system switchover コマン ドを使用してダウングレード されたモジュールをアクテ ィブにし、
show system resources コマン ド を使用してモジュールのメモ リ が 4 GB である こ と を確認し
ます。

ステップ  23 も う一方のスーパーバイザ モジュールを  4 GB （両方のモジュールのメモ リ容量が同じである
こ とが必須） にダウングレードする必要がある場合は、 ステップ 2 ～ 21 を繰り返します。

ステップ  24 ダウングレード されたモジュールのメモ リが 4 GB である こ と を確認します。 スイ ッチに 2 台
のスーパーバイザ モジュールが取り付けられている場合は、 system switchover コマン ドを使用
して、 ダウングレード したモジュールを  アクテ ィブにしてから、 show system resources コマン
ドを使用します。 スイ ッチに取り付けられているスーパーバイザ モジュールが 1 つだけの場合
は、 show system resources コマン ドを使用します。

ステップ  25 も う一方のスーパーバイザ モジュールを  4 GB （2 つのスーパーバイザ モジュールがあるス
イ ッチでは、 両方のモジュールのメモ リ容量が同じである こ とが必須） にダウングレードする
必要がある場合は、 ステップ 2 ～ 24 を繰り返します。

1 モジュールの前面から  2 番目のソケッ ト
で、 DIMM から離れるよ うに両方のバネ 
ク リ ップを回転させます。

3 モジュールの前面にある 「8 GB」 のラベ
ルを外します。

2 DIMM の端を持ち、 メモ リ  スロ ッ ト から
引き出します。
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I/O モジュールの取り付け
Cisco Nexus 7004 スイ ッチには 大 2 台の I/O モジュール、Cisco Nexus 7009 スイ ッチには 大 
7 台の I/O モジュール、Cisco Nexus 7010 スイ ッチには 大 8 台の I/O モジュール、Cisco Nexus 
7018 には 大 16 台の I/O モジュールがあ り ます。 これらのモジュールは、 シャーシの前面に
存在します。 スイ ッチが動作していても、 これらのいずれかのモジュールを交換できます。

（注） F2 I/O モジュールを取り付ける場合は、 スイ ッチのすべてのファブ リ ッ ク  モジュールがシ リー
ズ 2 のファブ リ ッ ク  モジュールである必要があ り ます。

こ こでは、 I/O モジュールの交換方法について説明します。 具体的な内容は次のとおりです。

• 「必要な工具」 （P.10-37）

• 「新しい I/Oモジュールの取り付け」 （P.10-37）

必要な工具

I/O モジュールの非脱落型ネジを緩めた り締めた りするために、 マイナス  ド ラ イバまたは No.2 
プラス  ド ラ イバが必要です。

新しい I/Oモジュールの取り付け

Cisco Nexus 7000 シ リーズ スイ ッチには、 次の種類の I/O モジュールが 1 つまたは複数含まれ
ます。

• 48 ポート  10/100/1000 イーサネッ ト  モジュール （N7K-M148GT-11）

• XL オプシ ョ ン付き  48 ポート  10/100/1000 イーサネッ ト  モジュール （N7K-M148GT-11L）

• 48 ポート  1 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール （N7K-M148GS-11）

• XL オプシ ョ ン付き  48 ポート  1 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-M148GS-11L）

• XL 付き  48 ポート  1/10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール （N7K-F248XP-25 および 
N7K-F248XP-25E）

• 32 ポート  10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール （N7K-M132XP-12）

• XL オプシ ョ ン付き  32 ポート  10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-M132XP-12L）

• 32 ポート  1 ギガビッ トおよび 10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-F132XP-15）

• XL オプシ ョ ン付き  8 ポート  10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-M108X2-12L）

Cisco Nexus 7000 シ リーズ スイ ッチが動作している間に、 これらの各 I/O モジュールを同じ種
類のモジュールと交換できます。 この場合は、 初にシャーシから  I/O モジュールを取り外し、
設計どおりの通気を確保するために、 新し く空になったスロ ッ ト に数分以内に新しい I/O モ
ジュールまたは交換用 I/O モジュールを取り付ける必要があ り ます。
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警告 システムの稼働時には、 バッ クプレーンに危険な電圧または電流が流れています。 保守を行う場合
は注意して く ださい。 ステート メ ン ト  1034

注意 各 I/O モジュールを取り扱う場合は、 静電気防止用リ ス ト  ス ト ラ ップを着用して ください。 電
子回路に触れずにモジュールの端だけを持ち、 シャーシに取り付けないと きは静電気防止用
マッ ト上にモジュールを置くか、 元の梱包材でモジュールを再梱包します。

注意 I/O モジュールをすぐに交換できない場合は、 その I/O モジュールをスロ ッ ト に残すか、 I/O モ
ジュールをブランク  モジュールと交換し、 システムの通気を遮らないよ うにして ください。
I/O モジュール スロ ッ ト を数分間以上空にしておく と、 システムの通気が遮られ、 システムが
過熱してシャ ッ ト ダウンする こ とがあ り ます。

I/O モジュールを交換する手順は次のとおりです。

ステップ  1 古い I/O モジュールおよび新しい I/O モジュールを置く場所に、 静電気防止用マッ ト か静電気
防止材を敷きます。 モジュールをシャーシから取り外している間に、 モジュールの損傷を防げ
る場所を選択して ください。

ステップ  2 交換用の I/O モジュールを開梱し、 静電気防止用マッ ト か静電気防止材の上に置きます。

ステップ  3 次のこ とを実行し、 モジュールの前面から  I/O ケーブルを取り外します。

• 48 ポート  10/100/1000 イーサネッ ト  I/O モジュール （N7K-M148GT-11 および 
N7K-M148GT-11L） の場合は、 各ケーブルを取り外します。

• 48 ポート  1 ギガビッ ト  イーサネッ ト  タ イプの I/O モジュール （N7K-M148GS-11 および 
N7K-M148GS-11L） および 48 ポート  1 ギガビッ トおよび 10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O 
モジュール （N7K-F248XP-25） の場合は、 光ファ イバ ケーブルを取り外してから  SFP ト ラ
ンシーバを削除します。

• 32 ポート  10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  タ イプの I/O モジュール （N7K-M132XP-12、
N7K-M132XP-12L、 N7K-F132XP-15） の場合は、 光ファ イバ ケーブルを取り外してから  
SFP+ ト ランシーバを取り外します。

• 8 ポート  10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール （N7K-M108X2-12L） の場合は、 光
ファ イバ ケーブルを取り外してから  X2 ト ランシーバを取り外します。

（注） 光ファ イバ回線または ト ランシーバに埃が入らないよ うに、 光ファ イバの開口部をプラ
グでカバーして ください。

警告 接続されていない光フ ァイバケーブルやコネク タからは目に見えないレーザー光が放射されている
可能性があります。 レーザー光を直視したり、 光学機器を使用して直接見たり しないで く ださい。
ステート メ ン ト  1051

ステップ  4 図 10-11 の図 A に示す 2 本の非脱落型ネジを緩めます。
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図 10-11 I/O モジュールの取り外し

ステップ  5 モジュールの上端と下端にあるイジェ ク タ  リ リース  ボタンを押し （図 10-11 の図 B を参照）、
イジェ ク タ  レバーを外側に押してモジュールの接続を解除します。

ステップ  6 2 本のイジェ ク タ  レバーを外側に同時に回転させ、 ミ ッ ドプレーン  コネク タからモジュールを
外します （図 10-11 の図 C を参照）。

ステップ  7 それぞれのイジェ ク タを片手で押さえて、 シャーシのスロ ッ ト からモジュールを途中まで引き
出します。

ステップ  8 モジュール前面の端をつかみ、 片手をモジュールの下に添えてモジュールの重量を支えます。
モジュールをスロ ッ ト から引き抜きます。 モジュールの回路に手を触れないでください。

注意 静電破壊を防止するため、 電子回路に手を触れないよ うにして ください。 他のものも一切回路
には接触しないよ うにして ください。

18
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View A View B View C
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1 2 本の非脱落型ネジを取り外します。 3 同時に両方のイジェ ク タ  レバーを引っ張
り上げ、 モジュールを取り外せる状態に
します。

2 同時に両方のイジェ ク タ  ボタンを押し
ます。
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ステップ  9 Cisco Nexus 7010 のシャーシからモジュールを取り外す場合は、 モジュールを反時計回りに 90 度
回転させ、 （上から回路が見えるよ うに） 水平にします。

ステップ  10 モジュールは、 静電気防止用マッ ト上に置くか、 図 10-12 （8 および 48 ポー ト  タ イプの I/O モ
ジュール） または図 10-13 （32 ポート  タ イプの I/O モジュール） に示すよ うに、 元の梱包材を
使用して再梱包します。

図 10-12 8 または 48 ポートの I/O モジュール （N7K-M108X2-12L、 N7K-M148GT-11、
N7K-M148GT-11L、 N7K-M148GS-11、 または N7K-M148GS-11L） の再梱包
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図 10-13 32 ポート  タイプ I/O モジュールの再梱包 （N7K-F132XP-15、 N7K-M132XP-12、 または 

N7K-M132XP-12L）

1 モジュールを静電気防止用袋に入れます。 7 フ ラ ップをテープでボ ッ ク スに固定し
ます。

2 袋に入れたモジュールを発泡スチロール
のパッ ド上に置きます。

8 ボッ クスの両端を発泡スチロールのブ
ロ ッ クに入れます。

3 モジュールの長い側面にそれぞれサイ ド  
パッ ドを取り付けます。

9 よ り大きいボッ クスに、 発泡スチロール
のブロ ッ クを付けたボッ クスを入れます。

4 側面のパッ ドに沿って側面のフラ ップを
上方に折り曲げます。

10 狭いフラ ップを小さいボッ クス と発泡ス
チロールのブロ ッ クの上に折り重ねます。

5 モジュールの端に沿って長いフラ ップを
上方に折り曲げてから、 モジュールの上
面に折 り 曲げます。 各フ ラ ップにある  
2 つのタブを側面のフラ ップに入れます。

11 広いフラ ップをボッ クスの上に折り重ね
ます。

6 折られたボッ ク スを、 そのボッ ク スよ り
も少し大きいボッ ク スに入れます。

12 広いフラ ップを閉じ合わせてテープで
ボッ クスに固定します。
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ステップ  11 交換用 I/O モジュールの両方のイジェ ク タ  レバーを、 モジュールの前面から離れるよ うに完全
に回します。

ステップ  12 モジュールを  Cisco Nexus 7010 のシャーシに挿入する場合は、モジュールを時計回りに 90 度回
転させます。

ステップ  13 空になったスロ ッ ト のシャーシ  ガイ ドにモジュールを合わせ、 スロ ッ ト の途中までモジュール
を押し込みます。

ステップ  14 片手か両手でモジュールの前面を押さえて、 モジュールをスロ ッ ト に完全に押し込んで、 ミ ッ
ドプレーン  コネク タに装着します。

ステップ  15 両方のイジェ ク タ  レバーを内側に同時に押し、 モジュールの前面に接触させます。

（注） イジェ ク ト  レバーが完全に閉じている こ と を確認してから、 非脱落型ネジを締めて ください。
モジュールがバッ クプレーン  コネク タに完全に装着されていないと、 エラー メ ッセージが表
示される こ とがあ り ます。

ステップ  16 I/O モジュールの 2 本の非脱落型ネジを  8 インチポン ド （0.9 N·m） で締めます。

ステップ  17 I/O ケーブルをポート に再接続するか、 光ファ イバ ケーブルの ト ランシーバをモジュールの
ポート に再接続します。

NAM モジュールの取り付け
ネッ ト ワーク解析モジュール （NAM） は、 Cisco Nexus 7004、 7009、 7010、 7018 スイ ッチ 
シャーシの I/O モジュール スロ ッ ト に装着できます。NAM を交換した り、空の I/O モジュール 
スロ ッ ト に新しい NAM を取り付ける こ とができます。 新しいモジュールを取り付ける場合は、
そのモジュールに 新の NAM ソフ ト ウェアをインス トールして設定する必要があ り ます。

1 I/O モジュールを静電気防止袋に （表示さ
れていません） 入れ、 平坦化されたボッ
ク スの持ち上がった部分の間に置きます。

6 よ り大きいボッ クスに、 発泡スチロール
のブロ ッ クを付けたボッ クスを入れます。

2 モジュールの前面および背面に沿って短
いフラ ップを折り曲げてから、 モジュー
ルの上面に折り曲げます。

7 狭いフラ ップをボッ クスの上に折り重ね
ます。

3 モジュールの側面に沿って長いフラ ップ
を上方に折り曲げてから、 モジュールの
上面に折り曲げます。

8 広いフラ ップをボッ クスの上に折り重ね
ます。

4 長いフラ ップを閉じ合わせてテープで
ボッ ク スに固定します。

9 広いフラ ップを閉じ合わせてテープで
ボッ クスに固定します。

5 ボッ ク スの両側の端を発泡スチロール ブ
ロ ッ クに挿入します。
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（注） 出荷時に 1 台以上の NAM モジュールが装着済みのスイ ッチの場合、 モジュールにはすでに 
Prime NAM ソフ ト ウェアが設定されており、 すぐに使用できる状態になっています。 新しい 
NAM モジュールを取り付けても、 モジュールが自動的に起動しない場合は、 モジュールを使
用するために、 Prime NAM ソフ ト ウェアをインス トールして設定する必要があ り ます。

こ こでは、 NAM モジュールの取り付け方法について説明します。 具体的な内容は次のとおり
です。

• 「NAM の取り付けに必要な工具」 （P.10-43）

• 「NAM の取り付けまたは交換」 （P.10-43）

• 「Cisco Prime NAM ソフ ト ウェアのインス トール」 （P.10-45）

• 「NAM の設定」 （P.10-45）

• 「Cisco Prime NAM ソフ ト ウェアのアップグレード」 （P.10-50）

NAM の取り付けに必要な工具

I/O モジュールの非脱落型ネジを緩めた り締めた りするために、 マイナス  ド ラ イバまたは No.2 
プラス  ド ラ イバが必要です。

NAM の取り付けまたは交換

Cisco Nexus 7004、 7009、 7010、 7018 スイ ッチには、 1 つ以上の NAM を取り付ける こ とができ
ます。 空の I/O モジュール スロ ッ ト に新しい NAM を取り付けた り、 既存の NAM や I/O モ
ジュールを交換する こ とができます。 既存の NAM を交換する場合は、 元のモジュールを取り
外す前に、 out-of-service module コマン ドを使用してそのモジュールをシャ ッ ト  ダウンする必
要があ り ます。 I/O モジュールを交換する場合は、 out-of-service module コマン ドを使用してモ
ジュールをシャ ッ ト ダウンするか、 モジュールを取り外してグレースフル シャ ッ ト ダウンを自
動実行させる こ とができます。

警告 システムの稼働時には、 バッ クプレーンに危険な電圧または電流が流れています。 保守を行う場合
は注意して く ださい。 ステート メ ン ト  1034

注意 静電破壊を防ぐために、 各モジュールを処理する際は静電気防止用リ ス ト  ス ト ラ ップを着用し
て ください。 電子回路に触れずにモジュールの端だけを持ち、 シャーシに取り付けないと きは
静電気防止用マッ ト上にモジュールを置くか、 元の梱包材でモジュールを再梱包します。

注意 NAM をすぐに交換できない場合は、 モジュールをスロ ッ ト に残すか、 ブランク  モジュールと
交換して、 システムの通気を遮らないよ うにして ください。 I/O モジュール スロ ッ ト を数分間
以上空にしておく と、 システムの通気が遮られ、 システムが過熱してシャ ッ ト ダウンする こ と
があ り ます。

NAM の取り付けまたは交換を行うには、 次の手順を実行します。
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ステップ  1 古い I/O モジュールおよび新しい I/O モジュールを置く場所に、 静電気防止用マッ ト か静電気
防止材を敷きます。 モジュールをシャーシから取り外している間に、 モジュールの損傷を防げ
る場所を選択して ください。

ステップ  2 新しい I/O モジュールを開梱し、 静電気防止用マッ ト か静電気防止材の上に置きます。

ステップ  3 空のスロ ッ ト に新しい NAM を取り付ける場合は、 非脱落型ネジを緩めてシャーシからブラン
ク  フ ィ ラー プレート を引き出し、 スロ ッ ト に装着されているブランク  フ ィ ラー プレート を取
り外します。 ステップ 5 に進みインス トールを続行します。

ステップ  4 既存の NAM を取り外すには、 次の手順を実行します。

a. NX-OS CLI で out-of-service module コマン ド を使用してモジュールをシャ ッ ト  ダウンし
ます。

switch(config)# out-of-service module 2
switch(config)#

（注） また、 poweroff module コマン ドを使用する こ と もできますが、 このコマン ドを使用す
るには、モジュールの再取り付け後に no poweroff module コマン ドを使用する必要があ
り ます。 out-of-service module コマン ドを使用する と、 モジュールを取り付ける と き
に、 モジュールを起動する別のコマン ドを使用せずに済みます。

b. モジュールの前面に接続しているケーブルをすべて取り外します。

c. シャーシに接触しな くなるまで、 2 本の非脱落型ネジ （モジュールの両端に 1 本ずつ） を
緩めます。

d. モジュールの両端にあるイジェ ク タ  リ リース  ボタンを押して、 イジェ ク ト  レーバーを外
側に倒します。

e. 2 つのイジェ ク タ  レバーを同時に外側に回転させて、 ミ ッ ドプレーン  コネク タからモ
ジュールを外します。

f. それぞれのイジェ ク タを片手で押さえて、 シャーシのスロ ッ ト からモジュールを途中まで
引き出します。

g. モジュール前面の端をつかみ、 片手をモジュールの下に添えてモジュールの重量を支えま
す。 モジュールをスロ ッ ト から引き抜きます。 モジュールの回路に手を触れないで くだ
さい。

h. Cisco Nexus 7010 シャーシからモジュールを取り外す場合は、 モジュールを反時計回りに 
90 度回転させ、 （上から電子回路が見えるよ うに） 水平にします。

i. モジュールは、 静電気防止用マッ ト上に置くか、 元の梱包材を使用して再梱包します。

ステップ  5 次のよ うに、 新しい NAM を取り付けます。

a. 交換用の NAM で、 両方のイジェ ク タ  レバーを回転させてモジュールの前面から完全に離
れるよ うにします。 必要に応じて、 2 つのイジェ ク タ  ボタンを押してレバーをモジュール
の前面から解除し、 レバーを回転させてモジュールの前面から離れるよ うにします。

b. Cisco Nexus 7010 シャーシにモジュールを装着する場合は、 モジュールを時計回りに 90 度
回転させ、 右側から回路が見えるよ うにします。

c. モジュールを空いているスロ ッ ト のシャーシ  ガイ ドに合わせ、 モジュールの前面が
シャーシの前面から約 1/4 インチ （0.6 cm） 前で止まるまで、 モジュールをスロ ッ ト に差
し込みます。

d. 両方のイジェ ク タ  レバーを内側に同時に押し、 モジュールの前面に接触させます。 モ
ジュールがスロ ッ ト内に完全に移動し、 モジュールの前面がシャーシの前面と並びます。
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e. イジェ ク ト  レバーが完全に閉じている こ と を確認してから、 非脱落型ネジを締めて くださ
い。 ミ ッ ドプレーン  コネク タにモジュールを完全に装着できないと、 エラー メ ッセージが
表示された り、 モジュールが損傷する可能性があ り ます。

f. I/O モジュールの 2 本の非脱落型ネジを  8 インチポン ド （0.9 N·m） の トルクで締めます。

g. モジュールの前面からケーブルを取り外した場合は、 それらのケーブルを再接続します。

h. STATUS LED がグ リーンにな り、 モジュールが動作可能状態である こ とが示されます。 こ
の LED によって示される他の状態に付いては、 「NAM-NX1 モジュールの LED」 （P.D-5） を
参照して ください。

新しいモジュールに Prime NAM ソフ ト ウェアをインス トールする準備が整いました。

Cisco Prime NAM ソフ トウェアのインストール 
Cisco Prime NAM ソフ ト ウェアをインス トールするには、 次の手順を実行します。

ステップ  1 ブラ ウザを使用して、 http://software.cisco.com/download/navigator.html に にアクセス し ます。

[Software Download] ページが開きます。

ステップ  2 [Cloud and Systems Management] > [Network Analysis Module (NAM) Products] > [Cisco Prime 

Network Analysis Module Software] > [Cisco Prime Network Analysis Module Software 6.2] （または
以降のバージ ョ ン） の順に選択します。 ソフ ト ウェア  ファ イルの リ ス ト が表示されます。

ステップ  3 nam-nx1 から始まる ソフ ト ウェア  ファ イル名の [Download] ボタンをク リ ッ ク します。ファ イル
名は、 nam-nx1.x-x-x.bin.gz です （x-x-x は NAM ソフ ト ウェアの リ リース番号）。

ステップ  4 NAM CLI を使用して、 upgrade コマン ドを入力し、 ユーザ、 パスワード、 サーバ、 ファ イルの
パス、 およびインス トール ファ イル名を指定します。 たとえば、 ユーザが管理ユーザ、 パス
ワードが 「secret」、 サーバ IP アド レスが 10.10.10.10、 パスが archive/nam_software、 インス
トール ファ イル名が nam-nx1.6.0.1.bin.gz である場合は、 次のよ うに upgrade コマン ドを使用
します。

upgrade ftp://admin:secret!10.10.10.10//archive/nam_software/nam-nx1.6.0.1.bin.gz

NAM の設定 
NAM ソフ ト ウェアを設定するには、 次の手順をすべて実行する必要があ り ます。

• スイ ッチから  VLAN 管理ポート を設定します （「NAM の VLAN 管理ポート の設定」
（P.10-46） を参照）。

• スイ ッチから  SPAN セッシ ョ ンを設定します （「データ  ポート の SPAN セッシ ョ ンの設定」
（P.10-47） を参照）。

• NAM の NAM ネッ ト ワーク構成をセッ ト アップします （「NAM IP 設定の指定と  Web サー
バの有効化」 （P.10-49） を参照）。

http://software.cisco.com/download/navigator.html
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NAM の VLAN 管理ポートの設定

NAM が属している仮想デバイス  コンテキス ト （VDC） を使用して、 NAM 管理ト ラフ ィ ッ ク
用の VLAN を設定し、 その VLAN を  NAM 管理ポート に割り当てる必要があ り ます。

VLAN 管理ポート を設定して割り当てるには、 次の手順を実行します。

ステップ  1 NAM がアクテ ィブである こ と を確認します。

switch# show service nam summary
Service          Service
Name             Type        Interface      Module    State     Version
---------------- ----------- -------------- --------- --------- ---------------
NAM7             NAM         Po4096, Po4095 7         active    6.0

ステップ  2 次のよ うに、 VDC に NAM インターフェイスに割り当てます。

• デフォル ト の VDC 設定を使用する と、 NAM インターフェイスはデフォル ト の VDC に自
動的に割り当てられます。 その割り当てを確認します。

switch(config)# show run vdc
!Command: show running-config vdc
!Time: Wed May 29 18:47:17 2013

version 6.2(2)
no system admin-vdc
vdc N7K-8 id 1
  limit-resource module-type m1 m1x1 m2x1 f2e

• デフォル ト の VDC 設定を使用しない場合、

ステップ  3 NAM の VLAN が存在しない場合は、 VLAN を作成します。

switch(config)# config t
Enter configuration commands, one per line.End with CNTL/Z.
switch(config)# vlan 200
switch(config-vlan)# state active
switch(config-vlan)# no shut
switch(config-vlan)# exit
switch(config)#

ステップ  4 インターフェイスを指定して、 NAM へのアクセスに使用する外部インターフェイスに VLAN 
を追加します。

switch(config)# int e4/48
switch(config-if)# switchport
switch(config-if)# switchport mode access
switch(config-if)# switchport access vlan 200
switch(config-if)# no shut
switch(config-if)# exit
switch(config)# 

ステップ  5 analysis module コマンドを使用し、 NAM モジュールの管理ポートに VLAN を割り当てます。

switch(config)# analysis module 7 management-port 1 access-vlan 200
switch(config)# exit
switch#

NAM の VLAN 管理ポート を設定したら、 SPAN セッシ ョ ンを設定して、 ト ラフ ィ ッ クの送信
元となるスイ ッチと ト ラフ ィ ッ クの宛先となる  NAM を定義する必要があ り ます。 次のいずれ
かの方法で SPAN セッシ ョ ンを設定できます。

• 「データ  ポート の SPAN セッシ ョ ンの設定」 （P.10-47）

• 「ポー ト  チャネルの SPAN セッシ ョ ンの設定」 （P.10-48）
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データ  ポートの SPAN セッシ ョ ンの設定

スイ ッチで NAM を使用するには、 スイ ッチと  NAM との間に SPAN セッシ ョ ンを定義する必
要があ り ます。 スイ ッチのインターフェイスによってスイ ッチを指定し、 NAM のデータポー
ト によって NAM を指定する こ とができます。

使用するポート  チャネルによって NAM を定義する場合は、 「ポー ト  チャネルの SPAN セッ
シ ョ ンの設定」 （P.10-48） を参照して ください。

手順の概要

1. config t

2. monitor session ID_number

3. switch_ip_address int interface

4. nam_ip_address analysis-module slot_number data-port port_number

5. no rate-limit

6. no shutdown

7. exit

手順の詳細

コマンド 目的

ステップ 1 config t

例 ：
switch# config t
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレー
シ ョ ン  モードに入り ます。

ステップ 2 monitor session ID_number

例 ：
switch(config)# monitor session 1
switch(config-monitor)#

モニタ  セッシ ョ ンを作成します。

ステップ 3 switch_ip_address int interface

例 ：
switch(config-monitor)# 10.10.10.10 int e4/1 rx
switch(config-monitor)#

ト ラフ ィ ッ クに使用するスイ ッ
チの IP アド レス と インターフェ
イスを指定します。

ステップ 4 nam_ip_address analysis-module slot_number data-port 
port_number

例 ：
switch(config-monitor)# 11.11.11.11 analysis-module 3 
data-port 1

NAM の IP アド レス、 シャーシの
スロ ッ ト番号、 および NAM で使
用するデータ  ポート によって 
NAM を指定します。

ステップ 5 no rate-limit

例 ：
switch(config-monitor)# no rate-limit 
switch(config-monitor)#

レー ト制限を使用しないよ うに
指定します。

ステップ 6 no shutdown

例 ：
switch(config-monitor)# no shutdown
switch(config-monitor)#

NAM を起動します。

ステップ 7 exit

例 ：
switch(config-monitor)# exit
switch(config)#

モニタ  セッシ ョ ンを終了します。
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ポート  チャネルの SPAN セッシ ョ ンの設定 

スイ ッチで NAM を使用するには、 スイ ッチと  NAM との間に SPAN セッシ ョ ンを定義する必
要があ り ます。 スイ ッチのインターフェイス  IP アド レスによってスイ ッチを指定し、 NAM で
使用するポート  チャネルによって NAM を指定できます。

データ  ポート によって NAM を定義する場合は、 「データ  ポート の SPAN セッシ ョ ンの設定」
（P.10-47） を参照して ください。

手順の概要 ：

1. config t

2. monitor session ID_number

3. switch_ip_address int interface

4. nam_ip_address interface port-channel port-channel_number 

5. no rate-limit

6. no shutdown

7. exit

手順の詳細

コマンド 目的

ステップ 1 config t

例 ：
switch# config t
switch(config)#

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ
ン  モードに入り ます。

ステップ 2 monitor session ID_number

例 ：
switch(config)# monitor session 1
switch(config-monitor)#

モニタ  セッシ ョ ンを作成します。

ステップ 3 switch_ip_address int interface

例 ：
switch(config-monitor)# 10.10.10.10 int e4/1 rx
switch(config-monitor)#

ト ラフ ィ ッ クに使用するスイ ッチ
の IP アド レス と インターフェイス
を指定します。

ステップ 4 nam_ip_address interface port-channel 
port-channel_number

例 ：
switch(config-monitor)# 11.11.11.11 interface 
port-channel 3

IP アド レス とポー ト  チャネル番号
によって NAM を指定します。

ステップ 5 no rate limit

例 ：
switch(config-monitor)# no rate limit 
switch(config-monitor)#

レー ト制限を使用しないよ うに指
定します。

ステップ 6 no shutdown

例 ：
switch(config-monitor)# no shutdown
switch(config-monitor)#

NAM を起動します。

ステップ 7 exit

例 ：
switch(config-monitor)# exit
switch(config)#

モニタ  セッシ ョ ンを終了します。
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NAM IP 設定の指定と  Web サーバの有効化

VDC に NAM を割り当て、スイ ッチと  NAM との間に SPAN セッシ ョ ンを設定した後、NAM の 
VDC に移動して、 NAM の IP 設定をセッ ト アップし、 Web サーバを有効化する必要があ り ま
す。NAM を有効にして  HTTP サーバまたは HTTPS セキュア  サーバと して機能させる こ とがで
きますが、 同時に両方を有効にする こ とはできません。 Web サーバを有効にする と、 NAM が
機能するよ うにな り ます。

ステップ  1 Cisco NX-OS の attach module slot_number processor number コマン ドを使用して、 SPAN セッ
シ ョ ンを開きます。

attach module slot_number processor 1

例 ：
switch# attach module 3 processor 1
opening...
nam.localdomain login: root
Password:

Cisco Nexus 7000 Series Network Analysis Module (N7K-SM-NAM-K9) Console, 6.0
Copyright (c) 1999-2013 by Cisco Systems, Inc.

System Alert: Default password has not been changed!
Please enter a new password:

ヒン ト 正しい VDC を使用している こ と を確認します。 別の VDC に切替えるには、 switchto vdc コマ
ン ドを使用できます。

パスワードを変更していない場合は、 新しいパスワードの入力を要求されます。

ステップ  2 新しいパスワードを入力する必要がある場合は、 パスワードを  2 回入力します。

Please enter a new password:
Confirm new password:
Successfully changed password for user ‘root’

ステップ  3 HTTP または HTTPS サーバを有効にします。

• HTTP サーバを有効にするには、 ip http server enable コマン ドを使用します。

root@nam.localdomain# ip http server enable
No web users are configured.
Please enter a web administrator username [admin]:

• HTTPS サーバを有効にするには、 ip http secure server enable コマン ドを使用します。

root@nam.localdomain# ip http secure server enable
No web users are configured.
Please enter a web administrator username [admin]:

ステップ  4 ネッ ト ワーク管理者のユーザ名とパスワードを入力します。

User admin added.
Starting httpd
root@nam.localdomain

ヒン ト 管理者パスワードを変更する こ と を推奨します。 すべてのデフォル ト  パスワードをできる限り
早く変更して ください。

ステップ  5 Telnet または SSH ク ラ イアン ト を使用する必要がある場合は、 次のいずれかを実行します。
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• Telnet ク ラ イアン ト を使用するには、 excession on コマン ドを使用します。

root@nam.localdomain# exsession on

• SSH ク ラ イアン ト を使用するには、 exsession on ssh コマン ドを使用します。

root@nam.localdomain# exsession on ssh

ステップ  6 pingip_address コマン ドを使用して、 既知の IP アド レスへのネッ ト ワーク接続を確認します。

root@nam.localdomain# ping 3.3.3.3
PING 3.3.3.3 (3.3.3.3) 56(84) bytes of data.
64 bytes from 3.3.3.3: icmp_seq1= ttl-245 time=8.48 ms
64 bytes from 3.3.3.3: icmp_seq2= ttl-245 time=2.61 ms
64 bytes from 3.3.3.3: icmp_seq3= ttl-245 time=2.95 ms
64 bytes from 3.3.3.3: icmp_seq4= ttl-245 time=2.15 ms
64 bytes from 3.3.3.3: icmp_seq5= ttl-245 time=2.43 ms

--- 3.3.3.3 ping statistics ---
5 packets transmitted, 5 received, 0% packet loss, time 4005ms
rtt min/avg/max/mdev = 2.153/3.728/8.483/2.391 ms
root@nam.localdomain#

ステップ  7 承認された Firefox または Internet Explorer ブラウザを使用して NAM にアクセスし、 接続を確
認します。 承認されているブラ ウザの一覧については、 Cisco Prime NAM の リ リース  ノー ト を
参照して ください。

Cisco Prime NAM Web サーバが適切に設定されている場合は、 NAM ログイン  ウ ィ ン ド ウにア
クセスできます。

この時点で NAM Web サーバにログインできるユーザは、 Web サーバを有効にしたと きに設定
した管理ユーザだけです。 セカンダ リ  ユーザは選択できません。 追加のユーザを設定するに
は、 Cisco.com で 『Prime NAM Command Reference Guide』 または 『Prime NAM User Guide』 を参
照して ください。

Cisco Prime NAM ソフ トウェアのアップグレード

Cisco Prime NAM ソフ ト ウェアの 新バージ ョ ンが必要な場合は、 「Cisco Prime NAM ソフ ト
ウェアのインス トール」 （P.10-45） を参照して ください。

動作中の Cisco Nexus 7009 フ ァブリ ッ ク  モジュールの
交換

Cisco Nexus 7009 スイ ッチには、 シャーシの前面に 大 5 つのファブ リ ッ ク  モジュールを装着
できます。 スイ ッチが動作していても、 いずれかのファブ リ ッ ク  モジュールを交換できます。

数分以内にファブ リ ッ ク  モジュールを別のファブ リ ッ ク  モジュールと交換し、 設計どおりの
システムの通気を保って ください。 ファブ リ ッ ク  モジュールを交換できない場合は、 ブランク  
モジュールをスロ ッ ト に取り付ける必要があ り ます。

警告 システムの稼働時には、 バッ クプレーンに危険な電圧または電流が流れています。 保守を行う場合
は注意して く ださい。 ステート メ ン ト  1034
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注意 各ファブ リ ッ ク  モジュールを取り扱う場合は、 静電気防止用リ ス ト  ス ト ラ ップを着用してい
る こ と を確認します。 電子回路に触れずにモジュールの端だけを持ち、 シャーシに取り付けな
いと きは静電気防止用マッ ト上にモジュールを置くか、 元の梱包材でモジュールを再梱包し
ます。

ファブ リ ッ ク  モジュールを交換する手順は次のとおりです。

ステップ  1 ファブ リ ッ ク  モジュールを置く場所に、 静電気防止用マッ ト か静電気防止材を敷きます。 モ
ジュールをシャーシから取り外している間に、 モジュールの損傷を防げる場所を選択して くだ
さい。

ステップ  2 交換用のファブ リ ッ ク  モジュールを開梱し、 静電気防止用マッ ト か静電気防止材の上に置き
ます。

ステップ  3 イジェ ク ト  ボタン  カバーを上にスラ イ ド させて、 イジェ ク ト  ボタンを押します。 イジェ ク ト  
レバーがファブ リ ッ ク  モジュールの前面から飛び出します。

ステップ  4 イジェ ク ト  レバーをモジュールの前面から離れるよ うに回して、 シャーシからモジュールを途
中まで引き出します。

ステップ  5 他方の手をモジュールの下に置き、 シャーシからモジュールを完全に引き出し、 静電気防止用
シート の上に置きます。

ステップ  6 交換用モジュールのイジェ ク ト  レバーがモジュールの前面に対して配置されている場合、 イ
ジェ ク ト  ボタン  カバーを上にスラ イ ド させ、 イジェ ク ト  ボタンを押し、 イジェ ク ト  レバーを
モジュールの前面から完全に離れるよ うに回転させます。

ステップ  7 片方の手をモジュールの下に入れ、 他方の手でモジュールの前面を持って、 モジュールを持ち
上げます。

注意 静電破壊を防止するため、 電子回路に手を触れないよ うにして ください。 他のものも一切回路
には接触しないよ うにして ください。

ステップ  8 交換用モジュールを空いているファブ リ ッ ク  スロ ッ ト に合わせ、 バッ クプレーンに接触するま
でモジュールを完全にスロ ッ ト に差し込みます。

ステップ  9 イジェ ク タ  レバーをモジュールの前面へと回転させます。 モジュールの前面がシャーシ内の他
のモジュールの前面と同じ平面上にあれば、 モジュールは完全にスロ ッ トに装着されています。

動作中の Cisco Nexus 7010 または 7018 ファブリ ック  モ
ジュールの交換またはアップグレード

Cisco Nexus 7010 および 7018 スイ ッチには、 シャーシの背面に 大 5 台のファブ リ ッ ク  モ
ジュールが搭載されています。 スイ ッチが動作していても、 いずれかのファブ リ ッ ク  モジュー
ルを交換できます。 すべての Fabric 1 モジュールを  Fabric 2 モジュールにアップグレード して、
パフォーマンスを向上させるこ とができます （動作しているすべてのファブリ ッ ク  モジュールが 
Fabric 2 モジュールの場合）。 これは、 F2 I/O モジュールでは、 推奨されています。

こ こでは、 ファブ リ ッ ク  モジュールの交換方法について説明します。 具体的な内容は次のとお
りです。
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• 「必要な工具」 （P.10-52）

• 「Cisco Nexus 7010 または 7018 ファブ リ ッ ク  モジュールの交換」 （P.10-52）

• 「Fabric 2 モジュールへの Fabric 1 モジュールのアップグレード」 （P.10-56）

必要な工具

ファン  ト レイの非脱落型ネジを緩めた り締めた りするために、 マイナス  ド ラ イバまたは No.2 
プラス  ド ラ イバが必要です。

Cisco Nexus 7010 または 7018 ファブリ ック  モジュールの交換

数分以内にファブ リ ッ ク  モジュールを別のファブ リ ッ ク  モジュールと交換し、 設計どおりの
システムの通気を保って ください。 ファブ リ ッ ク  モジュールを交換できない場合は、 ブランク  
モジュールをスロ ッ ト に取り付ける必要があ り ます。 Fabric 2 モジュールによって  Fabric 1 モ
ジュールを交換する場合は、 「Fabric 2 モジュールへの Fabric 1 モジュールのアップグレード」
（P.10-56） を参照して ください。

警告 システムの稼働時には、 バッ クプレーンに危険な電圧または電流が流れています。 保守を行う場合
は注意して く ださい。 ステート メ ン ト  1034

注意 各ファブ リ ッ ク  モジュールを取り扱う場合は、 静電気防止用リ ス ト  ス ト ラ ップを着用してい
る こ と を確認します。 電子回路に触れずにモジュールの端だけを持ち、 シャーシに取り付けな
いと きは静電気防止用マッ ト上にモジュールを置くか、 元の梱包材でモジュールを再梱包し
ます。

ファブ リ ッ ク  モジュールを交換する手順は次のとおりです。

ステップ  1 ファブ リ ッ ク  モジュールを置く場所に、 静電気防止用マッ ト か静電気防止材を敷きます。 モ
ジュールをシャーシから取り外している間に、 モジュールの損傷を防げる場所を選択して くだ
さい。

ステップ  2 交換用のファブ リ ッ ク  モジュールを開梱し、 静電気防止用マッ ト か静電気防止材の上に置き
ます。

ステップ  3 取り外すモジュールの 2 本の非脱落型ネジを緩めます （図 10-14 の図 A を参照）。
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図 10-14 ファブリ ック  モジュールの取り外し

ステップ  4 両方のイジェ ク タ  リ リース  ボタンを押し、 イジェ ク タ  レバーを回します （図 10-14 の図 B を
参照）。

ステップ  5 両方のイジェ ク タをモジュールの面から離れるよ うに同時に回し、 ミ ッ ドプレーン  コネク タか
らモジュールを外します （図 10-14 の図 C を参照）。

ステップ  6 それぞれのイジェ ク タ  レバーを押さえて、 モジュールをスロ ッ ト の途中まで引き出します。

ステップ  7 モジュール前面の端をつかみ、 片手をモジュールの下に添えてモジュールの重量を支えます。
モジュールをスロ ッ ト から引き抜きます。 モジュールの回路に手を触れないでください。

注意 静電破壊を防止するため、 電子回路に手を触れないよ うにして ください。 他のものも一切回路
には接触しないよ うにして ください。

ステップ  8 Cisco Nexus 7010 のシャーシからモジュールを取り外す場合は、 水平になるよ うにモジュール
を反時計回りに回転させます。

ステップ  9 モジュールは、 静電気防止用マッ ト上に置くか、 元の梱包材を使用して再梱包します。 Cisco 
Nexus 7010 ファブ リ ッ ク  モジュール （N7K-C7010-FAB-1） を梱包する場合は、 図 10-15 を参照
して ください。 Cisco Nexus 7018 ファブ リ ッ ク  モジュール （N7K-C7018-FAB-1） を梱包する場
合は、 図 10-16 （P.10-55） を参照して ください。

View A

View B

View C
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1 2 本の非脱落型ネジ （モジュールの各端に 
1 つずつ） を緩めます。

3 モジュールの面から離れるよ うに両方の
イジェ ク タを同時に外側に回転させます。

2 両方のイジェ ク ト  ボタンを押します。
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図 10-15 Cisco Nexus 7010 ファブリ ック  モジュール （N7K-C7010-FAB-1） の梱包
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1 ボッ ク スを開きます。 6 モジュール上部に発泡スチロール パディ ン
グを置きます。

2 下部に発泡スチロール パディ ングを置き
ます。

7 狭いフラ ップをボッ ク スの上に折り重ね
ます。

3 ボッ ク ス内の発泡スチロール パディ ング
の上に、 中央に切り込みを入れた発泡ス
チロール パディ ングを置きます。

8 広いフラ ップをボッ クスの上部に折り重ね
ます。
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図 10-16 Cisco Nexus 7018 ファブリ ック  モジュール （N7K-C7018-FAB-1） の梱包

4 発泡スチロール パディ ング内の穴に段
ボール製の三つ折り ピースを置きます。

9 広いフラ ップを閉じ合わせてテープでボッ
クスに固定します。

5 ファブ リ ッ ク  モジュールを静電気防止用
袋 （表示されていません） に入れ、 パ
ディ ングの穴に梱包袋に入れたモジュー
ルを置きます。
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ステップ  10 交換用モジュールの 2 本のイジェ ク タ  レバーを、 モジュールの面から離れるよ うに完全に回し
ます。

ステップ  11 モジュールを  Cisco Nexus 7010 のシャーシに挿入する場合は、モジュールを時計回りに 90 度回
転させます。

ステップ  12 モジュールの両側を片手でつかみ、 モジュールの背面を空スロ ッ ト のスロ ッ ト ガイ ドに揃え
て、 スロ ッ ト の途中までモジュールを押し込みます。

注意 静電破壊を防止するため、 電子回路に手を触れないよ うにして ください。 他のものも一切回路
には接触しないよ うにして ください。

ステップ  13 片手か両手でモジュールの面を押さえて、 モジュールをスロ ッ ト に完全に押し込んで、 ミ ッ ド
プレーン  コネク タに装着します。 取り付けたモジュールのすぐ上で、 このモジュールとその他
のモジュールまたはシャーシの端との間にある隙間を  EMI ガスケッ ト で閉じます。

ステップ  14 両方のイジェ ク タ  レバーを内側に同時に押し、 モジュールの前面に接触させます。 非脱落型ネ
ジがシャーシの穴に揃います。

ステップ  15 ファブ リ ッ ク  モジュールの 2 本の非脱落型ネジを  8 インチポン ド （0.9 N·m） で締めます。

ステップ  16 モジュールの初期化後にモジュールの Status LED がオンであ り、 グ リーンなる こ と を確認し
ます。 この LED によって示される さまざまな状態については、 表 D-5 （P.D-6） を参照して くだ
さい。

Fabric 2 モジュールへの Fabric 1 モジュールのアップグレード

Cisco NX-OS 6.0(x) 以降の リ リースを実行している場合は、 Cisco Nexus 7010 スイ ッチまたは 
7018 スイ ッチ内のすべての Fabric 1 モジュールを  Fabric 2 モジュールにアップグレードできま
す （Cisco Nexus 7009 は Fabric 2 モジュールだけを使用します）。 スイ ッチが設計どおりの通気
を確保できるよ うに、 それぞれのモジュールを数分間以内に交換する場合は、 モジュールを動
作中にアップグレードできます。 少な く と も  1 つのファブ リ ッ ク  モジュールが取り付けられて
おり、 別のファブ リ ッ ク  モジュールのアップグレード中にスイ ッチ内で動作する場合は、 アッ
プグレード  プロセスによってスイ ッチの動作が中断される こ とはあ り ません。

1 ボッ ク スを開きます。 5 モジュールの上に 2 つの発泡スチロール 
パッ ドを置きます。

2 下部に発泡スチロール パディ ングを置き
ます。

6 狭いフラ ップをボッ クスの上に折り重ね
ます。

3 ボッ ク ス内の発泡スチロール パディ ング
の上に、 中央に切り込みを入れた発泡ス
チロール パディ ングを置きます。

7 広いフラ ップをボッ クスの上部に折り重
ねます。

4 ファブ リ ッ ク  モジュールを静電気防止用
袋 （表示されていません） に入れ、 パ
ディ ングの穴に梱包袋に入れたモジュー
ルを置きます。

8 広いフラ ップを閉じ合わせてテープで
ボッ クスに固定します。



10-57
『Cisco Nexus 7000 シリーズ ハードウェア インス ト レーシ ョ ン  および リ ファレンス ガイド』

OL-23069-07-J

第 10 章      コンポーネン トの取り付けまたは交換

動作中の Cisco Nexus 7010 または 7018 ファブリ ッ ク  モジュールの交換またはアップグレード

ファブ リ ッ ク  モジュールをアップグレードする場合は、 12 時間以内にスイ ッチ内のすべての 
Fabric 1 モジュールを  Fabric 2 モジュールに交換する必要があ り ます。交換しないと、 アップグ
レードを完了する必要がある こ と を示す syslog メ ッセージが表示されます。

（注） 両方のタイプのファブ リ ッ ク  モジュールが取り付けられているスイ ッチに電源を入れる と、
Fabric 2 モジュールだけが起動されます。 Fabric 1 モジュールを起動する必要がある場合は、 ま
ずすべての Fabric 2 モジュールの電源をオフにしてから （「フ ァブ リ ッ ク  モジュールのシャ ッ
ト ダウン」 （P.8-24） を参照） Fabric 1 モジュールに電源を入れます。

警告 システムの稼働時には、 バッ クプレーンに危険な電圧または電流が流れています。 保守を行う場合
は注意して く ださい。 ステート メ ン ト  1034

注意 各ファブ リ ッ ク  モジュールを取り扱う場合は、 静電気防止用リ ス ト  ス ト ラ ップを着用してい
る こ と を確認します。 電子回路に触れずにモジュールの端だけを持ち、 シャーシに取り付けな
いと きは静電気防止用マッ ト上にモジュールを置くか、 元の梱包材でモジュールを再梱包し
ます。

Fabric 1 モジュールを Fabric 2 モジュールにアップグレードするには、 次の手順を実行します。

ステップ  1 スイ ッチが Cisco NX-OS リ リース  6.0(1) 以降の リ リースを実行している こ と を確認します。 そ
うでない場合は、 Cisco NX-OS リ リース  6.0(1) 以降の リ リースをインス トールする必要があ り
ます。

ステップ  2 「Cisco Nexus 7010 または 7018 ファブ リ ッ ク  モジュールの交換」 （P.10-52） の説明に従い、 も
低い番号が付いたファブ リ ッ ク  スロ ッ ト にある  Fabric 1 モジュールを交換します。

ステップ  3 例 10-2 に示すよ うに、 show module xbar コマン ドを入力し、 ファブ リ ッ ク  スロ ッ ト に取り付
けられているファブ リ ッ ク  モジュールのタイプを表示します。

例 10-2 スイッチに取り付けられているファブリ ック  モジュールのタイプのリスト表示

switch# show module xbar
Xbar Ports  Module-Type                  Model             Status
---  -----  ---------------------------- ----------------- --------
1    0      Fabric Module 2              N7K-C7010-FAB-2   ok
2    0      Fabric Module 1              N7K-C7010-FAB-1   ok
4    0      Fabric Module 2              N7K-C7010-FAB-2   ok

Xbar Sw              Hw
---  --------------- -------
1    NA              0.200
2    NA              1.1
4    NA              0.200

Xbar MAC-Address(es)            Serial-Num
---  -------------------------  -----------------
1    NA                         JAF1504CAFR
2    NA                         JAF1409AMRL
4    NA                         JAF1504CAFB
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ステップ  4 1 つ以上のファブ リ ッ ク  モジュールが 「Fabric Module 1」 と して表示されている場合は、 ス
テップ 2 および 3 を繰り返して、 そのモジュールを  Fabric 2 モジュールと交換します。

すべての Fabric 1 モジュールを  Fabric 2 モジュールに交換した場合は、F2 I/O モジュールを装着
できます （「I/O モジュールの取り付け」 （P.10-37） を参照）。

動作中の Cisco Nexus 7004 ファン ト レイの交換
Cisco Nexus 7004 スイ ッチには、 シャーシの前面にファン  ト レイ （部品番号 N7K-C7004-FAN）
が 1 つあ り ます。

警告 システムの稼働時には、 バッ クプレーンに危険な電圧または電流が流れています。 保守を行う場合
は注意して く ださい。 ステート メ ン ト  1034

Cisco Nexus 7004 ファン  ト レイは、 動作中に取り外して交換するよ うに設計されていますが、
数分間以内にファン ト レイを交換し、 設計どおりのシステムの通気を確保する必要があ り ます。

警告 フ ァン  ト レイを取り外すときは、 回転しているフ ァンの羽根に手を近づけないで く ださい。 フ ァ
ン  ブレードが完全に停止してからフ ァン  ト レイを取り外して く ださい。 ステート メ ン ト  258

Cisco Nexus 7004 ファン  ト レイを交換するには、 次の手順を実行します。

ステップ  1 2 つのファン  ト レイ （新しいファン  ト レイ と スイ ッチから取り外されるファン  ト レイ） を置く
場所に、 静電気防止用マッ ト か静電気防止材を敷きます。

ファン  ト レイをシャーシから取り外している間に、 ファン  ト レイが損傷しない場所を選択し
て ください。

ステップ  2 交換用のファン  ト レイを開梱し、 静電気防止用マッ ト か静電気防止材の上に置きます。 取り外
すファン  ト レイの梱包材は保管して ください。

ステップ  3 ファン  ト レイ前面の 2 本の非脱落型ネジをファン  ト レイから飛び出すまで緩めます。

ステップ  4 ファン  ト レイ  ハンドルを片手でつかみ、 ファン  ト レイを途中までシャーシから引き出します。

ステップ  5 も う一方の手をファン  ト レイの下に添えてファン  ト レイの重量を支え、 ファン  ト レイを
シャーシから完全に引き出したら、 それを静電気防止パッ ドの上に置くか、 梱包材で再梱包し
ます。

ステップ  6 一方の手で交換用の電源モジュールのハンドルを握り、 も う一方の手をファン  ト レイの下に添
えて、 ファン  ト レイをシャーシのファン  ト レイ  ベイに合わせます。

ステップ  7 ファン  ト レイの前面がシャーシの前面に触れるまで、 ファン  ト レイをシャーシに完全に押し
込みます。

ステップ  8 2 本の非脱落型ネジを取り付けます。

ステップ  9 STATUS LED がグ リーンで点灯する こ と を確認します。



10-59
『Cisco Nexus 7000 シリーズ ハードウェア インス ト レーシ ョ ン  および リ ファレンス ガイド』

OL-23069-07-J

第 10 章      コンポーネン トの取り付けまたは交換

動作中の Cisco Nexus 7009 ファン  ト レイの交換

動作中の Cisco Nexus 7009 ファン ト レイの交換
Cisco Nexus 7009 スイ ッチには、 シャーシの背面にファン  ト レイ （部品番号 N7K-C7009-FAN）
が 1 つあ り ます。

警告 システムの稼働時には、 バッ クプレーンに危険な電圧または電流が流れています。 保守を行う場合
は注意して く ださい。 ステート メ ン ト  1034

Cisco Nexus 7009 ファン  ト レイは、 動作中に取り外して交換するよ うに設計されていますが、
数分間以内にファン ト レイを交換し、 設計どおりのシステムの通気を確保する必要があ り ます。

警告 フ ァン  ト レイを取り外すときは、 回転しているフ ァンの羽根に手を近づけないで く ださい。 フ ァ
ン  ブレードが完全に停止してからフ ァン  ト レイを取り外して く ださい。 ステート メ ン ト  258

Cisco Nexus 7009 ファン  ト レイを交換するには、 次の手順を実行します。

ステップ  1 2 つのファン  ト レイ （新しいファン  ト レイ と スイ ッチから取り外されるファン  ト レイ） を置く
場所に、 静電気防止用マッ ト か静電気防止材を敷きます。

ファン  ト レイをシャーシから取り外している間に、 ファン  ト レイが損傷しない場所を選択し
て ください。

ステップ  2 交換用のファン  ト レイを開梱し、 静電気防止用マッ ト か静電気防止材の上に置きます。

ステップ  3 ファン  ト レイの前面の上端および下端でそれぞれの リ ング  ハンドルを片手で押さえて、 各ハ
ンドルでバネのノブを同時に押し、 シャーシのファン  ト レイを途中まで引き出します。

ステップ  4 ファン  ト レイの下に片方の手を添えてファン  ト レイの重量を支え、 も う一方の手でモジュー
ルの前面の真ん中のハンドルをつかみ、 モジュールをシャーシから完全に引き抜きます。

ステップ  5 モジュールを反時計回りに回転させ、 上からそのコンポーネン ト が見えるよ うにして、 モ
ジュールを静電気防止用シート の上に置きます。

ステップ  6 交換用のファン  ト レイの下に片方の手を入れ、 も う一方の手でファン  ト レイの前面の真ん中
のハンドルをつかみます。

ステップ  7 モジュールを持ち上げ、 左側が上になるよ うに時計回りに回します。

ステップ  8 ファン  ト レイをシャーシの空きファン  ト レイ  スロ ッ ト に合わせ、 モジュールの前面がシャー
シに接触して上部と下部のバネ ク リ ップがカチッ とい う音がするまでモジュールをスロ ッ ト に
完全に押し込みます。

ステップ  9 STATUS LED がグ リーンで点灯する こ と を確認します。

動作中の Cisco Nexus 7010 システム ファン ト レイの交換
Cisco Nexus 7010 スイ ッチでは、 2 つのシステム  ファン  ト レイがシャーシ背面の上部に配置さ
れます （図 1-6 （P.1-10） を参照）。

警告 システムの稼働時には、 バッ クプレーンに危険な電圧または電流が流れています。 保守を行う場合
は注意して く ださい。 ステート メ ン ト  1034



10-60
『Cisco Nexus 7000 シリーズ ハードウェア インスト レーシ ョ ン  および リ ファレンス ガイド』

OL-23069-07-J

第 10 章      コンポーネン トの取り付けまたは交換   
動作中の Cisco Nexus 7010 システム ファン  ト レイの交換

こ こでは、 システム  ファン  ト レイ （N7K-C7010-FAN-S） の交換方法について説明します。 具
体的な内容は次のとおりです。

• 「必要な工具」 （P.10-60）

• 「Cisco Nexus 7010 システム  ファン  ト レイの交換」 （P.10-60）

必要な工具

ファン  ト レイの非脱落型ネジを緩めた り締めた りするために、 マイナス  ド ラ イバまたは No.2 
プラス  ド ラ イバが必要です。

Cisco Nexus 7010 システム ファン ト レイの交換 
Cisco Nexus 7010 システム  ファン  ト レイは、 システムの動作中に取り外して交換するよ うに設
計されていますが、 数分間以内にファン  ト レイを交換し、 設計どおりのシステムの通気を確保
して ください。

警告 フ ァン  ト レイを取り外すときは、 回転しているフ ァンの羽根に手を近づけないで く ださい。 フ ァ
ン  ブレードが完全に停止してからフ ァン  ト レイを取り外して く ださい。 ステート メ ン ト  258

Cisco Nexus 7010 システム  ファン  ト レイを交換する手順は、 次のとおりです。

ステップ  1 2 つのファン  ト レイを置く場所に、 静電気防止用マッ ト か静電気防止材を敷きます。

ファン  ト レイをシャーシから取り外している間に、 ファン  ト レイが損傷しない場所を選択し
て ください。

ステップ  2 交換用のファン  ト レイを開梱し、 静電気防止用マッ ト か静電気防止材の上に置きます。

ステップ  3 交換するファン  ト レイの 2 本の非脱落型ネジを反時計回りに回してシャーシから外します。

ステップ  4 ファン  ト レイ  ハンドルを片手でつかみ、 シャーシから途中まで引き出します。

ファン  ト レイの電源コネク タがバッ クプレーンから容易に外れない場合は、 軽く揺ら します。

ステップ  5 ファン  ト レイの下にも う一方の手を添えてファン  ト レイの重量を支え、 ファン  ト レイを
シャーシから完全に引き抜き、 静電気防止用マッ ト上にファン  ト レイを置くか、 元の梱包材で
ファン  ト レイを再梱包します。

ステップ  6 ハンドルを使用して前面を見たと きにファンが上部、 LED が右側になるよ う交換用のファン  
ト レイの向きを調整して ください。

ステップ  7 交換用ファン  ト レイ  ハンドルを片手でつかみ、 も う一方の手をファン  ト レイの下に置いて
ファン  ト レイを支持し、 ファン  ト レイをシャーシの空きファン  ト レイ  スロ ッ ト に持ち上げ、
シャーシ ガイ ドにファン  ト レイを合わせ、 電源コネク タがバッ クプレーンに収ま り、 非脱落
型ネジがシャーシの穴に揃う までファン  ト レイをスロ ッ ト に押し込みます。

ステップ  8 非脱落型ネジを  8 インチポン ド （0.9 N·m） で締めます。

ステップ  9 STATUS LED がグ リーンで点灯する こ と を確認します。



10-61
『Cisco Nexus 7000 シリーズ ハードウェア インス ト レーシ ョ ン  および リ ファレンス ガイド』

OL-23069-07-J

第 10 章      コンポーネン トの取り付けまたは交換

システム動作中の Cisco Nexus 7010 ファブリ ッ ク  ファン  ト レイの交換

システム動作中の Cisco Nexus 7010 ファブリ ック  ファン 
ト レイの交換

Cisco Nexus 7010 システムでは、 2 つのファブ リ ッ ク  ファン  ト レイがシャーシ背面のファブ
リ ッ ク  モジュールの真上に装着されています （図 1-6 （P.1-10） を参照）。

警告 システムの稼働時には、 バッ クプレーンに危険な電圧または電流が流れています。 保守を行う場合
は注意して く ださい。 ステート メ ン ト  1034

こ こでは、 ファブ リ ッ ク  ファン  ト レイ （N7K-C7010-FAN-F） の交換方法について説明します。
具体的な内容は次のとおりです。

• 「必要な工具」 （P.10-61）

• 「Cisco Nexus 7010 ファブ リ ッ ク  ファン  ト レイの交換」 （P.10-61）

必要な工具

ファブ リ ッ ク  ファン  ト レイの非脱落型ネジを緩めた り締めた りするために、 マイナス  ド ラ イ
バまたは No.2 プラス  ド ラ イバが必要です。

Cisco Nexus 7010 ファブリ ック  ファン ト レイの交換 
Cisco Nexus 7010 ファブ リ ッ ク  ファン  ト レイは、 システムの稼働中に取り外しおよび交換を
行ってもシステムの故障を引き起こ さない設計になっています。 数分間以内にファン  ト レイを
交換し、 設計どおりの通気およびファンの冗長性を確保して ください。

警告 フ ァン  ト レイを取り外すときは、 回転しているフ ァンの羽根に手を近づけないで く ださい。 フ ァ
ン  ブレードが完全に停止してからフ ァン  ト レイを取り外して く ださい。 ステート メ ン ト  258

Cisco Nexus 7010 ファブ リ ッ ク  ファン  ト レイを交換する手順は、 次のとおりです。

ステップ  1 2 つのファブ リ ッ ク  ファン  ト レ イを置く場所に、 静電気防止用マッ ト か静電気防止材を敷き
ます。

ファン  ト レイをシャーシから取り外している間に、 ファン  ト レイが損傷しない場所を選択し
て ください。

ステップ  2 交換用のファブ リ ッ ク  ファン  ト レイを開梱し、 静電気防止用マッ ト か静電気防止材の上に置
きます。

ステップ  3 交換するファブ リ ッ ク  ファン  ト レイの 2 本の非脱落型ネジを反時計回りに回してシャーシから
外します。

ステップ  4 ファン  ト レイのハンドルを片手でつかみ、 シャーシのスロ ッ ト からファン  ト レイを引き出し
て、 静電気防止用パッ ドか静電気防止材の上にファン  ト レイを置きます。

ファン  ト レイの電源コネク タがバッ クプレーンから容易に外れない場合は、 軽く揺ら します。

ステップ  5 交換用ファン  ト レイのハンドルを片手でつかみ、 2 本の非脱落型ネジが付いた側面が左になる
よ うに方向を合わせます。 ファン  ト レイの下に片手を添えてファン  ト レイの重量を支えます。
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ステップ  6 ファン  ト レイを空きファブ リ ッ ク  ファン  ト レイ  スロ ッ ト に持ち上げ、 電源コネク タがバッ ク
プレーンに収ま り、 非脱落型ネジがシャーシの穴に揃う までファン  ト レイをスロ ッ ト に押し込
みます。

ステップ  7 非脱落型ネジを  8 インチポン ド （0.9 N·m） で締めます。

ステップ  8 STATUS LED がグ リーンで点灯する こ と を確認します。

システム動作中の Cisco Nexus 7018 ファン ト レイの交換
Cisco Nexus 7018 シャーシは、 2 つのファン  ト レイを使用してモジュールを冷却します。 上部
のファン  ト レイはスロ ッ ト  1 ～ 9 およびファブ リ ッ ク  モジュールを冷却し、 下部のファン  ト
レイはスロ ッ ト  10 ～ 18 を冷却します。 各ファン  ト レイは、 システムの稼働中に取り外しおよ
び交換するよ うに設計されていますが、 3 分間以内にファン  ト レイを交換する必要があ り ま
す。 3 分を過ぎた場合、 スイ ッチは、 欠落したファン  ト レイによって冷却されるモジュールを
シャ ッ ト ダウンします。

注意 3 分を過ぎた場合に発生するシャ ッ ト ダウンを、 組み込みイベン ト  マネージャ  コマン ドを使用
して上書きしないでください。 上書きする と、 過熱状態が発生する可能性があ り ます。

図 1-12 （P.1-18） に示すよ う に、 フ ァ ン  ト レ イは  Cisco Nexus 7018 シャーシの背面にあ り
ます。

警告 フ ァン  ト レイを取り外すときは、 回転しているフ ァンの羽根に手を近づけないで く ださい。 フ ァ
ン  ブレードが完全に停止してからフ ァン  ト レイを取り外して く ださい。 ステート メ ン ト  258

Cisco Nexus 7018 ファン  ト レイ （N7K-C7018-FAN=） を交換するには、 次の手順を実行します。

ステップ  1 2 つのファン  ト レイを置く場所に、 静電気防止用マッ ト か静電気防止材を敷きます。

ファン  ト レイをシャーシから取り外している間に、 ファン  ト レイが損傷しない場所を選択し
て ください。

ステップ  2 交換用のファン  ト レイを開梱し、 静電気防止用マッ ト か静電気防止材の上に置きます。

ステップ  3 交換するファン  ト レイの 4 本の非脱落型ネジを反時計回りに回してシャーシから外します。

ステップ  4 ファン  ト レイ  ハンドルを片手でつかみ、 シャーシのスロ ッ ト から途中までファン  ト レイを引
き出します。

ファン  ト レイの電源コネク タがバッ クプレーンから容易に外れない場合は、 軽く揺ら します。

ステップ  5 ファン  ト レイの底面の下に片手を置いてファン  ト レイを支持し、 シャーシからファン  ト レイ
を引き出します。

ステップ  6 ファン  ト レイは、 静電気防止用マッ ト上に置くか、 元の梱包材を使用して再梱包します。

ステップ  7 交換用ファン  ト レイのハンドルを片手でつかみ、 LED ラベルの文字が上向きで判読できるよ
うに方向を合わせます。

ステップ  8 ファン  ト レイの底面の下に片手を置き、 ファン  ト レイを空きファン  ト レイ  スロ ッ ト に持ち上
げ、 スロ ッ ト の上部および下部にあるシャーシ  ガイ ドにファン  ト レイを合わせ、 電源コネク
タがバッ クプレーンに収ま り、 非脱落型ネジがシャーシの穴に揃う までファン  ト レイをシャー
シに押し込みます。
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ステップ  9 非脱落型ネジを  8 インチポン ド （0.9 N·m） で締めます。

ステップ  10 STATUS LED がグ リーンで点灯する こ と を確認します。

スーパーバイザ モジュールのス ト レージ  メディ アの
交換

任意の Supervisor 1 モジュールのフラ ッシュ  メモ リ  リーダー、 または任意の Supervisor 2 モ
ジュールまたは Supervisor 2E モジュールのいずれかの USB ポート の USB ド ラ イブで、
CompactFlash カードを交換できます。 交換用メディアは リーダーまたはポート用にフォーマッ
ト しておく必要があ り ます。 これを行わない場合は、 取り付け後にメディアを再フォーマッ ト
する必要があ り ます。

（注） ログ  フラ ッシュ  リーダーと拡張フラ ッシュ  リーダー （Supervisor 1）、 およびログ  フ
ラ ッシュ  ポート と  SLOT0 ポート （Supervisor 2 または 2E） には、 それらのカードに対
応する異なる形式が必要です。

スーパーバイザ モジュールのス ト レージ  メディアを交換するには、 次の手順を実行します。

ステップ  1 交換する メディアがある リーダーまたはポート の [Eject Request] ボタンを押します。

ステップ  2 リーダーまたはポート の LED がオフにな り、 その リーダーまたはポート のオフラ イン  メ ッ
セージが表示されるまで待ちます。

ステップ  3 リーダからカードを取り出します。

ステップ  4 次のよ うに、 交換用メディアを挿入します。

• Supervisor 1 モジュールの場合は、 図 4-10 （P.4-17） に示すよ うに交換用カードを  
CompactFlash リーダー スロ ッ ト に合わせ、 スロ ッ ト にカードを完全に押し込みます。 カー
ドの薄い側にある溝を先頭にして、 リーダーに挿入する必要があ り ます。 カードがスロ ッ
ト に簡単に収まらない場合は、 下部の端が上部になるよ う カードを反対にし、 スロ ッ ト に
カードを押し込みます。

• Supervisor 2 モジュールまたは Supervisor 2E モジュールの場合は、 交換用 USB ド ラ イブを  
USB ポート に挿入します。

ステップ  5 リーダーの LED がグ リーンで点灯し、 オンラ イン  メ ッセージがコンソールに表示されるまで
待ちます。

（注） オフラ イン  メ ッセージが表示されるか、 メ ッセージがまった く表示されない場合は、 カードが
リーダーの奥まで入っていないか、 適切にフォーマッ ト されていません。 カードが完全に挿入
されている場合は、 カードをフォーマッ トするか （『Cisco NX-OS Fundamentals Configuration 
Guide』 を参照）、 カードを リーダー向けに適切にフォーマッ ト された別のカード と交換します。
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Cisco Nexus 7004 シャーシのケーブル管理フレームの交換
こ こでは、 Cisco Nexus 7004 シャーシのケーブル管理フレームの取り外し方法と取り付け方法
について説明します。 具体的な内容は次のとおりです。

• 「必要な工具」 （P.10-64）

• 「Cisco Nexus 7004 シャーシのケーブル管理フレームの取り外し」 （P.10-64）

• 「Cisco Nexus 7004 シャーシのケーブル管理フレームの取り付け」 （P.10-64）

必要な工具

フレーム  メ ンバーをシャーシに固定するネジを緩めた り締めた りするために、 トルク機能付き
のマイナス  ド ラ イバまたは No.2 プラス  ド ラ イバが必要です。

Cisco Nexus 7004 シャーシのケーブル管理フレームの取り外し

Cisco Nexus 7004 シャーシからケーブル管理フレームを取り外すには、 次の手順を実行します。

ステップ  1 2 つのケーブル管理フレームの一方をシャーシに固定している  3 本の M3 ネジを外し、 シャー
シからフレームを取り外します。

ステップ  2 2 つのケーブル管理フレームのも う一方をシャーシに固定している  3 本の M3 ネジを外し、
シャーシからフレームを取り外します。

Cisco Nexus 7004 シャーシのケーブル管理フレームの取り付け

シャーシに新しいケーブル管理フレームを取り付けるには、 次の手順を実行します。

ステップ  1 2 つのう ちのいずれかのケーブル管理フレームのガイ ド  ピンを、 シャーシに取り付け済みの前
面マウン ト  ブラケッ ト にある同じサイズのガイ ド ピンの穴に合わせます。 フレームの上部を
シャーシの上部と同じ高さにする必要があ り ます （図 10-17 を参照）。
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図 10-17 Cisco Nexus 7004 シャーシへのケーブル管理フレームの取り付け

ステップ  2 3 本の M3 x 10 mm ネジでフレームをシャーシに固定します （図 10-22 の番号 2 を参照）。 ネ
ジを  5 ～ 7 インチポン ド （0.56 ～ 0.79 N·m） で締めます。

ステップ  3 ステップ 1 と  2 を繰り返して、 も う一方のケーブル管理フレームをシャーシに取り付けます。

Cisco Nexus 7010 のシャーシの前面扉およびフレーム アセ
ンブリの交換

シャーシを梱包、 またはシャーシをある ラ ッ クから別のラ ッ クに移動する必要がある と きに前
面扉とフレーム  アセンブ リがすでにシャーシに接続されている場合は、 シャーシを安全かつ容
易に取り扱う ために前面扉とフレーム  アセンブ リ を取り外す必要があ り ます。

こ こでは、 前面扉とフレーム  アセンブ リの取り外しおよび取り付け方法について説明します。
具体的な内容は次のとおりです。

33
47

04

12

12

1 前面マウン ト  ブラケッ ト の 2 つの穴
に揃えるケーブル管理フレームのガ
イ ド  ピン。

2 フレームをシャーシに固定するために使用す
る  3 本の M3 x 10 mm ネジ （2 つのフレームで
合計 6 本のネジ）。
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• 「必要な工具」 （P.10-66）

• 「前面扉とフレーム  アセンブ リの取り外し」 （P.10-66）

• 「前面扉とフレーム  アセンブ リの取り付け」 （P.10-71）

必要な工具

フレーム  メ ンバーをシャーシに固定するネジを緩めた り、 締めた りするためにマイナス  ド ラ
イバまたは No.2 プラス  ド ラ イバが必要です。

前面扉とフレーム アセンブリの取り外し

オプシ ョ ンの前面扉とフレーム  アセンブ リ を取り外すには、 EMI フレームからサイ ド  フレー
ムを取り外し、 下部のフレーム  アセンブ リ を取り外し、 2 つの前面扉を取り外す必要があ り
ます。

（注） 新しいシャーシを取り付ける場合は、 シャーシにこれらのアセンブ リが接続された状態で出荷
されないため、 このタス クを実行する必要はあ り ません。

前面扉とフレーム  アセンブ リ を取り外す手順は、 次のとおりです。

ステップ  1 初にシャーシから  EMI パネルを取り外し、 次にサイ ド  フレーム部分のネジを緩めて、 EMI 
エアー フ ィルタ  フレームから  2 つの下部のフレームを取り外します。取り外したら、 シャーシ
の EMI フレームを交換します。 次の手順は、 これらの各タス クについて説明しています。

a. シャーシ前面下部にある空気取り入れ口をカバーする  EMI パネルで、 シャーシにパネルを
固定する  4 本の非脱落型ネジを完全に緩めます。

b. 接続されたサイ ド  フレーム  メ ンバーとオプシ ョ ンのエアー フ ィルタ （接続されている場
合） と と もにシャーシから  EMI パネルを引き出します （図 10-18 を参照）。
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図 10-18 シャーシからの EMI パネルの取り外し

c. EMI パネル背面で、 EMI パネルに 2 つのサイ ド  フレーム部分を接続する  4 本のネジを緩め
ます （図 10-19 を参照）。

19
24
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1 シャーシから  4 本の非脱落型ネジを緩め
ます。

2 シャーシから  EMI パネルを取り外します。
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図 10-19 EMI パネルからのサイド  フレーム アセンブリの取り外し

d. EMI パネルをシャーシの空気取り入れ口に再び揃え、 4 本の非脱落型ネジを  8 インチポンド
（0.9 N·m） で締めます。

ステップ  2 次の手順に従って前面扉を取り外します。

a. シャーシに 1 つの扉フレーム  アセンブリ を固定する  3 本のネジを緩め、 シャーシからネジを
取り外します。 シャーシから扉アセンブ リ を取り外します。 図 10-20 を参照して ください。

b. 他の扉アセンブ リに対してステップ 4a を繰り返します。

19
24

66

3
2

1

4

1 右側のフレーム。 3 2 本の 6-32 x 1/2 インチのフラ ッ トヘッ ド  
ネジを緩めて右側フレームを取り外します。

2 左側のフレーム。 4 2 本の 6-32 x 1/2 インチのフラ ッ トヘッ ド  
ネジを緩めて左側フレームを取り外します。
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図 10-20 前面扉アセンブリの取り外し

1

1
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1 各扉フレームで、 3 本の非脱落型ネジを緩
め、 シャーシから扉フレームを取り外し
ます。
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ステップ  3 図 10-21 に示された 4 本の M4 x 6 mm ネジを完全に緩めて下部フレーム  アセンブ リ を取り外し
ます。

図 10-21 下部フレームの取り外し

ステップ  4 フレーム部品をシスコに返却される場合は、 元の梱包材を使用して再梱包して ください。
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1

2

1 下部フレーム 2 シャーシに下部フレームを固定する  4 本の M4 x 6 mm ネジを緩めます
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前面扉とフレーム アセンブリの取り付け

シャーシをラ ッ クに移動した後 （または、 交換のために扉とフレームを取り外した後）、 前面
扉とフレーム  アセンブ リ を取り付ける こ とができます。

前面扉とフレーム  アセンブ リ を取り付ける手順は、 次のとおりです。

ステップ  1 4 つのネジ穴がシャーシの下部のネジ穴に揃 う よ う に、 下部のフレーム  アセンブ リ の位置を
調整し、4 本の M4 x 6 mm ネジを締めて下部フレームをシャーシに取り付けます （図 10-22 を
参照）。

図 10-22 下部フレームの取り付け
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ステップ  2 2 枚の前面扉それぞれについて、 扉フレームにある  2 つのガイ ド  ピンとシャーシにあるガイ ド穴
の位置を合わせます。 ケーブル管理エ リ アのすぐ下に、 各扉フレームを配置します （図 10-23 
を参照）。

図 10-23 前面扉の取り付け

ステップ  3 各扉フレーム用の 3 本の非脱落型ネジを締めます （図 10-24 を参照）。

1 下部フレームのネジ穴とシャーシのネジ
穴を揃えます。

2 4 本の M4 x 6 mm ネジを締めます。
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1 前面扉フレーム 3 各扉をシャーシ前面の端とケーブル管理
エ リ アのすぐ下に置きます。

2 ケーブル管理エ リ ア
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図 10-24 シャーシへの扉フレームの取り付け

ステップ  4 EMI パネルで、 4 本の非脱落型ネジを緩め、 シャーシからパネルを取り外します （図 10-25 を
参照）。

1

1
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1 各扉フレーム用の 3 本の非脱落型ネジを
締めます。



10-74
『Cisco Nexus 7000 シリーズ ハードウェア インスト レーシ ョ ン  および リ ファレンス ガイド』

OL-23069-07-J

第 10 章      コンポーネン トの取り付けまたは交換   
Cisco Nexus 7010 のシャーシの前面扉およびフレーム アセンブリの交換

図 10-25 EMI パネルの取り外し

ステップ  5 EMI パネルの右側 （前面から見て） で、 右フレーム部分 （2 つの拡張のいずれかにノ ッチが
ある部分） の 2 個のネジ穴が EMI パネルの片側にある  2 個のネジ穴に揃 う よ う にし、 2 本の 
6-32 x 1/2 インチ フラ ッ ト  ヘッ ド  ネジでサイ ド  フレームをパネルに固定します。ネジを  8 イ
ンチポン ド （0.9 N·m） で締めます。 図 10-26 を参照して ください。

ステップ  6 EMI パネルの左側で、 左フレーム部分 （拡張にノ ッチがない） の 2 個のネジ穴が EMI パネルの片
側にある  2 個のネジ穴に揃う よ うにし、 2 本の 6-32 x 1/2 インチ フラ ッ ト  ヘッ ドネジでサイ ド  フ
レームをパネルに固定します。 ネジを  8 インチポンド （0.9 N·m） で締めます。 図 10-26 を参照し
て ください。
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1 4 本の非脱落型ネジを完全に緩めます。 2 シャーシから  EMI パネルを取り外します。
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図 10-26 EMI パネルへのサイド  フレーム アセンブリの取り付け

ステップ  7 EMI パネルをシャーシの空気取り入れ口に再び合わせ、 4 本の非脱落型ネジをシャーシに取り
付けて 8 インチポン ド （0.9 N·m） で締めます。
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1 右側のフレーム。 3 2 本の 6-32 x 1/2 インチ フラ ッ トヘッ ド  
ネジを使用して、 EMI パネルの右側に右
側のフレームを取り付けます。 ネジを 
8 インチポンド （0.9 N·m） で締めます。

2 左側のフレーム。 4 2 本の 6-32 x 1/2 インチ フラ ッ トヘッ ド  
ネジを使用して、 EMI パネルの左側に左
側のフレームを取り付けます。 ネジを 
8 インチポンド （0.9 N·m） で締めます。
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Cisco Nexus 7018 のシャーシ上のケーブル管理フレームの
交換

こ こでは、 ケーブル管理フレーム  コンポーネン ト の取り外し方法と交換用フレームのコンポー
ネン ト の取り付け方法について説明します。 ケーブル管理フレームには、 2 つの下部ケーブル
管理アセンブリ、 2 つの上部ケーブル管理アセンブリ、 および 1 つの上部カバーが含まれます。

この項では、 次の ト ピ ッ クについて取り上げます。

• 「必要な工具」 （P.10-76）

• 「ケーブル管理フレームの取り外し」 （P.10-76）

• 「ケーブル管理フレームの取り付け」 （P.10-80）

必要な工具

ケーブル管理アセンブ リ をシャーシに固定するネジを緩めた り、 締めた りするためにマイナス  
ド ラ イバまたは No.2 プラス  ド ラ イバが必要です。

ケーブル管理フレームの取り外し

Cisco Nexus 7018 のシャーシからケーブル管理フレームを取り外す場合は、 上部カバーと  4 つ
のケーブル管理アセンブ リ を取り外す必要があ り ます。

（注） Cisco Nexus 7018 のシャーシからケーブル管理フレームを取り外す前に、 前面扉とブラケッ ト
を取り外す必要があ り ます （これらがケーブル管理フレームに取り付けられている場合）。 前
面扉とブラケッ ト の取り外しについては、 「Cisco Nexus 7018 のシャーシ上の前面扉と空気取り
入れ口アセンブ リの交換」 （P.10-86） を参照して ください。

ケーブル管理フレーム  アセンブ リ を取り外す手順は、 次のとおりです。

ステップ  1 上部カバーを上部ケーブル管理アセンブ リおよびシャーシに固定する  8 本の M4x8 なべネジを
緩めて取り外します （図 10-27 を参照）。
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図 10-27 上部ケーブル管理アセンブリおよびシャーシからの上部カバーの取り外し

ステップ  2 シャーシと  2 つの上部ケーブル管理アセンブ リから上部カバーを取り外します。

ステップ  3 左側の上部ケーブル管理アセンブ リに対して、 5 本の M4x10 ネジを取り外し、 アセンブ リ を持
ち上げて取り外します （図 10-28 を参照）。

ステップ  4 右側の上部ケーブル管理アセンブ リに対してステップ 3 を繰り返します。
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2 2

1

1

1 シャーシに固定された  4 本の M4x8 なべ
ネジ

2 2 つの上部ケーブル管理アセンブ リ を固定
する  4 本の M4x8 なべネジ
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図 10-28 上部ケーブル管理アセンブリの取り外し

2 1

3 4

4
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1 ラ ッ クマウン ト  ブラケッ ト 。 3 5 本の M4x10 ネジを緩めて取り外す。

2 上部ケーブル管理アセンブ リ 。 4 ラ ッ クマウン ト  ブラケッ ト  フ ッ クから上
部ケーブル管理アセンブ リ を持ち上げて
取り外す。
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ステップ  5 左側の下部ケーブル管理アセンブ リに対して、 4 本の M4x10 ネジを取り外し、 アセンブ リ を持
ち上げて取り外します （図 10-29 を参照）。

図 10-29 下部ケーブル管理アセンブリの取り外し

ステップ  6 右側の下部ケーブル管理アセンブ リに対してステップ 5 を繰り返します。

ステップ  7 2 つの下部ケーブル管理アセンブ リ 、 2 つの上部ケーブル管理アセンブ リ 、 上部カバー、 およ
びネジを元の梱包材を使用して梱包します。

1

2

3 4

4
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1 下部ケーブル管理アセンブ リ 。 3 4 本の M4x10 ネジを緩めて取り外す。

2 左側ラ ッ クマウン ト  ブラケッ ト 。 4 下部ケーブル管理アセンブ リ をラ ッ クマ
ウン ト  ブラケッ ト  フ ッ クから持ち上げて
取り外す。
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ケーブル管理フレームの取り付け

ケーブル管理フレームを取り付ける場合は、 4 つのケーブル管理アセンブ リ をシャーシに取り
付け、 上部カバーを上部の 2 つのケーブル管理アセンブ リ とシャーシに取り付けます。

Cisco Nexus 7018 スイ ッチのシャーシにケーブル管理フレームを取り付ける手順は、 次のとお
りです。

ステップ  1 ケーブル管理キッ ト （69-1961-01） を開き、 次の部品がある こ と を確認します。

• 2 つの下部ケーブル管理アセンブ リ （800-31343-01）

• 2 つの上部ケーブル管理アセンブ リ （800-31342-01）

• 1 つの上部カバー （800-31269-01）

• 8 本の M4x8 なべネジ （48-0398-01）

• 18 本の M4x10 フラ ッ トヘッ ド  ネジ （48-2518-01）

キ ッ ト が完全でない場合は、 TAC に問い合わせ、 完全なキッ ト を用意して ください。

ステップ  2 Cisco Nexus 7018 スイ ッチのシャーシに取り付けられた左側のラ ッ クマウン ト  ブラケッ ト の下
半分から突き出た 2 つのフッ クに下部ケーブル管理アセンブ リ を取り付け、 4 本のフラ ッ ト
ヘッ ド  M4x10 ネジを使用してアセンブ リ をシャーシに緩く取り付けます （図 10-30 を参照）。
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図 10-30 ラ ックマウン ト  ブラケッ トへの下部ケーブル管理アセンブリの取り付け

1 下部ケーブル管理アセンブ リ 。 3 ラ ッ クマウン ト  ブラケッ ト の下方の 2 つのフ ッ
クがアセンブ リ の 2 つの穴に入るよ う にアセンブ
リ を配置し、 フ ッ クに掛かる よ う にアセンブ リ
を装着。

2 ラ ッ クマウン ト  ブラケッ ト 。 4 4 本の M4x10 ネジでアセンブ リ をラ ッ クマウン ト  
ブラケッ ト に緩めに固定。 ネジはきつく締めない
でください。
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3
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ステップ  3 ステップ 1 を繰り返して、 下部ケーブル管理アセンブ リ をシャーシの右側に取り付けます。

ステップ  4 Cisco Nexus 7018 スイ ッチのシャーシに取り付けられた左側のラ ッ クマウン ト  ブラケッ ト の上
半分から突き出た 2 つのフッ クに上部ケーブル管理アセンブ リ を取り付け、 4 本のフラ ッ ト
ヘッ ド  M4x10 ネジを使用してアセンブ リ をシャーシに緩く取り付けます （図 10-31 を参照）。

図 10-31 ラ ックマウン ト  ブラケッ トへの上部ケーブル管理アセンブリの取り付け

1 ラ ッ クマウン ト  ブラケッ ト 。 3 ラ ッ クマウン ト  ブラケッ トの上方の 2 つのフッ クが
アセンブ リの 2 つの穴に入るよ うにアセンブ リ を配
置し、 フッ クに掛かるよ うにアセンブ リ を装着。

2 上部ケーブル管理アセンブ リ 。 4 4 本の M4x10 ネジでアセンブ リ をラ ッ クマウン ト  
ブラケッ ト に緩めに固定。 ネジはきつく締めない
でください。

2 1

4 3

3
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ステップ  5 ステップ 3 を繰り返して、 上部ケーブル管理アセンブ リ をシャーシの右上方に取り付けます。
完了する と、 シャーシは図 10-32 のよ うにな り ます。

図 10-32 ラ ックマウン ト  ブラケッ トに取り付けられたケーブル管理アセンブリ

1 下部ケーブル管理アセンブ リ 2 上部ケーブル管理アセンブ リ
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ステップ  6 すでに取り付けられている  2 つの上部ケーブル管理アセンブ リの上に、 上部カバーを設置しま
す。 図 10-33 のよ うに、 上部カバーのシャーシ側に、 シャーシのガイ ド穴に合わせる  2 つのガ
イ ド  ピンがある こ と を確認します。 ガイ ド  ピンがガイ ド穴に入り、 上部カバーがシャーシに
装着されるよ うに、 シャーシのほ うに押します。

図 10-33 上部ケーブル管理アセンブリ とスイッチのシャーシに対する上部カバーの配置

1

1
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2
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1 ガイ ド  ピン 2 ガイ ド穴
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ステップ  7 図 10-34 の 1 のよ うに、 4 本の M4x8 なべネジを使用して、上部カバーをシャーシに緩めに固定
します。

図 10-34 シャーシおよびケーブル管理アセンブリへの上部カバーの取り付け

ステップ  8 4 本の M4x8 なべネジを使用して  2 つの上部ケーブル管理アセンブ リに上部カバーを緩く取り
付けます （図 10-34 の 2 を参照）。

ステップ  9 シャーシに上部カバーを固定する  4 本のネジをそれぞれ、 11 ～ 15 インチポンド （1.2 ～ 1.7 N·m） で
締めます。

ステップ  10 上部ケーブル管理アセンブ リに上部カバーを固定する  4 本のネジをそれぞれ、 11 ～ 15 インチ
ポン ド （1.2 ～ 1.7 N·m） で締めます。

ステップ  11 上部および下部ケーブル管理アセンブ リ をラ ッ クマウン ト  ブラケッ ト に固定する  18 本のネジ
をそれぞれ、 11 ～ 15 インチポン ド （1.2 ～ 1.7 N·m） で締めます。
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1

1

1 シャーシに上部カバーを固定する  4 
本の M4x8 なべネジ

2 左側および右側のケーブル管理アセンブ リに上
部カバーを固定する  4 本の M4x8 なべネジ
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Cisco Nexus 7018 のシャーシ上の前面扉と空気取り入れ口
アセンブリの交換

Cisco Nexus 7018 のシャーシを移動する場合や扉と空気取り入れ口アセンブ リ を交換する必要
がある場合は、 取り付けられた扉と空気取り入れ口アセンブ リ を 初に取り外す必要があ り
ます。

（注） 両開き扉がどちらの方向にも簡単に開け閉めできるよ う 、 シャーシが水平である こ と を確認し
ます。 必要に応じて、 ラ ッ クからシャーシを取り外し、 シャーシが水平になるよ うに下部支持
レールを調整します。 また、 これらのコンポーネン ト を取り付ける と きに、 ケーブル管理アセ
ンブ リがシャーシの垂直面に揃う こ と とケーブル管理上部カバーが水平である こ と を確認して
ください。

この項では、 次の ト ピ ッ クについて取り上げます。

• 「前面扉と空気取り入れ口アセンブ リの取り外し」 （P.10-86）

• 「Cisco Nexus 7010 シャーシのエアー フ ィルタの清掃または交換」 （P.10-105）

前面扉と空気取り入れ口アセンブリの取り外し

前面扉と空気取り入れ口アセンブ リ を取り外す場合は、 扉、 空気取り入れ口アセンブ リ 、 およ
びシャーシにこれらのコンポーネン ト を固定するために使用するハード ウェアを取り外します。

Cisco Nexus 7018 のシャーシから前面扉と空気取り入れ口アセンブ リ を取り外す手順は、 次の
とおりです。

ステップ  1 次の手順に従って前面扉を取り外します。

a. カチッ とい う音がするまで扉のラ ッチ ハンドルの 1 つを引っ張り出し （ラ ッチ ハンドルを  
30 度引っ張り出すとカチッ とい う音がします）、 シャーシから離れるよ うに扉を回転させ
る こ とによ り、 扉を開きます （図 10-35 の 1 と  2 を参照）。



10-87
『Cisco Nexus 7000 シリーズ ハードウェア インス ト レーシ ョ ン  および リ ファレンス ガイド』

OL-23069-07-J

第 10 章      コンポーネン トの取り付けまたは交換

Cisco Nexus 7018 のシャーシ上の前面扉と空気取り入れ口アセンブリの交換

図 10-35 前面扉の開き方
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1 2 つのラ ッチ ハンドルのいずれかをカチッ と
い う音がするまで開きます。

2 扉を開きます。
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b. （開いたラ ッチ ハンドルの背後にある） 扉の背面のロ ッ ク  ボタンを押し、 ラ ッチ ハンドル
が扉の前面に対してフラ ッ ト になるよ うにします （図 10-36 を参照）。

図 10-36 扉に対してラッチ ハンドルをフラッ トにする

1 右側の扉 （この図に示す） を開いた場合
は、 右側のロ ッ ク  ボタンを押します。

2 左側の扉を開いた場合は、 左側のロ ッ ク  
ボタンを押します。

1 2
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c. ドアの開いた側を片手で持ち、 も う一方の手で扉のヒ ンジ側のラ ッチ ハンドルをカチッ と
い う音がするまで開きます （図 10-37 の 1 を参照）。

図 10-37 シャーシからの前面扉の取り外し

d. 両手で扉を持ち、 シャーシから扉を取り外します （図 10-37 の 2 を参照）。

e. 開いたラ ッチ背後にある扉の表面内のロ ッ ク  ボタンを押し、 扉の前面に対してラ ッチ ハン
ドルをフラ ッ ト にします （図 10-36 を参照）。

f. 前面扉用のボッ クスを開きます。 このボッ ク スは、 前面扉と空気口フレーム  キッ ト が含ま
れるボッ ク ス内にあ り ます。 4 つの側面緩衝材をボッ ク スの中央パネルの側面に揃えます
（図 10-38 の 1 と  2 を参照）。
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1 ラ ッチ ハンドルをカチッ とい う音がする
まで開きます。

2 シャーシから扉を引き抜きます。
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図 10-38 前面扉の梱包

g. ボッ ク スの短い側面のフラ ップを扉の上端と下端の上に折り重ねます。

h. ボッ ク スのよ り広い側面のフラ ップを扉の上に折り重ね、 テープで固定します。

i. 扉の下部ヒ ンジ ブラケッ ト を固定する  8 本のネジを緩めて取り外します。 4 本のネジは
ケーブル管理フレームの右側と左側に取り付けられ （それぞれの側に 2 つずつ）、 残り の 
4 本のネジはシャーシに取り付けられます （図 10-39 を参照）。 小さい部品用バッグにネジ
を入れます。
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1 2 つの短い側面緩衝材をボッ ク スの中央パ
ネル内の短い内側の折り目に揃えます。

4 2 つの短いフラ ップを緩衝材の端に沿って
折り、 前面扉の上に折り重ねます。

2 2 つの長い側面緩衝材をボッ ク スの中央パ
ネル内の長い内側の折り目に揃えます。

5 2 つの長いフラ ップを緩衝材の端に沿って
折り、 側面のフラ ップと扉の上に折り重
ねます。

3 側面緩衝材の間の空いている領域に扉を
置きます。

6 2 つの長いフラ ップを閉じ合わせて梱包用
テープでボッ クスに固定します。
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図 10-39 下部ヒンジ ブラケッ トの取り外し

j. シャーシからブラケッ ト を取り外し、 そのコンポーネン ト用の開いたボッ ク スに入れます。

k. ボッ ク ス  フラ ップをブラケッ ト上で折り、 所定の場所にテープで固定します。

l. 右扉のス ト ッパーを右側のケーブル管理フレームに固定する  2 本の M3x10 ネジを緩めて取
り外します。 小さな部品用バッグに 2 本のネジと扉のス ト ッパーを入れます。

m. 左扉のス ト ッパーを左側のケーブル管理フレームに固定する  2 本の M3x10 ネジを緩めて取
り外します。 小さな部品用バッグに 2 本のネジと扉のス ト ッパーを入れます。

n. ボッ ク ス  フラ ップを上部で折り、 所定の場所にテープで固定します。

o. 空気取り入れ口フレームを支えながら、 空気取り入れ口フレームの 2 本 （フレームの両側
に 1 本ずつ） の非脱落型ネジを緩めて、 シャーシから外します （図 10-40 の 1 を参照）。
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1 ケーブル管理アセンブリから  4 本の M4x8 ネジ
（それぞれの側に 2 つのネジ） を取り外します。

2 シャーシから  4 本の M4x8 のネジを取
り外します。
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図 10-40 空気取り入れ口アセンブリの取り外し

p. シャーシから空気取り入れ口アセンブ リ を引き抜きます。

q. 4 個のボール スタ ッ ド を緩めて取り外します （図 10-41 を参照）。

r. 空気取り入れ口フレーム とボール スタ ッ ド を元の梱包材を使用して再梱包します。
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1 2 本の非脱落型ネジを緩め、 シャーシから
取り外します。

2 シャーシから空気取り入れ口アセンブ リ
を取り外します。
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図 10-41 4 つのボール スタ ッ ドの取り外し

s. 空気取り入れ口フレーム とボール スタ ッ ド を元の梱包用ボッ クスに再梱包し、 ボッ ク ス  フ
ラ ップを折り、 閉じてテープで固定します。

t. 前面扉と空気取り入れ口フレーム  キッ ト用のボッ ク スを開き、 それらのコンポーネン ト を
入れます （図 10-42 を参照）。

u. ボッ ク ス  フラ ップを閉じて、 テープで固定します。
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1 ボール スタ ッ ド
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図 10-42 前面扉と空気取り入れ口フレーム キッ トの梱包
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前面扉と空気取り入れ口アセンブ リ を交換するには、 「前面扉と空気取り入れ口アセンブ リの
取り付け」 （P.10-95） を参照して ください。

前面扉と空気取り入れ口アセンブリの取り付け

前面扉および空気取り入れ口アセンブ リ  コンポーネン ト を取り付ける場合は、 扉と空気取り入
れ口アセンブリ を保持するハード ウェア、 扉、 空気取り入れ口アセンブリの順に取り付けます。

前面扉および空気取り入れ口アセンブリ  コンポーネン ト を取り付ける手順は、 次のとおりです。

ステップ  1 前面扉および空気取り入れ口キッ ト （69-1962-01） を開き、 次のコンポーネン ト が含まれてい
る こ と を確認します。

• 1 つの前面扉 （800-31268-01）

• 1 つの空気取り入れ口フレーム （800-31270-01）

• 1 つの下部ヒ ンジ ブラケッ ト （700-28491-02）

• 1 つの左扉のス ト ッパー （ベースに 「L」 とい う文字があ り ます） （700-27454-01）

• 1 つの右扉のス ト ッパー （ベースに 「R」 とい う文字があ り ます） （700-27592-01）

• 8 本の M4x8 なべネジ （48-0398-01）

• 4 本の M3x14 なべネジ （48-1699-01）

• 4 つのボール スタ ッ ド （51-5171-01）

ステップ  2 左扉のス ト ッパー （ベースに 「L」 とい う文字がある） をケーブル管理フレーム左側の中央に
置き、 2 本の M3x14 なべネジで締めます （図 10-43 を参照）。 これらの 2 本のネジを  8.4 ～ 11 
インチポン ド （0.9 ～ 1.2 N·m） で締めます。

1 キッ ト用ボッ ク ス 6 フ ィ ラー ボッ クスにある小さな部品用
バッグ

2 前面扉用ボッ クス 7 上部の短いフラ ップを折り曲げます。

3 空気取り入れ口フレーム用ボッ ク ス 8 長いフラ ップを短いフラ ップの上に折り
重ねます。

4 下部ヒ ンジ ブラケッ ト用ボッ ク ス 9 長いフラ ップをテープでボッ クスに固定
します。

5 フ ィルタ用ボッ ク ス
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図 10-43 左扉のスト ッパーの取り付け

ステップ  3 右扉のス ト ッパー （ベースに 「R」 とい う文字がある） をケーブル管理フレーム右側の中央に
置き、 2 本の M3x14 なべネジで締めます （図 10-44 を参照）。 これらの 2 本のネジを  8.4 ～ 11 
インチポン ド （0.9 ～ 1.2 N·m） で締めます。
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1 基部の下のほ うに L と記されている左
扉のス ト ッパー。

3 ケーブル管理アセンブ リのネジ穴。

2 ケーブル管理アセンブ リ の左側にス
ト ッパーを固定する  2 本の M3x14 
ネジ。
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図 10-44 右扉のスト ッパーの取り付け

ステップ  4 下部ヒ ンジ ブラケッ ト をケーブル管理フレーム両側の下部に置きます。 図 10-45 のよ うに、 ブ
ラケッ ト のシャーシ側に、 シャーシのガイ ド穴に合わせる  2 つのガイ ド  ピンがある こ と を確認
します。 ガイ ド  ピンがガイ ド穴に入り、 ブラケッ ト がシャーシに装着されるよ うに、 ブラケッ
ト をシャーシのほ うに押します。
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1 基部の下のほ うに R と記されている右
扉のス ト ッパー。

3 ケーブル管理フレームの右側の穴に取り付
ける。

2 ケーブル管理アセンブ リ の右側に
ス ト ッパーを固定する  2 本の 
M3x14 ネジ。 
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図 10-45 ケーブル管理フレームとシャーシに対するヒンジ ブラケッ トの配置

ステップ  5 図 10-46 の 1 のよ うに、 8 本の M4x8 ネジで下部ヒ ンジ  ブラケッ ト をシャーシに緩めに固定し
ます。

ステップ  6 ケーブル管理フレーム両側の下部に下部ヒ ンジ  ブラケッ ト を取り付けます （図 10-46 の 2 を
参照）。
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1 ガイ ド  ピン 2 ガイ ド穴
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図 10-46 ケーブル管理フレームとシャーシへのヒンジ ブラケッ トの取り付け

ステップ  7 下部ヒ ンジ ブラケッ ト をシャーシに固定する  4 本の M4x8 ネジをそれぞれ、 11 ～ 15 インチ ポ
ンド （1.2 ～ 1.7 N·m） で締めます。

ステップ  8 下部ヒンジ ブラケッ ト をケーブル管理フレームに固定する  4 本の M4x8 ネジをそれぞれ、 11 ～ 15 
インチ ポンド （1.2 ～ 1.7 N·m） で締めます。

ステップ  9 図 10-47 のよ うに、 4 つのボール スタ ッ ドをシャーシの下部の空気取り入れ口の各隅に取り付
けます。
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1 下部ヒ ンジ ブラケッ ト をシャーシに固定
する  4 本の M4x8 なべネジ。

2 下部ヒ ンジ ブラケッ ト を左右のケーブル
管理アセンブ リに固定する  4 本の M4x8 な
べネジ。
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図 10-47 空気取り入れ口へのボール スタ ッ ドの取り付け

ステップ  10 図 10-48 のよ うに、 4 つのボール スタ ッ ドに空気取り入れ口フレームの位置を合わせて、 フ
レームをシャーシに押し込みます。 空気取り入れ口フレームにある  2 本の非脱落型ネジを
シャーシのネジ穴に合わせます。
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1 ボール スタ ッ ド
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図 10-48 シャーシに対する空気取り入れ口フレームの配置

ステップ  11 空気取り入れ口フレームの非脱落型ネジをシャーシに取り付け、 11 ～ 15 インチポン ド （95 ～ 
130 N·m） で締めます。

ステップ  12 シャーシ扉の片側の扉ハンドルを引き、 カチッ と音がするまで開きます （ハン ドルを約 30 度
引く と、 カチッ と音がします）。

ステップ  13 図 10-49 のよ うに、 扉のハンドルを開いた側を  2 つのヒ ンジ ピンに向かって移動します。 上部
カバーと下部ヒ ンジ ブラケッ ト の ヒ ンジ ピンが、 扉のハンドルを開いた側の上部と下部にあ
るスロ ッ ト にはまっている こ と を確認します。 ヒ ンジ  ピンがスロ ッ ト の両端にく る よ うに、 扉
の位置を調整します。

（注） 両開き扉は、 いずれの側にも取り付け、 開く こ とができます。 この手順の図では、 初に左側
の扉を取り付ける方法を示していますが、 どちらの側を先に取り付ける場合も この手順を使用
できます。
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1 ボール スタ ッ ド 2 空気取り入れ口フレームの穴をボール ス
タ ッ ドの位置に合わせる
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図 10-49 シャーシへの扉の片側の取り付け

ステップ  14 片手で扉を ヒ ンジ  ピンに対して固定し、 も う一方の手で扉の内側のロ ッ ク  ボタンを押します
（図 10-50 を参照）。 これによ り、 ヒ ンジ  ピンに対して扉の片側のラ ッチがロ ッ ク されるため、
扉を固定する必要がな くな り ます。
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1 ラ ッチ ハンドルをカチッ とい う音がする
まで開きます。

3 ヒ ンジ。

2 シャーシの同じ側にある ヒ ンジ  ピンに向
かって扉の片側を移動します。

4 ヒ ンジ ピン用スロ ッ ト 。
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図 10-50 シャーシに対する扉のロック

（注） 扉が 2 つのヒ ンジ ピンにしっかり固定されている こ と を確認します。 扉のラ ッチの裏側で両方
のヒ ンジ ピンが固定されていない場合は、 片手で扉をしっかり支えながら、 扉のその固定され
ていない側の扉ハンドルをカチッ と音がするまで開きます。 次に、 両方のヒ ンジ  ピンが扉のス
ロ ッ ト の奥まで入るよ うに、 扉のその側を押し、 扉の内側にある扉のラ ッチ ボタンを押して、
扉が両方のヒ ンジ ピンにしっかり固定されている こ と を確認します。

ステップ  15 カチッ と音がするまで、 扉の開く側のハンドルを開きます。 これによ り、 扉の開く側にある
ラ ッチが開きます。 図 10-51 を参照して ください。
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1 ロ ッ ク  ボタンを押して ヒ ンジ  ピンに合わ
せた扉をロ ッ クする
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図 10-51 扉の右側の取り付け

ステップ  16 下部ヒ ンジ ブラケッ ト と上部カバーの残りの 2 つのピンが扉の上部と下部にあるスロ ッ ト には
まるよ うに、 扉を閉めます。 扉を閉める と、 扉のス ト ッパーによって扉の内側にあるロ ッ ク  ボ
タンが自動的に押され、 扉がヒ ンジ  ピンにロ ッ ク されます。 扉のス ト ッパーによってラ ッチが
閉まらない場合は、 ラ ッチがカチッ と鳴るまで、 ハン ドルを押して扉を閉めます。 扉が両側の
フレームにしっかり固定されている こ と を確認します。

（注） 扉のラ ッチの裏側にヒ ンジ ピンが固定されていない場合は、 その側の扉ハンドルをカチッ と音
がするまで開き、 ピンが扉のスロ ッ ト の奥まで入るよ うに扉を押して閉めます。 扉を閉める
と、 扉のス ト ッパーによって扉のラ ッチが自動的に閉ま り ます。 ラ ッチがカチッ と鳴らない場
合は、 ハン ドルを押して扉をしっかり閉め、 ラ ッチを作動させます。 扉をテス ト して、 4 つの
ヒ ンジ ピンにしっか り固定されている こ と を確認します。
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1 ラ ッチ ハンドルを外側にカチッ とい う音
がするまで引っ張る。

3 ヒ ンジ ピン。

2 扉を閉める。 4 ヒ ンジ ピン用のスロ ッ ト 。
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ヒン ト 扉を開く必要がある場合は、 カチッ と音があるまで片方のラ ッチ ハンドルを引き、 そのハンド
ル側を開きます。

（注） 両開き扉とそのホルダが水平でないと、 扉の片側または両側が開け閉めしにく く なる場合があ
り ます （扉の欠陥ではあ り ません）。 扉の下部を押すか、 扉の開いている側を少し持ち上げて
から閉じます。 問題が解決しない場合は、 扉の問題のない側を開くか、 ケーブル管理システム
と ヒ ンジ ブラケッ ト が水平にあるよ うに調整します。

Cisco Nexus 7004 シャーシのエアー フ ィルタの交換
Cisco Nexus 7004 システムでは、 システムの動作中にオプシ ョ ンのエアー フ ィルタを交換でき
ます。

（注） エアー フ ィルタを  1 か月に 1 回確認する こ とを推奨します。 大量のほこ りで覆われている場合
は、 エアー フ ィルタを交換します。

エアー フ ィルタを交換する手順は、 次のとおりです。

ステップ  1 シャーシの右側で、 シャーシにエアー フ ィルタを固定している  8 本のネジを外します。

ステップ  2 エアー フ ィルタを取り外します。

ステップ  3 新しいエアー フ ィルタをシャーシ右側の空気取り入れ口に取り付け、 フ ィルタの 8 つのネジ穴
をシャーシのネジ穴に合わせます。

ステップ  4 エアー フ ィルタに付属している  8 本の M3 x 5 mm ネジを使用して、 シャーシにエアー フ ィル
タを固定します。 ネジを  5 ～ 7 インチポン ド （0.56 ～ 0.79 N·m） で締めます。

Cisco Nexus 7010 シャーシのエアー フ ィルタの清掃または
交換

Cisco Nexus 7010 システムでは、 システムの動作中にオプシ ョ ンのエアー フ ィルタを清掃した
り交換する こ とができます。

（注） エアー フ ィルタを  1 か月に 1 回確認する こ とを推奨します。 フ ィルタが油性物質で覆われてい
る場合は、 交換して ください。 フ ィルタが埃で覆われている場合は、 清掃して引き続き使用す
る こ とができます。
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エアー フ ィルタを清掃するには、 次の手順を実行します。

ステップ  1 既存エアー フ ィルタの左右にある  2 本の非脱落型ネジを緩め、 シャーシから外します。 エアー 
フ ィルタは、 シャーシ前面の下部にある空気取り入れ口をカバーしています （図 1-5 （P.1-9） を
参照）。

ステップ  2 片手でエアー フ ィルタを所定の位置に支えながら、 反対の手でエアー フ ィルタの片側にある
スプ リ ング  ピンを引っ張り ます。 シャーシから片側のエアー フ ィルタを引き抜き、 EMI フ
レームのブラケッ ト から外れるよ うにスプ リ ング  ピンを放します。

ステップ  3 エアー フ ィルタを持つ手を替え、 も う一方の手でエアー フ ィルタの別の側にあるスプ リ ング  
ピンを引き抜きます。 シャーシからエアー フ ィルタを引き抜き、 スプ リ ング  ピンを放します。

ステップ  4 フ ィルタが油性物質で覆われている場合は、 交換する こ と を推奨します。 フ ィルタに埃がつい
ている場合は、 フ ィルタをデータセンターの外に運び、 次の 1 つ以上の方法で清掃します。

• フ ィルタの両側に電気掃除機をかけます。

• フ ィルタの排気側から圧縮空気を吹きかけます。

• フ ィルタを冷水で洗います。

• フ ィルタをぬるい石鹸水に浸してから洗います。

（注） 清掃中にフ ィルタが濡れた場合は、 再び取り付ける前に乾燥させて ください。

ステップ  5 清掃済みまたは交換用のエアー フ ィルタを空気取り入れ口を覆っている  EMI フレームに揃え
ます。

ステップ  6 片手でエアー フ ィルタを所定の位置に支えながら、 反対の手でエアー フ ィルタの片側にある
スプ リ ング  ピンを引っ張り ます。 スプ リ ング  ピンを放したと きに EMI フレーム  ブラケッ ト の
穴に入るよ うに、 エアー フ ィルタの位置を調整します。

ステップ  7 エアー フ ィルタを持つ手を替え、 も う一方の手でエアー フ ィルタの別の側にある別のスプ リ
ング  ピンを引き抜きます。 スプ リ ング  ピンを引っ張った状態で、 ピンを放したと きに EMI フ
レーム  ブラケッ ト の穴に入るよ うにエアー フ ィルタの位置を調整します。 スプ リ ング  ピンを
放し、 エアー フ ィルタが EMI フレームに固定されている こ と を確認します。

ステップ  8 エアー フ ィルタの両側に 1 本ずつ、 非脱落型ネジを取り付けて締めます。
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A P P E N D I X A
技術仕様

この付録では、 Nexus 7000 システムの技術仕様について説明します。 この付録の内容は次のと
おりです。

• 「Cisco Nexus 7000 シ リーズ システムの環境仕様」 （P.A-1）

• 「Cisco Nexus 7000 シ リーズ シャーシの物理仕様」 （P.A-2）

• 「Cisco Nexus 7000 シ リーズ スイ ッチの電力仕様」 （P.A-10）

• 「電源モジュール ケーブル仕様」 （P.A-19）

• 「シャーシの隙間」 （P.A-24）

• 「フ ァシ リ テ ィ冷却要件」 （P.A-39）

• 「シャーシのエアーフロー」 （P.A-40）

Cisco Nexus 7000 シリーズ システムの環境仕様
表 A-1 は、 Cisco Nexus 7000 シ リーズ システムの環境仕様を示しています。

表 A-1 Cisco Nexus 7000 シリーズ スイッチの環境仕様

説明 Cisco Nexus 7004 Cisco Nexus 7009 Cisco Nexus 7010 Cisco Nexus 7018

温度 動作温度 0 ～ 40 °C （32 ～ 104 °F）

非動作温度 –40 ～ 70 °C （–40 ～ 158 °F）

相対湿度 動作時 （結露しないこ と） 5 ～ 90% （45 ～ 50% を推奨）

非動作時および保管時 （結
露しないこ と）

5 ～ 95%

高度 動作時 –500 ～ 13,000 フ ィー ト （–150 ～ 4,000 m）

ス ト レージ -1,000 ～ 30,000 フ ィー ト （-305 ～ 9,144 m）
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付録 A      技術仕様

Cisco Nexus 7000 シリーズ シャーシの物理仕様

Cisco Nexus 7000 シリーズ シャーシの物理仕様
設置するモデルと、 実行する設置方法によって、 Cisco Nexus 7000 シ リーズ シャーシの物理仕
様は異な り ます （すべてのモデルを前面マウン ト にできますが、 オプシ ョ ンで Cisco Nexus 
7004 および 7009 シャーシをセンター マウン ト にできます）。表 A-2 には、各モデルと設置方法
に応じた物理仕様が リ ス ト されています。

重量および数量は次の表のとおりです。

• Cisco Nexus 7004 スイ ッチ （表 A-3 を参照）

• Cisco Nexus 7009 スイ ッチ （表 A-4 （P.A-4） を参照）

ノ イズ 音圧レベル

エアー フ ィルタを取
り付けていない状態

70 dBA 63.6 dBA 67.2 dBA 65.0 dBA

エアー フ ィルタを取
り付けた状態

— — 70.2 dBA —

音響出力レベル

エアー フ ィルタを取
り付けていない状態

83 dBA 72.5 dBA 78.9 dBA 74.2 dBA

エアー フ ィルタを取
り付けた状態

— — 81.7 dBA —

表 A-1 Cisco Nexus 7000 シリーズ スイッチの環境仕様 （続き）

説明 Cisco Nexus 7004 Cisco Nexus 7009 Cisco Nexus 7010 Cisco Nexus 7018

表 A-2 Cisco Nexus 7000 シリーズ シャーシの物理仕様

シャーシ 幅1 前面深さ 2 背面深さ 3 高さ 4

Cisco Nexus 7004

（すべてのマウン ト ）
17.3 インチ
（43.9 cm）

7 インチ
（17.8 cm）

24.0 インチ
（61.0 cm）

12.25 インチ （31.1 cm）
（7 RU）

Cisco Nexus 7009 

（前面マウン ト ）
17.3 インチ
（43.9 cm）

7 インチ
（17.8 cm）

24.0 インチ
（61.0 cm）

24.5 インチ （62.2 cm）
（14 RU）

Cisco Nexus 7009 

（センター マウン ト ）
17.3 インチ
（43.9 cm）

13 インチ
（33.0 cm）

18.0 インチ
（45.8 cm）

24.5 インチ （62.2 cm）
（14 RU）

Cisco Nexus 7010 

（すべてのマウン ト ）
17.3 インチ
（43.9 cm）

7 インチ
（17.8 cm）

33.1 インチ
（84.1 cm）

36.75 インチ （93.3 cm）
（21.0 RU）

Cisco Nexus 7018 

（すべてのマウン ト ）
17.3 インチ
（43.9 cm）

7 インチ
（17.8 cm）

33.1 インチ
（84.1 cm）

43.75 インチ （111.1 cm）
（25.0 RU）

1. 幅は、 ラ ッ ク またはキャビネッ ト内の 2 本の垂直取り付けレール間に必要な 小の隙間でもあ り ます。

2. 前面深さは、 前面取り付けレールと、 ラ ッ ク またはキャビネッ ト の前部の内部間に必要な 小の隙間でもあ り ます。 すべてのスイ ッチにつ
いて、 これにはケーブル接続用の 7 インチ （17.8 cm） が含まれます。 センター マウン ト の Cisco Nexus 7009 シャーシの場合、 この間隔には
センター マウン ト  ブラケッ ト によるシャーシ前部への 6 インチのオフセッ ト も含まれます。

3. 背面深さは、 前面取り付けレールと、 ラ ッ ク またはキャビネッ ト の背面の内部の間に必要な隙間でもあ り ます。 前面マウン ト  スイ ッチの場
合、 これはシャーシの深さ と同じです。 センター マウン ト の Cisco Nexus 7009 スイ ッチの場合、 これは前面へのオフセッ ト とな り、 シャー
シの深さ よ り  6 インチ （15.2 cm） 少な く な り ます。

4. 高さは、 下部支持ブラケッ ト の上部と、 取り付けるシャーシの上部との間に必要な隙間でもあ り ます。 このシャーシの上に別のシャーシを
取り付ける場合、 その下部支持ブラケッ トはこの隙間エ リ アの上に配置する必要があ り ます。
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付録 A      技術仕様

Cisco Nexus 7000 シリーズ シャーシの物理仕様

• Cisco Nexus 7010 スイ ッチ （表 A-5 （P.A-7） を参照）

• Cisco Nexus 7018 スイ ッチ （表 A-6 （P.A-8） を参照）

各表の重量には、 シャーシをサポートする ラ ッ ク またはキャビネッ ト 、 インターフェイス、 お
よび電源コードは含まれません。 これらの重量については、 コンポーネン ト のメーカーが提供
する資料を参照して ください。

表 A-3 Cisco Nexus 7004 スイッチ コンポーネン トの重量および数量

コンポーネン ト ユニッ トあたりの重量 数量

シャーシ 45.0 ポンド （20.0 kg） 1

スーパーバイザ モジュール — 1 または 2 
（同じモデ
ルである
こ と）

Supervisor 2 （N7K-SUP2） 10.4 ポンド （4.7 kg）

Supervisor 2 Enhanced （N7K-SUP2E） 11.7 ポンド （5.3 kg）

F2 I/O モジュール — 1 または 2
（I/O モ
ジュール 
タ イプの
混在可）

48 ポート  1 ギガビッ トおよび 10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-F248XP-25 および N7K-F248XP-25E）

14.0 ポンド （6.4 kg）

48 ポート  1/10 GBASE-T I/O モジュール （N7K-F248XT-25E） 14.0 ポンド （6.4 kg）

F3 I/O モジュール —

12 ポート  40 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール （N7K-F312FQ-25） 15.0 ポンド （6.8 kg）

M1 I/O モジュール —

48 ポート  10/100/1000 イーサネッ ト  I/O モジュール （N7K-M148GT-11L） 14 ポンド （6.4 kg）

XL オプシ ョ ン付き  48 ポー ト  1 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-M148GS-11L）

15.5 ポンド （7.0 kg）

XL オプシ ョ ン付き  32 ポー ト  10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-M132XP-12L）

17.0 ポンド （7.7 kg）

XL オプシ ョ ン付き  8 ポート  10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-M108X2-12L）

14.0 ポンド （6.4 kg）

M2 I/O モジュール —

XL オプシ ョ ン付き  24 ポー ト  10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-M224XP-23L）

16.5 ポンド （7.5 kg）

XL オプシ ョ ン付き  6 ポート  40 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-M206FQ-23L）

16.5 ポンド （7.5 kg）

XL オプシ ョ ン付き  2 ポート  100 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-M202CF-22L）

17.0 ポンド （7.7 kg）

サービス  モジュール — 0 または 
1 以上NAM （N7K-SM-NAM-K9） 17.9 ポンド  （8.1 kg）

フ ァン  ト レイ （N7K-C7004-FAN） 25.0 ポンド （11.3 kg） 1

電源モジュール — 1 ～ 4 
（電源タ
イプの
混在可）

3 kW AC 電源モジュール （N7K-AC-3KW） 11.0 ポンド （5.0 kg）

3 kW DC 電源モジュール （N7K-DC-3KW） 11.0 ポンド （5.0 kg）
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付録 A      技術仕様

Cisco Nexus 7000 シリーズ シャーシの物理仕様

オプシ ョ ン  コンポーネン ト — —

前面扉キッ ト （N7K-C7004-FD-MB） — 0 または 1

エアー フ ィルタ （N7K-C7004-AFLT） — 0 または 1

表 A-3 Cisco Nexus 7004 スイッチ コンポーネン トの重量および数量（続き）

コンポーネン ト ユニッ トあたりの重量 数量

表 A-4 Cisco Nexus 7009 スイッチ コンポーネン トの重量および数量

コンポーネン ト ユニッ トあたりの重量 数量

シャーシ 100 ポンド （45.0 kg） 1

スーパーバイザ モジュール — 1 または 2 
（2 個を使
用する場合
は同じ タ
イプ）

Supervisor 1 （N7K-SUP1） 9.9 ポンド （4.5 kg）

Supervisor 2 （N7K-SUP2） 10.4 ポンド （4.7 kg）

Supervisor 2 Enhanced （N7K-SUP2E） 11.7 ポンド （5.3 kg）
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付録 A      技術仕様

Cisco Nexus 7000 シリーズ シャーシの物理仕様

F1 I/O モジュール — 1 ～ 7
（I/O モ
ジュール 
タ イプの
混在可）

32 ポート  1 ギガビッ トおよび 10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-F132XP-15）

14.0 ポンド （6.4 kg）

F2 I/O モジュール —

48 ポート  1 ギガビッ トおよび 10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-F248XP-25 および N7K-F248XP-25E）

14.0 ポンド （6.4 kg）

48 ポート  1/10 GBASE-T I/O モジュール （N7K-F248XT-25E） 14.0 ポンド （6.4 kg）

F3 I/O モジュール —

12 ポート  40 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール （N7K-F312FQ-25） 15.0 ポンド （6.8 kg）

M1 I/O モジュール —

48 ポート  10/100/1000 イーサネッ ト  I/O モジュール （N7K-M148GT-11） 14 ポンド （6.4 kg）

48 ポート  10/100/1000 イーサネッ ト  I/O モジュール （N7K-M148GT-11L） 14 ポンド （6.4 kg）

48 ポート  1 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール （N7K-M148GS-11） 15.5 ポンド （7.0 kg）

XL オプシ ョ ン付き  48 ポート  1 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-M148GS-11L）

15.5 ポンド （7.0 kg）

32 ポート  10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール （N7K-M132XP-12） 17.0 ポンド （7.7 kg）

XL オプシ ョ ン付き  32 ポート  10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-M132XP-12L）

17.0 ポンド （7.7 kg）

XL オプシ ョ ン付き  8 ポート  10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-M108X2-12L）

14.0 ポンド （6.4 kg）

M2 I/O モジュール —

XL オプシ ョ ン付き  24 ポート  10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-M224XP-23L）

16.5 ポンド （7.5 kg）

XL オプシ ョ ン付き  6 ポート  40 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-M206FQ-23L）

16.5 ポンド （7.5 kg）

XL オプシ ョ ン付き  2 ポート  100 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-M202CF-22L）

17.0 ポンド （7.7 kg）

サービス  モジュール — 0 または 
1 以上NAM （N7K-SM-NAM-K9） 17.9 ポンド  （8.1 kg）

フ ァブ リ ッ ク  モジュール — F2 I/O の
場合、 5 個
を使用。
F1、 M1、
M2 I/O 

の場合は、
3 ～ 5 個を
使用。

Fabric-2 モジュール （N7K-C7009-FAB-2） 5 ポンド （2.27 kg）

フ ァン  ト レイ （N7K-C7009-FAN） 25.0 ポンド （11.3 kg） 1

表 A-4 Cisco Nexus 7009 スイッチ コンポーネン トの重量および数量 （続き）

コンポーネン ト ユニッ トあたりの重量 数量
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電源モジュール — 1 または 2 
（電源タ
イプの混
在可）

6 kW AC 電源モジュール ユニッ ト （N7K-AC-6.0KW） 18 ポンド （8.2 kg）

7.5 kW AC 電源モジュール ユニッ ト （N7K-AC-7.5KW-INT および 
N7K-AC-7.5KW-US）

26 ポンド （11.8 kg）

6 kW DC 電源モジュール ユニッ ト （N7K-DC-6.0KW） 21 ポンド （9.5 kg）

DC 電源インターフェイス  ユニッ ト  5 ポンド （2.3 kg） 0 ～ 2

オプシ ョ ン  コンポーネン ト — —

扉および空気取り入れ口フレーム （オプシ ョ ン） — 0 または 1

表 A-4 Cisco Nexus 7009 スイッチ コンポーネン トの重量および数量 （続き）

コンポーネン ト ユニッ トあたりの重量 数量
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表 A-5 Cisco Nexus 7010 スイッチ コンポーネン トの重量および数量

コンポーネン ト ユニッ トあたりの重量 数量

シャーシ 200 ポンド （90.9 kg） 1

スーパーバイザ モジュール — 1 または 2 
（2 個を使
用する場
合は同じ
タイプ）

Supervisor 1 （N7K-SUP1） 9.9 ポンド （4.5 kg）

Supervisor 2 （N7K-SUP2） 10.4 ポンド （4.7 kg）

Supervisor 2 Enhanced （N7K-SUP2E） 11.7 ポンド （5.3 kg）

F1 I/O モジュール — 1 ～ 8 
（I/O モ
ジュール 
タ イプの
混在可）

32 ポート  1 ギガビッ トおよび 10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-F132XP-15）

14.0 ポンド （6.4 kg）

F2 I/O モジュール —

48 ポート  1 ギガビッ トおよび 10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-F248XP-25 および N7K-F248XP-25E）

14.0 ポンド （6.4 kg）

48 ポート  1/10 GBASE-T I/O モジュール （N7K-F248XT-25E） 14.0 ポンド （6.4 kg）

F3 I/O モジュール —

12 ポート  40 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール （N7K-F312FQ-25） 15.0 ポンド （6.8 kg）

M1 I/O モジュール —

48 ポート  10/100/1000 イーサネッ ト  I/O モジュール （N7K-M148GT-11） 14 ポンド （6.4 kg）

48 ポート  10/100/1000 イーサネッ ト  I/O モジュール （N7K-M148GT-11L） 14 ポンド （6.4 kg）

48 ポート  1 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール （N7K-M148GS-11） 15.5 ポンド （7.0 kg）

XL オプシ ョ ン付き  48 ポート  1 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-M148GS-11L）

15.5 ポンド （7.0 kg）

32 ポート  10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール （N7K-M132XP-12） 17.0 ポンド （7.7 kg）

XL オプシ ョ ン付き  32 ポート  10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-M132XP-12L）

17.0 ポンド （7.7 kg）

XL オプシ ョ ン付き  8 ポート  10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-M108X2-12L）

14.0 ポンド （6.4 kg）

M2 I/O モジュール —

XL オプシ ョ ン付き  24 ポート  10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-M224XP-23L）

16.5 ポンド （7.5 kg）

XL オプシ ョ ン付き  6 ポート  40 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-M206FQ-23L）

16.5 ポンド （7.5 kg）

XL オプシ ョ ン付き  2 ポート  100 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-M202CF-22L）

17.0 ポンド （7.7 kg）

サービス  モジュール — 0 または 
1 以上NAM （N7K-SM-NAM-K9） 17.9 ポンド  （8.1 kg）
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Cisco Nexus 7000 シリーズ シャーシの物理仕様

ファブ リ ッ ク  モジュール — F2 I/O の場
合、 5 個を
使用。
F1、 M1、
M2 I/O の
場合は、
3 ～ 5 個を
使用。

Fabric-1 モジュール （N7K-C7010-FAB-1） 4 ポンド （1.8 kg）

Fabric-2 モジュール （N7K-C7010-FAB-2） 4 ポンド （1.8 kg）

フ ァン  ト レイ — —

システム  ファン  ト レイ （N7K-C7010-FAN-S） 20 ポンド （9.1 kg） 2

ファブ リ ッ ク  ファン  ト レイ （N7K-C7010-FAN-F） 5 ポンド （2.3 kg） 2

電源モジュール — 2 ～ 3 
（電源タ
イプの混
在可）

6 kW AC 電源モジュール ユニッ ト （N7K-AC-6.0KW） 18 ポンド （8.2 kg）

7.5 kW AC 電源モジュール ユニッ ト （N7K-AC-7.5KW-INT および 
N7K-AC-7.5KW-US）

26 ポンド （11.8 kg）

6 kW DC 電源モジュール ユニッ ト （N7K-DC-6.0KW） 21 ポンド （9.5 kg）

DC 電源インターフェイス  ユニッ ト  5 ポンド （2.3 kg） 0 ～ 2

オプシ ョ ン  コンポーネン ト — —

ミ ッ ド フレーム  ドアおよびフレーム — 0 または 1

表 A-6 Cisco Nexus 7018 スイッチ コンポーネン トの重量および数量

コンポーネン ト ユニッ トあたりの重量 数量

シャーシ 187 ポンド （85.0 kg） 1

スーパーバイザ モジュール — 1 または 2 
（2 個を使
用する場合
は同じタ
イプ）

Supervisor 1 （N7K-SUP1） 9.9 ポンド （4.5 kg）

Supervisor 2 （N7K-SUP2） 10.4 ポンド （4.7 kg）

Supervisor 2 Enhanced （N7K-SUP2E） 11.7 ポンド （5.3 kg）

表 A-5 Cisco Nexus 7010 スイッチ コンポーネン トの重量および数量 （続き）

コンポーネン ト ユニッ トあたりの重量 数量
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Cisco Nexus 7000 シリーズ シャーシの物理仕様

F1 I/O モジュール — 1 ～ 8 
（I/O モ
ジュール 
タ イプの混
在可）

32 ポート  1 ギガビッ トおよび 10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-F132XP-15）

14.0 ポンド （6.4 kg）

F2 I/O モジュール —

48 ポート  1 ギガビッ トおよび 10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-F248XP-25 および N7K-F248XP-25E）

14.0 ポンド （6.4 kg）

48 ポート  1/10 GBASE-T I/O モジュール （N7K-F248XT-25E） 14.0 ポンド （6.4 kg）

F3 I/O モジュール —

12 ポート  40 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール （N7K-F312FQ-25） 15.0 ポンド （6.8 kg）

M1 I/O モジュール —

48 ポート  10/100/1000 イーサネッ ト  I/O モジュール （N7K-M148GT-11） 14 ポンド （6.4 kg）

48 ポート  10/100/1000 イーサネッ ト  I/O モジュール （N7K-M148GT-11L） 14 ポンド （6.4 kg）

48 ポート  1 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール （N7K-M148GS-11） 15.5 ポンド （7.0 kg）

XL オプシ ョ ン付き  48 ポート  1 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-M148GS-11L）

15.5 ポンド （7.0 kg）

32 ポート  10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール （N7K-M132XP-12） 17.0 ポンド （7.7 kg）

XL オプシ ョ ン付き  32 ポート  10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-M132XP-12L）

17.0 ポンド （7.7 kg）

XL オプシ ョ ン付き  8 ポート  10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-M108X2-12L）

14.0 ポンド （6.4 kg）

M2 I/O モジュール —

XL オプシ ョ ン付き  24 ポート  10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-M224XP-23L）

16.5 ポンド （7.5 kg）

XL オプシ ョ ン付き  6 ポート  40 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-M206FQ-23L）

16.5 ポンド （7.5 kg）

XL オプシ ョ ン付き  2 ポート  100 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-M202CF-22L）

17.0 ポンド （7.7 kg）

サービス  モジュール — 0 または 
1 以上NAM （N7K-SM-NAM-K9） 17.9 ポンド  （8.1 kg）

フ ァブ リ ッ ク  モジュール — F2 I/O 

の場合、
5 個を使
用。 F1、
M1、 M2 
I/O の場合
は、 3 ～ 
5 個を使用。

Fabric-1 モジュール （N7K-C7018-FAB-1） 7.5 ポンド （3.4 kg）

Fabric-2 モジュール （N7K-C7018-FAB-2） 7.5 ポンド （3.4 kg）

表 A-6 Cisco Nexus 7018 スイッチ コンポーネン トの重量および数量 （続き）

コンポーネン ト ユニッ トあたりの重量 数量
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Cisco Nexus 7000 シリーズ スイッチの電力仕様
Cisco Nexus 7000 シ リーズ スイ ッチに必要な電源モジュールの数は、 スイ ッチ シャーシに搭載
するモジュールの数と タ イプによって異な り ます。 また、 使用する電源モジュール ユニッ ト の
タ イプや使用する電力冗長性モードによっても異な り ます。

こ こでは、 スイ ッチの所要電力、 および各タイプの電源モジュール コンフ ィギュレーシ ョ ン  
モードで使用可能な電力量を算出する方法について説明します。

• 「ス イ ッチ コンポーネン ト の所要電力」 （P.A-10）

• 「電源コンフ ィギュレーシ ョ ン  モード」 （P.A-15）

スイッチ コンポーネン トの所要電力

Cisco Nexus 7000 シ リーズ スイ ッチの所要電力を判別するには、 各コンポーネン ト の所要電力
を加算します。 コンポーネン ト ご とに、 モジュールの数にコンポーネン ト の 大所要電力また
は一般的な所要電力を掛けます。 各 Cisco Nexus 7000 シ リーズ スイ ッチの所要台数と所要電力
を調べるには、 次の表を参照して ください。

• Cisco Nexus 7004 ： 表 A-7 （P.A-11） を参照

• Cisco Nexus 7009 ： 表 A-8 （P.A-11） を参照

• Cisco Nexus 7010 ： 表 A-9 （P.A-13） を参照

• Cisco Nexus 7018 ： 表 A-10 （P.A-14） を参照

ファン  ト レイ （N7K-C7018-FAN） 25.8 ポンド （11.7 kg） 2

電源モジュール — 2 ～ 4 
（電源タ
イプの
混在可）

6 kW AC 電源モジュール ユニッ ト （N7K-AC-6.0KW） 18 ポンド （8.2 kg）

7.5 kW AC 電源モジュール ユニッ ト （N7K-AC-7.5KW-INT および 
N7K-AC-7.5KW-US）

26 ポンド （11.8 kg）

6 kW DC 電源モジュール ユニッ ト （N7K-DC-6.0KW） 21 ポンド （9.5 kg）

DC 電源インターフェイス  ユニッ ト  5 ポンド （2.3 kg） 0 ～ 2

オプシ ョ ン  コンポーネン ト — —

前面扉 （オプシ ョ ン） 25 ポンド （11.3 kg） 0 または 1

表 A-6 Cisco Nexus 7018 スイッチ コンポーネン トの重量および数量 （続き）

コンポーネン ト ユニッ トあたりの重量 数量
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付録 A      技術仕様

Cisco Nexus 7000 シリーズ スイッチの電力仕様

表 A-7 Cisco Nexus 7004 スイッチの所要電力

コンポーネン ト 数量 最大 標準

スーパーバイザ モジュール 1 または 2 
（2 個を使用
する場合は同
じタ イプ）

— —

Supervisor 2 （N7K-SUP2） 300 W 109 W

Supervisor 2 Enhanced （N7K-SUP2E） 300 W 147 W

F2 I/O モジュール 1 または 2 — —

48 ポー ト  1 ギガビッ トおよび 10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-F248XP-25 および N7K-F248XP-25E）

450 W 400 W

48 ポー ト  1/10 GBASE-T I/O モジュール （N7K-F248XT-25E） 550 W 420 W

F3 I/O モジュール — —

12 ポー ト  40 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール （N7K-F312FQ-25） 340 W 310 W

M1 I/O モジュール — —

XL オプシ ョ ン付き  48 ポート  10/100/1000 イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-M148GT-11L）

400 W 358 W

XL オプシ ョ ン付き  48 ポート  1 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-M148GS-11L）

400 W 358 W

XL オプシ ョ ン付き  32 ポート  10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-M132XP-12L）

750 W 611 W

XL オプシ ョ ン付き  8 ポー ト  10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-M108X2-12L）

650 W 520 W

M2 I/O モジュール — —

XL オプシ ョ ン付き  24 ポート  10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-M224XP-23L）

795 W 720 W

XL オプシ ョ ン付き  6 ポー ト  40 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-M206FQ-23L）

795 W 720 W

XL オプシ ョ ン付き  2 ポー ト  100 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-M202CF-22L）

795 W 690 W

ファン  ト レイ 1 650 W 185 W

表 A-8 Cisco Nexus 7009 スイッチの所要電力

コンポーネン ト 数量 最大 標準

スーパーバイザ モジュール 1 または 2 
（2 個を使用
する場合は同
じタイプ）

— —

Supervisor 1 （N7K-SUP1） 210 W 190 W

Supervisor 2 （N7K-SUP2） 300 W 109 W

Supervisor 2 Enhanced （N7K-SUP2E） 300 W 147 W
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Cisco Nexus 7000 シリーズ スイッチの電力仕様

F1 I/O モジュール 1 ～ 7 — —

32 ポー ト  1 ギガビッ トおよび 10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-F132XP-15）

385 W 283 W

F2 I/O モジュール — —

48 ポー ト  1 ギガビッ トおよび 10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-F248XP-25 および N7K-F248XP-25E）

450 W 400 W

48 ポー ト  1/10 GBASE-T I/O モジュール （N7K-F248XT-25E） 550 W 420 W

F3 I/O モジュール — —

12 ポー ト  40 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール （N7K-F312FQ-25） 340 W 310 W

M1 I/O モジュール — —

48 ポー ト  10/100/1000 イーサネッ ト  I/O モジュール （N7K-M148GT-11） 400 W 358 W

XL オプシ ョ ン付き  48 ポート  10/100/1000 イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-M148GT-11L）

400 W 358 W

48 ポー ト  1 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール （N7K-M1148GS-11） 400 W 358 W

XL オプシ ョ ン付き  48 ポート  1 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-M148GS-11L）

400 W 358 W

32 ポー ト  10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール （N7K-M132XP-12） 750 W 611 W

XL オプシ ョ ン付き  32 ポート  10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-M132XP-12L）

750 W 611 W

XL オプシ ョ ン付き  8 ポー ト  10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-M108X2-12L）

650 W 520 W

M2 I/O モジュール — —

XL オプシ ョ ン付き  24 ポート  10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-M224XP-23L）

795 W 720 W

XL オプシ ョ ン付き  6 ポー ト  40 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-M206FQ-23L）

795 W 720 W

XL オプシ ョ ン付き  2 ポー ト  100 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-M202CF-22L）

795 W 690 W

ファブ リ ッ ク  モジュール 3 ～ 5 — —

Fabric-2 モジュール （N7K-C7009-FAB-2） 70 W 55 W

ファン  ト レイ — — —

すべてのファン  ト レイ （合計） （N7K-C7009-FAN） 650 W 190 W

表 A-8 Cisco Nexus 7009 スイッチの所要電力 （続き）

コンポーネン ト 数量 最大 標準
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表 A-9 Cisco Nexus 7010 システム コンポーネン トの電力要件

コンポーネン ト 数量 最大 標準

スーパーバイザ モジュール 1 個または 
2 個 （2 個を
使用する場
合は同じタ
イプ）

— —

Supervisor 1 （N7K-SUP1） 210 W 190 W

Supervisor 2 （N7K-SUP2） 300 W 109 W

Supervisor 2 Enhanced （N7K-SUP2E） 300 W 147 W

F1 I/O モジュール 1～8 個
（タ イプの
混在可）

— —

32 ポート  1 ギガビッ トおよび 10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-F132XP-15）

385 W 283 W

F2 I/O モジュール — —

48 ポー ト  1 ギガビッ トおよび 10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-F248XP-25 および N7K-F248XP-25E）

450 W 400 W

48 ポー ト  1/10 GBASE-T I/O モジュール （N7K-F248XT-25E） 550 W 420 W

F3 I/O モジュール — —

12 ポー ト  40 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール （N7K-F312FQ-25） 340 W 310 W

M1 I/O モジュール — —

48 ポー ト  10/100/1000 イーサネッ ト  I/O モジュール （N7K-M148GT-11） 400 W 358 W

XL オプシ ョ ン付き  48 ポート  10/100/1000 イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-M148GT-11L）

400 W 358 W

48 ポー ト  1 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール （N7K-M1148GS-11） 400 W 358 W

XL オプシ ョ ン付き  48 ポート  1 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-M148GS-11L）

400 W 358 W

32 ポー ト  10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール （N7K-M132XP-12） 750 W 611 W

XL オプシ ョ ン付き  32 ポート  10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-M132XP-12L）

750 W 611 W

XL オプシ ョ ン付き  8 ポー ト  10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-M108X2-12L）

650 W 520 W

M2 I/O モジュール — —

XL オプシ ョ ン付き  24 ポート  10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-M224XP-23L）

795 W 720 W

XL オプシ ョ ン付き  6 ポー ト  40 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-M206FQ-23L）

795 W 720 W

XL オプシ ョ ン付き  2 ポー ト  100 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-M202CF-22L）

795 W 690 W

ファブ リ ッ ク  モジュール 3～5 個 （同
じ タ イプ）

— —

Fabric-1 モジュール （N7K-C7010-FAB-1） 60 W 55 W

Fabric-2 モジュール （N7K-C7010-FAB-2） 80 W 60 W

ファン  ト レイ （N7K-C7010-FAN-F および N7K-C7010-FAN-S） — — —

すべてのファン  ト レイ （合計） 2184 W 300 W
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表 A-10 Cisco Nexus 7018 システム コンポーネン トの電力要件

コンポーネン ト 数量 最大 標準

スーパーバイザ モジュール 1 または 2 
（2 個を使用
する場合は同
じタ イプ）

— —

Supervisor 1 （N7K-SUP1） 210 W 190 W

Supervisor 2 （N7K-SUP2） 300 W 109 W

Supervisor 2 Enhanced （N7K-SUP2E） 300 W 147 W

F1 I/O モジュール 1～16 個
（タ イプの
混在可）

— —

32 ポート  1 ギガビッ トおよび 10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-F132XP-15）

385 W 283 W

F2 I/O モジュール — —

48 ポート  1 ギガビッ トおよび 10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-F248XP-25 および N7K-F248XP-25E）

450 W 400 W

48 ポート  1/10 GBASE-T I/O モジュール （N7K-F248XT-25E） 550 W 420 W

F3 I/O モジュール — —

12 ポート  40 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール （N7K-F312FQ-25） 340 W 310 W

M1 I/O モジュール — —

48 ポート  10/100/1000 イーサネッ ト  I/O モジュール （N7K-M148GT-11） 400 W 358 W

XL オプシ ョ ン付き  48 ポー ト  10/100/1000 イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-M148GT-11L）

400 W 358 W

48 ポート  1 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール （N7K-M1148GS-11） 400 W 358 W

XL オプシ ョ ン付き  48 ポー ト  1 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-M148GS-11L）

400 W 358 W

32 ポート  10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール （N7K-M132XP-12） 750 W 611 W

XL オプシ ョ ン付き  32 ポー ト  10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-M132XP-12L）

750 W 611 W

XL オプシ ョ ン付き  8 ポート  10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-M108X2-12L）

650 W 520 W

M2 I/O モジュール — —

XL オプシ ョ ン付き  2 ポート  100 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-M202CF-22L）

795 W 690 W

XL オプシ ョ ン付き  6 ポート  40 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-M206FQ-23L）

795 W 720 W

XL オプシ ョ ン付き  24 ポー ト  10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-M224XP-23L）

795 W 720 W

ファブ リ ッ ク  モジュール 3～5 個 （同
じ タ イプ）

— —

Fabric-1 モジュール （N7K-C7018-FAB-1） 100 W 90 W

Fabric-2 モジュール （N7K-C7018-FAB-2） 150 W 110 W

ファン  ト レイ （N7K-C7018-FAN）

2

— —

すべてのファン  ト レイ （合計） 1000 W 569 W
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電源コンフ ィギュレーション モード

次の電源モードのいずれかを設定して、 取り付けた各電源モジュールから供給される電力を組
み合わせて利用した り、 電源ロスが発生した際の電源の冗長性を備えた りできます。

• 複合モード ： 取り付けたすべての電源モジュールから出力される電力を組み合わせてス
イ ッチ動作に利用し、 大限の使用可能電力量を供給します。 このモードには電源の冗長
性はあ り ません。

• 電源の冗長性モード ： スイ ッチの動作中に電源モジュールを交換できます。 すべての電源
モジュールがアクテ ィブにな り ます。 使用可能な電力は、 すべての電源モジュール （N+1）
から  1 つを除いた電源モジュールから出力される 小電力量と して算出されます。 予備電
力は、 大電力を出力でき る電源装置が出力する電力量とな り ます。 た と えば、 3 つの
電源モジュールの出力が 3 kW、 6 kW、 6 kW とする と、 使用可能な電力は 9 kW （3 kW + 
6 kW） とな り、 予備電力は 6 kW です。

• 入力電源の冗長性モード ： 1 つのグ リ ッ ドがダウンしても、 も う  1 つのグ リ ッ ドからス
イ ッチに必要な電力を供給できるよ うに、 2 つの電力グ リ ッ ドから電力が供給されます。
Cisco Nexus 7004 シャーシの場合、 各グ リ ッ ドは電源モジュールの半分に電力を供給しま
す。 Cisco Nexus 7009、 7010、 7018 シャーシの場合、 各グ リ ッ ドは各電源モジュールの半
分に給電します （グ リ ッ ド  A は各電源モジュールの Input 1 コンセン ト に接続され、 グ リ ッ
ド  B は各電源モジュールの Input 2 コンセン ト に接続されます）。 使用可能な電力は、 同じ
グ リ ッ ドに接続された電源モジュールの一部から出力される電力量です。 たとえば、 3 つ
の電源モジュールが 110 V グ リ ッ ド と  220 V グ リ ッ ドに接続されている場合、 各電源モ
ジュールの出力は 110 V グ リ ッ ドでは 1.2 kW、 220 V グ リ ッ ドでは 3.0 kW とな り ます。 使
用可能な電力は 3.6 kW （1.2 kW + 1.2 kW + 1.2 kW） とな り、 予備電力は 9.0 kW （3.0 kW + 
3.0 kW + 3.0 kW） です。

• 完全な冗長性モード ： 電源の冗長性と入力電源の冗長性の両方を提供します。 このモード
では、 スイ ッチ動作を中断する こ とな く電源モジュールを交換できます。 また、 2 つのグ
リ ッ ドのいずれかがダウンした場合でも、 スイ ッチへの電力供給を継続できます。 使用で
きる電力は、 電源の冗長性または入力電源の冗長性のいずれか少ない方の出力総量とな り
ます。

Cisco Nexus 7000 シ リーズ スイ ッチで使用可能な電力量は、 電源モジュールの数、 使用される
入力電圧、 および使用される電源モードによって異な り ます。 電源モジュールの使用可能な電
力量を確認するには、 次の表を参照して ください。

• 3 kW AC 電源モジュールの場合、 表 A-11 を参照

• 6 kW AC 電源モジュールの場合、 表 A-12 （P.A-16） を参照

• 7.5 kW AC 電源モジュールの場合、 表 A-13 （P.A-17） を参照

• 3 kW DC 電源モジュールの場合、 表 A-14 （P.A-18） を参照

• 6 kW DC 電源モジュールの場合、 表 A-15 （P.A-18） を参照
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表 A-11 3 kW AC 電源モジュールで使用可能な電力量

電源入力 複合モード
電源の冗長
性モード

入力電源の冗
長性モード

完全な冗長性
モード

電源モジュールあた りのシングル
入力 1

220 V 入力

電源装置 1 台 3000 W — — —

電源モジュール 2 つ 6000 W 3000 W 3000 W 3000 W

電源モジュール 3 つ 9000 W 6000 W — —

電源モジュール 4 つ 12,000 W 9000 W 6000 W 6000 W

110 V 入力

電源装置 1 台 1450 W — — —

電源モジュール 2 つ 2900 W 1450 W 1450 W 1450 W

電源モジュール 3 つ 4350 W 2900 W — —

電源モジュール 4 つ 5800 W 4350 W 2900 W 2900 W

1. Cisco Nexus 7004 では 大 4 つの 3.0 kW AC 電源モジュールが使用されます。

表 A-12 6 kW AC 電源モジュール ユニッ トに使用可能な電力

複合モード
電源の冗長
性モード

入力電源の冗
長性モード

完全な冗長性
モード

電源モジュールあた りのデュアル
入力 

220 V 入力および 220 V 入力

電源装置 1 台 6000 W — 3000 W —

電源モジュール 2 つ1 12,000 W 6000 W 6000 W 6000 W

電源モジュール 3 つ1 18,000 W 12,000 W 9000 W 9000 W

電源モジュール 4 つ1 24,000 W 18,000 W 12,000 W 12,000 W

110 V 入力および 220 V 入力

電源装置 1 台 4200 W — 1200 W —

電源モジュール 2 つ1 8400 W 4200 W 2400 W 2400 W

電源モジュール 3 つ1 12,600 W 8400 W 3600 W 3600 W

電源モジュール 4 つ1 16,800 W 12,600 W 4800 S 4800 W

110 V 入力および 110 V 入力

電源装置 1 台 2400 W — 1200 W —

電源モジュール 2 つ1 4800 W 2400 W 2400 W 2400 W

電源モジュール 3 つ1 7200 W 4800 W 3600 W 3600 W

電源モジュール 4 つ1 9600 W 7200 W 4800 W 4800 W
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電源モジュールあた りのシングル
入力 

220 V 入力

電源装置 1 台 3000 W — — —

電源モジュール 2 つ1 6000 W 3000 W — —

電源モジュール 3 つ1 9000 W 6000 W — —

電源モジュール 4 つ1 12,000 W 9000 W — —

110 V 入力

電源装置 1 台 1200 W — — —

電源モジュール 2 つ1 2400 W 1200 W — —

電源モジュール 3 つ1 3600 W 2400 W — —

電源モジュール 4 つ1 4800 W 3600 W — —

1. Cisco Nexus 7018 スイ ッチでは 大 4 つの 6 kW 電源モジュール、Cisco Nexus 7010 スイ ッチでは 大 3 つの 
6 kW 電源モジュール、 Cisco Nexus 7009 では 大 2 つの 6 kW 電源モジュールが使用されます。

表 A-12 6 kW AC 電源モジュール ユニッ トに使用可能な電力（続き）

複合モード
電源の冗長
性モード

入力電源の冗
長性モード

完全な冗長性
モード

表 A-13 7.5 kW AC 電源モジュールで使用可能な電力量

複合
モード

電源 
サプライ
冗長性
モード

入力電源の
冗長性
モード

完全な
冗長性
モード

電源モジュールあた りのデュア
ル入力 

220 V 入力および 220 V 入力

電源装置 1 台 7500 W — 3750 W —

電源モジュール 2 つ1 15,000 W 7500 W 7500 W 7500 W

電源モジュール 3 つ1 22,500 W 15,000 W 11,250 W 11,250 W

電源モジュール 4 つ1 30,000 W 22,500 W 15,000 W 15,000 W

電源モジュールあた りのシング
ル入力 

220 V 入力

電源装置 1 台 3750 W — — —

電源モジュール 2 つ1 7500 W 3750 W — —

電源モジュール 3 つ1 11,250 W 7500 W — —

電源モジュール 4 つ1 15,000 W 11,250 W — —

1. Cisco Nexus 7018 ス イ ッチでは 大 4 つの 7.5 kW 電源モジュール、Cisco Nexus 7010 スイ ッチでは 大 3 つの 
7.5 kW 電源モジュール、 Cisco Nexus 7009 では 大 2 つの 7.5 kW 電源モジュールが使用されます。
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表 A-14 3.0 kW DC 電源モジュールで使用可能な電力量

電源入力
複合
モード

電源 
サプライ
冗長性
モード

入力電源の
冗長性
モード

完全な
冗長性
モード

電源モジュールあた りのデュア
ル入力1 

      電源装置 1 台 

      電源モジュール 2 つ

      電源モジュール 3 つ

      電源モジュール 4 つ

3,000 W

6,000 W

9,000 W

12,000 W

—

3,000 W

6,000 W

9,000 W

—

3,000 W

3,000 W

6,000 W

—

3,000 W

3,000 W

6,000 W

1. Cisco Nexus 7004 では 大 4 つの 3.0 kW DC 電源モジュールが使用されます。

表 A-15 6.0 kW DC 電源モジュール ユニッ トに使用可能な電力量

電源入力
複合
モード

電源 
サプライ
冗長性
モード

入力電源の
冗長性
モード

完全な
冗長性
モード

電源モジュールあた りのデュア
ル入力 

      電源装置 1 台 

      電源モジュール 2 つ1

      電源モジュール 3 つ1

      電源モジュール 4 つ1

6,000 W

12,000 W

18,000 W

24,000 W

—

6,000 W

12,000 W

18,000 W

3,000 W

6,000 W

9,000 W

12,000 W

—

6,000 W

9,000 W

12,000 W

電源モジュールあた りのシング
ル入力 

      電源装置 1 台 

      電源モジュール 2 つ1

      電源モジュール 3 つ1

      電源モジュール 4 つ1

3,000 W

6,000 W

9,000 W

12,000 W

— 

3,000 W

6,000 W

9,000 W

— 

— 

—

—

— 

— 

—

—

1. Cisco Nexus 7018 スイ ッチでは 大 4 つの 6 kW 電源モジュール、 Cisco Nexus 7010 スイ ッチでは 大 3 つの 6 
kW 電源モジュール、 Cisco Nexus 7009 では 大 2 つの 6 kW 電源モジュールが使用されます。
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電源モジュール ケーブル仕様
電源モジュール ケーブルの仕様については、 次の表を参照して ください。

• 3 kW または 6 kW AC 電源モジュールの場合、 表 A-16 を参照

• 7.5 kW AC 電源モジュールの場合、 表 A-17 （P.A-22） を参照

• 3 kW DC 電源モジュールの場合、 表 A-18 （P.A-23） を参照

• 6 kW DC 電源モジュールの場合、 表 A-19 （P.A-23） を参照

図 A-1 CAB-AC-16A-AUS 電源コードおよび 6 kW AC 電源モジュール ユニッ ト用コネクタ

表 A-16 6 kW AC 電源モジュール ユニッ トの電源コード

ロケール 電源コード部品番号
コード  セッ ト
定格

電源コード
の参照図

オース ト ラ リ アおよびニュージー
ラン ド

CAB-AC-16A-AUS 16A、 250 VAC 図 A-1

中国 CAB-AC-16A-CH 16A、 250 VAC 図 A-2

ヨーロ ッパ大陸 CAB-AC-2500W-EU 16A、 250 VAC 図 A-3

国際 CAB-AC-2500W-INT 16A、 250 VAC 図 A-4

イスラエル CAB-AC-2500W-ISRL 16A、 250 VAC 図 A-5

日本および北米 （ロ ッ クなし）
200 ～ 240 VAC 動作

CAB-AC-2500W-US1 16A、 250 VAC 図 A-6

日本および北米 （ロ ッ クあ り ）
200 ～ 240 VAC 動作

CAB-AC-C6K-TWLK 16A、 250 VAC 図 A-7

日本および北米 100 ～ 120 VAC 動作 CAB-7513AC 16A、 250 VAC 図 A-8

配電ユニッ ト （PDU） CAB-C19-CBN 16A、 250 VAC 図 A-9

スイス CAB-ACS-16 16A、 250 VAC 図 A-10

Cordset rating: 16 A, 250 V�
Length: 14 ft 0 in. (4.26 m)

14
05

86

Connector: IEC 60320 C19

Plug: AU20S3
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図 A-2 CAB-AC-16A-CH 電源コードおよび 6 kW AC 電源モジュール ユニッ ト用コネクタ

図 A-3 CAB-AC-2500W-EU 電源コードおよび 6 kW AC 電源モジュール ユニッ ト用コネクタ

図 A-4 CAB-AC-2500W-INT 電源コードおよび 6 kW AC 電源モジュール ユニッ ト用コネクタ
12

67
92

Cordset rating:  16A, 250V�
Length:  14 ft 0 in. (4.26 m)

Plug: GB16C Connector: IEC�
60320-1 C19

Cordset rating: 16 A, 250 V�
Length: 14 ft 0 in. (4.26 m)

11
33

60

Connector: IEC 60320 C19

Plug: CEE 7/7

Cordset rating: 16 A, 250 V�
Length: 14 ft 0 in. (4.26 m)

11
33

61

Connector: IEC 60320 C19

Plug: IEC 309
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図 A-5 CAB-AC-2500W-ISRL 電源コードおよび 6 kW AC 電源モジュール ユニッ ト用コネクタ

図 A-6 CAB-AC-2500W-US1 電源コードおよび 6 kW AC 電源モジュール ユニッ ト用コネクタ

図 A-7 CAB-AC-C6K-TWLK 電源コードおよび 6 kW AC 電源モジュール ユニッ ト用コネクタ

Plug: SI16S3

Cordset rating: 16 A, 250 V�
Length: 14 ft 0 in. (4.26 m)

13
01

13

Connector: IEC 60320 C19

Cordset rating: 20 A, 250 V
Length: 14 ft 0 in. (4.26 m)

11
33

62

Connector: IEC 60320 C19

Plug: NEMA 6-20

Cordset rating: 20 A, 250 V
Length: 14 ft 0 in. (4.26 m)

11
33

63

Connector: IEC 60320 C19
Plug: NEMA L6-20
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図 A-8 CAB-7513AC 電源コードおよび 6 kW AC 電源モジュール ユニッ ト用コネクタ

図 A-9 CAB-C19-CBN 電源コードおよび 6 kW AC 電源モジュール ユニッ ト用コネクタ

図 A-10 CAB-ACS-16 電源コードおよび 6 kW AC 電源モジュール ユニッ ト用コネクタ

Cordset rating: 16 A, 125 V
Length: 14 ft 0 in. (4.26 m)

33
10

14

Connector: IEC 60320 C19

Plug: NEMA 5-20

Cordset rating: 16 A, 250 V�
Length: 9 ft 0 in. (2.7 m)

14
05

87

Connector:�
IEC 60320 C19

Connector:�
IEC 60320 C20

表 A-17 7.5 kW AC 電源モジュール ユニッ トの電源コード

ローカル
電源モジュールの部品
番号 コード定格 電源コードの参照図

日本および北米 N7K-AC-7.5KW-US 30A、 250 VAC 図 A-11

国際 N7K-AC-7.5KW-INT 32A、 250 VAC 図 A-12

Plug: SEV 5934-2
Type 23

Cordset rating: 16 A, 250 V
Length: 8 ft 2 in. (2.5 m)

19
28

44

Connector: IEC 60320 C19
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付録 A      技術仕様

電源モジュール ケーブル仕様

図 A-11 7.5 kW AC 電源モジュール ユニッ ト用 NEMA L6-30 電源コネクタ

図 A-12 7.5 kW AC 電源モジュール ユニッ ト用 IEC 603090 電源コネクタ

Cordset rating: 30 A, 250 V
Length: 12 ft 0 in. (3.65 m)

Hardwired to 
power
supply

Plug: NEMA L6-30

11
33

66

Cordset rating: 32 A, 250 V�
Length: 12 ft 0 in. (3.65 m)

Plug: IEC 60309

11
33

65

Hardwired to �
power�
supply

表 A-18 3 kW DC 電源モジュールの電源コード

ロケール 部品番号 コード定格 電源コードのコ メン ト

すべて （All） —1 45 A 6 AWG

1. 3 kW DC 電源で使用される電源コードは、 お客様側で用意して ください。

表 A-19 6 kW DC 電源モジュール ユニッ トの電源コード

ロケール 部品番号 コード定格 電源コードの参照図

すべて （All） N7K-DC-CAB 40 A、 48V-48V 図 A-13
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付録 A      技術仕様

シャーシの隙間

図 A-13 6.0 kW DC 電源モジュール ユニッ トの電源コネクタ

シャーシの隙間
各 Cisco Nexus 7000 シ リーズ スイ ッチには、 取り付け、 メ ンテナンス、 ケーブル接続、 および
換気用に適度な隙間を取る必要があ り ます。 取り付け用の隙間には、 リ フ ト でスイ ッチをラ ッ
ク またはキャビネッ ト に移動するために、 ラ ッ ク またはキャビネッ ト の前面に必要なコールド  
アイル用の隙間が含まれています。 メ ンテナンス用の隙間は、 スーパーバイザ、 I/O、 フ ァブ
リ ッ ク、 フ ァン、 電源モジュールの交換に必要なホッ ト  アイルまたはコールド  アイルのス
ペースです。 ケーブル接続用の隙間によって、 ケーブルを曲げた り、 シャーシに接続した りす
るために必要な、 シャーシ前面のスペース （多くの場合、 キャビネッ ト内） が取られます。 通
常、 エアーフローの隙間は、 シャーシに出入りする横方向のエアーフローのシャーシの左右の
スペースです。 シャーシに前面から背面へのエアーフローがあれば、 シャーシ側面のエアーフ
ローの隙間の代わりにエアーフローのメ ンテナンス用の隙間を使用します。

この項では、 次の ト ピ ッ クについて取り上げます。

• 「Cisco Nexus 7004 シャーシの隙間」 （P.A-25）

• 「Cisco Nexus 7009 シャーシの隙間」 （P.A-29）

• 「Cisco Nexus 7010 シャーシの隙間」 （P.A-35）

• 「Cisco Nexus 7018 シャーシの隙間」 （P.A-37）

23
60

99

Connector is keyed for correct insertion

Four 6-AWG cables
Length: 15 fit 0 in (4.57 m)
Diameter: 0.4 in (1 cm) Connection to either a

DC circuit breaker or a
Cisco PIU. Customers
supply the connectors. 



A-25
『Cisco Nexus 7000 シリーズ ハードウェア インス ト レーシ ョ ン  および リファレンス ガイ ド』

OL-23069-07-J

付録 A      技術仕様

シャーシの隙間

Cisco Nexus 7004 シャーシの隙間

Cisco Nexus 7004 シャーシでは、 ケーブルの管理およびメンテナンス用と して前面に隙間が必要
であ り、 冷却用空気の取り入れ用と して右側に隙間が必要です。 また、 シャーシ後方のホッ ト  
アイルに排気できるよ う 、 背面を遮らないよ うにする必要があ り ます。 前面については、 ケー
ブル管理フレーム用と して取り付けレールの前に 7.5 インチ （19.1 cm） の隙間が必要であ り、
さ らに、 メ ンテナンス用と してケーブル管理フレームまたはキャビネッ ト扉の前に 26 インチ
（66.0 cm） の隙間が必要です。 標準の前面マウン ト  ブラケッ トの代わりにオプシ ョ ンのセン
ター マウン ト  ブラケッ ト を使用してシャーシを取り付ける場合は、 ラ ッ クの取り付けレールの
前の隙間に 5.7 インチ （14.4 cm） を追加する必要があ り ます。 キャビネッ トに取り付ける場合
は、 スイ ッチとキャビネッ ト内側との間に 11 インチ （27.9 cm） の右側の隙間を設ける こ とを推
奨します。 ラ ッ クに取り付ける場合は、 右側の隙間と して、 ラ ッ ク間に 6 インチ （15.2 cm） また
はシャーシと壁の間に 11 インチ （27.9 cm） のスペースを設けるこ とを推奨します。 排気のため
に、 シャーシの背面は、 スイ ッチ後方のホッ ト  アイルに向けて障害物がないオープンな状態に
しておく必要があ り ます。 図 A-14 は、 前面マウン トで 4 支柱ラ ッ クにシャーシを取り付ける場
合の必要な隙間を示しています。 図 A-15 （P.A-27） は、 前面マウン トで 2 支柱ラ ッ クにシャーシ
を取り付ける場合の必要な隙間を示しています。 図 A-16 （P.A-28） は、 センター マウン ト で 2 
支柱ラ ッ クにシャーシを取り付ける場合の必要な隙間を示しています。

図 A-14 前面マウン ト  ブラケッ トで 4 支柱ラックに取り付ける場合の Cisco Nexus 7004 に必要な
隙間
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付録 A      技術仕様

シャーシの隙間

1 シャーシ 10 シャーシの幅

2 ケーブル管理フレーム 11 キャビネッ トへの設置に推奨される右側
のスペース

• 27.9 cm （11 インチ） を使用。

3 垂直ラ ッ クマウン ト の支柱 12 オープン  ラ ッ クへの設置に推奨される右
側のスペース

• 別のオープン  ラ ッ クの横にある場合、
ラ ッ ク間に 15.2 cm （6 インチ） を使
用します。

• 壁の横にある場合、 シャーシと壁の
間に 27.9 cm （11 インチ） を使用し
ます。

4 隣接するラ ッ ク用の縦型ラ ッ クマウン ト
支柱

13 背面のスペースは必要あ り ませんが背面
は排気のためホッ ト  アイル用に開いてい
る必要があ り ます。

5 キャビネッ ト内部 （左側のスペース必要
なし）

14 シャーシとキャビネッ ト の内部の間で必
要なエアーフローのスペース （キャビ
ネッ ト を使用する場合） 

6 電源モジュールのコールド  アイルからの
空気取り入れ口

15 シャーシの奥行

7 スーパーバイザ モジュールおよび I/O モ
ジュール用コールド  アイルからの吸気口

16 ケーブル管理フレームとオプシ ョ ンの前
面扉のために、 シャーシ前面とキャビ
ネッ ト内部 （使用する場合） またはコー
ルド  アイルの端 （キャビネッ ト がない場
合） との間に必要なスペース

8 すべてのモジュールおよび電源モジュー
ルのホッ ト  アイルへの排気口

17 シャーシの設置およびモジュールの交換
に必要な前面保守用スペース

9 左側のスペースは不要 （左側にエアーフ
ローなし）
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付録 A      技術仕様

シャーシの隙間

図 A-15 前面マウン ト  ブラケッ トで 2 支柱ラックに取り付ける場合の Cisco Nexus 7004 に必要な
隙間
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1 Cisco Nexus 7004 シャーシ 8 左側のスペースは不要 （左側にエアーフ
ローなし）

2 ケーブル管理フレーム 9 シャーシの幅

3 垂直ラ ッ クマウン ト の支柱 10 オープン  ラ ッ クへの設置に推奨される右
側のスペース

• 別のオープン  ラ ッ クの横にある場合、
ラ ッ ク間に 15.2 cm （6 インチ） を使
用します。

• 壁の横にある場合、 シャーシと壁の
間に 27.9 cm （11 インチ） を使用し
ます。

4 隣接するラ ッ ク用の垂直ラ ッ クマウン ト
支柱

11 背面のスペースは必要あ り ませんが背面
は排気のためホッ ト  アイル用に開いてい
る必要があ り ます。



A-28
『Cisco Nexus 7000 シリーズ ハードウェア インスト レーシ ョ ン  および リ ファレンス ガイド』

OL-23069-07-J

付録 A      技術仕様

シャーシの隙間

図 A-16 センター マウン ト  ブラケッ トで 2 支柱ラックに取り付ける場合の Cisco Nexus 7004 に必要
な隙間

5 電源モジュールのコールド  アイルからの
空気取り入れ口

12 シャーシの奥行

6 スーパーバイザ モジュールおよび I/O モ
ジュール用コールド  アイルからの吸気口

13 ケーブル管理フレームおよびオプシ ョ ン
の前面扉のために、 シャーシ前面とキャ
ビネッ ト内部との間に必要なスペース

7 すべてのモジュールおよび電源モジュー
ルのホッ ト  アイルへの排気口

14 シャーシの設置およびモジュールの交換
に必要な前面のスペース
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付録 A      技術仕様

シャーシの隙間

Cisco Nexus 7009 シャーシの隙間

Cisco Nexus 7009 シャーシには、 4 支柱ラ ッ クまたはキャビネッ ト 、 前面マウン ト  ブラケッ ト
付きの 2 支柱ラ ッ ク、およびセンター マウン ト  ブラケッ ト付きの 2 支柱ラ ッ クを使用した取り
付けに必要な、 さまざまな隙間要件があ り ます。

4 支柱ラ ッ クまたはキャビネッ ト の取り付けでは、 シャーシには、 次の隙間が必要です
（図 A-17 を参照）。

• 前面の隙間には、 次の両方が必要です。

– キャビネッ ト またはラ ッ クの内部表面とシャーシ前面との間の 7.5 インチ （19.1 cm）
のケーブル接続用エ リ ア （このエ リ アには、 オプシ ョ ンでケーブル管理フレームも含
める こ とができます）

– ラ ッ ク またはキャビネッ ト の前面と、 コールド  アイルの次のオブジェ ク ト の間の 24 イ
ンチ （61.1 cm） の メ ンテナンス  エ リ ア  

（注） ラ ッ クに対してシャーシを移動するために使用するワイ ド  リ フ ト用に、 メ ンテナン
ス  エ リ アを増やす必要が生じる場合があ り ます。

1 Cisco Nexus 7004 シャーシ 8 左側のスペースは不要 （左側にエアーフ
ローなし）

2 ケーブル管理フレーム 9 シャーシの幅

3 垂直ラ ッ クマウン ト の支柱 10 オープン  ラ ッ クへの設置に推奨される右
側のスペース

• 別のオープン  ラ ッ クの横にある場合、
ラ ッ ク間に 15.2 cm （6 インチ） を使
用します。

• 壁の横にある場合、 シャーシと壁の
間に 27.9 cm （11 インチ） を使用し
ます。

4 隣接するラ ッ ク用の縦型ラ ッ クマウン ト
支柱

11 背面のスペースは必要あ り ませんが背面
は排気のためホッ ト  アイル用に開いてい
る必要があ り ます。

5 電源モジュールのコールド  アイルからの
空気取り入れ口

12 縦型ラ ッ クマウン ト支柱の前面から
シャーシ背面への距離

6 スーパーバイザ モジュールおよび I/O モ
ジュール用コールド  アイルからの吸気口

13 ケーブル管理フレームおよびオプシ ョ ン
の前面扉のために、 シャーシの前面と内
部との間に必要な隙間

7 すべてのモジュールおよび電源モジュー
ルのホッ ト  アイルへの排気口

14 シャーシの設置およびモジュールの交換
に必要な前面保守用スペース
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付録 A      技術仕様

シャーシの隙間

• 背面の隙間には、 次の両方が含まれます。

– シャーシの背面と、 キャビネッ ト またはラ ッ クの内部表面の間の 7 インチ （17.8 cm）
のケーブル接続用エ リ ア。

– ラ ッ ク またはキャビネッ ト の背面と、 ホッ ト  アイルの次のオブジェ ク ト の間の 24 イン
チ （61.1 cm） の メ ンテナンス  エ リ ア。

• シャーシの両側のエアーフロー用に 11 インチ （27.9 cm） の隙間。

図 A-17 前面マウン トで 4 支柱ラックに取り付ける場合の Cisco Nexus 7009 シャーシに必要な隙間
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1 Cisco Nexus 7009 シャーシ 10 排気用のホッ ト  アイルの開口部を閉塞し
ないよ うにするために必要な左側のス
ペース

2 ケーブル管理フレーム 11 シャーシの幅

3 垂直ラ ッ クマウン ト の支柱 12 キャビネッ ト設置に推奨する側面ス
ペース ：

• 11 インチ （27.9 cm） を使用します。
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付録 A      技術仕様

シャーシの隙間

前面マウン ト  ブラケッ ト を使用する  2 支柱ラ ッ クの取り付けでは、 シャーシに次の隙間が必要
です （図 A-18 を参照）。

• 前面の隙間には、 次の両方が必要です。

– シャーシ前面と コールド  アイルの間の 7.5 インチ （19.1 cm） のケーブル接続用エ リ ア
（このエ リ アには、 オプシ ョ ンでケーブル管理フレームも含める こ とができます）

– シャーシの取り付けやモジュールの交換に必要な、 ケーブル接続用エ リ アの前の 28 イ
ンチ （71.1 cm） の メ ンテナンス用エ リ ア  

（注） ラ ッ クに対してシャーシを移動するために使用するワイ ド  リ フ ト用に、 メ ンテナン
ス  エ リ アを増やす必要が生じる場合があ り ます。

• 背面の隙間には、 ケーブル管理やモジュールおよび電源装置の交換に必要な  26 インチ
（66.0 cm） がシャーシ背面に必要です。

• 側面の隙間の推奨値は、 次のよ うに、 取り付けにラ ッ クを使用するかキャビネッ ト を使用
するかに応じて異な り ます。

– キャビネッ ト に取り付ける場合は、 エアーフローのためにシャーシの両側に 11 インチ
（27.9 cm） の隙間を設ける こ と を推奨します。

– ラ ッ クに取り付ける場合は、 シャーシと壁面の間に 11 インチ （27.9 cm）、 またはラ ッ
ク間に 6 インチ （15.2 cm） の隙間を設ける こ と を推奨します。

4 隣接するラ ッ クの垂直ラ ッ クマウン ト の
支柱

13 開放型ラ ッ ク設置の側面推奨スペース ：

• 別の開放型ラ ッ クの横に設置する
場合、 6 インチ （15.2 cm） を使用
します。

• 壁面の横に設置する場合、 11 インチ
（27.9 cm） を使用します。

5 も近い物体またはキャビネッ ト の内側 14 ファン  ト レイおよびファブ リ ッ ク  モ
ジュールの交換に必要な背面保守用ス
ペース

6 電源モジュール用のコールド  アイルから
の空気取り入れ口

15 シャーシの背面とキャビネッ ト の内側と
の間に必要な通気用スペース （使用する
場合）

7 スーパーバイザ、 ファブ リ ッ ク、 および 
I/O モジュール用コールド  アイルから空
気取り入れ口

16 シャーシの奥行

8 電源モジュールのホッ ト  アイルへの排
気口

17 ケーブル管理フレームとオプシ ョ ンの前
面扉のために、 シャーシの前面とキャビ
ネッ ト の内側 （使用する場合） または
コールド  アイルの端 （キャビネッ ト を使
用しない場合） との間に必要なスペース

9 スーパーバイザ、 ファブ リ ッ ク、 およ
び I/O モジュール用ホッ ト  アイルへの
排気口

18 シャーシの設置およびモジュールの交換
に必要な前面のスペース
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シャーシの隙間

図 A-18 2 支柱ラック内の前面マウン ト  Cisco Nexus 7009 シャーシに必要な隙間
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1 Cisco Nexus 7009 シャーシ 9 開放型ラ ッ ク設置に必要なスペース ：

• 別の開放型ラ ッ クの横に設置する
場合、 6 インチ （15.2 cm） を使用
します。

• 壁面の横に設置する場合、 11 インチ
（27.9 cm） を使用します。

2 ケーブル管理フレーム 10 シャーシの幅

3 垂直ラ ッ クマウン ト の支柱 11 開放型ラ ッ ク設置に必要なスペース ：

• 別の開放型ラ ッ クの横に設置する
場合、 6 インチ （15.2 cm） を使用
します。

• 壁面の横に設置する場合、 11 インチ
（27.9 cm） を使用します。

4 隣接するラ ッ クの垂直ラ ッ クマウン ト の
支柱

12 ファン  ト レイおよびファブ リ ッ ク  モ
ジュールの交換に必要な背面保守用ス
ペース
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シャーシの隙間

センター マウン ト  ブラケッ ト を使用する  2 支柱ラ ッ クの取り付けでは、シャーシに次の隙間が
必要です （図 A-19 を参照）。

• 次の両方用の 37 インチ （94.0 cm） の前面の隙間

– 支柱の前面間の 13.5 インチ （34.3 cm） のケーブル接続用エ リ ア （支柱はシャーシ前面
から  6 インチ （15.2 cm） 後ろ）

– シャーシの取り付けやモジュールの交換に必要な、 ケーブル接続用エ リ アの前の 26 イ
ンチ （66.0 cm） の メ ンテナンス用エ リ ア。

（注） ラ ッ クに対してシャーシを移動するために使用するワイ ド  リ フ ト用に、 メ ンテナン
ス  エ リ アを増やす必要が生じる場合があ り ます。

• 背面の隙間には、 ケーブル管理やファン  モジュールおよび電源装置の交換に必要な  26 イ
ンチ （66.0 cm） がシャーシ背面に必要です。

• シャーシの両側のエアーフロー用に 11 インチ （27.9 cm） の隙間。

5 電源モジュール用のコールド  アイルから
の空気取り入れ口

13 シャーシとキャビネッ ト の内側の間に必
要な通気用スペース （使用する場合）

6 スーパーバイザ、 ファブ リ ッ ク、 および 
I/O モジュール用コールド  アイルから空
気取り入れ口

14 シャーシの奥行

7 電源モジュールのホッ ト  アイルへの排
気口

15 ケーブル管理フレームとオプシ ョ ンの前
面扉のために、 シャーシの前面と コール
ド  アイルの端との間に必要なスペース

8 スーパーバイザ、 ファブ リ ッ ク、 およ
び I/O モジュール用ホッ ト  アイルへの
排気口

16 シャーシの設置およびモジュールの交換
に必要な前面のスペース
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シャーシの隙間

図 A-19 2 支柱ラック内のセンター マウン ト  Cisco Nexus 7009 シャーシに必要な隙間
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1 Cisco Nexus 7009 シャーシ 9 コールド  アイルから空気を取り入れるた
めに推奨される右側のスペース （ラ ッ ク
設置用） ：

• 別の開放型ラ ッ クの横に設置する
場合、 6 インチ （15.2 cm） を使用
します。

• 壁面の横に設置する場合、 11 インチ
（27.9 cm） を使用します。

2 ケーブル管理フレーム 10 シャーシの幅 

3 垂直ラ ッ クマウン ト の支柱 11 コールド  アイルから空気を取り入れるた
めに推奨される右側のスペース （ラ ッ ク
設置用） ：

• 別の開放型ラ ッ クの横に設置する
場合、 6 インチ （15.2 cm） を使用
します。

壁面の横に設置する場合、 11 インチ
（27.9 cm） を使用します。



A-35
『Cisco Nexus 7000 シリーズ ハードウェア インス ト レーシ ョ ン  および リファレンス ガイ ド』

OL-23069-07-J

付録 A      技術仕様

シャーシの隙間

Cisco Nexus 7010 シャーシの隙間

Cisco Nexus 7010 シャーシには、 次の隙間が必要です （図 A-20 を参照）。

• 次の両方用の 45.5 インチ （115.6 cm） の前面の隙間

– キャビネッ ト の内側またはラ ッ クの前面とシャーシの前面との間の 7.5 インチ
（19.1 cm） のケーブル接続用エ リ ア

– ラ ッ ク またはキャビネッ ト の前のコールド  アイル通過用の 38 インチ （96.5 cm） の メ
ンテナンス  エ リ ア

（注） ラ ッ クに対してシャーシを移動するために使用するワイ ド  リ フ ト用に、 メ ンテナン
ス  エ リ アを増やす必要が生じる場合があ り ます。

• 次の両方用の 35 インチ （88.9 cm） の背面の隙間

– ラ ッ ク またはキャビネッ ト の内部の 5 インチ （12.7 cm） のエアーフロー領域

– ラ ッ ク またはキャビネッ ト の後ろのホッ ト  アイル通過用の 30 インチ （76.2 cm） の メ
ンテナンス  エ リ ア

4 隣接するラ ッ クの垂直ラ ッ クマウン ト の
支柱

12 ファン  ト レイおよびファブ リ ッ ク  モ
ジュールの交換に必要な背面保守用ス
ペース  

5 電源モジュールのコールド  アイルからの
空気取り入れ口

13 シャーシとキャビネッ ト の内側の間に必
要な通気用スペース （使用する場合）

6 スーパーバイザ、 ファブ リ ッ ク、 および 
I/O モジュール用コールド  アイルから空
気取り入れ口

14 シャーシの奥行

7 電源モジュールのホッ ト  アイルへの排
気口

15 ケーブル管理フレームおよびオプシ ョ ン
の前面扉の前面とシャーシ前面との間に
必要な隙間

8 スーパーバイザ、 ファブ リ ッ ク、 およ
び I/O モジュール用ホッ ト  アイルへの
排気口

16 シャーシの設置およびモジュールの交換
に必要な前面保守用スペース
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シャーシの隙間

図 A-20 Cisco Nexus 7010 スイッチに必要な隙間
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シャーシの隙間

Cisco Nexus 7018 シャーシの隙間

Cisco Nexus 7018 シャーシには、 次の隙間が必要です （図 A-21 を参照）。

• 次の両方用の 45 インチ （114.3 cm） の前面の隙間

– キャビネッ ト の内側またはラ ッ クの前面とシャーシの前面との間の 7.5 インチ
（19.1 cm） のケーブル接続用エ リ ア

– ラ ッ ク またはキャビネッ ト の前面と、 コールド  アイル内の次のラ ッ ク、 キャビネッ ト 、
または壁の間の 38 インチ （96.5 cm） の メ ンテナンス  エ リ ア （シャーシの移動に使用
する大型リ フ ト用に、 追加エ リ アが必要になる場合があ り ます）

• 次の両方用の 35 インチ （88.9 cm） の背面の隙間

– キャビネッ ト内の 5 インチ （12.7 cm） のエアーフロー領域 （使用する場合）

– ラ ッ ク またはキャビネッ ト の後ろのホッ ト  アイル通過用の 30 インチ （76.2 cm） の メ
ンテナンス  エ リ ア

• 側面の隙間の推奨値は、 キャビネッ ト を使用するかラ ッ クを使用するかに応じて異な り
ます。

– キャビネッ ト に取り付ける場合は、 キャビネッ ト の内側とシャーシとの間に 11 インチ
（27.9 cm） の隙間を設けます。

– ラ ッ クに取り付ける場合は、 シャーシと壁面の間に 11 インチ （27.9 cm） またはラ ッ ク
間に 6 インチ （15.2 cm） の隙間を設けます。

1 Cisco Nexus 7010 シャーシ 8 シャーシの幅

2 ケーブル管理システム 9 右側のスペースは不要 （右側にエアーフ
ローなし）

3 垂直ラ ッ クマウン ト の支柱 10 ファン  ト レイおよびファブ リ ッ ク  モ
ジュールの交換に必要な背面保守用ス
ペース

4 キャビネッ ト内部 （側面のスペースは
不要）

11 シャーシとキャビネッ ト の内側の間に必
要な通気用スペース （使用する場合）

5 すべてのモジュールと電源モジュール用
のコールド  アイルからの空気取り入れ口

12 シャーシ背面にあるファン  ト レイのハン
ドルを含むシャーシの奥行

6 すべてのモジュールおよび電源モジュー
ルのホッ ト  アイルへの排気口

13 ケーブル管理フレームとオプシ ョ ンの前
面扉のために、 シャーシの前面とキャビ
ネッ ト の内側 （使用する場合） または
コールド  アイルの端 （キャビネッ ト を使
用しない場合） との間に必要なスペース

7 左側のスペースは不要 （左側にエアーフ
ローなし）

14 シャーシの設置およびモジュールの交換
に必要な前面保守用スペース
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シャーシの隙間

図 A-21 Cisco Nexus 7018 スイッチに必要な隙間
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ファシリテ ィ冷却要件

フ ァシリテ ィ冷却要件
Cisco Nexus 7000 シ リーズ スイ ッチは、 大量の熱を生み出す大量の電力を放散します。 このよ
う なスイ ッチの熱放散要件を次に示します。

• Cisco Nexus 7004 は、 1 時間あた り 大 9737 BTU を放散します。

• Cisco Nexus 7009 は、 1 時間あた り 大 28,101 BTU を放散します。

• Cisco Nexus 7010 は、 1 時間あた り 大 35,162 BTU を放散します。

• Cisco Nexus 7018 は、 1 時間あた り 大 51,195 BTU を放散します。

1 Cisco Nexus 7018 シャーシ 11 キャビネッ ト設置用の推奨側面スペース ：

• 11 インチ （27.9 cm） を使用します。

2 ケーブル管理フレーム 12 シャーシの幅 

3 垂直ラ ッ クマウン ト の支柱 13 キャビネッ ト設置用の推奨側面スペース ：

• 11 インチ （27.9 cm） を使用します。

4 隣接するラ ッ クの垂直ラ ッ クマウン ト の
支柱

14 開放型ラ ッ ク設置の側面推奨スペース ：

• 別の開放型ラ ッ クの横に設置する
場合、 6 インチ （15.2 cm） を使用
します。

壁面の横に設置する場合、 11 インチ
（27.9 cm） を使用します。

5 も近い物体またはキャビネッ ト の内側
（エアーフローに必要な側面スペース）

15 ファン  ト レイおよびファブ リ ッ ク  モ
ジュールの交換に必要な背面保守用ス
ペース

6 電源モジュール用のコールド  アイルから
の空気取り入れ口

16 シャーシとキャビネッ ト の内側の間に必
要な通気用スペース （キャビネッ ト設置
の場合のみ）

7 スーパーバイザ、 ファブ リ ッ ク、 および 
I/O モジュール用コールド  アイルから空
気取り入れ口

17 シャーシの奥行

8 電源モジュール用のホッ ト  アイルへの排
気口

18 ケーブル管理フレームとオプシ ョ ンの前
面扉のために、 シャーシの前面とキャビ
ネッ ト の内側 （キャビネッ ト設置） また
はコールド  アイルの端 （ラ ッ ク設置） と
の間に必要なスペース

9 スーパーバイザ、 ファブリ ッ ク、および I/O 
モジュール用ホッ ト  アイルへの排気口

19 シャーシの設置およびモジュールの交換
に必要な前面保守用スペース

10 開放型ラ ッ ク設置の側面推奨スペース ：

• 別の開放型ラ ッ クの横に設置する
場合、 6 インチ （15.2 cm） を使用
します。

• 壁面の横に設置する場合、 11 インチ
（27.9 cm） を使用します。
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シャーシのエアーフロー

シャーシのエアーフロー
Cisco Nexus 7000 シ リーズ スイ ッチは、ホッ ト  アイル/コールド  アイル環境で動作するよ うに
設計されており、 前面から背面、 横方向、 または側面から背面へのエアーフローが使用され
ます。 これらのスイ ッチのそれぞれにおいて、 次のエアーフロー方向のいずれかが使用され
ます。

• 図 A-22 に示されているよ うに、 Cisco Nexus 7004 スイ ッチでは、 モジュールの冷却に側面
から背面へのエアーフローを使用し、 電源モジュールの冷却に前面から背面へのエアーフ
ローを使用します。 このスイ ッチでは、 シャーシへのエアーフローを確保するために右側
に隙間が必要です。

• 図 A-23 に示されているよ うに、 Cisco Nexus 7009 スイ ッチはモジュールの冷却に横方向の
エアーフローを使用し、 電源の冷却には前から後ろへのエアーフローを使用します。 この
スイ ッチでは、 シャーシに出入りするエアーフローを確保するために右側と左側に隙間が
必要です。

• 図 A-24 に示されているよ うに、 Cisco Nexus 7010 スイ ッチは前から後ろへのエアーフロー
を使用します。

• 図 A-25 に示されているよ うに、 Cisco Nexus 7018 スイ ッチはモジュールの冷却に横方向の
エアーフローを使用し、 電源装置の冷却には前から後ろへのエアーフローを使用します。
このスイ ッチでは、 シャーシに出入りするエアーフローを確保するために右側と左側に隙
間が必要です。

図 A-22 Cisco Nexus 7004 シャーシのエアーフロー
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シャーシのエアーフロー

図 A-23 Cisco Nexus 7009 シャーシのエアーフロー

1 スーパーバイザ モジュールと  I/O モジュールを冷
却する右側から背面へのエアーフロー

3 背面からホッ ト アイルへの排気

2 電源モジュールを冷却する前面から背面へのエ
アーフロー

33
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17

1 スーパーバイザ モジュール、 I/O モ
ジュール、 およびファブ リ ッ ク  モジュー
ルを冷却するためのエアーフロー

2 電源モジュール ユニッ ト を冷却するため
のエアーフロー
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シャーシのエアーフロー

図 A-24 Cisco Nexus 7010 シャーシのエアーフロー
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1 スーパーバイザおよび I/O モジュールを
冷却するためのエアーフロー

3 電源モジュール ユニッ ト を冷却するため
のエアーフロー

2 ファブ リ ッ ク  モジュールを冷却するため
のエアーフロー
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シャーシのエアーフロー

図 A-25 Cisco Nexus 7018 シャーシのエアーフロー

Cisco Nexus 7004 スイ ッチでは、 右側から入る冷却用エアーフローを妨げる こ とな く、 右側ま
たは左側にケーブルを配線できます。 それ以外の場合は、 コールド  アイルからの冷却用エアー
がシャーシの前面に流れるよ うに、 右側をふさがないよ う注意して ください。

Cisco Nexus 7009 および 7018 スイ ッチが右側のコールド  アイルおよび床から空気を取り込める
よ うにするには、 スイ ッチの左前面部にケーブルを配線する必要があ り ます。 必要に応じて、
シャーシの右前面上にケーブルを配線して、 シャーシ前面にコールド  アイルからの冷却用空気
が入るよ うに右側下方を開けておきます。 ケーブルを左側に配置し、 左背面をふさがないよ う
にする と、 排気は後方のホッ ト  アイルに向かいます。

スイ ッチの両側に隙間が必要になる場合については、 「シャーシの隙間」 （P.A-24） を参照して
ください。
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1 スーパーバイザおよび I/O モジュールを
冷却するためのエアーフロー

3 電源モジュール ユニッ ト を冷却するため
のエアーフロー

2 ファブ リ ッ ク  モジュールを冷却するため
のエアーフロー
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シャーシのエアーフロー
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A P P E N D I X B
ト ランシーバおよびモジュールのコネクタ

この付録では、 シスコ  Nexus 7000 シ リーズ スイ ッチで使用する ト ランシーバおよびモジュー
ルのコネク タについて説明します。

この付録は、 次の項で構成されています。

• 「100 ギガビッ ト  CFP ト ランシーバ」 （P.B-1）

• 「40 ギガビッ ト  CFP ト ランシーバ」 （P.B-3） 

• 「40 ギガビッ ト  QSFP+ ト ランシーバ」 （P.B-4） 

• 「10 ギガビッ ト  SFP+ ト ランシーバおよびファブ リ ッ ク  エクステンダ ト ランシーバ」
（P.B-7）

• 「10 ギガビッ ト  X2 ト ランシーバ」 （P.B-11） 

• 「1 ギガビッ ト  SFP ト ランシーバ」 （P.B-16）

• 「RJ-45 モジュールのコネク タ」 （P.B-21）

100 ギガビッ ト  CFP ト ランシーバ
100 ギガビッ ト  CFP ト ランシーバは M2 シ リーズ 100 ギガビッ ト  I/O モジュール
（N7K-M202CF-22L） と併用されます。

図 B-1 には、 これらの ト ランシーバの主な機能が示されています。 これらの ト ランシーバに適
用されるケーブル仕様については、 表 B-1 を参照して ください。 光仕様については、 表 B-2 を
参照して ください。 環境仕様については、 表 B-3 を参照して ください。
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付録  B      ト ランシーバおよびモジュールのコネクタ

100 ギガビッ ト  CFP ト ランシーバ

図 B-1 CFP ト ランシーバ

28
15

84

2

1

3
4

1 つまみネジ 3 送信光ボア

2 ダス ト  プラグ 4 受信光ボア

表 B-1 CFP ト ランシーバのケーブル仕様

ト ランシーバ
ケーブル 
タイプ コネクタ  タイプ 波長 （nm）

コア サイズ
（ミ クロン）

モード帯域幅
（MHz-km） 最大ケーブル長

CFP-100G-LR4 SMF デュアル SC/PC 1310 G.652 — 6.21 マイル （10 km）

CFP-100G-SR10 MMF MPO/MTP 850 50.0
50.0

2000 （OM3）
4700 （OM4）

328 フ ィート （100 m）
492 フ ィート （150 m）

表 B-2 CFP ト ランシーバ光伝送および光受信の仕様

製品番号
ト ランシーバ タ
イプ 伝送パワー （dBm） 受信パワー （dBm） 伝送および受信波長 （nm）

CFP-100G-LR4 100GBASE CFP 4.5 （レーンあたりの
大）

–4.3 （レーンあた り
の 小）

4.5 （レーンあた りの
大）

–10.6 （レーンあた り
の 小）

4 レーン ： 1295.6 nm、 1300.1 nm、
1304.6 nm、 1309.1 nm

CFP-100G-SR10 100GBASE CFP –1.0 （レーンあた り
の 大）
–7.6 （レーンあた り
の 小）

2.4 （レーンあた りの
大）

–9.5 （レーンあた り
の 小）

10 レーン ： 840 ～ 860 nm
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付録 B      ト ランシーバおよびモジュールのコネクタ

40 ギガビッ ト  CFP ト ランシーバ

40 ギガビッ ト  CFP ト ランシーバ
40 ギガビッ ト  CFP ト ランシーバは M2 シ リーズ 100 ギガビッ ト  I/O モジュール
（N7K-M202CF-22L） と併用されます。

図 B-2 には、 これらの ト ランシーバの主な機能が示されています。 これらの ト ランシーバに適
用されるケーブル仕様については、 表 B-4 を参照して ください。 光仕様については、 表 B-5 を
参照して ください。 環境仕様については、 表 B-6 を参照して ください。

図 B-2 CFP ト ランシーバ

表 B-3 CFP ト ランシーバの環境および電力仕様

パラ メータ 仕様

保管温度 –40 ～ 85°C （–40 ～ 185°F）

動作温度 0 ～ 70°C （32 ～ 158°F）

ケース温度 –40 ～ 158°F （–40 ～ 70°C）

ス ト レージの相対湿度 5 ～ 95 %
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1 つまみネジ 3 送信光ボア

2 ダス ト  プラグ 4 受信光ボア
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付録  B      ト ランシーバおよびモジュールのコネクタ

40 ギガビッ ト  QSFP+ ト ランシーバ

40 ギガビッ ト  QSFP+ ト ランシーバ
40 ギガビッ ト着脱可能クアッ ド小型フォーム  ファ ク タ  プラス （QSFP+） ト ランシーバは、 F3 
シ リーズ 40 ギガビッ ト  イーサネッ ト （N7K-F312FQ-25） および M2 シ リーズ 40 ギガビッ ト  
イーサネッ ト （N7K-M206FQ-23L I/O モジュールと併用されます。

図 B-3 には、 これらの ト ランシーバの主な機能が示されています。 これらの ト ランシーバに適
用されるケーブル仕様については、 表 B-7 を参照して ください。 光仕様については、 表 B-8 を
参照して ください。 環境仕様については、 表 B-9 を参照して ください。

表 B-4 CFP ト ランシーバのケーブル仕様

ト ランシーバ
ケーブル 
タイプ コネクタ  タイプ 波長 （nm）

コア サイズ
（ミ クロン）

モード帯域
幅 （MHz-km） 最大ケーブル長

CFP-40G-SR4 MMF デュアル SC/PC 850 50.0
50.0
50.0

500 （OM2）
2000 （OM3）
4700 （OM4）

98.4 フ ィート （30 m）
328.1 フ ィート （100 m）
492.1 フ ィート （150 m）

CFP-40G-LR4 SMF デュアル SC/PC 1310 G.652 — 32.8 フ ィート （10 km）

表 B-5 CFP ト ランシーバ光伝送および光受信の仕様

製品番号
ト ランシーバ 
タイプ 伝送パワー （dBm） 受信パワー （dBm） 伝送および受信波長 （nm）

CFP-40G-SR4 40GBASE CFP 2.4 （レーンあた りの
大）

-7.6 （レーンあた り
の 小）

2.4 （レーンあた りの
大）

-9.5 （レーンあた りの
小）

4 レーン ： 840 ～ 860 nm

CFP-40G-LR4 40GBASE CFP 2.3 （レーンあた りの
大）

-7 （レーンあた りの
小）

2.3 （レーンあた りの
大）

-13.7 （レーンあた り
の 小）

4 レーン ： 1271 nm、 1291 nm、
1311 nm、 1331 nm

表 B-6 CFP ト ランシーバの環境および電力仕様

パラ メータ 仕様

保管温度 –40 ～ 85°C （–40 ～ 185°F）

動作温度 0 ～ 70°C （32 ～ 158°F）

ケース温度 –40 ～ 158°F （–40 ～ 70°C）

ス ト レージの相対湿度 5 ～ 95 %
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付録 B      ト ランシーバおよびモジュールのコネクタ

40 ギガビッ ト  QSFP+ ト ランシーバ

図 B-3 QSFP+ ト ランシーバ
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表 B-7 40 Gb QSFP+ ト ランシーバのケーブル仕様

ト ランシーバ
ケーブル 
タイプ

コネクタ  
タイプ 波長 （nm）

コア サ
イズ （ミ
クロン）

モード帯域幅
（MHz-km） 最大ケーブル長

FET-40G MMF QSFP+ 

から  QSFP+

850 50.0
50.0
50.0

500 （OM2）
2000 （OM3）
4700 （OM4）

98.4 フ ィー ト （30 m）
328.1 フ ィー ト （100 m）
328.1 フ ィー ト （100 m）

QSFP-H40G-ACUxM 直接接続
銅線、 ア
クティブ

QSFP+ 

から  QSFP+

— — — 23.0 フ ィー ト （7 m）
32.8 フ ィー ト （10 m）

QSFP-H40G-AOCxM ア ク テ ィ ブ
な光ケーブ
ル  アセンブ
リ

QSFP+ 

から  QSFP+

— — — 3.3 フ ィー ト （1 m）
6.6 フ ィー ト （2 m）
9.8 フ ィー ト （3 m）
16.4 フ ィー ト （5 m）
23.0 フ ィー ト （7 m）
32.8 フ ィー ト （10 m）

QSFP-4X10G-ACxM 直接接続の
ブレークア
ウ ト銅線、
アクティブ

QSFP+ 

から  4 つ 
SFP+

— — — 23.0 フ ィー ト （7 m）
32.8 フ ィー ト （10 m）

QSFP-4X10G-ACUxM 直接接続の
ブレークア
ウ ト銅線、
アクティブ

QSFP+ 

から  4 つ 
SFP+

— — — 23.0 フ ィー ト （7 m）
32.8 フ ィー ト （10 m）

QSFP-4X10G-AOCxM アクティブ
な光ブレー
クアウ ト  
ケーブル 
アセンブリ

QSFP+ 

から  4 つ 
SFP+

— — — 3.3 フ ィー ト （1 m）
6.6 フ ィー ト （2 m）
16.4 フ ィー ト （5 m）
23.0 フ ィー ト （7 m）
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付録  B      ト ランシーバおよびモジュールのコネクタ

40 ギガビッ ト  QSFP+ ト ランシーバ

QSFP-40G-CSR4 MMF 12 芯フ
ァ イバ 
MTP/MPO

850 62.5
50.0
50.0
50.0

200 （OM1）
500 （OM2）
2000 （OM3）
4700 （OM4）

108.2 フ ィー ト （33 m）
269.0 フ ィー ト （82 m）
984.3 フ ィー ト （300 m）
132.3 フ ィー ト （400 m）

QSFP-40GE-LR4 SMF QSFP+ 

から  QSFP+

1310 G.652 — 6.1 マイル （10 km）

QSFP-40G-SR4 MMF PC または 
UPC

850 50.0
50.0
50.0

500 （OM2）
2000 （OM3）
4700 （OM4）

98.4 フ ィー ト （30 m）
328.1 フ ィー ト （100 m）
492.1 フ ィー ト （150 m）

QSFP-40G-SR-BD MMF LC デュプ
レッ ク ス

850/900 50.0
50.0
50.0

500 （OM2）
2000 （OM3）
4700 （OM4）

98.4 フ ィー ト （30 m）
328.1 フ ィー ト （100 m）
492.1 フ ィー ト （150 m）

表 B-7 40 Gb QSFP+ ト ランシーバのケーブル仕様 （続き）

ト ランシーバ
ケーブル 
タイプ

コネクタ  
タイプ 波長 （nm）

コア サ
イズ （ミ
クロン）

モード帯域幅
（MHz-km） 最大ケーブル長

表 B-8 QSFP+ ト ランシーバの光送受信仕様

製品番号
ト ランシーバ タ
イプ 伝送パワー （dBm） 受信パワー （dBm）

伝送および受信波長
（nm）

QSFP-40GE-LR4 40GBASE-LR4 2.3 （レーンあたりの 大）
–7.0 （レーンあたりの 小）

2.3 （レーンあたりの
大）

–13.7 （レーンあたりの
小）

4 レーン ： 1271 nm、
1291 nm、 1311 nm、
1331 nm

QSFP-40G-SR4 MPO/MTP マルチ
ファイバー

–1.0 （レーンあたりの 大）
–7.6 （レーンあたりの 小）

2.4 （回線あたりの 大）
–9.5 （回線あたりの 小）

840 ～ 860

表 B-9 CFP ト ランシーバの環境および電力仕様

パラ メータ 仕様

保管温度 –40 ～ 85°C （–40 ～ 185°F）

動作温度 0 ～ 40°C （32 ～ 104°F）

ケース温度 –40 ～ 158°F （–40 ～ 70°C）

ス ト レージの相対湿度 5 ～ 95 %



B-7
『Cisco Nexus 7000 シリーズ ハードウェア インス ト レーシ ョ ン  および リファレンス ガイ ド』

OL-23069-07-J

付録 B      ト ランシーバおよびモジュールのコネクタ

10 ギガビッ ト  SFP+ ト ランシーバおよびファブリ ック  エクステンダ ト ランシーバ

10 ギガビッ ト  SFP+ ト ランシーバおよびファブリ ック  エ
クステンダ ト ランシーバ

10 ギガビッ ト  SFP+ ト ランシーバは次の I/O モジュールで使用されます。

• F1 シ リーズ 32 ポート  1 ギガビッ トおよび 10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-F132XP-15）

• F2 シ リーズ 48 ポート  1 ギガビッ トおよび 10 ギガビッ ト の I/O モジュール
（N7K-F248XP-25 および N7K-F248XP-25E）

• M1 シ リーズ 32 ポート  10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール （N7K-M132XP-12）

• XL オプシ ョ ン付き  M1 シ リーズ 32 ポート  10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-M132XP-12L）

• XL オプシ ョ ン付き  M1 シ リーズ 8 ポート  10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-M108X2-12L） （OneX Convertor モジュールがこの I/O モジュールの X2 ポート に 
SFP+ ト ランシーバを適合させるために必要）

• XL オプシ ョ ン付き  M2 シ リーズ 24 ポート  10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-M224XP-23L）

10 ギガビッ ト  ファブ リ ッ ク  エクステンダ ト ランシーバ （FET） は、 Cisco Nexus 2248TP、
2248TP-E、 2232PP、 2232TM、 および 2224TP ファブ リ ッ ク  エクステンダ （FEX） に接続する
際に、 次の I/O モジュールのみと使用されます。

• F2 シ リーズ 48 ポート  1 ギガビッ トおよび 10 ギガビッ ト の I/O モジュール
（N7K-F248XP-25 および N7K-F248XP-25E）

• M1 シ リーズ 32 ポート  10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール （N7K-M132XP-12）

• XL オプシ ョ ン付き  M1 シ リーズ 32 ポート  10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-M132XP-12L）

• XL オプシ ョ ン付き  M2 シ リーズ 24 ポート  10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-M224XP-23L）

32 ポート  10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュールを  FEX に接続する と きに、 SFP-10G-SR 
および SFP-10G-LR ト ランシーバを使用できます。

こ こでは、 次の内容について説明します。

• 「10BASE-X SFP+ ト ランシーバ」 （P.B-7）

• 「10BASE-DWDM SFP+ ト ランシーバ」 （P.B-11）

10BASE-X SFP+ ト ランシーバ

どの SFP+ ト ランシーバが F1 または F2 シ リーズの I/O モジュールと と もに使用されるかを確
認するには、 表 B-10 を参照して ください。 どの SFP+ ト ランシーバが M1 または M2 シ リーズ
の I/O モジュールと と もに使用されるかを確認するには、 表 B-11 を参照して ください。
DWDM SFP+ ト ランシーバの詳細については、 「10BASE-DWDM SFP+ ト ランシーバ」 （P.B-11）
を参照して ください。
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付録  B      ト ランシーバおよびモジュールのコネクタ

10 ギガビッ ト  SFP+ ト ランシーバおよびファブリ ック  エクステンダ ト ランシーバ

表 B-10 F1 と  F2 シリーズの I/O モジュールとともに使用される SFP+ ト ランシーバ

ト ランシーバ

I/O モジュール

32 ポート  1 ギガ
ビッ トおよび
10 ギガビッ ト
(N7K-F132XP-15)

48 ポート  1 ギガビッ ト
および 10 ギガビッ ト
(N7K-F248XP-25 および 
N7K-F248XP-25E)

DWDM-SFP10G-xx.xx X X

FET-10G X1

SFP-10G-ER X X

SFP-10G-LR X1 

1. この ト ランシーバのリ ビジ ョ ン 2 が必要です。

X

SFP-10G-LRM X X

SFP-10G-SR X X

SFP-10G-ZR X X

SFP-H10GB-CU1M X X

SFP-H10GB-CU3M X X

SFP-H10GB-CU5M X X

SFP-H10GB-ACU7M X X

SFP-H10GB-ACU10M X X

表 B-11 M1 と  M2 シリーズのモジュールとともに使用される SFP+ ト ランシーバ

ト ランシーバ

8 ポート  
10 ギガビッ ト
(N7K-M108X2-12L)

32 ポート  
10 ギガビッ ト
(N7K-M132XP-12)

XL オプション
付き 32 ポート  
10 ギガビッ ト
(N7K-M132XP-12L)

24 ポート  
10 ギガビッ ト
(N7K-M224XP-23L)

DWDM-SFP10G-xx.xx X X

FET-10G X1 X1 X1

SFP-10G-ER X X X

SFP-10G-LR X2 X X X

SFP-10G-LRM X2 X X

SFP-10G-SR X2 X X X

SFP-10G-ZR X3 X3 X3

SFP-H10GB-ACU7M X3 X X

SFP-H10GB-ACU10M X3 X X

SFP-H10GB-CU1M X2 X3 X3

SFP-H10GB-CU3M X2 X3 X3

SFP-H10GB-CU5M X2 X3 X3
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図 B-4 には、 これらの ト ランシーバの主な機能が示されています。 SFP+ ト ランシーバおよび 
FET に適用されるケーブル仕様については、 表 B-12 を参照して ください。 物理仕様および環
境仕様については、 表 B-13 を参照して ください。 また、 これらの ト ランシーバに適用される
環境仕様については、 表 B-14 を参照して ください。

図 B-4 SFP+ ト ランシーバおよび FET

1. FET-10G ト ランシーバは、 Cisco Nexus 2248TP、 2248TP-E、 2232PP、 2232TM、および 2224TP 
ファブリ ッ ク  エクステンダ （FEX） との接続に対してのみ使用されます。

2. このト ランシーバを 8 ポート  10 GB の I/O モジュールと と もに使用する場合、 OneX 
Convertor モジュール （部品番号 CVR-X2-SFP10G） が必要です。

3. このト ランシーバのリビジ ョ ン 2 が必要です。

19
72

85

1 2

5 4

3

1 受信光ボア 4 開いた位置のク ラスプ

2 送信光ボア 5 ダス ト  プラグ

3 閉じた位置のク ラスプ

表 B-12 10 ギガビッ ト  SFP+ ト ランシーバおよび FET のケーブル仕様

ト ランシーバ ケーブル タイプ
コネクタ  
タイプ

波長
（nm）

コア サイズ
（ミ クロン）

モード帯域幅
（MHz-km） 最大ケーブル長

FET-10G MMF デュアル 
LC/PC

850 50

50

500

2000

82 フ ィート （25 m） 

328 フ ィート （100 m）

SFP-H10GB-ACUxM Twinax ケーブ
ル、 アクテ ィ
ブ、 30 AWG 
ケーブル アセン
ブ リ

— — — — 22.8 フ ィート （7 m）
32.5 フ ィート （10 m）

SFP-H10GB-CU1M Twinax ケーブ
ル、 パッシブ、
30 AWG ケーブ
ル アセンブ リ

— — — — 3.3 フ ィー ト （1 m）
9.8 フ ィー ト （3 m）
16.4 フ ィー ト （5 m）
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SFP-10G-AOCxM アクテ ィブな
光ケーブル ア
センブ リ

— — — — 3.3 フ ィー ト （1 m）
6.6 フ ィー ト （2 m）
9.8 フ ィー ト （3 m）
16.4 フ ィー ト （5 m）
23.0 フ ィー ト （7 m）
32.8 フ ィート （10 m）

SFP-10G-ER SMF デュアル 
LC/PC

1550 G.652 ファ
イバ

— 24.9 マイル （40 km）

SFP-10G-LR SMF デュアル 
LC/PC

1310 G.652 ファ
イバ

— 6.2 マイル （10 km）

SFP-10G-LRM MMF

SMF

デュアル 
LC/PC

1310 62.5

50

50

G.652

500

400

500

—

722 フ ィート （220 m）

328 フ ィート （100 m）

722 フ ィート （220 m）

984 フ ィー ト
（300 メー トル）

SFP-10G-SR MMF デュアル 
LC/PC

850 62.5

62.5

50.0

50.0

50.0

160

200

400

500

2000

85 フ ィー ト （26 m）

108 フ ィー ト （33 m）

216 フ ィー ト （66 m）

269 フ ィー ト （82 m）

984 フ ィー ト
（300 メー トル）

表 B-12 10 ギガビッ ト  SFP+ ト ランシーバおよび FET のケーブル仕様 （続き）

ト ランシーバ ケーブル タイプ
コネクタ  
タイプ

波長
（nm）

コア サイズ
（ミ クロン）

モード帯域幅
（MHz-km） 最大ケーブル長

表 B-13 SFP+ ト ランシーバの光送受信仕様

X2 ト ランシー
バ製品番号 ト ランシーバ タイプ 伝送パワー （dBm） 受信パワー （dBm）

伝送および受信波長
（nm）

SFP-10G-ER 10GBASE-ER、 1550 nm SMF 4.0 （ 大）

–4.7 （ 小）

–1.0 （ 大）

–15.8 （ 小）

1530 ～ 1565

SFP-10G-LR 10GBASE-LR、 1310 nm SMF 0.5 （ 大）

–8.2 （ 小）

0.5 （ 大）

–14.4 （ 小）

1260 ～ 1355

SFP-10G-LRM 10GBASE-LRM、 1310-nm 
MMF および SMF

0.5 （ 大）

–6.5 （ 小）

0.5 （ 大）

–8.4 （ 小） （平均値）

–6.4 （ 小） （OMA 値）1

1260 ～ 1355

SFP-10G-SR 10GBASE-SR、 850 nm MMF –1.2 （ 大）2

–7.3 （ 小）

–1.0 （ 大）

–9.9 （ 小）

840 ～ 860

1. 平均仕様および OMA 仕様の両方を同時に満たす必要があ り ます。

2. ラウンチ パワーは、 ク ラス  1 安全制限値または 大受信パワー未満になり ます。 ク ラス  1 レーザーの要件は、
IEC 60825-1:2001 で定義されています。
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10BASE-DWDM SFP+ ト ランシーバ

高密度波長分割多重 （DWDM） SFP+ ト ランシーバは、 DWDM 光ネッ ト ワークに属し、 光ファ
イバ ネッ ト ワークに高容量の帯域幅を提供します。 国際電気通信連合 （ITU） の 100 GHz 波長グ
リ ッ ド をサポートする固定波長の DWDM SFP+ ト ランシーバが 32 種類あ り ます。 これらの ト
ランシーバは、 デュプレ ッ ク ス  SC コネク タを備えています。 DWDM SFP+ ト ランシーバは、
使用する光ファ イバ ケーブルの質によって、 大 50 マイル （80 km） まで光信号を送受信でき
ます。

図 B-4 （P.B-9） のよ うに、 DWDM SFP+ ト ランシーバは一般的な 10GBASE-X SFP+ ト ランシー
バに似ています。

10GBASE-DWDM SFP+ ト ランシーバを区別する仕様については、 『10-Gigabit Ethernet 
Transceiver Modules Compatibility Matrix』 を参照して ください。

10 ギガビッ ト  X2 ト ランシーバ
次の 10 ギガビッ ト  X2 ト ランシーバは、 8 ポート  10 ギガビッ ト  イーサネッ ト
（N7K-M108X2-12L） I/O モジュールと と もに使用されます。

• DWDM-X2-xx.xx

• X2-10GB-CX4

• X2-10GB-ER

• X2-10GB-LR

• X2-10GB-LRM

• X2-10GB-LX4

• X2-10GB-SR

• X2-10GB-ZR

また、 X2 ポート に SFP+ ト ランシーバを適合させる  OneX Convertor モジュール （部品番号 
CVR-X2-SFP10G） と と もに次の SFP+ ト ランシーバを使用できます。

• SFP-10G-SR

• SFP-H10GB-CUxM

SFP+ 10GB ト ランシーバの詳細については、 「10 ギガビッ ト  SFP+ ト ランシーバおよびファブ
リ ッ ク  エクステンダ ト ランシーバ」 （P.B-7） を参照して ください。

図 B-5 には X2 ト ランシーバの主な機能が示されており、 図 B-6 にはラ ッチ ス リーブが伸ばさ
れた状態の ト ランシーバが示されています （ス リーブを引いて、 I/O モジュールから ト ラン
シーバを取り外します）。

表 B-14 10 ギガビッ ト  SFP+ ト ランシーバおよび FET の環境および電源仕様

パラ メータ 仕様

保管温度 –40 ～ 85°C （–40 ～ 185°F）

動作温度 0 ～ 70°C （32 ～ 158°F）

ケース温度 0 ～ 70°C （32 ～ 158°F）

モジュール供給電圧 3.1 ～ 3.5 V

http://www.cisco.com/en/US/partner/docs/interfaces_modules/transceiver_modules/compatibility/matrix/OL_6974.html


B-12
『Cisco Nexus 7000 シリーズ ハードウェア インスト レーシ ョ ン  および リ ファレンス ガイド』

OL-23069-07-J

付録  B      ト ランシーバおよびモジュールのコネクタ

10 ギガビッ ト  X2 ト ランシーバ

図 B-5 10 ギガビッ ト  X2 ト ランシーバ （ラ ッチ スリーブが伸ばされていない状態）

図 B-6 ラッチ スリーブが伸ばされた状態の X2 ト ランシーバ

5

6

4

3

1

2 7 19
70

07

1 送信光ボア 5 ト ランシーバのヒー ト  シンク

2 受信光ボア 6 モジュール コネク タ

3 ラ ッチ ス リーブ （縮めた状態） 7 ラ ッチ （ス リーブが縮められる と伸ばさ
れる）

4 EMI ガスケッ ト

19
70

08

1

2

1 ラ ッチ ス リーブ （ ト ランシーバを取り外
すために伸ばされた状態）

2 ラ ッチ （ ト ランシーバを取り外すために
縮められた状態）
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この項では、 次の ト ピ ッ クについて取り上げます。

• 「10GBASE-X X2 ト ランシーバ」 （P.B-13）

• 「10GBASE-DWDM X2 ト ランシーバ」 （P.B-14）

10GBASE-X X2 ト ランシーバ

10GBASE-X X2 ト ランシーバのケーブル仕様については、 表 B-15 を参照して ください。 光
送受信仕様については、 表 B-16 を参照して ください。 物理仕様および環境仕様については、
表 B-17 を参照して ください。

表 B-15 X2 ト ランシーバのケーブル仕様

X2 ト ランシーバ製
品番号

ケーブル 
タイプ

コネクタ  
タイプ

波長
（nm）

コア サイズ
（ミ クロン）

モード帯
域幅
（MHz-km） 最大ケーブル長1

X2-10GB-CX4 銅 — — — 49.2 フ ィー ト （15 m）

X2-10GB-ER SMF SC デュプ
レッ ク ス

1550 G.652 ファ イバ — 24.9 マイル （40 km）

X2-10GB-LR SMF SC デュプ
レッ ク ス

1310 G.652 ファ イバ — 6.2 マイル （10 km）

X2-10GB-LRM MMF

SMF

SC デュプ
レッ ク ス

1310 62.5

50.0

50.0

G.652 ファ イバ

500

400

500

—

722 フ ィー ト （220 m）

328 フ ィー ト （100 m）

722 フ ィー ト （220 m）

984 フ ィート （300 メートル）

X2-10GB-LX4 MMF 1300 62.5

50.0

50.0

500

400

500

984 フ ィート （300 メートル）

787 フ ィー ト （240 m）

984 フ ィート （300 メートル）

X2-10GB-SR MMF SC デュプ
レッ ク ス  

850 62.5

62.5

50.0

50.0

50.0

160

200

400

500

2000

85 フ ィー ト （26 m）

108 フ ィー ト （33 m）

217 フ ィー ト （66 m）

269 フ ィー ト （82 m）

984 フ ィート （300 メートル）

X2-10GB-ZR SMF 49.3 マイル （80 km）

1. ケーブル長は光ファ イバの光損失に基づいた値です。 ケーブル長は、 スプラ イスの数および光ファ イバの品質など、 さ まざまな要因によっ
て変化します。
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10GBASE-DWDM X2 ト ランシーバ

高密度波長分割多重 （DWDM） X2 ト ランシーバは、 DWDM 光ネッ ト ワークに属し、 光ファ イ
バ ネッ ト ワークに高容量の帯域幅を提供します。 表 B-18 に示すよ うに、 国際電気通信連合
（ITU） の 100 GHz 波長グ リ ッ ド をサポートする固定波長の DWDM X2 ト ランシーバが 32 種類
あ り ます。 これらの ト ランシーバは、デュプレ ッ ク ス  SC コネク タを備えています。 DWDM X2 
ト ランシーバは、 使用する光ファ イバ ケーブルの質によって、 大 50 マイル （80 km） まで光
信号を送受信できます。

図 B-5 （P.B-12） のよ うに、DWDM X2 ト ランシーバは一般的な 10GBASE-X X2 ト ランシーバに
似ています。

10GBASE-DWDM X2 ト ランシーバを区別する仕様については、『10-Gigabit Ethernet Transceiver 
Modules Compatibility Matrix』 を参照して ください。

表 B-16 X2 光ト ランシーバ送受信仕様

X2 ト ランシー
バ製品番号 ト ランシーバ タイプ

伝送パワー
（dBm） 受信パワー （dBm）

伝送および受信波長
（nm）

X2-10GB-ER 10GBASE-ER、 1550 nm SMF 4.0 （ 大）

–4.7 （ 小）

–1.0 （ 大）

–15.8 （ 小）

1530 ～ 1565

X2-10GB-LR 10GBASE-LR、 1310 nm SMF 0.5 （ 大）

–8.2 （ 小）

0.5 （ 大）

–14.4 （ 小）

1260 ～ 1355

X2-10GB-LRM 10GBASE-LRM、 1310-nm 
MMF および SMF

0.5 （ 大）

–6.5 （ 小）

0.5 （ 大）

–8.4 （ 小） （平均値）

–6.4 （ 小） （OMA 値）1

1260 ～ 1355

X2-10GB-SR 10GBASE-SR、 850 nm MMF –1.2 （ 大）2

–7.3 （ 小）

–1.0 （ 大）

–9.9 （ 小）

840 ～ 860

1. 平均仕様および OMA 仕様の両方を同時に満たす必要があ り ます。

2. ラウンチ パワーは、 ク ラス  1 安全制限値または 大受信パワー未満になり ます。 ク ラス  1 レーザーの要件は、
IEC 60825-1:2001 で定義されています。

表 B-17 X2 ト ランシーバの物理仕様および環境仕様

特性 仕様

サイズ （高さ  X 幅 X 奥行） 0.53 X 1.41 X 3.58 インチ （13.46 X 36 X 91 mm）

動作温度

X2-10GB-ER

X2-10GB-LR

X2-10GB-LRM

X2-10GB-LX4

X2-10GB-SR

X2-10GB-ZR

32 ～ 122 °F （ 0 ～ 50 °C）

32 ～ 122 °F （ 0 ～ 50 °C）

32 ～ 158 °F （ 0 ～ 70 °C）

32 ～ 158 °F （ 0 ～ 70 °C）

32 ～ 122 °F （ 0 ～ 50 °C）

32 ～ 122 °F （ 0 ～ 50 °C）

保管温度 – 40 ～ 185 °F （– 40 ～ 85 °C）

http://www.cisco.com/en/US/partner/docs/interfaces_modules/transceiver_modules/compatibility/matrix/OL_6974.html
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表 B-18 DWDM X2 ト ランシーバ

部品番号

100-GHz 
ITU チャネル 説明

DWDM-X2-60.61= 21 10GBASE-DWDM 1560.61 nm X2 

DWDM-X2-59.79= 22 10GBASE-DWDM 1559.79 nm X2 

DWDM-X2-58.98= 23 10GBASE-DWDM 1558.98 nm X2 

DWDM-X2-58.17= 24 10GBASE-DWDM 1558.17 nm X2 

DWDM-X2-56.55= 26 10GBASE-DWDM 1556.55 nm X2 

DWDM-X2-55.75= 27 10GBASE-DWDM 1555.75 nm X2 

DWDM-X2-54.94= 28 10GBASE-DWDM 1554.94 nm X2 

DWDM-X2-54.13= 29 10GBASE-DWDM 1554.13 nm X2 

DWDM-X2-52.52= 31 10GBASE-DWDM 1552.52 nm X2 

DWDM-X2-51.72= 32 10GBASE-DWDM 1551.72 nm X2 

DWDM-X2-50.92= 33 10GBASE-DWDM 1550.92 nm X2

DWDM-X2-50.11= 34 10GBASE-DWDM 1550.11 nm X2 

DWDM-X2-48.51= 36 10GBASE-DWDM 1548.51 nm X2 

DWDM-X2-47.72= 37 10GBASE-DWDM 1547.72 nm X2

DWDM-X2-46.92= 38 10GBASE-DWDM 1546.92 nm X2

DWDM-X2-46.12= 39 10GBASE-DWDM 1546.12 nm X2 

DWDM-X2-44.53= 41 10GBASE-DWDM 1544.53 nm X2 

DWDM-X2-43.73= 42 10GBASE-DWDM 1543.73 nm X2 

DWDM-X2-42.94= 43 10GBASE-DWDM 1542.94 nm X2 

DWDM-X2-42.14= 44 10GBASE-DWDM 1542.14 nm X2 

DWDM-X2-40.56= 46 10GBASE-DWDM 1540.56 nm X2 

DWDM-X2-39.77= 47 10GBASE-DWDM 1539.77 nm X2 

DWDM-X2-38.98= 48 10GBASE-DWDM 1538.98 nm X2 

DWDM-X2-38.19= 49 10GBASE-DWDM 1538.19 nm X2 

DWDM-X2-36.61= 51 10GBASE-DWDM 1536.61 nm X2 

DWDM-X2-35.82= 52 10GBASE-DWDM 1535.82 nm X2 

DWDM-X2-35.04= 53 10GBASE-DWDM 1535.04 nm X2 

DWDM-X2-34.25= 54 10GBASE-DWDM 1534.25 nm X2 

DWDM-X2-32.68= 56 10GBASE-DWDM 1532.68 nm X2 

DWDM-X2-31.90= 57 10GBASE-DWDM 1531.90 nm X2 

DWDM-X2-31.12= 58 10GBASE-DWDM 1531.12 nm X2 

DWDM-X2-30.33= 59 10GBASE-DWDM 1530.33 nm X2 
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1 ギガビッ ト  SFP ト ランシーバ
1 ギガビッ ト  イーサネッ ト  SFP ト ランシーバは、 次の 1 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュー
ルと と もに使用されます。

• F1 シ リーズ 32 ポート  1 ギガビッ トおよび 10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-F132XP-15）

• F2 シ リーズ 48 ポート  1 ギガビッ トおよび 10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-F248XP-25 および N7K-F248XP-25E）

• M1 シ リーズ 48 ポート  1 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール （N7K-M148GS-11）

• XL オプシ ョ ン付き  M1 シ リーズ 48 ポート  1 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-M148GS-11L）

これらのどの ト ランシーバがこれらの各 I/O モジュールによって使用されるかを確認するには、
表 B-19 を参照して ください。

この項では、 次の ト ピ ッ クについて取り上げます。

• 「1000BASE-CWDM SFP ト ランシーバ ケーブル」 （P.B-17）

• 「1000BASE-DWDM SFP ト ランシーバ」 （P.B-18）

• 「1000BASE-T および 1000BASE-X SFP ト ランシーバ」 （P.B-18）

表 B-19 各 I/O モジュールで使用される SFP ト ランシーバ

ト ランシーバ

I/O モジュール

32 ポート  1 ギガ
ビッ トおよび
10 ギガビッ ト
（N7K-F132XP-15）

48 ポート  1 ギガビッ
トおよび 10 ギガビッ
ト（N7K-F248XP-25 お
よび N7K-F248XP-25E）

48 ポート  
1 ギガビッ ト
（N7K-M148GS-11）

XL オプション
付き 48 ポート  
1 ギガビッ ト
（N7K-M148GS-11L）

CWDM-SFP-xxxx X X X X

DWDM-SFP-xxxx X X X X

GLC-BX-D X X X

GLC-BX-U X X X

GLC-EX-SMD X X

GLC-LH-SM X X X X

GLC-LH-SMD X X X X

GLC-SX-MM X X X X

GLC-SX-MMD X X X X

GLC-T X X X X

GLC-ZX-SM X X X X

SFP-GE-L X X X X

SFP-GE-S X X X X

SFP-GE-T X X X X

SFP-GE-Z X X X X
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1000BASE-CWDM SFP ト ランシーバ ケーブル

低密度波長分割多重 （CWDM） SFP ト ランシーバは、 SFP 互換の I/O モジュールにプラグイン
するホッ ト スワ ップ可能な ト ランシーバです。 CWDM SFP ト ランシーバでは、 LC 光コネク タ
を使用して、 SMF 光ケーブルに接続します。 SMF ケーブルを使用する こ とで、 CWDM SFP を  
CWDM パッシブ光システムのオプテ ィカル add/drop マルチプレクサ （OADM） モジュールま
たはマルチプレクサ/デマルチプレクサ プラグイン  モジュールに接続できます。 CWDM SFP ト
ランシーバは、 使用する光ファ イバケーブルの質によって、 大 61 マイル （100 km） まで光
信号を送受信できます。

CWDM SFP ト ランシーバは、 指定の光波長を示すために色分けされています。 図 B-7 に、
CWDM ト ランシーバを示します。 この ト ランシーバは、 標準の 1000BASE-X SFP ト ランシー
バに似ていますが、 色付きの矢印とベイル ク ラスプで指定の波長を示しています。

（注） ト ランシーバの受信用光ボアに光ケーブルが入っていない場合は、 ト ランシーバにダス ト  プラ
グを差し込んで汚れをできるだけ防いでください。

図 B-7 CWDM SFP ト ランシーバ （黄色に色分け）

1000BASE-CWDM SFP ト ランシーバを区別する仕様については、 『Cisco Gigabit Ethernet 
Transceiver Modules Compatibility Matrix』 を参照して ください。 すべての CWDM SFP ト ラン
シーバに適用する仕様と取り付けについては、 『Cisco SFP and SFP+ Transceiver Module 
Installation Notes』 を参照して ください。

27
63

68

C W D M - S F P - 1 4 7 0 - 2 G

C l a s s  1  2 1 C F R 1 0 4 0 . 1 0

L N # 5 0  7 / 0 1          0 3 - 1 3

S / N :  O H 1 2 3 3 4 5 6

2

1

3
4

5

1 ラベル上の色付き矢印が波長を示す 4 ベイル ク ラスプ

2 受信光ボア 5 ダス ト  プラグ

3 送信光ボア

http://www.cisco.com/en/US/partner/docs/interfaces_modules/transceiver_modules/compatibility/matrix/OL_6981.html
http://www.cisco.com/en/US/partner/docs/interfaces_modules/transceiver_modules/compatibility/matrix/OL_6981.html
http://www.cisco.com/en/US/partner/docs/interfaces_modules/transceiver_modules/installation/note/78_15160.html
http://www.cisco.com/en/US/partner/docs/interfaces_modules/transceiver_modules/installation/note/78_15160.html
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1 ギガビッ ト  SFP ト ランシーバ

1000BASE-DWDM SFP ト ランシーバ

高密度波長分割多重 （DWDM） SFP ト ランシーバは、 DWDM 光ネッ ト ワークに属し、 光ファ
イバ ネッ ト ワークに高容量の帯域幅を提供します。 国際電気通信連合 （ITU） の 100 GHz 波長グ
リ ッ ド をサポートする固定波長の DWDM SFP ト ランシーバが 40 種類あ り ます。 これらの ト
ランシーバは、 デュプレ ッ ク ス  SC コネク タを備えています。 DWDM SFP ト ランシーバは、
使用する光ファ イバ ケーブルの質によって、 大 50 マイル （80 km） まで光信号を送受信で
きます。

図 B-9 （P.B-19） のよ うに、 DWDM SFP ト ランシーバは一般的な 1000BASE-X ト ランシーバに
似ています。

1000BASE-DWDM SFP ト ランシーバを区別する仕様については、 『Cisco Gigabit Ethernet 
Transceiver Modules Compatibility Matrix』 を参照して ください。 すべての CWDM SFP ト ラン
シーバに適用する仕様と取り付けについては、 『Cisco SFP and SFP+ Transceiver Module 
Installation Notes』 を参照して ください。

1000BASE-T および 1000BASE-X SFP ト ランシーバ

1000BASE-T および 1000BASE-X SFP は、SFP 互換の I/O モジュールにプラグインするホッ ト
スワ ップ可能な ト ランシーバです。 図 B-8 の 1000BASE-T ト ランシーバは、 銅ケーブルの 
RJ-45 接続を提供し、 図 B-9 の 1000BASE-X ト ランシーバは光ファ イバケーブルの光接続を
提供します。

図 B-8 1000BASE-T SFP ト ランシーバ

27
31

66

1

2

3

1 RJ-45 コネク タ 3 開いた （ロ ッ ク解除された） 位置にあるベイル 
ク ラスプ

2 閉じた （ロ ッ ク された） 位置にある
ベイル ク ラスプ

http://www.cisco.com/en/US/partner/docs/interfaces_modules/transceiver_modules/compatibility/matrix/OL_6981.html
http://www.cisco.com/en/US/partner/docs/interfaces_modules/transceiver_modules/compatibility/matrix/OL_6981.html
http://www.cisco.com/en/US/partner/docs/interfaces_modules/transceiver_modules/installation/note/78_15160.html
http://www.cisco.com/en/US/partner/docs/interfaces_modules/transceiver_modules/installation/note/78_15160.html
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1 ギガビッ ト  SFP ト ランシーバ

図 B-9 1000BASE-X SFP ト ランシーバ

1000BASE-T および 1000BASE-X ト ランシーバのケーブル仕様については、表 B-20 を参照して
ください。

27
63

67

 G L C - S X - M M C l a s s

1  2 1 C F R 1 0 4 0 . 1 0

L N # 5 0  7 / 0 1          0 3 - 1 3

S / N :  O H 1 2 3 3 4 5 6

1
2

3

4

1 受信光ボア 3 ベイル ク ラスプ

2 送信光ボア 4 ダス ト  プラグ

表 B-20 1000BASE-X および 1000BASE-T SFP ト ランシーバのケーブル仕様

ト ランシーバ タ
イプ ケーブル タイプ

コネクタ  
タイプ

波長
（nm）

コア サイ
ズ （ミ ク
ロン）

モード
帯域幅
（MHz-km） 最大ケーブル長

1000BASE-BX10

（GLC-BX-U）

SMF1
シングル 
LC/PC

1310 G.6524 — 6.2 マイル （10 km）

1000BASE-BX10

（GLC-BX-D）

SMF1
シングル 
LC/PC

1490 G.6524 — 6.2 マイル （10 km）

1000BASE-SX

（GLC-SX-MMD、
GLC-SX-MM、 およ
び SFP-GE-S） 

MMF2
LC デュプ
レッ ク ス

850 62.5

62.5

50.0

50.0

160

200

400

500

722 フ ィー ト （220 m）

902 フ ィー ト （275 m）

1,640 フ ィー ト （500 m）

1,804 フ ィー ト （550 m）

1000BASE-LX

（GLC-LH-SMD、
GLC-LH-SM および 
SFP-GE-L）

MMF2
LC デュプ
レッ ク ス

1310 62.5

50.0

50

500

400

500

1,804 フ ィー ト （550 m）3

1804 フ ィー ト （550 m） 3

1804 フ ィー ト （550 m） 3

SMF1
LC デュプ
レッ ク ス

1310 G.6524 — 6.2 マイル （10 km）
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1 ギガビッ ト  SFP ト ランシーバ

表 B-21 のよ うに、デジタル オプテ ィカル モニタ リ ングをサポートする ト ランシーバのほ うが、
動作温度の範囲が広く な り ます。

1000BASE-ZX

（GLC-ZX-SM およ
び SFP-GE-Z）

SMF1
LC デュプ
レッ ク ス

1550 G.6522 — リ ンク損失によって約 
43.4 ～ 60 マイル
（70 ～ 100 km）

1000BASE-T

（GLC-T および 
SFP-GE-T）

カテゴ リ  5、 5E、
または 
6 シールドなし
ツイス トペア
（UTP） /フォイ
ル ツイス トペア
（FTP）

RJ45 — — — 328 フ ィー ト （100 m）

1. シングルモード光ファ イバ （SMF）

2. マルチモード光ファ イバ （MMF）

3. スパンの長さに関係な く、 IEEE 規格で規定されている とおり、 モード調整パッチコードを使用する必要があ り ます。

4. ITU-T G.652 SMF は IEEE 802.32 規格で規定されています。

表 B-20 1000BASE-X および 1000BASE-T SFP ト ランシーバのケーブル仕様 （続き）

ト ランシーバ タ
イプ ケーブル タイプ

コネクタ  
タイプ

波長
（nm）

コア サイ
ズ （ミ ク
ロン）

モード
帯域幅
（MHz-km） 最大ケーブル長

表 B-21 1000BASE-X および 1000BASE-T ト ランシーバの環境仕様

ト ランシーバ タ
イプ 部品番号

デジタル オプ
テ ィ カル モニタ
リングのサポート 動作温度 保管温度

1000BASE-SX GLC-SX-MMD YES EXT2
–40 ～ 85°C
（–40 ～ 185°F）GLC-SX-MM No COM1

SFP-GE-S Yes EXT2

1000BASE-LX GLC-LH-SMD Yes EXT2

GLC-LH-SM No COM1

SFP-GE-L Yes EXT2

1000BASE-ZX GLC-ZX-SM No COM1

SFP-GE-Z Yes EXT2

1000BASE-T GLC-T — COM1

SFP-GE-T — EXT2

1. 商用 （COM） 温度範囲は 0 ～ 70°C （32 ～ 158°F） です。

2. 拡張 （EXT） 温度範囲は -5 ～ 85°C （23 ～ 185°F） です。
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RJ-45 モジュールのコネクタ

RJ-45 モジュールのコネクタ
RJ-45 コネク タは、 カテゴ リ  3、 カテゴ リ  5、 カテゴ リ  5e、 カテゴ リ  6、 カテゴ リ  6A のいずれ
かのフォイル ツイス トペア  ケーブルまたはシールドなしツイス トペア  ケーブルを外部ネッ ト
ワークから次のモジュール インターフェイス  コネク タに接続します。

• スーパーバイザ モジュール

– CONSOLE ポート

– COM1/AUX ポート

– MGMT ETH ポート

– CMP MGMT ETH ポート

• 48 ポート  10/100/1000 イーサネッ ト  I/O モジュール （N7K-M148GT-11 および 
N7K-M148GT-11L）

– 10/100/1000 ポー ト

• 48 ポート  1/10-GBASE-T I/O モジュール （N7K-F248XT-25E）

– 1/10-GBASE-T ポート

• Cisco Nexus 2248TP および 2248TP-E ファブ リ ッ ク  エクステンダ

– 100/1000 ダウン リ ンク  ポート  

（注） 大 10 Mbps で動作するホス ト を  FEX に接続する必要がある場合は、 ホス ト を  Cisco 
Nexus 2248TP-E FEX に接続できます。 この FEX は大きなポート  バッファを備えている
ため、 10-Mbps の低速で動作する こ とが可能です。 接続している  10-Mbps ホス ト が速度
を自動ネゴシエート できない場合は、 Cisco Nexus 2248TP-E FEX に接続する と きにホス
ト を  10 Mbps に設定する必要があ り ます。

注意 GR-1089 の建物内雷サージ耐性要件に適合するためには、 両端に適切なアースを施した FTP 
ケーブルを使用する必要があ り ます。

図 B-10 に RJ-45 コネク タを示します。

図 B-10 RJ-45 コネクタ
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97

11 2

RJ-45 (both ends)

1 ピン  1 2 ピン  8
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A P P E N D I X C
アクセサリ  キッ トの内容

この付録では、 Cisco Nexus 7000 シ リーズのアクセサ リ  キッ ト の内容について説明します。

この付録は、 次の項で構成されています。

• 「Cisco Nexus 7004 スイ ッチのアクセサ リ  キッ ト 」 （P.C-1）

• 「Cisco Nexus 7009 スイ ッチのアクセサ リ  キッ ト とオプシ ョ ン  キッ ト 」 （P.C-3）

• 「Cisco Nexus 7010 スイ ッチのアクセサ リ  キッ ト 」 （P.C-7）

• 「Cisco Nexus 7018 スイ ッチのアクセサ リ  キッ ト 」 （P.C-9）

Cisco Nexus 7004 スイッチのアクセサリ  キッ ト
こ こでは、 Cisco Nexus 7004 スイ ッチ用に注文できるアクセサ リ  キッ ト の内容について説明
します。 アクセサ リ  キッ トは、 各 Cisco Nexus 7004 シャーシと と もに出荷されます。 4 支柱
ラ ッ ク または 2 支柱ラ ッ クにシャーシを取り付けるには、 このキッ ト を使用します。 通常は、
シャーシに装着済みの前面マウン ト  ブラケッ ト を使用してシャーシの前面を取り付けます
が、 シャーシの中央を取り付ける必要がある場合は、 センターマウン ト  ブラケッ ト （部品番
号 N7K-C7004-RMK） を使用します （このブラケッ トは別途注文して ください）。 キッ ト に
は、 お客様がこのシャーシのすべての設置に使用するネジ、 アース  ラグ、 その他の機器も含
まれます。

表 C-1 は、 このキッ ト の内容を一覧表示で説明しています。

表 C-1 Cisco Nexus 7004 スイッチのアクセサリ  キッ トの内容

図 説明 数量

シャーシ取り付けネジ

• 12-24 X 3/4 インチ プラス  ネジ

• M6 X 19 mm プラスネジ

10

10

RJ-45 ロールオーバー ケーブル 1

33
47

24

19
65

30
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  Cisco Nexus 7004 スイッチのアクセサリ  キッ ト

（注） このマニュアルに記載されている部品が 1 つでも不足している場合は、 Cisco Technical Support
（http://www.cisco.com/warp/public/687/Directory/DirTAC.shtml） までお問い合わせください。
シスコの リ セラーで本製品をご購入の場合、 マニュアル、 ハード ウェア、 および電源コードな
どのその他の内容物が含まれている こ とがあ り ます。

製品出荷には、 次の電源用の電源コードが同梱されます。

• 3-kW AC 電源 ： 電源装置あた り電源コード  1 本

• 3-kW DC 電源 ： 電源コードは同梱されない （ 大 45 A 対応の 6 AWG コードを用意する必
要があ り ます）

同梱されている電源コードの種類は、 Cisco Nexus 7000 シ リーズ デバイスを注文した時点でお
客様が住む地域の規格によ り決ま り ます。 次に、 3 kW AC 電源モジュールで使用できる電源
コードを示します。

• CAB-AC-16A-AUS ： 電源コード、 250-VAC、 16A、 C19、 オース ト ラ リ ア

• CAB-AC16A-CH ： 電源コード、 16-A、 中国

D B9F/RJ-45F PC 端末 1

アース  ラグ  キッ ト （以下の部品が含ま
れます）

• 2 穴圧着端子

• M4 x 8 mm なべネジ

1 キッ ト

キッ ト ご と
に 1

キッ ト ご と
に 2

8.5 インチ ケーブル タ イ 1 キッ ト  
（3 ピース）

静電気防止用リ ス ト  ス ト ラ ップ （使い捨
て式）

1

N/A 中国のお客様向け危険物質一覧 1

N/A シスコ情報パケッ ト

1 年のハード ウェア限定保証

1 

1 

N/A GR-1089 の設置手順と注意事項 1

表 C-1 Cisco Nexus 7004 スイッチのアクセサリ  キッ トの内容 （続き）

図 説明 数量

19
65

31

18
58

47

Ground lug kit

33
46

52

ESD wrist strap

11
30

78
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• CAB-AC-2500W-EU ： 電源コード、 250-VAC、 16A、 欧州

• CAB-AC-2500W-INT ： 電源コード、 250-VAC、 16A、 国際

• CAB-AC-2500W-ISRL ： 電源コード、 250-VAC、 16-A、 イスラエル

• CAB-AC-2500W-US1 ： 電源コード、 250-VAC、 16A、 ス ト レー ト  ブレード  NEMA 6

• CAB-AC-C6K-TWLK ： 電源コード、 250-VAC、 16A、 ツイス ト  ロ ッ ク  NEMA L6-20

• CAB-7513AC ： 電源コード、 AC 110V、 北米

• CAB-C19-CBN ： キャビネッ ト  ジャンパ電源コード、 250-VAC、 16A、 C20C

• CAB-ACS-16 ： 電源コード、 16-A、 ス イス

• CAB-L520P-C19-US ： NEMA L5-20 から  IEC-C19 6ft、 米国

Cisco Nexus 7009 スイッチのアクセサリ  キッ ト とオプショ
ン キッ ト

こ こでは、 Cisco Nexus 7009 スイ ッチ用に注文できる  Cisco Nexus 7009 アクセサ リ  キッ ト と他
のキッ ト の内容について説明します。 アクセサ リ  キッ トは、 各 Cisco Nexus 7009 シャーシと と
もに出荷されます。 4 支柱ラ ッ クまたは 2 支柱ラ ッ クにシャーシの前面を取り付けるには、 こ
のキッ ト を使用します。 2 支柱ラ ッ クの中央にシャーシを取り付ける場合は、 Cisco Nexus 7009 
センターマウン ト  キッ ト （部品番号 N7K-C7009-CMK） も注文する必要があ り ます。 シャーシ
の前面取り付けのために別の下部支持ブラケッ ト が必要な場合は、 Cisco Nexus 7009 下部支持
キッ ト （部品番号 N7K-C7009-BSK） を注文して ください。 シャーシの前面をラ ッ クに取り付
けるための追加ブラケッ ト  セッ ト が必要な場合は、 Cisco Nexus 7009 ラ ッ ク  マウン ト  キッ ト
（部品番号 N7K-C7009-RMK） を注文して ください。

この項では、 次の ト ピ ッ クについて取り上げます。

• 「Cisco Nexus 7009 アクセサ リ  キッ ト 」 （P.C-3）

• 「Cisco Nexus 7009 センターマウン ト  キッ ト 」 （P.C-5）

• 「Cisco Nexus 7009 下部支持キッ ト 」 （P.C-6）

• 「Cisco Nexus 7009 ラ ッ ク  マウン ト  キッ ト 」 （P.C-6）

Cisco Nexus 7009 アクセサリ  キッ ト

Cisco Nexus 7009 アクセサ リ  キッ トは、 各 Cisco Nexus 7009 シャーシと と もに出荷されます。
表 C-2 は、 このキッ ト の内容を一覧表示で説明しています。
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付録 C      アクセサリ  キッ トの内容

  Cisco Nexus 7009 スイッチのアクセサリ  キッ ト とオプシ ョ ン  キッ ト

表 C-2 Cisco Nexus 7009 スイッチのアクセサリ  キッ トの内容

図 説明 数量

前面マウン ト用下部支持キッ ト
（N7K-C7009-BSK と して個別に入
手可能） には次の部品が含まれて
います。

1 キッ ト

• 前面マウン ト の下部支持レール キッ ト ご とに 2

• ク ロスバー キッ ト ご とに 1

• 12-24 x 3/4 インチ プラス  ネジ キッ ト ご とに 20

• M6 x 19 mm プラス  ネジ キッ ト ご とに 20

• M4 x 8 mm プラス  ネジ キッ ト ご とに 2

注 ： このアクセサ リ  キッ ト には、 セン
ターマウン ト下部支持キッ ト （部品番
号 N7K-C7009-CMK） は含まれていま
せん。 このキッ ト を注文された場合、
スイ ッチには同梱されず別個に出荷さ
れます。

RJ-45 ロールオーバー ケーブル 1

D B9F/RJ-45F PC 端末 1

アース  ラグ  キッ ト （以下の部品が
含まれます）

• 2 穴圧着端子

• M4 x 8 mm なべネジ

1 キッ ト

キッ ト ご とに 1

キッ ト ご とに 2

8.5 インチ ケーブル タ イ 1 キッ ト  
（7 ピース）

静電気防止用リ ス ト  ス ト ラ ップ
（使い捨て式）

1

33
04

89

19
65

30

19
65

31

18
58

47

Ground lug kit

ESD wrist strap

11
30

78
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付録  C      アクセサリ  キッ トの内容

  Cisco Nexus 7009 スイッチのアクセサリ  キッ ト とオプシ ョ ン  キッ ト

（注） このマニュアルに記載されている部品が 1 つでも不足している場合は、 Cisco Technical Support
（http://www.cisco.com/warp/public/687/Directory/DirTAC.shtml） までお問い合わせください。
シスコの リ セラーで本製品をご購入の場合、 マニュアル、 ハード ウェア、 および電源コードな
どのその他の内容物が含まれている こ とがあ り ます。

Cisco Nexus 7000 シ リーズ システムに 6 kW 電源装置が含まれている場合は、電源装置ごとに国
別電源コードが 1 本または 2 本同梱されています。同梱されている電源コードの種類は、 Cisco 
Nexus 7000 シ リーズ デバイスを注文した時点でお客様が住む地域の規格によ り決ま り ます。 以
下に、 6 kW の電源装置で使用できる電源コードを示します。

• CAB-AC-16A-AUS ： 電源コード、 250-VAC、 16A、 C19、 オース ト ラ リ ア

• CAB-AC16A-CH ： 電源コード、 16-A、 中国

• CAB-AC-2500W-EU ： 電源コード、 250-VAC、 16A、 欧州

• CAB-AC-2500W-INT ： 電源コード、 250-VAC、 16A、 国際

• CAB-AC-2500W-ISRL ： 電源コード、 250-VAC、 16-A、 イスラエル

• CAB-AC-2500W-US1 ： 電源コード、 250-VAC、 16A、 ス ト レー ト  ブレード  NEMA 6

• CAB-AC-C6K-TWLK ： 電源コード、 250-VAC、 16A、 ツイス ト  ロ ッ ク  NEMA L6-20

• CAB-7513AC ： 電源コード、 AC 110V、 北米

• CAB-C19-CBN ： キャビネッ ト  ジャンパ電源コード、 250-VAC、 16A、 C20C

• CAB-ACS-16 ： 電源コード、 16-A、 ス イス

• CAB-L520P-C19-US ： NEMA L5-20 から  IEC-C19 6ft、 米国

Cisco Nexus 7009 センターマウン ト  キッ ト

Cisco Nexus 7009 センターマウン ト  キッ トは Cisco Nexus 7009 アクセサ リ  キッ ト には含まれて
いませんが、 2 支柱ラ ッ クの中心に Cisco Nuexus 7009 シャーシを配置する場合、 スイ ッチの発
注時にこのキッ ト （N7K-C7009-CMK） を注文する必要があ り ます。 表 C-3 はこのキッ ト の内
容を示しています。

N/A 1 つの Nexus 7000 シ リーズ シャー
シ単位の DCNM ラ イセンス （オプ
シ ョ ン）

1

N/A 中国のお客様向け危険物質一覧 1

N/A シスコ情報パケッ ト

1 年のハード ウェア限定保証

1 

1 

N/A GR-1089 の設置手順と注意事項 1

表 C-2 Cisco Nexus 7009 スイッチのアクセサリ  キッ トの内容 （続き）

図 説明 数量
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付録 C      アクセサリ  キッ トの内容

  Cisco Nexus 7009 スイッチのアクセサリ  キッ ト とオプシ ョ ン  キッ ト

Cisco Nexus 7009 下部支持キッ ト

シャーシの前面を  2 支柱または 4 支柱ラ ッ クに取り付ける際に使用できるよ うに、Cisco Nexus 
7009 アクセサ リ  キッ ト には Cisco Nexus 7009 下部支持キッ ト が含まれています。 これらの部品
を交換する必要がある場合、 部品番号 N7K-C7009-BSK でこのキッ ト を注文できます。 表 C-4 
は、 このキッ ト の内容を一覧表示で説明しています。

Cisco Nexus 7009 ラック  マウン ト  キッ ト

Cisco Nexus 7009 スイ ッチはシャーシに取り付け済みの前面マウン ト  ラ ッ ク取り付けブラケッ
ト と と もに出荷されますが、 交換部品が必要な場合は Cisco Nexus 7009 ラ ッ クマウン ト  キッ ト
（注文番号 N7K-C7009-RMK） を注文できます。 表 C-5 は、 このキッ ト の内容を一覧表示で説明
しています。

表 C-3 Cisco Nexus 7009 センターマウン ト  キッ ト （N7K-C7009-CMK）

説明 数量

センターマウン ト  キッ ト には次の部品が含まれています。 1 キッ ト

• センター マウン ト  ラ ッ ク取り付けブラケッ ト （左右
のブラケッ ト ）

キッ ト ご とに 2

• センターマウン ト の下部支持レール （左右のレール） キッ ト ご とに 2

• ク ロスバー キッ ト ご とに 1

• 12-24 x 3/4 インチ プラス  ネジ キッ ト ご とに 20

• M6 x 19 mm プラス  ネジ キッ ト ご とに 20

• M4 x 8 mm ネジ キッ ト ご とに 2

表 C-4 Cisco Nexus 7009 下部支持キッ ト （N7K-C7009-BSK）

図 説明 数量

前面マウン ト下部支持キッ ト には、
次の部品が含まれています。

1 キッ ト

• 前面マウン ト の下部支持レール
（左右のレール）

キッ ト ご とに 2

• ク ロスバー キッ ト ご とに 1

• 12-24 x 3/4 インチ プラス  ネジ キッ ト ご とに 20

• M6 x 19 mm プラス  ネジ キッ ト ご とに 20

• M4 x 8 mm プラス  ネジ キッ ト ご とに 233
04

89
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付録  C      アクセサリ  キッ トの内容

  Cisco Nexus 7010 スイッチのアクセサリ  キッ ト

Cisco Nexus 7010 スイッチのアクセサリ  キッ ト
表 C-6 は、 Cisco Nexus 7010 スイ ッチのアクセサ リ  キッ ト の内容について説明しています。

表 C-5 Cisco Nexus 7009 ラックマウン ト  キッ ト （N7K-C7009-RMK）

説明 数量

ラ ッ クマウン ト  キッ ト （N7K-C7009-RMK と して個別に入手可能） に
は、 次の部品が含まれています。

1 キッ ト

• センターマウン ト  ラ ッ ク取り付けブラケッ ト （左右のブラケッ ト ） キッ ト ご とに 2

• M4 x 6 mm プラス  ネジ キッ ト ご とに 12

表 C-6 Cisco Nexus 7010 システム アクセサリ  キッ トの内容

図 説明 数量

下部支持レール キッ ト （次の部品が
含まれます）

• 12-24 x 3/4 インチ プラス  ネジ

• M6 x 19 mm プラス  ネジ

• 調整可能な下部支持レール

1 キッ ト

キッ ト ご とに 20

キッ ト ご とに 20

キッ ト ご とに 2

RJ-45 ロールオーバー ケーブル 1

DB-9F/RJ-45F PC 端末 1

アース  ラグ  キッ ト （以下の部品が
含まれます）

• 2 穴圧着端子

• M4 x 8 mm なべネジ

1 キッ ト

キッ ト ご とに 1

キッ ト ご とに 2

19
53

77
19

65
30

19
65

31

18
58

47

Ground lug kit
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付録 C      アクセサリ  キッ トの内容

  Cisco Nexus 7010 スイッチのアクセサリ  キッ ト

（注） このマニュアルに記載されている部品が 1 つでも不足している場合は、 Cisco Technical Support
（http://www.cisco.com/warp/public/687/Directory/DirTAC.shtml） までお問い合わせください。
シスコの リ セラーで本製品をご購入の場合、 マニュアル、 ハード ウェア、 および電源コードな
どのその他の内容物が含まれている こ とがあ り ます。

Cisco Nexus 7000 シ リーズ システムに 6 kW 電源装置が含まれている場合は、電源装置ごとに国
別電源コードが 1 本または 2 本同梱されています。同梱されている電源コードの種類は、 Cisco 
Nexus 7000 シ リーズ デバイスを注文した時点でお客様が住む地域の規格によ り決ま り ます。 以
下に、 6 kW の電源装置で使用できる電源コードを示します。

• CAB-AC-16A-AUS ： 電源コード、 250-VAC、 16A、 C19、 オース ト ラ リ ア

• CAB-AC16A-CH ： 電源コード、 16-A、 中国

• CAB-AC-2500W-EU ： 電源コード、 250-VAC、 16A、 欧州

• CAB-AC-2500W-INT ： 電源コード、 250-VAC、 16A、 国際

• CAB-AC-2500W-ISRL ： 電源コード、 250-VAC、 16-A、 イスラエル

• CAB-AC-2500W-US1 ： 電源コード、 250-VAC、 16A、 ス ト レー ト  ブレード  NEMA 6

• CAB-AC-C6K-TWLK ： 電源コード、 250-VAC、 16A、 ツイス ト  ロ ッ ク  NEMA L6-20

8.5 インチ ケーブル タ イ 1 キッ ト  
（10 ピース）

静電気防止用リ ス ト  ス ト ラ ップ
（使い捨て式）

1

N/A 1 つの Nexus 7000 シ リーズ 
シャーシ単位の DCNM ラ イセン
ス （オプシ ョ ン）

1

N/A 中国のお客様向け危険物質一覧 1

N/A シスコ情報パケッ ト

1 年のハード ウェア限定保証

1 

1 

N/A GR-1089 の設置手順と注意事項 1

表 C-6 Cisco Nexus 7010 システム アクセサリ  キッ トの内容 （続き）

図 説明 数量

18
66

97

ESD wrist strap
11

30
78
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付録  C      アクセサリ  キッ トの内容

  Cisco Nexus 7018 スイッチのアクセサリ  キッ ト

• CAB-7513AC ： 電源コード、 AC 110V、 北米

• CAB-C19-CBN ： キャビネッ ト  ジャンパ電源コード、 250-VAC、 16A、 C20C

• CAB-ACS-16 ： 電源コード、 16-A、 ス イス

• CAB-L520P-C19-US ： NEMA L5-20 から  IEC-C19 6ft、 米国

Cisco Nexus 7018 スイッチのアクセサリ  キッ ト
表 C-7 は、 Cisco Nexus 7018 スイ ッチのアクセサ リ  キッ ト の内容について説明しています。

表 C-7 Cisco Nexus 7018 スイッチのアクセサリ  キッ トの内容

図 説明 数量

下部支持レール キッ ト （次の部品が
含まれます）

• 12-24 x 3/4 インチ プラス  ネジ

• M6 x 19 mm プラス  ネジ

• 調整可能な下部支持レール

1 キッ ト

34 （1 キッ ト ）

34 （1 キッ ト ）

キッ ト ご とに 2

RJ-45 ロールオーバー ケーブル 1

D B9F/RJ-45F PC 端末 1

アース  ラグ  キッ ト （以下の部品が含
まれます）

• 2 穴圧着端子

• M4 x 8 mm なべネジ

1 キッ ト

キッ ト ご とに 1

キッ ト ご とに 2

19
65

30

19
65

31

18
58

47

Ground lug kit
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付録 C      アクセサリ  キッ トの内容

  Cisco Nexus 7018 スイッチのアクセサリ  キッ ト

（注） このマニュアルに記載されている部品が 1 つでも不足している場合は、 Cisco Technical Support
（http://www.cisco.com/warp/public/687/Directory/DirTAC.shtml） までお問い合わせください。
シスコの リ セラーで本製品をご購入の場合、 マニュアル、 ハード ウェア、 および電源コードな
どのその他の内容物が含まれている こ とがあ り ます。

Cisco Nexus 7000 シ リーズ システムに 6 kW 電源装置が含まれている場合は、電源装置ごとに国
別電源コードが 1 本または 2 本同梱されています。同梱されている電源コードの種類は、 Cisco 
Nexus 7000 シ リーズ デバイスを注文した時点でお客様が住む地域の規格によ り決ま り ます。 以
下に、 6 kW の電源装置で使用できる電源コードを示します。

• CAB-AC-16A-AUS ： 電源コード、 250-VAC、 16A、 C19、 オース ト ラ リ ア

• CAB-AC16A-CH ： 電源コード、 16-A、 中国

• CAB-AC-2500W-EU ： 電源コード、 250-VAC、 16A、 欧州

• CAB-AC-2500W-INT ： 電源コード、 250-VAC、 16A、 国際

• CAB-AC-2500W-ISRL ： 電源コード、 250-VAC、 16-A、 イスラエル

• CAB-AC-2500W-US1 ： 電源コード、 250-VAC、 16A、 ス ト レー ト  ブレード  NEMA 6

• CAB-AC-C6K-TWLK ： 電源コード、 250-VAC、 16A、 ツイス ト  ロ ッ ク  NEMA L6-20

8.5 インチ ケーブル タ イ 1 キッ ト  
（10 ピース）

静電気防止用リ ス ト  ス ト ラ ップ
（使い捨て式）

1

N/A 1 つの Nexus 7000 シ リーズ シャーシ
単位の DCNM ラ イセンス （オプ
シ ョ ン）

1

N/A 中国のお客様向け危険物質一覧 1

N/A シスコ情報パケッ ト

1 年のハード ウェア限定保証

1 

1 

N/A GR-1089 の設置手順と注意事項 1

表 C-7 Cisco Nexus 7018 スイッチのアクセサリ  キッ トの内容 （続き）

図 説明 数量

18
66

97

ESD wrist strap
11

30
78
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付録  C      アクセサリ  キッ トの内容

  Cisco Nexus 7018 スイッチのアクセサリ  キッ ト

• CAB-7513AC ： 電源コード、 AC 110V、 北米

• CAB-C19-CBN ： キャビネッ ト  ジャンパ電源コード、 250-VAC、 16A、 C20C

• CAB-ACS-16 ： 電源コード、 16-A、 ス イス

• CAB-L520P-C19-US ： NEMA L5-20 から  IEC-C19 6ft、 米国
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付録 C      アクセサリ  キッ トの内容

  Cisco Nexus 7018 スイッチのアクセサリ  キッ ト



D-1
『Cisco Nexus 7000 シリーズ ハードウェア インス ト レーシ ョ ン  および リファレンス ガイ ド』

OL-23069-07-J

A P P E N D I X D
シャーシおよびモジュールの LED

この付録では、 Cisco Nexus 7000 シ リーズ システムの LED、 およびシャーシに取り付けた各種
モジュールの LED が示す状態について説明します。

この付録は、 次の項で構成されています。

• 「ス イ ッチ LED」 （P.D-1）

• 「スーパーバイザ モジュールの LED」 （P.D-2）

• 「I/O モジュールの LED」 （P.D-4）

• 「NAM-NX1 モジュールの LED」 （P.D-5）

• 「フ ァブ リ ッ ク  モジュールの LED」 （P.D-6）

• 「電源装置の LED」 （P.D-7）

• 「フ ァン  ト レイの LED」 （P.D-7）

スイッチ LED
表 D-1 は、 シャーシの前面にあるスイ ッチ LED の説明です。

表 D-1 スイッチ LED

LED 色 Condition

PSU グ リーン 電源装置がすべて動作しています。

オレンジ 次のいずれかの問題が発生したこ とを示します。

• 電源装置の LED がレッ ドで点灯

• 電源装置がダウン

FAN グ リーン ファン  ト レイ  モジュールはすべて動作しています。

オレンジ 低 1 つのファン  ト レイ  モジュールの ステータス  LED が
レッ ドです。

SUP グ リーン スーパーバイザ モジュールはすべて動作しています。

オレンジ 低 1 つのスーパーバイザ モジュールの ステータス  LED が
レッ ドです。
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付録 D      シャーシおよびモジュールの LED   
スーパーバイザ モジュールの LED

スーパーバイザ モジュールの LED
表 D-2 は、 スーパーバイザ モジュールの LED の説明です。

FAB グ リーン ファブ リ ッ ク  モジュールはすべて動作しています。

オレンジ 低 1 つのファブ リ ッ ク  モジュールの ステータス  LED が
レッ ドです。

IOM グ リーン I/O スロ ッ ト のモジュールはすべて動作しています。

オレンジ I/O スロ ッ トの少なく と も  1 つのモジュールの STATUS LED が
レッ ドです。

表 D-1 スイッチ LED （続き）

LED 色 Condition

表 D-2 スーパーバイザ モジュールの LED

LED
Status （ス
テータス） 説明

STATUS グ リーン すべての診断テス ト に合格しています。 モジュールは動作可能です
（通常の初期化シーケンス）。

赤 モジュールはスロ ッ ト  ID パリ テ ィ  エラーを検出しました。 電源はオ
ンにならず、 モジュールは起動しません。

または

モジュールの挿入が不完全であ り、 ミ ッ ドプレーンに確実に接続され
ていません。

または

診断テス ト に不合格とな り ました。

レ ッ ドで点滅 システムの吸気温度がモジュールの安全動作温度の制限を超えてい
ます （重大な環境警告）。 モジュールは、 致命的な損傷を防ぐために
シャ ッ ト ダウンされます。 この状態を解決しない場合、 システムは 
2 分後にシャ ッ ト ダウンします。

または

モジュールを リ セッ ト中であ り、 どちらのイジェ ク ト  レバーもアウ ト
になっています。

消灯 モジュールに電力が供給されていません。

ID 青 （点滅） オペレータが、 シャーシ内でこのモジュールを識別するためにこの 
LED をアクテ ィブにしました。

消灯 このモジュールは識別されていません。

SYSTEM グ リーン すべてのシャーシ環境モニタが OK を報告しています。

オレンジ 低 1 つの電源装置が故障したか、 電源装置のファンが故障しました。

赤 スーパーバイザ エンジンの温度が、 メジャーしきい値を超過してい
ます。

消灯 スロ ッ ト がスロ ッ ト  ID パリ テ ィ  エラーを検出しました。
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付録 D      シャーシおよびモジュールの LED
スーパーバイザ モジュールの LED

ACTIVE グ リーン スーパーバイザ モジュールが動作可能でアクテ ィブです。

オレンジ スーパーバイザ モジュールはスタンバイ  モードです。

PWR MGMT グ リーン 取り付けられたすべてのモジュールに十分な電力が供給されています。

オレンジ 取り付けられたすべてのモジュールに十分な電力が供給されていま
せん。

MGMT ETH グ リーン 管理ポート が動作しています。

オレンジ 管理ポート  リ ンクがソフ ト ウェアによって無効にな り ました。

オレンジに
点滅

管理ポート  リ ンクが不適切であ り、 ハード ウェアの故障のために無効
にな り ました。

消灯 モジュールが信号を検出しませんでした。

LINK グ リーン モジュールが リ ンクを検出しました。

消灯 モジュールが リ ンクを検出しません。

ACT グ リーンに
点滅

モジュールは送信中または受信中です。

消灯 モジュールは送信も受信も していません。

ACT LOG FLASH

（Supervisor 1）

LOG FLASH

（Supervisor 2 および 2E）

グ リーン ログ  フラ ッシュ  CompactFlash または USB ディ ス クがアクセスしてい
ます。 LED がオフになるまで、 メディアを取り外さないでください。

消灯 拡張フラ ッシュ  CompactFlash または USB ディ ス クがアクセスしてい
ません。 この LED がオフである間は、 CompactFlash を取り外すこ とが
できます。

ACT EXPANSION FLASH

（Supervisor 1）

ス ロ ッ ト  0
（Supervisor 2 および 2E）

グ リーン 拡張フラ ッシュ  CompactFlash または USB ディ スクがアクセスしていま
す。 LED がオフになるまで、 メディアを取り外さないでください。

消灯 ログ  フラ ッシュ  CompactFlash または USB ディ ス クがアクセスしてい
ません。 この LED がオフである間は、 CompactFlash を取り外すこ とが
できます。

CMP MGMT ETH

（Supervisor 1 モジュール
のみ）

グ リーン 管理ポート が動作しています。

オレンジ 管理ポート  リ ンクがソフ ト ウェアによって無効にな り ました。

オレンジに
点滅

管理ポート  リ ンクが不適切であ り、 ハード ウェアの故障のために無効
にな り ました。

消灯 モジュールが信号を検出しません。

CMP STATUS 

（Supervisor 1 モジュール
のみ）

グ リーン すべての診断テス ト に合格しています。 接続管理プロセッサ （CMP）
は動作可能です （通常の初期化シーケンス）。

オレンジ すべてのモジュールに十分な電力を供給できません。

オレンジに
点滅

診断テス ト に不合格とな り ました。

または

初期化シーケンスで障害が発生したため CMP は動作不能です。

赤 モジュールがスロ ッ ト  ID パリ テ ィ  エラーを検出しました。

消灯 CMP が電力を受けていません。

表 D-2 スーパーバイザ モジュールの LED（続き）

LED
Status （ス
テータス） 説明
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付録 D      シャーシおよびモジュールの LED   
I/O モジュールの LED

I/O モジュールの LED
表 D-3 は、 I/O モジュールの LED の説明です。

LINK 

（Supervisor 1 モジュール
のみ）

グ リーン モジュールが リ ンクを検出しました。

消灯 モジュールが リ ンクを検出しませんでした。

ACT 

（Supervisor 1 モジュール
のみ）

グ リーンに
点滅

モジュールは送信中または受信中です。

消灯 モジュールは送信も受信も していません。

表 D-2 スーパーバイザ モジュールの LED（続き）

LED
Status （ス
テータス） 説明

表 D-3 I/O モジュールの LED

LED
Status （ステー
タス） 説明

ID 青 （点滅） オペレータが、シャーシ内でこのモジュールを識別するためにこの LED 
をアクテ ィブにしました。

消灯 このモジュールは識別されていません。

Status （ステータス） グ リーン すべての診断テス ト に合格しています。 モジュールは動作可能です （通
常の初期化シーケンス）。

赤 モジュールはスロ ッ ト  ID パリ テ ィ  エラーを検出しました。 電源はオン
にならず、 モジュールは起動しません。

または

モジュールの挿入が不完全であ り、 スーパーバイザに確実に接続されて
いません。

または 

モジュールが診断テス ト に不合格とな り、 電源がオフになっています。

レ ッ ドで点滅 スイ ッチの電源をオンにしたばかりで、 モジュールを リ セッ ト中です。

または 

モジュールを リ セッ ト中であ り、 どちらのイジェ ク ト  レバーもアウ ト に
なっています。

または

初期化プロセス中にモジュールが挿入されました。

または 

電力が不十分であるため、 モジュールに電源投入できませんでした。

または

過熱状態が発生しています。 環境モニタ リ ング中に、 メジャー温度しき
い値を超えました。

消灯 モジュールに電力が供給されていません。
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付録 D      シャーシおよびモジュールの LED
NAM-NX1 モジュールの LED

NAM-NX1 モジュールの LED
表 D-4 は、 NAM-NX1 の LED の説明です。

Link （ポー ト ご と） グ リーン ポートはアクテ ィブです （ リ ンクは接続済みでアクテ ィブ）。

オレンジ オペレータがポート を無効にしたか、 ポー ト が初期化していません。

オレンジに
点滅

ポート が故障していて無効です。

消灯 ポート がアクテ ィブでないか、 リ ンクが接続されていません。

表 D-3 I/O モジュールの LED （続き）

LED
Status （ステー
タス） 説明

表 D-4 NAM-NX1 の LED

LED 色 Condition

STATUS グ リーン NAM が稼働しています。

オレンジ 次のいずれかの状態を示します。

• モジュールは起動して、 診断テス ト を実行中です。

• モジュールは無効になっており、 使用されていま
せん。

• モジュールはシャ ッ ト  ダウン中または起動中です。

赤 次のいずれかの状態を示します。

• モジュールは起動して、 診断テス ト を実行中です。

• モジュールは無効になっており、 使用されていま
せん。

モジュールはシャ ッ ト  ダウン中または起動中です。

消灯 モジュールの電源がオフになっています。

ID 青色 モジュールを識別します。

消灯 モジュールは識別されていません。

Sync Link Status グ リーン ポートはアクテ ィブです （ リ ンクが接続されてい
ます）。

消灯 ポートはアクテ ィブではあ り ません （ リ ンクが接続さ
れていません）。

SAS Link Status LED グ リーン ポートはアクテ ィブです （ リ ンクが接続されてい
ます）。

オレンジ オペレータがポート を無効にしたか、 ポー ト が初期化
していません。



D-6
『Cisco Nexus 7000 シリーズ ハードウェア インスト レーシ ョ ン  および リ ファレンス ガイド』

OL-23069-07-J

付録 D      シャーシおよびモジュールの LED   
ファブリ ッ ク  モジュールの LED

ファブリ ック  モジュールの LED
表 D-5 は、 ファブ リ ッ ク  モジュールの LED の説明です。

オレンジに
点滅

ポート が故障していて無効です。

消灯 ポート がアクテ ィブでないか、 リ ンクが接続されてい
ません。

表 D-4 NAM-NX1 の LED （続き）

LED 色 Condition

表 D-5 ファブリ ック  モジュールの LED

LED
Status （ス
テータス） 説明

Status

（ステー
タス）

グ リーン すべての診断テス ト に合格しています。 モジュールは動作可能です （通常の初期化シー
ケンス）。

赤 診断テス ト に不合格とな り ました。 初期化シーケンスで障害が発生したためモジュール
は動作不能です。

または

システムの吸気温度がカードの安全動作温度の制限を超えています （メジャーな環境警
告）。 カードは、 致命的な損傷を防ぐためにシャ ッ ト ダウンされます。

レ ッ ドで点滅 ファブ リ ッ ク  モジュールを挿入したばかりで、 起動中です。

または 

過熱状態にな り、 モジュールの電源がオフにな り ました。

または

CLI コマン ドによ り、 電源がオフにな り ました。

または

モジュールを リ セッ ト中であ り、 どちらのイジェ ク ト  レバーもアウ ト になっています。

ID 青 （点滅） オペレータが、 シャーシ内でこのモジュールを識別するためにこの LED をアクテ ィブ
にしました。

消灯 このモジュールは識別されていません。
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付録 D      シャーシおよびモジュールの LED
電源装置の LED

電源装置の LED
表 D-6 は電源装置の LED の説明です。 電源モジュール （AC および DC の両方の電源モジュー
ル） に応じて、 1、 2、 または 4 つの INPUT LED があ り ます。 Output、 Fault、 ID の LED の機能
は、 AC と  DC の両方の電源モジュールにおいて同じです。

ファン ト レイの LED
表 D-7 は、 ファン  ト レイの LED の説明です。

表 D-6  電源 LED

LED 色 Condition

Input 1 グ リーン AC または DC 入力電圧が有効範囲内です。

消灯 AC または DC 入力電圧が有効範囲外です。

Input 2 グ リーン AC または DC 入力電圧が有効範囲内です。

消灯 AC または DC 入力電圧が有効範囲外です。

Input 3 グ リーン DC 入力電圧が有効範囲内です。

消灯 DC 入力電圧が有効範囲外です。

Input 4 グ リーン DC 入力電圧が有効範囲内です。

消灯 DC 入力電圧が有効範囲外です。

Output グ リーン AC または DC 出力電力が有効範囲内です。

消灯 AC または DC 出力電力が有効範囲外です。

Fault 消灯 AC または DC 出力電圧および電源装置ユニッ トのテス トが OK です。

レ ッ ドで
点滅

自己診断テス ト に不合格となったか、 別の電源装置の故障が発生し
ました。

ID 青 （点滅） オペレータが、 シャーシ内でこのモジュールを識別するためにこの 
LED をアクテ ィブにしました。

消灯 このモジュールは識別されていません。

表 D-7 ファン ト レイの LED

LED LED 表示 Condition

STATUS グ リーン ファン  ト レイは動作しています。

レ ッ ドで点滅 1 つ以上のファンがしきい値速度以下で動作しています。
ファン  ト レイが十分な電力を受けていません。

消灯 電力がファン  ト レイに通っていません。

ID 青 （点滅） オペレータが、 シャーシ内でこのモジュールを識別するためにこ
の LED をアクテ ィブにしました。

消灯 このモジュールは識別されていません。
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付録 D      シャーシおよびモジュールの LED   
ファン  ト レイの LED
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A P P E N D I X E
輸送のための Cisco Nexus 7000 シリーズ ス
イッチの再梱包

この付録では、 輸送のために Cisco Nexus 7000 シ リーズ システムを再梱包する方法について説
明します。 この付録は、 次の項で構成されています。

• 「Cisco Nexus 7000 シ リーズシステムの接続解除」 （P.E-1）

• 「システム  コンポーネン ト の再梱包」 （P.E-2）

Cisco Nexus 7000 シリーズシステムの接続解除
Cisco Nexus 7000 シ リーズ システムのコンポーネン ト を取り外してシステムを再梱包する前に、
次の説明のとおりに、 AC 電源、 コンソール、 およびネッ ト ワークからシステムを接続解除す
る必要があ り ます。

• 「Cisco Nexus 7000 シ リーズシステムの電源切断」 （P.E-1）

• 「コンソールからのシステムの接続解除」 （P.E-2）

• 「ネッ ト ワークからのシステムの接続解除」 （P.E-2）

注意 Cisco Nexus 7000 シ リーズ スイ ッチまたはスイ ッチのコンポーネン ト を取り扱う場合は、 常に
静電気防止手順に従って静電破壊を防止して ください。 この手順には、 静電気防止用リ ス ト  ス
ト ラ ップを着用してデータセンターのビルのアースに接続する こ と を含みますが、 これに限定
されません。

Cisco Nexus 7000 シリーズシステムの電源切断

Cisco Nexus 7000 シ リーズ システムの電源をオフにするには、 各電源モジュールの電源スイ ッ
チを  Power からスタンバイに切り替えてから、 各電源モジュールへの電源コードを接続解除し
ます。 各電源装置の LED がすべてオフになったと き、 システムの電源は切断されます。
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付録 E      輸送のための Cisco Nexus 7000 シリーズ スイッチの再梱包

システム コンポーネン トの再梱包

コンソールからのシステムの接続解除

システムをコンソールから接続解除するには、 各スーバーバイザ モジュールの管理イーサネッ
ト （MGMT Ethernet） インターフェイス と  CMP （Supervisor 1 モジュールでのみ使用可能） イ
ンターフェイスに接続している各インターフェイス  ケーブルを接続解除する必要があ り ます。
ケーブルおよびそのアダプタ も コンソールから接続解除して ください。

ネッ トワークからのシステムの接続解除

システムをネッ ト ワークから接続解除するには、 システム  I/O モジュールから各 I/O ケーブル
を取り外す必要があ り ます。

システム コンポーネン トの再梱包
Cisco Nexus 7000 シ リーズ システムは、 出荷時の梱包材で再梱包して ください。 梱包材がお手
元にない場合は、 注文する こ とができます。 Cisco Nexus 7000 シ リーズを軽く し、 持ち運びや
すくするために、 電源装置、 外部フレーム、 扉を取り外し、 Cisco Nexus 7010 スイ ッチの場合
はシャーシを動かす前にオプシ ョ ンのエアー フ ィルタ も取り外します。 これらの各コンポーネ
ン トは別々に梱包する必要があ り ます。 シャーシを梱包するには、 通常、 リ フ ト を使用して
（120 ポンド （54.4 Kg） 以上を持ち上げる場合には必須）、 シャーシをラ ッ クからシャーシとそ
のコンポーネン ト を梱包できる輸送用パレッ ト に移動します。

この項では、 次の ト ピ ッ クについて取り上げます。

• 「システムの再梱包の前提条件」 （P.E-2）

• 「システムの再梱包に必要な工具および機器」 （P.E-2）

• 「Cisco Nexus 7004 スイ ッチの再梱包」 （P.E-3）

• 「Cisco Nexus 7009 スイ ッチの再梱包」 （P.E-9）

• 「Cisco Nexus 7010 スイ ッチの再梱包」 （P.E-23）

• 「Cisco Nexus 7018 スイ ッチの再梱包」 （P.E-31）

システムの再梱包の前提条件

スイ ッチをラ ッ ク またはキャビネッ ト から取り外す前にシステムの電源をオフにし、 システム
をネッ ト ワークから接続解除する必要があ り ます （「Cisco Nexus 7000 シ リーズシステムの接続
解除」 （P.E-1） を参照）。

システムの再梱包に必要な工具および機器

Cisco Nexus 7000 シ リーズのシャーシを元の梱包材に再梱包する前に、 次の工具および機器が
ある こ と を確認して ください。

• 次のいずれかの重量を持ち上げ可能な リ フ ト ：

– Cisco Nexus 7004 シャーシ ： 50 ポンド （68 Kg）

– Cisco Nexus 7009 シャーシ ： 300 ポンド （136 Kg）
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– Cisco Nexus 7010 シャーシ ： 550 ポンド （250 Kg）

– Cisco Nexus 7018 シャーシ ： 700 ポンド （318 Kg）

• No.1 のプラス  ド ラ イバ （ トルク機能付き）

• ト ルク機能付きのド ラ イバまたはラチェ ッ ト  レンチ用のナッ ト  ド ラ イバ アタ ッチメ ン ト
（DC 電源モジュールにのみ使用）

• 3/16 インチ マイナス  ド ラ イバ

• 静電気防止用リ ス ト  ス ト ラ ップ

• 次のものを含む元の輸送用コンテナおよび梱包材:

– Cisco Nexus 7004 シャーシ ： N7K-C7004-SHPPKG=

– Cisco Nexus 7009 シャーシ ： N7K-C7009-SHPPKG=

– Cisco Nexus 7010 シャーシ ： N7K-C7010-SHPPKG=

– Cisco Nexus 7018 シャーシ ： N7K-C7018-SHPPKG=

• ス ト ラ ッピング

注意 Cisco Nexus 7000 シ リーズ スイ ッチまたはスイ ッチのコンポーネン ト を取り扱う場合は、 常に
静電気防止手順に従って静電破壊を防止して ください。 この手順には、 静電気防止用リ ス ト  ス
ト ラ ップを着用してデータセンターのビルのアースに接続する こ と を含みますが、 これに限定
されません。

Cisco Nexus 7004 スイッチの再梱包

Cisco Nexus 7004 シャーシを自身でラ ッ クから持ち上げる場合は、 シャーシから電源モ
ジュールを取り外して  120 ポン ド （54.4 kg） 未満に軽量化する必要があ り ます。 軽量化しな
い場合は、 シャーシをラ ッ クから取り外す際に リ フ ト を使用してシャーシを保持する必要あ
り ます。

シャーシをラ ッ クから取り外す前に、 パレ ッ ト を床に置き、 梱包材を周辺に用意します。
Cisco Nexus 7004 スイ ッチ用の元の梱包材がない場合は、 それらの梱包材の別のセッ ト （部
品番号 N7K-C7004-SHPPKG=） を注文して ください。

注意 パレッ ト 、 スイ ッチ、 梱包を水に浸けた り湿気にさ ら した り しないよ うにして ください。

Cisco Nexus 7004 スイ ッチを再梱包するには、 次の手順を実行します。

ステップ  1 シャーシに搭載されている各電源モジュールの電源スイ ッチをスタンバイ （ラベル 0） に切り
替え、 OUTPUT LED が点灯していないこ と を確認します。

ステップ  2 各 AC 電源モジュールで、 次のよ うに電源コードを取り外します。

a. 電源ケーブルを電源から外し、 電源モジュールの LED がすべて消えている こ と を確認し
ます。

b. 電源モジュールに電源プラグを固定している電源ケーブル固定ク リ ップを持ち上げ、 電源
モジュールのコンセン ト からプラグを引き抜きます。
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ステップ  3 各 DC 電源モジュールで、 次のよ うに電源コードを取り外します。

a. 電源 （回路ブレーカー） がオフになっている こ と、 および電源モジュールの LED がすべて
消えている こ と を確認します。

b. 電源から電源ケーブルを取り外します。

c. カバーの 3 本のネジを外し、 ボッ ク スからカバーを引き抜いて、 DC 電源モジュールの端子
ボッ クスのカバーを取り外します。 端子ボッ ク スの位置とカバーを固定しているネジにつ
いては、 図 6-7 （P.6-17） を参照して ください。

d. 4 つのラグのそれぞれを端子ボッ クスに固定している  2 本のネジを外します。

e. 端子ボッ クスのカバーを元に戻し、 3 本のネジで固定します。

ステップ  4 シャーシに前面扉がある場合は、 次のよ うに扉を取り外して梱包します。

a. シャーシの近くに前面扉用の梱包材を用意します。

b. 扉の両側を持ち、 シャーシの前面から扉を引き離します。

c. 広げて平らにした内箱の中央に扉を置きます （図 E-1 の番号 2 のよ うに、 前面を下に向け
ます）。

図 E-1  Cisco Nexus 7004 シャーシの前面扉の梱包
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1 前面扉用の内箱 （広げて平らにした状態） 7 コーナー パッ ド （中の四隅に配置）

2 前面扉 （前面が下向き） 8 内箱 （外箱に入れ、 コーナー パッ ドの
上に配置）

3 短いフラ ップ （2） （扉の上に折り込む） 9 コーナー パッ ド （内箱の上の四隅に
配置）

4 長いフラ ップ （2） （扉の上に折り込む） 10 短いフラ ップ （2） （内箱の上に折り込む）

5 長いフラ ップ （閉じ合わせてテープで箱
に固定）

11 長いフラ ップ （2） （内箱の上に折り込む）

6 内箱用の外箱 （開いた状態） 12 長いフラ ップ （閉じ合わせてテープで箱
に固定）
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d. 内箱の短い方の 2 つのフラ ップを扉の上に折り込みます （図 E-1 の番号 3 を参照）。

e. 内箱の長い方の 2 つのフラ ップを扉の上に折り込みます （図 E-1 の番号 4 を参照）。

f. 内箱の長い方のフラ ップを閉じ合わせてテープで箱に固定します （図 E-1 の番号 5 を
参照）。

g. 外箱を開けます （図 E-1 の番号 6 を参照）。

h. 外箱の下の四隅にコーナーパッ ドを入れます （図 E-1 の番号 7 を参照）。

i. 内箱を外箱に入れ、 コーナー パッ ドの上に置きます （図 E-1 の番号 8 を参照）。

j. 内箱の上の四隅に 4 つのコーナー パッ ドをあてがいます （図 E-1 の番号 9 を参照）。

k. 短い方のフラ ップを内箱の上に折り込みます （図 E-1 の番号 10 を参照）。

l. 長い方の 2 つのフラ ップを内箱の上に折り込みます （図 E-1 の番号 11 を参照）。

m. 長い方のフラ ップを閉じ合わせてテープで箱に固定します （図 E-1 の番号 12 を参照）。

ステップ  5 シャーシにエアー フ ィルタを取り付けている場合は、 次のよ うにフ ィルタを取り外して再梱包
します。

a. エアー フ ィルタ用の梱包箱を開け、 箱の底にパディ ングを敷き、 さ らに緩衝枠を置きます
（図 E-2 の番号 4、 5、 6 を参照）。

図 E-2 Cisco Nexus 7004 シャーシのエアー フ ィルタの梱包
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b. エアー フ ィルタをシャーシの右側に固定している  8 本の M3 ネジを外します。

c. エアー フ ィルタをシャーシから取り外し、 緩衝材付き三つ折り段ボールの中央に置きます
（図 E-2 の番号 1 および 2 を参照）。

d. 三つ折り段ボールの 2 つのフラ ップをエアー フ ィルタの上に折り込みます （図 E-2 の番号 
3 を参照）。

e. 保護したエアー フ ィルタをエアー フ ィルタ用梱包箱の緩衝枠の中に入れます （図 E-2 の番
号 7 を参照）。

f. エアー フ ィルタ用梱包箱に入れたエアー フ ィルタの上にパディ ングを置きます （図 E-2 の
番号 8 を参照）。

g. エアー フ ィルタ用梱包箱を閉じ （図 E-2 の番号 9 を参照）、箱のフタ部分の 2 つのフラ ップ
を箱の角に差し込みます （図 E-2 の番号 10 を参照）。

ステップ  6 コンソール ケーブルと管理イーサネッ ト  ケーブル、 およびすべてのス ト レージ  メディアを
スーパーバイザ モジュールから取り外します。

ステップ  7 I/O モジュールからすべてのケーブルを取り外します。

ステップ  8 次のよ うにして、 シャーシからアース  ラグ とケーブルを取り外します。

a. アース  ラグをシャーシに固定している  2 本の M4 ネジを外します （シャーシのアース  パッ
ドの位置については、 図 2-4 （P.2-10） を参照）。

b. 小部品用のバッグにネジを入れます。

ステップ  9 次のよ うに、 ケーブル管理フレームを取り外します。

a. 2 つのケーブル管理フレームの一方で、 フレームをシャーシに固定している  3 本の M3 ネジ
を外します。 これらのネジの位置については、 図 2-5 （P.2-11） を参照して ください。

b. アクセサ リ  キッ ト用小部品バッグにネジを入れます。

c. も う一方のケーブル管理フレームでステップ 9b ～ 9a を繰り返します。

ステップ  10 次のいずれかを実行して、 ラ ッ クからシャーシを取り外す準備をします。

a. 自身でラ ッ クからシャーシを持ち上げる場合は、 必ず、 電源モジュールを取り外して
シャーシの重量を  120 ポン ド （54.4 Kg） 未満に軽減して ください。 電源モジュールを取
り外すには、 イジェ ク ト  レバーを左に押したまま、 電源モジュールを途中までシャーシ
から引き出します。 も う一方の手を電源モジュールに添えて、 シャーシから完全に引き出
します。

1 エアー フ ィルタ用の段ボール製三つ折り
プロテク タ

6 緩衝枠

2 エアー フ ィルタ （三つ折りの中央に
配置）

7 三つ折りプロテク タに包まれたエアー 
フ ィルタ （エアー フ ィルタ用梱包箱内の
緩衝枠の上に配置）

3 2 つのフラ ップ （エアー フ ィルタの上に
折り込む）

8 パディング （エアー フ ィルタの上に配置）

4 エアー フ ィルタ用梱包箱 （開いた状態） 9 エアー フ ィルタ用梱包箱 （フタ部分を折
り込み、 箱を閉じる）

5 パディ ング （エアー フ ィルタ用梱包箱の
底に配置）

10 エアー フ ィルタ用梱包箱の 2 つのフラ ッ
プ （箱の角に差し込む）
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b. シャーシの移動に リ フ ト を使用する場合は （重量が 120 ポンド （54.4 Kg） 以上の場合には
必須）、 リ フ ト をシャーシの下に配置します。 また、 シャーシがラ ッ ク内で他のシャーシの
上に配置されている場合は、 リ フ ト をラ ッ クのすぐ前に置き、 リ フ ト をシャーシ底面と同
じ高さ （シャーシの下 0.25 インチ （0.6 cm） 以内） に合わせます。

ステップ  11 リ フ ト 、 別のシャーシ、 または 2 人の人員によ り シャーシを下から支えて、 シャーシをラ ッ ク
に固定している  10 本の M4 x 6 mm ネジを外します。 アクセサ リ  キッ ト用小部品バッグにネジ
を入れます。

ステップ  12 梱包用ボッ クスの底部分を、 内側を上に向けて、 パレ ッ ト の上に置きます （図 E-3 の番号 1 お
よび 2 を参照）。

図 E-3 Cisco Nexus 7004 シャーシの梱包

11
12

5

2

1

3

9

4

8

7

6

10
10

11
33

60
36



E-8
『Cisco Nexus 7000 シリーズ ハードウェア インスト レーシ ョ ン  および リ ファレンス ガイド』

OL-23069-07-J

付録 E      輸送のための Cisco Nexus 7000 シリーズ スイッチの再梱包

システム コンポーネン トの再梱包

ステップ  13 発泡スチロール パディ ング （図 E-3 の 番号 3） の 1 つを箱の底部分に入れます。

ステップ  14 次のいずれかの方法で、 ラ ッ クからパレ ッ ト までシャーシを移動します。

• シャーシが リ フ ト に載っている場合は、 その リ フ ト を使用してラ ッ クからパレ ッ ト まで
シャーシを移動します。

• シャーシが別のシャーシの上に載っている場合は、 シャーシの前に リ フ ト を置き、 2 人で
シャーシを押して リ フ ト に載せ、 リ フ ト を使用してパレッ ト まで移動します。

• 2 人以上でシャーシを持ち上げる場合は、 ラ ッ クからシャーシを持ち上げてパレッ ト まで
移動します。

ステップ  15 シャーシが リ フ ト に載っている場合は、 リ フ ト をパレ ッ ト の横に置き、 シャーシの底面をパ
レッ ト上のパディ ングよ り も上 （0.25 インチ （0.64 cm 以内） に合わせ、 2 人でシャーシを押し
て （または持ち上げて） パディ ングの上に置きます。 シャーシの背面がパディ ングの片側に接
している こ と （つま り、 シャーシ前面のパディ ングに空き部分がある こ と） を確認します。

ステップ  16 シャーシの移動前に電源モジュールを取り外した場合は、 次のよ うに各電源モジュールを
シャーシに再び取り付けます。

a. 2 人の人員を使用して、 シャーシの前面を約 2 インチ （5 cm） ほど上方に傾けます。

b. 一方の手で電源モジュールの底を支え、 も う一方の手でモジュールの前面ハンドルを持ち
ながら、 電源モジュールを空いている電源モジュール ベイに揃え、 ラ ッチがカチッ と鳴る
まで電源モジュールをスロ ッ ト に完全に押し込みます。

c. シャーシに戻す必要がある各電源モジュールに対してステップ 17b を繰り返します。

d. シャーシを下げて、 パディ ングの上に戻します。

ステップ  17 シャーシ前面のパディ ングの空き部分に段ボール製インサート を入れます （図 E-3 の番号 5 を
参照）。

ステップ  18 シャーシの上に発泡スチロール パディ ングを置きます （図 E-3 の番号 6 を参照）。

ステップ  19 シャーシと上部パレッ ト の周囲に箱の側面部分をかぶせます （図 E-3 の番号 7 を参照）。

ステップ  20 アクセサ リ  ト レイを箱の側面部分に入れ、 パディ ングの上に置きます （図 E-3 の番号 8 を
参照）。

ステップ  21 アクセサ リ  キッ ト と前面扉キッ ト をアクセサ リ  ト レイに入れます （図 E-3 の番号 9 を参照）。

ステップ  22 シャーシ用梱包箱に段ボール製のフタをかぶせます （図 E-3 の番号 10 を参照）。

1 パレッ ト （床に平らに置いた状態） 7 箱の側面部分 （シャーシにかぶせて、
箱の底部分の内側にはめ込む）

2 箱の底部分 （内側を上に向けた状態） 8 三つ折りのアクセサ リ  ト レイ （箱の側面
部分に入れ、 パディ ングの上に配置）

3 パディ ング （箱の底部分に配置） 9 アクセサ リ  キッ ト （アクセサ リ  ト レイに
収容）

4 シャーシ （パディ ングの上に置き、 背面
をパディ ングの片側に寄せる。 電源モ
ジュールを含む）

10 箱のフタ （側面部分にかぶせる）

5 段ボール製インサート （シャーシ前面の
パディ ングの空き部分に配置）

11 4 個のエッジ プロテク タ （箱のフタの外
縁に配置）

6 パディ ング （シャーシの上に配置） 12 4 本のス ト ラ ップ （箱をパレッ ト に固定）
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ステップ  23 段ボール製のフタの外縁 （梱包用ス ト ラ ップを巻きつける位置） に 4 個のエッジ プロテク タ
（図 E-3 の番号 11） をあてがいます。

ステップ  24 2 本の梱包用ス ト ラ ップで、 フタを箱とパレ ッ ト に固定します （図 E-3 の番号 12 を参照）。

Cisco Nexus 7009 スイッチの再梱包

ラ ッ クから  Cisco Nexus 7009 スイ ッチ シャーシを取り外す前に、 2 つのパレ ッ ト （ボル ト でつ
ながれた 2 つのパレ ッ ト ） を床に置き、 梱包材を周辺に用意します。 元の梱包材がない場合
は、 別の梱包材セッ ト （部品番号 N7K-C7009-SHPPKG=） を注文して ください。

注意 パレッ ト 、 スイ ッチ、 梱包を水に浸けた り湿気にさ ら した り しないよ うにして ください。

Cisco Nexus 7009 スイ ッチを再梱包するには、 次の手順を実行します。

ステップ  1 各電源モジュールの電源スイ ッチをスタンバイ （STBY） に切り替え、 OUTPUT が点灯してい
ないこ とを確認します。

ステップ  2 各 AC 電源モジュールで、 次のよ うに電源コードを取り外します。

a. 1 本または 2 本の電源ケーブルを電源から取り外し、 電源モジュールの LED がすべて消え
ている こ と を確認します。

b. 6 kW 電源モジュールを取り外す場合は、 電源モジュールに電源プラグを固定しているケー
ブル留めのネジを外し、 電源モジュールから各電源コード  プラグを引き抜きます。

（注） 7.5 kW 電源モジュールの場合、 ケーブルは電源モジュールに固定されているため、
取り外すこ とはできません。

ステップ  3 各 DC 電源モジュールで入力電力をオフにして、 次のよ うに電源コード取り外します。

a. 各電源モジュールの電源スイ ッチをスタンバイ （STBY） に切り替え、 OUTPUT LED が消
えている こ と を確認します。

b. 回路ブレーカーで各入力回路を手動でオフにして、 DC 入力電源を切り ます。

警告 次の作業を行う前に、 DC 回路に電気が流れていないこ とを確認します。 ステート メ ン ト  1003

c. DC 電源モジュールの LED がすべて消えているか点検して、 入力電力が完全にオフになっ
ている こ と を確認します。

d. 電源がオフになっている  DC 電源または DC 電源インターフェイス  ユニッ ト （PIU） から、
それぞれの電源コードを外します。

警告 DC 電源端子には、 危険な電圧またはエネルギーが存在している可能性があります。 端子が使用さ
れていない場合は必ずカバーを取り付けて く ださい。 カバーを取り付けるときに絶縁されていない
伝導体に触れないこ とを確認して く ださい。 ステート メ ン ト  1075

e. DC 電源モジュールに接続している電源プラグご とに、 プラグを電源に固定している  2 本の
ネジを外してプラグを引き抜きます。
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f. 電源モジュールの 2 つの M6 ナッ ト を外してアース  ラグを抜き、 電源モジュールの前面下
部からアース  ラグを取り外します。 アース  パッ ドの場所については、 図 6-2 （P.6-10） を参
照して ください。

g. このスイ ッチ用のアクセサ リ  キッ ト  ボッ ク スに電源コードを入れます。

ステップ  4 各電源モジュール ユニッ ト を取り外し、 次のよ うに再梱包します。

（注） これらの手順は、 新しい Cisco Nexus 7010 スイ ッチに付属するマルチユニッ ト電源装置
ボッ クス用です。 6 kW AC 電源モジュール ユニッ ト用のシングルユニッ ト  ボッ ク スが
ある場合は、 図 E-15 （P.E-25） に示すパッキングの手順を参照して ください。 6 kW DC 
電源モジュール ユニッ ト用のシングルユニッ ト  ボッ ク スがある場合は、 図 10-3
（P.10-13） に示すパッキングの手順を参照して ください。

a. 電源モジュール ユニッ ト用の梱包ボッ クスを開け、 中に段ボール ホルダが入っている こ と
を確認します （図 E-4 の番号 1 を参照）。

図 E-4 マルチ ユニッ ト  ボックスへの電源モジュールの梱包
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b. DC 電源モジュール ユニッ ト を梱包する場合は、 下部パッ ドから分離可能な部分を取り外
します （図 E-4 の 2 を参照）。 パッ ドのこの取り外し可能な部分は、 よ り短い AC 電源モ
ジュール ユニッ ト を梱包する場合にのみ含まれています。

c. 平らではない面を上にして、 電源装置を差し込んでいるスロ ッ ト に下部パッ ドを入れます。
（図 E-4 の 3 を参照）。

d. 電源モジュールの 4 本の非脱落型ネジを緩めて、 シャーシから外します。

e. 電源モジュールのハンドルを片手で握り、 モジュールを途中までシャーシから引き出し
ます。

f. も う一方の手で電源モジュールの下を支え、 シャーシから完全に引き出します。

g. 電源モジュールを静電気防止用袋に入れ、 袋に入れた電源モジュールを梱包用ボッ クスの 
3 つの大きなスロ ッ ト のいずれかに入れます （図 E-4 の番号 4、 5、 6 を参照）。

（注） マルチユニッ ト  ボッ ク スをよ り扱いやすくするために、 ボッ ク ス内での重さが均等
になるよ うに電源モジュールを配置して ください。 ユニッ ト を  1 台だけ梱包する場
合は、 ボッ ク ス中央の大きいスロ ッ ト にユニッ ト を入れます。 2 台のユニッ ト を梱
包する場合は、 ボッ ク ス両端の大きいスロ ッ ト にユニッ ト を入れます。

h. 電源コードを巻き、 電源モジュールの横のスロ ッ ト に入れます （図 E-4 の番号 7 を参照）。

i. も う  1 つの電源モジュールを梱包する場合は、 ステップ 4a ～ 4h を繰り返します。

j. 電源モジュールの上に上部パッ ドを置きます （図 E-4 の番号 8 を参照）。

k. ボッ ク スの 2 つの狭いフラ ップをパッ ド上に折り重ねます （図 E-4 の 9 を参照）。

l. 2 つの広いフラ ップを狭いフラ ップの上に折り重ねます （図 E-4 の番号 10 を参照）。

m. 広いフラ ップを閉じ合わせてテープでボッ ク スに固定します （図 E-4 の番号 11 を参照）。

1 段ボール ホルダ付き梱包用ボッ クス （開け
た状態）

7 電源コード （巻いて電源モジュールの
横のスロ ッ ト に収容） 

2 下部パッ ド （DC 電源モジュール用に分離可
能な部分を取り外した状態）

8 上部パッ ド （電源モジュールの上に
配置）

3 下部パッ ド （平らではない面を上にしてス
ロ ッ ト に収容）

9 2 つの狭いフラ ップ （ボッ ク スの上に折
り込む）

4 7.5 kW AC 電源モジュール ユニッ ト
（N7K-AC-7.5KW-INT または 
N7K-AC-7.5KW-US）。 下部パッ ド全体 （分
離可能な部分が取り付けられている状態）
と と もにスロ ッ ト に収容。

10 2 つの広いフラ ップ （狭いフラ ップの上
に折り込む）

5 6 kW AC 電源モジュール ユニッ ト
（N7K-AC-6.0KW）。 下部パッ ド全体 （分離
可能な部分が取り付けられている状態） と
と もにスロ ッ ト に収容。

11 2 つの広いフラ ップ （閉じ合わせてテー
プで箱に固定）

6 6 kW DC 電源モジュール ユニッ ト
（N7K-DC-6.0KW）。 分離可能な部分を取り
外した下部パッ ド （長い電源モジュール ユ
ニッ ト を収容する場合に使用） と と もにス
ロ ッ ト に収容。
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警告 装置を設置または交換する際は、 必ずアースを最初に接続し、 最後に取り外します。
ステート メ ン ト  1046

ステップ  5 次のよ うに、 コンソールとネッ ト ワークからスイ ッチを接続解除します。

a. 各スーパーバイザ モジュールで、 コンソール ポート 、 Com/AUX ポート 、 管理ポート 、
CMP 管理ポート に接続されているケーブルを取り外します。

（注） CMP 機能は Supervisor 1 モジュールでのみ使用可能です。

b. 各 I/O モジュールからすべてのケーブルを取り外します。

ステップ  6 次のよ うに、 シャーシの前面からアース  ラグを取り外します。

a. 各アース  ラグをシャーシに固定している  2 本の M4 ネジを緩めます。 シャーシ上のアース  
パッ ドの位置については、 図 3-12 （P.3-22） を参照して ください。

b. アース  ラグをシャーシから取り外し、 アクセサ リ  キッ ト に 2 本のネジを入れます。

ステップ  7 オプシ ョ ンの前面扉と空気取り入れ口フレームがシャーシに装着されている場合は、 次の手順
でそれらを取り外します。

a. 扉のラ ッチ ハンドルのいずれかをカチッ とい う音がするまで引っ張る こ とによ り （ハン ド
ルを  30 度引っ張る とカチッ とい う音がします） 扉を開き、 シャーシから離れるよ うに扉を
回します （図 E-5 を参照）。
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図 E-5 前面扉片側の取り外し

b. 扉の裏にあるロ ッ ク  ボタン （開いたラ ッチ ハンドルの裏側にあるボタン） を押し、 ラ ッチ 
ハンドルが扉の前面に対してフラ ッ ト になるよ うにします。

c. 扉の開いている側を片手で持ち、 も う一方の手で扉のヒ ンジ側のラ ッチ ハンドルをカチッ
とい う音がするまで開きます。 両手を使ってシャーシから扉を取り外します。

d. 開いたラ ッチの背後にある扉表面内部のロ ッ ク  ボタンを押し、 ラ ッチ ハンドルが扉前面に
対してフラ ッ ト になるよ うにします。

e. 前面扉および空気取り入れ口フレーム  キッ ト に含まれている気泡緩衝材で扉を包みます。
この作業の後半で梱包するために、 それをキッ ト の側に置きます。

f. 下部ヒ ンジ ブラケッ ト をシャーシに固定している  4 本のネジと、 左右のケーブル管理フ
レームに固定している  4 本のネジ （各フレームに 2 本） を外して、 下部ヒ ンジ  ブラケッ ト
を取り外します （図 E-6 を参照）。 気泡緩衝材で包んだ前面扉の傍らにブラケッ ト を置き、
扉用小部品バッグにネジを入れます。

1

2

2

33
11

74

1 扉のいずれかのハンドルを引きます。 2 扉を完全に回転させて、 シャーシから離
します。
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図 E-6 シャーシからの下部ヒンジ ブラケッ トの取り外し

g. 2 本の M4 ネジを緩めて外し、 右側のケーブル管理フレームから ドア  ス ト ップを取り外し
ます （図 E-7 を参照）。 2 つのドア  ス ト ップ部品をケーブル管理フレームから引き抜き、 そ
れらを  2 本のネジと と もに小部品用バッグに入れます。

33
05

09
1 ブラケッ ト をシャーシに固定している  

4 本のネジ （シャーシの両側に 2 本ず
つ） を外します。

2 ブラケッ ト を各サイ ド  フレームに固定し
ている  4 本のネジ （ブラケッ ト の両側に 
2 本ずつ） を外します。
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図 E-7 右側ケーブル管理フレームからのドアスト ップの取り外し

h. 右側のドア  ス ト ップが取り付けられていた支柱から  2 つのブッシングを引き抜きます
（図 E-8 を参照）。 ブッシングを小部品用バッグに入れます。

33
05

08

1

1

2

1 右側ドア  ス ト ップの 2 つの部品 2 2 本の M4 ネジ （ドア ス ト ップを分解するために
外した状態）
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図 E-8 右側ケーブル管理フレームからのブッシングの取り外し

i. 2 本の M3 ネジを緩めて外し、 左側ケーブル管理フレームから ドア  ス ト ップを取り外しま
す （図 E-9 を参照）。 ドア  ス ト ップとネジを小部品用バッグに入れます。

1 ブッシング （右側ケーブル管理フレームから取り外
した状態）

33
05

07

1
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図 E-9 左側ケーブル管理フレームからのドアスト ップの取り外し

j. 2 本の非脱落型ネジ （両側に 1 本ずつ） を緩め、 シャーシから空気取り入れ口フレームを
引き抜いて取り外します。

k. 前面扉および空気取り入れ口フレーム キッ ト用の箱を開けます （図 E-10 の番号 1を参照）。

33
05

14
1 左側ケーブル管理フレーム用のドア  ス

ト ップ

2 2 本の M3 ネジ （ケーブル管理フレームに
ドア  ス ト ップを固定）
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図 E-10 前面扉と空気取り入れ口フレームの再梱包

l. 段ボール製保護インサート の個々のスロ ッ ト に空気取り入れ口フレーム と ヒ ンジ  ブラケッ
ト をスラ イ ド して入れ （図 E-10 の番号 2、 3、 4 を参照）、 箱の底に段ボール製インサート
を置きます。

m. 小部品用バッグを段ボール製インサート の空いているスロ ッ ト に入れます （図 E-10 の番号 
5 を参照）。

n. 気泡緩衝材で包んだ前面扉を箱に入れます （図 E-10 の番号 6 を参照）。

o. 箱のフラ ップを前面扉の上に折り込みます （図 E-10 の番号 7 および 8 を参照）。

p. 梱包用テープを使用して、 2 つのフラ ップを閉じ合わせて箱に固定します （図 E-10 の番号 
9 を参照）。

ステップ  8 次のよ うに、 ケーブル管理フレームを取り外して再梱包します。

a. 4 本の M4 ネジ （両側に 2 本ずつ、 図 E-11 を参照） を外し、 上部ケーブル管理フレームを
シャーシから引き抜いて取り外します。 アクセサ リ  キッ ト用小部品バッグにネジを入れ
ます。

6

4

7

8 7

8
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1 前面扉と空気取り入れ口フレーム用の箱 6 気泡緩衝材で包まれた前面扉

2 前面扉のヒ ンジ ブラケッ ト 7 短いボッ クス  フラ ップ （前面扉の上に折
り込む）

3 空気取り入れ口フレーム 8 長いボッ クス  フラ ップ （短いフラ ップの
上に折り込む） 

4 段ボール製保護インサート （ヒ ンジ  ブラ
ケッ ト と空気取り入れ口フレーム用のス
ロ ッ ト付き）

9 テープ （フラ ップを閉じ合わせて箱に
固定）

5 小部品用バッグ （空いているスロ ッ ト に
収容）
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図 E-11 上部ケーブル管理フレームの取り外し

b. 一方のサイ ド  ケーブル管理フレームで、 6 本の M4 ネジを外し、 フレームを持ち上げ
てシャーシから取り外します。 アクセサ リ  キッ ト用小部品バッグにネジを入れます
（図 E-12 を参照）。

1
1

33
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06

1 各サイ ド  フレームに上部フレームを固定し
ている  4 本の M4 なべネジ （各サイ ド  フレー
ムに 2 本ずつ）



E-20
『Cisco Nexus 7000 シリーズ ハードウェア インスト レーシ ョ ン  および リ ファレンス ガイド』

OL-23069-07-J

付録 E      輸送のための Cisco Nexus 7000 シリーズ スイッチの再梱包

システム コンポーネン トの再梱包

図 E-12 サイド  ケーブル管理フレームの取り外し

c. ステップ 7b を繰り返して、 も う一方のケーブル管理フレームを取り外します。

ステップ  9 2 本の M4 ネジを緩めて外し、 シャーシからアース  ケーブルを取り外します。 アクセサ リ  キッ
ト用小部品バッグにネジを入れます。 アース  パッ ドの位置については、 図 3-12 （P.3-22） を参
照して ください。

ステップ  10 次の手順に従って、 ラ ッ クからシャーシを取り外します。

a. シャーシをラ ッ クの両側に固定している  12 本のネジ （両側に 6 本ずつ） を外します。
アクセサ リ  キッ ト用小部品バッグにネジを入れます。

注意 2 つの下部支持ブラケッ ト をラ ッ クに固定している  6 本のネジは外さないでください。 それら
のネジは、 ラ ッ クからシャーシを取り外すまでシャーシを固定するために必要です。

1
2

4

3

33
60

30
1 ケーブル管理フレーム 3 フレーム （引き上げてシャーシから取り外した状態）

2 前面マウン ト  ブラケッ ト 4 取り外す 6 本の M4 ネジ
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図 E-13 ラックからシャーシを取り外す際に外すネジ （センターマウン ト  ブラケッ トの場合）

b. リ フ ト をラ ッ クの前に置き、 リ フ ト のプラ ッ ト フォームをシャーシの底面 （シャーシ底面
の下 0.25 インチ （0.6 cm） 以内） まで上昇させます。

c. 2 人でシャーシを押して完全に リ フ ト に載せます。

d. リ フ ト を使用して、 シャーシをパレッ ト まで移動します。 リ フ ト をパレ ッ ト の横に置き、
シャーシの底面をパレッ ト の上部と同じ高さ （パレ ッ ト の上 0.25 インチ （0.6 cm） 以内）
まで持ち上げます。

e. 2 人でシャーシを押して完全にパレッ ト に載せ、 シャーシをパレッ ト の中央に配置します。

ステップ  11 シャーシとパレ ッ ト のエッジとの間で、 パレ ッ ト の持ち上がった部分に 2 個のアングル ブラ
ケッ ト を緩く取り付けます ブラケッ ト をパレ ッ ト に固定するネジは締めないでください。 パ
レ ッ ト にシャーシを置いた後、 ブラケッ ト の位置を調整する必要があるからです （図 E-3 の番
号 2 を参照）。
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1

1 シャーシの各側から外す 6 本のネジ
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図 E-14 Cisco Nexus 7009 シャーシの梱包

ステップ  12 シャーシの反対側でアングル ブラケッ ト をさ らに 2 個パレッ ト に取り付けます。

ステップ  13 2 本のネジを使用して 4 個のブラケッ ト のそれぞれをシャーシに固定し、 各ネジを締めます。
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1 上部に小さい台が付いたパレッ ト 6 アクセサ リ  ト レイ （シャーシのパディ ングの
上に配置）

2 アングル ブラケッ ト （4 個、 両側に 
2 個ずつ）

7 アクセサ リ  キッ ト と前面扉キッ ト （箱に収容）

3 シャーシパレッ ト （中央に配置） 8 段ボール製のフタ （一番上にかぶせる）

4 シャーシ上部のパディ ング 9 段ボール製エッジ プロテク タ （4） （箱のフタ
に配置）

5 箱の側面部分 （シャーシとパレ ッ ト
上段にかぶせる）

10 梱包用ス ト ラ ップ （2）
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ステップ  14 シャーシがパレッ ト上で移動しないよ うに、 4 個のブラケッ ト のそれぞれを固定している  2 本
のネジをしっかり と締めます。

ステップ  15 シャーシの上部に発泡スチロール パディ ングを置きます （図 E-3 の番号 4 を参照）。

ステップ  16 シャーシとパレ ッ ト上段に箱の側面部分をかぶせます （図 E-3 の番号 5 を参照）。

ステップ  17 シャーシ梱包箱にアクセサ リ  ト レイを入れ、 シャーシ  パディ ングの上に置きます （図 E-3 の番
号 6 を参照）。

ステップ  18 アクセサリボッ クスにアクセサリ  キッ ト と前面扉キッ ト を入れます （図 E-3 の番号 7 を参照）。

ステップ  19 シャーシ梱包箱に段ボール製のフタをかぶせます （図 E-3 の番号 8 を参照）。

ステップ  20 段ボール製のフタの外縁 （梱包用ス ト ラ ップを巻きつける位置） に 4 個のエッジ プロテク タを
あてがいます。 （図 E-3 の番号 9 を参照）

ステップ  21 2 本の梱包用ス ト ラ ップで、 フタをシャーシ梱包箱とパレッ ト に固定します （図 E-3 の番号 10 
を参照）。

Cisco Nexus 7010 スイッチの再梱包

Cisco Nexus 7010 スイ ッチ用の元の梱包材がない場合は、 それらの梱包材の別のセッ ト （注文
部品番号 N7K-C7010-SHPPKG=） を注文して ください。

注意 パレッ ト 、 スイ ッチ、 梱包を水に浸けた り湿気にさ ら した り しないよ うにして ください。

Cisco Nexus 7010 スイ ッチを再梱包するには、 次の手順を実行します。

ステップ  1 各電源モジュールの電源スイ ッチをスタンバイ （STBY） にします。 OUTPUT LED が消灯し
ます。

ステップ  2 各 AC 電源モジュールで、 次のよ うに電源コード取り外します。

a. 電源から  1 つまたは 2 つの電源プラグを取り外します。 電源モジュールの LED がすべて消
えます。

b. 6 kW AC 電源モジュールを取り外す場合は、 ケーブル留めのネジを緩めて電源モジュール
から  1 つまたは 2 つのプラグを抜きます。

（注） 7.5 kW 電源モジュールの場合、 ケーブルは電源モジュールに固定されているため、
取り外すこ とはできません。

ステップ  3 各 DC 電源モジュールで入力電力をオフにして、 次のよ うに電源コード取り外します。

a. 回路ブレーカーで各入力回路を手動でオフにして、 DC 入力電源を切り ます。

警告 次の作業を行う前に、 DC 回路に電気が流れていないこ とを確認します。 ステート メ ン ト  1003

b. DC 電源モジュールの LED がすべて消えているか点検して、 入力電力が完全にオフになっ
ている こ と を確認します。

c. 電源がオフになっている  DC 電源または DC 電源インターフェイス  ユニッ ト （PIU） から、
それぞれの電源コードを外します。
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警告 DC 電源端子には、 危険な電圧またはエネルギーが存在している可能性があります。 端子が使用さ
れていない場合は必ずカバーを取り付けて く ださい。 カバーを取り付けるときに絶縁されていない
伝導体に触れないこ とを確認して く ださい。 ステート メ ン ト  1075

d. DC 電源モジュールに接続している電源プラグご とに、 プラグを電源に固定している  2 本の
ネジを外してプラグを引き抜きます。

e. 電源装置の 2 個の M6 ナッ ト を緩めてアース  ラグを引き抜き、 電源装置の前面下部から
アース  ラグを取り外します。 アース  パッ ドの場所については、 図 6-2 （P.6-10） を参照して
ください。

f. 6 kW 電源モジュールの電源コードをアクセサ リ  キッ ト に入れます （7.5 kW 電源モジュー
ルの電源コードは、 電源モジュールに接続した状態で電源モジュールと同梱します）。

警告 装置を設置または交換する際は、 必ずアースを最初に接続し、 最後に取り外します。
ステート メ ン ト  1046

ステップ  4 各電源モジュール ユニッ ト を取り外し、 次のよ うに再梱包します。

（注） これらの手順は、 新しい Cisco Nexus 7010 スイ ッチに付属するマルチユニッ ト電源装置
ボッ クス用です。 6 kW AC 電源モジュール ユニッ ト用のシングルユニッ ト  ボッ ク スが
ある場合は、 図 E-15 （P.E-25） に示すパッキングの手順を参照して ください。 6 kW DC 
電源モジュール ユニッ ト用のシングルユニッ ト  ボッ ク スがある場合は、 図 10-3
（P.10-13） に示すパッキングの手順を参照して ください。

a. 電源モジュール ユニッ ト用の梱包ボッ クスを開け、 中に段ボール ホルダが入っている こ と
を確認します （図 E-15 の番号 1 を参照）。



E-25
『Cisco Nexus 7000 シリーズ ハードウェア インス ト レーシ ョ ン  および リファレンス ガイ ド』

OL-23069-07-J

付録 E      輸送のための Cisco Nexus 7000 シリーズ スイッチの再梱包

システム コンポーネン トの再梱包

図 E-15 マルチ ユニッ ト  ボックスへの電源モジュールの梱包
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b. DC 電源モジュール ユニッ ト を梱包する場合は、 下部パッ ドから分離可能な部分を取り外
します （図 E-15 の 2 を参照）。 パッ ドのこの取り外し可能な部分は、 よ り短い AC 電源モ
ジュール ユニッ ト を梱包する場合にのみ含まれています。

c. 平らではない面を上にして、 電源装置を差し込んでいるスロ ッ ト に下部パッ ドを入れます。
（図 E-15 の 3 を参照）。

d. 電源装置の 4 本の非脱落型ネジを緩めて、 シャーシから外します。

e. 電源装置のハンドルを片手で握り、 装置をシャーシから途中まで引き出します。

f. 片手を電源装置の下に置いて支え、 装置をシャーシから完全に引き出します。

g. 電源装置を静電気防止用袋に入れ、 袋に入れた電源装置を梱包用ボッ クスの 3 つの大きな
スロ ッ ト のいずれかに入れます （図 E-15 の番号 4、 5、 6 を参照）。

（注） マルチユニッ ト  ボッ ク スをよ り扱いやすくするため、 ボッ ク ス内での重さが均等に
なるよ うに電源装置を配置して ください。 ユニッ ト を  1 台だけ梱包する場合は、
ボッ ク ス中央の大きいスロ ッ ト にユニッ ト を入れます。 2 台のユニッ ト を梱包する
場合は、 ボッ ク ス両端の大きいスロ ッ ト にユニッ ト を入れます。

h. 電源コードを巻き、 電源装置の横のスロ ッ ト に入れます （図 E-15 の 7 を参照）。

i. も う  1 つの電源装置を梱包する場合は、 ステップ 4a から手順 4h を繰り返します。

j. 電源装置の上に上部パッ ドを置きます （図 E-15 の 8 を参照）。

k. ボッ ク スの 2 つの狭いフラ ップをパッ ド上に折り重ねます （図 E-15 の 9 を参照）。

1 ボッ ク スを開き、 段ボール ホルダが設置さ
れている こ と を確認します。

7 1 つまたは 2 つの電源コードを巻き、 電
源装置の横のスロ ッ ト に入れます。

2 DC 電源モジュール ユニッ ト を梱包する場
合は、 下部パッ ドから分離可能部分を引き
出します。

8 すべての電源装置をスロ ッ ト に格納し
た後、 電源装置の上に上部パッ ドを置
きます。

3 平らではない面を上にして、 電源装置を差
し込んでいるスロ ッ ト の下部に、 下部パッ
ドを配置します。

9 2 つの狭いフラ ップをボッ ク スの上に折
り重ねます。

4 7.5 kW AC 電源モジュール ユニッ ト
（N7K-AC-7.5KW-INT または 
N7K-AC-7.5KW-US） の場合は、 下部の
パッ ド全体 （分離可能な部分が取り付け
られている状態） と と もにスロ ッ ト に入
れます。

10 2 つの広いフラ ップを、 折られた狭いフ
ラ ップの上に折り重ねます。

5 6 kW AC 電源モジュール ユニッ ト
（N7K-AC-6.0KW） の場合は、 下部パッ ド全
体 （分離可能な部分が取り付けられている
状態） と と もにスロ ッ ト に入れます。

11 2 つの広いフラ ップを閉じ合わせて包装
用テープで箱に固定します。

6 6 kW DC 電源モジュール ユニッ ト
（N7K-DC-6.0KW） の場合は、 取り外し可能
な部分が取り外された下部のパッ ド と と も
にスロ ッ ト に入れます （よ り長い電源装置
に対応する目的）。



E-27
『Cisco Nexus 7000 シリーズ ハードウェア インス ト レーシ ョ ン  および リファレンス ガイ ド』

OL-23069-07-J

付録 E      輸送のための Cisco Nexus 7000 シリーズ スイッチの再梱包

システム コンポーネン トの再梱包

l. 2 つの広いフラ ップを狭いフラ ップの上に折り重ねます （図 E-15 の番号 10 を参照）。

m. 広いフラ ップを閉じ合わせてテープでボッ ク スに固定します （図 E-15 の番号 11 を参照）。

ステップ  5 次のよ うに、 コンソールとネッ ト ワークからスイ ッチを接続解除します。

a. 各スーパーバイザ モジュールで、 コンソール ポート 、 Com/AUX ポート 、 管理ポート 、
および CMP 管理ポート に接続されているケーブルを取り外します。

（注） CMP 機能は Supervisor 1 モジュールでのみ使用可能です。

b. 各 I/O モジュールからすべてのケーブルを取り外します。

ステップ  6 次の作業を実行して、 1 つまたは 2 つのシャーシのアース接続を接続解除します。

a. 各アース  ラグをシャーシに固定している  2 本の M4 ネジを緩めます。 Cisco Nexus 7010 ス
イ ッチの 2 つのアース  パッ ドの位置については、 図 4-6 （P.4-13） および図 4-7 （P.4-14） を
参照して ください。

b. アース  ラグをシャーシから取り外し、 ネジをアクセサ リ  キッ ト に入れます。

ステップ  7 シャーシにオプシ ョ ンのエアー フ ィルタが装着されている場合は、 次のよ うにエアー フ ィル
タを取り外します。

a. エアー フ ィルタ下部の左側と右側にある非脱落型ネジ （両側に 1 つずつ） を緩めてシャー
シから取り外します。

b. エアー フ ィルタ上部の左側と右側にある  2 つのスプ リ ング  ピン （両側に 1 つずつ） を同時
に引っ張り、 EMI フレームとシャーシからエアー フ ィルタを引き抜きます。

ステップ  8 シャーシにオプシ ョ ンの ミ ッ ド フレーム扉が含まれる場合は、 次のよ うに扉と フレームを取り
外します。

a. EMI フレームの 4 本の非脱落型ネジを緩めてシャーシから取り外し、 下部のサイ ド  フレー
ム部分を固定する  EMI パネルを取り外します。

b. 各サイ ド  フレーム部分を  EMI パネルに固定する  2 本のネジを緩めて取り外し、EMI パネル
から  2 つのサイ ド  フレームをそれぞれ取り外します。

c. 空気取り入れ口上に EMI パネルを置き、 非脱落型ネジをシャーシの穴に揃える こ とによ
り、 EMI パネルを再びシャーシに取り付けます。 非脱落型ネジをそれぞれしっかり と締め
ます。

d. 各扉フレームをシャーシに固定する  4 本のネジを緩めて取り外し、 2 つの扉をそれぞれ取
り外します。

e. フレームの 3 本のネジを緩めて取り外し、 下部フレームを取り外します。

ステップ  9 ラ ッ ク またはキャビネッ ト の垂直取り付けレールにシャーシの両側を固定している  6 本のネジ
（合計 12 本） を緩めて取り外します。

ステップ  10 シャーシの前に リ フ ト を置き、 リ フ ト のプラ ッ ト フォームをシャーシの底面 （シャーシ底面の
下 0.25 インチ （0.6 cm） 以内） まで上昇させ、 シャーシを押してプラ ッ ト フォームに載せられ
るよ うにします。

注意 重さが 120 ポンド （55 Kg） を超える ものを持ち上げる場合は、 リ フ ト を使用する必要があ り
ます。

ステップ  11 輸送用パレッ ト を床に置きます。 このパレッ ト では、 持ち上がった部分が大きいパレッ ト にボ
ル ト で固定されています。 持ち上がった部分を上に向けて ください。
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注意 次の手順では 4 人で作業する必要があ り ます。

ステップ  12 低 4 人でシャーシを リ フ ト に押し出します。

注意 シャーシのフレーム部分だけを押して ください。 モジュールを押した り、 モジュールのハンド
ルを使用した り しないでください。 これらのハンドルは、 これらのモジュールを取り外した
り、 取り付けた りするためだけに使用されます。 シャーシを移動した り、 持ち上げた りするた
めにシャーシの側面のハンドルを使用しないでください （ハン ドルは 200 ポンド （91 kg） を超
える持ち上げに対応していません）。 シャーシ  ハンドルは、 ラ ッ ク またはキャビネッ ト で
シャーシの位置を調整するためだけに使用します。

ステップ  13 リ フ ト にシャーシを確実に載せたら、 リ フ ト を使用してシャーシをパレッ ト に移動します。

ステップ  14 パレッ ト の高さ、 またはパレッ ト の上 0.25 インチ （0.6 cm） 以内にシャーシを下げます。

注意 次の手順では 4 人で作業する必要があ り ます。

ステップ  15 低 4 人でパレ ッ ト の持ち上がった部分にシャーシを押し出します。 パレ ッ ト とその持ち上
がった部分の共通エッジから  4 インチ （10.2 cm） 離れるよ うに、 シャーシを配置します。

ステップ  16 シャーシとパレ ッ ト のエッジとの間で、 パレ ッ ト の持ち上がった部分に 2 個のアングル ブラ
ケッ ト を緩く取り付けます これらのブラケッ ト をパレ ッ ト に固定するネジを締めないでくださ
い。 パレ ッ ト にシャーシを置いた後にこの位置を調整する必要があ り ます。 図 E-16 を参照し
て ください。
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図 E-16 輸送用パレッ トへのシャーシの取り付け

ステップ  17 シャーシ側面のネジ穴が 2 個のアングル ブラケッ ト の垂直面のネジ穴と揃う よ うにします。 ブ
ラケッ ト ご とに 4 本のネジをしっかり と締めて、 2 個のアングル ブラケッ ト をシャーシに固定
します。 図 E-16 を参照して ください。

ステップ  18 シャーシの反対側でアングル ブラケッ ト をさ らに 2 個パレッ ト に取り付けます。 各ブラケッ
ト の垂直面にある  4 個のネジ穴が、 シャーシの 4 個のネジ穴に揃っている こ と を確認して く
ださい。

ステップ  19 4 本のネジを使用し、 それぞれのブラケッ ト をシャーシにしっか り と取り付けます。
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1 下部パレッ ト 4 ブラケッ ト を上部パレ ッ ト に固定するボ
ル ト

2 パレッ ト の持ち上がった部分 5 シャーシをブラケッ ト に固定するネジ

3 取り付けブラケッ ト （2 個を表示。残りの 
2 個はシャーシの反対側）
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ステップ  20 4 個のアングル ブラケッ ト ご とに 2 本のボル ト をパレ ッ ト にしっか り と締め付けます。

ステップ  21 梱包袋をシャーシの上からかぶせます。

ステップ  22 図 E-17 の図 A のよ うに、 梱包袋をかぶせたシャーシの上にシャーシ用緩衝材を付けます。

図 E-17 システム コンポーネン トの梱包
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1 3 セグ メ ン ト  ディバイダ 6 段ボール製のふた

2 ポ リエチレン製緩衝材 7 ク リ ップ

3 電源装置ボッ クス （1 つのボッ クスに 3 台
の電源装置、 または 3 つのボッ クスに 3 台
の電源装置）

8 エッジ プロテク タ

4 3 セグ メ ン ト  ディバイダ 9 梱包用ス ト ラ ップ

5 J ボッ クスの半分 X 2
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ステップ  23 2 つの 3 セグメン ト  ディバイダの大きい方をシャーシの側面に置きます （図 E-17 の 1 を参照）。

ステップ  24 シャーシ側面の空の領域にマルチユニッ ト電源装置ボッ クス （または 3 つのシングルユニッ ト
電源装置ボッ クス （1 つ以上を空にできます）） を置きます （図 E-17 の 3 を参照）。

ステップ  25 電源装置ボッ ク ス上の空いた領域に、 小さい方の 3 セグ メ ン ト  ディバイダを置きます
（図 E-17 の 4 を参照）。

ステップ  26 ラ ッ ク またはキャビネッ ト の垂直取り付けレールに下部支持レールを固定している  6 本のネジ
を緩め、 2 本の下部支持レールそれぞれをラ ッ クまたはキャビネッ ト から取り外します。

ステップ  27 次のコンポーネン ト をアクセサ リ  キッ ト  ボッ ク スにしまい、 アクセサ リ  キッ ト を再び組み立
てます。

• 下部支持レール （2 個） および取り付けネジ （20 本）

• コンソール コネク タ  ケーブルおよびアダプタ

• アース  ラグおよび取り付けネジ （ラグご とに 2 本）

• 電源コード （電源装置ごとに 1 本または 2 本）

ステップ  28 シャーシの上に置いた緩衝材の上に、 アクセサ リ  キッ ト  ボッ ク スを置きます。

ステップ  29 システムにオプシ ョ ンの ミ ッ ド フレーム扉やエアー フ ィルタが含まれる場合は、 これらを元の
輸送用ボッ クスで梱包し、 電源装置ボッ クスの上にそのボッ ク スを置きます。

ステップ  30 パレッ ト の 2 つの側面を囲むよ うに、 J ボッ ク スの半分を下部パレッ ト に置きます （図 E-17 の
番号 5 を参照）。

ステップ  31 残りの 2 つの側面を囲むよ うに、 残りの J ボッ ク スの半分を置きます （図 E-17 の 5 を参照）。

ステップ  32 2 つの J ボッ ク スを  6 個のク リ ップ （片側に 3 個） でつなぎます （図 E-17 の 7 を参照）。

ステップ  33 パッケージの上に段ボール製のふたを置きます （図 E-17 の 6 を参照）。

ステップ  34 ふた上部の端に 4 つのエッジ プロテク タを取り付けます （図 E-17 の 8 を参照）。

ステップ  35 少な く と も  7 本の梱包用ス ト ラ ップを使用して （一方向に 3 本、 別の方向に 4 本）、 パッケージ
をパレッ ト に固定します （図 E-17 の番号 9 を参照）。

Cisco Nexus 7018 スイッチの再梱包

再梱包する  Cisco Nexus 7018 スイ ッチ用の元の梱包材がない場合は、 これらの梱包材の別の
セッ ト を注文する必要があ り ます （注文部品番号は N7K-C7018-SHPPKG=）。

注意 パレッ ト 、 システム、 梱包を水に浸けた り湿気にさ ら した り しないよ うにして ください。

Cisco Nexus 7018 システムを再梱包する手順は、 次のとおりです。

ステップ  1 各電源装置の電源スイ ッチを  STBY にします。 OUTPUT LED が消灯します。

ステップ  2 各 AC 電源モジュール ユニッ ト で、 次のよ うに電源コード取り外します。

a. 電源から電源プラグを取り外します。 電源装置から  2 本の電源コードが出ている場合は、
2 つの電源プラグを取り外します。 それ以外の場合は 1 つの電源プラグを取り外します。

b. 6 kW AC 電源モジュール ユニッ ト を取り外す場合は、 ケーブル留めのネジを緩めて電源装
置から  1 つまたは 2 つのプラグを抜きます。
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（注） 7.5 kW 電源モジュール ユニッ ト には電源コードが接続され固定されているため、電
源装置から電源コードを取り外すこ とができません。

ステップ  3 各 DC 電源モジュール ユニッ ト で入力電力をオフにして、 次のよ うに電源コード取り外し
ます。

a. 回路ブレーカーで各入力回路を手動でオフにして、 入力電源を切り ます。

警告 次の作業を行う前に、 DC 回路に電気が流れていないこ とを確認します。 ステート メ ン ト  1003

b. DC 電源モジュール ユニッ ト の LED がすべて消えているか点検して、 入力電力が完全にオ
フになっている こ と を確認します。

c. DC 電源または DC PIU から電源ケーブルのセッ ト を取り外します。

警告 DC 電源端子には、 危険な電圧またはエネルギーが存在している可能性があります。 端子が使用さ
れていない場合は必ずカバーを取り付けて く ださい。 カバーを取り付けるときに絶縁されていない
伝導体に触れないこ とを確認して く ださい。 ステート メ ン ト  1075

d. それぞれの電源プラグを電源装置に固定している  2 本のネジを緩めます。

e. 電源装置からそれぞれの電源プラグを抜きます。

f. 2 本の M6 ナッ ト を外し、 電源装置からアース  ラグを取り外して、 電源装置のアース  ケー
ブルを取り外します。 DC 電源モジュール ユニッ ト のアース  パッ ドの場所については、
図 6-2 （P.6-10） を参照して ください。

警告 装置を設置または交換する際は、 必ずアースを最初に接続し、 最後に取り外します。
ステート メ ン ト  1046

ステップ  4 各 AC 電源モジュール ユニッ ト で、 次のよ うに電源装置を取り外し、 再梱包します。

（注） これらの手順は、 新しい Cisco Nexus 7018 スイ ッチに付属するマルチユニッ ト電源装置
ボッ クス用です。 6 kW AC 電源モジュール ユニッ ト用のシングルユニッ ト  ボッ ク スが
ある場合は、 図 10-1 （P.10-5） に示すパッキングの手順を参照して ください。

a. 電源モジュール ユニッ ト用の梱包ボッ クスを開け、 中に段ボール ホルダが入っている こ と
を確認します （図 E-18 の番号 1 を参照）。
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図 E-18 Cisco Nexus 7018 のマルチユニッ ト  ボッスクでの AC 電源モジュール ユニッ トの梱包

b. 段ボール ホルダの下に緩衝材がある こ と を確認します （図 E-18 の 2 を参照）。

c. 電源装置の 4 本の非脱落型ネジを緩めて、 シャーシから外します。

d. 電源装置のハンドルを片手で握り、 装置をシャーシから途中まで引き出します。

e. 片手を電源装置の下に置いて支え、 装置をシャーシから完全に引き出します。
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1 電源装置ボッ クスを開けます。 5 電源装置の上に上部パッ ドを置きます。

2 下部パッ ド と段ボール ホルダがボッ
ク スに入っている こ と を確認します。

6 狭いフラ ップを上部パッ ド上に折り重ねます。

3 AC 電源モジュール ユニッ ト を代替ス
ロ ッ ト に入れます （電源装置間のス
ロ ッ ト を少な く と も  1 つ空のままにし
ます）。

7 広いフラ ップを折られた狭いフラ ップ上に折
り重ねます。

4 電源コードを巻いて、 電源装置の横
にあるスロ ッ ト に入れます。

8 広いフラ ップを閉じ合わせて梱包用テープで
ボッ クスに固定します。
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f. 電源装置に静電気防止用梱包袋をかぶせ、 それらの電源装置を梱包用ボッ クスのよ り大き
なスロ ッ ト のいずれかに入れます （図 E-18 の 3 を参照）。

（注） マルチユニッ ト  ボッ ク スをよ り簡単に取り扱う ため、 ボッ ク ス内で電源装置の重さ
が均等になるよ うに電源装置を配置します。 装置を  1 台だけ梱包する場合は、 ボッ
ク スの真ん中に装置を入れます。 2 台のユニッ ト を梱包する場合は、 ボッ ク ス両端
の大きいスロ ッ ト にユニッ ト を入れます。 3 台の装置を梱包する場合は、 1 台を
ボッ ク スの真ん中に入れ、 残りの 2 台をボッ ク スの両端に入れます。

g. 電源コードを巻き、 電源装置の横のスロ ッ ト に入れます （図 E-18 の 4 を参照）。

h. も う  1 つの AC 電源モジュール ユニッ ト を再梱包する場合は、 ステップ 4b から手順 4g を
繰り返します。

i. 電源装置の上に緩衝材を置きます （図 E-18 の 5 を参照）。

j. ボッ ク スの狭いフラ ップを上部パッ ド上に折り重ねます （図 E-18 の 6 を参照）。

k. 広いフラ ップを、 折られた狭いフラ ップ上に折り重ねます （図 E-18 の 7 を参照）。

l. 広いフラ ップを閉じ合わせてテープでボッ ク スに固定します （図 E-18 の 8 を参照）。

ステップ  5 DC 電源モジュール ユニッ ト の場合は、 次のよ うに再梱包します。

注意 DC 電源モジュール ユニッ ト を取り外す前に、 元電源側で電源が切られ、 LED が点灯してない
こ とを確認します。

a. 4 ユニッ ト の梱包用ボッ クスを開いて、ボッ ク スの一番下に 1 つまたは 2 つの巻かれた電源
コードを置きます （図 E-19 の 1 を参照）。
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図 E-19 シングルユニッ ト  ボックスへの 6 kW DC 電源モジュール ユニッ トの梱包

b. 三つ折り カバーを折り目で折り、 巻かれた電源ケーブル上に置きます （図 E-19 の 2 を
参照）。

c. 電源装置の 4 本の非脱落型ネジを緩めて、 シャーシから外します。

d. 電源装置のハンドルを片手で握り、 装置をシャーシから途中まで引き出します。
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1 電源コードを巻き、 開いたボッ ク スの一
番下に配置します。

6 パッ ドが装着された電源装置をボッ クス
内の三つ折り カバーの上に置きます。

2 巻かれたケーブル上に三つ折り カバーを
置きます。

7 電源装置のパッ ド上に狭いフラ ップを折
り重ねます。

3 電源装置に静電気防止用袋をかぶせ、 袋
の外からフ ィ ラー ボッ ク スを電源装置の
切り欠き部分に固定します。

8 電源装置上に広いフラ ップを折り重ね
ます。

4 電源装置およびフ ィ ラー ボッ ク スのバッ
ク  エンドに非拡張型のエンド  パッ ドを取
り付けます。

9 広いフラ ップを閉じ合わせて梱包用テー
プでボッ クスに固定します。

5 拡張型のエンド  パッ ドの両端を引っ張っ
て電源装置の前面にエンド  パッ ドを装着
し、 エン ド  パッ ドがフ ィ ッ トするよ うに
電源装置の前面の両端を同時に押します。
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e. 片手を電源装置の下に置いて支え、 装置をシャーシから完全に引き出します。

f. 電源装置に静電気防止用梱包袋をかぶせ、 それらの電源装置を梱包用ボッ クスのよ り大き
なスロ ッ ト のいずれかに入れます （図 E-19 の 3 を参照）。

（注） マルチユニッ ト  ボッ ク スをよ り簡単に取り扱う ため、 ボッ ク ス内で電源装置の重さ
が均等になるよ うに電源装置を配置します。 装置を  1 台だけ梱包する場合は、 ボッ
ク スの真ん中に装置を入れます。 2 台のユニッ ト を梱包する場合は、 ボッ ク ス両端
の大きいスロ ッ ト にユニッ ト を入れます。 3 台の装置を梱包する場合は、 1 台を
ボッ ク スの真ん中に入れ、 残りの 2 台をボッ ク スの両端に入れます。 ケーブルを梱
包できるよ うに、 電源装置間のスロ ッ トは常に空けておいて ください。

g. DC 電源モジュール ユニッ ト に静電気防止用袋をかぶせ、 電源装置の切り欠きの部分に
フ ィ ラー ボッ ク スを取り付けます （図 E-19 の 3 を参照）。

h. 電源装置のバッ ク  エンドおよびフ ィ ラー ボッ ク スを発泡スチロールのブロ ッ クに入れます
（図 E-19 の 4 を参照）。

i. も う一方の発泡スチロールのブロ ッ クの両端を引っ張って拡張し、 電源装置の前面にブ
ロ ッ クをフ ィ ッ ト させ、 引っ張っていた両端を元に戻します （図 E-19 の 5 を参照）。

j. 電源装置とその発泡スチロールのブロ ッ クをボッ ク スに入れます （図 E-19 の 6 を参照）。

k. 電源装置上に狭いフラ ップを折り重ねます （図 E-19 の 7 を参照）。

l. 広いフラ ップを狭いフラ ップ上に折り重ねます （図 E-19 の 8 を参照）。

m. 広いフラ ップを閉じ合わせて梱包用テープでボッ ク スに固定します （図 E-19 の 8 を
参照）。

ステップ  6 次のよ うに、 コンソールとネッ ト ワークからスイ ッチを接続解除します。

a. 各スーパーバイザ モジュールで、 コンソール ポート 、 Com/AUX ポート 、 管理ポート 、
および CMP 管理ポート に接続されているケーブルを取り外します。

b. 各 I/O モジュールからすべてのケーブルを取り外します。

ステップ  7 次の作業を実行して、 1 つまたは 2 つのシャーシのアース接続を接続解除します。

a. 各アース  ラグをシャーシに固定している  2 本の M4 ネジを緩めます。 Cisco Nexus 7010 ス
イ ッチの 2 つのアース  パッ ドの位置については、 図 4-6 （P.4-13） および図 4-7 （P.4-14） を
参照して ください。

b. ネジをアクセサ リ  キッ ト に収納します。

ステップ  8 次の作業を実行して、 ネッ ト ワークからスイ ッチを接続解除します。

a. 各スーパーバイザ モジュールの管理プロセッサおよび CMP プロセッサをコンソールに接
続するケーブルを接続解除します。

b. I/O モジュールからすべての I/O ケーブルを取り外します。

ステップ  9 シャーシにオプシ ョ ンの前面扉と空気取り入れ口が含まれる場合は、 次のよ うにこれらを取り
外します。

a. 扉のラ ッチ ハンドルのいずれかをカチッ とい う音がするまで引っ張る こ とによ り （ハン ド
ルを  30 度引っ張る とカチッ とい う音がします） 扉を開き、 シャーシから離れるよ うに扉を
回します （図 E-20 を参照）。
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図 E-20 前面扉片側の取り外し

b. （開いたラ ッチ ハンドルの背後にある） 扉の背面のロ ッ ク  ボタンを押し、 ラ ッチ ハンドル
が扉の前面に対してフラ ッ ト になるよ うにします （図 E-21 を参照）。
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1 ラ ッチ ハンドルをカチッ とい う音がする
まで開きます。

2 扉を開きます。
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図 E-21 ラッチ ロック  ボタンの位置

c. ドアの開いた側を片手で持ち、 も う一方の手で扉のヒ ンジ側のラ ッチ ハンドルをカチッ と
い う音がするまで開きます （図 E-22 の 1 を参照）。 両手を使ってシャーシから扉を取り外
します。

1 右側のラ ッチのロ ッ ク  ボタン 2 左側のラ ッチのロ ッ ク  ボタン

1 2
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図 E-22 前面扉の取り外し  

d. 開いたラ ッチ背後にある扉の表面内のロ ッ ク  ボタンを押し、 扉の前面に対してラ ッチ ハン
ドルをフラ ッ ト にします （図 E-21 を参照）。

e. 前面扉用のボッ クスを開きます。 このボッ ク スは、 前面扉と空気取り入れ口フレーム  キッ
ト が含まれるボッ ク ス内にあ り ます。 4 つの側面緩衝材がボッ クスの中央パネルの端に
揃っている こ と を確認します （図 E-23 の 1 と  2 を参照）。
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1 ラ ッチ ハンドルをカチッ とい う音がする
まで開きます。

2 シャーシから扉を引き抜きます。
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図 E-23 前面扉の梱包

f. ボッ ク ス  フラ ップを扉上で折り、 所定の場所にテープで固定します。

g. 扉の下部ヒ ンジ ブラケッ ト を固定する  8 本のネジを緩めて取り外します。 4 本のネジは
ケーブル管理フレームの右側と左側に取り付けられ （それぞれの側に 2 つずつ）、 残りの 
4 本のネジはシャーシに取り付けられます （図 E-24 を参照）。 小さい部品用バッグにネジ
を入れます。

（注） このと きに上部カバーを取り外さないでください。 上部カバーは、 ケーブル管理フレー
ムの一部です。
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1 2 つの短い側面緩衝材をボッ ク スの中央パ
ネル内の短い内側の折り目に揃えます。

4 2 つの短いフラ ップを緩衝材の端に沿って
折り、 前面扉の上に折り重ねます。

2 2 つの長い側面緩衝材をボッ ク スの中央パ
ネル内の長い内側の折り目に揃えます。

5 2 つの長いフラ ップを緩衝材の端に沿って
折り、 側面のフラ ップと扉の上に折り重
ねます。

3 側面緩衝材の間の空いている領域に扉を
置きます。

6 2 つの長いフラ ップを閉じ合わせて梱包用
テープでボッ クスに固定します。
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図 E-24 下部ヒンジ ブラケッ トの取り外し

h. シャーシからブラケッ ト を取り外し、 そのブラケッ ト用の開いたボッ ク スに入れます。

i. ボッ ク ス  フラ ップをブラケッ ト上で折り、 テープでボッ ク スに固定します。

j. 右扉のス ト ッパーを右側のケーブル管理フレームに固定する  2 本の M3x10 ネジを緩めて取
り外します。 扉の小さな部品用バッグに 2 本のネジと扉のス ト ッパーを入れます。

k. 左扉のス ト ッパーを左側のケーブル管理フレームに固定する  2 本の M3x10 ネジを緩めて取
り外します。 扉の小さな部品用バッグに 2 本のネジと扉のス ト ッパーを入れます。

l. 上部で短いボッ クス  フラ ップを折り、 短いフラ ップ上に長いボッ ク ス  フラ ップを折り、 長
いフラ ップを閉じ合わせて梱包用テープでボッ ク スに固定します。

m. 空気取り入れ口フレームの 2 本の非脱落型ネジ （それぞれの側に 1 本の非脱落型ネジがあ
り ます） を緩め、 シャーシから取り外します （図 E-25 の 1 を参照）。
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1 シャーシから  4 本の M4x8 なべネジ
を取り外します。

2 ケーブル管理アセンブ リから  4 本の M4x8 ネジ
（それぞれの側に 2 つのネジ） を取り外します。
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図 E-25 空気取り入れ口アセンブリの取り外し

n. シャーシから空気取り入れ口アセンブ リ を引き抜きます。

o. 4 個のボール スタ ッ ド を緩めて取り外します （図 E-26 を参照）。

19
30

12

1

1

2

2

1 2 本の非脱落型ネジを緩め、 シャーシから
取り外します。

2 シャーシから空気取り入れ口アセンブ リ
を取り外します。
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図 E-26 ガイド用ボール スタ ッ ドの取り外し

p. 空気取り入れ口フレームを元の梱包用ボッ クスに再梱包し、 ガイ ド用ボール ネジを扉の小
さい部品用バッグに入れます。

q. 空気取り入れ口フレーム上で 2 つの短いボッ クス  フラ ップを折り、 短いフラ ップ上に 2 つ
の長いボッ クス  フラ ップを折り重ね、 長いフラ ップを閉じ合わせて梱包用テープでボッ ク
スに固定します。

r. 前面扉と空気取り入れ口フレーム  キッ ト用のボッ ク スを開き、 コンポーネン ト を入れます
（図 E-27 の 1 を参照）。
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1 ボール スタ ッ ド
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図 E-27 前面扉と空気取り入れ口フレーム キッ トの再梱包
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ステップ  10 次の手順に従って、 ケーブル管理システムを取り外し、 再梱包します。

a. 上部カバーを上部ケーブル管理アセンブ リおよびシャーシに固定する  8 本の M4x8 なべネ
ジを緩めて取り外します （図 E-28 を参照）。

図 E-28 上部ケーブル管理アセンブリおよびシャーシからの上部カバーの取り外し

1 ボッ ク スを開きます。 6 小さな部品用バッグをいずれかのフ ィ ラー ボッ クスに入
れます。

2 前面扉用ボッ クスを メ イ
ン  ボッ ク スに入れます。

7 2 つの短いフラ ップをボッ ク スの上部に折り重ねます。

3 空気取り入れ口フレーム  
ボッ クスを前面扉用ボッ ク
スの横およびメ イン  ボッ
クスの下部に入れます。

8 2 つの長いフラ ップを短いフラ ップの上に折り重ねます。

4 空気取り入れ口フレーム
用ボッ ク スの上に下部ヒ
ンジ ブラケッ ト用ボッ ク
スを置きます。

9 2 つの長いフラ ップを閉じ合わせて梱包用テープでボッ
ク スに固定します。

5 下部ヒ ンジ ブラケッ ト用
ボッ ク スの上に 2 個のフ ィ
ラー ボッ ク スを置きます。
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1 シャーシに固定された 4 本の M4x8 なべ
ネジ

2 2 つの上部ケーブル管理アセンブ リ を固定
する  4 本の M4x8 なべネジ
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b. シャーシと  2 つの上部ケーブル管理アセンブ リから上部カバーを取り外します。

c. 左側の上部ケーブル管理アセンブ リに対して、 5 本の M4x10 ネジを取り外し、 アセンブ リ
を持ち上げて取り外します （図 E-29 を参照）。

d. 右側の上部ケーブル管理アセンブ リに対してステップ 3c を繰り返します。

図 E-29 上部ケーブル管理アセンブリの取り外し

e. 左側の下部ケーブル管理アセンブ リに対して、 4 本の M4x10 ネジを取り外し、 アセンブ リ
を持ち上げて取り外します （図 E-30 を参照）。
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1 ラ ッ クマウン ト  ブラケッ ト 。 3 5 本の M4x10 ネジを緩めて取り外す。

2 上部ケーブル管理アセンブ リ 。 4 ラ ッ クマウン ト  ブラケッ ト  フ ッ クから上
部ケーブル管理アセンブ リ を持ち上げて
取り外す。
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図 E-30 下部ケーブル管理アセンブリの取り外し

f. 右側の下部ケーブル管理アセンブ リに対してステップ 3e を繰り返します。

g. ケーブル管理フレーム用のボッ ク スを開き、 梱包材を取り外します。

h. 緩衝材と段ボール製のディバイダをボッ ク スに入れます （図 E-31 の 2 と  3 を参照）。
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1 下部ケーブル管理アセンブ リ 。 3 4 本の M4x10 ネジを緩めて取り外す。

2 左側ラ ッ クマウン ト  ブラケッ ト 。 4 下部ケーブル管理アセンブ リ をラ ッ クマ
ウン ト  ブラケッ ト  フ ッ クから持ち上げて
取り外す。
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図 E-31 Cisco Nexus 7018 ケーブル管理システムの梱包
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1 ケーブル管理ボッ クスを開きます。 5 ケーブル管理フレームの上にフラ ッ ト な
段ボール製のディバイダを置きます。

2 ボッ ク スの下部に緩衝材を入れます。 6 上部カバー ボッ クスを置きます。

3 ケーブル管理フレーム  ディバイダを入れ
ます。

7 上部カバー ボッ クスの上に緩衝材を入れ
ます。

4 4 つのケーブル管理フレームそれぞれを空
きディバイダ スロ ッ ト に挿入します。
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i. 段ボール製のディバイダの空きスロ ッ ト のいずれかに 4 つのケーブル管理フレームそれぞ
れを入れます。

j. 梱包されたケーブル管理フレームの上にフラ ッ ト な段ボール製のディバイダを置きます
（図 E-31 の 5 を参照）。

k. 上部カバー用のボッ クスを開き、 ボッ ク ス内に上部カバーを置き、 ボッ ク スを閉じ、 梱包
されたケーブル管理フレームをカバーするフラ ッ ト な段ボール部分の上にボッ クスを置き
ます （図 E-31 の 6 を参照）。

l. 上部カバー ボッ ク スの上に残りの緩衝材を置き、 ケーブル管理フレーム用のボッ ク スを閉
じ、 テープで固定します。

ステップ  11 移動のためにシャーシをできる限り軽くする必要がある場合は、 次のよ うにファン  ト レイを取
り外します。

a. 2 つのファン  ト レイを置く場所に、 静電気防止用マッ ト か静電気防止材を敷きます。

b. ファン  ト レイをシャーシから取り外している間に、 ファン  ト レイが損傷しない場所を選択
して ください。

c. 交換用のファン  ト レイを開梱し、 静電気防止用マッ ト か静電気防止材の上に置きます。

d. 交換するファン  ト レイの 4 本の非脱落型ネジを反時計回りに回してシャーシから外し
ます。

e. ファン  ト レイ  ハンドルを片手でつかみ、 シャーシのスロ ッ ト から途中までファン  ト レイ
を引き出します。

f. ファン  ト レイの電源コネク タがバッ クプレーンから容易に外れない場合は、 軽. く揺ら し
ます。

g. ファン  ト レイの底面の下に片手を置いてファン  ト レイを支持し、 シャーシからファン  ト
レイを引き出します。

h. ファン  ト レイは、 静電気防止用マッ ト上に置くか、 元の梱包材を使用して再梱包します。

ステップ  12 アース線をシャーシに取り付けている  2 本の M4 ネジを緩めて取り外し、 各システム  アースを
接続解除します。

ステップ  13 ラ ッ ク またはキャビネッ ト の垂直取り付けレールにシャーシの両側を固定している  9 本のネジ
（合計 18 本） を緩めて取り外します。

ステップ  14 シャーシ前面に リ フ ト を配置し、 シャーシの下部 （シャーシ 下部の下 0.25 インチ （0.6 cm）
以内） にプラ ッ ト フォームを上げて、 シャーシを リ フ ト のプラ ッ ト フォームに押し出せるよ う
にします。

注意 重さが 120 ポンド （55 Kg） を超える ものを持ち上げる場合は、 リ フ ト を使用する必要があ り
ます。

ステップ  15 輸送用パレッ ト を床に置きます。 このパレッ ト では、 持ち上がった部分が大きいパレッ ト にボ
ル ト で固定されています。 持ち上がった部分を上に向けて ください。

注意 次の手順は 2 人で行う必要があ り ます。

ステップ  16 2 人以上でシャーシを押して リ フ ト に載せます。
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注意 シャーシのフレーム部分だけを押して ください。 モジュールを押した り、 モジュールのハンド
ルを使用した り しないでください。 これらのハンドルは、 これらのモジュールを取り外した
り、 取り付けた りするためだけに使用されます。 シャーシを移動した り、 持ち上げた りするた
めにシャーシの側面のハンドルを使用しないでください （ハン ドルは 200 ポンド  [91 Kg] を超
える持ち上げに対応していません）。 シャーシ  ハンドルは、 ラ ッ ク またはキャビネッ ト で
シャーシの位置を調整するためだけに使用します。

ステップ  17 リ フ ト にシャーシを確実に載せたら、 リ フ ト を使用してシャーシをパレッ ト に移動します。

ステップ  18 パレッ ト の高さ、 またはパレッ ト の上 0.25 インチ （0.6 cm） 以内にシャーシを下げます。

注意 次の手順は 2 人で行う必要があ り ます。

ステップ  19 2 人以上でシャーシを押してパレッ ト の上段に載せます。 パレ ッ ト とその持ち上がった部分の
共通エッジから  4 インチ （10.2 cm） 離れるよ うに、 シャーシを配置します。

ステップ  20 シャーシとパレ ッ ト のエッジとの間で、 パレ ッ ト の持ち上がった部分に 2 個のアングル ブラ
ケッ ト を緩く取り付けます これらのブラケッ ト をパレ ッ ト に固定するネジを締めないでくださ
い。 パレ ッ ト にシャーシを置いた後にこの位置を調整する必要があ り ます。 図 E-32 を参照し
て ください。
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図 E-32 輸送用パレッ トへのシャーシの取り付け

ステップ  21 シャーシ側面のネジ穴が 2 個のアングル ブラケッ ト の垂直面のネジ穴と揃う よ うにします。 ブ
ラケッ ト ご とに 4 本のネジをしっかり と締めて、 2 個のアングル ブラケッ ト をシャーシに固定
します。 図 E-32 を参照して ください。

ステップ  22 シャーシの反対側でアングル ブラケッ ト をさ らに 2 個パレッ ト に取り付けます。 各ブラケッ
ト の垂直面にある  4 個のネジ穴が、 シャーシの 4 個のネジ穴に揃っている こ と を確認して く
ださい。

ステップ  23 4 本のネジを使用し、 それぞれのブラケッ ト をシャーシにしっか り と取り付けます。

ステップ  24 4 個のアングル ブラケッ ト ご とに 2 本のボル ト をパレ ッ ト にしっか り と締め付けます。

ステップ  25 ファン  ト レイを取り外した場合は、 次のよ うに ト レイをシャーシに戻します。

19
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4
4

4
4

4

4

1

2

3

4

4

5
5

5
5

1 下部パレッ ト 4 ブラケッ ト を上部パレ ッ ト に固定するボ
ル ト

2 パレッ ト の持ち上がった部分 5 シャーシをブラケッ ト に固定するネジ

3 取り付けブラケッ ト （2 個を表示。残りの 
2 個はシャーシの反対側）
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a. 一方の手でファン  ト レイ  ハンドルを持ち、 も う一方の手でファン  ト レイの底を支えます。

b. ファン  ト レイの背面を空いているファン  ト レイ  スロ ッ ト に向けて、 電気コネク タがバッ
クプレーンに収ま り、 非脱落型ネジがシャーシの穴に揃う まで、 ファン  ト レイ完全に押し
込みます。

c. 非脱落型ネジを  8 インチポン ド （0.9 N·m） の トルクで締めます。

d. ステップ 25a ～ 25cを繰り返して他のファン  ト レイを取り付けます。

ステップ  26 梱包袋をシャーシの上からかぶせます。

ステップ  27 図 E-33 の図 A のよ うに、 梱包袋をかぶせたシャーシの上にシャーシ用緩衝材を付けます。

図 E-33 システム コンポーネン トの梱包
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1 電源装置ボッ クス。 6 アクセサ リ  キッ ト 、 ケーブル管理フレーム  キッ ト と、 オプ
シ ョ ンの前面扉および空気取り入れ口フレーム  キッ ト を入
れます。

2 ポ リエチレン製緩衝材。 7 段ボール製のふた。

3 3 セグ メ ン ト  ディバ
イダ。

8 エッジ プロテク タ。

4 J ボッ クスの半分 X 2。 9 梱包用ス ト ラ ップ。

5 ク リ ップ。
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ステップ  28 図 E-33 （P.E-52） の図 A のよ うに、 シャーシの横の持ち上がっていない領域に電源装置ボッ ク
スを置きます。

ステップ  29 図 E-33 の図 A のよ うに、 電源装置ボッ クスの上の持ち上がっていない領域に、 3 セグ メ ン ト  
ディバイダを置きます。

ステップ  30 ラ ッ ク またはキャビネッ ト の垂直取り付けレールに各下部支持レールを固定している  8 本のネ
ジを緩め、 2 本の下部支持レールそれぞれをラ ッ クまたはキャビネッ ト から取り外します。

ステップ  31 次のコンポーネン ト をアクセサ リ  キッ ト  ボッ ク スにしまい、 アクセサ リ  キッ ト を再び組み立
てます。

• 下部支持レール （2 個） および取り付けネジ （34 本）

• コンソール コネク タ  ケーブルおよびアダプタ

• アース  ラグ （アース  ケーブルを除く ） および取り付けネジ （ラグご とに 2 本）

• 電源ケーブル （各 6 kW 電源装置に対して 1 つまたは 2 つ）

ステップ  32 図 E-33 の図 A のよ うに、パレ ッ ト両側を囲むよ うに、片方の J ボッ ク スの半分を下部パレッ ト
上に置きます。

ステップ  33 図 E-33 の図 A のよ うに、 残りの 2 つの側面を囲むよ うに、 残りの J ボッ ク スの半分を置き
ます。

ステップ  34 図 E-33 の図 A のよ うに、 2 つの J ボッ ク スを  6 個のク リ ップ （片側に 3 個） でつなぎます。

ステップ  35 システムにオプシ ョ ンの前面扉と空気取り入れ口フレームが含まれる場合は、 これらを元の
梱包材で梱包し、 電源装置ボッ クスの上の空き領域に置きます。

ステップ  36 図 E-33 の図 B のよ うに、 パッケージの上に段ボール製のふたを置きます。

ステップ  37 ふた上部の端に 4 つのエッジ プロテク タを取り付けます （図 E-33 の図 C を参照）。

ステップ  38 図 E-33 の図 C のよ うに、少な く と も  4 個の梱包用ス ト ラ ップ （一方向に 2 個、 も う一方向に 
2 個） を使用してパッケージをパレッ ト に固定します。
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A P P E N D I X F
設置環境およびメンテナンス記録

この付録には、 Cisco Nexus 7000 シ リーズ スイ ッチの設置場所を準備する と きに使用する設置
場所の準備チェ ッ ク リ ス ト があ り ます。 この付録で説明する内容は次のとおりです。

• 「設置環境チェ ッ ク リ ス ト 」 （P.F-1）

• 「担当者および設置場所の情報」 （P.F-2）

• 「シャーシおよびモジュールの情報」 （P.F-3）

設置環境チェ ックリスト
スイ ッチを正常に稼働させ、 適切な通気を保持し、 作業を容易にするには、 装置ラ ッ ク または
キャビネッ ト の設置環境を整え、 配置を決める こ とが重要です。

表 F-1 には、 システムの設置場所の準備作業が示されています。 この作業は、 Cisco Nexus 7000 
シ リーズ スイ ッチの設置前に完了しておく こ と を推奨します。 1 つ 1 つの準備作業を完了する
こ とで、 スイ ッチを円滑に設置できます。

表 F-1 設置環境チェ ックリス ト

準備作業 確認日時

設置場所の確認

• 広さおよびレイアウ ト

• 床の表面仕上げ

• 衝撃および振動

• 照明

• 物理的アクセス

• メ ンテナンス作業の容易さ

環境の確認

• 周囲温度

• 湿度

• 高度

• 空気の汚染

• エアーフロー



F-2
『Cisco Nexus 7000 シリーズ ハードウェア インスト レーシ ョ ン  および リ ファレンス ガイド』

OL-23069-07-J

付録 F      設置環境およびメンテナンス記録

担当者および設置場所の情報

担当者および設置場所の情報
次のワークシート （表 F-2） に、 担当者および設置場所の情報を記録して ください。

電源の確認

• 入力電源のタイプ

• 電源コンセン ト

• 電源コンセン ト と機器の距離

• 電源の冗長性のための専用 （個別） 回路

• 電源障害時用の UPS

• アース ： 適切なゲージの導線と圧着端子

• 回路ブレーカーの容量

アースの確認

• データセンターのアース

ケーブルおよびインターフ ェイス機器の確認

• ケーブル タ イプ

• コネク タ  タ イプ

• ケーブルの距離制限

• インターフェイス機器 （ ト ランシーバ）

EMI の確認

• 信号の距離制限

• 設置場所の配線

• RFI レベル

表 F-1 設置環境チェ ックリス ト  （続き）

準備作業 確認日時

表 F-2 担当者および設置場所の情報

担当者

担当者の電話番号

連絡先 E メール

建物および設置場所の名称

データセンターの位置

設置フロアの位置

住所 （1）

住所 （2）

市町村

状態
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シャーシおよびモジュールの情報
次のワークシート （表 F-3、 表 F-5、 表 F-6、 および表 F-7） に、 シャーシおよびモジュールの
情報を記録して ください。

契約番号

シャーシのシ リ アル番号

製品番号

郵便番号

国

表 F-2 担当者および設置場所の情報 （続き）

表 F-3 ネッ トワーク関連情報

スイッチの IP アドレス

スイッチの IP ネッ トマスク

Hostname

ド メ イン名

IP ブロードキャス ト  アドレス

ゲートウェイおよびルータのアド
レス

DNS アドレス

表 F-4 Cisco Nexus 7004 シャーシのモジュール情報

スロッ ト モジュール タイプ モジュールのシリアル番号 注意

1 スーパーバイザ
（Supervisor）

2 スーパーバイザ
（Supervisor）

3

4

表 F-5 Cisco Nexus 7009 シャーシのモジュール情報

スロッ ト モジュール タイプ モジュールのシリアル番号 注意

1 スーパーバイザ
（Supervisor）

2 スーパーバイザ
（Supervisor）

3
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4

5

6

7

8

9

表 F-6 Cisco Nexus 7010 シャーシのモジュール情報

スロッ ト モジュール タイプ モジュールのシリアル番号 注意

1

2

3

4

5 スーパーバイザ
（Supervisor）

6 スーパーバイザ
（Supervisor）

7

8

9

10

表 F-5 Cisco Nexus 7009 シャーシのモジュール情報 （続き）

スロッ ト モジュール タイプ モジュールのシリアル番号 注意

表 F-7 Cisco Nexus 7018 シャーシのモジュール情報

スロッ ト モジュール タイプ モジュールのシリアル番号 注意

1

2

3

4

5

6

7

8

9 スーパーバイザ
（Supervisor）

10 スーパーバイザ
（Supervisor）
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11

12

13

14

15

16

17

18

表 F-7 Cisco Nexus 7018 シャーシのモジュール情報 （続き）

スロッ ト モジュール タイプ モジュールのシリアル番号 注意
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